
取
扱
説
明
書

取扱説明書※ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※ｉモードからご利用いただく場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。
※パソコンからご利用になる場合、「My DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。
※「ネットワーク暗証番号」および「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は下記総合お問い合わせ先にご相談くだ
さい。

※ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。
※システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

　　　 （局番なしの）151（無料）
※一般電話などからはご利用になれません。

■一般電話などからの場合

 0120-800-000
※携帯電話、PHSからもご利用になれます。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけくださ
い。

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

　　　 （局番なしの）113（無料）
※一般電話などからはご利用になれません。

■一般電話などからの場合

 0120-800-000
※携帯電話、PHSからもご利用になれます。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけくださ
い。
●なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービスステーション
一覧」でご確認ください。

総合お問い合わせ先
＜DoCoMo インフォメーションセンター＞ 故障お問い合わせ先

ｉMenu 料金＆お申込・設定 ドコモeサイト パケット通信料無料 ｉモードから 

My DoCoMo (http://www.mydocomo.com/) 各種手続き（ドコモeサイト）パソコンから 

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承って
おります。
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ドコモ
W-CDMA方式

このたびは、FOMA N702iSをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。 
ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなど機器に添付の個別取扱説
明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。取扱説明書に不明な点がございましたら、取扱
説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。
FOMA N702iSはあなたの有能なパートナーです。大切にお取扱いのうえ、末永くご愛用ください。

FOMA端末のご使用にあたって 
● FOMA端末は無線を使用しているため、トンネル・地下・建物の中などで電波の届かない所、屋外でも電

波の弱い所およびFOMAサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル・マンションなどの
高層階で見晴らしのよい場所であってもご使用になれない場合があります。なお、電波が強くアンテナア
イコンが「強」（ ）の状態で、移動せずに使用している場合でも通話が切れる場合がありま
すので、ご了承ください。 

● 公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方のご迷惑にならないようご使用ください。 
● FOMA端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとはいえません。

しかし、W-CDMA方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第三者が受
信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞きとれません。 

● FOMA端末は、音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状態の悪いと
ころへ移動するなど送信されてきたデジタル信号を正確に復元することができない場合には、実際の音声
と異なって聞こえる場合があります。 

● お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願
いします。万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねます
のであらかじめご了承ください。 

● お客様はSSLをご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。お客様によるSSLの
ご利用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しSSLの安全性などに関し何ら保証を行うもの
ではなく、万一何らかの損害が発生したとしても一切責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。
認証会社：日本ベリサイン株式会社、ビートラステッド・ジャパン株式会社、日本ジオトラスト株式会社、
RSAセキュリティ株式会社、セコムトラストネット株式会社

● このFOMA端末は、FOMAプラスエリアに対応しております。
● このFOMA端末は、ドコモの提供するFOMAネットワーク以外ではご使用になれません。 

The FOMA terminal can be used only via the FOMA network provided by DoCoMo. 

はじめてFOMA端末をお使いになる方へ 
本FOMA端末が「はじめてのFOMA端末」という方は、まず、本書を以下の順序でお読みください。FOMA
端末をお使いいただくための準備と基本的な操作を、ひととおりご理解いただくことができます。

1. 電池パックをセットし、充電しましょう P.43
2. 電源を入れ初期設定を行い、自分の電話番号を確認しましょう P.48
3. 本体のボタンなど役割を確認しましょう P.26
4. 画面に表示されるアイコンなどの意味を確認しましょう P.28
5. メニューの操作方法を確認しましょう P.32
6. 電話のかけかた受けかたを確認しましょう P.53

本書について、最新の情報は、ドコモのホームページよりダウンロードできます。
・「取扱説明書（PDFファイル）」ダウンロード
　http://www.nttdocomo.co.jp/support/manual/download/index.html
※URLおよび掲載内容については、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた／引きかた
本書では、次のような検索方法で、お客様の用途に応じて、機能やサービスの説明ページを探
すことができます。

●この『FOMA N702iS取扱説明書』の本文中においては、『FOMA N702iS』を『FOMA
端末』と表記させていただいております。あらかじめご了承ください。

●本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
●本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。

索引から

FOMA端末のディスプレイに表示されている機能の名称
や、調べたい事項のキーワードから探します。

かんたん検索から

よく使う機能や知っていると便利な機能をわかりやすい言
葉で探します。

表紙インデックスから

表紙のインデックスを使用して、章の最初のページの目次
から探します。

目次から

機能ごとに分類された目次から探します。

主な機能から

新機能や便利な機能など、FOMA N702iS の主な機能をご利用になりたい場合はここか
ら探します。

メニュー機能一覧から

FOMA端末に表示されるメニュー機能を一覧表でまとめています。

クイックマニュアルから

基本的な機能について簡潔に説明しています。外出の際に切り離してお持ちいただけます。

次ページで
詳しく説明
しています。

P.402

P.4

表紙

P.6

P.8

P.358

P.412
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本書の見かた／引きかた（つづき）

※本文中のページとは内容が異なります。

●その他の便利な機能
マルチアクセスについて ..................................... 300
マルチタスクについて........................................... 301
ティータイマーとして使う ................................. 302
めざまし時計として使う ....................................... 303
スケジュールを管理する ....................................... 304
ToDoリストを登録する 307

マルチアクセス
マルチタスク
ティータイマー
めざまし時計
スケジュール

ToDo

こんなこともできます
・よく使う機能を簡単に呼び出したい
・電池を節約したい
・QRコードやバーコードを取り込みたい
・赤外線で情報をやりとりしたい
・めざまし時計として使いたい
・電卓として使いたい
・最新のソフトウェアにしたい
・セキュリティを最新の状態にしたい

オリジナルメニュー

照明設定（省電力モード）

電卓

バーコードリーダー

赤外線通信

めざまし時計

P.34

P.124

P.315

P.171

P.293

P.303

ソフトウェア更新P.392

スキャン機能P.396

設定状況確認. . . . . . . . . . . . . . . . 207
選択受信 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 224
送信プレビュー . . . . . . . . . . . . . . 212
大容量画像  . . . . . . . . . . . . . . . . . 220
大量送信者からの受信制限. . . . . . 207
転送. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226
ファイル添付. . . . . . . . . . . . . . . . 220
フォルダ作成・削除. . . . . . . . . . . 232
フォルダ名編集 . . . . . . . . . . . . . . 232
返信. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226
保存可能件数. . . . . . . . . . . . . . . . 399

メールメニューの表示 . . . . . . . . . 210
メール表示（新着メール）. . . . . . . . 223
メール表示（メールＢＯＸ） . . . . . . 228
メール／メッセージ鳴動 . . . . . . . . . 117
メールメンバーからの宛先入力 . . . . 211
メールメンバー登録 . . . . . . . . . . . . 221
メール連動型ｉアプリ . . . . . . . . . . 229
めざまし時計  . . . . . . . . . . . . . . . . . 303
メッセージ
削除  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 200
表示（既読・未読メッセージ）. . . 199

モード３（Ｔ９入力方式）. . . . . . . . 354
文字
絵文字記号連続入力  . . . . . . . . . . 348
絵文字入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . 348
大文字／小文字切替  . . . . . . . . . . 347
改行入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347
顔文字入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . 348
記号入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348
切り取り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351
区点コード入力 . . . . . . . . . . . . . . 352
コピー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351

索引から

FOMA端末のディスプレイに表示されている機能の名称をはじめ、調
べたい事項のキーワードから探します。

P.402

かんたん検索から

よく使う機能や知っていると便利な機能をわかりやすい言葉で探します。

P.4

表紙インデックスから

「表紙」→「章扉（章の最初のページ）」→「説明ページ」の順に設定したい
機能の説明ページを探します。章扉には詳しい目次を記載しています。

表紙

｢索引｣、｢かんたん検索」、「表紙インデックス」からの引きかたを、めざまし時計機能を例と
して説明します。
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･ 本書では、画面を見やすくするために「待受画面」の設定を「OFF」にした状態で記載しています。
また、操作説明の画面は説明に必要な部分をクローズアップして記載していることがあります。

･ FOMA端末では、待受画面をはじめとする各種コンテンツが本体色に応じて設定されていますが、
本書では、原則として「Mineral Water」のもので記載しています。

･ お買い上げ後の設定の変更によってFOMA端末の表示が本書での記載と異なる場合があります。
･ 本書で掲載している画面はイメージであるため、実際の画面とは異なる場合があります。

303

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

〈めざまし時計〉

めざまし時計として使う
●めざまし時計は3件まで登録できます。

1 i44
「めざまし時計画面」が表示されます。
以前にめざまし時計を設定し
たことがある場合は、前回の設
定内容が表示されます。

2 設定する項目を反転 o［編集］

3 以下の項目から選択
時刻入力……アラームを鳴らす時刻を入力します。

繰り返し……めざまし時計の繰り返しを設定しま
す。

設定なし……1回だけアラームを鳴らします。

毎日（ ）……毎日アラームを鳴らします。

曜日指定（ ）……設定した曜日にアラームを
鳴らします。
cで□（チェックボックス）を選択 o［完了］

アラーム音選択……アラーム音をメロディのフォ
ルダやｉモーションから選択します。
→P.266、277、288
メロディのプリインストールフォルダから「時刻ア
ラーム音」が選択できます。
アラーム音を鳴らさないときは「OFF」を選択します。

めざまし音量……アラーム音量を設定します。

cで音量を調節
「着信音の音量を調節する」→P.73

スヌーズ通知……スヌーズ（繰り返し）で通知する
かしないかを設定します。

スヌーズ通知する……アラーム音が1分間繰り返
し鳴り、その動作を約5分おきに6回まで繰り返
します。

スヌーズ通知しない…… 鳴動時間（01～10分
の2桁）を入力
表示されている時間をそのまま設定するときは
d［確定］を押します。

自動電源ON……アラーム時刻に自動で電源を入
れるか入れないかを設定します。

アラーム停止方法……アラームの停止方法を設定
します。
「めざまし時計のアラーム停止方法」→P.310

振るとアラーム停止……FOMA端末を振るとア
ラームが停止します。
※ アラーム通知中のバイブレータは「OFF」にな
ります。

ボタン操作でアラーム停止……いずれかのボタン
を押すとアラームが停止します。

4 それぞれの項目を設定 o［完了］

めざまし時計画面

1 めざまし時計画面（P.303） p［機
能］ 以下の項目から選択

編集……めざまし時計を編集します。

詳細表示……一覧表示のときに詳細表示にします。

1件OFF……めざまし時計を１件無効にします。

全件OFF……設定されているめざまし時計をすべて無
効にします。

お買い上げ時
OFF

めざまし時計画面

　　めざまし１　　   ＯＦＦ

　１２：００
　　めざまし２　　   ＯＮ

　　めざまし３　　   ＯＦＦ

　　　めざまし時計

機能編集 選択

機能メニュー P.303

O
自動的に電源を入れてめざましを通知する場合、サイトから
ダウンロードしたメロディやｉモーションがアラーム音に設
定されていると、FOMAカード動作制限機能により「時刻ア
ラーム音」で鳴ります。
「アラーム音選択」でｉモーションを選択してスヌーズ通知を
行った場合、通知を停止している間は映像の再生は行われま
せん。
高精度な制御や微弱な信号を取扱う電子機器の近く、航空機
内、病院など、使用を禁止された区域に入るときは、あらか
じめ「自動電源ON」の設定を「電源ONしない」に設定し、
FOMA端末の電源をOFFにしてください。

め
ざ
ま
し
時
計
と
し
て
使
う

次ページにつづく

本書ではFOMA端末を正しくお使いいただくために、操作のしかたをイラストやマークを交
えて説明しています。

機能名称などを記載
しています。

各手順での操作を
表しています。

機能やサービスにより、お買い上げ時の設定、
ご契約時の設定、お申し込みの必要の有無な
どを記載しています。

機能メニュータイ
トルは、機能メニュ
ーのアイコンとそ
の機能メニューが
表示される画面名
で記載していま
す。

各手順を操作する
際のポイントとな
る画面を表します。
ご使用のFOMA
端末と照らし合わ
せてご覧くださ
い。

インデックスから
章ごとに検索でき
ます。

各項目の説明や
操作手順を記載し
ています。

ページ番号

次のページに説明
がつづくことを示
します。

各機能を利用す
るときに必要な内
容、注意事項や参
考になる内容を記
載しています。

画面に表示される
項目名を記載して
います（選択した
操作によっては実
行できない項目も
あります）。

※本文中のページとは内容が異なります。
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か
ん
た
ん
検
索
／
目
次
／
注
意
事
項

フォント設定

知りたい機能から操作方法を調べたいときにご活用ください。

かんたん検索かんたん検索

・相手に電話番号を知らせたい／知られたくない
・通話を保留にしたい
・音声通話中にテレビ電話に切り替えたい
・受話音量を変えたい

・応答を保留したい
・伝言を残してもらいたい
・留守番電話を設定したい

・デコメールを送りたい
・画像やメロディを送りたい

伝言メモ

応答保留

着信音選択

マナーモード

イルミネーション設定

電話帳便利機能／グループ便利機能

画面表示設定

時計設定

デコメール

メロディ／画像／動画／ｉモーションメール

出られない電話に対応したい

通話に便利な機能を知りたい

画面表示や着信メロディを変えたい

メールを使いこなしたい

発信者番号通知

通話中保留

受話音量

P.50

P.73

P.55

P.56

P.79 

P.326

P.74

P.114

P.118

P.128

P.110

P.121

P.122

P.49

P.28

P.214

P.220

P.223

・画面上のアイコンの意味を知りたい
・時刻を設定したい
・着信相手にあわせて着信音などを変えたい
・着信メロディを変えたい
・ボタン確認音を消したい
・マナーモードにしたい
・待受画面を変えたい
・待受画面にカレンダーを表示させたい
・着信イルミネーションの色やパターンを変えたい
・文字の書体や太さを変えたい

・感情お知らせメールについて知りたい

ボタン確認音P.117

P.130

か
ん
た
ん
検
索
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か
ん
た
ん
検
索
／
目
次
／
注
意
事
項

カメラを使いこなしたい

安心して電話を使いたい

こんなこともできます

・撮影する画像サイズを変えたい
・シャッター音を変えたい
・ズームやライトを使いたい
・撮影した画像を表示したい

・離れた場所からFOMA端末を操作できなくしたい
・電話帳の内容を知られたくない
・写真やメールなどを見られたくない
・サイドボタンをロックしたい
・番号非通知の電話を受けたくない
・電話帳未登録の人からの電話を受けたくない

・よく使う機能を簡単に呼び出したい
・電池を節約したい
・QRコードやバーコードを取り込みたい
・赤外線で情報をやりとりしたい
・めざまし時計として使いたい
・電卓として使いたい
・最新のソフトウェアにしたい
・セキュリティを最新の状態にしたい

マイピクチャ

シークレットモード／シークレット専用モード

非通知着信設定

登録外着信拒否

遠隔オールロック

サイドボタン操作

オリジナルメニュー

照明設定（省電力モード）

電卓

バーコードリーダー

赤外線通信

めざまし時計

P.161

P.163

P.170

P.267

P.145

P.154

P.155

P.144

P.149

P.34

P.124

P.315

P.171

P.293

P.303

その他の操作の引き方については、「本書の見かた／引きかた」を参照してください。→P.１
また、よく使う機能などの操作手順を「クイックマニュアル」としてご案内しています。→P.412

シークレットフォルダP.146

ソフトウェア更新P.392

スキャン機能P.396

か
ん
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本書の見かた／引きかた …………………………………………… 1
かんたん検索 ………………………………………………………… 4
目次 …………………………………………………………………… 6
FOMA N702iSの主な機能 ……………………………………… 8
FOMA N702iSを使いこなす！ ……………………………… 10
安全上のご注意 …………………………………………………… 12
取扱い上の注意について ………………………………………… 19
知的財産権について ……………………………………………… 22
本体付属品および主なオプション品について ………………… 24

目次

ご使用前の確認

P.25

・各部の名称と機能 ・ディスプレイ／イルミネーションの見かた
・メニューの選択方法 ・基本操作 ・FOMAカード
・スタイルプラス ・電池パックの取り付け ・充電
・電源を入れる ・初期値設定 ・時計設定　など

電話のかけかた／
受けかた

P.53

■電話のかけかた ・リダイヤル ・WORLD CALL
・ハンズフリー ■電話の受けかた ・着信履歴
・受話音量 ・着信音量 ■電話に出られないとき
・応答保留 ・公共モード（ドライブモード／電源OFF）　など

テレビ電話のかけかた／
受けかた

P.83

・テレビ電話をかける／受ける ・キャラ電の利用
・送信映像の設定 ・デコレーションテレビ電話
・音声電話とテレビ電話の切り替え設定 ・外部機器との接続
・遠隔監視設定　など

電話帳

P.99

・電話帳登録（本体／FOMAカード） ・グループ設定
・電話帳検索 ・電話帳修正／削除 ・登録状況の確認
・電話帳便利機能 ・グループ便利機能 ・ツータッチダイヤル
・オート表示　など

音／画面／照明設定

P.113

■音の設定 ・着信音 ・バイブレータ
・マナーモード ■画面／照明の設定 ・画面表示設定
・照明設定 ・画面デザイン ・メニュー表示の変更
・待受時計表示 ・デスクトップアイコン ・スタイルモード　など

あんしん設定

P.139

■暗証番号について ・端末暗証番号 ・PINコード
■携帯電話の操作や機能の制限 ・オールロック
・PIMロック ■発着信や送受信の制限 ・ダイヤル発信制限
・電話帳指定設定 ・登録外着信拒否　など

カメラ

P.157

・撮影画面の見かた ・撮影メニューの選択方法
・静止画撮影 ・連続撮影 ・フレーム撮影
・動画撮影 ・チャンスキャプチャ ・ピクチャボイス
・撮影時の設定 ・バーコードリーダー ・アクセスリーダー　など

ｉモード／
ｉモーション

P.177

■サイト表示 ・サイトの見かたと操作 ・ｉモードパスワード変更
■画像やメロディなどのダウンロード ■ｉモードの便利な機能
■ｉモードの設定 ■メッセージサービスの利用
■証明書の利用 ■ｉモーションの利用　など

目
次
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メール

P.205

■ｉモードメール／デコメールの作成 ・ファイル添付
■ｉモードメールの受信・操作 ・メールの返信／転送
■メールBOXの操作 ■メール履歴の利用 ■メールの設定
■チャットメール ■SMS（ショートメッセージ）　など

ｉアプリ

P.251

・ｉアプリとは ・ｉアプリのダウンロード
・ｉアプリの起動 ・お買い上げ時に登録されているソフト
・ｉアプリTo ・ｉアプリ待受画面設定
・ｉアプリのバージョンアップ　など

ｉチャネル

P.261

・ｉチャネルとは ・チャネル一覧の表示
・ｉチャネル設定　など

データ表示／編集／
管理

P.265

・データBOXについて ■静止画 ■動画
■キャラ電 ■メロディ ■各種データ
・フォルダの操作 ・FOMAカード（UIM）の操作
■赤外線通信 ・赤外線リモコン　など

その他の便利な機能

P.299

・マルチアクセス ・マルチタスク ・ティータイマー
・めざまし時計 ・スケジュール ・ToDo
・通話時間／料金確認 ・電卓 ・テキストメモ
・辞典 ・設定リセット ・端末初期化　など

ネットワークサービス

P.325

・留守番電話サービス ・キャッチホン ・転送でんわサービス
・迷惑電話ストップサービス ・番号通知お願いサービス
・デュアルネットワークサービス　 ・マルチナンバー　など
※『ネットワークサービス操作ガイド』もあわせてご覧ください。

データ通信

P.339

・利用できるデータ通信（パケット通信／64Kデータ通信／OBEX）
・動作環境 ・必要な機器 ・設定完了までの流れ
※詳細については、添付のCD-ROM内の「データ通信マニュアル」（PDF
形式）に記載しています。

文字入力

P.343

・文字入力について ・かな方式の文字入力 ・定型文登録
・文字のコピー／切り取り／貼り付け ・区点コード入力
・学習履歴クリア ・2タッチ方式の文字入力
・T9入力方式の文字入力　など

付録／外部機器連携／
困ったときには

P.357

・メニュー機能一覧 ・お買い上げ時に登録されているデータ
・マルチアクセス／マルチタスクの組み合わせ
■外部機器との連携 ・データリンクソフト ■困ったときには
・エラーメッセージ ・ソフトウェア更新 ・主な仕様　など

索引／
クイックマニュアル

P.401

・索引（五十音目次） ・クイックマニュアル

※クイックマニュアルは取扱説明書から切り離してご利用ください。

目
次
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FOMAとは、第3世代移動通信システム（IMT-2000）の世界標準規格のひとつとして認定された
W-CDMA方式をベースとしたドコモのサービス名称です。

FOMA N702iSの主な機能

ｉモードだからスゴイ!

ｉモードはｉモード端末のディスプレイを利用して、ｉモードメニューサイト（番組）やｉモード対応ホーム
ページから便利な情報をご利用いただけるほか、手軽にメールのやりとりができるオンラインサービスです。
●ｉモードは、お申し込みが必要な有料サービスです。
・ｉモード→P.178 ・ｉモーションメール→P.228 ・着モーション／着うた®※1→P.179
・ｉモードメール→P.206 ・ｉアプリ→P.252
・ｉモーション→P.203 ・ｉショット→P.209
※1：「着うた」は株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標です。

テレビ電話・キャラ電 P.83

離れている相手と顔を見ながら会話することができ
ます。外側カメラに切り替えて周囲の風景を相手に
見せることもできます。自分の画像の代わりにキャ
ラクタを表示させることも可能なキャラ電にも対応
しています。
また、通常の音声通話中でも電話を切ることなくテ
レビ電話へ切り替えることができます。お買い上げ
時は相手の声がスピーカから聞こえるように設定さ
れておりますので、すぐに会話をはじめることがで
きます。

ｉチャネル P.261

ニュースや天気などのグラフィカルな情報を受信で
きます。定期的に情報を受信し、最新の情報が待受
画面にテロップとして流れたり、ｉチャネル対応ボ
タンを押すことでみられるチャネル一覧を表示でき
ます。
さらにチャネル一覧でお好きなチャネルを選択する
ことにより、リッチな詳細情報を取得できます。ま
たｉチャネルを申し込んだことがない場合、一定期
間、サービス利用料無料でおためしサービスを利用
できます。
※お申し込みが必要な有料サービスです。

ｉアプリ・ｉアプリDX P.251

さまざまなｉアプリをサイトからダウンロードして
活用したり、それらを待受画面に設定したりできま
す。さらにｉアプリDXでは、電話帳やメールなど
ｉモード端末内の情報と連動することで、よりｉア
プリの楽しみ方が広がります。

デコメール P.214

メール本文の文字の色、大きさや背景色を変えたり、
デコメールピクチャや内蔵カメラで撮影した写真を
本文中に挿入できるなど、表現力豊かなメールを作
成し、送信できます。
また、テンプレートに対応しているので、送られて
きたデコメールやサイトからダウンロードしたデコ
メールの様式を利用し、簡単にデコメールを作成で
きます。

豊富なネットワークサービス P.325

・留守番電話サービス（有料）※1
・キャッチホン（有料）※1
・転送でんわサービス（無料）※1
・迷惑電話ストップサービス（無料）※1
・番号通知お願いサービス（無料）
・デュアルネットワークサービス（有料）※1
・英語ガイダンス（無料）
・マルチナンバー（有料）※1
※1：お申し込みが必要となります。

アクアイルミネーション P.31

FOMA端末の状態が変化したとき、グラスの中を泡
が浮上していくイメージで、3つのイルミネーショ
ンが順番に点滅します。
本体とは別に独自のイルミネーション機能を搭載し
ている別売の卓上ホルダを併用することにより、暗
い室内などではインテリアアイテムとしても活用で
きます。

Ｆ
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加速度センサー機能

上下／左右の動きを検知できる加速度センサーを内
蔵しており、このセンサーを利用した楽しい機能を
搭載しています。

ティータイマー……本体を逆さにして元に戻す
だけで、カウントダウンがはじまるティータイマー
は、スタートするとディスプレイの砂時計から砂が
落ちはじめ、時間経過が砂の量でわかります。
→P.302

待受画像……Flash®を利用した待受画像は、本体
を傾けると、液面が地面と平行になるように移動し
ます。また、電池残量によって液量も3段階に変化
します。→P.123

アラーム停止……めざまし時計のアラーム音は、
本体を振るだけで止められます。→P.310

赤外線送信……自分の電話番号などを赤外線で送
信するときには、本体を相手側の通信機器に向けて
傾けるだけで送信がはじまります。→P.295

※加速度センサーの感度は最適に設定してあります
が、お使いの状況によっては、本書の記載動作と
異なる場合があります。

スタイルモード P.136

待受画面やメニューアイコンなどの各種コンテンツ
を、Disney（The Little Mermaid）やスタイルプ
ラス用コンテンツに一括設定することができます。
スタイルプラスに付属のQRコードをバーコード
リーダーで読み取ると、新たにスタイルプラス用コ
ンテンツが追加されます。また、現在の設定内容を
「お気に入り」に保存しておき、あとでその設定に戻
すこともできます。

カメラ機能 P.157

内側と外側の2つのカメラで静止画、連続撮影、動
画を撮影できます。有効画素数約130万画素（記録
画素数約120万画素）の外側カメラで1,280×
960ドットの大画像も撮影可能です。大切な場面を
のがさずに撮影できる「チャンスキャプチャ」機能
や、撮影した静止画に音声を録音する「ピクチャボ
イス」機能を搭載しています。撮影、作成した動画
は、ｉモーションに保存され、ｉモードメールに添
付して送信することができます。

シンプルロック P.149

ほかの人が個人情報を見たり、不正に書き換えたり
することを防ぐための「PIMロック」を、ワンタッ
チで設定したり解除したりできます。

バーコードリーダー P.171

カメラ機能を利用してバーコードおよびQRコー
ドを読み取り、読み取った情報によって電話帳登
録、ｉモードメール作成などができます。

赤外線通信 P.293
赤外線リモコン P.297

赤外線を利用してほかのFOMA端末などとデータの
やりとりを行うことができます。
また、赤外線リモコンに対応した機器に利用するこ
ともできます。

マルチアクセス P.300
マルチタスク P.301

音声通話、ｉモード、SMSなどを同時に利用できる
マルチアクセスによって、ｉモード中に通話をした
り、通話中にメールの送受信を行ったりすることが
できます。また、複数の機能を同時に3つまで使用
できるマルチタスク機能を搭載しています。

Flash® P.187

絵や音によるアニメーション技術を用いたFlash画
像に対応しており、多彩なアニメーションや表現力
豊かなサイトを利用できます。

シークレットフォルダ P.146

ほかの人に見られたくないマイピクチャ、ｉモー
ション（動画)、受信メール、送信メール、Bookmark
の各データを、シークレットフォルダに保管するこ
とができます。

あんしん設定 P.139

暗証番号やパスワードを利用してプライバシーを保
護したり、紛失時に離れた場所からロックをかける
など、さまざまな機能をご利用いただけます。

着信音 P.114

FM＋WaveTable音源を採用した50和音ADPCM
対応の着信音や声（効果音）などの着信音にも対応
しています。
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選択 機能 選択 機能

明日は全国的に穏やかな天

切替

１分３２秒
１７：２３

機能
メニューキー操作

選択 機能

最新情報が配信されると待受画面にテロップ表示される

 ｉチャネル→P.261
自分で操作することなく、いろいろな情報を定期的に受信することができます。
また、ｉチャネルに対応しているuボタンを押すことでチャネル一覧を表示することができ、さらにリッチな詳細情報
を取得することができます。

※各画像はイメージです。実際の画面とは異なります。

FOMA N702iSを使いこなす！
■FOMA N702iSの多彩な機能

契約後

接続

未契約

相手側の映像

自分側の映像

顔を見ながら話せる

 テレビ電話→P.83
いつでもテレビ番組情報が簡単に取得できる 

 Gガイド番組表リモコン→P.257
会話をしながらリアルタイムで映像を送信できるので、さ
まざまなシーンで活用できます。外側カメラに切り替えて
景色を送ったり、遠隔監視機能を利用して、外出先から室
内のペットの様子を確認することなどもできます。

お住まいの地域に応じたテレビ番組のタイトル・番
組内容・開始/終了時間・Gコード®を知ることができ
ます。また、お使いのテレビのリモコン操作ができ
ます（一部対応していない機種もあります）。

※画面はイメージです。実際の画面とは異なります。
　お住まいの地域に応じたチャンネルが表示されます。

Ｆ
Ｏ
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各種コンテンツを一括して設定できる

 スタイルモード→P.136

ｉモードメールやチャットメール、SMSを受信したときに感情お知らせメールのアイコンが表示されます。
また、受信したメールにあらかじめ指定したキーワードが含まれているときにもアイコンでお知らせします。

受信内容に合わせて感情アイコンが表示される

感情お知らせメール→P.223

本文の内容にあわせて文字や背景、イラストなどの修飾
が自動生成されるので、ｉモードメールを簡単にデコ
メールに変換できます。自動生成されるデコメールは３
とおりあるので、好きなものを選べます。

着信画面、待受画面、メインメニュー画面などの各種コンテンツを、Disney（The Little Mermaid）やスタイルプラ
ス用コンテンツに一括して設定することができます。

※上記の感情お知らせメールアイコンは一例です。

キーワードからデコメールを自動生成する

 おまかせデコメール→P.218
自分の電話番号などを簡単に送信できる

 赤外線送信機能→P.295
赤外線ポートを相手側の機器に向けて傾けると、加
速度センサーが傾きを検知して送信を開始します。

選択

好き

楽しい

ファイト

嫌い

驚き

質問

喜び

アドバイス

哀しみ

機能絵記 確定

　　　本文入力
お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

９９５６
改行テ゛コレーション

　お気に入り
　Ｍｉｎｅｒａｌ　Ｗａｔｅｒ

　　　　スタイルモード

選択

　Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ　Ｍｉｌｋ
　Ｃａｆｅ　Ｌａｔｔｅ

　Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ

通話 機能

ドコモ太郎

選択

新着メールあり

次候補編集 確定

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

6063ﾊﾞｲﾄ

おまかせﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ 1／3

－－－－ＥＮＤ －－－－

自局番号送信

中止

赤外線ポートを
通信先に向けて

水平より傾けてください
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■ ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。また、お
読みになった後は大切に保管してください。

■ ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐための
内容を記載していますので、必ずお守りください。

■ 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程度を
説明しています。

■ 次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。

■「安全上のご注意」は、下記の項目に分けて説明しています。
1.FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMAカードの取扱いについて（共通）･････ 13
2.FOMA端末の取扱いについて ･････････････････････････････････････････････････････････ 14
3.電池パックの取扱いについて･･････････････････････････････････････････････････････････ 16
4.アダプタ（充電器含む）の取扱いについて･･････････････････････････････････････････････ 17
5.FOMAカードの取扱いについて ･･･････････････････････････････････････････････････････ 18
6.医用電気機器近くでの取扱いについて･･････････････････････････････････････････････････ 19

安全上のご注意　必ずお守りください。

この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う危険
が切迫して生じることが想定される」内容です。

この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能
性が想定される」内容です。

この表示は、取扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される」内容です。

禁止

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解禁止

分解してはいけないことを示す記号です。

濡れ手禁止

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。

水濡れ禁止

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたりしてはいけないことを示
す記号です。

指示

指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）を示します。

電源プラグを抜く

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号です。

危険
警告
注意

安
全
上
の
ご
注
意
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危険

指示

FOMA端末に使用する電池パックおよび
アダプタ（充電器含む）は、ドコモグルー
プ各社が指定したものを使用してくださ
い。
指定品以外のものを使用した場合は、
FOMA端末および電池パックやその他の機
器を漏液、発熱、破裂、発火、故障させる原
因となります。
電池パック N13
卓上ホルダ N11
FOMA ACアダプタ 01
FOMA DCアダプタ 01　
データ通信アダプタ N01
FOMA海外兼用ACアダプタ 01
FOMA乾電池アダプタ01
その他互換性のある商品についてはドコモ
ショップなど窓口までお問い合わせくださ
い。

水濡れ禁止

濡らさないでください。
水やペットの尿などの液体が入ると発熱、感
電、火災、故障、けがなどの原因となります。
使用場所、取扱いにご注意ください。

分解禁止

分解、改造をしないでください。また、ハ
ンダ付けしないでください。
火災、けが、感電などの事故または故障の原
因となります。
また、電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

禁止

火のそばや、ストーブのそば、直射日光の
強いところや炎天下の車内などの高温の
場所で使用、放置しないでください。
機器の変形、故障や、電池パックの漏液、発
熱、破裂、発火、性能や寿命の低下の原因と
なります。
また、ケースの一部が熱くなり、やけどの原
因となることがあります。

警告

禁止

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容
器に、電池パック、FOMA端末やアダプ
タ（充電器含む）、FOMAカードを入れな
いでください。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させた
り、FOMA端末、アダプタ（充電器含む）の
発熱、発煙、発火や回路部品を破壊させる原
因となります。

禁止

強い衝撃を与えたり、投げ付けたりしない
でください。
電池パックの漏液、発熱、破裂、発火や機器
の故障、火災の原因となります。

禁止

ガソリンスタンドなど、引火、爆発の恐れ
がある場所では、使用しないでください。
プロパンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉
塵が発生する場所で使用すると、爆発や火災
の原因となります。

禁止

充電端子や外部接続端子に導電性異物（金
属片、鉛筆の芯など）が触れないようにし
てください。また、内部に入れないように
してください。
ショートによる火災や故障の原因となりま
す。

指示

使用中、充電中、保管時に、異臭、発熱、
変色、変形など、いままでと異なるとき
は、直ちに次の作業を行ってください。
1. 電源プラグをコンセントやシガーライタ

ソケットから抜く。
2. FOMA端末の電源を切る。
3. 電池パックをFOMA端末から取り外す。
そのまま使用すると発熱、破裂、発火または
電池パックの漏液の原因となります。

注意

指示

子供が使用する場合は、保護者が取扱いの
内容を教えてください。また、使用中にお
いても、指示どおりに使用しているかをご
注意ください。
けがなどの原因となります。

禁止

湿気やほこりの多い場所や高温になる場
所には、保管しないでください。
故障の原因となります。

禁止

ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安
定な場所には置かないでください。
落下して、けがや故障の原因となります。

指示

乳幼児の手の届かない場所に保管してく
ださい。
誤って飲み込んだり、けがなどの原因となり
ます。

1. FOMA端末、電池パック、
アダプタ（充電器含む）、
FOMAカードの取扱いにつ
いて（共通）

安
全
上
の
ご
注
意
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指示

イヤホンマイクをFOMA端末に装着し、
ゲームなどをする場合は、適度なボリュー
ムに調節をしてください。
音量が大きすぎると難聴の原因となります。
また、周囲の音が聞こえにくいと、事故の原
因になります。

指示

充電、または動画撮影や再生、テレビ電
話、ｉモード、ｉアプリの繰り返しや長
時間連続使用などの場合においてFOMA
端末や電池パック・アダプタ（充電器含
む）の温度が高くなることがあります。
温度の高い部分に直接長時間触れるとお客
様の体質や体調によっては肌に赤みやかゆ
み、かぶれなどが生じる恐れがあります。
FOMA端末をアダプタ（充電器含む）に接続
した状態で長時間連続使用される場合には
特にご注意ください。

警告

禁止

自動車などを運転中に使用しないでくだ
さい。
2004年11月1日から、運転中の携帯電話
の使用は罰則の対象となっております。ハン
ズフリーキットをご利用の場合でも車を安
全な場所に停車してからご利用ください。運
転中は、公共モードまたは留守番電話サービ
スをご利用ください。
なお、歩きながら使用するときは、周囲の状
況、路面の状態などに十分ご注意ください。

指示

航空機内や病院など、使用を禁止された区
域では、FOMA端末の電源を切ってくだ
さい。
電子機器や医用電気機器に影響を与える場
合があります。また、自動的に電源が入る機
能が搭載されている場合は、設定を解除して
から電源を切ってください。
医療機関内における使用については各医療
機関の指示に従ってください。
また、航空機内での使用など禁止行為をした
場合は法令により罰せられる場合がありま
す。

指示

心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振
動）や着信音量の設定に注意してくださ
い。
心臓に影響を与える可能性があります。

禁止

ライトの発光部を人の目に近づけて点灯
発光させないでください。
視力障害の原因となります。また、目がくら
んだり驚いたりしてけがなどの事故の原因
となります。

禁止

赤外線ポートを目に向けて送信しないで
ください。
目に影響を与える可能性があります。また、
他の赤外線装置に向けて送信すると誤動作
するなどの影響を与えることがあります。

指示

高精度な制御や微弱な信号を取扱う電子
機器の近くでは、FOMA端末の電源を
切ってください。
電子機器が誤動作するなどの影響を与える
場合があります。
※ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、植込み型心臓ペースメーカおよび植
込み型除細動器、その他の医用電気機器、火
災報知器、自動ドア、その他の自動制御機器
など。
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型
除細動器、その他の医用電気機器をご使用さ
れる方は、当該の各医用電気機器メーカもし
くは販売業者に電波による影響についてご
確認ください。

禁止

医用電気機器などを装着している場合は、
胸ポケットや内ポケットへの装着はおや
めください。
FOMA端末を医用電気機器などの近くで使
用すると、医用電気機器などの故障の原因と
なる恐れがあります。

指示

ハンズフリーに設定して通話する際は、必
ずFOMA端末を耳から離してください。
難聴になる可能性があります。

指示

屋外で使用中に、雷が鳴りだしたら、すぐ
に電源を切って安全な場所に移動してく
ださい。
落雷、感電の原因となります。

禁止

自動車などの運転者に向けてライトを点
灯しないでください。
運転の妨げとなり、事故の原因となります。

禁止

エアバッグの近くのダッシュボードなど、
エアバッグの展開による影響が予想され
る場所にFOMA端末を置かないでくださ
い。
エアバッグが展開した場合、FOMA端末が本
人や他の人などに当たり、けがなどの事故や
故障および破損の原因となります。

2. FOMA端末の取扱いについ
て

安
全
上
の
ご
注
意
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注意

指示

自動車内で使用した場合、車種によって
は、まれに車載電子機器に影響を与えるこ
とがあります。
安全走行を損なう恐れがありますので、その
場合は使用しないでください。

禁止

ストラップなどを持ってFOMA端末を振
り回さないでください。
本人や他の人などに当たり、けがなどの事故
や故障および破損の原因となります。

禁止

FOMA端末内のFOMAカード挿入口に水
などの液体や金属片、燃えやすいものなど
の異物を入れないでください。
火災、感電、故障の原因となります。

禁止

磁気カードなどをFOMA端末に近づけた
り、挟んだりしないでください。
キャッシュカード、クレジットカード、テレ
ホンカード、フロッピーディスクなどの磁気
データが消えてしまうことがあります。

指示

万が一、ディスプレイ部やカメラのレンズ
を破損した場合は、割れたガラスなどにご
注意ください。
ディスプレイ部やカメラのレンズの表面に
は、プラスチックパネルを使用しガラスが飛
散りにくい構造となっておりますが、誤って
割れた切断面などに触れますと、けがの原因
となります。

禁止

内蔵カメラのレンズに太陽光などの強い
光が進入する状態で長時間放置しないで
ください。
レンズの集光作用により、火災、故障の原因
となります。

禁止

ライトを目に近づけた状態で点灯しない
でください。また、ライト点灯時は、照明
部分に目を近づけて直接見ないようにし
てください。
視力低下など、目に影響を与える場合があり
ます。また、目がくらんだり驚いたりしてけ
がなどの事故の原因となります。

禁止

ライトをカメラ撮影以外の用途に使用し
ないでください。
約30秒間操作しないとライトは消灯します
ので、カメラ撮影以外の用途（懐中電灯など）
に使用すると、急に暗くなり事故の原因とな
ります。

指示

お客様の体質や体調によっては、かゆみ、
かぶれ、湿疹などが生じることがありま
す。異状が生じた場合は、直ちに使用をや
め、医師の診療を受けてください。

指示

FOMA端末を開閉する際は、指やスト
ラップなどを挟まないようご注意くださ
い。
けがなどの事故や破損の原因となることが
あります。

禁止

誤ってディスプレイを破損し、液晶が漏れ
た場合には、液体を口にしたり、吸い込ん
だり、皮膚につけたりしないでください。
液晶が目や口に入った場合は、すぐにきれ
いな水で洗い流し、直ちに医師の診断を受
けてください。
また、皮膚や衣類に付着した場合は、すぐ
にアルコールなどで拭き取り、石鹸で水洗
いしてください。
失明や皮膚に傷害をおこす原因となります。

指示

長時間画面を見るときは、十分明るい場所
で、画面からある程度の距離を開けてご使
用ください。
視力低下につながる可能性があります。

安
全
上
の
ご
注
意
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■ 電池パックのラベルに記載されている表示
により、電池の種類をご確認ください。

危険

禁止

火の中に投下しないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる
原因となります。

禁止

端子に針金などの金属類を接触させない
でください。また、金属製ネックレスなど
と一緒に持ち運んだり、保管しないでくだ
さい。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる
原因となります。

禁止

電池パックをFOMA端末に取り付けると
きに、うまく取り付けできない場合は、無
理に取り付けないでください。また、電池
パックの向きを確かめてから取り付けて
ください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる
原因となります。

指示

電池パック内部の液が目の中に入ったと
きは、こすらず、すぐにきれいな水で洗っ
た後、直ちに医師の診療を受けてくださ
い。
失明の原因となります。

禁止

釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、踏み
つけたりしないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる
原因となります。

警告

指示

所定の充電時間を超えても充電が完了し
ない場合は、充電をやめてください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる
原因となります。

指示

電池パック内部の液が皮膚や衣服に付着
した場合は、直ちに使用をやめてきれいな
水で洗い流してください。
皮膚に傷害をおこす原因となります。

指示

電池パックが漏液したり、異臭がするとき
は、直ちに使用をやめて火気から遠ざけて
ください。
漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因と
なります。

注意

禁止

一般のゴミと一緒に捨てないでください。
発火、環境破壊の原因となることがありま
す。不要となった電池パックは、端子にテー
プなどを貼り、絶縁してからドコモショップ
など窓口にお持ちいただくか、回収を行って
いる市町村の指示に従ってください。

3. 電池パックの取扱いについ
て

表示 電池の種類

Li-ion リチウムイオン電池安
全
上
の
ご
注
意
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警告

指示

指定の電源、電圧で使用してください。
誤った電圧で使用すると火災や故障の原因
となります。海外で使用する場合は、FOMA
海外兼用AC アダプタ 01を使用してくださ
い。
ACアダプタ：

AC100V
FOMA海外兼用ACアダプタ：

AC100 ～240V（家庭用交流コンセ
ントのみに接続すること）

DCアダプタ：
DC12V・24V（マイナスアース車専
用）

禁止

DCアダプタはマイナスアース車専用で
す。プラスアース車には使用しないでくだ
さい。
火災の原因となります。

指示

DCアダプタのヒューズが万が一切れた
場合は、必ず指定のヒューズを使用してく
ださい。
誤ったヒューズを使用すると、火災、故障の
原因となります。
指定ヒューズに関しては、個別の取扱説明書
でご確認ください。

禁止

電源プラグがコンセントから抜けない場
合、無理に抜かないでください。
破損し、感電や故障の原因となります。

禁止

コンセントや配線器具の定格を超えた使
用はしないでください。
タコ足配線などで定格を超えると、発熱、火
災の原因となります。

電源プラグを抜く

長時間使用しない場合は、電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。
感電、火災、故障の原因となります。

電源プラグを抜く

万が一、水などの液体が入った場合は、直
ちにコンセントやシガーライタソケット
からプラグを抜いてください。
感電、発煙、火災の原因となります。

禁止

アダプタ（充電器含む）のコードや電源
コードが傷んだら使用しないでください。
感電、発熱、火災の原因となります。

濡れ手禁止

濡れた手でアダプタ（充電器含む）のコー
ド、コンセントに触れないでください。
感電の原因となります。

禁止

コンセントやシガーライタソケットにつ
ながれた状態で充電端子をショートさせ
ないでください。また、充電端子に手や指
など、身体の一部を触れさせないでくださ
い。
火災、故障、感電、傷害の原因となります。

禁止

ACアダプタや卓上ホルダは、風呂場など
の湿気の多い場所では、使用しないでくだ
さい。
感電の原因となります。

指示

プラグに付いたほこりは、拭き取ってくだ
さい。
火災の原因となります。

禁止

雷が鳴り出したら、FOMA端末、アダプ
タ（充電器含む）には触れないでください。
落雷、感電の原因となります。

禁止

充電中は、充電器および卓上ホルダを安定
した場所に置いてください。また、充電器
および卓上ホルダを布や布団でおおった
り、包んだりしないでください。
FOMA端末が外れたり、熱がこもり、火災、
故障の原因となります。

指示

ACアダプタをコンセントに差し込む時
は、金属製ストラップなどの金属類を触れ
させないように注意し、確実に差し込んで
ください。
感電、ショート、火災の原因となります。

4. アダプタ（充電器含む）の
取扱いについて

安
全
上
の
ご
注
意



18

か
ん
た
ん
検
索
／
目
次
／
注
意
事
項

注意

電源プラグを抜く

お手入れの際は、コンセントやシガーライ
タソケットから抜いて、行ってください。
感電の原因となります。

禁止

アダプタ（充電器含む）のコードや電源
コードの上に重いものをのせたりしない
でください。
感電、火災の原因となります。

禁止

濡れた電池パックを充電しないでくださ
い。
電池パックを発熱、発火、破裂させる原因と
なることがあります。

指示

アダプタ（充電器含む）をコンセントやシ
ガーライタソケットから抜く場合は、アダ
プタ（充電器含む）のコードや電源コード
を引っ張らず、プラグを持って抜いてくだ
さい。
コードを引っ張るとコードが傷つき、感電、
火災の原因となります。

警告

禁止

FOMAカードを火の中に投下しないでく
ださい。
溶損、発熱、発煙、データの消失、故障の原
因となります。

注意

指示

FOMAカード（IC部分）を取り外す際に
ご注意ください。
手や指を傷つける可能性があります。

5. FOMAカードの取扱いにつ
いて

安
全
上
の
ご
注
意
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■ 本記載の内容は「医用電気機器への電波の
影響を防止するための携帯電話端末等の使
用に関する指針」（電波環境協議会）に準ず
る。

警告

指示

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み
型除細動器を装着されている場合は、装着
部からFOMA端末は22cm以上離して携
行および使用してください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよ
び植込み型除細動器の作動に影響を与える
場合があります。

指示

満員電車の中など混雑した場所では、付近
に植込み型心臓ペースメーカおよび植込
み型除細動器を装着している方がいる可
能性がありますので、FOMA端末の電源
を切るようにしてください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよ
び植込み型除細動器の作動に影響を与える
場合があります。

指示

医療機関の屋内では次のことを守って使
用してください。
･ 手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈
疾患監視病室（CCU）にはFOMA端末
を持ち込まないでください。

･病棟内では、FOMA端末の電源を
切ってください。

･ロビーなどであっても付近に医用電気
機器がある場合は、FOMA端末の電源を
切ってください。

･医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁
止などの場所を定めている場合は、その
医療機関の指示に従ってください。

･自動的に電源が入る機能が搭載されて
いる場合は、設定を解除してから、電源
を切ってください。

指示

自宅療養など医療機関の外で、植込み型心
臓ペースメーカおよび植込み型除細動器
以外の医用電気機器を使用される場合に
は、電波による影響について個別に医用電
気機器メーカなどにご確認ください。
電波により医用電気機器の動作に影響を与
える場合があります。

共通のお願い
●水をかけないでください。
・FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含
む）、FOMAカードは防水仕様にはなっており
ません。風呂場など、湿気の多い場所でのご使
用や、雨などがかかることはおやめください。
また、身に付けている場合、汗による湿気によ
り内部が腐食し故障の原因となります。調査の
結果、これらの水濡れによる故障と判明した場
合、保証対象外となり修理できないことがあり
ますので、あらかじめご了承願います。なお、
保証対象外ですので修理を実施できる場合でも
有償修理となります。

●お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きな
ど）で拭いてください。
・FOMA端末のディスプレイは、カラー液晶画面
を見やすくするため、特殊コーティングを施し
てある場合があります。お手入れの際に、乾い
た布などで強く擦ると、ディスプレイに傷がつ
く場合があります。お取扱いには十分ご注意い
ただき、お手入れは乾いた柔らかい布（めがね
拭きなど）で拭いてください。また、ディスプ
レイに水滴や汚れなどが付着したまま放置する
と、シミになったり、コーティングがはがれる
ことがあります。

・アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで
ふくと、印刷が消えたり、色があせたりするこ
とがあります。

●端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。
・端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切
れることがあります。また、充電不十分の原因
となりますので、汚れたときは、端子を乾いた
布、綿棒などでふいてください。

●エアコンの吹き出し口の近くに置かないでく
ださい。
・急激な温度の変化により結露し、内部が腐食し
故障の原因となります。

●FOMA端末に無理な力がかかるような場所に
置かないでください。
・多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣服
のポケットに入れて座ると、ディスプレイ、内
部基板などの破損、故障の原因となり、保証の
対象外となります。

●電池パックやアダプタ（充電器含む）に添付さ
れている個別の取扱説明書をよくお読みくだ
さい。

6. 医用電気機器近くでの取扱
いについて

取扱い上の注意について

取
扱
い
上
の
注
意
に
つ
い
て
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FOMA端末についてのお願い
●極端な高温、低温は避けてください。
・温度は5℃～35℃、湿度は45％～85％の範
囲でお使いください。

●使用中や充電中にFOMA端末が温かくなるこ
とがありますが、異常ではありませんのでその
ままご使用ください。

●一般の電話機やテレビ・ラジオなどをお使いに
なっている近くで使用すると、影響を与える場
合がありますので、なるべく離れた場所でご使
用ください。

●お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報
内容は、別にメモを取るなどして保管してくだ
さるようお願いします。
・万が一登録された情報内容が消失してしまうこ
とがあっても、当社としては責任を負いかねま
すのであらかじめご了承ください。

●ズボンやスカートの後ろポケットにFOMA端末
を入れたまま、椅子などに座らないでください。
また、かばんの底など無理な力がかかるような
場所には入れないでください。
・故障の原因となります。
●ディスプレイやキーのある面にシールなどを
貼らないでください。
・FOMA端末を閉じたときにキーが押されるなど
して誤動作したり、FOMA端末が損傷する恐れ
があります。

●ディスプレイは金属などで擦ったり引っかい
たりしないでください。
・傷つくことがあります。
●ストラップに手を通してお持ちください。
・落下し、故障の原因となることがあります。
●ストラップなどを挟んだまま、FOMA端末を
折り畳まないでください。
・故障、破損の原因となります。
●通常はイヤホンマイク端子キャップ、外部接続
端子キャップのカバーをはめた状態でご使用
ください。
・ほこり、水などが入り故障の原因となることが
あります。

●カメラを直射日光に向けて放置しないでくだ
さい。
・素子の退色・焼付きを起こす場合があります。
●強い磁力を近づけないでください。
・故障の原因となります。

電池パックについてのお願い
●電池パックは消耗品です。
・十分に充電しても使用状態などによっても異な
りますが、使用時間が極端に短くなったときは
電池パックの交換時期です。指定の新しい電池
パックをお買い求めください。

●充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場
所で行ってください。

●はじめてお使いのときや、長時間ご使用になら
なかったときは、ご使用前に必ず充電してくだ
さい。

●電池パックの使用時間は、使用環境や電池パッ
クの劣化度により異なります。

●電池パックの使用条件により、寿命が近づくに
つれて電池パックが若干膨れる場合がありま
すが問題ありません。

●電池パックの金属部分（端子）が汚れると、端
末との接触が悪くなり電源が切れたりするこ
とがあります。汚れたら乾いた布や綿棒などで
拭いてからご使用ください。

●電池パックは、電池残量なしの状態で保管・放
置をしないでください。
・電池パックの性能や寿命を低下させる原因とな
ることがあります。

・長時間放置される場合はFOMA端末から外し、
乾燥した冷暗所に保存してください。また、半
年に１回程度、電池パックの補充電を行ってく
ださい。

●直射日光が当たらず、風通しの良い涼しい場所
に保管してください｡
・長時間使用しないときは、使い切った状態で
FOMA端末またはアダプタ（充電器含む）から
外し、電池パックを包装しているビニール袋な
どに入れて保管してください。

アダプタ（充電器含む）についてのお願い
●充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場
所で行ってください。

●次のような場所では、充電しないでください。
・湿気、ほこり、振動の多い場所
・一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く
●充電中、アダプタ（充電器含む）が温かくなる
ことがありますが、異常ではありませんのでそ
のままご使用ください。

●DCアダプタを使用して充電する場合は、車の
エンジンを切ったまま使用しないでください。
・車のバッテリーを消耗させる原因となります。
●抜け防止機構のあるコンセントを使用の場合、
そのコンセントの取扱説明書に従ってくださ
い。

●強い衝撃を与えないでください。また、充電端
子、端子ガイドを変形させないでください。
・故障の原因となります。

取
扱
い
上
の
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FOMAカードについてのお願い
●ご使用になる端末への挿入には必要以上の負
荷をかけないようにしてください。

●使用中、充電中、FOMAカードが温かくなる
ことがありますが、異常ではありませんのでそ
のままご使用ください。

●他のICカードリーダライタなどにFOMAカー
ドを挿入して使用した結果として故障した場
合は、お客様の責任となりますので、ご注意く
ださい。

●IC 部分はいつもきれいな状態でご使用くださ
い。

●お手入れは、乾いた柔らかい布（めがね拭きな
ど）で拭いてください。

●お客様ご自身でFOMAカードに登録された情
報内容は、別にメモを取るなどして保管してく
ださるようお願いします。
・万が一登録された情報内容が消失してしまうこ
とがあっても、当社としては責任を負いかねま
すのであらかじめご了承ください。

●環境保全のため、不要になったFOMAカー
ドはドコモショップなど窓口にお持ちくださ
い。

●極端な高温・低温は避けてください。
・温度は5℃～35℃、湿度は45％～85％の範
囲でお使いください。

●ICを傷つけたり、不用意に触れたり、ショー
トさせたりしないでください。　　　  
・データの消失、故障の原因となります。
●FOMAカードを落としたり、衝撃を与えたり
しないでください。
・故障の原因となります。
●FOMAカードを曲げたり、重いものをのせた
りしないでください。
・故障の原因となります。
●FOMAカードの取外しには、必要以上に力を
入れないようにしてください。

車内ホルダについてのお願い
車内ホルダを利用する場合は、アームレストなどに
確実に取り付けてください。また、車内ホルダに
FOMA端末をしっかりと固定してください。

カメラについて
お客様が本機を利用して公衆に著しく迷惑をかける
不良行為等を行う場合、法律、条例（迷惑防止条例
等）に従い処罰されることがあります。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信
を行う際は、プライバシー等にご配慮ください。

取
扱
い
上
の
注
意
に
つ
い
て
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著作権・肖像権について
お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウンロード等により取得した文章、
画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引用など著作権法上認
められた場合を除き、著作権者に無断で複製、改変、公衆送信等することはできません。
実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を制限している場合がありますのでご注意く
ださい。
また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意なし
にインターネット上のホームページに掲載するなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵害する恐れがあり
ますのでお控えください。

商標について
本書に記載している会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
･「FOMA」「mova」「ｉモード」「ｉチャネル」「ｉアプリ」「ｉアプリDX」「WORLD CALL」「WORLD WING」「公共モード」
「ｉメロディ」「ｉエリア」「クイックキャスト」「ｉモーション」「mopera」「mopera U」「ｉモーションメール」「着モーショ
ン」「デコメール」「キャラ電」「ｉアニメ」「ｉショット」「sigmarion」「musea」「DoPa」「パケ・ホーダイ」「ショートメー
ル」「デュアルネットワーク」「マルチナンバー」「FirstPass」「Vライブ」「ビジュアルネット」「セキュリティスキャン」「メッ
セージF」「トクだねニュース便」「My DoCoMo」「ドコモテレビ電話ソフト」「スタイルプラス」および「FOMA」ロゴ「i-mode」
ロゴ「i-αppli」ロゴはNTTドコモの商標または登録商標です。

･ フリーダイヤルサービス名称およびフリーダイヤルロゴマークはNTTコミュニケーションズ株式会社の商標です。
･ JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国における米国Sun Microsystems,Inc.の商標
または登録商標です。

･ 本製品はインターネット機能として、株式会社ACCESSのNetFrontを搭載しています。NetFrontは日本国およびその他
の国における株式会社ACCESSの商標または登録商標です。

Copyright© 1996-2006 ACCESS CO.,LTD.
･ IrFrontは、株式会社ACCESSの日本ならびにその他の国における登録商標または商標です。

Copyright© 1996-2006 ACCESS CO., LTD.
･ LCフォント/LC FONT、エルシーフォント、LCロゴマークはシャープ株式会社の登録商標です。

･ T9 Text InputおよびT9ロゴマークはTegic Communications, Inc. の登録商標です。

･ T9テキストインプットは全世界において特許を取得または申請しております。
･ Dialog Clarity、WOW、SRSと 記号はSRS Labs, Inc.の商標です。
･ Dialog Clarity、WOW技術はSRS Labs, Inc.からのライセンスに基づき製品化されています。
･ キャッチホンは日本電信電話株式会社の登録商標です。
･ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
･ フェイススタンプは、N-VisionのVirtual Accessoryエンジンを利用しています。

･ Macromedia、Flash、Macromedia FlashはMacromedia, Inc.の米国内外における商標または登録商標です。
･ MicrosoftおよびWindowsは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標です。
･ © Disney
･ © Primeworks
･ Gガイド、G-GUIDE、Gガイドモバイル、G-GUIDE MOBILE、およびGガイド関連ロゴは、米Gemstar-TV 
GuideInternational, Inc. およびその関係会社の日本国内における登録商標です。

･ McAfee、マカフィー は米国法人McAfee,Inc.またはその関係会社の登録商標です。
･ Apple、AppleロゴおよびQuickTimeは、米国およびその他の国々で登録されたApple Computer Inc.の商標です。
･ QuickTime ロゴは、Apple Computer Inc.の商標です。
･ AdobeおよびAdobe ReaderはAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびにその他の国にお
ける商標または登録商標です。

･ その他本文中に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

知的財産権について

知
的
財
産
権
に
つ
い
て



か
ん
た
ん
検
索
／
目
次
／
注
意
事
項

23

その他
･ 本製品はMacromedia, Inc.のMacromedia Flash テクノロジーを搭載しています。
Copyright© 1995-2006 Macromedia, Inc. All rights reserved.

･ 本製品は、MPEG-4 Visual Patent Portfolio Licenseに基づきライセンスされており、お客様が個人的かつ非営利目的
において以下に記載する場合においてのみ使用することが認められています。
・MPEG-4 Visualの規格に準拠する動画（以下、MPEG-4 Video）を記録する場合
・個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によって記録されたMPEG-4 Videoを再生する場合
・MPEG-LAよりライセンスをうけた提供者により提供されたMPEG-4 Videoを再生する場合
プロモーション、社内用、営利目的などその他の用途に使用する場合には、米国法人MPEG LA, LLCにお問い合わせくだ
さい。

･ 下記一件または複数の米国特許またはそれに対応する他国の特許権に基づき、QUALCOMM 社よりライセンスされていま
す。
Licensed by QUALCOMM Incorporated under one or more of the following United States Patents and/or
their counterparts in other nations:
4,901,307　5,490,165　5,056,109　5,504,773 
5,101,501　5,506,865　5,109,390　5,511,073 
5,228,054　5,535,239　5,267,261　5,544,196 
5,267,262　5,568,483　5,337,338　5,600,754 
5,414,796　5,657,420　5,416,797　5,659,569 
5,710,784　5,778,338

･ 本製品の一部分にIndependent JPEG Groupが開発したモジュールが含まれています。
･ 本製品は、OBEX機能および赤外線通信機能としてIrFrontを搭載しています。
IrFrontは、株式会社ACCESSの製品です。

･ 本製品にはGNU General Public License（GPL）、GNU Lesser General Public License（LGPL）その他に基づき
ライセンスされるソフトウェアが含まれています。当該ソフトウェアに関する詳細は、本製品付属CD-ROM内の「GPL・
LGPL等について」フォルダ内の「readme.txt」をご参照ください。

･ 本製品は抗菌加工を施しております。
･ SIAAマークはJIS Z 2801に適合し、抗菌製品技術協議会ガイドラインで品質管理・情報公開された製品に表示されてい
ます。

抗菌対象箇所：携帯電話ボディー（ディスプレイ、各種ボタン、端子部を除く）、スタイルプラス

Windowsの表記について
･ Windows 2000 Professionalは、Microsoft Windows 2000 Professional operating systemの略です。
･ Windows XPは、Microsoft Windows XP Professional operating system、またはMicrosoft Windows 
XP Home Edition operating systemの略です。

･ 本書では、Windows 2000 ProfessionalをWindows 2000と記載しています。
･ 本書では、Windows XP ProfessionalおよびWindows XP Home EditionをWindows XPと記載しています。
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＜本体付属品＞

＜主なオプション品＞

その他オプション品について→P.379

本体付属品および主なオプション品について

FOMA ACアダプタ 01
（保証書、取扱説明書付き）

卓上ホルダ N11
（保証書、取扱説明書付き）

電池パック N13
（取扱説明書付き）

FOMA N702iS
（保証書、スタイルプラスN04含む）

FOMA N702iS取扱説明書
（本書）

※P.412にクイックマニュアルを記載して
います。

FOMA N702iS用CD-ROM

※｢データ通信マニュアル｣（PDF形式）
を収録しています。

本
体
付
属
品
お
よ
び
主
な
オ
プ
シ
ョ
ン
品
に
つ
い
て



25

●ご使用前の確認
各部の名称と機能........................................................................ 26
ディスプレイの見かた................................................................ 28
イルミネーションの見かた............................................................. 31
メニューの選択方法.................................................................... 32
各種画面の基本操作.................................................................... 35
機能メニュー／操作手順の表記について................................. 37
FOMAカードを使う................................................................... 39
スタイルプラスについて ............................................................ 42
電池パックの取り付けかた／取り外しかた ............................. 43
携帯電話を充電する.................................................................... 45
電池残量の確認のしかた ............................................................ 47
電源を入れる／切る.................................................................... 48
初期設定を行う............................................................. 49
日付・時刻を合わせる.................................................... 49
相手に自分の電話番号を通知する......................... 50
自分の電話番号を確認する ...................................... 51

初期値設定
時計設定

発信者番号通知
自局番号表示
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各部の名称と機能
本機のボタンの名称と機能は、右ページのとおりです。

※1

1

3

4

2

iy o

u

5
7

8

0

#

$

^

p a

6

9
!

@

%

s

&

*

r※2e

t※2

) w

(

q

※1：アンテナは本体に内蔵されています。より良い条件で電話をするために、アンテナ部を手で覆わないようにしてお使いください。
※2：FOMA N702iSにはお買い上げのときにスタイルプラスが付属しています。また本取扱説明書ではスタイルプラスを装着した状

態での記載となっています。→P.42

各
部
の
名
称
と
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能
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■機能について
1 レンズ切替スイッチ
・アクセスリーダーやバーコードリーダーで情報を読み取る
ときに、外側カメラのレンズを （マクロレンズ）に切り替
えます。→P.158

2 受話口
3 内側カメラ
・静止画や動画を撮影したり、テレビ電話中に相手側に送信す
る自分の映像を撮影します。

4 ディスプレイ
5 ファンクションボタン1o
・画面左下のソフトキーに表示された内容を実行します。
→P.34

6 ファンクションボタン2p
・画面右下のソフトキーに表示された内容（主に機能メ
ニュー）を実行します。→P.34

7 マルチファンクションボタン
上ボタンf／下ボタンg

・カーソルや表示内容などを上下方向へ移動させます。
・押し続けると連続スクロールになります。
・f：電話帳メニュー画面を表示します。
・g：電話帳検索メニュー画面を表示します。
左ボタンh／右ボタンj

・カーソルを左右方向へ移動させます。
・表示内容を画面単位で前の画面や次の画面へスクロールさ
せます。→P.35

・h：着信履歴を表示します。→P.71
・j：リダイヤルを表示します。→P.57
決定ボタンd

・画面中央下のソフトキーに表示された内容を実行します。
→P.34

8 チャネル／マルチ／文字ボタンu
・待受画面でチャネル一覧を表示します。→P.263
・タスク（機能）を起動中はタスクメニューを表示します。
→P.301

・文字入力（編集）画面では、入力する文字種を切り替えます。
→P.344

9 メニューボタンi
・メインメニューを表示します。→P.32

0 開始ボタンr
・音声電話をかけます。→P.54
・音声電話に出ます。→P.68
・テレビ電話に出ます。→P.89
・入力した文字を小文字／大文字に切り替えます。→P.347

! 戻る（クリア）ボタンt
・操作を1つ前の状態に戻します。→P.36
・通話を保留します。→P.55
・入力した電話番号や文字を削除します。→P.54、349
・ｉアプリ待受画面に設定したソフトを起動します。→P.259

@ 電源／終了／応答保留ボタンy
・1秒以上押して電源を入れます。→P.48
・2秒以上押して電源を切ります。→P.48
・通話を終了します。→P.54
・応答を保留します。→P.74

# ダイヤルボタン0～9
・電話番号を入力します。→P.54
・文字や数字を入力します。→P.345

$ *／公共モード（ドライブモード）ボタンw
・「*」や「http://」などの文字列を入力します。→P.363

% ＃／マナーボタンq
・「#」や記号を入力します。 →P.363
・着信中に押すと「マナーモード」になり、「伝言メモ」に移
ります。→P.81

^ 送話口／マイク
・通話中に送話口をふさがないでください。相手にお客様の声
が聞こえにくくなります。

・カメラで動画を撮影するときや、「ピクチャボイス」で音声
を録音するときにマイクになります。

&外側カメラ
・静止画や動画を撮影したり、テレビ電話中に相手側に送信す
る風景などの映像を撮影します。

* ライト
・カメラ撮影するときに使用します。

( 不在着信イルミネーション
・不在着信があるときにアイコンが点滅します。→P.31

) 新着メールイルミネーション
・新着メール（ｉ モードメール、チャットメール、SMS）が
あるときにアイコンが点滅します。→P.31

q 着信イルミネーション／充電ランプ
・電話がかかってきたときや、メール・メッセージなどの受信
中および不在着信や新着メールがあるときに点滅します。
→P.31

・充電中は赤色に点灯します。
w アクアイルミネーション
・FOMA端末の状態が変化したとき、3つのイルミネーション
が順番に点滅します。→P.31

e スピーカ
r スタイルプラス（表）
t スタイルプラス（裏）
y イヤホンマイク端子
・スイッチ付イヤホンマイク※1（別売）などを差し込みます。

u ストラップ取付穴
i ／ ／音量大ボタンa※2
・文字を入力中に同じボタンに割り当てられた1つ前の読みに
戻します。→P.344

・カメラ撮影のときにライトを点灯します。
・通話中に受話音量を上げます。→P.73
・「ホームURL設定」（P.196）で設定したサイトへｉモード
で接続します。

・表示内容を画面単位で前の画面へスクロールさせます。
→P.35

o MEMO／CHECK／ ／音量小ボタンs※2
・着信中に押すと「マナーモード」になり、「伝言メモ」に移
ります。→P.81

・伝言メモを再生します。→P.81
・ FOMA端末を折り畳んだまま、不在着信・新着メールを音
などで確認します。→P.78

・カメラ撮影をします。
・通話中に受話音量を下げます。→P.73
・表示内容を画面単位で次の画面へスクロールさせます。
→P.35

p 赤外線ポート
・赤外線を送受信する窓です。→P.293

a 外部接続端子
・各種オプション類を接続するときに使用する端子です。

s 充電端子

※１：平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）には対応していま
せん。

※2：本書ではa［ ］とs［MEMO／CHECK］を合わせて
サイドボタンと呼びます。
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ボタンの長押し操作について
ボタンを1秒以上押すことによって使える機能は以下のとおりです。

ディスプレイの見かた
●ディスプレイに表示されるマーク（ 、 、 など）をアイコンといいます。
●ディスプレイにはカレンダーなどを設定することができます。→P.122

ボタン 機能 参照
ページ ボタン 機能 参照

ページ

h 受信アドレス一覧の表示 P.237

w

サイドボタンの無効／有効
（メインメニュー表示中）

P.149

j 送信アドレス一覧の表示 P.237 公共モード（ドライブモード）の設定／解除
（待受画面表示中）

P.75

3
PIMロックの設定／解除
（シンプルロック設定中で待受画面
表示中）

P.149 「p（ポーズ）」の入力
（ポーズダイヤル編集中）

P.60

5 バックライトの点灯／消灯の切替 P.124 c 受話音量の調節（待受画面表示中、通話中） P.73

0
「＋」の入力
（待受画面、電話番号を入力する画
面）

P.63 s
［MEMO／CHECK］

音声メモの録音（通話中） P.312

静止画撮影画面の表示
（待受画面表示中）

P.158

q マナーモードの設定／解除
（待受画面表示中、通話中）

P.118 o ｉモード問い合わせ
（待受画面表示中）

P.199
P.225

u
タスクメニューの表示
（待受画面、文字入力（編集）画面
表示中）

P.302
p

ｉアプリのソフト一覧表示
（待受画面表示中）

P.254

i 待受画面の表示
（マルチタスク中）

P.301 d 親画面の表示切替
（テレビ電話中）

P.84
P.86

アイコン表示エリア

1　3　5　7　9　!　@
2　4　6　8　0　　　#

$　%　^　&　*　(　)　q　w
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次ページにつづく

アイコン表示エリア

※1：アイコンの詳細については、添付のCD-ROM内の「データ通信マニュアル」（PDF形式）をご覧ください。

アイコン アイコンの内容

1 電池残量表示→P.47

2 オールロック設定中→P.142

シークレットモード中、シークレット専用
モード中→P.145

PIMロック設定中→P.148

ダイヤル発信制限中→P.150

ダイヤル発信制限とシークレットモードま
たはシークレット専用モードを同時に設定
中→P.145、150

 ダイヤル発信制限とPIMロックを同時に設定
中→P.148、150

3 未読メールあり→P.222

（赤色） 受信BOX満杯→P.222

FOMAカードのSMS満杯→P.293

未読メールあり／FOMAカードのSMS満杯
→P.222、293

（赤色） 受信BOX満杯／FOMAカードのSMS満杯
→P.222、293

4 未読メッセージRあり→P.197

（赤色） メッセージR満杯→P.198

5 未読メッセージFあり→P.197

（赤色） メッセージF満杯→P.198

6 ｉモードセンターにメールあり→P.225

（赤色） ｉモードセンターのメール満杯→P.225

「メール選択受信設定」が「ON」に設定されてい
るときにｉモードセンターにメールあり
→P.224

ｉモードセンターにメッセージRあり
→P.199

 （赤色） ｉモードセンターのメッセージR満杯
→P.199

ｉモードセンターにメッセージFあり
→P.199

（赤色） ｉモードセンターのメッセージF満杯
→P.199

7 電波の受信レベル→P.48

サービスエリア外や電波が届かないところ
にいるときに表示→P.48

セルフモード設定中→P.155

8 ｉモード中→P.183

ｉモード通信中→P.183

パケット通信中（データ送受信なし）※1

パケット通信中（発信）※1

パケット通信中（着信）※1

パケット通信中（データ送信中）※1

パケット通信中（データ受信中）※1

9 SSL対応ページを表示中→P.185

0 USBケーブル未接続時※1

USBケーブル接続時※1

ハンズフリー対応機器接続時、USBケーブ
ル接続時→P.67

ハンズフリー対応機器接続時、USBケーブ
ル未接続時→P.67

! 赤外線通信中→P.293

赤外線リモコン操作中→P.297

@ 音声通話中→P.54

64Kデータ通信中※1

テレビ電話中の通信速度を表示→P.85

音声電話・テレビ電話切替中→P.56、88

# マルチタスク中→P.302

$ バイブレータ設定中→P.116

% 着信音量を「消去」に設定中→P.73
メール／メッセージ鳴動を「OFF」に設定中
→P.117

^ マナーモード設定中→P.118

 遠隔監視設定中→P.96

& 公共モード（ドライブモード）設定中→P.75

* アラーム通知機能設定中→P.309

( ～ 伝言メモ設定中→P.79

) ～ 留守番電話の伝言メッセージあり→P.328

q バックライトを「OFF」に設定中→P.124

w サイドボタンを「閉じた時無効」に設定中
→P.149

アイコン アイコンの内容
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デスクトップアイコン表示エリア

タスクアイコン／ｉチャネルテロップ／時計表示エリア

ソフトキー表示エリア

アイコン アイコンの内容

など 情報を通知するデスクトップアイコン→P.134

など 貼り付けたデスクトップアイコン→P.132

アイコン アイコンの内容

など タスクアイコン→P.136

ｉチャネル
テロップ

待受画面のテロップ表示→P.263

時計表示 待受画面の時計表示→P.131
（待受画面以外の場合は時計表示の設定に関係なく時刻を表示）

アイコン アイコンの内容 アイコン アイコンの内容

ファンクションボタン1oに対応するソフトキー
の内容を表示→P.34

マルチファンクションボタンbのそれぞれの方向
ボタンが使えるときに表示

決定ボタンdに対応するソフトキーの内容を表示
→P.34

ファンクションボタン2pに対応するソフトキー
の内容を表示→P.34

O
本端末のディスプレイは、非常に高度な技術を駆使して作られておりますが、その特性上、一部に点灯しないドット（点）や常時点
灯するドット（点）が存在する場合があります。故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。
表示アイコンの名称は、i36を押して確認できます。

選択

デスクトップアイコン
表示エリア

ソフトキー表示エリア

タスクアイコン／
ｉチャネルテロップ／
時計表示エリア

選択
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イルミネーションの見かた

■カメラモード中の着信イルミネーションの点滅について
カメラモード中で、静止画や動画などを撮影できる状態にあるときは、着信イルミネーションが赤色で点
滅します（約2秒周期）。カメラモード中でも、機能メニューを表示したり、本体を閉じたときなどは点滅
しません。
なお、撮影時などには以下のように点灯または点滅します。
・静止画、連続撮影 ……………… 赤色で点灯
・動画撮影、ボイスモード録音 … 赤色で点滅（約1秒周期）
・セルフタイマー動作中 ………… 青色で点滅→P.170

着信イルミネーション
･ 電話がかかってきたときや、メール・メッセージなどの受信中は、「イルミネー
ション設定」の設定色に従って点滅します。

･閉じているときに、不在着信や新着メール（ｉモードメール、SMS）、新着
チャットメールがあると、「イルミネーション設定」の設定色に従って点滅し続
けます。ただし、テレビ電話の点滅色は「電話」の設定色と同じになります。
不在着信、新着メール、新着チャットメールのうち、1つある場合は「ピカッ」
と光り、2つある場合は「ピカピカッ」と光り、3つある場合は「ピカピカピ
カッ」と光ります。
＜点滅色・点滅条件について＞
・「イルミネーション設定」の「不在お知らせ」をOFFに設定すると、点滅しません。
・「イルミネーション設定」でグラデーションを設定している場合は、お買い上げ時
の設定色で点滅します。

・電話帳に、個別の着信イルミネーションが設定されている場合はその色で点滅しま
す。

・公共モード（ドライブモード）中は点滅しません。

新着メールイルミネーション
･ 新着メール（ｉ モードメール、チャットメール、SMS）があると、 が点滅
します。

不在着信イルミネーション
･ 不在着信があると、 が点滅します。

■消灯するときは
着信イルミネーション、新着メールイルミネーション、不在着信イルミネーショ
ンは、ディスプレイに表示されている「不在着信あり」「新着メールあり」「新
着チャットメールあり」のアイコンを選択して内容を確認するか、t（1秒
以上）を押すと消灯します。
※新着メールイルミネーション、不在着信イルミネーションは、「省電力モー
ド」（P.124）になった場合も消灯します（ただし、充電時は点滅し続けます）。

アクアイルミネーション
･ FOMA端末の状態が変化したとき、3つのイルミネーションが以下のように青
色で順番に点滅します。

＜点滅するとき＞
・FOMA端末を閉じたとき→P.70、128
・充電が終了したとき→P.128
・めざまし、スケジュール、ToＤoのアラーム音が鳴っているとき→P.309
・通話中／通話中保留／応答保留中／伝言メモ録音中→P.129
・s［MEMO/CHECK］を押し、不在着信や新着メールがないとき→P.78
※点滅のしかたの詳細や条件、設定方法については、それぞれの参照ページをご覧
ください。

閉じているとき 開いているとき

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
見
か
た



32

ご
使
用
前
の
確
認

メニューの選択方法
FOMA端末の各種機能を実行、設定、確認する方法は1つだけではありません。主に、メインメニューから
機能を選択する方法と、メニュー番号に対応するボタンを押して機能を呼び出す方法があります。
そのほか、ソフトキー（P.34）や特別に割り当てられたボタンを押す方法や、よく使う機能を「オリジナル
メニュー」に登録しておき、素早く実行する方法もあります。

メインメニューから機能を選択する
FOMA端末の各種機能は、機能ごとに分類されていて（P.358）、待受画面でiを押して表示されるメイン
メニューから選択することができます。

＜例：「通話中イルミネーション」機能の点滅のしかたを設定する場合＞ 

1 待受画面でiを押し、メインメニューを表示する

■メインメニュー表示中に15秒以上ボタンを押さなかった場合
メインメニューを終了して、元の画面に戻ります。

2 bで反転表示を移動してd［選択］を押し、表示されるメニューを順次選択
する

選択

　i　

ガイダンス
待受画面 メインメニュー

ワンポイント
「メニュー画面設定」でガイダン
スを表示しないように設定でき
ます。→P.125

h　 d　 g　

　g　
（3回）

反転した項目が2
行表示になり、現
在の設定値が表示
されます。

d　

d　

　着信
　通話
　テレビ電話
　ディスプレイ
　時間／料金
　時計
　ロック／セキュリティ
　アフ゜リケーション通信設定
　　アプリ設定
　外部接続

　　　　各種設定　　　１／２

選択

　ノイズキャンセラ

　通話品質アラーム
　再接続機能
　通話中イルミネーション　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ＯＮ

　保留音設定

選択

　自動発信設定

　　　　　通話

選択

　ＯＦＦ
　パターン１
　パターン２
　パターン３

　　　通話中イルミネーション　　

選択

　　　　　通話

選択

　ノイズキャンセラ
　通話品質アラーム
　再接続機能

　　　　　　　　　ＯＦＦ
　保留音設定
　自動発信設定

　通話中イルミネーション

選択

　着信
　通話
　テレビ電話
　ディスプレイ
　時間／料金
　時計
　ロック／セキュリティ
　アフ゜リケーション通信設定
　　アプリ設定
　外部接続

　　　　各種設定　　　１／２

選択

ワンポイント
bを押し続けると、反転表示を
連続して移動することができま
す。

メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
方
法
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●メインメニューの機能について
メインメニューは以下のように9つのメニューがあり、4つのグループに分けられています。
●異なるグループであれば、最大3つの機能を同時に起動し、随時切り替えて使うことができます。これをマルチタ
スク機能といいます。→P.301

メニュー番号を押して機能を呼び出す
あらかじめ機能に割り当てられているメニュー番号に対応するボタンを押すと、その機能を素早く呼び出す
ことができます。→P.358

＜例：「着信音選択」を呼び出す場合＞

1 待受画面でiを押してメインメニューを表示し、続けて13を押す

ソフトキー機能から呼び出す
画面ごとに、あらかじめ機能に割り当てられているボタンを押すと、その機能を素早く呼び出すことができ
ます。
＜例：新規メール画面を呼び出す場合＞

1 待受画面でo［ ］を押し、さらにo［ ］を押す

O
iを押したときにオリジナルメニュー（P.34）が表示された場合は、再度iを押してメインメニューを表示させてから、数字ボタ
ンを押します。

選択

＜メールグループ＞
メール…送受信メールの閲覧や新規作
成、送信ができます。

＜各種設定グループ＞
各種設定…携帯電話に関する各機能の
設定を行います。
サービス…ネットワークサービスの設
定や確認を行います。

＜ｉモードグループ＞
ｉモード…サイトの接続などのｉモー
ドサービスが利用できます。
ｉアプリ…いろいろなソフトを呼び
出して楽しめます。

＜ツールグループ＞
データBOX…画像や音楽などを楽し
めます。
LifeKit…カメラ、めざまし時計など
便利な機能を利用できます。
電話帳…電話帳の登録、検索や設定な
どを行います。
ユーザデータ…個人データや履歴の
管理、確認を行います。

ワンポイント
マルチタスク中は、使用中のグ
ループが枠囲みで表示されます。

　テレビ電話
　メール

メニュー１３
着信音選択

　　　着信

選択

　電話

　チャットメール
　メッセージＲ
　メッセージＦ

選択

　i　 　1　 　3　
メニュー１＿

　　　　新規メール

選択送信 機能

＜新規入力＞

＜宛先参照/入力＞

　o　 　o　

　受信ＢＯＸ
　送信ＢＯＸ
　保存ＢＯＸ
　新規メール作成
　チャットメール
　ＳＭＳ作成
　ｉモード問い合わせ
　メール選択受信
　ＳＭＳ問い合わせ
　テンプレート

　　　　　メール

選択

　　１／2

メールメニュー（P.210） 新規メール画面（P.210）

ワンポイント
待受画面でp［ ］を押すと、
ｉモードメニュー（P.183）が素早
く呼び出せます。

メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
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●ソフトキーの使いかた
画面下に表示されたソフトキーを実行するには、対応するファンクションボタンを押します。
■1のソフトキーを実行する場合
oを押すと、1に表示されたソフトキーを実行します。
1には［絵記］、［編集］、［登録］、［完了］、［デモ］、［ ］などが表示されます。

■2のソフトキーを実行する場合
dを押すと、2に表示されたソフトキーを実行します。
2には［選択］、［確定］、［再生］、［切替］などが表示されます。

■3のソフトキーを実行する場合
pを押すと、3に表示されたソフトキーを実行します。
3には［機能］、［閉］などが表示されます。
［機能］が表示されているときにpを押すと、機能メニューが表示され
ます。→P.37

※本書の操作説明では、ファンクションボタンを押すときは原則として、
o［編集］、d［選択］、p［機能］のように、［ ］内にソフトキーの
表示を記載しています。

オリジナルメニューから機能を呼び出す
オリジナルメニューを使うと、よく使う機能を簡単に呼び出せます。
●オリジナルメニューの内容は、「オリジナルメニュー登録」で変更できます。→P.127

1 待受画面でiを押してメインメニューを表示し、続けてiを押す
iを押すごとにメインメニューとオリジナルメニューが切り替わります。

O
オリジナルメニューから待受画面に戻った場合、またはオリジナルメニューから機能を呼び出した場合は、次にiを押すとオリジ
ナルメニューが表示されます。
オリジナルメニューに機能が1件も登録されていない場合は、オリジナルメニューを登録するかどうかのメッセージが表示されます。

選択編集 機能

31 2

　自局番号表示
　ｉモード問い合わせ
　着信音量
　バイブレータ
　めざまし時計
　端末暗証番号変更
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞

　　オリジナルメニュー

選択選択

　i　
　i　

　i　

メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
方
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各種画面の基本操作
●選択する項目が複数ページにわたる場合

1 vでページを切り替える
h（またはa［ ］）を押すと前のページに、j（またはs［MEMO／CHECK］）を押すと次のページに切り替
わります。

■cで切り替える場合
反転表示が一番上にあるときにfを押すと前のページに、一番下にあるときにgを押すと次のページに切り替
わります。

●ダイヤルボタンで項目を選択する方法

1 メニュー番号に対応している0～9を押す

●「YES／NO」や「ON／OFF」を選択する場合

1 cで囲み枠を選択する項目に移動しd［選択］を押す

●ピクチャ一覧で画像を選択する場合

1 bで囲み枠を選択する画像に移動しd［表示］を押す

　色１
　色２
　色３
　色４
　色５
　色６
　色７
　色８
　色９
　色１０

　　着信イルミネーション選択　１／２

選択

　色１１
　　着信イルミネーション選択　２／２

選択

　色１２
　グラデーション

「現在のページ数／全体のページ数」

　j　

　h　

　着信
　通話
　テレビ電話
　ディスプレイ
　時間／料金
　時計
　ロック／セキュリティ
　アフ゜リケーション通信設定
　　アプリ設定
　外部接続

　　　　各種設定　　　１／２

選択

2　

　ノイズキャンセラ

　通話品質アラーム
　再接続機能
　通話中イルミネーション　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ＯＮ

　保留音設定

　　　　　通話

選択

　自動発信設定

メニュー番号

電話帳削除

　　削除しますか？
　　　　ドコモ太郎

ＹＥＳ

ＮＯ

表示 機能

カメラ １／２

２００６／10／１９　１３：３５

各
種
画
面
の
基
本
操
作
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●端末暗証番号の入力
機能によっては端末暗証番号（P.140）の入力画面が表示される場合があります。機能を実行するには、端
末暗証番号を入力してください。

1 4～8桁の端末暗証番号を入力しd［確定］を押す
入力した端末暗証番号は「＿ 」で表示されます。
正しい端末暗証番号を入力すると機能の詳細画面が表示されます。
■端末暗証番号を間違えた場合

番号が違うことを通知するメッセージが表示されます。もう一度操作をやり直してくださ
い。

●数値を入力する場合

1 0～9を押して数値を入力する
3桁の数値入力画面で1桁または2桁の数値を入力する場合は最初に0を2回または1回押
します。
■「3」を入力する場合

003
■「12」を入力する場合

012 

●チェックマークを付ける場合（複数選択）

1 cで囲み枠を選択する項目に移動しd［選択］を押す
チェックボックスが から になります。これが選択された状態です。d［選択］を押すたびに、 と が切り
替わります。
ソフトキーに「 」が表示されている場合は、o［完了］を押すと選択した項目が決定されます。
ソフトキーに「 」が表示されている場合は、p［機能］を押すと「全選択」や「全選択解除」などの機能を
選択することができます。

●操作の取り消しかた、待受画面への戻りかた
■tについて
間違ってメニュー項目を選択した場合など、直前の操作を取り消したいときにはtを押します。原則と
して1つ前の画面に戻りますが、機能によっては、戻り先が異なることもあります。

■yについて
設定などの各種操作を終了し、待受画面に戻りたいときはyを押します。その機能を終了し、原則とし
て待受画面に戻りますが、表示されている画面状況や機能によっては、戻り先が異なることもあります。
たとえば、マルチタスク中は、起動中の他の画面が表示されます。
設定の途中などにyを押した場合、設定中の内容を破棄して待受画面に戻ります。

　　端末暗証番号は？

　　　設定リセット

　　　応答時間（秒）

　　　応答時間設定

００３～１２０？　０１０

完了

機能

　d　

　d　

　日曜日
　月曜日
　火曜日
　水曜日
　木曜日
　金曜日
　土曜日

　　　　曜日指定

選択

　日曜日
　月曜日
　火曜日
　水曜日
　木曜日
　金曜日
　土曜日

　　　　曜日指定

選択完了

各
種
画
面
の
基
本
操
作
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機能メニュー／操作手順の表記について
機能メニューについて

FOMA端末のメニューの1つに、ソフトキー機能から呼び出す「機能メニュー」があります。機能メニュー
は各種画面での補助的な機能を実行するもので、たとえばメールを読んだ後にそのメールを削除する機能や、
カメラで撮影した画像の保存先フォルダを選択する機能などを実行するときに使います。
■機能メニューの利用のしかた
① 操作画面に記載している参照ページから、機能メニュー項目の説明を見る
② 機能メニュー索引のページから、機能メニュー項目の説明を見る
③ 機能メニューの参照ページから、操作画面を表示するまでの手順を調べる

※上記の「機能メニュー」および「機能メニュー索引」は一部を抜粋したものです。
※文字入力（編集）画面は、多くの操作局面で表示されますので、原則として色アミで囲った操作画面は
省略しています。機能メニューは文字入力の章をご覧ください。→P.348

■一覧画面の操作対象と記載について
一覧画面の機能メニューは、一覧で反転表示したデータが操作対象になる場合と、一覧中のすべてのデー
タが操作対象になる場合があります。たとえば、「1件削除」は反転表示したデータが操作対象となり、「全
削除」はすべてのデータが操作対象になります。
「1件削除」のように、一覧中の1つのデータを対象とする機能メニューを選択する場合は、あらかじめそ
のデータを反転表示させてからp［機能］を押してください。

＜例：一覧画面から受信メールを1件削除する場合＞

なお、一覧画面の機能メニューの説明欄は、次の例のように、「操作対象」に対する記載を省略しています。

＜例：受信メール一覧画面の機能メニューの抜粋＞

削除……メールを1件削除します。

この例で1件削除の対象となるのは、一覧画面で反転表示した受信メールのことです。

O
操作中の機能や設定状態などによって、表示される機能メニューの内容は異なります。
設定状態などにより、機能メニューの項目を選択できない場合があります。選択できない機能メニューの項目はグレーで表示されま
す。

新規メール画面

保存メール一覧画面 . . . . . . . . . . . . 221
マイピクチャ
画像一覧画面. . . . . . . . . . . . . . . . 269
マイピクチャ画面 . . . . . . . . . . . . 270
メール
新規メール画面 . . . . . . . . . . . . . . 212
本文入力画面. . . . . . . . . . . . . . . . 213
メールメンバー
一覧画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222

　　　　新規メール

選択送信 機能

＜新規入力＞

＜宛先参照/入力＞

1

3

2

機能メニューの参照ページを記載している操作画面は、色アミで囲って、他の画面と区別してあります。

機能メニュー新規メール画面

1 新規メール画面（P.210） p［機能］
以下の項目から選択

送信……ｉモードメールを送信します。

送信プレビュー……送信する前にメールの宛先や内容
を確認します。

保存……編集中のメールを保存BOXに保存します。
「ｉモードメールを保存する」→P.221

機能メニュー P.212

p　 　返信
　　機能メニュー

　フォルダ移動
　メール検索

１／３

　全表示
　ソート
　フィルタ
　一覧表示切替

　　　　　　１０／１８　携帯花子
　　飲み会の場所
　　　　　　１０／１７　携帯花子
　　映画

　　　　　　１０：３５　携帯花子
　　ありがとう

１／３　　　　携帯

機能選択

　　　　　　１０／１９　携帯花子
　こんにちは
　　　　　　１０／１９　携帯花子
　チケット

返信

h　 　ゴミ箱へ捨てる
　　機能メニュー

　削除
　選択削除

3／３

　既読削除
　ＳＭＳ送達通知全削除
　全削除

あらかじめ削除するメー
ルを反転表示する。

「削除」を選択すると、一覧
画面で反転表示したメール
が削除されます。

機
能
メ
ニ
ュ
ー
／
操
作
手
順
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表示が交互に切り替わるメニューについて
メニューによっては、メニュー名が以下の画面例のように交互に切り替わるものがあります。

※FOMA端末で撮影画面を表示しているとき、「外側カメラ」を使用しているときは、＜画面例1＞のように
「内側カメラ」と表示されます。この状態で「内側カメラ」を選択すると、「内側カメラ」が使用できる状
態になり、次に機能メニューを表示したときには、メニュー名が「外側カメラ」に切り替わります。

■表示が交互に切り替わるメニューの記載について
このようなメニューは「内側カメラ⇔外側カメラ」と記載しています。

操作手順の表記について
本書では、原則として操作手順を次のように簡略に記載しています。

操作手順の記載例と実際の操作

1 i 「めざまし時計」 設定する項目を反転 o［編集］

①：ボタンを押します。
②：bで反転表示をメニューアイコンに移動しd［選択］を押します。
③：bで反転表示を「 」内の項目に移動しd［選択］を押します。
　　または「 」内の項目のメニュー番号に対応する1～0を押します。
④：bで反転表示を移動します。
⑤：［　］内に示したソフトキーに対応するファンクションボタンを押します。

■「選択」「確定」操作におけるdの省略
・上記記載例②、③のようにアイコンや一覧から目的の機能を選択するときはd［選択］を省略して記載してい
ます。

・同様に「項目を選択」、「端末暗証番号を入力」などと記載している場合もd［選択］またはd［確定］を省
略して記載しています。

※d［選択］を押さずに次の操作に移る場合は、上記記載例④のように「～を反転」と記載しています。
■素早い操作を優先記載
・操作の方法は1つだけでない場合があります。複数の操作があるときは、ソフトキー機能による操作（P.34）やメ
ニュー番号による操作（P.33）を優先記載しています。

・メインメニューのアイコンから機能を選択する場合は、「メニュー機能一覧」（P.358）をご覧になって操作し
てください。

■操作終了後の記載の省略
・目的の機能操作を終了した後の操作説明は省略しています。待受画面に戻る場合はyを、1つ前の画面に戻る
場合はtを押してください。

　内側カメラ
　　機能メニュー

　画像サイズ選択
　動画容量設定

１／３

　動画保存設定
　ライト
　画質調整

　外側カメラ
　カメラモート゛切替 　カメラモート゛切替

　　機能メニュー

　画像サイズ選択
　動画容量設定

１／３

　動画保存設定
　ライト
　画質調整

外側カメラ使用中 内側カメラ使用中

＜画面例1＞ ＜画面例2＞

1 2 3 4 5

表記ルール
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FOMAカードを使う
FOMAカードはお客様の電話番号などの情報が記録されているICカードです。
FOMAカードの付け外しは、電源を切り電池パックを外してから行ってください。→P.43
また、FOMA端末を閉じた状態で手で持ったまま行ってください。

●FOMAカードの取り付けかた

1 FOMAカードのIC面を下にして、図のような向きでFOMAカード挿入口に差し込む

2 FOMAカードが固定されるように奥まで差し込む
ロックの金属部分が下図のように左端にあることを確認してください。

●FOMAカードの取り外しかた

1 FOMAカードを固定しているロックをスライドさせる

2 FOMAカードが少し出てくるので、まっすぐ静かに引き抜く

O
無理に取り付けようとしたり、取り外そうとするとFOMAカードが壊れることがありますのでご注意ください。
ロックのスライド時にFOMAカードに指などが触れると、FOMAカードの飛び出し量が少なくなり、FOMAカードが取り出しにく
くなることがあります。このような場合は、奥まで差し込んで再度ロックをスライドさせてください。
取り外したFOMAカードはなくさないようご注意ください。
FOMAカードのIC部分に触れたり、傷をつけたりしないようにご注意ください。
FOMAカードを正しく取り付けていない場合や、FOMAカードに異常がある場合はエラーメッセージ（P.385）が表示されます。

切り欠き

IC

金色のICが見えて
いる面を下にする

FOMAカード

FOMAカード挿入口

金属部分

正しく取り付けられた状態
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FOMAカードの暗証番号について
FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという2つの暗証番号を設定できます。→P.140

FOMAカード動作制限機能について
FOMAカード動作制限機能とは、お客様のデータやファイルを保護するためのセキュリティ機能です。FOMA
カード動作制限機能はダウンロードした各種データ、ｉモードメールの添付データやファイルなどに自動的
に設定されます。FOMAカード動作制限機能が設定されたデータやファイルは、取得時に使用していたFOMA
カードが挿入されているときのみ操作ができます。
別のFOMAカードに差し替えると、FOMAカード動作制限機能が設定されたデータやファイルには「 」
が表示されます。
●FOMAカード動作制限機能の対象となるデータやファイルは以下のとおりです。
・ｉモードのサイトやインターネットホームページからダウンロードしたｉアプリ／メロディ／画像／キャラ電
／ダウンロード辞書／画像が含まれているテンプレート

・ｉモードのサイトやインターネットホームページから取得したｉモーション
・メロディ／画像／ｉモーション／キャラ電／ダウンロード辞書／テンプレートが含まれている画面メモ
・受信BOX内のｉモードメールに添付されている、または貼り付けられているファイル（メロディ／画像）
・送信BOX／保存BOX内のｉモードメールに添付されているファイル（メロディ／画像／ｉモーション）。ただ
し、自分のFOMA端末で撮影または編集したデータは除く

・ファイル（メロディ／画像）が添付されているメッセージR／F
・デコメール本文中に挿入されている画像

●FOMAカード動作制限機能が設定されたデータやファイルは、別のFOMAカードを挿入した状態でも移動したり
削除することはできます。

●赤外線通信機能やデータ転送（OBEX）機能、バーコードリーダーを使って登録したデータ、カメラで撮影した静
止画／動画には、FOMAカード動作制限機能は設定されません。

O
FOMAカード動作制限機能が設定されると、ほかの人のFOMAカードに差し替えたときは、「画面表示設定」や「着信音選択」など
で本機能が設定されたデータやファイルを設定することができません。
FOMAカード動作制限機能が設定されたデータやファイルを「画面表示設定」や「着信音選択」などに設定した場合、FOMAカー
ドを抜いたり、ほかの人のFOMAカードに差し替えるとお買い上げのときの設定で動作します。
あらかじめ登録されているｉアプリでも、一度削除して再度サイトからダウンロードしたりバージョンアップすると、本機能の対象
になります。
FOMAカード動作制限機能が設定されていると、ｉモードメールのメール詳細画面で反転表示されている文字などを選択して、
ｉアプリを起動することはできません。
ｉチャネルで受信したニュースなどの情報は、別のFOMAカードに差し替えると消去されます。
他のｉチャネル対応端末にFOMAカードを差し替えた場合、その端末のテロップは表示されなくなります。また、情報が自動更新さ
れない場合があります。ｉチャネル対応ボタンを押してチャネル一覧を表示すると、テロップも自動的に表示されるようになります。

FOMAカードの差し替え

データをダウンロードした
り、メールを受信したとき
のFOMAカードが挿入され
ている場合は、FOMAカー
ド動作制限機能が設定され
ているデータの閲覧や再生
ができます。

データをダウンロードした
り、メールを受信したとき
とは別のFOMAカードが挿
入されている場合は、
FOMAカード動作制限機能
が設定されているデータの
閲覧や再生ができません。

お客様の
FOMAカード

ほかの人の
FOMAカード
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FOMAカード差し替え時の設定について
FOMA端末に取り付けられているFOMAカードを、別のFOMAカードに差し替えた場合、以下の設定は差
し替えたFOMAカードの設定値になります。
･ バイリンガル（P.131）
･ SMS center設定(P.249)
･ SMS有効期間設定(P.238)
･ PIN設定（P.141）
･ 接続先選択（P.197）

FOMAカードの機能差分について
FOMAカードには2種類のバージョンがあります。FOMA端末でFOMAカードをご使用になる場合、以下
のような機能差分があります。

機能 FOMAカード（青色） FOMAカード（緑色）
FOMAカードの電話帳に登録
できる電話番号の桁数

最大20桁 最大26桁

FirstPassを利用するための
ユーザ証明書操作

利用不可 利用可

WORLD WING 利用不可 利用可

サービスダイヤル 利用不可 利用可

WORLD WINGについて
WORLD WINGとは、FOMAカード（緑色）をサービス対応のFOMA端末や海外用携帯電話（W-
CDMAまたはGSM方式）に差し替えることにより、海外でも同じ携帯電話番号で発信や着信がで
きる、ドコモのFOMA国際ローミングサービスです。
WORLD WINGはお申込み手続きなしでご利用いただけます。
・2005年8月31日以前にFOMAサービスをご契約でWORLD WINGをご契約いただいていない
お客様は、WORLD WINGをご利用される場合、別途お申込み手続きが必要となります。

・一部ご利用になれない料金プランがあります。
・万一、FOMA カード（緑色）を海外で紛失・盗難された場合には、速やかにドコモへご連絡いた
だき、利用中断の手続きをとってください。お問い合わせ先については、取扱説明書裏面の総合
お問い合わせ先をご覧ください。なお、紛失・盗難された後に発生した通話・通信料もお客様の
ご負担となりますのでご注意ください。
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スタイルプラスについて
別売のスタイルプラスN04をお買い求めになると、スタイルプラスを別の色に変更することができます。
●スタイルプラスのカラーバリエーションには、以下のものがあります。
・「Mineral Water」（ホワイト）
・「Strawberry Milk」（ピンク）
・「Cafe Latte」（ベージュ）
・「Soda」（空色）
・「Orange Juice」（オレンジ）
・「Matcha」（抹茶）
・「Hot Chocolate」（茶色）
・「Cranberry」（ワイン色）

●スタイルプラスに付属のQRコードを読み取ると、各種のコンテンツが追加されます。→P.171
●追加されたコンテンツで、スタイルモードの一括設定が行えます。→P.137
●スタイルプラスを取り外した状態でFOMA端末を使用すると、強度が低下し、破損や故障の原因となります。

スタイルプラス（表）の取り付けかた／取り外しかた
スタイルプラス（表）の取り付けかた／取り外しかたについて説明します。
●スタイルプラス（裏）の取り付けかた／取り外しかたについては、「電池パックの取り付けかた／取り外しかた」
（P.43）をご覧ください。

●スタイルプラス（表）の取り付け／取り外しはFOMA端末を折り畳んだ状態で、手で持って行ってください。

1 スタイルプラス（表）を取り外す
スタイルプラス（表）を①の方向に押し付けながら②の方向にスライドさせて取り外します。

2 スタイルプラス（表）を取り付ける
スタイルプラス（表）を約3mm開けた状態で6個のツメと2本のレールをFOMA端末（本体）の溝に合わせ、③の方向
にスライドさせ、「カチッ」と音がするまで押し込みます。

O
無理に取り外し、取り付けを行おうとすると、スタイルプラス（表）のツメが折れることがあるのでご注意ください。
取り外し、取り付けを繰り返すと、スタイルプラス（表）が外れやすくなることがあります。
詳しくはスタイルプラスN04の取扱説明書をご覧ください。

ツメとレール ツメ

約３ｍｍ
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電池パックの取り付けかた／取り外しかた
電池パックおよびスタイルプラス（裏）の取り付けかた／取り外しかたについて説明します。
●スタイルプラス（表）の取り付けかた／取り外しかたについては、「スタイルプラスについて」（P.42）をご覧く
ださい。

●スタイルプラス（裏）の取り付け／取り外しはFOMA端末を折り畳んだ状態で、手で持って行ってください。
●電池パックの取り外しは、電源を切ってから行ってください。

●取り付けかた

1 スタイルプラス（裏）を取り外す
スタイルプラス（裏）を①の方向へ押し付けながら②の方向へスライドさせ、取り外します。

2 電池パックを取り付ける
電池パックの製品名が書かれている面を上にして、電池パックのツメをFOMA端末（本体）の溝に確実に合わせ③の方向
に取り付けてから、④の方向へはめ込みます。

3 スタイルプラス（裏）を取り付ける
スタイルプラス（裏）を約3mm開けた状態でツメをFOMA端末（本体）の溝に合わせ、⑤の方向へ押し付けながら⑥
の方向へスライドさせ「カチッ」と音がするまで押し込みます。

●取り外しかた

1 スタイルプラス（裏）を取り外す

2 電池パックを取り出す
電池パックのつまみを①の方向に押し付けながら
②の方向へ持ち上げ、取り外します。

O
無理に取り付けようとするとFOMA端末の充電端子が壊れることがありますのでご注意ください。
スタイルプラス（裏）の先端部を本体に差し込んだ状態で、無理に押さえ込まないでください。スタイルプラス（裏）のツメが折れ
ることがあります。
詳しくは電池パック N13の取扱説明書をご覧ください。

裏側のツメ

ツメ

約3mm

スタイルプラス（裏）とFOMA端
末（本体）にすきまがないことを
確認してください。

※3mm開けないで3個のツメを奥まで押し込むと、裏側の4個のツメが溝に合わなくなります。
　この状態で無理な操作を行うと、スタイルプラス（裏）および本体が破損することがあるのでご注意ください。

つまみ
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電池の上手な使いかた
FOMA端末専用の電池パック N13をご利用ください。
■電池の寿命
・電池は消耗品です。どのような充電式電池も充電を繰り返すごとに、1回で使える時間が次第に短くなっていき
ます。

・1回で使うことのできる時間が、使いはじめたときに比べ半分程度になったら、電池パックの寿命とお考えくだ
さい。

・電池パックの寿命の目安は、約1年です。ただし、使用頻度により寿命は短くなります。

■充電について
・詳しくはFOMA ACアダプタ 01（別売）、FOMA DCアダプタ 01（別売）の取扱説明書をご覧ください。
・充電は、電池パックをFOMA端末に付けた状態で行ってください。
・充電中でもFOMA端末の電源を入れておけば、電話を受けることができます。ただし、その間は充電量が減る
ため、充電の時間が長くなります。「照明設定」の「充電時」を「常時点灯」に設定しているときも充電時間が
長くなります。

・コネクタを抜き差しする際は、無理な力がかからないようゆっくり確実に行ってください。
■電源を入れたままでの長時間（数日間）充電はおやめください
・充電時にFOMA端末の電源を入れたままで長時間おくと、充電が終わった後、FOMA端末は電池パックから電
源が供給されるようになるため、実際に使うと短い時間しか使えず、すぐに電池切れアラームが鳴ってしまうこ
とがあります。このようなときは、再度正しい方法で充電を行ってください。再充電の際は、FOMA端末を一
度ACアダプタ（または卓上ホルダ）、 DCアダプタから外して再度取り付けし直してください。

■電池の使用時間の目安（電池の使用時間は、充電時間や電池の劣化度で異なります）

・連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目安です。
・連続待受時間とはFOMA端末を折り畳み、電波を正常に受信できる状態での時間の目安です。なお、電池の充
電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かないか、弱い場合等）などによ
り、通話・待受時間は約半分程度になることがあります。ｉモード通信を行うと通話（通信）・待受時間は短く
なります。また通話やｉモード通信をしなくても、ｉモードメールを作成したり、ダウンロードしたｉアプリ、
ｉアプリ待受画面を起動させると、通話（通信）・待受時間は短くなります。

・静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を折り畳み、電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利用時間で
す。

・移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を折り畳み、電波を正常に受信できるエリア内で「静止」「移動」と
「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時間です。
・データ通信やマルチアクセスを実行したとき、カメラやライトを使用したときも、通話（通信）・待受時間は短
くなります。

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、リサイクル協力店
等にお持ちください。

連続通話時間 連続待受時間
音声電話　：約110分

　 テレビ電話：約80分
静止時：約540時間
移動時：約400時間
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携帯電話を充電する
AC アダプタ／DCアダプタで充電する

■  ACアダプタ（別売）の場合　　　　　　　　　 　　　　■ DCアダプタ（別売）の場合

1 FOMA端末の外部接続端子の端子キャップを開ける

2 ACアダプタ／DCアダプタのコネクタをFOMA端末の外部接続端子に水平に差し込む

3 ACアダプタのプラグをコンセントに差し込む
DCアダプタのプラグを車のシガーライタソケットに差し込む
充電がはじまります。

4 充電が終わったら、リリースボタンを押しながらACアダプタ／DCアダプタのコネクタを FOMA
端末から水平に引き抜く
無理に引っ張ろうとすると故障の原因になります。

5 ACアダプタのプラグをコンセントから抜く
DCアダプタのプラグを車のシガーライタソケットから抜く

6 FOMA端末の外部接続端子の端子キャップを閉じる

充電時間の目安
約100分

シガーライタソケット

プラグ

 FOMA DCアダプタ 01

端子キャップ

コネクタ

リリースボタン

矢印の表記面を上にする
FOMA ACアダプタ 01

プラグ

AC100Vコンセント

携
帯
電
話
を
充
電
す
る
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卓上ホルダで充電する

1 ACアダプタ（別売）のコネクタを卓上ホルダ（別売）背面の端子に水平に差し込む

2 ACアダプタのプラグをコンセントに差し込む

3 上図のようにFOMA端末を卓上ホルダにしっかりと差し込む
充電がはじまります。

※上図のように（卓上ホルダの低い面に本体の充電ランプ面が向くように）、正しくセットしてください。

4 充電が終わったら、卓上ホルダを押さえながらFOMA端末の両側を持って矢印の方向へ持ち上げ、
FOMA端末を卓上ホルダから外す

■卓上ホルダのイルミネーション
卓上ホルダN11（別売）はスイッチを「ON」にすると、内蔵のイルミネーションが青く点灯し、暗い部
屋ではきれいに輝きます。また、本体を卓上ホルダで充電すると充電終了後には、本体のアクアイルミネー
ション（P.31）がグラスの中を泡が浮上していくイメージで順番に点滅します。

充電時間の目安
約100分

プラグ

AC100Vコンセント

卓上ホルダ N11

FOMA ACアダプタ 01

充電ランプ

コネクタ

ON OFF

スイッチ

携
帯
電
話
を
充
電
す
る
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電池残量の確認のしかた
残量の確認は目安としてご利用ください。

電池残量表示で確認する
FOMA端末の電源を入れると、電池残量を示すアイコンが自動的に表示されます。

 ： 十分残っています。

 ： まだ大丈夫です。

 ： 電池残量がほとんどありません。充電してください。

音と表示で確認する
電池残量を音と表示でお知らせします。

1 i71
確認画面が表示され、電池残量に合わせて音が鳴ります。約3秒たつと電池残量のグラフィックは消えます。
「ピッピッピッ」 ：十分残っています。
「ピッピッ」 ：まだ大丈夫です。
「ピッ」 ：電池残量がほとんどありません。充電してください。

O
電池パック単体の充電はできません。必ずFOMA端末に電池パックを付けた状態で充電を行ってください。
電池が切れた状態や、電話帳などのデータがいっぱいで電源を切っている場合、充電をはじめても充電ランプがすぐに点灯しないこ
とがありますが、充電自体ははじまっています。
充電中は充電ランプが赤色に点灯します。充電ランプが消灯すれば充電は終了です（フル充電）。電源が入っている場合、充電中は
「 」が点滅し、充電が終了すると、「 」が点灯します。
充電が終わると、アクアイルミネーションが順番に点滅します。「イルミネーション・ウィンドウ」（P.128）の「充電完了イルミ
ネーション」で点滅時間を変更したり、点滅しないように設定することができます。
電源を入れておくと、充電中でも電話を受けることができます（充電時間は目安より長くなります）。
電源を入れておくと、充電の開始、終了時に「充電確認音」が鳴ります。ただしマナーモードや公共モード（ドライブモード）に設
定している場合や「充電確認音」（P.117）を「OFF」に設定している場合、確認音はなりません。
＜ACアダプタ／DCアダプタ＞
FOMA端末（本体）の充電ランプおよびディスプレイの「 」が消灯し、「充電器異常　充電を中止してください」などと表示され
た場合は、FOMA端末からACアダプタまたはDCアダプタと電池パックを外し、再度取り付けてから充電をやり直してください。
再び同じ動作をする場合は、ACアダプタやDCアダプタの異常や故障が考えられますので、ドコモショップなど窓口までご相談く
ださい。
FOMA ACアダプタ 01はAC100Vのみに対応しています。
DCアダプタは12V／24Vマイナスアース車専用です。プラスアース車には絶対にお使いにならないでください。
DCアダプタのヒューズは、2Aを使っています。万一、ヒューズ（2A）が切れた場合は、指定のヒューズを必ずお使いください。
また、ヒューズ（2A）は消耗品ですので、交換に際してはお近くのカー用品店などでお買い求めください。
＜卓上ホルダ＞
FOMA端末は卓上ホルダにしっかり取り付けてください。また、ストラップなどを挟まないようにご注意ください。

O
本書では、電池残量アイコンはMineral Waterのもので記載しています。Cafe Latteの場合は「 （茶色）」、Strawberry Milkの
場合は「 （ピンク）」が表示されます。電池残量アイコンは「画面デザイン」（P.124）でお好みのアイコンに変更できます。ま
た、バーコードリーダーでスタイルプラスに付属のQRコードを読み取ると、スタンダード「 」に変更することもできます。
→P.136、171
お買い上げ時の待受画面（P.123）では、液量の変化でも電池残量がわかります。

O
「ボタン確認音」を「OFF」に設定している場合やマナーモード設定中は音が鳴りません。

電
池
残
量
の
確
認
の
し
か
た
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電池が切れたときは？
電池切れアラームとともに左のような画面を点滅表示します。電池切れアラーム
は約10秒間鳴り、約1分後に電源が切れます。電池切れアラームを止める場合は
a［ ］、s［MEMO／CHECK］以外のいずれかのボタンを押してください。

電源を入れる／切る 
●お買い上げ後はじめてお使いになる場合や長時間お使いにならなかった場合は、必ず充電してからお使いくださ
い。→P.45

電源を入れる
●電源を入れる前にFOMAカードが正しく取り付けられていることを確認してください。→P.39

1 y（1秒以上）
待受画面または初期値設定画面が表示されます。電池パックを取り付けたときや、電源を切ってからすぐに電源を入
れ直したときなどは、しばらくの間「Wait a minute」と画面に表示される場合があります。
■「 」の表示が出ている場合

サービスエリア外または電波が届かないところにいます。「 」など電波の受信レベル表示
が点灯するところまで移動してください。受信レベルは以下のように表示されます。 

■PIN1コード入力を「ON」に設定している場合
PIN1コード入力画面が表示されます。→P.140

■積算料金自動リセットを「ON」に設定している場合
PIN2コード入力画面が表示されます。

■初期値設定画面が表示された場合 
初期設定を行います。→ P.49

電源を切る

1 y（2秒以上）
終了画面が表示され、電源が切れます。 

O
通話中の場合は、電池切れ画面と「ピッピッピッ」音によりお知らせします。約20秒後に通話が切れ、さらに約1分後に電源が切れ
ますのでご注意ください。
「マナーモード」に設定中で、設定中の動作が「マナーモード」、「スーパーサイレント」の場合、または「低電圧アラーム」を「OFF」
に設定している「オリジナルマナー」の場合、電池切れアラームは鳴りません。

O
本書では、電波の受信レベルアイコンはMineral Waterのもので記載しています。Cafe Latteの場合は「 」、Strawberry Milk
の場合は「 」が表示されます。受信レベルアイコンは「画面デザイン」（P.124）でお好みのアイコンに変更できます。また、
バーコードリーダーでスタイルプラスに付属のQRコードを読み取ると、スタンダード「 」に変更することもできます。
→P.136、171
ウェイクアップ表示を「OFF」以外に設定しているときは、ウェイクアップ画面で効果音が鳴ります。→P.121
移動しながら通話すると電波の強さが安定しません。デジタルの特性上、急に通話が切れることがあります。できるだけ「 」が
表示されている状態で使用することをおすすめします。
電源を切った後は、しばらくたってから電源を入れてください。

　電池充電してください

待受画面

強　　　　　　　　　弱

電
源
を
入
れ
る
／
切
る
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〈初期値設定〉

初期設定を行う
電源を入れた後に初期値設定として「時計設定」、「端末暗証番号の変更」、「ボタン確認音」を設定します。
●それぞれの機能をすでに設定しているときは、その機能の設定画面は表示されません。
●すべての機能を設定すると、以後電源を入れたときに初期値設定の画面は表示されません。また、初期値設定の画
面が表示されない状態で「設定リセット」を行っても、初期値設定の画面は表示されません。

●PIN1コード入力を「ON」に設定している場合は、電源を入れた後、PIN1コード入力画面が表示されます。正し
いPIN1コードを入力すると初期値設定の画面が表示されます。→P.140

1 初期値設定画面 「YES」

2 時計を設定
時計設定について→P.49

3 端末暗証番号を変更
端末暗証番号はお買い上げのときは「0000」に設定されています。
端末暗証番号を変更する→P.141

4 ボタン確認音を設定
ボタン確認音について→P.117

5 ソフトウェアを更新
ソフトウェアの更新について→P.392

〈時計設定〉

日付・時刻を合わせる
日付と時刻を自動で補正するか、手動で行うかを設定します。
●日付・時刻を設定すると、待受画面などに表示されるようになり、「めざまし時計」や「スケジュール」など、日
付・時刻を管理する機能が使えるようになります。

●設定できる日付・時刻は、2004年1月1日00時00分から2037年12月31日23時59分までです。日付・
時刻の表示は2037年12月31日23時59分以降進みません。

●「初期値設定」で日付・時刻を設定することもできます。→P.49

1 i31 以下の項目から選択
自動時刻補正する……日付・時刻を自動で設定します。
「自動時刻補正する」を選択したときに時刻情報を取得して自動的に日付と時刻を設定します。

自動時刻補正しない……日付・時刻を手動で設定します。時刻をずらして設定したいときなどに設定します。

■「自動時刻補正しない」を選択した場合
年（西暦）、月、日、時刻を入力します。

＜例：2006年10月19日、17時23分に設定する場合＞
bを押して反転表示を移動させ、ダイヤルボタンで入力します。
ここでは2、0、0、6、1、0、1、9、1、7、2、3と押します。

O
設定中に電話がかかってきたり、yまたはtを押すなどして初期値設定が途中で終了した場合でも、設定が完了した機能につい
ては有効になります。
それぞれの機能を個別に設定することもできます。
初期設定を中止した場合もソフトウェアの更新をするかどうかの確認画面が表示されます。

初期値設定画面

　　　　　初期値設定

　よろしいですか？
　初期値設定します

ＹＥＳ

ＮＯ

お買い上げ時
自動時刻補正する

（月日）１０／１９
（時刻）１７：２３

　　　　時計設定

（西暦）２００６

初
期
設
定
を
行
う
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〈発信者番号通知〉

相手に自分の電話番号を通知する 

FOMA端末は電話をかけたときに相手の電話機のディスプレイへお客様の電話番号をお知らせすることがで
きます。電話番号はお客様の大切な情報ですので、通知する際には十分にご注意ください。 
●「 」が表示されているところで、発信者番号通知の操作はできません。 
●発信者番号通知は相手の電話機が発信者番号表示が可能なときだけ有効です。 
●電話をかけたときに番号通知お願いガイダンスが流れた場合は、電話を切って発信者番号を「通知する」に設定し
てかけ直せば相手に電話がかかります。 

1 i17 以下の項目から選択
発信者番号通知設定……ネットワーク暗証番号について→P.140

通知する…… ネットワーク暗証番号を入力

通知しない…… ネットワーク暗証番号を入力

発信者番号通知設定確認…… 発信者番号の通知設定を確認 「OK」 

O
手動で日付・時刻を設定する場合は正しく入力してください。
設定した日付・時刻は、内蔵のバックアップ電池を用いて保持していますので、電池パックを交換するときでも保持されます。ただ
し約2週間以上電池パックを外していると保持されない場合があります。そのような場合で、「自動補正しない」に設定するときは、
電池パックを充電してから、もう一度日付・時刻の設定を行ってください。また、バックアップ電池は電池パックを充電すると、同
時に充電されます。
＜自動時刻補正＞
次の場合にドコモのネットワークからの時刻情報をもとに、FOMA端末の時刻を補正します（ただし、電波状況によっては自動補正
を行わない場合もあります）。
・電源を入れたとき
・待受画面表示中で、他の機能が起動していないときに充電を開始したとき
・「自動時刻補正する」を設定したとき
FOMAカードが取り付けられていない場合や「 」が表示されているところでは補正が行われません。
「ｉアプリ待受画面」を設定している場合、設定したｉアプリによっては補正が行えないことがあります。
数秒程度の誤差が生じる場合があります。

ご契約時：通知しない お申し込み：不要 月額使用料：無料

O
電話番号をダイヤルしたときや、「電話帳」、「リダイヤル」または「着信履歴」で電話番号を表示させたときに、発信者番号を通知
する／しないを設定することもできます。→P.59

相
手
に
自
分
の
電
話
番
号
を
通
知
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〈自局番号表示〉

自分の電話番号を確認する
お客様のFOMAカードに登録されている電話番号（自局番号）を表示して確認します。 

1 i0 

O
お買い上げ時は自局番号のみ表示されます。
お客様の個人データ（名前、自宅などの電話番号や住所、メールアドレスなど）を登録することもできます。登録、表示のしかた
→ P.311
ｉモードのメールアドレスは、ｉモードメニュー Menu 料金＆お申込・設定 メール設定 アドレス確認の順に操作すると確
認できます。 

　　　自局番号表示

編集 機能

ト゛コモイチロウ

ドコモ一郎

自
分
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●電話のかけかた／
受けかた

■電話のかけかた
電話をかける................................................................................ 54
音声電話からテレビ電話に切り替える..................................... 56
前にかけた相手にかけ直す ............................ 57
1回の通話ごとに発信者番号を通知／非通知にする .............. 59
プッシュ信号を手早く送り出す............................. 60
プレフィックス機能を利用する................................................. 62
国際電話を利用する............................................... 63
サブアドレスを指定して電話をかける.............. 65
再接続するときのアラームを設定する...................... 66
周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする.............. 66
ハンズフリーを利用する .......................................... 66
車の中で手を使わずに話す ................................. 67
■電話の受けかた
電話を受ける................................................................................ 68
音声電話からテレビ電話に切り替えて電話を受ける.............. 69
ダイヤルボタンを押して電話に出られるようにする......... 69
FOMA端末を折り畳んで通話を終了／保留する...... 70
着信履歴を利用する........................................................ 71
相手の声の音量を調節する ............................................ 73
着信音の音量を調節する ................................................ 73
■電話に出られないとき／出られなかったとき
すぐに電話に出られないときに保留にする ................. 74
保留音を設定する......................................................... 74
公共モード（ドライブモード）を利用する
................................................................... 75
公共モード（電源OFF）を利用する ........... 77
不在着信を確認する.................................................................... 78
電話に出られないときに用件を録音する..................... 79
着信中の電話に出られないときに用件を録音する........ 81
伝言メモや音声メモを再生／消去する..................................... 81

リダイヤル／発信履歴

ポーズダイヤル

WORLD CALL
サブアドレス設定

再接続機能
ノイズキャンセラ
ハンズフリー

車載ハンズフリー

着信アンサー設定
クローズ動作設定

着信履歴
受話音量
着信音量

応答保留
保留音設定

公共モード（ドライブモード）
公共モード（電源OFF）

伝言メモ
クイック伝言メモ
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電話をかける

1 相手の市外局番からダイヤル
「電話番号入力画面」が表示されます。
同一市内への通話でも、必ず市外局番からダイヤルしてください。 

26桁を超えて入力すると、下26桁が表示されます。80桁まで発信できます。
■携帯電話にかける場合 

090－××××－×××× 
または 
080－××××－×××× 

■PHSにかける場合 
070－××××－×××× 

2 r 
電話番号が一度消えた後、右端から表示されて電話がかかります。 
発信中は「 」が点滅し、通話中は点灯します。
「通話中画面」が表示されます。
■通話中にテレビ電話での通話に切り替える場合
「音声電話からテレビ電話に切り替える」→P.56
■「ツーツー」という話中音が聞こえる場合

相手が話し中です。しばらくたってからおかけ直しください。 
■電話がかからないことを通知するガイダンスが聞こえる場合 

相手の携帯電話、PHSの電源が入っていない、または相手が電波の届かない場所にいま
す。しばらくたってからおかけ直しください。 

■電話番号の通知をお願いするガイダンスが聞こえる場合 
相手が番号通知お願いサービスを「開始」に設定しています。電話番号を通知しておかけ直しください。 

3 通話が終了したらy 

電話番号の入力を間違えたとき
■番号を挿入する場合
vを押して挿入したい位置の1つ右の番号にカーソルを移動して番号を入力します。

■番号を削除する場合 
vを押して削除したい番号にカーソルを合わせてtを押します。 
tを1秒以上押すと、カーソルのあたっている番号とその右側にあるすべての番号が削除されます。 
カーソルを番号の先頭か最後に合わせてtを1秒以上押すと、待受画面に戻ります。 

O
ｉモード中またはメールの送受信中でも電話をかけることができます。 
64Kデータ通信中、テレビ電話中には電話はかけられません。ただし、相手側が切り替え可能なFOMA端末の場合、テレビ
電話中に機能メニューから「音声電話切替」を選択して音声電話に切り替えることができます（音声⇔テレビ電話切り替え対
応端末どうしでご利用いただけます）。→P.88
通話中に通話中画面以外の画面を表示させた場合、tを押すと通話中画面に戻ります。 
通話中の相手にカメラで撮影した静止画を送信すること（スピードフォトメール）もできます。→P.213
電話帳に相手の名前、電話番号が登録されている場合は、発信中の相手の名前と電話帳登録時に選択したアイコンも表示されます。
ただし、電話帳に静止画が登録されていても、静止画は表示されません。
ハンズフリーを利用して通話することができます。→P.66
スイッチ付イヤホンマイク（別売）を使って電話をかけることができます。→P.318

電話番号入力画面

登録 機能

機能メニュー P.55

－－市外局番 市内局番 電話番号

通話中画面

機能

　　　　［通話中］
１分３０秒

機能メニュー P.55
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電話番号入力画面

1 電話番号入力画面（P.54、P.85） p［機能］ 以下の項目から選択
発番号設定……「電話をかけるときに通知／非通知を選択する」→P.59

プレフィックス……「プレフィックス番号を付加して電話をかける」→P.62

国際電話発信……「国際電話発信機能を利用して国際電話をかける」→P.64

マルチナンバー……「マルチナンバー」→P.335

電話帳登録……「電話帳に登録する」→P.101

ｉモードメール作成……「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

通信速度設定……テレビ電話をかけるときの通信速度を「64K／32K」から選択します。

テレビ電話画像選択……テレビ電話中に送信する画像を「自画像／キャラ電」から選択します。
設定を解除する場合は、「設定解除」を選択します。

通話中画面

1 通話中画面（P.54） p［機能］ 以下の項目から選択
スピードフォトメール……「通話中に撮影した静止画を送信する」→P.213

スピードフォトメール表示……受信したスピードフォトメールを表示します。

ｉモード問い合わせ……ｉモード問い合わせをします。→P.199、225

通話中に保留にする＜通話中保留＞

1 通話中 t 
相手に保留音が流れます。
■保留中に電話を切る場合 

y 
■保留中に相手が電話を切った場合 

通話が切れます。 

2 電話に出られるようになったらt、rまたはd［通話］

O
「通信速度設定」が変更されるのは1回の通話（発信）のみです。リダイヤル、発信履歴にも通信速度は記憶されません。また、「通
信速度設定」を設定した後に音声電話をかけると、設定は無効になります。

O
通話を保留にしている間も、通話料金はかかります。
通話を保留にしている間に流れる保留音は「保留音設定」で設定できます。
保留中は、自分のFOMA端末も保留音が鳴ります。ただし、「着信音量」の「電話」を「消去」に設定している場合やマナーモード
設定中は、保留音は鳴りません（「マナーモード選択」で「オリジナルマナー」を選択し、オリジナルマナーの設定で「電話着信音
量」を「消去」以外に設定している場合は音が鳴ります）。

通話

　　　　［保留中］
１分３０秒

ドコモ太郎
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音声電話からテレビ電話に切り替える
音声通話中に発信側からテレビ電話に切り替えます。
●相手側が切り替え可能なFOMA端末の場合、音声通話中は「 」が表示され、音声電話とテレビ電話の切り替
えができます。(音声⇔テレビ電話切り替え対応端末どうしでご利用いただけます）

●切り替え操作は、発信側からのみ行うことができます。
●切り替え操作を行うには、あらかじめ着信側がテレビ電話切替通知を通知するように設定しておく必要がありま
す。→P.94

1 通話中画面 d［ ］ 「YES」
テレビ電話切替通知画面で「NO」を選択すると音声通話中画面に戻ります。
音声電話からテレビ電話に切り替えている間は、切り替え中であることを示す画面が表示され、音声ガイダンスが流
れます。

O
テレビ電話中にも音声電話に切り替えることができます。→P.88
音声電話とテレビ電話の切り替えは、繰り返し行うことができます。
切り替えには、5秒程度の時間がかかります。なお、電波の状態などにより、切り替わるまでに時間がかかることがあります。
以下の場合は、通話中にテレビ電話と音声電話を切り替えることができません。
・「キャッチホン」が動作しているとき
・相手側が通話を保留にしていたり、伝言メモを起動したとき
表示されている通話時間は、通話を切り替えるたびに0秒にリセットされます。ただし、切り替え操作を行った後、テレビ電話で通
話が終了した場合、通話終了後に表示される通話時間は音声電話とテレビ電話の合計となります。
切り替え操作を行うと、テレビ電話中に送信する画像についてのメッセージが相手側のテレビ電話画面に表示されて、相手側でカメ
ラ映像を送信するか代替画像を送信するかを選択できます。→P.69
切り替え操作を行った場合でも、リダイヤル／発信履歴には、最初に発信した電話の履歴が記憶されます。また、着信履歴には最初
に着信した電話の履歴が記憶されます。
発信側がパケット通信中（ｉモード含む）の場合は、パケット通信を切断してテレビ電話に切り替えます。
相手側がパケット通信中（ｉモード含む）の場合は、「切替できません」というメッセージが表示され、音声電話からテレビ電話に
切り替えることはできず、音声通話を継続します。
相手側の利用状態や電波の状態などにより、音声電話からテレビ電話に切り替えることができず、通話が切断されることがあります。
「SWITCHING VOICE/VIDEO」が表示されている間は通話料はかかりません。
切り替えを行った際に、「通話時間／料金」（P.313）に表示される通話料金は実際の通話料金と異なる場合があります。
切り替え前のハンズフリーの状態にかかわらず、切り替えたときのハンズフリーのON／OFFは、「ハンズフリー切替」の設定に従い
ます。→P.94

機能

　　　　［通話中］
１分３０秒

切替 機能

１０秒
１７：２３

［切替中］ ［切替中］　　　　［通話中］
１分３０秒

選択

テレビ電話切替通知

行います。
よろしいですか？

テレビ電話への切替を

ＹＥＳ

ＮＯ

４秒
１７：２３

音
声
電
話
か
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〈リダイヤル／発信履歴〉

前にかけた相手にかけ直す
かけた相手の電話番号や日付・時刻などの情報はリダイヤルや発信履歴として記憶されます。

リダイヤル／発信履歴を利用する
●同じ電話番号に繰り返し発信した場合、リダイヤルには常に最新の1件が、発信履歴には別の1件として情報が記
憶されます。

●リダイヤルは音声電話とテレビ電話の電話番号を30件まで記憶できます。 発信履歴は音声電話とテレビ電話の履
歴を30件、パケット通信と64Kデータ通信の履歴を30件まで記憶できます。最大件数を超えた場合、古いもの
から順に上書きされます。

●テレビ電話中は、リダイヤル／発信履歴を表示できません。
●「時計設定」で日付・時刻が設定されていない場合は、日付・時刻は記憶されません。

1 待受画面表示中 j 
「リダイヤル画面（一覧）」が表示されます。
■発信履歴を表示する場合

待受画面表示中 i 「発信履歴」
「発信履歴画面（一覧）」が表示されます。

2 リダイヤル／発信履歴を選択
「リダイヤル画面（詳細）／発信履歴画面（詳細）」が表示されます。
画面右上には「現在の番号／全体の件数」が表示されます。
■前後のリダイヤル／発信履歴を確認する場合
kを押すと前（新しい）の番号に、zを押すと次（古い）の番号に切り替わります。

■電話帳に登録した電話番号の場合
電話帳に登録した名前も一緒に表示されます。

3 rまたはd［発信］
■テレビ電話をかける場合 

o［ ］

4 通話が終了したらy 

■表示されるリダイヤル／発信履歴のアイコンについて

O
電源を切っても、リダイヤル／発信履歴は削除されません。発信した電話番号をほかの人に見られたくない場合は、リダイヤル／発
信履歴を削除するか、「履歴表示設定」の「リダイヤル／発信履歴」を「OFF」に設定してください。
待受画面でrを押してjを押すと、最新のリダイヤルに音声電話をかけることができます。
「PIMロック」、「ダイヤル発信制限」、「指定発信制限」を設定すると、それまでのリダイヤル／発信履歴はすべて削除されます。た
だし、設定後にかけた電話はリダイヤル／発信履歴に記憶されます。
マルチナンバーの契約をしている場合、リダイヤル画面／発信履歴画面から発信すると、発信画面には電話番号末尾に、基本契約番
号の場合は「*590#」、付加番号1の場合は「*591#」、付加番号2の場合は「*592#」が付加されて表示されます。
マルチナンバーを機能メニューから選択して発信した場合、リダイヤル画面（詳細）／発信履歴画面（詳細）の電話番号の下に、付
加番号の登録名と番号が表示されます。機能メニューを利用せずに発信した場合は、「通常発信番号設定」を付加番号に設定してい
ても、何も表示されません。

アイコン 説明 アイコン 説明
音声電話の発信 国際テレビ電話の発信

国際電話の発信 パケット通信の発信

テレビ電話の発信 64Kデータ通信の発信

例：リダイヤル画面（一覧）

　　１０／１８　　８：１２
　ドコモ二郎
　　１０／１６　２１：３３
　携帯春子

選択

　　１０／１９　１９：２４
　ドコモ三郎

　　　リダイヤル

機能選択

　　１０／１８　２２：００
　携帯花子
　　１０／１８　１８：０１
　ドコモ太郎

　１／２

機能メニュー P.58

例：リダイヤル画面（詳細）
切替 発信 機能

　　　リダイヤル ３／１０
１０／１８（水）１８：０１

ドコモ太郎

機能メニュー P.58
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リダイヤル画面／発信履歴画面

1 リダイヤル画面／発信履歴画面（P.57） p［機能］ 以下の項目から選択
発番号設定※１……「電話をかけるときに通知／非通知を選択する」→P.59

プレフィックス※１……「プレフィックス番号を付加して電話をかける」→P.62

国際電話発信※１……「国際電話発信機能を利用して国際電話をかける」→P.64

マルチナンバー※１……「マルチナンバー」→P.335

電話帳登録……「リダイヤルや発信履歴などから電話帳に登録する」→P.103

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

ｉモードメール作成……「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

SMS作成……「SMS（ショートメッセージ）を作成して送信する」→P.246

送信アドレス一覧……送信アドレス一覧を表示します。

1件削除……リダイヤル／発信履歴を1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択 o［完了］ 「YES」
複数のリダイヤル／発信履歴を削除できます。

全削除……リダイヤルと発信履歴をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

通信速度設定※１……テレビ電話をかけるときの通信速度を「64K／32K」から選択します。

テレビ電話画像選択……テレビ電話中に送信する画像を「自画像／キャラ電」から選択します。
設定を解除する場合は、「設定解除」を選択します。

※1：詳細表示画面でのみ利用できる機能です。

O
「ｉモードメール作成」は電話番号が電話帳に登録されていて、その電話帳にメールアドレスが登録されている場合、メールアドレ
スを宛先としたメールを作成します。電話帳に複数のメールアドレスが登録されている場合は、1番目のメールアドレスを宛先とし
たメールを作成します。
「全削除」を行うと、リダイヤルと発信履歴の両方がすべて削除されます。リダイヤルを「１件削除」、「選択削除」しても発信履歴
からは削除されず、履歴が残りますのでご注意ください（発信履歴の場合も同様です）。
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1回の通話ごとに発信者番号を通知／非通知にする
相手の電話機が発信者番号表示に対応している場合、音声電話やテレビ電話をかけたときにお客様の電話番
号（発信者番号）を相手の電話機（ディスプレイ）へ表示させることができます。発信者番号はお客様の大
切な情報ですので、通知する際には十分ご注意ください。 

相手の電話番号の前に「186」／「184」を付けてダイヤルする
電話をかけるたびに、電話番号を通知する場合は相手の電話番号の前に「186」を、通知しない場合は相手
の電話番号の前に「184」をダイヤルします。 
■電話番号を通知する場合 
音声電話　：186－［相手先の電話番号］－r 
テレビ電話：186－［相手先の電話番号］－o［ ］ 

■電話番号を通知しない場合 
音声電話　：184－［相手先の電話番号］－r 
テレビ電話：184－［相手先の電話番号］－o［ ］ 

電話をかけるときに通知／非通知を選択する<発番号設定>
相手に電話番号を通知するかどうかを「通知しない／通知する」から選択します。
●発番号設定機能が利用できるのは「電話番号入力画面」および「電話帳／着信履歴／発信履歴／リダイヤル」の各
詳細画面です。

＜例：電話番号入力画面から音声電話をかける場合＞

1 相手の電話番号を入力

2 p［機能］ 「発番号設定」 「通知しない」または「通知する」
■「発番号設定」の「通知しない」／「通知する」を解除する場合

「発番号設定消去」
「発番号設定消去」を選択すると「発信者番号通知設定」（P.50）で設定した内容になります。

3 r

機能名 機能内容 参照ページ
発信者番号通知 電話をかけたときに、お客様の電話番号を通知するかどうかを一括して設定します。 P.50

「186」／「184」ダイヤル 電話をかけるたびに、お客様の電話番号を通知するかどうかを「186」／「184」
をダイヤルして設定します。 

P.59

発番号設定 電話をかけるたびに、お客様の電話番号を通知するかどうかを機能メニューから設
定します。 

P.59

O
電話番号の通知をお願いするガイダンスが流れた場合は、「186」を付けてダイヤルし直すと通話できます。 
「186」または「184」を付けて電話をかけたときは、リダイヤルや発信履歴に「186」または「184」を付けた電話番号で記憶
されます。
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〈ポーズダイヤル〉

プッシュ信号を手早く送り出す
FOMA端末からプッシュ信号を送って、ポケットベル＊へのメッセージ送信やチケットの予約、銀行の残高
照会などのサービスを利用できます。 

ダイヤルデータをポーズダイヤルに登録する
プッシュ信号として送るダイヤルデータをポーズダイヤルにあらかじめ登録します。ポーズ（p）を入力して
おくと、ポーズが入力されている箇所でダイヤルデータを区切りながら送出できます。 
●登録できるダイヤルデータは1件、最大128文字まで入力できます。 
●ダイヤルデータに登録できる文字は0～9、＃、*、ポーズ（p）です。 
●ポーズ(p)をダイヤルデータの先頭に入力したり、連続して入力することはできません。 

1 i84
「ポーズダイヤル画面」が表示されます。
■すでにダイヤルデータが登録されている場合 

登録されているダイヤルデータが表示されます。 

2 o［編集］ ダイヤルデータを入力
0～9、q、wを押してダイヤルデータを入力してください。 
■ポーズ（p）を入力する場合 

w（1秒以上）

ポーズダイヤル画面

1 ポーズダイヤル画面（P.60） p［機能］ 以下の項目から選択
編集……ダイヤルデータを編集します。

ポーズダイヤル送信…… 送信先の電話番号を入力 rまたはd［発信］
rまたはd［送信］を押すたびに、ポーズ（p）までのダイヤルデータが送出されます。

削除……登録されているダイヤルデータを削除します。

ポーズダイヤル画面

　　　ポーズダイヤル

編集 機能

機能メニュー P.60
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＊2001年1月から、ドコモのポケットベルはクイックキャストに名称が変わりました。 

ダイヤルデータをポーズダイヤルとして送信する

1 i84

2 d［送信］ 送信先の電話番号をダイヤル
■電話番号の一部から電話帳を検索して入力する場合

電話番号の一部をダイヤル fまたはg 検索する
■電話番号以外から電話帳を検索して入力する場合

fまたはg 電話帳検索画面から検索方法を選択して検索する
■着信履歴から検索して入力する場合

h 検索する
■リダイヤルから検索して入力する場合

j 検索する

3 rまたはd［発信］
入力した電話番号に電話がかかり、呼出中になると最初のポーズ（p）までのダイヤルデータ
が表示されます。ポーズ（p）は表示されません。

4 rまたはd［送信］
rまたはd［送信］を押すたびに、ポーズ(p)までのダイヤルデータが送出されます。最後の番号を送り終えると
通話中画面になります。 
■ダイヤルデータをまとめて送出する場合 

j（1秒以上） 「一括送出」
相手によっては一括送出できない場合があります。

O
受信側の機器によっては、プッシュ信号を受信できない場合があります。
音声通話中にポーズダイヤル画面を表示すると、通話中の相手にダイヤルデータを送信できます。 
テレビ電話中は、ポーズダイヤルを送信できません。 

０１２０＃
　　ポーズダイヤル送信
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プレフィックス機能を利用する
国際アクセス番号（WORLD CALL = 009130-010）や発信者番号の通知／非通知（186／184）など、
電話番号の先頭に付くプレフィックス番号をあらかじめ登録しておき、電話をかけるときに付加します。

プレフィックス番号を登録する<プレフィックス設定>
●プレフィックスは7件まで登録できます。 
●番号に登録できる文字は0～9、＃、*、＋です。 

1 i 「その他」 「プレフィックス設定」
「プレフィックス設定画面」が表示されます。

2 「＜未登録＞」を反転 o［編集］
■すでに登録されている項目の内容を変更する場合 

変更したい項目を反転 o［編集］
■すでに登録されている項目の内容を確認する場合

確認したい項目を選択

3 登録名を入力
全角で8文字、半角で16文字まで入力できます。 

4 番号（プレフィックス）を入力
番号は10桁まで入力できます。 

プレフィックス設定画面／国際電話設定画面／国番号設定画面

1 プレフィックス設定画面（P.62）／国際電話設定画面（P.65）／国番号設定
画面（P.65） p［機能］ 以下の項目から選択
編集……プレフィックス、国際電話設定の登録情報、国番号を編集します。

1件削除……プレフィックス、国際電話設定の登録情報、国番号を1件削除します。

全削除……登録されているプレフィックス、国際電話設定の登録情報、国番号をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

プレフィックス番号を付加して電話をかける<プレフィックス>
●プレフィックス番号を付加できるのは「電話番号入力画面」および「電話帳／着信履歴／発信履歴／リダイヤル」
の各詳細画面です。

＜例：電話番号入力画面でプレフィックス番号を付加して音声電話をかける場合＞

1 相手の電話番号を入力

2 p［機能］ 「プレフィックス」 登録名を選択 r

O
「自動付加設定」で設定されている国際アクセス番号は削除できません。また、「自動付加設定」が「自動付加」に設定されている場
合は、全削除も行えません。

お買い上げ時
WORLD CALL (009130010)

プレフィックス設定画面

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

プレフィックス設定

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

　　　　　その他

選択 機能編集

　ＷＯＲＬＤ　ＣＡＬＬ

機能メニュー P.62

　　　　登録名編集
発番号なし

　　　プレフィックス
１８４
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〈WORLD CALL〉

国際電話を利用する
WORLD CALLはドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。
FOMAサービスをご契約のお客様はご契約時にあわせて「WORLD CALL」もご契約いただいています（た
だし、不要のお申し出をされた方を除きます）。
●通話先は世界約220の国と地域です。 
●「WORLD CALL」の料金は毎月のFOMAの通話料金と合わせてご請求いたします。 
●国際電話をかけるには電話番号を直接ダイヤルしてかける方法以外に、「+」を利用してかけたり、電話番号入力
画面、リダイヤル／発信履歴画面、着信履歴画面、電話帳詳細画面の各機能メニューから「国際電話発信」や「プ
レフィックス」を選択してかけることができます。

●一部ご利用になれない料金プランがあります。

国際電話ダイヤル手順の変更について 
携帯電話などの移動体通信は、「マイライン」サービスの対象外であるため、WORLD CALLについても「マ
イライン」サービスをご利用いただけませんが、「マイライン」サービスの導入に伴い携帯電話などから国際
電話をご利用になる場合のダイヤル手順が変更となりました。従来のダイヤル手順（下記ダイヤル手順から
「010」を除いたもの）ではご利用いただけませんので、ご注意ください。

L

電話番号をダイヤルして国際電話をかける

1 009130→010→国番号→市外局番→相手先電話番号の順にダイヤル
市外局番が「0」ではじまる場合には、「0」を除いてダイヤルしてください。ただし、イタリアの一般電話などにお
かけになる場合は「0」が必要です。

2 r
国際電話がかかります。

3 通話が終了したらy 
L

「＋」を利用して国際電話をかける
「＋」を利用すれば、009130-010などの国際アクセス番号をダイヤルすることなく、国際電話をかけるこ
とができます。
●お買い上げのときには「国際ダイヤル設定」（P.64）の「自動付加設定」が「自動付加」に設定されているため、
国際アクセス番号が自動的にダイヤルされます。

1 待受画面表示中に、＋（0（1秒以上））→国番号→市外局番→相手先電話番
号の順にダイヤル
市外局番が「0」ではじまる場合には、「0」を除いてダイヤルしてください。ただし、イタリアの一般電話などにお
かけになる場合は「0」が必要です。

2 r 「発信」
国際電話がかかります。
■「＋」を国際アクセス番号に変換しないでかける場合

「元の番号で発信」
　 ※本端末ではご利用になれません。

■電話をかけるのをやめる場合
「中止」

WORLD CALLについてのご不明な点は、取扱説明書裏面の総合お問い合わせ先をご覧になりお問い合わせください。 

海外の特定3G携帯端末をご利用のお客様に対し、下記ダイヤル方法の後にo［ ］で発信すれば「国際テレビ電話」がご利用
いただけます。
接続可能な国および通信事業者などの情報についてはドコモのホームページをご覧ください。
国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA端末に表示される相手側の画像が乱れたり、接続できない場合があります。

お申し込み：不要
月額使用料：無料

国
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国際電話発信機能を利用して国際電話をかける<国際電話発信>
電話番号に、国番号や国際アクセス番号を付加し、国際電話をかけます。
●国番号や国際アクセス番号は「国際ダイヤル設定」で登録できます。→P.64
●国際電話発信機能が利用できるのは「電話番号入力画面」および「電話帳／着信履歴／発信履歴／リダイヤル」の
各詳細画面です。

＜例：電話番号入力画面で国際電話発信機能を利用する場合＞

1 相手の電話番号を入力

2 p［機能］ 「国際電話発信」 国番号を選択 国際アクセス番号を選択
選択した国番号と国際アクセス番号が付加されます。市外局番が「0」ではじまる場合は自動的に先頭の「0」が削
除されます。

3 r

国際電話の発信を簡単な操作でできるようにする＜国際ダイヤル設定＞

お買い上げ時 自動付加設定：自動付加　国際電話設定：「WORLD CALL」（009130010）
国番号設定：「アメリカ」（国番号：1）

国際電話を発信するときの設定内容を変更したり、新しく国番号を登録することができます。設定できる項
目は以下のとおりです。

●自動付加について設定する
国際電話をかけるときの「＋」の自動付加について設定します。

1 i 「その他」 「国際ダイヤル設定」

2 「自動付加設定」 「自動付加」
■付加しない場合

「付加なし」

3 国際アクセス名を選択

O
「＋」を付けて電話番号を入力した場合や、電話帳に「＋」を付けて登録してある場合は、「国際ダイヤル設定」（P.64）の「自動付
加設定」の設定内容によって、「＋」が以下のように置き換わります。
・「自動付加」に設定しているときは「＋」が「自動付加設定」で設定した国際アクセス番号に置き換わります。
・「付加なし」に設定しているときは「国際アクセス番号」を選択します。「＋」が選択した国際アクセス番号に置き換わります。

設定項目 内容
自動付加設定 国内から国際電話をかけるときには、入力した「＋」を、本機能で設定した国際アクセス番号に自動的に置き

換えます。

国際電話設定 国際電話をかけるときに使用する国際アクセス名と国際アクセス番号を登録します。

国番号設定 国際電話をかけるときに使用する国名と国番号を登録します。
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●国際アクセス番号を登録する
国際アクセス番号を3件まで登録できます。

1 i 「その他」 「国際ダイヤル設定」

2 「国際電話設定」
「国際電話設定画面」が表示されます。

3 「＜未登録＞」を反転 o［編集］
■すでに登録されている項目の内容を変更する場合

変更したい項目を反転 o［編集］
■すでに登録されている項目の内容を確認する場合

確認したい項目を選択

4 国際アクセス名を入力
全角文字で8文字、半角文字で16文字まで入力できます。

5 国際アクセス番号を入力
10桁まで入力できます。

●国番号を登録する
国番号を3件まで登録できます。

1 i 「その他」 「国際ダイヤル設定」

2 「国番号設定」
「国番号設定画面」が表示されます。

3 「＜未登録＞」を反転 o［編集］
■すでに登録されている項目の内容を変更する場合

変更したい項目を反転 o［編集］
■すでに登録されている項目の内容を確認する場合

確認したい項目を選択

4 国名称を入力
全角文字で8文字、半角文字で16文字まで入力できます。

5 国番号を入力
5桁まで入力できます。
国番号についてはドコモのホームページをご覧ください。

〈サブアドレス設定〉

サブアドレスを指定して電話をかける
電話番号に含まれる「*」を区切り文字とし、「*」以降をサブアドレスとして認識するように設定します。
サブアドレスはISDNで特定の通信機器へ指定着信するときや「Vライブ」でコンテンツを選択するときなど
に利用します。 

1 i 「その他」 「サブアドレス設定」 「ON」
■無効にする場合

「OFF」

O
以下のような場合、「*」はサブアドレスの区切り文字にはなりません。「*」も含めて普通の電話番号として認識されます。 
・電話番号の先頭に「*」がある場合 
・電話番号の先頭に「186／184」があり、その直後に「*」がある場合 
・「プレフィックス」で入力した番号の直後に「*」がある場合 
・電話番号内に「*590#／*591#／*592#」がある場合

国際電話設定画面

　　　国際ダイヤル設定

機能

国際電話設定

編集 選択

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

　ＷＯＲＬＤ　ＣＡＬＬ

機能メニュー P.62

国番号設定画面

　アメリカ
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

国番号設定

　　　国際ダイヤル設定

機能編集 選択

機能メニュー P.62

お買い上げ時
ON
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〈再接続機能〉

再接続するときのアラームを設定する
FOMA端末は音声通話中やテレビ電話中に電波の状態が悪くなって通話が途切れても、すぐに電波の状態が
よくなった場合には自動的に通話を再接続します。本機能では通話を再接続しているときのアラームの鳴り
かたを設定します。 
●ご利用状態や電波の状態により、再接続が可能な時間は異なります。約10秒間が目安です。 

1 i77 アラーム音を選択
■アラーム音を鳴らさない場合

「アラームなし」

〈ノイズキャンセラ〉

周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする
周囲の騒音を抑え、音声通話やテレビ電話の声を相手に聞きやすくします。 

1 i76 「ON」
■無効にする場合

「OFF」

〈ハンズフリー〉

ハンズフリーを利用する
通話中にハンズフリーに切り替えて、通話中の相手の音声をスピーカから流して通話します。

1 通話中画面（P.54） o［ ］
ハンズフリー通話中は「 」が表示され、相手の音声がスピーカから流れます 。
音声電話の場合は、呼出中にo［ ］を押してもハンズフリーに切り替えることができます。

■ハンズフリーを解除する場合
ハンズフリー通話中にo［ ］

ハンズフリーはOFFになり、音声電話の場合は「 」が消えます。テレビ電話の場合は「 」が「 」に変
わります 。

O
再接続されるまでの間（最長約10秒間）も通話料金がかかります。 
電波が途切れている間、相手は無音状態となります。 
急に電波の状態が悪くなった場合は、アラームが鳴らずに通話が切れてしまうことがあります。 

お買い上げ時
アラームなし

お買い上げ時
ON

機能

　　　　［通話中］
１分３０秒

音声電話の場合

切替 機能

１０秒
１７：２３

テレビ電話の場合

再
接
続
す
る
と
き
の
ア
ラ
ー
ム
を
設
定
す
る



67

電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

●ハンズフリーを利用するときは
ハンズフリー通話では、FOMA端末から約30cm程度離して使用することを推奨します。これより離れたり
近づき過ぎたりすると、相手側で聞き取り難い場合や、音声の聞こえ方が変わることがあります。
L

〈車載ハンズフリー〉 

車の中で手を使わずに話す
FOMA端末を車載ハンズフリーキット01（別売）やカーナビなどのハンズフリー対応機器と接続することに
より、ハンズフリー対応機器から音声電話の発着信などの操作ができます。
ハンズフリー対応機器の操作については、各ハンズフリー対応機器の取扱説明書をご覧ください。なお、車
載ハンズフリーキット01（別売）をご利用時には、FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル01（別売）が必
要です。

O
ハンズフリーに設定すると相手の音声が周囲にもれますので、ほかの人の迷惑にならないような場所へ移動してからハンズフリーに
切り替えてください。
通話が終了すると、ハンズフリーの設定は解除されます。
テレビ電話がつながったときのハンズフリーのON／OFFは、「ハンズフリー切替」（P.94）の設定に従います。お買い上げ時では、
テレビ電話がつながるとハンズフリー通話中となり相手の音声がスピーカから流れます。

O
着信時のディスプレイ表示や着信音などの動作は、FOMA端末の設定に従います。 
ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合、FOMA端末でマナーモード設定中や着信音量を「消去」に設定中でも、
ハンズフリー対応機器から着信音が鳴ります。 
公共モード（ドライブモード）設定中の着信動作は、「公共モード（ドライブモード）」の設定に従います。 
伝言メモ設定中の着信動作は、「伝言メモ」の設定に従います。 
ハンズフリー対応機器から電話帳やリダイヤルを利用してテレビ電話をかけた場合、通信速度はハンズフリー対応機器の設定に従い
ます。設定されていない場合、通信速度は「64Ｋ」になります。
FOMA端末から音を鳴らす設定にしている場合、通話中にFOMA端末を折り畳んだときの動作は、「クローズ動作設定」の設定に従
います。ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合、「クローズ動作設定」の設定にかかわらず、FOMA端末を折り
畳んでも通話状態は変わりません。
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電話を受ける

1 電話がかかってきたらrまたはd［通話］ 
電話がかかってくると着信音が鳴り、着信イルミネーションが点滅し、「着信中画面」が表示
されます。
「バイブレータ」の「電話」を「OFF」以外に設定している場合は、振動でもお知らせします。 

2 通話が終了したらy 

着信中画面／テレビ電話着信中画面

1 着信中画面（P.68）／テレビ電話着信中画面（P.89） p［機能］ 以下の
項目から選択
着信拒否……電話を受けないで着信をそのまま切ります。

転送でんわ……電話を転送します。
「転送でんわサービス」（P.330）の「開始／停止」にかかわらず転送先に接続します。

留守番電話※1……電話を留守番電話サービスセンターへ接続します。
「留守番電話サービス」（P.326）の「開始／停止」にかかわらず留守番電話サービスセンターへ接続します。

表示切替※2……付加番号１または付加番号２から転送元番号に表示を切り替えます。マルチナンバー（付加番号１
または付加番号２）着信で、かつ転送でんわ着信のときに選択できます。「マルチナンバー」→P.335

※1：2006年8月現在、テレビ電話の留守番電話サービスは対応していません。
※2：着信中画面でのみ利用できる機能です。

O
r、d以外に0～9、w、t、b、o、a［ ］のいずれかのボタンを押しても電話を受けるように設定できます
（エニーキーアンサー）。ただし、FOMA端末を閉じた状態でa［ ］を押したときには、通話中保留の状態になります。その際
「クローズ動作設定」を「保留」に設定していると保留音が流れますが、「ミュート」または「終話」に設定していると保留音は流れ
ません。
また、ボタンを押すと着信音だけがとまるように設定することもできます（クイックサイレント）。
着信中にqまたはs［MEMO／CHECK］を押すと、「クイック伝言メモ」へ移り、相手の用件を録音できます。→P.81
電話帳に登録されている相手から電話番号が通知されて電話がかかってきたときは、電話番号と相手の名前が表示されます。また、
電話帳に画像が登録されている場合は、その画像が表示されます。ただし、シークレットデータとして登録されている場合は名前や
画像は表示されず、電話番号のみが表示されます。また、電話番号を通知してこない相手の場合は、その理由（発信者番号非通知理
由→P.154）が表示されます。 
同じ電話番号を異なる名前で複数の電話帳に登録している場合、電話がかかってきたときは、電話帳のフリガナの検索順に従って電
話帳の名前が表示されます。→P.105
電話の着信は「着信履歴」に30件まで記憶されます。相手が電話番号を通知してきた場合は、相手の電話番号が表示されます。ま
た、電話番号を通知してきた相手が電話帳に登録されている場合は、電話番号と名前が表示されます。 
「通話中着信設定」を有効にし、「着信動作選択」を「通常着信」に設定すると、通話中に別の電話がかかってきたときに「ププ…プ
プ…」という通話中着信音が鳴り、以下の動作が可能です。
・「留守番電話サービス」をご契約されている場合は、留守番電話サービスセンターへ転送できます。
・「転送でんわサービス」をご契約されている場合は、転送先へ転送できます。
さらに、「キャッチホン」をご契約いただき、「着信動作選択」を「通常着信」に、「キャッチホン」を「開始」に設定すると、通話
中の電話を保留にし、かかってきた電話に応答することもできます。→P.328 
「公共モード（ドライブモード）」に設定中は、着信音は鳴らず、着信イルミネーションも点滅しません。着信は不在着信として着信
履歴に残ります。
電話帳に登録されていない相手からの電話を受けないように設定できます。→P.155
電話帳に登録されていない電話番号から着信があった場合、着信があった時点から呼出動作を開始する（着信を知らせる）までの時
間を設定できます。→P.154
電話帳の電話番号に「指定着信拒否」を設定した場合、その電話番号からの着信は受けることはできません。また、電話帳の電話番
号に「指定着信許可」を設定した場合、その電話番号以外の着信は受けることはできません。→P.152
ハンズフリーを利用して通話することができます。→P.66
マルチナンバーの付加番号に着信した場合は、着信中画面に付加番号の登録名が表示されます。なお、公共モード（ドライブモード）
設定中は、基本契約番号への着信時と同様の動作を行います。→P.75

着信中画面

通話 機能

ドコモ太郎

機能メニュー P.68電
話
を
受
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る
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音声電話からテレビ電話に切り替えて電話を受ける
相手からかかってきた音声通話中、相手が操作を行うことによりテレビ電話に切り替わります。
●着信側からは切り替え操作を行うことができません。
●切り替え操作を行うには、あらかじめ着信側がテレビ電話切替通知を通知するように設定しておく必要がありま
す。→P.94

●音声⇔TV電話切り替え対応端末どうしでご利用いただけます。

1 通話中画面（P.54） 相手側がテレビ電話切り替え操作を行う 「YES」
音声電話からテレビ電話に切り替えている間は、切り替え中であることを示す画面が表示され、音声ガイダンスが流
れます。
テレビ電話に切り替わり、自画像が相手側に送信されます。
■相手側に代替画像を送信する場合

「NO」
設定している代替画像が送信されます。

L

〈着信アンサー設定〉

ダイヤルボタンを押して電話に出られるようにする
電話がかかってきたとき、すぐに着信音を止めたり、電話に出られるように設定します。周囲に迷惑がかか
るような場所で電話がかかってきた場合などに便利です。 

1 i58 以下の項目から選択
エニーキーアンサー ……音声電話に対して有効な機能で、以下のボタンで通話を開始できます。
r、d［通話］、0～9、w、t、b、o、a［ ］
※ テレビ電話の場合、通常のボタン操作（r、d［代替］、o［ ］）でのみ通話を開始できます。

クイックサイレント ……以下のボタンを押すかFOMA端末を開くと、相手には呼び出し音を鳴らしたまま、着信動
作のみを止めることができます。
0～9、w、t、b、a［ ］、o（音声電話の場合のみ）
電話に出るときは、r、d［通話／代替］、o［ ］（テレビ電話のみ）を押します。 

OFF ……通常のボタンでのみ通話を開始できます。
r、d［通話／代替］、o［ ］（テレビ電話のみ） 

O
切り替え前のハンズフリーの状態にかかわらず、切り替えたときのハンズフリーのON／OFFは、「ハンズフリー切替」の設定に従い
ます。→P.94

選択

１０秒
１２：０５ Ｃａｍｅｒａ Ｏｆｆ

ＹＥＳ

ＮＯ

　　カメラＯＮ／ＯＦＦ

　　相手に表示して
　　自分の画像を

　よろしいですか？

［切替中］ ［切替中］

機能

　　　　［通話中］
１分３０秒

切替 機能

１０秒
１７：２３

４秒
１７：２３

お買い上げ時
エニーキーアンサー
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〈クローズ動作設定〉

FOMA端末を折り畳んで通話を終了／保留する
音声通話中やテレビ電話中にFOMA端末を折り畳んだときの動作を設定します。

1 i18 以下の項目から選択
ミュート……音声をミュート（消音）し、アクアイルミネーションが順番にゆっくり点滅し続けます※1。テレビ電
話の場合、相手側に「代替画像」が送信されます。保留音は流れません。

保留……通話を保留（通話中保留）にし、アクアイルミネーションが順番にゆっくり点滅し続けます※1。折り畳ん
でいる間、相手に「保留音設定」（P.74）で設定した保留音が流れます。テレビ電話の場合、相手側に通話中保留画
像が送信されます。→ P.91

スピーカ鳴動する……相手に保留音が流れ、スピーカからも保留音が流れます。

スピーカ鳴動しない（お買い上げ時）……相手にのみ保留音が流れます。

終話……通話を終了します。yを押す操作と同じです。 アクアイルミネーションが順番に約5秒間点滅します※2。

※1：「通話中イルミネーション」（P.129）が「パターン1～3」に設定されている場合のみ、設定パターンに関係なく約4
秒の周期で点滅し続けます。「OFF」に設定されているときには点滅しません。

※2：「イルミネーション・ウィンドウ」（P.128）の「クローズイルミネーション」が「ON」に設定されているときのみ点
滅します。

O
「クイックサイレント」に設定していても、マナーモード設定中は「エニーキーアンサー」として機能します。 
「エニーキーアンサー」や「クイックサイレント」に設定中でも、5を1秒以上押すとバックライトのON／OFF切り替えとなり、
「エニーキーアンサー」や「クイックサイレント」は働きません。
スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続しているときは、「着信アンサー設定」にかかわらず、スイッチ付イヤホンマイクのスイッ
チを押しても電話を受けることができます。
「エニーキーアンサー」に設定しているとき、FOMA端末を閉じた状態で a［ ］を押すと通話中保留になります。その際、「ク
ローズ動作設定」を「保留」に設定していると保留音が流れますが、「ミュート」または「終話」に設定していると保留音は流れません。
「サイドボタン操作」を「閉じた時無効」に設定している場合、FOMA端末を閉じている状態では a［ ］を押しても、「エニー
キーアンサー」や「クイックサイレント」は働きません。
着信中にs［MEMO／CHECK］、qを押すと「クイック伝言メモ」を起動して用件を録音することができます。→P.81

O
マナーモード設定中は「スピーカ鳴動する」を選択していてもスピーカから音は鳴りません。
スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続している場合、本機能は無効になり、FOMA端末を折り畳んでも通話状態は変化しません。
ただし、カメラ映像でテレビ電話を使用している場合は、FOMA端末を折り畳むと代替画像に切り替わります。
「保留」に設定していても、「キャッチホン」で切り替え通話しているときにFOMA端末を折り畳むと「ミュート」の動作になります。

お買い上げ時
終話
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〈着信履歴〉

着信履歴を利用する
かかってきた相手の電話番号や日付・時刻などの情報は着信履歴として記憶されます。
●着信履歴は音声電話とテレビ電話の履歴を30件、パケット通信と64Kデータ通信の履歴を30件まで記憶できま
す。

●履歴が最大件数を超えた場合は、古い履歴から順に上書きされます。
●テレビ電話中は、着信履歴を表示できません。
●「時計設定」で日付・時刻が設定されていない場合は、日付・時刻は記憶されません。
●通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合、最初に着信した電話の履歴が記憶されます。

1 i24 以下の項目から選択
全着信（件数を表示）……すべての着信履歴を表示します。

不在着信（件数を表示）……不在着信履歴だけを表示します。

未確認件数：確認していない不在着信の件数を表示します。

2 着信履歴の一覧を確認
「着信履歴画面（一覧）」が表示されます。

3 着信履歴を選択
「着信履歴画面（詳細）」が表示されます。
画面右上には「現在の履歴番号／全体の履歴の件数」が表示されます。番号が若いほど、最
近かかってきた電話番号となります。
■前後の着信履歴を確認する場合
xを押すと前（新しい）の履歴に、lを押すと次（古い）の履歴に切り替わります。

■電話帳に登録した電話番号の場合
電話帳に登録した名前も一緒に表示されます。

4 rまたはd［発信］
■テレビ電話をかける場合

o［ ］ 

5 通話が終了したらy 

O
電源を切っても、着信履歴は削除されません。着信した電話番号をほかの人に見られたくないときは、着信履歴を削除するか、「履
歴表示設定」の「着信履歴」を「OFF」に設定してください。
「呼出時間表示設定」の「時間内不在着信表示」を「表示しない」に設定しているとき、「無音時間設定」で設定した時間より呼出時
間が短い着信を受けた場合は、着信履歴に表示されません。→P.154
着信履歴は待受画面でhを押しても呼び出すことができます。
待受画面でrを押してhを押すと最新の着信履歴に音声電話をかけることができます。
「PIMロック」、「ダイヤル発信制限」を設定すると、それまでの着信履歴はすべて削除されます。ただし、設定後に受けた電話は着
信履歴に記憶されます。
相手がダイヤルインを利用している場合、ダイヤルイン番号とは異なった番号が表示されることがあります。
電話番号を通知してきた電話番号が電話帳に登録されている場合は、電話番号と名前が着信履歴に表示されます。電話番号を通知し
てこなかった場合は、非通知理由（P.154）が表示されます。ただし、電話帳に登録されている電話番号を通知してきても、「指定
発信制限」設定中の場合は「指定発信制限」に設定されている電話番号のときのみ電話番号と名前を表示します。設定されていない
電話番号の場合は電話番号のみが表示されます。
同じ電話番号を異なる名前で複数の電話帳に登録している場合、着信履歴には、電話帳のフリガナの検索順に従って電話帳の名前が
表示されます。→P.105
マルチナンバーの契約をしている場合、着信履歴画面から発信すると「通常発信番号設定」の設定にかかわらず、着信を受けた番号
で発信します。なお、発信画面には電話番号末尾に、基本契約番号の場合は「*590#」、付加番号1の場合は「*591#」、付加番
号2の場合は「*592#」が付加されて表示されます。
マルチナンバーの付加番号に着信した場合は、着信履歴画面（詳細）の電話番号の下に、付加番号の登録名と番号が表示されます。

着信履歴画面（一覧）

　　１０／１８　１５：２３
　ドコモ二郎
　　１０／１６　２２：４６
　ドコモ太郎

　　１０／１９　１１：３４
　ドコモ太郎

　　　　着信履歴　　　　　１／４

機能選択

　　１０／１９　　８：４０
　携帯花子
　　１０／１８　１８：１５
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

機能メニュー P.72

着信履歴画面（詳細）

１０／１９（木）　８：４０　　　　　　１０秒

携帯花子

　　　　着信履歴

発信 機能

２／２０

機能メニュー P.72
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信
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■表示される着信履歴／不在着信履歴のアイコンについて

着信履歴画面

1 着信履歴画面（P.71） p［機能］ 以下の項目から選択
発番号設定※１……「電話をかけるときに通知／非通知を選択する」→P.59

プレフィックス※１……「プレフィックス番号を付加して電話をかける」→P.62

国際電話発信※１……「国際電話発信機能を利用して国際電話をかける」→P.64

マルチナンバー※１……「マルチナンバー」→P.335

呼出時間表示※2……不在着信履歴が表示され、呼出時間が表示されます。

電話帳登録……「リダイヤルや発信履歴などから電話帳に登録する」→P.103

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

ｉモードメール作成……「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

SMS作成……「SMS（ショートメッセージ）を作成して送信する」→P.246

受信アドレス一覧……受信アドレス一覧を表示します。

1件削除……着信履歴を1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択 o［完了］ 「YES」
複数の着信履歴を削除できます。

全削除……着信履歴をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

通信速度設定※１……テレビ電話をかけるときの通信速度を「64K／32K」から選択します。

テレビ電話画像選択……テレビ電話中に送信する画像を「自画像／キャラ電」から選択します。
設定を解除する場合は、「設定解除」を選択します。

※1：詳細表示画面でのみ利用できる機能です。
※2：一覧表示画面でのみ利用できる機能です。

アイコン アイコンの内容 アイコン アイコンの内容

／ ／
音声電話の着信／不在着信／未確認
の不在着信 ／ ／

国際テレビ電話の着信／不在着信／未確
認の不在着信

／ ／
国際音声電話の着信／不在着信／未
確認の不在着信 ／ ／

パケット通信の着信／不在着信／未確認
の不在着信

／ ／
テレビ電話の着信／不在着信／未確
認の不在着信 ／ ／

64Kデータ通信の着信／不在着信／未確
認の不在着信

伝言メモに用件が録音されている 外部機器が接続されていないときに受け
たパケット通信や64Kデータ通信の着信

遠隔監視の着信

O
 パケット通信および64Kデータ通信の着信履歴から電話帳に登録したり、新規メールを作成することはできません。
「ｉモードメール作成」は電話番号が電話帳に登録されていて、その電話帳にメールアドレスが登録されている場合、メールアドレ
スを宛先としたメールを作成します。電話帳に複数のメールアドレスが登録されている場合は、1番目のメールアドレスを宛先とし
たメールを作成します。
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〈受話音量〉

相手の声の音量を調節する
通話中の相手の声の大きさを「レベル1」（最小）～「レベル6」（最大）の6段階で調節します。
●通話中や待受中に調節した音量は調節、通話が終わっても設定は保持されます。 

＜例：音声通話中の場合＞ 

1 通話中 a［ ］またはs［MEMO／CHECK］で音量を調節
fまたはgを1秒以上押しても同じように調節できます。受話音量調節中にa［ ］または
s［MEMO／CHECK］を1秒以上押すと音量を連続で調節できます。 
受話音量画面の表示中に2秒以上操作がなければ、調節を終了し、通話中の画面に戻ります。 
■待受中に調節する場合

待受画面表示中 fまたはg（1秒以上） fまたはg
fまたはgを1秒以上押すと音量を連続的に調節できます。 
受話音量画面の表示中に2秒以上操作がなければ、調節を終了し、待受画面に戻ります。

〈着信音量〉

着信音の音量を調節する
音声電話やテレビ電話がかかってきたときや、メールやチャットメール、メッセージR／Fを受信したときの
着信音の大きさをそれぞれ6段階で調節します。また、着信音を消したり、次第に音量を大きくする（ステッ
プトーン）こともできます。 

1 i50 音量を調節する項目を選択
「電話」を選択すると、音声電話、64Kデータ通信などの着信音量が調節されます。
「メール」を選択すると、ｉモードメールやSMS、パケット通信の着信音量が調節されます。

2 cで音量を調節
■ステップトーンに設定する場合 

「レベル6」のときにf 
「ステップ」に設定しているときに着信すると、3秒ごとに無音、「レベル1」～「レベル6」の順で着信音量が大
きくなります。 

■着信音を消すように設定する場合 
「レベル1」のときにg 

「消去」に設定すると、着信音が鳴らなくなります。 
待受画面のアイコンで、「消去」に設定されている項目が確認できます。 
：「電話」、「テレビ電話」を1つ以上「消去」に設定
：「メール」、「チャットメール」、「メッセージR」、「メッセージF」を1つ以上「消去」に設定
：「 」と「 」の両方を設定

O
テレビ電話中やハンズフリーのときも調節できます。 
テレビ電話中は、fまたはgを押して調節します。受話音量調節中にa［ ］またはs［MEMO／CHECK］を1秒以上押して
も音量を連続的に調節できません。

O
本機能で設定した「電話」の着信音量は、音声電話の「着信音選択」、「スケジュール」や「ToDo」のアラーム音などに反映されます。 

お買い上げ時
レベル4

　　　受話音量

レベル４

お買い上げ時
すべてレベル4
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〈応答保留〉

すぐに電話に出られないときに保留にする

1 着信中 y 
「ピッピッピッ」という音が鳴り、応答保留の状態になります。 
相手には現在応答できないとのガイダンスが流れ、電話がつながった状態のまま保留されま
す。
応答保留中に流れるガイダンスは「保留音設定」で設定できます。
■応答保留中に電話を切る場合 

y 
■応答保留中に相手が電話を切った場合 

通話が切れます。 

2 電話に出られるようになったらrまたはd［通話］
「着信アンサー設定」を「エニーキーアンサー」に設定している場合は、0～9、w、t、b、o、
a［ ］またはs［MEMO／CHECK］、q、pを押しても電話に出ることができます。 
テレビ電話の場合→P.89

〈保留音設定〉

保留音を設定する
お買い上げ時 応答保留音：応答保留音1　通話中保留音：エリーゼのために 

音声電話やテレビ電話の応答を保留にしたときや、通話中の電話を保留したときに流れるガイダンスを設定
します。 

1 i 「通話」 「保留音設定」 以下の項目から選択
応答保留音……応答を保留にするときのガイダンスを設定します。

応答保留音1……「ただいま電話に出ることができません。そのままお待ちになるかしばらくたってから
おかけ直しください」というガイダンスが流れます。

応答保留音2……「ただいま電話に出ることができません。しばらくたってからおかけ直しください」 と
いうガイダンスが流れます。

おしゃべり1・おしゃべり2※1……「おしゃべり機能」で録音した内容が流れます。
「アラーム音や応答保留音を録音／再生する」→P.313

通話中保留音 ……通話中の保留音を設定します。

エリーゼのために……「エリーゼのために」 が流れます。

おしゃべり1・おしゃべり2※1……「おしゃべり機能」で録音した内容が流れます。
「アラーム音や応答保留音を録音／再生する」→P.313

※1：  おしゃべりが録音されていないときは表示されません。

O
応答保留中でも、相手に通話料金がかかります。 
「着信音量」の「電話」、「テレビ電話」を「消去」に設定している場合やマナーモード設定中は、応答保留にしたときの「ピッピッ
ピッ」という音は鳴りません。ただし、「マナーモード選択」で「オリジナルマナー」を選択し、オリジナルマナーの設定で「電話
着信音量」を「消去」以外に設定している場合は音が鳴ります。
「留守番電話サービス」や「転送でんわサービス」をご契約されている場合は、着信中に機能メニューから「留守番電話」または「転
送でんわ」を選択すると、留守番電話サービスセンターへの接続や転送先への転送ができます。

O
ガイダンスの選択画面でo［デモ］を押すと、反転表示しているガイダンスの内容を確認することができます。
「バイリンガル」の設定を「English」に変更しても、「応答保留音1」または「応答保留音2」のガイダンスは日本語になります。

　　　［応答保留中］
５秒
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〈公共モード（ドライブモード）〉

公共モード（ドライブモード）を利用する
公共モードは、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公共モードに設定すると、電
話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあるような場所（電車、バス、映画館等）にいる
ため、電話に出られないことを通知するガイダンスが流れて通話を終了します。 
●公共モードの設定／解除は、待受画面表示中のみできます（画面に「 」が表示されているときも可能です）。 
●公共モードを設定中でも電話をかけることができます。 
●本機能は、データ通信中はご利用できません。
●番号通知お願いサービスを「開始」に設定中に「非通知設定」の着信をした場合、番号通知お願いガイダンスが流
れます（公共モードのガイダンスは流れません）。

1 待受画面表示中 w（1秒以上）
公共モードに設定され、「 」が表示されます。 
電話をかけてきた相手に「ただいま運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場
所にいるため、電話に出られません。のちほどおかけ直しください。」というガイダンスが流
れます。
■公共モード（ドライブモード）を解除する場合 

待受画面表示中 w（1秒以上） 
公共モードが解除され、「 」の表示が消えます。

●公共モード（ドライブモード）を設定すると
FOMA端末に音声電話、テレビ電話の着信があっても着信音は鳴りません。「着信履歴」には「不在着信履
歴」として記憶され、「不在着信あり」のデスクトップアイコンが待受画面に表示されます。
●音声電話をかけてきた相手には、運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいるため電話に出
られないことを通知するガイダンスが流れ通話を終了します。

●テレビ電話をかけてきた相手には、公共モードの映像ガイダンスを表示した後、通話を終了します。
●メールを受信したときには着信音は鳴らずに「新着メールあり」のデスクトップアイコンが待受画面に表示されま
す。

O
「伝言メモ」を「ON」に設定していても公共モードが優先され、「伝言メモ」は無効となります。 
マナーモードを同時に設定しているときは、公共モードの設定が優先されます。
公共モード設定中に緊急通報番号（110番、119番、118番）へ音声電話をかけると、公共モードが解除されます。 
公共モード設定中には、以下の音が鳴りません。 
・音声電話／テレビ電話着信音 ・メール着信音 
・メッセージR／F着信音 ・チャットメール着信音
・めざましのアラーム音 ・スケジュールのアラーム音 
・ToDoのアラーム音 ・通話料金通知のアラーム音
・電池切れアラーム音 ・充電確認音
・ｉアプリのソフトの鳴動 ・パケット通信／64Kデータ通信着信音

O
公共モード設定中でも、電源が入っていない場合や画面に「 」が表示されている場合は、公共モードの通知はされずに「 」
が表示されているときと同じガイダンスが流れます。
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●各ネットワークサービスと公共モード（ドライブモード）設定中の着信動作 
公共モードと各ネットワークサービスを同時に設定しているときに音声電話およびテレビ電話がかかってく
ると、以下のように動作します。 

※1：呼出時間を 0 秒に設定している場合、公共モードのガイダンスは流れず、「留守番電話サービス」または「転送でんわサービス」
になります。また、「着信履歴」には記憶されず、「不在着信あり」のデスクトップアイコンも表示されません。

※2：2006年8月現在、留守番電話サービスセンターには接続されず、切断されます。

サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合
留守番電話サービス 相手に公共モードのガイダンスを流した後、留守

番電話サービスセンターに接続されます。※1
相手に公共モードの映像ガイダンスは表示されず、留
守番電話サービスセンターに接続されます。※2

転送でんわサービス ・相手に公共モードのガイダンスを流した後、転
送先に転送します。※1

・相手に流れる公共モードのガイダンスの有無
は、転送でんわサービスの設定に従います。

相手に公共モードの映像ガイダンスは表示されず、か
かってきたテレビ電話を転送先に転送します。
転送先を3G-324Mに準拠したテレビ電話に設定し
ていないと接続されません。

キャッチホン 相手に公共モードのガイダンスを流した後、通話
を終了します。

相手に公共モードの映像ガイダンスを表示した後、通
話を終了します。

迷惑電話ストップサービス ・迷惑電話拒否登録されている電話番号の場合
は、相手に着信拒否のガイダンスを流した後、
通話を終了します。

・それ以外の電話番号の場合は、相手に公共モー
ドのガイダンスを流した後、通話を終了しま
す。

・迷惑電話拒否登録している電話番号の場合は、相手
に接続できないことを通知する映像ガイダンスを
表示した後、通話を終了します。

・それ以外の電話番号の場合は、相手に公共モードの
映像ガイダンスを表示した後、通話を終了します。

番号通知お願いサービス ・相手が電話番号を通知していない場合は、相手
に番号通知お願いのガイダンスを流した後、通
話を終了します。

・相手が電話番号を通知している場合は、相手に
公共モードのガイダンスを流した後、通話を終
了します。

・相手が電話番号を通知していない場合は、相手に番
号通知お願いの映像ガイダンスを表示した後、通話
を終了します。

・相手が電話番号を通知している場合は、相手に公共
モードの映像ガイダンスを表示した後、通話を終了
します。
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〈公共モード（電源OFF）〉

公共モード（電源OFF）を利用する
公共モード（電源OFF）は、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公共モード（電
源OFF）に設定すると、電源をOFFにしている場合の着信時に、電話をかけてきた相手に電源を切る必要が
ある場所（病院、飛行機、電車の優先席付近等）にいるため、電話に出られないことを通知するガイダンス
が流れ、通話を終了します。

1 待受画面表示中 w25251 r
公共モード（電源OFF）が設定されます（待受画面上の変化はありません）。
公共モード（電源OFF）設定後、電源を切った際の着信時に「ただいま携帯電話の電源を切る必要がある場所にいる
ため、電話に出られません。のちほどおかけ直しください。」というガイダンスが流れます。
■公共モード（電源OFF）を解除する場合

待受画面表示中 w25250 r
公共モード（電源OFF）が解除されます。

■公共モード（電源OFF）の設定を確認する場合
待受画面表示中 w25259 r

公共モード（電源OFF）の設定状況を確認できます。

●公共モード（電源OFF）を設定すると
「*25250」をダイヤルして公共モード（電源OFF）を解除するまで設定は継続されます。電源をONにす
るだけでは設定は解除されません。
サービスエリア外または電波が届かないところにいる場合も、公共モード（電源OFF）ガイダンスが流れます。
●音声電話をかけてきた相手には、電源を切る必要がある場所にいるため、電話に出られないことを通知するガイダンス

が流れ、通話を終了します。
●テレビ電話をかけてきた相手には、公共モード（電源OFF）の映像ガイダンスを表示した後、通話を終了します。

●各ネットワークサービスと公共モード（電源OFF）設定中の着信動作
公共モード（電源OFF）と各ネットワークサービスを同時に設定しているときに音声電話およびテレビ電話
がかかってくると、以下のように動作します。

※1：呼出時間を0秒に設定している場合、公共モード（電源OFF）のガイダンスは流れず、「留守番電話サービス」または「転送でん
わサービス」になります。また、「着信履歴」には記憶されず、「不在着信あり」のデスクトップアイコンも表示されません。

※2：2006年8月現在、留守番電話サービスセンターには接続されず、切断されます。

サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合
留守番電話サービス 相手に公共モード（電源OFF）のガイダンスを流

した後、留守番電話サービスセンターに接続され
ます。※1

相手に公共モード（電源OFF）の映像ガイダンスは
表示されず、留守番電話サービスセンターに接続され
ます。※2

転送でんわサービス ・相手に公共モード（電源OFF）のガイダンスを
流した後、転送先に転送します。※１

・相手に流れる公共モード（電源OFF）のガイダ
ンスの有無は、転送でんわサービスの設定に従
います。

相手には公共モード（電源OFF）の映像ガイダンス
は表示されず、かかってきたテレビ電話を転送先に転
送します。 
転送先を3G-324Mに準拠したテレビ電話に設定し
ていないと接続されません。

迷惑電話ストップサービス ・迷惑電話拒否登録されている電話番号の場合
は、相手に着信拒否のガイダンスを流した後、
通話を終了します。

・それ以外の電話番号の場合は、相手に公共モー
ド（電源OFF）のガイダンスを流した後、通話
を終了します。

・迷惑電話拒否登録されている電話番号の場合は、相
手に接続できないことを通知する映像ガイダンス
を表示した後、通話を終了します。

・それ以外の電話番号の場合は、相手に公共モード
（電源OFF）の映像ガイダンスを表示した後、通話
を終了します。

番号通知お願いサービス ・相手が電話番号を通知していない場合は、相手
に番号通知お願いのガイダンスを流した後、通
話を終了します。

・相手が電話番号を通知している場合は、相手に
公共モード（電源OFF）のガイダンスを流した
後、通話を終了します。

・相手が電話番号を通知していない場合は、相手に番
号通知お願いの映像ガイダンスを表示した後、通話
を終了します。

・相手が電話番号を通知している場合は、相手に公共
モード（電源OFF）の映像ガイダンスを表示した
後、通話を終了します。
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不在着信を確認する
FOMA端末を折り畳んでいるときに、不在着信や新着メールがあるかどうかはイルミネーションやアイコン
で確認できますが（P.31）、以下で説明するようにs［MEMO／CHECK］で確認することもできます。
●本機能は待受画面に「不在着信あり」や「新着メールあり」、「新着チャットメールあり」などのデスクトップアイ
コンが表示されているときに「あり」としてお知らせします。 →P.134

●以下のような場合、s［MEMO／CHECK］で不在着信や新着メールを確認できません。 
・サイドボタン操作を「閉じた時無効」に設定している場合 
・確認機能設定を「OFF」に設定している場合 

確認結果のお知らせのしかたを設定する＜確認機能設定＞

1 i65 「電子音」または「ボイス」
■確認音を鳴らさない場合

「OFF」

不在着信または新着メールや新着チャットメールがあるか確認する

1 FOMA端末を折り畳んだ状態でs［MEMO／CHECK］
以下の動作で確認できます。 

※1：振動でお知らせするのは、「バイブレータ」の「電話」を「OFF」以外に設定している場合です。
※2：「イルミネーション設定」の点滅色が「グラデーション」に設定されている場合は、不在着信は「色5」、新着メールは

「色1」、新着チャットメールは「色3」で点滅します。 

確認機能設定
不在着信または新着メールや
新着チャットメールがある場合

不在着信または新着メールや
新着チャットメールがない場合 

音と振動 着信イルミネーション 音と振動 アクアイルミネーション
電子音 「ピピ、ピピ」という音が鳴り、約

1秒間振動します。 ※1
着信イルミネーションが「イ
ル ミ ネ ー シ ョ ン 設 定」
（P.128）の設定色で、約5秒
間点灯します。
電話やメールなど、異なる種
類の着信がある場合は、それ
ぞれの色が1秒ずつ切り替わ
ります。※2

「ピピピ」と
いう音が鳴
り、約0.2秒
間振動しま
す。 ※1

アクアイルミネーション
が約5秒間、順番に点滅し
ます。ボイス（ボイス

モニター） 
「ピピ」という音が鳴り、約1秒
間振動し※ 1、「新着チャット
メールあり」、「新着メールあ
り」、「不在着信あり」、「伝言メ
モあり」、「留守番電話あり」の
順に声でお知らせします。

O
「ボイス」の音量は「着信音量」の「電話」で設定した音量になります（「ステップ」に設定されている場合は「レベル2」の音量に
なります。「消去」に設定されている場合は音が鳴りません）。 
マナーモード設定中は音が鳴らず、振動でお知らせします。ただし、「マナーモード選択」で「オリジナルマナー」を選択し、オリ
ジナルマナーの設定で「電話着信音量」を「消去」以外に設定している場合は音が鳴り、「バイブレータ」を「OFF」に設定してい
る場合は振動しません。 
ｉモードセンターに保管されている新着メールを本機能で確認することはできません。
お知らせ中にFOMA端末を開くとお知らせを停止します。

お買い上げ時
電子音
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〈伝言メモ〉

電話に出られないときに用件を録音する
お買い上げ時 伝言メモ：OFF　応答メッセージ：標準　呼出時間：8秒 

音声電話やテレビ電話に出られないときに、かけてきた相手の用件をお客様に代わってFOMA端末に録音し
ます。 
●本機能と留守番電話サービスとの違いは以下のとおりです。

※1：2006年8月現在、テレビ電話の留守番電話サービスは対応していません。

伝言メモを設定する

1 i55 以下の項目から選択
ON……応答メッセージの種類を選択します。

標準……「ただいま電話に出ることができません。ピーッという発信音の後に20秒以内でお名前とご用
件をお話しください。なお、テレビ電話の場合でも音声メッセージのみのお預かりとなります。」と流れ
ます。  

プライベート……「せっかく電話をもらったけど、いま出られません。ピーッという発信音の後にメッ
セージを入れてね。テレビ電話のときも声しか入らないの。ごめんね。」と流れます。 

英語……「I can't take your call now. Please leave the message. When you call by video
phone, you can leave a voice message.」と流れます。

おしゃべり1・おしゃべり2※1……「おしゃべり機能」で録音した音声が流れます。 
「アラーム音や応答保留音を録音／再生する」→P.313

OFF……伝言メモの設定を解除します。

※1：おしゃべりが録音されていないときは表示されません。

2 呼出時間（000～120秒の3桁）を入力
3桁の時間を入力すると、自動的に伝言メモが設定され、待受画面に「 」が表示されます。 
表示されている時間をそのまま設定するときはd［確定］ を押します。

項目 伝言メモ 留守番電話サービス※1

録音時間と件数 最大20秒、5件まで 最大3分、20件まで

保存期間 制限なし 最大72時間

保存場所 FOMA端末内 留守番電話サービスセンター

再生可能な条件 圏内または圏外の制限なく再生可 圏内のみで再生可

録音可能な条件 ・電話を受ける側が、圏内で電源が入っている場合に録
音可

・伝言メモを「ON」に設定（P.79）

・電話を受ける側が、圏内または圏外で、電源を切っ
ていても録音／録画可

・留守番電話サービス開始を設定（P.327）

O
応答メッセージの選択画面でo［デモ］を押すと、反転表示している応答メッセージの内容を確認することができます。
応答メッセージを「おしゃべり1」「おしゃべり2」に設定しているときに、「おしゃべり1」「おしゃべり2」を消去した場合、応答
メッセージは「標準」になります。
「留守番電話サービス」や「転送でんわサービス」を伝言メモと同時に設定しているときに伝言メモを優先させるには、留守番電話
サービスや転送でんわサービスの呼出時間よりも伝言メモの呼出時間を短く設定してください。 
「呼出時間表示設定」で設定した無音時間が伝言メモの呼出時間よりも長いと、呼出動作を行わず伝言メモに移行します。呼出動作
を行ってから伝言メモに移行させるには、伝言メモの呼出時間を無音時間よりも長く設定してください。
「電話帳便利機能」で電話番号ごと、「グループ便利機能」でグループごとに応答メッセージを設定することもできます。→ P.110
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伝言メモを「ON」に設定中に電話がかかってくると
設定した時間を経過すると伝言メモが開始され、相手には設定した応答メッセージが流れます。テレビ電話
の場合は「伝言メモ準備中 Preparing」画像を送信し応答メッセージを再生、「伝言メモ録音中 Recording
Voice only」画像を送信し録音を開始します。 
■伝言メモの録音がはじまると
●録音中の画面が表示されます。録音中はFOMA端末の受話口から相手の声が聞こえます。
●録音時間にかかわらず、録音がはじまると録音件数として数えられます。 

■録音中に音声電話に出る場合
rまたはd［通話］

■録音中にテレビ電話に出る場合 
カメラ映像で出るときはo［ ］またはr、代替画像で出るときはd［代替］

■伝言メモの録音が終了すると
●元の画面に戻り、待受画面には「不在着信あり」と「伝言メモあり」のデスクトップアイコンが表示されます。 デ
スクトップアイコンを選択すると、それぞれの内容を確認できます。→P.134
デスクトップアイコンの選択について→P.133

●1件録音されると「 」が「 」の表示に変わり、2件録音されると「 」、3件録音されると「 」･･･と表
示されます。

O
テレビ電話がかかってきたときも、音声のみの伝言メモとして録音されます。
「 」が表示されているときは伝言メモを利用して用件を録音できません。 
PIMロック設定中、本機能の設定は「OFF」となり、「伝言メモあり」のデスクトップアイコンは表示されません。 
伝言メモがすでに5件録音されているときは、次に電話をかけてきた相手の用件を録音することはできません。
マナーモードを設定している場合は、録音中の相手の声は聞こえません。
伝言メモの録音中はほかの電話がかかってきても受けることができません。ほかの電話には話中音が流れます。 

■お願い
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、メモ機能で録音した内容が消失する場合があります。当社としては責任を負
いかねますので、万一に備えメモ機能で録音した内容は、手帳などに控えをお取りくださるようお願いします。 

通話

　［伝言メモ１録音中］
ドコモ太郎

音声電話の場合
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〈クイック伝言メモ〉

着信中の電話に出られないときに用件を録音する
伝言メモを「ON」に設定していなくても、着信中にボタン1 つで用件を録音します。

1 着信中 qまたはs［MEMO／CHECK］
伝言メモの録音が開始され、同時にマナーモードに設定されます。

伝言メモや音声メモを再生／消去する
●伝言メモがある場合は待受画面に「 」 が表示されます。
●「着信履歴」（P.151）を「OFF」に設定していると、伝言メモを再生することはできません。

1 i 「メモの再生／消去」
「メモの再生／消去画面」が表示されます。
録音されている場合は「メモの再生／消去画面」に「 」（音声電話からの伝言メモ）、
「 」（テレビ電話からの伝言メモ）、「★」（音声メモ）が表示されます。

2 再生する項目を選択
「ピッ」という音が鳴って再生がはじまります。再生が終わると「ピッピッ」という音が鳴
り、再生中の表示が消えます。 
■次のメモを再生する場合 

s［MEMO／CHECK］
s［MEMO／CHECK］を押すごとに、新しい順でメモが再生されます。 
音声メモは最後に再生されます。 

■再生を途中で止める場合 
d［停止］またはt 

■再生中に表示されている電話番号に電話をかける場合 
r 

■再生中に表示されている電話番号にテレビ電話をかける場合 
o［ ］

O
この操作で「伝言メモ」を「ON」にすることはできません。
マナーモード設定中の動作が「オリジナルマナー」で「伝言メモ」を「OFF」に設定していても、伝言メモに移ります。
すでに伝言メモが5件録音済みのときに電話がかかってきた場合は、伝言メモは機能せず、「マナーモード選択」（P.119）で設定さ
れた動作条件で着信し続けます。
通話が終わってもマナーモードに設定されたままです。マナーモードを解除するにはqを1秒以上押してください。

O
相手が電話番号を通知してきた伝言メモは、再生中に相手の電話番号が表示されます。 
また、相手が電話帳に登録されている場合は名前も表示されます。 
待受画面表示中にs［MEMO／CHECK］を押しても、メモを再生できます。 

メモの再生／消去画面

　　メモの再生／消去

再生 機能

　伝言メモ１
　伝言メモ２
　伝言メモ３
　伝言メモ４
　伝言メモ５
　音声メモ　　　　　　★

機能メニュー P.82
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メモの再生／消去画面

1 メモの再生／消去画面（P.81） p［機能］ 以下の項目から選択
再生……再生します。

1件消去……伝言メモを1件消去します。

伝言メモ全消去……伝言メモをすべて消去します。

全消去……伝言メモ、音声メモをすべて消去します。

■お願い
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、メモ機能で録音した内容が消失する場合があります。当社としては責任を負
いかねますので、万一に備えメモ機能で録音した内容は、手帳などに控えをお取りくださるようお願いします。 伝

言
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●テレビ電話のかけかた／
受けかた

テレビ電話について.................................................................... 84
テレビ電話をかける.................................................................... 85
テレビ電話を受ける.................................................................... 89
キャラ電を利用する.................................................................... 90
相手側に送信する映像について設定する................................. 91
テレビ電話中に表示される映像について設定する.................. 93
音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する
............................................................................. 94
テレビ電話のハンズフリーについて設定する .. 94
外部機器と接続してテレビ電話を使用する ............................. 95
外出先から室内の様子などを確認する................... 96

テレビ電話切替通知
ハンズフリー切替

遠隔監視設定
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テレビ電話について
テレビ電話機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしでご利用いただけます。
●ドコモのテレビ電話は「国際基準の3GPP※1で標準化された、3G-324M※2」に準拠しています。ドコモのテ
レビ電話と異なる方式を利用しているテレビ電話対応端末とは接続できません。
※1 ： 3GPP（3rd Generation Partnership Project）

第3世代移動通信システム（IMT-2000）に関する共通技術仕様開発のために設置された地域標準化団体
です。

※2 ： 3G-324M
第3世代携帯テレビ電話の国際規格です。

●テレビ電話は、64K／32Kの通信速度で行います。
・64K：通信速度64kbpsで通信をします。
・32K：通信速度32kbpsで通信をします。

テレビ電話画面の見かた

1親画面（お買い上げのときは相手側のカメラ映像が表示）
2子画面（お買い上げのときは自分側のカメラ映像が表示）
3通話時間
4現在の時刻
5各種機能の設定内容

：64Kテレビ電話通信中 ：ビジュアルチェック中
：32Kテレビ電話通信中 ：撮影モード（ポートレート）
：音声送受信中 ：撮影モード（風景）
：音声送受信失敗 ：撮影モード（クローズアップ）
：映像送受信中 ：キー操作／DTMFモード→P.86
：映像送受信失敗 ：キー操作／全体アクションモード
：カメラ映像送信中 ：キー操作／パーツアクションモード
：「画像選択」で設定した代替画像送信中 ：キャラ電送信中
：ハンズフリーOFF ：顔の動きに追従できている状態→P.93
：ハンズフリーON ：顔の動きに追従できていない状態→P.93

操作ボタン テレビ電話の動作

d［切替］ 外側カメラ／内側カメラの切り替え

d（1秒以上押す） 親画面表示の切り替え→P.86

f（a［ ］）、g（s［MEMO／CHECK］） 音量調節

v 倍率の調節

o ハンズフリーの切り替え

p 機能メニューの表示

s［MEMO／CHECK］（1秒以上） 通話中の相手の声を録音

t 保留

切替

１分３２秒
１７：２３

機能

11

33
2244

55

テ
レ
ビ
電
話
に
つ
い
て



85

テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

テレビ電話をかける

1 相手の電話番号をダイヤル
「電話番号入力画面」が表示されます。

2 o［ ］
「テレビ電話中画面」が表示されます。
相手の声がスピーカから流れて通話できます。
「ハンズフリーを利用する」→P.66
■通話中に音声電話での通話に切り替える場合
「テレビ電話から音声電話に切り替える」→P.88
■カメラ映像と代替画像を切り替える場合

p［機能］ 「代替画像切替」または「自画像切替」 
■外側カメラの映像を送信する場合

d［切替］
d［切替］を押すたびに外側カメラ／内側カメラを切り替える
ことができます（カメラ切替）。

■通話中のテレビ電話を保留にする場合
t 

相手に保留音が流れ、相手側のテレビ電話映像には「保留Holding」の画像が表示されます。
保留中のテレビ電話にカメラ映像で出るにはo［ ］またはrを、代替画像で出るにはtまたはd
［代替］を押します。
■スイッチ付イヤホンマイク（別売）を利用している場合

相手の声をイヤホンから聞くことができます。
■テレビ電話がかからなかった場合→P.87

3 通話が終了したらy 

O
テレビ電話発信中は「 」が点滅し、通話中は点灯します。「32K」の通信速度で発信した場合は「 」が点滅し、通話中は点
灯します。「32K」の通信速度は、ネットワーク状況によって「64K」で通信できないPHSなどの機器とテレビ電話を利用するた
めのものです。「64K」でテレビ電話をかけても、相手が「32K」エリアなどの通信環境であった場合は、自動的に「32K」に切り
替えて再発信します。ただし、「32K」でテレビ電話をかけた場合でも、「64K」でテレビ電話をかけたときと同じデジタル通信料
になります。
ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」を利用して国際テレビ電話を利用することができます。→P.63
発信時の映像は、電話番号入力画面の機能メニューの「テレビ電話画像選択」でキャラ電が設定されていない場合、自画像を送信し
ます。→P.55
カメラ映像から代替画像（キャラ電）に切り替える場合、キャラ電によっては切り替えに数秒程度の時間がかかることがあります。

電話番号入力画面

登録 機能

機能メニュー P.55

テレビ電話中画面この画面からデジタル通信料が
かかります。

４秒
１７：２３

１０秒
１７：２３

切替 機能

機能メニュー P.86
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テレビ電話中画面

1 テレビ電話中画面（P.85） p［機能］ 以下の項目から選択
テレビ電話設定……テレビ電話の画面について設定します。

送信画質設定……相手に送信する映像と相手から受信する映像について設定します。
通話中のみ設定が保持されます。

標準（お買い上げ時）……画質、動き共に標準の設定です。

画質優先……きめ細やかな映像で送信します。動きが少ない場合に有効です。

動き優先……動きが滑らかな映像で送信します。動きが多い場合に有効です。

明るさ調節……画像の明るさを「－2～0～＋2」の5段階で調節します。
cで明るさを調節

ホワイトバランス設定……画像の色合いを設定します。
設定項目の詳細については「ホワイトバランス設定」（P.162）をご覧ください。
設定内容はカメラの同機能にも反映されます。

色調切替……画像の効果を「通常／セピア／白黒」から選択します。
通話中のみ設定が保持されます。

撮影モード選択……撮影する場面に合ったモードを設定します。
設定項目の詳細については「撮影モード選択」（P.162）をご覧ください。
内側カメラのときは設定できません。

キャラ電設定……キャラ電を利用している場合は以下の設定ができます。カメラ画像のときは設定できません。

キャラ電切替……表示するキャラクタの種類を選択します。

アクション一覧……操作できるアクションとそのアクションに割り当てられているボタンを確認できま
す。
wを押してもアクション一覧を表示できます。

アクション切替……アクションモードを切り替えます。

静止画切替……相手側の画面に自作の画像を表示します。→P.91

照明設定……バックライトの点灯を設定します。

常時点灯（お買い上げ時）……常時バックライトを点灯します。

15秒点灯……15秒間のみバックライトを点灯します。

代替画像切替⇔自画像切替……自画像と代替画像を切り替えます。

外側カメラ⇔内側カメラ……内側カメラと外側カメラを切り替えます。
通話中のみ設定が保持されます。

親画面表示切替……親画面の表示を切り替えます。
切り替えるたびに「親画面に相手側のカメラ映像を表示」→「親画面に自分側のカメラ映像を表示」→「相手側のカ
メラ映像のみを表示」→「自分側のカメラ映像のみを表示」の順で画面が切り替わります。

音声電話切替……「テレビ電話から音声電話に切り替える」→P.88

DTMF送信⇔DTMF解除……キャラ電中にプッシュ信号の送信モードを設定／解除します。
キャラ電以外のテレビ電話中は常にプッシュ信号モードになります。

自局番号表示……テレビ電話中にお客様の電話番号を表示します。

プチメッセージ……「テレビ電話中（カメラ映像送信中）にメッセージを送信する」→P.94

デコレーションテレビ電話……「テレビ電話の顔に装飾を施し表情豊かにする」→P.93

メッセージ・装飾消去……メッセージやスタンプを消去します。

ビジュアルチェック⇔ビジュアルチェック終了……「テレビ電話中に自分の顔を確認する」→P.92

通話中時間表示（お買い上げ時：ON）……通話中に通話時間を表示するかどうか設定します。
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●テレビ電話がかからなかった場合
テレビ電話がかからなかったときは、接続できなかった理由を示すメッセージまたは映像ガイダンス（動画＋
文字）が表示されます。
●状況によっては接続できなかった理由を示すメッセージまたは映像ガイダンス（動画＋文字）が表示されない場合
があります。

●接続する相手の電話機種別やネットワークサービスのご契約の有無により、実際の相手の状況と理由表示が異なる
場合があります。

※1：2006年8月現在、相手が留守番電話サービスを設定している場合にも表示されることがあります。

メッセージ／映像ガイダンス表示 理由
番号をご確認の上おかけ直しください 使われていない電話番号の場合

お話中です 相手がお話中、またはパケット通信中の場合

電波の届かない所にいるか、電源が切れています 相手が圏外にいる、または電源が入っていない場合

しばらくたってからおかけ直しください 相手が公共モード（ドライブモード／電源OFF）を設定している場合

発信者番号通知をONにしてください 発信者番号非通知で接続した場合（ビジュアルネット等への発信時）

転送致しますのでお待ち下さい 転送中の場合（転送先が3G-324Mに準拠したテレビ電話対応端末であればテレビ
電話にかかります）

音声電話でおかけ直しください※1 転送先がテレビ電話非対応の場合

電話番号を通知しておかけ直しください 相手が番号通知お願いサービスを設定している場合

お客様のご要望によりおつなぎできません 相手が迷惑電話ストップサービスを設定している場合

接続できませんでした 発信者番号非通知を「通知する」に設定の上、おかけ直しください。
・上記以外の場合にも表示されることがあります。

O
FOMA端末から緊急通報番号（110番、119番、118番）へテレビ電話をかけたときは、自動的に音声電話での発信になります。
テレビ電話に対応していない電話機にテレビ電話をかけたときや、相手がテレビ電話に対応していても圏外や電源が入っていないと
きは接続できません。テレビ電話がかからなかった場合、「音声自動再発信」を「ON」に設定していると、自動的に音声電話に切り
替えて発信します。「音声自動再発信」の動作は以下のようになります。

ただし、ISDNの同期64KやPIAFSのアクセスポイント、3G-324Mに対応していないISDNのテレビ電話等（2006年8月現在）
にかけたときや間違い電話をしたときなどは、このような動作にならないことがあります。通信料金が発生する場合もありますので
ご注意ください。
「32K」の通信速度は、ネットワーク状況によって「64K」で通信できないPHSなどの機器とテレビ電話を利用するためのもので
す。「64K」でテレビ電話をかけても、相手が「32K」エリアなどの通信環境であった場合は、自動的に「32K」に切り替えて再発
信します。ただし、「32K」でテレビ電話をかけた場合でも、「64K」でテレビ電話をかけたときと同じデジタル通信料になります。
テレビ電話中にｉモードメールやメッセージR／Fは受信できません。ｉモードセンターに保管されますので、テレビ電話終了後に
「ｉモード問い合わせ」を行って受信してください。
テレビ電話中でもSMSは受信できます。
テレビ電話中に「電池充電してください」という電池切れアラームが表示されたときは、相手側に「カメラオフ Camera Off」とい
うメッセージが表示され、約20秒後に切断されます。切断される前に充電を開始した場合は、電池切れアラームが発生する前の画
像でテレビ電話通話が継続されます。
テレビ電話中に代替画像を表示しているときも、デジタル通信料がかかります。

「音声自動再発信」を「ON」に
設定している場合

通信速度を「32K」に自動的に切り替えます。それで
もテレビ電話がかからない場合は、音声電話に切り替
えます。

音声電話に切り替えます。

「音声自動再発信」を「OFF」
に設定している場合

通信速度を「32K」に自動的に切り替えます。それで
もテレビ電話がかからない場合は、テレビ電話を切り
ます。

テレビ電話を切ります。

通信速度を「64K」に設定している場合設定内容 通信速度を「32K」に設定している場合
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テレビ電話から音声電話に切り替える
テレビ電話中に発信側から音声電話に切り替えます。
●相手側が切り替え可能なFOMA端末の場合、テレビ電話中は機能メニューから「音声電話切替」が選択可能にな
り、テレビ電話と音声電話の切り替えができます。(音声⇔テレビ電話切り替え対応端末どうしでご利用いただけ
ます）

●切り替え操作は、発信側からのみ行うことができます。
●切り替え操作を行うには、あらかじめ着信側がテレビ電話切替通知を通知するように設定しておく必要がありま
す。→P.94

1 テレビ電話中画面（P.85） p［機能］ 「音声電話切替」
テレビ電話から音声電話に切り替えている間は、切り替え中であることを示す画面が表示され、音声ガイダンスが流
れます。

O
音声通話中にもテレビ電話に切り替えることができます。→P.56
音声電話とテレビ電話の切り替えは、繰り返し行うことができます。
切り替えには、5秒程度の時間がかかります。なお、電波の状態などにより、切り替えるまでに時間がかかることがあります。
以下の場合は、通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えることができません。
・自分が着信を受けた側であるとき
・自分が発信した場合に、通話相手が音声電話切替通知を停止に設定しているとき→P.94
・相手側が通話を保留にしていたり、伝言メモを起動したとき
表示されている通話時間は、通話を切り替えるたびに0秒にリセットされます。ただし、切り替え操作を行った後、テレビ電話で通
話が終了した場合、通話終了後に表示される通話時間は音声電話とテレビ電話の合計となります。
相手側の利用状態や電波の状態などにより、テレビ電話から音声電話に切り替えることができず、通話が切断されることがあります。
「SWITCHING VOICE/VIDEO」が表示されている間は通話料はかかりません。
切り替え操作を行った場合でも、リダイヤル／発信履歴には、最初に発信した電話の履歴が記憶されます。また、着信履歴には最初
に着信した電話の履歴が記憶されます。
切り替えを行った際に、「通話時間／料金」（P.313）に表示される通話料金は実際の通話料金と異なる場合があります。
音声電話に切り替えると、ハンズフリーの設定は解除されます。

切替 機能

１分３２秒
１７：２３

機能

　　　　［通話中］
１秒

［切替中］

選択 閉

１０秒
１２：０５

　テレビ電話設定
　　機能メニュー

　キャラ電設定

１／２

　照明設定
　代替画像切替
　外側カメラ
　親画面表示切替
　音声電話切替
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テレビ電話を受ける
かかってきたテレビ電話を受けます。カメラ映像ですぐに出られないときは、自分側のカメラ映像を相手側
に表示させないで代わりの画像（代替画像）でテレビ電話に出ることもできます。

1 テレビ電話がかかってきたらo［ ］またはr 
「テレビ電話中画面」（P.85）が表示されます。
相手の声がスピーカから流れて通話できます。
「ハンズフリーを利用する」→P.66
■代替画像で出る場合

d［代替］
相手側の画面には代替画像が表示されます。
代替画像で出た後でも、機能メニューから「自画像切替」を選択してカメラ映像に切り替
えることができます。

■スイッチ付イヤホンマイク（別売）を利用している場合
スイッチ付イヤホンマイクのスイッチを押す

自画像で出ることができます。「オート着信」を「ON」に設定している場合は、設定した
呼出時間経過後、自動的に代替画像で出ることができます。

■着信中のテレビ電話を応答保留にする場合
y 

相手側のテレビ映像に「応答保留中On Hold」の画像が表示され、メッセージが流れます。応答保留中のテレビ
電話にカメラ映像で出るにはo［ ］またはrを、代替画像で出るにはd［代替］を押します。

■テレビ電話中に外側カメラの映像を送信する場合
d［切替］

テレビ電話中はd［切替］を押すたびに外側カメラ／内側カメラを切り替えることができます（カメラ切替）。
■テレビ電話中にカメラ映像と代替画像を切り替える場合

p［機能］ 「代替画像切替」または「自画像切替」 
■通話中のテレビ電話を保留にする場合

t 
相手に保留音が流れ、相手側のテレビ電話映像には「保留Holding」の画像が表示されます。
保留中のテレビ電話にカメラ映像で出るにはo［ ］またはrを、代替画像で出るにはtまたはd
［代替］を押します。

2 通話が終了したらy 

O
テレビ電話中に代替画像を表示しているときも、テレビ電話をかけてきた相手にはデジタル通信料がかかります。
「転送でんわサービス」を「開始」に設定していても、転送先を3G-324M（P.84）に準拠したテレビ電話対応端末に設定していな
い場合は、かかってきたテレビ電話を転送できません。転送先の機器をあらかじめご確認の上、転送設定を行ってください。
「迷惑電話ストップサービス」で拒否登録した電話番号からテレビ電話がかかってきたときは、相手に着信拒否の映像ガイダンスが
表示され、通話を終了します。
テレビ電話中にｉモードメールやメッセージR／Fは受信できません。ｉモードセンターに保管されますので、テレビ電話終了後に
「ｉモード問い合わせ」を行って受信してください。
テレビ電話中でもSMSは受信できます。
テレビ電話中にテレビ電話の着信があった場合、「キャッチホン」、「留守番電話サービス」、「転送でんわサービス」をご契約されて
いれば現在の通話を終了してから着信に応答することができます。
テレビ電話中に「電池充電してください」という電池切れアラームが表示されたときは、相手側に「カメラオフ Camera Off」とい
うメッセージが表示され、約20秒後に切断されます。切断される前に充電を開始した場合は、電池切れアラームが発生する前の画
像でテレビ電話通話が継続されます。
「公共モード（ドライブモード）」に設定中は、着信音は鳴らず、着信イルミネーションも点滅しません。着信は不在着信として着信
履歴に残ります。
相手側の設定により映像が送信されてこない場合は、代替画像が表示されます。
カメラ映像から代替画像（キャラ電）に切り替える場合、キャラ電によっては切り替えに数秒程度の時間がかかることがあります。

テレビ電話着信中画面

代替

　　［テレビ電話着信中］

機能

機能メニュー P.68
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テレビ電話から音声電話に切り替えて電話を受ける
相手からかかってきたテレビ電話中、相手が操作を行うことにより音声電話に切り替わります。
●着信側からは切り替え操作を行うことができません。
●切り替え操作を行うには、あらかじめ着信側がテレビ電話切替通知を通知するように設定しておく必要がありま
す。→P.94

1 テレビ電話中画面（P.85） 相手側がテレビ電話切り替え操作を行う
テレビ電話から音声電話に切り替えている間は、切り替え中であることを示す画面が表示され、音声ガイダンスが流
れます。

キャラ電を利用する
テレビ電話で自分の映像の代わりにキャラクタを送信します。「キャラ電とは」→P.284
●「画像選択」の「代替画像選択」から「キャラ電」を設定しておくと、お気に入りのキャラ電を表示することがで
きます。→P.91
また、電話帳や電話帳便利機能にキャラ電を設定しておいてもキャラ電を利用することができます。

●カメラ映像からキャラ電に切り替えるには機能メニューから「代替画像切替」を選択します。キャラ電によっては
切り替えに数秒程度の時間がかかることがあります。

1 テレビ電話がかかってきたらd［代替］ 

2 ダイヤルボタンを押してキャラ電を操作する

ダイヤルボタンを押すと、そのボタンに割り当てられているアクションを表現します。
■アクションモードを切り替える場合

機能メニューの「キャラ電設定」から「全体アクション」と「パーツアクション」を切り替
えることができます。→P.86
「全体アクション」とは感情などキャラ電全体の動きを表現するアクションモードです。
1～9またはq1～q9を押して表現します。
「パーツアクション」とは顔や手足などキャラ電の部分的な動きを表現するアクションモー
ドです。11～99を押して表現します。

■アクションを確認する場合
wを押すとアクション一覧を表示できます。
cでアクションを選択してそのアクションを実行することもできます。

O
音声電話に切り替えると、ハンズフリーの設定は解除されます。

切替 機能

１分３２秒
１７：２３

［切替中］

機能

　　　　［通話中］
１秒［切替中］

キャラ電

１分３２秒
１７：２３

機能

笑う　　　　　　　　：１
　　　アクション一覧 １／２

選択詳細

バンザイ　　　　　　：２
泣き　　　　　　　　：３
怒る　　　　　　　　：４
驚く　　　　　　　　：５
悩む　　　　　　　　：６
首を傾げる　　　　　：７
寝る　　　　　　　　：８
照れる　　　　　　　：９
YES　　 　　　　　　 ：＃１
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相手側に送信する映像について設定する

1 i 「テレビ電話」
「テレビ電話設定画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
送信画質設定……テレビ電話中の画質を設定します。

標準（お買い上げ時）……画質、動き共に標準の設定です。

画質優先……きめ細やかな映像で送信します。動きが少ない場合に有効です。

動き優先……動きが滑らかな映像で送信します。動きが多い場合に有効です。

画像選択……「テレビ電話中に送信する画像を設定する」→P.91

音声自動再発信……テレビ電話に接続できなかった場合の動作を設定します。

ON……テレビ電話に接続できなかった場合、自動的に音声電話に切り替えて電話をかけます。

OFF（お買い上げ時）……テレビ電話に接続できなかったメッセージが表示され、待受画面に戻ります。

遠隔監視設定……「外出先から室内の様子などを確認する」→P.96

親画面表示……「親画面に表示される映像について設定する」→P.93

テレビ電話切替通知……「音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する」→P.94

ハンズフリー切替……「テレビ電話のハンズフリーについて設定する」→P.94

●テレビ電話中に送信する画像を設定する

お買い上げ時 応答保留選択、通話保留選択：内蔵　代替画像選択：キャラ電（Dimo）
伝言メモ選択、伝言メモ準備選択、音声メモ選択：内蔵

カメラ映像の代わりに送信する画像を設定します。
●本機能で設定できる画像は、VGAサイズ（横640×縦480ドット）以下のJPEG形式、GIF形式ファイルです。
メール（大）サイズ（横176×縦144ドット）以上の画像を設定した場合は、メール（大）サイズと同じ比率で
切り出した後、メール（大）サイズに縮小されます。

●テレビ電話を終了しても、本機能の設定は保持されます。

1 テレビ電話設定画面（P.91） 「画像選択」 以下の項目から選択
応答保留選択……応答保留のときに送信する画像を設定します。

通話保留選択……通話中保留のときに送信する画像を設定します。

代替画像選択……代替画像のときに送信する画像を設定します。

伝言メモ選択……伝言メモの録音中に送信する画像を設定します。

伝言メモ準備選択……伝言メモの準備中に送信する画像を設定します。

音声メモ選択……音声メモの録音中に送信する画像を設定します。

テレビ電話設定画面

　　　 テレビ電話

選択

　画像選択
標準

　送信画質設定

　音声自動再発信
　遠隔監視設定
　親画面表示
　テレビ電話切替通知
　ハンズフリー切替
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2 送信する画像を選択
内蔵……メッセージのみを送信します。

自作……画像とメッセージを送信します。
■ 設定内容を変更する場合

p［機能］ 「設定内容変更」 フォルダを選択 画像を選択

キャラ電※1……「代替画像設定」で設定されているキャラ電を送信します。
キャラ電一覧画面の機能メニュー→P.285
キャラ電の優先順位→P.102
■ 設定内容を変更する場合

p［機能］ 「設定内容変更」 画像を選択

※1：「代替画像選択」を選択したときのみ表示されます。

■送信されるメッセージについて
送信されるメッセージは以下のとおりです。
応答保留の場合 ：「応答保留中　On Hold」
通話中保留の場合 ：「保留　Holding」
代替画像を送信の場合：「カメラオフ　Camera Off」
伝言メモ録音中の場合：「伝言メモ録音中　Recording Voice only」
伝言メモ準備中の場合：「伝言メモ準備中　Preparing」
音声メモ録音中の場合：「音声メモ録音中　Recording Voice only」

テレビ電話中に自分の顔を確認する＜ビジュアルチェック＞

1 テレビ電話中画面（P.85） p［機能］ 「ビジュアルチェック」
内側カメラの映像で確認することができます。
ビジュアルチェック中は「 」が表示されます。
相手には代替画像が送信されます。

2 p［機能］ 「ビジュアルチェック終了」
ビジュアルチェックを終了し、ビジュアルチェック前の状態に戻ります。

O
＜送信画質設定＞
テレビ電話中に機能メニューから設定することもできます。ただし、テレビ電話を終了すると、本機能の設定に戻ります。
テレビ電話中に電波状況が悪くなった場合、「送信画質設定」の設定内容にかかわらず、画像がモザイク表示になるときがあります。
＜画像選択＞
GIF画像の種類によっては「自作」に設定できない場合があります。
テレビ電話中にカメラ映像と代替画像を切り替えることができます。
画像を確認するときは、確認したい項目を反転し、o［デモ］を押します。
「自作」から「内蔵」、「キャラ電」へ設定を変更しても登録した静止画は削除されません。
設定した静止画は自分のFOMA端末と相手の電話機の双方に表示されます。ただし、伝言メモの応答メッセージは相手側にのみ送信
されます。
「自作」で選択した静止画を削除しても、相手にはその静止画が表示（送信）されます。
PIMロック設定中は「内蔵」の代替画像を送信します。
代替画像に設定したキャラ電を削除したときなど、「キャラ電」の代替画像が表示できない場合は、内蔵されているキャラ電「Dimo」
を送信します。内蔵されているキャラ電「Dimo」が削除されている場合は「内蔵」の静止画の代替画像を送信します。
＜音声自動再発信＞
音声電話に切り替えて再発信したときの通話料金は、デジタル通信料ではなく音声通話料になります。
再発信が行われたとき、「リダイヤル／発信履歴」には音声電話の履歴だけが記憶されます。
音声自動再発信を「ON」に設定している場合でも、相手が話し中など、ネットワークや相手の状況によって再発信が行われない場
合があります。
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送信する画像を拡大する
テレビ電話中に自分側の映像を拡大して相手側に送信します。
●ズームは、外側カメラのときに1倍～約5倍までを16段階に調節できます。内側カメラのときは1倍、約2倍の
2段階に調節できます。

●テレビ電話中は内側カメラと外側カメラの切り替えなどを行っても、それぞれのズームの倍率を保持します。テレ
ビ電話を終了すると、ズームは標準に戻ります。

●代替画像を送信中のときは画像を拡大できません。

1 テレビ電話中 v 倍率を調節

テレビ電話中に表示される映像について設定する
親画面に表示される映像について設定する ＜親画面表示＞

お買い上げ時 親画面相手画像表示

1 テレビ電話設定画面（P.91） 「親画面表示」 以下の項目から選択
親画面相手画像表示……親画面に相手側のカメラ映像を表示します。

親画面自画像表示……親画面に自分側のカメラ映像を表示します。

テレビ電話の顔に装飾を施し表情豊かにする＜デコレーションテレビ電話＞
テレビ電話の画面（自分側のカメラ映像）をスタンプやフレームで装飾することができます。また、顔の動
きを追従するスタンプを貼り付けることができます。
●顔の動きを追従するフェイススタンプは、内蔵しているスタンプのほかに「みんなNらんど」からダウンロードす
ることができます。「みんなNらんど」について→P.184

1 テレビ電話中画面（P.85） p［機能］ 「デコレーションテレビ電話」 以
下の項目から選択
フレーム／スタンプ……テレビ電話の画面に固定の装飾を付けます。

フレーム……テレビ電話の画面に付けるフレームを選択します。

スタンプ……テレビ電話の画面にスタンプを付けます。
スタンプを選択 b位置を決定 d［配置］

フェイススタンプ……テレビ電話の画面に追従するフェイススタンプを選択します。
追従できているときは「 」、追従できていないときは「 」が表示されます。

■フレームやスタンプを消す場合
テレビ電話中画面の機能メニューの「メッセージ・装飾消去」→ P.86

O
各選択画面でo［デモ］を押すと、囲み枠のあるフレーム、スタンプ、フェイススタンプの内容を確認できます。
自分側のカメラ映像は鏡像表示のため、文字のようなスタンプを貼り付けると反転して表示され、正しく読めません。

切替 機能

１分３２秒
１７：２３

テ
レ
ビ
電
話
中
に
表
示
さ
れ
る
映
像
に
つ
い
て
設
定
す
る



94

テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

テレビ電話中（カメラ映像送信中）にメッセージを送信する＜プチメッセージ＞

1 テレビ電話中画面（P.85） p［機能］「プチメッセージ」 メッセージを入力
メッセージが表示されます。メッセージは約15秒で自動的に消えます。
メッセージは全角16文字まで入力できます。
■本文入力画面でメッセージの入力を中止する場合

メッセージをすべて消去 t 
■メッセージを表示させた後、手動でメッセージを消す場合

t（1秒以上）
機能メニューから「メッセージ・装飾消去」を選択してメッセージを消すこともできます。

〈テレビ電話切替通知〉

音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する
相手側のFOMA端末に、自分のFOMA端末が音声電話とテレビ電話の切り替えが可能な端末であることを通
知するように設定します。
●本機能を「切替機能通知開始」に設定すると、電話を受けたときに相手側の FOMA端末に切替機能が使用可能で
あることを通知し、相手側端末での切り替え操作が可能になります。

●通話中または「 」が表示されているときは、本機能の設定を行うことはできません。

1 テレビ電話設定画面（P.91） 「テレビ電話切替通知」 以下の項目から選択
切替機能通知開始……相手側のFOMA端末に、自分のFOMA端末が音声電話とテレビ電話の切り替えが可能な端末
であることを通知します。

切替機能通知停止……相手側のFOMA端末に、自分のFOMA端末が音声電話とテレビ電話の切り替えが可能な端末
であることを通知しません。

切替機能通知設定確認……「テレビ電話切替通知」の設定状態が表示されます。

〈ハンズフリー切替〉

テレビ電話のハンズフリーについて設定する
テレビ電話での通話開始時に、自動的にハンズフリーに切り替わるように設定します。

1 テレビ電話設定画面（P.91） 「ハンズフリー切替」 「ON」または「OFF」

O
自分側のカメラ映像は鏡像表示のため、文字は反転して表示され正しく読めません。

O
ハンズフリー切替を「ON」に設定していても、通話中にo「 」を押してハンズフリーを解除できます。
以下の場合はハンズフリー切替を「ON」に設定していても、自動的にハンズフリーに切り替わりません。
・マナーモード設定中の場合
・スイッチ付イヤホンマイク（別売）接続中（ただし、マイクは「イヤホン接続時マイク切替」の設定に従います。）
・着信時に応答保留または伝言メモが起動した場合

お買い上げ時
切替機能通知開始

お買い上げ時
ON
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外部機器と接続してテレビ電話を使用する
パソコンなどの外部機器とFOMA端末をFOMA USB接続ケーブル（別売）で接続することで、外部機器か
らテレビ電話の発着信操作ができます。
この機能を利用するためには、専用の外部機器、またはパソコンにテレビ電話アプリケーションをインストー
ルし、さらにパソコン側にイヤホンマイクやUSB対応Webカメラなどの機器（市販品）を用意する必要が
あります。
●外部機器との接続に関する設定は不要です。
●テレビ電話アプリケーションの動作環境や設定・操作方法については、外部機器の取扱説明書などを参照してくだ
さい。

●本機能対応アプリケーションとして、「ドコモテレビ電話ソフト 2005」をご利用いただけます。
ドコモテレビ電話ソフトホームページからダウンロードしてご利用ください。
（パソコンでのご利用環境等詳細についてはサポートホームページでご確認ください）

http://videophonesoft.nttdocomo.co.jp/

O
音声通話中は、外部機器からテレビ電話をかけられません。
キャッチホンをご契約いただいていると、音声通話中に外部機器からのテレビ電話の着信があった場合、現在の通話を終了してから
着信に応答することができます。外部機器からテレビ電話中に音声電話・テレビ電話・64Kデータ通信の着信があった場合も同様
です。

基地局

FOMAテレビ電話
通信速度
64Kまたは32K

FOMAの
ネットワーク
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〈遠隔監視設定〉

外出先から室内の様子などを確認する
お買い上げ時 対局番号登録：未登録　応答時間設定：5秒　設定：OFF

遠隔監視できるのは3G-324Mに準拠したテレビ機能を持つ電話機とFOMA端末間、およびFOMA端末ど
うしです。FOMA端末は、遠隔監視の発信側としても着信側としても利用できます。
●遠隔監視を受ける側が監視する側の電話番号をあらかじめ登録していて、遠隔監視設定が「ON」に設定されてい
る場合のみ、遠隔監視を行うことができます。

着信側の準備をする
遠隔監視を受ける側（着信側）で、発信側の電話番号（対局番号）や遠隔監視を開始するまでの時間（応答
時間）を設定します。
●対局番号は5件まで登録できます。

1 テレビ電話設定画面（P.91） 「遠隔監視設定」 端末暗証番
号を入力 「対局番号登録」
「対局番号登録画面」が表示されます。

2 「<未登録>」 対局の電話番号を入力
■すでに登録されている対局番号を変更する場合

変更したい対局番号を選択

3 tで遠隔監視設定画面に戻る

4 「応答時間設定」 応答時間（003～120秒の3桁）を入力
3桁の時間を入力すると、応答時間が設定されます。
表示されている時間をそのまま設定するときはd［確定］を押します。

5 「設定」 「ON」
遠隔監視を設定すると、待受画面に「 」が表示されます。

■遠隔監視を受けない場合
「OFF」

6 FOMA端末を設置
遠隔監視は内側カメラの映像を発信側に送信します。
着信側のFOMA端末は電源を入れて開いた状態にしたまま設
置してください。
閉じたまま設置した場合は、音声のみを送信しカメラ画像は
送信せず、代替画像に「カメラオフ　Camera Off」の文字を
重ねて送信します。

O
FOMA端末を設置するときは、着信時の振動で動いてしまうことを防ぐため、「バイブレータ」のテレビ電話を「OFF」に設定して
ください。→P.116
遠隔監視設定の応答時間は、「伝言メモ」の呼出時間や「オート着信」の呼出時間と同じ時間には設定できません。
着信側の「転送でんわサービス」の応答時間が、遠隔監視設定の応答時間より短く設定されていると「転送でんわ」が優先されます。
遠隔監視を優先させるには、「転送でんわサービス」より短い応答時間に設定してください。

対局番号登録画面

　〈未登録〉

選択 機能

　〈未登録〉
　〈未登録〉
　〈未登録〉

　　　対局番号登録
　〈未登録〉

機能メニュー P.97

内側カメラ
角度を調節
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対局番号登録画面

1 対局番号登録画面（P.96） p［機能］ 以下の項目から選択
宛先参照入力……電話帳や発信履歴、着信履歴を参照して宛先を入力します。

1件削除……対局番号を1件削除します。

全削除……対局番号をすべて削除します。
対局番号をすべて削除すると、「設定」は「OFF」となります。

遠隔監視を行う
●遠隔監視を行うには、必ず着信側が対局番号として登録したFOMA端末から電話番号を通知してテレビ電話をか
けてください。

●FOMA端末を着信側に使用した場合、発信側の映像が表示され、音声も流れます。

1 着信側へテレビ電話をかける
着信側で設定した応答時間経過後、遠隔監視がはじまります。
発信側では着信側の映像が表示され、スピーカから音声が流れます。スイッチ付イヤホンマイ
ク（別売）を利用している場合は、着信側の音声をイヤホンから聞くことができます。
■着信側で遠隔監視を受けずにテレビ電話（カメラ映像）に出る場合

応答時間が経過する前にo［ ］ またはr
代替画像で出る場合はd［代替］を押します。

O
オールロック設定中でも、遠隔監視設定で登録した電話番号からの遠隔監視による着信は受けられます。
電話番号を通知しない場合は、遠隔監視にならずテレビ電話着信となります。
遠隔監視設定と以下の機能を同時に設定した場合は、遠隔監視ができなくなります。
・公共モード（ドライブモード）　・マナーモード　・指定着信拒否／許可※1　・登録外着信拒否※1

※1:対局番号以外の電話番号に「指定着信許可」が設定されている場合、または対局番号の電話番号に「指定着信拒否」が設定され
ている場合、対局番号が電話帳未登録時に「登録外着信拒否」が設定されている場合

遠隔監視設定と伝言メモ、オート着信を同時に設定した場合、遠隔監視が優先されます。
スイッチ付イヤホンマイクを接続している場合は、「通知音出力切替」（P.118）の設定にかかわらず着信音はイヤホンとスピーカか
ら鳴ります。
着信音は遠隔監視専用の着信音となり、変更できません。
着信音は「着信音量」の「テレビ電話」で設定した音量で鳴ります（「消去」や「レベル1」、「ステップ」に設定している場合は「レ
ベル2」の音量で鳴ります）。
遠隔監視の着信時は、「イルミネーション設定」の設定にかかわらず点滅色は「グラデーション」、点滅パターンは「固定パターン」
となります。
遠隔監視の着信中に応答保留にすることはできません。yを押すと電話は切れます。
着信側で遠隔監視設定を「ON」に設定している場合、対局番号に登録された電話番号からのテレビ電話の着信は、遠隔監視の着信
履歴として記憶されます。遠隔監視が実行されなかった場合、「着信履歴」にはテレビ電話の「不在着信履歴」として記憶されます。
遠隔監視中で着信側の場合、音声電話やテレビ電話を受けることはできません。遠隔監視中に音声電話やテレビ電話の着信があると、
「着信履歴」には「不在着信履歴」として記憶され、「不在着信あり」のデスクトップアイコンが待受画面に表示されます。
遠隔監視中にFOMA端末を閉じると、「クローズ動作設定」の設定に従って動作します。ただし、スイッチ付イヤホンマイクを接続
しているときは「クローズ動作設定」は無効になり、FOMA端末を閉じると相手には代替画像が送信されます。
遠隔監視中に着信側でカメラを切り替えることはできません。

切替

１分３２秒
１７：２３

機能

発信側
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遠隔監視を終了する

1 y 
通信時間が表示された後、遠隔監視が終了します。
着信側でyを押しても遠隔監視が終了します。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシー等にご配慮ください。お
客様がFOMA端末を利用して公衆に著しく迷惑をかける不良行為等を行う場合、法律、条例（迷惑
防止条例等）に従い処罰されることがあります。
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FOMA端末で使用できる電話帳について
FOMA端末では、さまざまな機能を設定できるFOMA端末（本体）の電話帳とほかのFOMA端末でも使う
ことのできるFOMAカードの電話帳の2種類の電話帳があります。お客様の用途に合わせて使い分けてくだ
さい。 

FOMA端末（本体）電話帳とFOMAカード電話帳の違い 
■登録内容 
FOMA端末（本体）の電話帳とFOMAカードの電話帳の登録内容は以下のとおりです。 

※1：各電話帳データの登録内容により、実際に登録できる件数が少なくなる場合があります。 

■FOMA端末（本体）の電話帳の特徴
FOMA端末（本体）の電話帳に登録すると、以下のような便利な機能が使えます。 
・メモリ番号「000」～「009」に指定すると、ボタン操作2つで電話をかけられる「ツータッチダイヤ
ル」を利用できます。→P.112

・着信時や発信時の設定を電話番号やメールアドレスごと、グループごとに設定できる「電話帳便利機能」、
「グループ便利機能」を利用できます。→P.110
・電話番号ごとに発信や着信を制限する「電話帳指定設定」を利用できます。→P.152
・知られたくない電話帳を「シークレットモード」、「シークレット専用モード」でシークレットデータと
して登録できます。→P.145

・「シークレットコード」を設定できます。→P.108
■FOMAカードの電話帳の特徴
電話帳のデータがFOMAカードに登録されるので、FOMAカードを差し替えることにより、ほかのFOMA
端末でも同じ電話帳を利用できます。複数のFOMA端末を使い分けるときに便利です。 

登録内容 FOMA端末（本体）の電話帳 FOMAカードの電話帳 
件数※1 最大700件まで登録可能です。 最大50件まで登録可能です。 
グループ グループ00～19に分類可能です。 グループ00～10に分類可能です。 
電話番号の登録 1つの電話帳につき4番号まで、電話帳全体で700番号まで登録可能

です。相手の携帯電話の電話番号や会社の電話番号などを1つの電話
帳として登録できます。 

1つの電話帳に1番号登録可能です。 

「 」「 」のような24種類のアイコンから選択して登録できま
す。相手の「携帯電話の電話番号」「会社の電話番号」などが一目で
区別できます。 

アイコンの選択はできません。「 」
が自動的に登録されます。 

メールアドレスの
登録 

1つの電話帳につき3アドレスまで、電話帳全体で700アドレスまで
登録可能です。相手の自宅のメールアドレスや会社のアドレスなどを
1つの電話帳として登録できます。 

1つの電話帳に1アドレス登録可能で
す。 

「 」「 」のような5種類のアイコンから選択して登録できます。
相手の「自宅のメールアドレス」「会社のメールアドレス」などが一
目で区別できます。 

アイコンの選択はできません。「 」
が自動的に登録されます。 

画像の登録 1つの電話帳につき静止画1件、キャラ電1件登録可能です。それぞ
れ電話帳全体で100件まで登録可能です。 

－ 

その他のデータの
登録 

1つの電話帳につき名前、フリガナ、郵便番号、住所、誕生日、メモ
をそれぞれ1件登録可能です。相手の電話番号やメールアドレスと一
緒に1つの電話帳として登録できます。 

名前とフリガナが登録可能です。

Ｆ
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名前の表示について
■音声電話、テレビ電話

電話番号を電話帳に登録した相手から電話番号を通知してかかってくると、電話番号
と名前が表示されます。 

また、電話帳に静止画が登録されていて、「電話帳画像着信設定」が「ON」に設定さ
れている場合は、その画像が表示されます。 ただし、登録した画像のサイズやデータ
量によっては、表示が遅れることがあります。
「着信履歴」、「発信履歴」、「リダイヤル」にも相手の名前が表示されます。 

■ｉモードメール、SMS（ショートメッセージ）
ｉモードメールのアドレスを電話帳に登録した相手からのｉモードメール、または電話番号を電話帳に登
録した相手からのSMSは、受信メールの一覧画面、詳細画面で相手の名前が表示されます。その相手に
ｉモードメールまたはSMSを送信した場合も、送信メールの一覧画面、詳細画面で相手の名前が表示さ
れます。 
また、「受信アドレス一覧」、「送信アドレス一覧」にも相手の名前が表示されます。 

〈電話帳登録〉

電話帳に登録する
FOMA端末（本体）またはFOMAカードの電話帳に登録します。
●「名前」は必ず入力してください。「名前」を入力していない場合は電話帳の登録ができません。 
● FOMA カード電話帳に登録できるのは「名前」と「フリガナ」以外では「グループ」「電話番号」「メールアドレ
ス」の3項目のみです。

1 待受画面表示中 f 「電話帳登録」 「本体」または「FOMAカード（UIM）」
名前を入力

漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字（本体のみ）で入力します。 
登録できる文字数は、本体で全角16文字、半角32文字、FOMAカードで全角10文字、半
角英数字（一部の半角記号を含む）のみで21文字までです。 

2 フリガナを確認 d［確定］
「電話帳検索」のフリガナ検索では、ここで登録した名前のフリガナで検索します。 
■フリガナが間違っていた場合 

カタカナ（本体は半角、FOMAカードは全角）、および半角の英字、数字、記号で修正します。
登録できる文字数は、本体で半角32文字、FOMAカードで全角12文字、半角英数字（一部の半角記号を含む）
のみで25文字までです。 

O
静止画を登録した電話帳の電話番号から着信があったとき、登録した静止画が「画面表示設定」（P.121）の「電話着信」の画像表
示エリアより大きい場合は、縦横が同じ比率で縮小表示されます。小さい場合は画面中央に表示されます。

通話 機能

ドコモ太郎

通話 機能

携帯花子

ドコモ
　　　名前入力
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3 以下の項目から選択
グループ……登録するグループを本体では「グループ00～19」から、FOMAカードでは「グループ00～10」

から選択します。グループを選択しないと、自動的に「グループ00」に登録されます。

電話番号……電話番号を入力します。本体ではさらにアイコンを選択します。電話番号は、本体の場合は26桁
まで、青色のFOMAカードの場合は20桁まで、緑色のFOMAカードの場合は26桁まで入力できます。また、電話
番号には0～9の数字以外に、＃、*、ポーズ（p）、＋を入力できます。
一般の電話機の電話番号を登録する場合は、同じ市内の相手でも必ず市外局番から入力してください。
本体では1件目の電話番号を登録すると、電話帳の編集画面に「 ＜追加登録＞」が表示されます。この項目を選
択すると電話番号を追加登録できます。

メールアドレス……メールアドレスを入力します。本体ではさらにアイコンを選択します。半角の英字、数字、
記号で50文字まで入力できます。
本体では1件目のメールアドレスを登録すると、電話帳の編集画面に「 ＜追加登録＞」が表示されます。この項
目を選択するとメールアドレスを追加登録できます。

住所……郵便番号と住所を入力します。郵便番号は7桁の半角数字で入力します。住所は漢字、ひらがな、カタ
カナ、英字、数字、絵文字などを、全角で50文字、半角で100文字まで入力できます。

誕生日……誕生日（西暦・月日）を入力します。
設定できる西暦は、1800年から2099年までです。

メモ……メモを入力します。漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、絵文字などを、全角で100文字、半角
で200文字まで入力できます。

静止画……着信時に表示される静止画を選択します。

キャラ電……テレビ電話の代替画像として表示されるキャラ電を選択します。

メモリ番号……メモリ番号は電話帳の登録時に自動的に割り当てられますが、000～699の範囲でお好きな番
号を入力することもできます。

4 それぞれの項目を設定 o［完了］

O
本体の名前に「ゎ、ヮ（全角小文字）」を入力した場合、フリガナは「ﾜ（半角大文字）」と表示されます。記号や絵文字を入力した
場合は、フリガナに反映されません。 
FOMAカードの名前に「ゎ、ヮ（全角小文字）」を入力した場合、フリガナは「ワ（全角大文字）」と表示されます。ただし、フリガ
ナ入力で「ヮ（全角小文字）」を入力することはできます。記号を入力した場合は、フリガナに反映されません。 
記号、絵文字を使って登録された電話帳は、赤外線通信などでデータ転送を行うと正しく表示されない場合があります。 
メールアドレスは、ドメインまで正しく登録してください。ドメインとは、@（アットマーク）より後の文字のことです。 
ただし、相手のメールアドレスが「電話番号@docomo.ne.jp」の場合は、メールアドレスに電話番号のみを登録してください。 
電話帳に登録した静止画やキャラ電の元のデータが変更されたり、削除された場合は、電話帳の静止画やキャラ電も同じように変更、
削除されます。 
登録した静止画を着信時に表示させるには、「電話帳画像着信設定」を「ON」に設定してください。→P.123
＜キャラ電設定の優先順位＞
キャラ電の設定が重なった場合の優先順位は以下のとおりです。 
①電話帳便利機能のキャラ電設定→P.110 ②グループ便利機能のキャラ電設定→P.110
③電話帳登録のキャラ電 ④画像選択の代替画像選択→P.91
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編集を中断した電話帳があるとき 

1 待受画面表示中 f 「電話帳登録」 「本体」または「FOMAカード（UIM）」
「再編集」

編集中に電池切れアラームが鳴った場合や、マルチタスクを利用してツールグループのタスク
を新たに起動させた場合など中断した電話帳の編集を再開できます。 
編集を再開しているときに、登録しないで編集を中止すると編集中のデータは消えます。
■新規に登録する場合 

「新規」

リダイヤルや発信履歴などから電話帳に登録する
「着信履歴」、「発信履歴」、「リダイヤル」、「受信アドレス一覧」、「送信アドレス一覧」、「アクセスリーダー」、
「バーコードリーダー」またはサイト画面などから電話帳に登録したり、電話番号をダイヤルしてから電話帳
に登録します。 

＜例：「着信履歴」からFOMA端末（本体）電話帳に追加登録する場合＞ 

1 着信履歴画面（P.71） p［機能］ 「電話帳登録」 「本体」
■FOMAカードに登録する場合 

「FOMAカード（UIM）」

2 「追加登録」 登録する電話帳を検索 
電話帳の検索のしかた→P.105
■新規に登録する場合 

「新規登録」
■FOMAカードの場合 

「新規登録」または「上書き登録」

3 電話帳の詳細画面を表示 d［選択］
電話番号が自動的に入力され、電話帳の編集画面が表示されます。 
電話帳の修正のしかた→P.108

4 修正が終わったらo［完了］
■上書きするかどうかのメッセージが表示された場合 

「YES」

O
編集中データとして一時保存されるのは最新の1件のみです。 
電話帳の編集中に音声電話やテレビ電話がかかってきた場合は、編集中の電話帳のデータはそのままで電話に出ることができます。 
音声通話中の場合は、uを押してタスクメニューを表示させて、「電話帳登録」を選択すると電話帳の編集画面に戻ることができ
ます。また、音声電話やテレビ電話が終了すると、元の編集画面に戻ります。 

■お願い
「電話帳」に登録した内容は、別にメモを取って保管することをおすすめします。電話帳の内容は、FOMA USB接続ケーブル（別
売）を利用して、パソコンに転送して保管することもできます。→P.297
FOMA端末の故障・修理・電話機の変更やその他取扱いによって、登録内容が消失してしまう場合があります。また、 ドコモ
ショップなど窓口にて機種変更時など新機種へコピーする際は、仕様によっては、FOMA端末に登録したデータをコピーでき
ない場合もあります。あらかじめご了承ください。
万一、電話帳などに登録した内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承く
ださい 。

O
「発信履歴」、「リダイヤル」に表示される発番号設定の情報（「通知」／「非通知」）は、電話帳には登録されません。 
返信不可の受信アドレスは電話帳に登録できません。
電話帳に登録できる文字数を超えた文字は削除されます。また、登録できない文字はスペースに変換されることがあります。

　　編集中データが
　　　　あります
　再編集しますか？

新規

再編集

　　　　　　　電話帳
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〈グループ設定〉

グループ名を変更する
お買い上げ時 FOMA端末（本体）：グループ01～19　FOMAカード：グループ01～10 

電話帳を「会社」や「友達」のようなお付き合いごとに、また「野球」や「サッカー」のような趣味ごとに
グループ分けすることによって、用途別に分けられた数冊の電話帳のように活用できます。 
変更できるグループと登録できる文字数は以下のとおりです。 

●「グループ00」のグループ名は変更できません。 

1 i26
「グループ設定画面」が表示されます。

2 グループを選択 グループ名を入力
「 」が表示されているグループは、FOMAカードのグループを示します。
FOMA端末（本体）とFOMAカードに同じグループ名を付けた場合でも、別々のグループ
として表示されます。 

グループ設定画面

1 グループ設定画面（P.104） p［機能］ 以下の項目から選択
グループ名編集……グループ名を編集します

グループ便利機能……「電話帳に便利な機能を設定する」→P.110

グループ名初期化……変更したグループ名を初期化して、お買い上げのときのグループ名に戻します。

電話帳登録先 変更できるグループ 登録できる文字数 
FOMA端末（本体） グループ01～グループ19 全角で10文字、半角で21文字 

FOMAカード グループ01～グループ10 全角で10文字、半角で21文字 

O
グループ名を初期化しても、そのグループに設定した「グループ便利機能」の設定は解除されません。 

グループ設定画面

　　　グループ設定　　１／３

　グループ０４
　グループ０５
　グループ０６
　グループ０７
　グループ０８
　グループ０９

　グループ０２
　グループ０３

　グループ１０

　グループ０１

選択 機能

機能メニュー P.104
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〈電話帳検索〉

電話帳から電話をかける
登録した電話帳は、フリガナ、名前、電話番号、メールアドレス、メモリ番号、グループ、行（アカサタナ
順）の7つの検索方法で呼び出すことができます。 

■検索結果の表示について
メモリ番号検索以外は電話帳を登録するときに入力したフリガナによって、以下の順で検索してその結果
を表示します。 

1 待受画面表示中 g 検索する方法を選択
■優先して表示する検索方法を設定する場合 

優先して表示したい検索方法を反転 o［優先］
優先に設定した検索方法には「★」が付きます。 
次回検索するときに、待受画面表示中にgを押すと優先に設定した検索方法画面が表示さ
れます。 

■検索方法の優先設定を解除する場合 
待受画面表示中 f 「電話帳検索」 「★」が付いている検索方法を反転 o

［解除］ 

2 電話帳を検索
検索が終了すると、検索条件を満たした「電話帳一覧画面」が表示されます。FOMAカー
ドに登録されている電話帳は、検索結果の一覧画面で「 」が表示されます。 
検索条件を満たす電話帳が登録されていない場合は、データがないことを通知するメッセー
ジが表示されます。 

■フリガナ検索の場合 
フリガナの一部を入力 fまたはg 

フリガナは先頭から入力します。すべてを入力しなくても構いません。 

■名前検索の場合 
名前の一部を入力 fまたはg 

名前は先頭から入力します。すべてを入力しなくても構いません。

■電話番号検索の場合 
電話番号の一部を入力 fまたはg 

最初の数桁または途中の数桁を入力しても検索できます。

■アドレス検索の場合 
メールアドレスの一部を入力 fまたはg 

50音[フリガナの先頭がスペースからはじまるもの、ア、ァ、イ、ィ………ン]

アルファベット[A、a、B、b………Z、z]

数字[0………9]

記号

フリガナが登録されていないもの

　名前検索
　電話番号検索
　アドレス検索
　メモリ番号検索
　グループ検索
　行検索

　　　電話帳検索

選択

　フリガナ検索　　　　★

解除

　　　待受画面で　を押すと優先に
　　　設定した方法が表示されます
　　　各検索画面でＣＬＲを押すと
　　　　この画面が表示されます

電話帳一覧画面

　　　　電話帳　　　　１／２

　携帯春子
　携帯冬子
　ドコモ五郎
　ドコモ三郎
　ドコモ四郎
　ドコモ二郎

　携帯夏子
　携帯花子

　ドコモ太郎

　携帯秋子

選択 機能

機能メニュー P.107

　　　フリガナ検索
ケイタイ

携帯
　　　名前検索

電話番号？

　　　電話番号検索

　　　アドレス検索
ｄｏｃｏｍｏ
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■メモリ番号検索の場合 
3桁のメモリ番号を入力 

FOMAカードの電話帳はメモリ番号で検索できません。

■グループ検索の場合 
目的のグループを選択

FOMAカードの電話帳はFOMA端末（本体）の電話帳のグループとは別グループになりま
す。

■行検索の場合 
検索したい行に対応するボタンを押す 

1：フリガナの頭文字が「ア行」のみ表示 
2：フリガナの頭文字が「カ行」のみ表示 
3：フリガナの頭文字が「サ行」のみ表示 
4：フリガナの頭文字が「タ行」のみ表示 
5：フリガナの頭文字が「ナ行」のみ表示 
6：フリガナの頭文字が「ハ行」のみ表示 
7：フリガナの頭文字が「マ行」のみ表示 
8：フリガナの頭文字が「ヤ行」のみ表示 
9：フリガナの頭文字が「ラ行」のみ表示 
0：フリガナの頭文字が「ワ」「ヲ」「ン」のみ表示 
w：その他を表示

■登録されているすべての電話帳を一覧で表示する場合 
検索条件を入力せずにfまたはg 

ただし、検索方法が「グループ検索」の場合は、すべての電話帳を一覧で表示できません。 
■一覧画面から電話をかける場合 

電話をかける電話帳を反転 rまたはo［ ］ 
rを押すと音声電話が、o［ ］を押すとテレビ電話がかかります。電話帳に複数の電話番号が登録され
ている場合は、1番目に登録されている電話番号に電話がかかります。 

3 目的の電話帳を選択
「電話帳詳細画面」が表示されます。 
■同じ電話帳に複数の電話番号が登録されている場合 
vで電話番号の表示を切り替えることができます。 

■電話帳の詳細画面から電話をかける場合 
電話をかける電話番号を表示してrまたはo［ ］

rを押すと音声電話が、o［ ］を押すとテレビ電話がかかります。

O
シークレットデータとして登録した電話帳は、「シークレットモード」、「シークレット専用モード」にしないと呼び出せません。 
優先して表示する検索方法を設定しない場合はgを押すと電話帳検索画面が表示され、最後に選択した検索方法が反転表示されま
す。 
以下の機能の電話帳参照時でも検索方法の優先設定は有効です。
・ｉモードメール作成 ・SMS作成 ・自動振分け設定のアドレス振分け
・メール検索の送信元検索／宛先検索 ・メールメンバー ・チャットメンバー

メモリ番号検索

メモリ番号？
＿＿＿

　　０００～６９９：番号指定
　　　　　　　　：全検索

　　　　グループ検索　　１／４

　グループ０３
　グループ０４
　グループ０５
　グループ０６
　グループ０７
　グループ０８

　友達
　会社

　グループ０９

　グループ００

選択

行検索

検索する行は？

　　　　～　　：ア行～ワ行

　　　　　　　：全検索
　　　　　　　　：英数記号

電話帳詳細画面

友達

機能発信

ケイタイハナコ

携帯花子 ［４２３］

機能メニュー P.107
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電話帳一覧画面

1 電話帳一覧画面（P.105） p［機能］ 以下の項目から選択
電話帳登録……「電話帳に登録する」→P.101

ソート……フリガナ順、名前順など、条件を選択して電話帳を並び替えます。

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」→P.296

電話帳削除……電話帳を削除します。

1件削除……電話帳を1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択 o［完了］ 「YES」
複数の電話帳を削除できます。

全削除……電話帳をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」 「YES」

電話帳詳細画面

1 電話帳詳細画面（P.106） p［機能］ 以下の項目から選択
発番号設定……「電話をかけるときに通知／非通知を選択する」→P.59

プレフィックス……「プレフィックス番号を付加して電話をかける」→P.62

国際電話発信……「国際電話発信機能を利用して国際電話をかける」→P.64

マルチナンバー……「マルチナンバー」→P.335

通信速度設定……テレビ電話をかけるときの通信速度を「64K／32K」から選択します。

電話帳便利機能……「電話帳に便利な機能を設定する」→P.110

電話帳指定設定……「指定した電話番号の着信や発信を制限する」→P.152

電話帳編集……「電話帳を修正する」→P.108

電話帳削除……「電話帳を削除する」→P.109

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

ｉモードメール作成……「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

SMS作成……「SMS（ショートメッセージ）を作成して送信する」→P.246

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」→P.296

オート表示……「オート表示させる電話番号を指定する」→P.112

名前コピー……電話帳に登録されている名前をコピーします。
コピーした名前は、入力画面などで貼り付けることができます。
「文字のコピー /切り取り/貼り付け」→P.351

電話番号コピー※1……電話帳に登録されている電話番号をコピーします。
コピーした電話番号は、入力画面などで貼り付けることができます。
「文字のコピー /切り取り/貼り付け」→P.351

O
電話帳を全削除すると、FOMAカードの電話帳も削除されます。
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シークレットコード…… 端末暗証番号を入力 以下の項目から選択
「シークレットコードについて」→P.108

コード設定……シークレットコードを設定します。
4桁のシークレットコードを入力 「YES」

コード参照……設定したシークレットコードを確認します。

設定解除……設定したシークレットコードを解除します。

シークレット解除……シークレットモード／シークレット専用モードで登録した電話帳を通常の電話帳に戻します。
→P.145

FOMAカードへコピー※2……「電話帳詳細画面から電話帳をコピーする」→P.292

テレビ電話画像選択……テレビ電話中に送信する画像を「自画像／キャラ電」から選択します。
設定を解除する場合は、「設定解除」を選択します。

※1：選択している項目によって機能名は「メールアドレスコピー／住所コピー／誕生日コピー／メモコピー」と表示されま
す。

※2：FOMAカードの電話帳を参照しているとき、機能名は「本体へコピー」と表示されます。

●シークレットコードについて
相手のメールアドレスが「電話番号@docomo.ne.jp」で、その相手がシークレットコードを登録している場
合（P.206）、メールの宛先には「電話番号＋シークレットコード@docomo.ne.jp」を指定する必要があり
ます。
このような相手にメールを送信するには、次の2つの方法があります。
①本機能で電話帳にシークレットコードを設定する（メールアドレス参照時に、電話帳のメールアドレスに
シークレットコードが自動的に付加されます）。

②電話帳のメールアドレスにシークレットコードを付加して登録する。

〈電話帳修正〉

電話帳を修正する

1 電話帳詳細画面（P.106） p［機能］「電話帳編集」 それぞれの項目を修正
「電話帳登録」と同じ操作で、必要な項目を修正します。 
電話帳の登録のしかた→P.101
■新しいメモリ番号に登録する場合 

「 」を選択 電話帳が登録されていないメモリ番号（000～699）を入力
修正前の電話帳は元の内容のまま残り、修正後の電話帳の内容が別のメモリ番号で新しく登録されます。 

2 修正が終わったらo［完了］ 「YES」
■FOMAカードの場合 

o［完了］ 「上書き登録」または「追加登録」
「上書き登録」を選択すると、修正した内容で登録します。 
「追加登録」を選択すると、修正前の電話帳は元の内容のまま残り、修正後の電話帳の内容は新しい電話帳として
登録されます。 

O
シークレットコードの設定が有効なのは、「電話番号@docomo.ne.jp」のメールアドレスまたは「電話番号」だけです。
FOMAカードの電話帳にはシークレットコードを設定できません。
必ず、相手側で登録しているのと同じシークレットコードを設定してください。
上記②の場合は、本機能でシークレットコードを設定しないでください。

O
フリガナは名前を修正しても自動で修正されません。
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〈電話帳削除〉

電話帳を削除する

1 電話帳詳細画面（P.106） p［機能］ 「電話帳削除」 以下の項目から選択
電話番号削除※1……選択した電話番号（またはメールアドレス、住所、誕生日、メモ、静止画、キャラ電）を削除します。

1件削除……電話帳を削除します。

※1：選択している項目によって機能名は「メールアドレス削除／住所削除／誕生日削除／メモ削除／静止画削除／キャラ電
削除」と表示されます。

電話帳の登録状況を確認する

1 i22
■本体（FOMA端末に登録されている電話帳） 

電話帳 ：電話帳の登録件数を表示します。 
登録されている件数／700（登録できる件数） 

シークレット：シークレットデータとして登録されている件数を表示します。「シークレットモード」または「シー
クレット専用モード」のときのみ表示できます。 

静止画 ：電話帳に登録されている静止画の件数を表示します。 
登録されている件数／100（登録できる件数） 

キャラ電 ：電話帳に登録されているキャラ電の件数を表示します。 
登録されている件数／100（登録できる件数） 

追加残 ：電話番号があと何件登録できるかを表示します。 

　　　 ：メールアドレスがあと何件登録できるかを表示します。 

■FOMAカード（FOMAカードに登録されている電話帳） 
電話帳 ：電話帳の登録件数を表示します。 

登録されている件数／50（登録できる件数）
登録されている件数／50（登録できる件数）

O
電話帳一覧画面からも削除できます。ただし、電話帳詳細項目の削除はできません。
複数の電話番号、メールアドレスが登録されている電話帳の電話番号、メールアドレスを削除すると、削除した以降の電話番号、メー
ルアドレスの順番が繰り上がって登録されます。

電
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〈電話帳便利機能／グループ便利機能〉 

電話帳に便利な機能を設定する
電話帳の電話番号やメールアドレスごと、またはグループごとに着信音や伝言メモの応答メッセージなどを
設定します。音だけで誰からの着信なのかを区別したいときなどに便利です。 
設定できる機能は以下のとおりです。 

●FOMA端末（本体）の「グループ00」、FOMAカードの電話帳とグループには設定できません。 
●シークレットデータとして登録された電話帳には設定できません。
●相手が電話番号を通知してこない場合、電話帳便利機能およびグループ便利機能は無効となります。「番号通知お
願いサービス」を設定しておくと便利です。→P.331

1 電話帳詳細画面（P.106）／グループ設定画面（P.104） p
［機能］ 「電話帳便利機能」または「グループ便利機能」
「便利機能設定画面」が表示されます。
設定されている機能には「★」が付きます。 
■設定されている機能を解除する場合 

「★」が付いている機能を選択 
機能が解除されて「★」が消えます。

2 以下の項目から選択
音声／テレビ電話着信音……「携帯電話から鳴る着信音を変える」→P.114

着信バイブレータ……「着信を振動で知らせる」→P.116

着信イルミネーション……「着信時の点滅のしかたを設定する」→P.128

着信イメージ……「画面の表示を変える」→P.121

応答メッセージ……「電話に出られないときに用件を録音する」→P.79

メール着信音……「携帯電話から鳴る着信音を変える」→P.114

メールバイブレータ……「着信を振動で知らせる」→P.116

メールイルミネーション……「着信時の点滅のしかたを設定する」→P.128

通信速度設定……テレビ電話をかけるときの通信速度を「64K／32K」から選択します。

キャラ電設定……テレビ電話の代替画像として表示されるキャラ電を選択します。

目的 機能名
着信時 誰からの電話かを、音や振動などで

わかるようにしたい場合 
着信音で区別 音声／テレビ電話着信音 
バイブレータで区別 着信バイブレータ
着信イルミネーションの点滅色で区別 着信イルミネーション 
静止画や動画で区別 着信イメージ 

伝言メモが起動したときの応答メッセージを、相手によって変えたい場合 応答メッセージ 
誰からのメールかを、音や振動など
でわかるようにしたい場合 

着信音で区別 メール着信音 
バイブレータで区別 メールバイブレータ
着信イルミネーションの点滅色で区別 メールイルミネーション 

テレビ電話のときのキャラ電を相手によって使い分けたい場合 キャラ電設定
発信時 テレビ電話をかけるときの通信速度を、相手によって区別したい場合 通信速度設定 

お買い上げ時
すべて解除

便利機能設定画面（電話帳）

　着信バイブレータ
　着信イルミネーション
　着信イメージ
　応答メッセージ
　メール着信音　　　　★
　メールバイブレータ
　メールイルミネーション
　通信速度設定
　キャラ電設定

　　　電話帳便利機能

選択

　音声／テレヒ゛電話着信音　★

電
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■電話帳便利機能を設定すると 
電話帳の詳細画面に設定されている便利機能を示すアイコンが表示されます。

：音声／テレビ電話着信音  
：着信バイブレータ
：着信イルミネーション 
：着信イメージ 
：応答メッセージ
：メール着信音 
：メールバイブレータ
：メールイルミネーション
：キャラ電設定
：通信速度設定（64K） 
：通信速度設定（32K）

電話帳便利機能の設定状況を確認する
「電話帳便利機能」を設定している電話帳およびグループを各機能ごとに確認します。 

1 i62
「電話帳便利機能画面」が表示されます。
本機能が設定されている項目には「★」が付いています。

電話帳便利機能画面

1 電話帳便利機能画面（P.111） 「★」が付いている項目を反転 p［機能］
以下の項目から選択

設定確認……電話帳便利機能の設定状態を確認します。
「★」が付いている機能または項目を選択※1 設定されている電話帳およびグループを確認

設定解除……「★」が付いている機能の設定をまとめて解除します。

※1：設定している機能または項目によって選択項目の数（dを押す回数）が変わります。

O
電話番号に対して設定する「メール着信音」、「メールイルミネーション」、「メールバイブレータ」は、SMSや相手のメールアドレ
スが「電話番号＠docomo.ne.jp」からのメールを受信したときに動作します。それ以外のメールアドレスからの受信に対しては、
電話帳のメールアドレスに設定した動作となります。
シークレットデータとして登録された電話帳と普通の電話帳が混在して登録されているグループや、シークレットデータのみが登録
されているグループにも本機能を設定することができます。ただし、シークレットデータとして登録している相手からの着信では、
本機能の設定は無効になります。 
電話帳便利機能／グループ便利機能の着信設定と、ほかの機能の着信設定が重なった場合の優先順位については、以下のページをご
覧ください。
・着信音の優先順位→P.115
・バイブレータの優先順位→P.116
・着信画像の優先順位→P.122
・着信イルミネーションの優先順位→P.129 
＜通信速度設定の優先順位＞
通信速度の設定が重なった場合の優先順位は以下のとおりです。
①通信速度設定→P.55、P.107 ②電話帳便利機能の通信速度設定
③グループ便利機能の通信速度設定

友達

機能発信

ケイタイハナコ

携帯花子 ［４２３］

電話帳便利機能画面

　　　電話帳便利機能

選択 機能

　着信バイブレータ
　着信イルミネーション
　着信イメージ
　応答メッセージ
　メール着信音　　　　★
　メールバイブレータ
　メールイルミネーション
　通信速度設定
　キャラ電設定

　音声／テレヒ゛電話着信音　★

機能メニュー P.111
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〈ツータッチダイヤル〉

少ないボタン操作で電話をかける
電話帳のメモリ番号「000」～「009」に登録すると、メモリ番号の下1桁とrを押すだけで電話をかけ
ることができます。

1 0～9 r
■テレビ電話をかける場合

o［ ］ 

〈オート表示〉

いつもかける相手にワンタッチで電話をかける
待受画面表示中に折り畳んだFOMA端末を開くと、指定した電話番号を自動的に表示するように設定します。
rやo［ ］を押すだけで、表示された電話番号に音声電話やテレビ電話をかけることができます。 
●オート表示に指定できる電話番号は1件です。メールアドレスは指定できません。 
● FOMAカードの電話帳は指定できません。 

オート表示機能を有効にする

1 i47 「ON」
■オート表示機能を無効にする場合

「OFF」

オート表示させる電話番号を指定する

1 電話帳詳細画面（P.106） p［機能］ 「オート表示」
電話帳詳細画面の機能メニューで「オート表示」に「★」が付きます。 
■同じ電話帳に複数の電話番号が登録されている場合

vでオート表示させる電話番号を表示
■オート表示の指定を解除する場合 

操作1を再度行う
指定が解除されて「★」が消えます。 

O
電話帳に複数の電話番号を登録している場合は、1番目の電話番号に電話をかけます。
シークレットモード、シークレット専用モード時は、シークレット登録された電話帳でも利用できます。
「指定発信制限」を設定したときに、メモリ番号000～009の電話帳の1番目の電話番号が「指定発信制限」に指定されていないと、
ツータッチダイヤルは使用できません。

O
オート表示の電話番号表示中にd、y、t、a［ ］を押すと待受画面に戻ります。
以下のような場合、本機能の設定は無効になります。 
・PIMロック設定中 
・オールロック設定中
・シークレット専用モード設定中 
・各機能の操作中や文字の入力中にFOMA端末を閉じて再度開いた場合
・オート表示に設定している電話番号に指定発信制限が設定されておらず、ほかの電話番号に指定発信制限が設定されている場合 

お買い上げ時
OFF
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●音／画面／照明設定
■音の設定
携帯電話から鳴る着信音を変える........................... 114
ｉモーションの再生音に音響効果を加える.... 116
着信を振動で知らせる........................................... 116
ボタンを押したときに鳴る音を設定する................ 117
充電時の確認音を設定する ...................................... 117
通話が切れそうなときはアラームで知らせる ....... 117
メールの着信音を鳴らす時間を設定する ...... 117
イヤホンとスピーカから着信音を鳴らす.......... 118
電話から鳴る音を消す........................................... 118
マナーモードを変更する .................................. 119
■画面／照明の設定
画面の表示を変える............................................... 121
着信時に電話帳に設定した画像を表示する........ 123
ディスプレイとボタンの照明を設定する.................. 124
ディスプレイのデザインを変更する.................... 124
メニュー表示を変更する ......................................................... 125
イルミネーションの点滅のしかたを設定する ...................... 128
通話中の通話時間表示を設定する...................... 130
文字のフォントを変える ....................................... 130
待受画面の時計表示を設定する............................ 131
画面を英語表示に切り替える................................ 131
デスクトップアイコンを利用する........................ 132
待受画面の表示アイコンを選択できるようにする........ 135
スタイルモードを設定する ................................. 136

着信音選択
SRS_WOW設定

バイブレータ
ボタン確認音
充電確認音

通話品質アラーム
メール／メッセージ鳴動

通知音出力切替
マナーモード

マナーモード選択

画面表示設定
電話帳画像着信設定

照明設定
画面デザイン

通話中時間表示
フォント設定
待受時計表示
バイリンガル
デスクトップ

表示アイコン選択設定
スタイルモード
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〈着信音選択〉

携帯電話から鳴る着信音を変える
お買い上げ時 電話／テレビ電話：Mineral Water、Cafe Latte、Strawberry Milk（本体色ごとに異なります）

メール／チャットメール：Smooth Water（各色共通です）
メッセージR／メッセージF：Droplet（各色共通です） 

音声電話、テレビ電話、メール、チャットメール、メッセージR／Fを受けたときのそれぞれの着信音を設定
します。また、特定の電話番号やメールアドレス、電話帳のグループを指定してそれぞれに着信音を設定す
ることもできます。→P.110
●あらかじめ登録されている着信音やメロディ以外にも、ｉモードのサイトやインターネットホームページから取得
したｉモーションやメロディを着信音に設定できます。

●着信音と着信画面に映像と音声が含まれるｉモーションを設定した場合は、着信音に設定されたｉモーションの
映像と音声が再生されます。

●着信音に映像と音声が含まれるｉモーション以外を設定し、着信画面に映像と音声が含まれるｉモーションを設
定した場合は、着信画面に設定されたｉモーションの映像と音声が再生されます。

●お買い上げ時に登録されている「着信音・メロディ・アラーム音」については別表1（P.115）をご覧ください。
また、「ｉモーション」のプリインストールフォルダに「Private Cafe」（着モーション）が登録されています。

●メロディ一覧の見かた→P.288

1 i13 以下の項目から選択
電話……音声電話、64Kデータ通信の着信音と着信画面（「画面の表示を変える」→P.121）が設定できます。

テレビ電話……テレビ電話の着信音と着信画面（「画面の表示を変える」→P.121）が設定できます。

メール……ｉモードメール、SMS、パケット通信の着信音とメールの着信画面（「画面の表示を変える」→P.121）
が設定できます。

チャットメール……チャットメールの着信音とメールの着信画面（「画面の表示を変える」→P.121）が設定できま
す。

メッセージR……メッセージRの着信音とメールの着信画面（「画面の表示を変える」→P.121）が設定できます。

メッセージF……メッセージFの着信音とメールの着信画面（「画面の表示を変える」→P.121）が設定できます。

2 「着信音」 以下の項目から選択
メロディ……あらかじめ登録されている着信音やメロディをプリインストールフォルダから、ｉモードのサイトやイ
ンターネットホームページなどからダウンロードしたメロディをINBOXフォルダまたはお客様が作成したフォルダ
から選択します。 

ｉモーション……FOMA端末に取得したｉモーションやカメラで撮影した動画（ｉモーション）をINBOX、カメラ
の各フォルダまたはお客様が作成したフォルダから選択します。 あらかじめ登録されているｉモーションはプリイ
ンストールフォルダから選択します。
着信時には選択したｉモーションに応じて映像や音声が再生されます（着モーション機能）。  

おしゃべり……「おしゃべり機能」で録音した音声を選択します。
「アラーム音や応答保留音を録音／再生する」→P.313

ランダムメロディ……メロディが保存されているフォルダを選択します。着信時にはフォルダに保存されているメロ
ディがランダムで選曲され、再生されます。 

OFF ……着信音を鳴らしません。 

3 着信音またはｉモーションを選択
メロディを選択すると、そのメロディが鳴ります。r、w、q、o、0のいずれかのボタンを押すと、メ
ロディはとまります。 
着信音を設定したら、必要に応じて着信画面の設定をします。
■設定を確認する場合 

o［デモ］
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［別表1］お買い上げ時に登録されている着信音・メロディ・アラーム音一覧

録音許諾番号：T-0660107 

表示 曲名 作曲者
着信音1～3 － －
Under The Sea Under The Sea Menken Alan
Mineral Water － －
Cafe Latte － －
Strawberry Milk － －
Wonderful Moment － －
Air AIR BACH JOHANN SEBASTIAN
Je te Veux Je te veux SATIE Erik
Traumerei TRAUMEREI SCHUMANN ROBERT ALEXANDER
Nocturne 夜想曲第2番　op.9-2 CHOPIN FREDERIC FRANCOIS
Kanon Kanon Johann Pachelbel
Smooth Water － －
Droplet － －
Bubble-Bubble － －
Flow The Water － －
Bossa Jingle － －
Notify － －
Baby Birds － －
Cuckoo Clock － －

O
映像のみのｉモーション、テロップ付きｉモーションは着信音に設定できません。
ｉモーションによっては設定できないものがあります。
着信音に設定できるｉモーションでも、パソコンや他のFOMA端末から、自分のFOMA端末に転送したもの（自分のFOMA端末か
ら一度外に出したものを含む）は設定できなくなります。
着信音選択中に再生される着信音の音量は、「着信音量」で設定した音量となります。「着信音量」を「消去」に設定している場合は
鳴りません。
メロディには、あらかじめ再生部分が指定されていることがあります。そのため着信音などに設定したときは指定部分のみが再生さ
れます。→P.288
着信画面と着信音の組み合わせ、優先順位によって着信画面か着信音のどちらかがお買い上げ時の設定で動作する場合があります。
相手が電話番号を通知してこない音声電話の着信音は、「非通知着信設定」で設定できます。相手が電話番号を通知してこないテレ
ビ電話の着信音は、本機能の「テレビ電話」の設定に従います。 
メールの着信音にｉモーションを設定している場合、パケット通信の着信音は「Smooth Water」となります。また、着信画面の
設定にかかわらず、パケット通信の着信時には専用の着信画面が表示されます。
複数のメールやメッセージR／Fを同時に受信した場合の着信音の動作は以下のとおりです。

＜電話着信音の優先順位＞
電話着信音の設定が重なった場合の優先順位は以下のとおりです。
①マルチナンバー（付加番号1、2）の着信音→P.335 ②電話帳便利機能の音声／テレビ電話着信音→P.110
③グループ便利機能の音声／テレビ電話着信音→P.110 ④着信音選択の着信音／スタイルモードの着信音→P.136
※ 上記②電話帳便利機能、③グループ便利機能での優先順位は以下のとおりです。
　 ①音声／テレビ電話着信音のｉモーション 　②着信イメージのｉモーション
　 ③音声／テレビ電話着信音のｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）、メロディ
＜メール（SMSを含む）着信音の優先順位＞
メール着信音の設定が重なった場合の優先順位は以下のとおりです。
①電話帳便利機能のメール着信音→P.110 ②グループ便利機能のメール着信音→P.110
③着信音選択の着信音／スタイルモードの着信音→P.136

受信内容 着信音の動作
メールを複数受信 最後に受信したメールに設定されている着信音が鳴ります。チャットメールが含まれ

ている場合は、チャットメールに設定されている着信音が鳴ります。
メッセージR／Fを同時に受信 メッセージRに設定されている着信音が鳴ります。
メールとメッセージR／Fを同時に受信 最後に受信したメールに設定されている着信音が鳴ります。チャットメールが含まれ

ている場合は、チャットメールに設定されている着信音が鳴ります。
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〈SRS_WOW設定〉

ｉモーションの再生音に音響効果を加える
音響効果ありのｉモーションを再生したときに、スピーカから聞こえる再生音には「楽器や声の輪郭がはっ
きりしたサウンド」といった音響効果が加わり、イヤホンから聞こえてくる再生音には「自然な立体感」、「豊
かな低音」、「楽器や声の輪郭がはっきりしたサウンド」といった音響効果が同時に加わります。
●音響効果ありのｉモーションは、動画一覧画面のアイコンで確認できます。→P.268

1 i64 「ON」
■解除する場合

［OFF］

〈バイブレータ〉

着信を振動で知らせる
音声電話、テレビ電話、メール、チャットメール、メッセージR／Fを受けたときのそれぞれの振動パターン
を設定します。 

1 i54 バイブレータを設定する項目を選択
「電話」を選択すると、音声電話や64Kデータ通信のバイブレータが設定されます。
「メール」を選択すると、ｉモードメールやSMS、パケット通信のバイブレータが設定されます。

2 振動パターンを選択
パターン1～パターン３……それぞれのパターンで振動します。

メロディ連動……着信音に設定されているメロディのパターンに合わせてFOMA端末が振動します。

OFF……振動しません。

振動パターンを選択すると、そのパターンでFOMA端末が振動します。
待受画面のアイコンで、バイブレータが動作する対象を確認することができます。 

：音声電話、テレビ電話のいずれかの着信で振動
：メール／チャットメール／メッセージR／メッセージFのいずれかの着信で振動
：「 」と「 」の両方の状態

O
「バイブレータ」の「メール」「チャットメール」「メッセージR」「メッセージF」のそれぞれの設定は、「メール／メッセージ鳴動」
（P.117）のそれぞれの設定を「ON」にしなければ着信時に鳴動しないため、バイブレータも振動しません。
バイブレータの振動でFOMA端末が火気（ストーブなど）に近づいたり、机から落ちたりしないよう注意してください。 
「着信音量」を「消去」以外に設定し、バイブレータを設定したときは、音と振動でお知らせします。「着信音量」を「消去」に設定
したときは、振動だけでお知らせします。
バイブレータの振動は、着信音量にかかわらず、一定の強さとなります。
「メロディ連動」を選択しても、メロディにバイブレータのパターンが指定されていない場合、または着信音をｉモーションに設定
している場合は、パターン2で振動します。
＜バイブレータの優先順位＞
バイブレータの設定が重なった場合の優先順位は以下のとおりです。
①電話帳便利機能の着信・メールバイブレータ→P.110 ②グループ便利機能の着信・メールバイブレータ→P.110
③バイブレータの設定

お買い上げ時
OFF

お買い上げ時
すべてOFF
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〈ボタン確認音〉

ボタンを押したときに鳴る音を設定する
●本機能を「OFF」に設定した場合、以下の音も鳴りません。
・各種警告音 ・ 電池残量表示の音 
・受話音量の調節を開始したときの音 ・ めざまし時計のスヌーズ解除音

●ボタン確認音の音量は、通話中の場合には「受話音量」で設定した音量、通話していない場合には一定の音量にな
ります。

●「初期値設定」でボタン確認音を設定することもできます。→P.49

1 i30 「ON」
■鳴らさない場合

「OFF」

〈充電確認音〉

充電時の確認音を設定する
充電開始、終了時に「ピッピッ」と確認音を鳴らします。 
●本機能の設定にかかわらず、以下の場合は確認音が鳴りません。 
・待受画面以外の画面を表示中 ・発信中
・着信中 ・音声通話中
・マナーモード設定中 ・公共モード（ドライブモード）設定中 
・待受中音声メモ録音中 ・おしゃべり機能録音中
・データ通信中 ・電源が切れている場合 

1 i 「その他」 「充電確認音」 「ON」
■鳴らさない場合

「OFF」

〈通話品質アラーム〉

通話が切れそうなときはアラームで知らせる
電波の状態が悪くなって途中で通話が切れそうな場合、直前にアラームを鳴らしてお知らせします。
●急に電波の状態が悪くなった場合は、アラームが鳴らずに通話が切れてしまうことがあります。

1 i75 アラーム音を選択
■アラーム音を鳴らさない場合

「アラームなし」

〈メール／メッセージ鳴動〉

メールの着信音を鳴らす時間を設定する
メールやチャットメール、メッセージR／Fを受信したときの着信音を鳴らす時間を設定します。
●着信音が鳴っている間、着信イルミネーションとボタンのバックライトも点滅します。
 

1 i68 時間を設定する項目を選択
「メール」を選択すると、ｉモードメールやSMSの鳴動時間が設定されます。

2 「ON」 鳴動時間（01～30秒の2桁）を入力
表示されている時間をそのまま設定するときはd［確定］を押します。
■着信音を鳴らさない場合

「OFF」

O
「メール」、「チャットメール」、「メッセージR」、「メッセ－ジF」のいずれかを「OFF」に設定すると待受画面に「 」が表示されます。

お買い上げ時
ON

お買い上げ時
ON

お買い上げ時
アラーム高音

お買い上げ時
すべて5秒
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〈通知音出力切替〉

イヤホンとスピーカから着信音を鳴らす
スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続しているとき、イヤホンとスピーカから着信音やアラーム通
知音などが鳴るように設定します。 
●本機能の設定対象は、音声電話・テレビ電話・メールの着信時やアラーム通知時に鳴る音です（データBOXから
再生したメロディはスピーカからは鳴りません）。

1 i51 「イヤホン+スピーカ」「イヤホン（20秒後スピーカ）」または
「イヤホン（イヤホンのみ）」

〈マナーモード〉

電話から鳴る音を消す
FOMA端末のスピーカから出る着信音やボタン確認音などを、ボタン1つの操作で鳴らさないように設定し
ます。 
●マナーモード設定中は、以下の音を振動でお知らせします。 
・着信音※1 

・めざまし時計※2、スケジュール、ToDo、通話料金通知の各アラーム通知音※3 
・FOMA端末を折り畳んでいるときの不在着信／新着メールの確認音 
※1：「バイブレータ」の設定パターンで振動します。「バイブレータ」が「OFF」に設定されている場合は「パターン2」で振動します。 
※2：「アラーム停止方法」を「振るとアラーム停止」に設定した場合、バイブレータは振動しません。
※3：「バイブレータ」の「電話」の設定パターンで振動します。「バイブレータ」の「電話」が「OFF」に設定されている場合は

「パターン2」で振動します。
●マナーモード設定中の動作は「マナーモード選択」で「マナーモード／スーパーサイレント／オリジナルマナー」
の3種類から選択することができます。→P.119

1 待受画面表示中または通話中 q（1秒以上）
マナーモードが設定されて「 」が表示されます。 
通話中は「ピッピッ」という音が鳴り、マナーモードに設定したことを通知するメッセージが
表示されます。 
マナーモード設定中は「 」のほかに、「マナーモード選択」で設定した内容が表示されます。 

：「バイブレータ」で通知 
、 、 ：「着信音量」を「消去」に設定
  ～  ：「伝言メモ」で録音するように設定（数字は録音されている伝言メモの件数）

■マナーモードを解除する場合 
待受画面表示中または通話中 q（1秒以上）

マナーモードが解除されて「 」の表示が消えます。 
通話中は「ピッピッ」という音が鳴り、マナーモードを解除したことを通知するメッセージ
が表示されます。 

O
本機能を「イヤホン（20秒後スピーカ）」、「イヤホン（イヤホンのみ）」に設定していても、イヤホンマイクを接続していない場合
はスピーカから音が鳴ります。また、イヤホンマイクを接続していてもカメラのシャッター音などはスピーカから音が鳴ります。
「イヤホン（20秒後スピーカ）」に設定している場合、着信音やアラーム通知音が鳴って約20秒後にイヤホンとスピーカの両方から
鳴ります。
スイッチ付イヤホンマイクのコードをFOMA端末に巻き付けないでください。また、通話中にスイッチ付イヤホンマイクのコードを
FOMA端末に近づけると、雑音が入ることがあります。

O
マナーモード設定中でも、カメラで撮影するときのシャッター音は鳴ります。

お買い上げ時
イヤホン（イヤホンのみ）
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〈マナーモード選択〉

マナーモードを変更する
マナーモード設定中の動作を選択します。 
●お買い上げのとき、「オリジナルマナー」の動作は以下のように設定されています。 
・伝言メモ：OFF ・バイブレータ：ON ・電話着信音量：消去 
・メール着信音量：消去 ・めざまし音量：消去 ・メモ確認音：ON 
・ボタン確認音：OFF ・通話中マイク感度：アップ ・低電圧アラーム：OFF 

1 i20
「マナーモード選択画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
マナーモード……スピーカから出るすべての音を消去し、着信などをバイブレータ（振動）でお知らせします。ただ
し、受話口から鳴る確認音（音声メモやメモの再生／消去でs［MEMO／CHECK］を押したときの確認音）は消
去しません。

スーパーサイレント……スピーカから出るすべての音と、受話口から鳴る確認音を消去し、着信などをバイブレータ
（振動）でお知らせします。

オリジナルマナー……お客様のお好みによってマナーモード設定中の動作を設定できます。マナーモード設定中に電
話がかかってきたときの動作、めざまし時計のアラーム音量などをあらかじめ設定しておくことができます。
「オリジナルマナーを設定する」→P.119

オリジナルマナーを設定する

1 マナーモード選択画面（P.119） 「オリジナルマナー」 以下の項目から選択
伝言メモ……伝言メモを設定します。「電話に出られないときに用件を録音する」→P.79

バイブレータ……バイブレータを設定します。「着信を振動で知らせる」→P.116

電話着信音量……音声電話とテレビ電話、64Kデータ通信の着信音量を設定します。
「着信音の音量を調節する」→P.73

メール着信音量……メール、チャットメール、パケット通信、メッセージR／Fの着信音量を設定します。「着信音
の音量を調節する」→P.73

めざまし音量……めざまし時計のアラーム音量を設定します。「めざまし時計として使う」→P.303

メモ確認音……「伝言メモ」や「音声メモ」などの確認音を設定します。

ボタン確認音……ボタン確認音を設定します。「ボタンを押したときに鳴る音を設定する」→P.117

通話中マイク感度……通話中のマイク感度を「標準／アップ」から選択します。

低電圧アラーム……電池切れアラームを設定します。「電池が切れたときは?」→P.48

2 それぞれの項目を設定o［完了］

お買い上げ時
マナーモード

　スーパーサイレント
　オリジナルマナー

メニュー２０
マナーモード選択

　　　着信

選択

　マナーモード

マナーモード選択画面
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■マナーモードに設定すると 
各マナーモードは以下のような設定になります。 

※1：通話中のマイクの感度がアップの状態になっていると、通話中に小さな声で話しても相手に聞こえる声が大きくなります。ただ
し、「カメラ」の動画撮影時には、マイク感度は「標準」になります。 

項目 マナー
モード

スーパー
サイレント

オリジナルマナー
（オリジナルマナーの設定項目を示します）

伝言メモの起動 OFF 「伝言メモ」の設定値
バイブレータ ON 「バイブレータ」の設定値
音声電話、テレビ電話、64Kデータ通信の着信音
量

消去 「電話着信音量」の設定値

メール、チャットメール、パケット通信、メッセー
ジR／Fの着信音量

消去 「メール着信音量」の設定値

めざまし時計のアラーム音量（スヌーズ機能を含
む）

消去 「めざまし音量」の設定値

スケジュール／ToDo／料金通知のアラーム音量 消去 「電話着信音量」の設定値
音声メモや伝言メモなどの確認音、起動音、終了音 ON OFF 「メモ確認音」の設定値
ボタン確認音 OFF 「ボタン確認音」の設定値
通話中のマイクの感度※1 アップ 「通話中マイク感度」の設定値
通話中保留音 消去 「電話着信音量」の設定値

「消去」以外に設定している場合は、「レベル1」で鳴
ります。

応答保留音 消去 「電話着信音量」の設定値
「ステップ」に設定している場合は、「レベル2」で鳴
ります。

電池切れアラーム OFF 「低電圧アラーム」の設定値
「電話着信音量」を「消去」に設定していても、「低電
圧アラーム」を「ON」に設定すると、電池切れアラー
ムは「レベル1」で鳴動します。

FOMA端末を折り畳んでいるときの不在着信／新
着メールの確認音

消去 「電話着信音量」の設定値
「ステップ」に設定している場合は、「レベル2」で鳴
ります。

O
「オリジナルマナー」の伝言メモを「ON」にすると、「伝言メモ」（P.79）の「ON」で設定している呼出時間の後に伝言メモを開始
します（「OFF」に設定している場合は、8秒後に開始）。
マナーモード設定中の動作をバイブレータでお知らせするように設定した場合は、着信時の振動でFOMA端末が火気（ストーブな
ど）に近づいたり、机から落ちたりしないようご注意ください。 
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〈画面表示設定〉

画面の表示を変える
お買い上げ時 待受画面：Mineral Water 1、Cafe Latte 1、Strawberry Milk 1（本体色ごとに異なります）

ウェイクアップ表示：Wake（各色共通です）
電話発信／電話着信／テレビ電話発信／テレビ電話着信／メール送信／メール受信／問い合わせ：Mineral
Water、Cafe Latte 、Strawberry Milk（本体色ごとに異なります）

撮影した静止画やダウンロードした画像などを、待受画面や発着信画面などに表示させることもできます。 
●「画面表示設定」のすべての項目を一括してDisneyのコンテンツ（The Little Mermaid）などに設定することが
できます。また、現在の設定内容を、一括して「お気に入り」に保存することができます。→P.136

●着信音と着信画面に映像と音声が含まれるｉモーションを設定した場合は、着信音に設定されたｉモーションの
映像と音声が再生されます。

●着信音に映像と音声が含まれるｉモーション以外を設定し、着信画面に映像と音声が含まれるｉモーションを設
定した場合は、着信画面に設定されたｉモーションの映像と音声が再生されます。

1 i56
「画面表示設定画面」が表示されます。
着信画面にｉモーション以外を設定した場合は、必要に応じて着信音の設定をします。

2 以下の項目から選択 
待受画面……「待受画面のイメージを変える」→P.122

ウェイクアップ表示……FOMA端末の電源を入れたときに表示されるメッセージや画像を設定します。

OFF……画像などを表示せず、ウェイクアップ音を鳴らしません。

メッセージ……メッセージを入力します。全角で50文字、半角で100文字まで入力できます。

マイピクチャ……表示される画像を、マイピクチャから選択します。→P.266、267

電話発信……音声電話の発信時に表示される画像を、マイピクチャから選択します。→P.266、267

電話着信……音声電話の着信音と着信画面を設定します。

着信音……「携帯電話から鳴る着信音を変える」→P.114

着信画面……音声電話の着信時に表示される画像を、マイピクチャ、ｉモーションから選択します。
→P.266、267、277

テレビ電話発信……テレビ電話の発信時に表示される画像を、マイピクチャから選択します。→P.266、267

テレビ電話着信……テレビ電話の着信音と着信画面を設定します。

着信音……「携帯電話から鳴る着信音を変える」→P.114

着信画面……テレビ電話の着信時に表示される画像を、マイピクチャ、ｉモーションから選択します。
→P.266、267、277

メール送信……ｉモードメール、SMSの送信時に表示される画像を、マイピクチャから選択します。→P.266、267

メール受信……ｉモードメール、SMSの着信音と着信画面を設定します。

着信音……「携帯電話から鳴る着信音を変える」→P.114

メール着信画面……ｉモードメール、SMSの着信時に表示される画像を、マイピクチャから選択しま
す。→P.266、267

問い合わせ……ｉモード問い合わせ（ｉモードメール、メッセージ）やSMS問い合わせのときに表示される画像を、
マイピクチャから選択します。→P.266、267

画面表示設定画面

　　　画面表示設定　　

　電話着信
　テレビ電話発信
　テレビ電話着信
　メール送信
　メール受信
　問い合わせ

　ウェイクアップ表示
　電話発信

　待受画面

選択
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待受画面のイメージを変える
●お買い上げ時に登録されている「待受画面」については、P.360をご覧ください。

1 画面表示設定画面（P.121） 「待受画面」 以下の項目から選択
OFF……画像などを表示しません。

カレンダー……カレンダーを設定します。

背景画像あり……カレンダーの背景に表示される画像を、マイピクチャから選択します。→P.266、267

背景画像なし……カレンダーのみを表示します。

マイピクチャ……待受画面に表示される画像を選択します。→P.266、267

ｉモーション……待受画面に表示されるｉモーションを選択します。→P.266、277

ｉアプリ待受画面……ｉアプリ待受画面を設定します。ｉアプリ待受画面が設定されているときは、「★」が表示
されます。「ｉアプリ待受画面を設定する」→P.259

O
音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）は着信画面に設定できません。
ｉモーションによっては設定できないものがあります。
Flash画像を着信画面／メール着信画面に設定することができますが、着信音は「着信音」で設定した音が鳴ります。
お買い上げ時に登録されている待受画面用のFlash画像（Mineral Water 1、Cafe Latte 1、Strawberry Milk 1）は、待受画面
以外に貼り付けることはできません。
着信音／着信画面に設定できるｉモーションでも、パソコンや他の FOMA端末から、自分の FOMA端末に転送したもの（自分の
FOMA端末から一度外に出したものを含む）は設定できなくなります。
ウェイクアップ表示（お買い上げ時）のときに鳴るメロディは変更できません。また、音量は「着信音量」の「電話」で設定した音
量になります（「ステップ」に設定している場合は「レベル2」の音量になります）。メロディを止める場合は、いずれかのボタンを
押します。
＜着信画像の優先順位＞
着信画像の設定が重なった場合の優先順位は以下のとおりです。
①電話帳便利機能の着信イメージ→P.110 ②グループ便利機能の着信イメージ→P.110
③電話帳登録の静止画→P.102 ④着信音選択のｉモーション→P.114
⑤画面表示設定の着信イメージ／スタイルモードの着信イメージ→P.136
※ 上記①電話帳便利機能、②グループ便利機能での優先順位は以下のとおりです。
　 ①音声／テレビ電話着信音のｉモーション 　②着信イメージのｉモーション、静止画・画像
＜待受画面の優先順位＞
待受画面の設定が重なった場合の優先順位は以下のとおりです
①オート表示→P.112 ②待受ｉアプリ→P.259 ③画面表示設定／スタイルモード→P.136

O
動画やｉモーションを待受画面に設定した場合、FOMA端末を開くと動画やｉモーションが再生されます。r、t、y、v、
p、o、dのいずれかのボタンを押すと再生は終了します。また、マナーモード設定中には映像のみが表示されます。再生が終了
すると動画やｉモーションの1コマ目が待受画面に表示されます。
Flash画像を待受画面に設定した場合、FOMA端末を開くか、ほかの画面から待受画面に切り替えたときにFlash画像が再生されま
す（メロディは再生されません）。再生が終了するとFlash画像の最後1コマが待受画面に表示されます。再生の途中でtまたは
yを押すと再生が中断し、その時点でのFlash画像が待受画面に表示されます。
ダウンロードした加速度センサー対応のFlash画像を待受画面以外に貼り付けても、加速度センサーの検知対象外となります。
「ｉアプリ待受画面」が設定されている場合、「カレンダー」、「マイピクチャ」、「ｉモーション」を設定しても表示されません。これ
らの設定を行うときには「ｉアプリ待受画面」の設定を解除してください。→P.259
待受画面などに設定している画像、動画やｉモーションを削除すると、その設定は解除されてお買い上げのときの状態に戻ります。
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●お買い上げ時の待受画面について
お買い上げ時には、本体色に合わせたドリンクイメージをアニメーション化した待受画面（Mineral Water
1、Cafe Latte 1、Strawberry Milk 1）が設定されています。本体を傾けると、加速度センサーがその動
きを検知し、液面が変化します。また、電池残量（P.47）によって液量も3段階に変化します。
＜画面は「Mineral Water 1」の例＞

●待受画面にカレンダーを設定すると
待受画面にカレンダーが表示されます。簡単な操作で前後のカレンダーを確認したり、スケジュールを起動
できます。
■前後の月のカレンダーを確認する場合
待受画面表示中にdを押すと、デスクトップアイコンやカレンダーが選択できるようになります。cでカレン
ダーを反転させてd［選択］を押すと、デスクトップアイコンの表示が消え、cで前の月や次の月のカレンダー
が確認できます。

■スケジュール機能を起動する場合
fまたはgで前の月、次の月のカレンダーが表示される状態でd［選択］を押すと、スケジュール機能が起動
して表示している月のスケジュールを登録できます。

〈電話帳画像着信設定〉

着信時に電話帳に設定した画像を表示する
静止画を登録している電話帳の相手から音声電話やテレビ電話がかかってきた場合、着信時に静止画を表示
します。

1 i 「着信」 「電話帳画像着信設定」 「ON」
■表示しない場合

「OFF」

O
本体の動きを検知して動作するアニメーションの動作有効時間は、約7分間です。停止しているアニメーションの動作を再開させる
場合は、本体を一度閉じてください。

O
着信画像の設定が重なった場合の優先順位については、P.122をご覧ください。
着信画面と着信音の組み合わせまたは優先順位により、着信画面か着信音のどちらかがお買い上げ時の設定で動作する場合がありま
す。
相手が電話番号を通知してこなかった場合は、画像は表示されません。
本機能の設定にかかわらず、シークレットデータとして登録された電話帳の画像は表示されません。

お買い上げ時
ON
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〈照明設定〉

ディスプレイとボタンの照明を設定する 
お買い上げ時 通常時：ON（点灯）＋省電（待ち時間5分）　充電時：標準　範囲：液晶＋ボタン　明るさ：レベル2 

1 i70 以下の項目から選択
通常時…… バックライトの動作「ON」または「OFF」 省電力モード「ON」または「OFF」
省電力モードを「ON」に設定する場合、省電力モードに移るまでの待ち時間（02～20分の2桁）も入力します。

・ バックライトの動作を「OFF」に設定すると待受画面に「 」が表示されます。
・ 省電力モードを「ON」に設定すると、設定した待ち時間経過後、待受画面の表示が消えます（省電力モード）。

充電時…… 「標準」または「常時点灯」

範囲……バックライトの点灯範囲を選択します。
「液晶＋ボタン」または「液晶」

明るさ……明るさを「レベル3～1」から選択します。

〈画面デザイン〉

ディスプレイのデザインを変更する
お買い上げ時 ＜本体色Mineral Water＞　配色パターン：フレッシュグレー　背景パターン1：OFF　

背景パターン2：背景色1　電池残量アイコン／受信レベルアイコン：Mineral Water
＜本体色Cafe Latte＞　配色パターン：ムーンイエロー　背景パターン1：OFF　
背景パターン2：背景色1　電池残量アイコン／受信レベルアイコン：Cafe Latte
＜本体色Strawberry Milk＞　配色パターン：トワイライトローズ　背景パターン1：OFF　
背景パターン2：背景色3　電池残量アイコン／受信レベルアイコン：Strawberry Milk

文字や背景、ディスプレイ上下部やソフトキーの背景などを変更します。 

1 i86 以下の項目から選択
配色パターン……配色パターンを「フレッシュグレー／ムーンイエロー／チャームラベンダー／トワイライトローズ／
カームブラック」から選択します。※1

背景パターン1……ディスプレイ上部のアイコン表示エリア、下部のソフトキー表示エリアの背景パターンを「OFF
（表示しない）／Mineral Water 1／Mineral Water 2／Cafe Latte 1／Cafe Latte 2／Strawberry Milk 1／
Strawberry Milk 2／クリスタルブルー／ステッチ」から選択します。※1

背景パターン2……ソフトキーの背景パターンを「背景色1～背景色3」から選択します。※1

電池残量アイコン・受信レベルアイコン……それぞれのアイコンデザインを「Mineral Water／Cafe Latte／
Strawberry Milk／The Little Mermaid」から選択します。スタイルプラスに付属のQRコードを読み取ると、ス
タンダードアイコン（ ）が1つ追加されます（全色共通）。

※1：選択中は選択されているパターンがディスプレイに表示されます。

O
バックライトの点灯／消灯は5を1秒以上押しても切り替えることができます。
「通常時」を「ON」に設定したときは、着信中は点灯したままとなり、電源を入れたときやボタン操作を行ったとき、FOMA端末を
開いたときにバックライトを約15秒間点灯します。カメラ起動中、動画／ｉモーション再生中は常時点灯します。「OFF」に設定
すると、バックライトは点灯しません。ただし、動画撮影中は「通常時」の設定にかかわらず、常時点灯します。
「充電時」の設定を「常時点灯」に設定した充電状態であっても、約15秒間操作のない場合は、充電の効率を高めるためにディスプ
レイのバックライトの明るさを「レベル1」にして点灯し続けます。
メールやメッセージR／Fの本文を表示させたときは、本文の長さにより点灯時間が異なります。
省電力モード中にボタン操作などを行うと省電力モードは解除されます。
省電力モードに移るまでの待ち時間を短く設定すると、Flash画像やアニメーションの再生が終了する前に省電力モードになる場合
があります。

O
アイコンや画像は本機能を変更しても色は変わりません。またｉモードのサイト画面など、本機能の設定を変更しても配色の変わら
ない画面や機能があります。
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メニュー表示を変更する
メニュー表示のしかたを設定する＜メニュー画面設定＞

お買い上げ時 ガイダンス表示：絵と文　メニュー表示：一覧表示　
テーマ：Mineral Water、Cafe Latte、Strawberry Milk（本体色ごとに異なります）

メインメニューで大項目アイコンのガイダンス表示を変えたり、「各種設定」のメニュー小項目（機能）の表
示方法を設定します。
●本機能の設定にかかわらず、オリジナルメニューは一覧表示されます。

■ガイダンス表示について

■メニュー表示について

■テーマについて

「OFF」の場合「文」の場合「絵と文」の場合

選択 選択 選択

「詳細表示」の場合

ノイズキャンセラ

ＯＮ

　　　　　通話

選択

メニュー７６

通話品質アラーム
確認機能設定

「一覧表示」の場合

　ノイズキャンセラ

　通話品質アラーム
　再接続機能
　通話中イルミネーション　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ＯＮ

　保留音設定

　　　　　通話

選択

　自動発信設定

選択 選択 選択

「Strawberry Milk」の場合

選択

「Mineral Water」の場合 「Cafe Latte」の場合 「The Little Mermaid」の場合
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1 i57
「メニュー画面設定画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
ガイダンス表示……大項目のガイダンス表示を「絵と文／文／OFF（表示しない）」から選択します。

メニュー表示……小項目の表示のしかたを「詳細表示／一覧表示」から選択します。

テーマ……大項目の選択画面の背景やアイコンを「Mineral Water／Cafe Latte／Strawberry Milk／The Little
Mermaid／オリジナルテーマ」から選択します。オリジナルテーマについては「メインメニューの画面を変更する」
（P.126）を参照してください。

メインメニューの画面を変更する
大項目の選択画面（メインメニュー）の各アイコンと背景のイメージを変更します。また、マルチタスク
（P.301）のグループ枠の色を設定することもできます。

1 メニュー画面設定画面（P.126） 「テーマ」 「オリジナル
テーマ」
「オリジナルテーマ画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
メール・ｉモード・ｉアプリ・各種設定・データBOX・LifeKit・サービス・電話帳・ユーザデータ……メインメ
ニューの各アイコンをマイピクチャから選択します。→P.266、267
「プリインストール」を選択すると、あらかじめ登録されているアイコンが表示されます。

背景イメージ……メインメニューの背景イメージをマイピクチャから選択します。→P.266、267
「プリインストール」を選択すると、あらかじめ登録されている背景画像が表示されます。

■マルチタスクのグループ枠を設定する場合
「背景イメージ」を反転 o［デモ］ p［枠色］ bでカラーパレットから色を選択

色を選択しているときは、o［切替］を押すごとにカラーパレットが16色と256色に切り替わります。

O
選択画面でo［デモ］を押すと、反転表示している項目の画像内容を確認することができます。
FOMAカード動作制限機能（P.40）の対象となる画像がメニューアイコンおよび背景イメージに1つでも設定されていると、ほかの
FOMAカードに差し替えた場合やFOMAカードを抜いた場合にオリジナルテーマはお買い上げ時の表示になります。
JPEG形式、GIF形式、アニメーションGIF形式の画像でファイル容量が100Kバイト以下、画像サイズが横640×縦480ドットま
での画像が設定できます。画像表示エリアより大きい場合は、縦横が同じ比率で縮小表示されます。小さい場合は中央に表示されま
す。
メニューアイコンに設定したアニメーションGIF形式の画像は、あらかじめ設定されている繰り返し回数の情報にかかわらず、アニ
メーション動作回数は1回となります。また、背景イメージにアニメーションGIF形式の画像を設定してもアニメーションは動作し
ません。

メニュー画面設定画面

　　　ディスプレイ

メニュー画面設定
メニュー５７

　メニュー表示
　テーマ

　ガイダンス表示

選択

オリジナルテーマ画面

　　オリジナルテーマ

　データＢОＸ
　ＬｉｆｅＫｉｔ
　サービス
　電話帳
　ユーザデータ
　背景イメージ

　ｉモード

　各種設定

　メール

選択デモ

　　アプリ

機能

機能メニュー P.127
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オリジナルテーマ画面
●オリジナルテーマの設定を変更した場合のみ表示されます。

1 オリジナルテーマ画面（P.126） p［機能］ 以下の項目から選択
1件リセット……変更した大項目のアイコンまたは背景イメージをお買い上げのときの設定に戻します。

全件リセット……メインメニューのアイコンと背景イメージをすべてお買い上げのときの設定に戻します。

オリジナルメニューを作成する＜オリジナルメニュー登録＞

お買い上げ時 自局番号表示、ｉモード問い合わせ、着信音量、バイブレータ、めざまし時計、端末暗証番号変更

よく使う機能を「オリジナルメニュー」として登録しておくと、簡単に機能を呼び出すことができます。
→P.34
●オリジナルメニューは最大10件まで登録できます。
●オリジナルメニューに登録できる機能は、「メール」、「ｉモード」、「ｉアプリ」の大項目と「各種設定」、「データ
BOX」、「LifeKit」、「サービス」、「電話帳」、「ユーザデータ」の各中項目および小項目です。

●同じ機能を登録することはできません。

1 i52
「オリジナルメニュー登録画面」が表示されます。

2 「＜未登録＞」 bで機能を選択
■すでに登録されている機能を変更する場合

機能が登録されている項目を選択

オリジナルメニュー登録画面

1 オリジナルメニュー登録画面（P.127） p［機能］ 以下の項目から選択
メニュー登録……オリジナルメニューを登録します。

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

オリジナルメニュー初期化……お買い上げのときの設定に戻します。

解除……機能をオリジナルメニューから解除します。

全解除……登録されているすべての機能をオリジナルメニューから解除します。

オリジナルメニュー
登録画面

　自局番号表示
　ｉモード問い合わせ
　着信音量
　バイブレータ
　めざまし時計
　端末暗証番号変更
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

　　　　オリシ゛ナルメニュー登録

選択 機能

機能メニュー P.127
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イルミネーションの点滅のしかたを設定する
閉じたときや充電完了時の点滅のしかたを設定する＜イルミネーション・ウィンドウ＞

お買い上げ時 お買い上げ時　クローズイルミネーション：ON
充電完了イルミネーション：15秒

FOMA端末を閉じたときや充電完了時に、イルミネーションを点滅させるかどうかを設定します。

1 i93 以下の項目から選択
クローズイルミネーション……FOMA端末を閉じたときにイルミネーションを点滅させるかどうか（ON／OFF）を
設定します。「ON」に設定すると、アクアイルミネーションが順番に約5秒間点滅します。

充電完了イルミネーション……充電完了後のイルミネーションの点滅時間を「15秒／1分／5分／OFF」から選択
します。点滅させないときは「OFF」を選択します。
点滅時間を設定すると、アクアイルミネーションが順番に点滅します。

着信時の点滅のしかたを設定する＜イルミネーション設定＞

お買い上げ時 電話：色5　テレビ電話：色5　メール：色1　チャットメール：色3
メッセージR／F：色1　パターン設定：固定パターン　カラー名：色1～12 　不在お知らせ：ON

音声電話やテレビ電話がかかってきたときや、メール、チャットメール、メッセージR／Fを受信したときの
着信イルミネーションの点滅色や点滅のしかた（点滅パターン）を設定します。
●指定した電話番号やメールアドレス、グループからの着信それぞれに点滅色を設定することもできます。→P.110

1 i89 以下の項目から選択
着信イルミネーション選択……「電話（音声電話）／テレビ電話／メール／チャットメール／メッセージR／メッ
セージF」の着信イルミネーションの点滅色を選択します。
選択中は選択されている点滅色が着信イルミネーションに表示されます。
色1～色12　 ：それぞれの色で点滅します。
グラデーション：色1～色12が順番に点滅します。

パターン設定※１……着信イルミネーションの点滅パターンを「固定パターン／メロディ連動」から選択します。

カラー設定……カラーを設定します。

カラー名編集…… 色を選択 カラー名を入力
全角で10文字、半角で20文字まで入力できます。

カラー調節…… 色を選択 bで色合いを調節

不在お知らせ……ディスプレイに不在着信または新着メール（ｉモードメール、チャットメール、SMS）のアイコ
ンが表示されているときに、着信イルミネーションを点滅させ続けるか点滅させないかを設定します。

※1：ボタンのバックライトも着信イルミネーションと同じパターンで点滅します。

O
点滅パターン（速さ）は変更できません。常に「通話中イルミネーション」（P.129）の「パターン1」の速さになります。
充電完了イルミネーションを「OFF」以外に設定すると、電源を切って充電していても充電が完了すると、アクアイルミネーション
が順番に点滅します。
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定通話中の点滅のしかたを設定する<通話中イルミネーション>

音声通話中やテレビ電話中のイルミネーションの点滅のしかたを設定します。

1 i 「通話」 「通話中イルミネーション」 以下の項目から選択
OFF……アクアイルミネーションが点滅しません。

パターン1……アクアイルミネーションが、標準的な速さで、順番に点滅します。

パターン2……アクアイルミネーションが、パターン1よりも遅く、順番に点滅します。

パターン3……アクアイルミネーションが下から順に1つ、2つ、3つと点灯するパターンを繰り返します。

O
着信音に「着信音1～3」を設定している場合は、本機能の設定にかかわらず着信音に合わせて点滅します。
「メロディ連動」に設定していても、着信音にメロディ連動対応の点滅パターンが登録されていない場合や着モーションの場合は「固
定パターン」で点滅します。
複数のメールやメッセージR／Fを同時に受信した場合の着信イルミネーションの動作は以下のとおりです。

＜着信イルミネーションの優先順位＞
着信イルミネーションの設定が重なった場合の優先順位は以下のとおりです。
①電話帳便利機能の着信・メールイルミネーション→P.110
②グループ便利機能の着信・メールイルミネーション→P.110
③着信イルミネーションの設定

O
「OFF」以外に設定すると、通話中保留、応答保留中、伝言メモ録音中などもアクアイルミネーションが順番に点滅します。ただし、
点滅パターンはここでの設定に関係なく一定となり、約4秒周期でゆっくりと点滅します。

受信内容 着信イルミネーションの動作
メールを複数受信 最後に受信したメールに設定されている着信イルミネーションで動作します。
メッセージR／Fを同時に受信 メッセージRに設定されている着信イルミネーションで動作します。
メールとメッセージR／Fを同時に受信 最後に受信したメールに設定されている着信イルミネーションで動作します。

お買い上げ時
OFF
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〈通話中時間表示〉

通話中の通話時間表示を設定する
音声通話中やテレビ電話中に通話時間を表示するかしないかを設定します。
●通話時間が「19時間59分59秒」を超えた場合は、「0秒」から再カウントされます。
●表示される通話時間はあくまでも目安であり、正確なものではありません。
●ｉモード中およびパケット通信中の通信時間はカウントされません。

1 i48 「ON」
■表示しない場合

「OFF」

〈フォント設定〉

文字のフォントを変える
お買い上げ時 文字パターン：フォント1　太さ：中太字

ディスプレイに表示される文字をお好みのフォント（書体）に切り替えます。

1 i66 以下の項目から選択
文字パターン……文字パターンを「フォント1／フォント2」から選択します。選択したフォントの文字例が画面の
下部に表示されます。

太さ……太さを「細字／中太字／太字」から選択します。選択した太さの文字例が画面の下部に表示されます。

O
表示される通話時間は音声電話やテレビ電話の通話中に切り替えの操作をするたびに0秒にリセットされます。ただし、切り替え操
作を行った後、テレビ電話で通話を終了した場合は、表示される通話時間は音声電話とテレビ電話の合計となります。

O
時計表示や電話番号入力画面などの文字は、本機能の設定対象外です。
「フォント2」に切り替わるのは、英字（全角、半角）、数字（全角、半角）、ひらがな、カタカナ（全角、半角）と一部の記号、ギリ
シャ文字、ロシア文字だけです。漢字などほかの文字はすべて「フォント1」で表示されます。

お買い上げ時
ON
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〈待受時計表示〉

待受画面の時計表示を設定する
お買い上げ時 表示方法：日本語　表示サイズ：大きく表示

待受画面の曜日を日本語または英語に設定したり、時刻の表示サイズを設定します。また、日付や時刻を表
示しないように設定することもできます。

1 i39 以下の項目から選択
表示方法……曜日の表示を「日本語／英語」から選択します。「OFF」を選択すると日付、時刻を表示しません。

表示サイズ……時刻の表示サイズを選択します。

大きく表示……日付と大きい時刻を表示します。

小さく表示……日付と小さい時刻を表示します。

下に小さく表示……時刻のみを画面下に小さく表示します。

〈バイリンガル〉

画面を英語表示に切り替える
ディスプレイに表示される各機能名やメッセージなどを日本語表示／英語表示に切り替えます。

1 i15

O
「バイリンガル」の設定が「English」のときは、「表示方法」の選択肢が「ON」または「OFF」の2項目になります。
「表示サイズ」で「下に小さく表示」を選んだ場合、ｉチャネルのテロップ表示設定を「表示する」または「受信時のみ表示する」に
設定していると、テロップ表示中は時刻が見えなくなります。

■日本語表示から英語表示に切り替える場合 ■英語表示から日本語表示に切り替える場合
「English」 「日本語」

O
FOMAカードを挿入している場合、バイリンガルの設定はFOMAカードに記憶されます。

お買い上げ時
Japanese

　　Ｊａｐａｎｅｓｅ
　　Ｅｎｇｌｉｓｈ

バイリンガル

　　　ディスプレイ
メニュー１５

日本語表示のとき

　　Ｅｎｇｌｉｓｈ
　日本語
　英語

Ｓｅｌｅｃｔ　ｌａｎｇｕａｇｅ

　　　　Ｄｉｓｐｌａｙ
Ｍｅｎｕ１５

英語表示のとき
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〈デスクトップ〉

デスクトップアイコンを利用する
よくかける電話番号やよく使う機能をデスクトップアイコンとして待受画面に貼り付けると、簡単な操作で
電話番号を表示したり機能を呼び出したりできます。
●デスクトップに貼り付けられるアイコンは以下のとおりです。

※1： デスクトップアイコンを選択したときに表示されるタイトルは、いずれの場合も先頭から全角で11文字、半角で22文字まで
です。 

●デスクトップアイコンは15件まで貼り付けることができます。 ただし、カメラなどの機能を貼り付ける場合は、
同じ機能を複数貼り付けることはできません。

●あらかじめ登録されている ｉ モーション、メロディや画像、または自作アニメをデスクトップアイコンに貼り付
けることはできません。 

デスクトップアイコンを貼り付ける 
貼り付けたい機能の画面、データの一覧画面または詳細画面で機能メニューから「デスクトップ貼付」を選
択します。

＜例：電話帳の電話番号を貼り付ける場合＞ 

電話帳詳細画面の機能メニューの「デスクトップ貼付」→ P.107

表示される
アイコン 種類 タイトル※1

電話番号 電話帳に登録されている名前（ない場合は電話番号）

メールアドレス 電話帳に登録されている名前（ない場合はメールアドレス）

SMSアドレス 電話帳に登録されている名前（ない場合は電話番号）

URL ページのタイトル（ない場合は「http://」または「https://」を除いたURLの表示）

メロディ メロディのタイトル（ない場合は「メロディ」） 

画像 画像のタイトル名（ない場合は「イメージ」）

動画またはｉモーション 動画またはｉモーションのタイトル（ない場合は「ｉモーション」）

キャラ電 キャラ電のタイトル（ない場合は「キャラ電」）

ｉアプリのソフト ソフト名

カメラ

それぞれの機能名（左記「種類」と同じ）

ToDo

ｉチャネル

アクセスリーダー

バーコードリーダー

赤外線受信

辞典

オリジナルメニュー
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デスクトップアイコンからデータや機能を呼び出す 

1 待受画面表示中 d 
「デスクトップアイコン画面」が表示され、デスクトップアイコンが選択できる状態になりま
す。
反転表示されたデスクトップアイコンには吹き出しタイトルが表示されます。

2 bでデスクトップアイコンを選択
■デスクトップアイコンが6件以上登録されている場合 

画面の左右に「 」が表示されます。vでデスクトップアイコンをスクロールできます。 

デスクトップアイコンの情報を確認する

1 i63
「デスクトップ画面」が表示されます。

2 タイトルを選択

デスクトップアイコン画面／デスクトップ画面

1 デスクトップアイコン画面（P.133）／デスクトップ画面（P.133） p
［機能］ 以下の項目から選択
タイトル編集……デスクトップアイコンのタイトルを編集します。全角で16文字、半角で32文字まで入力できます。

デスクトップ初期化……お買い上げのときの状態（「カメラ」のみ）に戻します。

アイコン情報※1……アイコン情報を表示します。

1件削除……デスクトップアイコンを1件削除します。

全削除……デスクトップアイコンをすべて削除します。

移動……アイコンを移動します。
「YES」 vまたはcで移動 d［配置］

※1：デスクトップアイコン画面でのみ利用できる機能です。

デスクトップアイコン画面

選択 機能

　　　アニメの歌

機能メニュー P.133

デスクトップ画面

　　カメラ
　　　　　デスクトップ

選択 機能

機能メニュー P.133
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情報を通知するデスクトップアイコン
アイコン 通知内容 操作後の表示／起動内容

新着メールの着信があったことを通知します。アイコンを選択すると、
メールの内容に合わせて感情お知らせメールのアイコンが表示されます。
→P.223

最新のメールが保存されている受信メール
フォルダのメール一覧画面を表示します。

チャットメールがあったことを通知します。アイコンを選択すると、
チャットメールの内容に合わせて感情お知らせメールのアイコンが表示
されます。→P.223

チャット画面を表示します。

不在着信があったことを通知します。アイコンを選択すると、不在着信の件
数を表示します。

「不在着信履歴」を表示します。

伝言メモがあることを通知します。 「メモの再生／消去」を起動します。

留守番電話サービスセンターに伝言メッセージが入っていることを通知
します。

「留守番電話」を起動します。 

めざまし時計、スケジュール、ToDoのアラーム通知ができなかったこと
を通知します。

通知できなかった最新のアラームの情報を
表示します。 

ｉアプリのソフトが自動起動できなかったことを通知します。 自動起動情報画面を表示します。

ｉアプリ待受画面が異常終了したことを通知します。 セキュリティエラー履歴を表示します。

ソフトウェア更新が終了したことを通知します。 端末暗証番号を入力した後、更新結果表示画
面を表示します。

待受画面やテンプレートなどのコンテンツが増えたことを通知します。 スタイルモード一覧画面を表示します。

積算通話料金が設定した通知金額を超えたことを通知します。 通話料金通知画面を表示します。

O
情報を通知するデスクトップアイコンから各機能を呼び出した場合、またはメニューから各機能を呼び出した場合、そのデスクトッ
プアイコンは消えます。ただし、「伝言メモあり」のデスクトップアイコンは伝言メモを再生または消去しないと消えません。
情報を通知するデスクトップアイコンを消したい場合はtを1秒以上押します（表示が消えるだけで内容は消去されません）。
「呼出時間表示設定」（P.154）の「時間内不在着信表示」を「表示しない」に設定しているとき、「無音時間設定」で設定した時間
より呼出時間が短い着信を受けた場合は、「 」のアイコンは表示されません。ただし、電話帳に登録されている電話番号からの着
信は通知します。
保存先の受信BOXがセキュリティ設定中のときに受信した新着メール、新着チャットメールは、デスクトップアイコンを選択しても
感情お知らせメールのアイコンが表示されません。
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〈表示アイコン選択設定〉 

待受画面の表示アイコンを選択できるようにする
待受画面上のアイコンや日付表示、時刻表示をbで選択できるようにします。

1 i 「その他」 「表示アイコン選択設定」 「ON」
■選択できないようにする場合

「OFF」

マルチファンクションボタン（b）で表示アイコンを選択する

1 待受画面表示中 d bでアイコンを反転
日付表示、時計表示を反転することもできます。
反転したアイコンのタイトルが表示されます。

2 d［選択］
選択したアイコンの設定画面などが表示されます。

■選択できるアイコン・表示と、選択後の状態

アイコン 表示内容

「画面デザイン」を表示

「PIMロック」を解除する画面を表示

　 「ダイヤル発信制限」を解除する画面を表示

「ダイヤル発信制限」と「PIMロック」を解除するための選択画面を表示

　 （赤色）　 　 　 （赤色）「受信メールフォルダ一覧画面」を表示

　 （赤色）　 　 （赤色） 「メッセージR」「メッセージF」を表示

　 （赤色）　 　 （赤色）

　 （赤色）

「ｉモード問い合わせ」を行います。

　 「画面デザイン」を表示

「セルフモード」を解除する画面を表示

　 「タスクメニュー」を表示

　 　 「バイブレータ」と「メール／メッセージ鳴動」の選択画面を表示

　 　 ・通常のとき（マナーモードでないとき）
「着信音量」と「メール／メッセージ鳴動」の選択画面を表示します。

・マナーモード、スーパーサイレントのとき
設定できないことを通知するメッセージが表示されます。

・オリジナルマナーのとき
「オリジナルマナー」と「メール／メッセージ鳴動」の選択画面を表示します。

「マナーモード選択」を表示

「遠隔監視設定」を表示

　 「アラーム設定」を表示

録音されていないことを通知するメッセージを表示

～ 「メモの再生／消去」を表示

お買い上げ時
ON

選択

セルフモード
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スタイルモードを設定する
画面や着信音など、FOMA端末のさまざまなデザインを一括設定します。
●一括設定できる対象項目は以下のとおりです。
・「画面表示設定」（P.121）
・「着信音選択」（P.114）
・「メニュー画面設定」（P.125）の「オリジナルテーマ」
・「画面デザイン」（P.124）

●お買い上げ時には、本体色（Mineral Water、Cafe Latte、Strawberry Milk）に合わせたデザインがあらかじ
め一括設定されています。

●「スタイルプラス」に付属のQRコードをバーコードリーダー（P.171）で読み取ると、新たにスタイルモード一
覧画面に項目名（Stone Therapy、Forest Life、Fabric）が追加表示され、本機能からスタイルプラス用コン
テンツを一括設定できます。
※QRコードを読み取って追加された項目では、「着信音」は一括設定の対象外となります。
※「画面デザイン」の電池残量アイコン、受信レベルアイコンは、すべてのスタイルプラス用コンテンツで共通
（スタンダード）です。

※スタイルプラスに付属のQRコードは、NECの携帯電話サイト「ワイワイもばいる」のFOMA N702iSの製品
情報ページにも公開されています。

●スタイルモード一覧画面に表示されるスタイルプラス用項目名とスタイルプラスの色との関係は以下のとおりで
す。

※1：FOMA端末と同色です。

＜項目別の待受画面用画像例※1＞

※1：本コンテンツは日本電気株式会社より提供されるものです。
※2：時間帯によってイメージが変わります。
※3：起動するごとにイメージが変わります。

～ 「留守番電話」を表示。留守番電話の伝言メッセージが11件以上の場合でも「留守番電話

10件」と表示します。

「照明設定」を表示

「サイドボタン操作」を表示

日付 「スケジュール」を表示（時計設定をしていないときは「時計設定」を表示）

時計 「めざまし時計」を表示（時計設定をしていないときは「時計設定」を表示）

　 　 　 　 　

　 　 　

起動しているタスクを切り替えて表示

項目名 スタイルプラスの色
Stone Therapy Mineral Water※1、Cranberry、Matcha
Forest Life Cafe Latte※1、Soda
Fabric Strawberry Milk※1、Orange Juice、Hot Chocolate

アイコン 表示内容

Stone Therapy
・Mineral Water
・Cranberry
・Matcha

Forest Life※2
・Cafe Latte
・Soda

Fabric※3
・Strawberry Milk
・Orange Juice
・Hot Chocolate
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スタイルモードを一括設定する
スタイルモード一覧画面に表示された項目を選んで一括設定します。
●一括設定する前に、現在の設定内容を「お気に入り」に保存しておくと、後でその設定に戻すことができます。
→P.138

＜例：Disneyの「The Little Mermaid」を設定する場合＞ 

1 i 「その他」 「スタイルモード」
「スタイルモード一覧画面」が表示されます。

2 「The Little Mermaid」
「The Little Mermaid」の設定内容が表示されます。
■設定内容を確認する場合

項目を反転 d［デモ］

3 o［完了］ 「YES」

O
「配色パターン／背景パターン1／背景パターン2」を反転しているときにはd［デモ］は表示されません。反転したパターンが画
面に表示されます。
スタイルモードの設定と、ほかの機能の設定が重なった場合の優先順位については、以下のページをご覧ください。
・着信音の優先順位→P.115
・着信画像／待受画面の優先順位→P.122
スタイルモードを設定した後に、一括設定された対象項目の設定を個別に行った場合は、個別の設定が優先されます。
「お気に入り」画面の各項目から設定変更はできません。

0120-102-001

スタイルプラス用コンテンツに関するお問い合わせ
NEC（NEC NTTドコモターミナル営業本部）
■一般電話などからの場合

受付時間 ： 平日 午前 9：00～12：00 午後 1：00～5：00
 （土・日・祝日・NEC所定の休日を除く）
※ダイヤル番号をよくご確認の上、お間違いのないようおかけください。

スタイルモード一覧画面

　お気に入り

　Ｃａｆｅ　Ｌａｔｔｅ

　　　　スタイルモード

選択

　Ｍｉｎｅｒａｌ　Ｗａｔｅｒ

　Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ　Ｍｉｌｋ
　Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ

The Little Mermaid

デモ完了

待受画像
Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ　１

ウェイクアップ画像
Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ　２

電話発信画像
Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ

電話着信画像
Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ

テレビ電話発信画像
Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ

　　１／６
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現在の設定をお気に入りに保存する

1 スタイルモード一覧画面（P.137） 「お気に入り」
「お気に入り画面」が表示されます。お買い上げのときは「設定なし」と表示されます。

2 p［機能］ 「現在の設定情報取得」 「YES」

お気に入り画面

1 お気に入り画面（P.138） p［機能］ 以下の項目から選択
完了……スタイルモードを「お気に入り」に設定します。→P.137

現在の設定情報取得……現在の設定を「お気に入り」に保存します。

お気に入り初期化……「お気に入り」の保存内容を消去します。

O
サイトからダウンロードしたり、メールに添付されていた画像やｉモーション、メロディなどは、「お気に入り」に保存したり、一
括設定できない場合があります。
「待受画面」に「ｉアプリ待受画面」を設定している場合は、「お気に入り」の「待受画像」に保存されません。
「お気に入り」に保存された画像や ｉモーション、メロディなどが削除された場合、「お気に入り」の保存内容から消去され「設定
なし」と表示されます。

お気に入り画面

待受画像
設定なし

ウェイクアップ画像
設定なし

電話発信画像
設定なし

電話着信画像
設定なし

テレビ電話発信画像
設定なし

お気に入り

機能

　　１／６

機能メニュー P.138
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暗証番号について 
FOMA端末には、便利にお使いいただくための各種機能に、暗証番号の必要なものがあります。各種端末操
作用の端末暗証番号のほか、ネットワークサービスでお使いになるネットワーク暗証番号、ｉモードパスワー
ドなどがあります。用途ごとに上手に使い分けて、FOMA端末を活用してください。

■端末暗証番号
端末暗証番号は、お買い上げ時は「0000」（数字のゼロ4つ）に設定されていますが、お客様ご自身で番
号を変更できます。→P.141

端末暗証番号の入力画面が表示された場合は、４～８桁の端末暗証番号を入力し、d
［確定］を押します。

●端末暗証番号入力時はディスプレイに「_」で表示され、数字は表示されません。
●間違った端末暗証番号を入力した場合や、約15秒間何も入力しなかった場合は、警告音が鳴
り、警告メッセージが表示されます。

■ネットワーク暗証番号
ドコモeサイトでの各種手続き時や、各種ネットワークサービスご利用時にお使いいただく数字４桁の番
号で、ご契約時に任意の番号を設定いただきますが、お客様ご自身で番号を変更できます。
パソコン向け総合サポートサイト「My DoCoMo」の「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちの方は、
パソコンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続きができます。
なお、ｉモードからは、ドコモeサイト内の「各種手続き」からお客様ご自身で変更ができます。
※「My DoCoMo」「ドコモeサイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。

■ｉモードパスワード
マイメニューの登録・削除、メッセージサービス、ｉモードの有料サービスのお申し込み・解約等を行う
際には4桁の「ｉモードパスワード」が必要になります。
（この他にも各情報サービス提供者が独自にパスワードを設定していることがあります）
ｉモードパスワードは、ご契約時は「0000」（数字のゼロ4つ）に設定されていますが、お客様ご自身で
番号を変更できます。
ｉモードから変更される場合は、 Menu 料金＆お申込・設定 オプション設定 ｉモードパスワード
変更から変更ができます。

■PIN1コード・PIN2コード
FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという2つの暗証番号を設定できます。
これらの暗証番号は、ご契約時は「0000」（数字のゼロ4つ）に設定されていますが、お客様ご自身で番
号を変更できます。→P.141
PIN1コードは、第三者による無断使用を防ぐため、FOMAカードをFOMA端末に差し込むたびに、また
はFOMA端末の電源を入れるたびに使用者を確認するために入力する4～8桁の番号（コード）です。
PIN1コード入力設定を「ON」にした場合、PIN1コードを入力することにより、発着信および端末操作
が可能となります。
PIN2コードは、積算通話料金リセット、ユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなどに使用する4～8
桁の番号です。
※新しくFOMA端末を購入されて、現在ご利用中のFOMAカードを差し替えてお使いになる場合は、以
前にお客様が設定されたPIN1コード、PIN2コードをご利用ください。

各種暗証番号に関するご注意
●設定する暗証番号は「生年月日」「電話番号の一部」「所在地番号や部屋番号」「１１１１」「１２３４」などの他
人にわかりやすい番号はお避けください。また、設定した暗証番号はメモを取るなどしてお忘れにならないよう
お気をつけください。

●暗証番号は、他人に知られないように十分ご注意ください。万一暗証番号が他人に知られ悪用された場合、その
損害については、当社は一切の責任を負いかねます。

●ドコモからお客様の暗証番号をうかがうことは一切ございません。
●各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者ご本人であることが確認できる書類（運転免許証など）やFOMA
端末、FOMAカードをドコモショップ窓口までご持参いただく必要があります。
詳しくは取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までご相談ください。

　　端末暗証番号は？

　　　設定リセット

暗
証
番
号
に
つ
い
て
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PIN1コードまたはPIN2コードの入力画面が表示された場合は、４～８桁のPIN1コード
／PIN2コードを入力し、d［確定］を押します。

●入力したPIN1コード／PIN2コードは「_」で表示されます。
●３回誤ったPIN1コード／PIN2コードを入力した場合は、PIN1コード／PIN2コードがロック
されて使えなくなります（入力可能な残りの回数は「残存入力回数」として画面に表示されます）。
正しいPIN1コード／PIN2コードを入力すると残存入力回数が３回に戻ります。

■PINロック解除コード
PINロック解除コードは、PIN1コード、PIN2コードがロックされた状態を解除するための８桁の番号で
す。なお、お客様ご自身では変更することができません。

●PINロック解除コードの入力を10回連続して失敗すると、FOMAカードがロックされます。

〈端末暗証番号変更〉

端末暗証番号を変更する
●「初期値設定」で端末暗証番号を変更することもできます。→P.49

1 i29 現在の端末暗証番号を入力 新しい4～8桁の端末暗証番号を入
力 「YES」

〈PIN設定〉

PINコードを設定する
ご契約時 PIN1コード：0000（数字のゼロ4つ）　PIN2コード：0000（数字のゼロ4つ） 

PIN1コード入力設定：OFF

FOMAカードのPIN1コード、PIN2コードを設定します。PIN1コード・PIN2コードについて→P.140
●PIN1コード、PIN2コード、およびPIN1コード入力設定はFOMAカードに記憶されます。新しくFOMA端末を
購入されて、現在ご利用中のFOMAカードを差し替えてお使いになる場合は、これまでお使いのPIN1コード、
PIN2コードをそのままご利用になれます。 

●PIN1コードを変更する場合は、「PIN1コード入力設定」を「ON」に設定しておいてください。

1 i 「ロック／セキュリティ」 「PIN設定」 端末暗証番
号を入力
「PIN設定画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
PIN1コード変更…… 現在設定されている4～8桁のPIN1コードを入力 新しい4～8桁のPIN1コードを入力
新しい4～8桁のPIN1コードを再度入力

PIN2コード変更…… 現在設定されている4～8桁のPIN2コードを入力 新しい4～8桁のPIN2コードを入力
新しい4～8桁のPIN2コードを再度入力

PIN1コード入力設定……電源を入れたときにPIN1コードを入力するかどうか（ON／OFF）を設定します。

　　　ＰＩＮ１コード入力

　　ＰＩＮ１コードを
　入力してください

　残存入力回数　　３回

PIN1コードの場合

＜電源を入れたとき＞

PIN1コードの入力

PINロック解除コードの入力

新しいPIN1コード、PIN2コードの設定

ドコモショップ窓口にお問い合わせくださいPIN2コードの入力

＜ユーザ証明書操作＞
＜FirstPass対応サイトに接続＞など

連続3回入力ミス

連続3回入力ミス

入力OK

連続10回入力ミス

お買い上げ時
0000（数字のゼロ4つ）

PIN設定画面

　　　   ＰＩＮ設定　　

　ＰＩＮ２コード変更
　ＰＩＮ１コード入力設定

　ＰＩＮ１コード変更

選択
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PINロックを解除する
PIN1コード、PIN2コードの入力を続けて3回誤った場合は、PIN1コード、PIN2コードのロックを解除し
て、新しいPIN1コード、PIN2コードを設定する必要があります。 

＜例：PIN1コードのロックを解除する場合＞ 

1 8桁のPINロック解除コードを入力
 

2 4～8桁の新しいPIN1コードを入力

3 新しい4～8桁のPIN1コードを再度入力

各種ロック機能について 

〈オールロック／遠隔オールロック〉

ほかの人が使用できないようにする
オールロックを設定する方法は、FOMA端末を操作して行う方法と遠隔操作で行う方法があります。
●オールロックは電源を切っても解除されません。

●オールロックを設定すると
●以下の操作・機能を除き、すべての機能が使用できなくなります。
・電源を入れる／切る
・緊急通報番号（110番、119番、118番）に電話をかける
・オールロックを解除する
・遠隔監視の着信を受ける

●音声電話、テレビ電話の着信を受けることも、発信することもできません。
●音声電話、テレビ電話の着信があっても着信音は鳴りません。オールロック解除後、「不在着信あり」のデスクトッ
プアイコンが待受画面に表示されます。

●「めざまし時計」、「スケジュール」、「ToDo」で設定した時刻になってもアラームは通知されません。オールロッ
クを解除後、「未通知アラームあり」のデスクトップアイコンが待受画面に表示されます。

●メッセージR／F、ｉモードメール、SMS、チャットメールの自動受信はできますが、受信中の画面および受信
結果の画面は表示されません。オールロックの解除後、受信したことを示すアイコンが画面に表示されます。

●デスクトップにアイコンが貼り付けられている場合、オールロックを設定するとアイコンは表示されなくなりま
す。オールロックを解除すると、アイコンは再び表示されます。

目的 機能名 参照ページ
ほかの人にFOMA端末を使われるのを防ぐ オールロック／遠隔オールロック P.142

ほかの人に知られたくない「電話帳」や「スケジュール」のデータを表
示できないようにし、見られることを防ぐ

シークレットモード／シークレット専用
モード

P.145

ほかの人に見られたくない画像やメールなどを表示できないようにし、
見られることを防ぐ

シークレットフォルダ P.146

ほかの人に個人情報を見られたり、書き換えられたりするのを防ぐ PIMロック P.148

サイドボタンの誤操作を防ぐ サイドボタン操作 P.149

「電話帳」に登録されていない電話番号への発信を防ぐ ダイヤル発信制限 P.150

ほかの人に発着信の履歴を見られるのを防ぐ 履歴表示設定 P.151

音声電話やテレビ電話の着信を気にしないでFOMA端末を操作する セルフモード P.155

　ＰＩＮロック解除コート゛入力

　　ロックされました
　　ＰＩＮ１コードが

　ＰＩＮロック解除コート゛を
　入力してください

　残存入力回数１０回

お買い上げ時
解除

Ｐ
Ｉ
Ｎ
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FOMA端末を操作してオールロックを設定する

1 i 「ロック／セキュリティ」 「オールロック」 端末暗証番号を入力
オールロックが設定されて「オールロック」と「 」が表示されます。

オールロックを解除する
●オールロックの解除に5回続けて失敗すると、FOMA端末の電源が切れます。ただし、再度電源を入れることは
できます。

1 オールロック設定中の画面で端末暗証番号を入力
端末暗証番号を入力し、dを押すとオールロックが解除されて「 」の表示が消えます。 

遠隔操作でオールロックを設定する
遠隔オールロックは、「許可番号」に設定した電話番号や公衆電話から、「監視時間」で設定した時間内に「着
信回数」で設定した回数の不在着信があるとFOMA端末にオールロックがかかる機能です。

●遠隔操作を行う電話番号などを設定する

お買い上げ時 遠隔オールロック：OFF　監視時間：3分　着信回数：5回

公衆電話やほかの電話機などからFOMA端末にオールロックをかけられるように設定します。

1 i99 端末暗証番号を入力 「ON」 「許可番号」
「許可番号登録画面」が表示されます。

2 「＜未登録＞」 電話番号を入力 o［完了］
■すでに登録されている許可番号を変更する場合

許可番号が登録されている項目を選択 電話番号を入力 「YES」 o［完了］
許可番号は3件まで登録できます。

3 「監視時間」 監視時間（01～10分の2桁）を入力
許可番号からの不在着信があってから遠隔オールロックを設定できる監視時間を設定しま
す。
表示されている時間をそのまま設定するときはd［確定］を押します。

4 「着信回数」 着信回数（03～10回の2桁）を入力
遠隔オールロックを設定するために必要な不在着信の回数を設定します。
表示されている回数をそのまま設定するときはd［確定］を押します。

5 o［完了］

O
オールロックを解除するときに、間違った端末暗証番号を入力してもエラーメッセージは表示されません。yを押し、再度正しい
端末暗証番号を入力してください。

　　　オールロック

　　　オールロック

許可番号登録画面

　　　遠隔オールロック

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

　　＜未登録＞

選択完了 機能

機能メニュー P.144
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●電話をかけてオールロックを設定する
「許可番号」に設定した電話からFOMA端末に音声電話またはテレビ電話をかけて、FOMA端末にオールロッ
クを設定します。
●あらかじめ「遠隔オールロック」を「ON」に設定しておいてください。
●遠隔操作で設定したオールロックも「オールロックを解除する」で解除します。→P.143
●オールロックを解除しても、遠隔オールロックの設定は「OFF」になりません。
●登録されている複数の許可番号から着信があった場合、最初に着信した許可番号からの着信のみ着信回数として数
えます。

●音声電話またはテレビ電話で遠隔オールロックを設定できます。
●「許可番号」に設定した電話番号からの発信時には、発信者番号通知を行う必要があります。
●通話中の着信（「キャッチホン」を「開始」に設定しているときの通話中の着信を含みます）は、監視時間の開始
と着信回数のカウントを行いません。

1 「許可番号」に設定した電話からFOMA端末に電話をかける

2 呼び出し音などを確認して電話を切る（不在着信）
操作1～2を繰り返して「監視時間」に設定した時間内に、「着信回数」に設定した不在着信の回数になるまで電話
をかけます。

3 応答メッセージを確認して電話を切る
FOMA端末がオールロックに設定されます。

許可番号登録画面

1 許可番号登録画面（P.143） p［機能］ 以下の項目から選択
宛先参照入力……電話帳や発信履歴、着信履歴を参照して宛先を入力します。

公衆電話……公衆電話からの着信を許可番号に設定します。許可番号に「公衆電話」と表示されます。

1件削除……許可番号を１件削除します。許可番号が0件になると、遠隔オールロックの設定が「OFF」になります。

全削除……すべての許可番号を削除します。遠隔オールロックの設定が「OFF」になります。

O
許可番号や公衆電話を着信拒否に設定していたり、許可番号からの着信を手動で着信拒否した場合、または留守番電話サービスセン
ターや転送先に転送した場合も遠隔オールロックの着信回数として数えられます。
FOMA端末の電源を切った場合や、許可番号からの着信に応答した場合は、着信回数がリセットされます。
公共モード（ドライブモード）中でも、遠隔オールロックをかけることができます。
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〈シークレットモード／シークレット専用モード〉 

電話帳やスケジュールのデータを表示できないようにする
お買い上げ時 シークレットモード：解除　シークレット専用モード：解除 

シークレットモードまたはシークレット専用モードで電話帳やスケジュールを登録すると、シークレット
データになり、通常のモードでは表示されなくなります。表示するときは、シークレットモード（シークレッ
トデータも含めたすべてのデータを表示）か、シークレット専用モード（シークレットデータのみを表示）に
します。
●ほかの人に見られたくない「マイピクチャ」や「ｉモーション」、「受信メール」、「送信メール」、「Bookmark」の
各データを、シークレットフォルダに保管することもできます。→P.146

シークレットモード／シークレット専用モードにする

1 i40（シークレットモード）／i41（シークレット専用モード）
端末暗証番号を入力

シークレットモードに設定すると「 」が表示されます。「ダイヤル発信制限」が同時に設定されている場合は
「 」が表示されます。
シークレット専用モードに設定すると、シークレットデータ登録件数が約2秒間表示された後、「 」が点滅表示
されます。「ダイヤル発信制限」が同時に設定されている場合は「 」が点滅表示されます。

●シークレットデータの登録・表示と、通常のデータへの戻しかた
●FOMAカードにはシークレットデータとして電話帳を登録できません。
●シークレットモード中／シークレット専用モード中に、音声電話やテレビ電話をかけたり受けたりすると、設定中
のモードは解除されます。

●シークレットモード中／シークレット専用モード中の「電話帳」、「スケジュール」の操作方法は、シークレット
モードおよびシークレット専用モードが設定されていない場合と同じです。

■電話帳やスケジュールをシークレットデータにするには
シークレットモードまたはシークレット専用モードにして登録します。
電話帳の登録のしかた→P.101
スケジュールの登録のしかた→P.304

■シークレットデータを表示するには
シークレットモードまたはシークレット専用モードにし、電話帳やスケジュールを表示します。
電話帳の検索のしかた→P.105
スケジュールの確認のしかた→P.306

■シークレットデータを通常のデータに戻すには
シークレットモードまたはシークレット専用モードにしてから、通常のデータに戻す「電話帳詳細画面」
（P.106）または「スケジュール一覧画面」（P.306）を表示し、機能メニューから「シークレット解除」
を選択します。

シークレットモード／シークレット専用モードを解除する

1 シークレットモード／シークレット専用モード中にy
シークレットモード／シークレット専用モードが解除され、「 」の表示が消えます。

O
シークレットモード中に、一覧画面でシークレットデータを反転したとき、またはシークレットデータを詳細表示したときは、点灯
している「 」が点滅に変わります。
シークレットデータとして登録した「電話帳」や「スケジュール」は、シークレットモードおよびシークレット専用モードにしない
と、呼び出し、修正、削除、参照ができません。また、「スケジュール」は通常のモードでもアラーム通知は行いますが、アラーム
メッセージは表示されません。 
シークレットデータとして「電話帳」をメモリ番号「000」～「009」に登録した場合は、シークレットモードやシークレット専
用モードにしないと、「ツータッチダイヤル」で電話をかけることはできません。 
シークレットデータとして登録した相手が電話番号を通知して電話をかけてきた場合、登録されている名前は表示されず電話番号が
表示されます。また「着信履歴」にも電話番号のみが表示されます。ただし、シークレットモードまたはシークレット専用モードに
すると、「着信履歴」に登録されている名前が表示されます。
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〈シークレットフォルダ〉 

各種データを表示できないようにする
ほかの人に見られたくない画像、動画・ｉモーション、受信メール、送信メール、Bookmarkの各データを、
シークレットモードおよびシークレット専用モードでのみ表示されるシークレットフォルダに保管します。
●FOMA端末に保存されているデータのみ保管できます。
●各フォルダ内のシークレットフォルダに保管できるデータの最大件数は次のとおりです。

※ 1件あたりのデータ容量によって最大件数まで登録できない場合があります。

＜例：マイピクチャの画像をシークレットフォルダに保管する場合＞

1 シークレットモードまたはシークレット専用モードにする
「電話帳やスケジュールのデータを表示できないようにする」→P.145

2 画像一覧画面（P.267） bで画像の囲み枠を移動 p［機能］ 「シーク
レットに保管」

シークレットデータとして登録した相手がメールを送ってきたときは、シークレットモードまたはシークレット専用モードを解除し
ていると、登録されている名前は表示されず、メールアドレスが表示されます。また「受信アドレス一覧」にメールアドレスは記憶
されません。
シークレットデータの「電話帳」には以下の機能を設定できません。 
・オート表示→P.112　　　・電話帳指定設定→P.152　　　・電話帳便利機能→P.110
シークレットモード中に「電話帳」や「スケジュール」を修正した場合、修正したデータはシークレットデータになります。なお、
電話帳を修正した場合は、修正したメモリ番号に登録されているすべての情報がシークレットデータになります。 
「オールロック」と「シークレットモード」または「シークレット専用モード」を同時に設定している場合は、「オールロック」を解
除すると「シークレットモード」または「シークレット専用モード」も解除されます。
シークレットモード、シークレット専用モードで電話帳／スケジュールの編集中、スケジュールの表示中、または電話帳検索の結果
表示中に、着信などでシークレットモードまたはシークレット専用モードが解除され、再度電話帳／スケジュールの画面に戻ったと
きは、操作を続けると端末暗証番号を入力する画面が表示されます。端末暗証番号を入力すると再びシークレットモードまたはシー
クレット専用モードに設定され、操作を続けることができます。
シークレットデータとして登録された電話帳を呼び出して電話をかけたりメールを送信した場合は、「リダイヤル」や「発信履歴」、
「送信アドレス一覧」には記憶されません。 

マイピクチャ ｉモーション 受信メール 送信メール Bookmark
約100件

（約1Mバイト）
約10件

（約1Mバイト）
約100件

（約150Kバイト）
約100件

（約150Kバイト）
約10件

（約3Kバイト）

O
シークレットフォルダはFOMA端末にあらかじめ用意されています。シークレットフォルダの追加や削除、フォルダ名の変更はでき
ません。
プリインストールフォルダに保存されている画像やｉモーション、未読メール、FOMAカードに保存したSMS、SMS送達通知は、
シークレットフォルダに保管できません。
シークレットモード中やシークレット専用モード中に、音声電話やテレビ電話をかけたり受けたりすると、電話に出なくても設定中
のモードは解除されます。また、i40やi41を押しても解除されます。シークレットフォルダ内のデータを表示し
ていた場合は、各フォルダの一覧画面に戻ります。
＜マイピクチャ＞＜ｉモーション＞
待受画面、電話帳、チャット画像などに設定されている場合は、その設定が解除されます。
ｉモーションからのWeb To／Phone To（AV Phone To）／Mail To機能は使用できません。
＜受信メール＞＜送信メール＞
シークレットフォルダに保管されているメールは、フォルダが満杯状態のときにメールの送受信を行っても自動削除されません。
大容量画像やｉモーションが添付されたメールをシークレットフォルダに保管すると、そのメールから添付ファイルを表示／再生で
きなくなります。ただし添付ファイルをマイピクチャなどに保管していればそこから表示／再生できます。
Web To／Phone To（AV Phone To）／Mail To／ｉアプリTo機能は使用できません。また、メール本文からｉアプリを起動す
ることを示す「 」は、「 」に変わります。
シークレットフォルダに保管されているチャットメールは、シークレットモード／シークレット専用モード中でも、チャット画面に
は表示されず、ｉモードメールとして画面に表示されます。
シークレットフォルダに保管されているSMSの送達通知を受信した場合、一覧画面やSMSの詳細画面で「 」が表示されていて
も、SMSの詳細画面の機能メニューから「SMS送達通知表示」を選択できません。メールをシークレットフォルダから出すと機能
メニューから「SMS送達通知表示」を選択してSMS送達通知内容を確認できるようになります。
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●シークレットフォルダの機能メニューについて
シークレットフォルダでは、フォルダやフォルダ内のデータに対して、行える機能は制限されています。フォ
ルダ一覧画面、データ一覧画面、データ詳細画面の各画面で操作できる機能は以下のとおりです。「シーク
レットから出す」については「シークレットフォルダのデータを通常のデータに戻す」（P.148）をご覧くだ
さい。

■フォルダ一覧画面でシークレットフォルダが反転しているときの機能メニュー

※1：シークレットフォルダ内のデータは対象となりません。
※2：受信メールフォルダ一覧画面のみ表示されます。
※3：送信メールフォルダ一覧画面のときは「送信メール全削除」になります。

■データ一覧画面の機能メニュー

※1：タイトル名一覧のときは「ピクチャ一覧」になります。お買い上げ時はピクチャ一覧です。
※2：受信メール一覧画面のみ表示されます。

■データ詳細表示画面の機能メニュー

＜Bookmark＞
シークレットフォルダ内のBookmarkからサイト閲覧を行った場合、ラストURLには登録されません。
＜デスクトップアイコン＞
デスクトップアイコンとして貼り付けた画像、動画、ｉモーションをシークレットフォルダに保管すると、デスクトップアイコンを選
択しても表示されなくなります。
デスクトップアイコンとして貼り付けたBookmark、受信メール、送信メールをシークレットフォルダに保管しても、デスクトップ
アイコンを選択したときは通常の動作となります。

マイピクチャ
（P.290）

ｉモーション
（P.290）

受信メール／送信メール
（P.232）

Bookmark
（P.190）

フォルダ追加
画像全削除※1

フォルダ追加 フォルダ追加
保存件数確認※1

フォルダ内表示
赤外線全件送信※1

既読メール全削除※1※2

受信メール全削除※1※3

フォルダ追加
登録件数確認※1

赤外線全件送信※1

Bookmark全削除※1

マイピクチャ
（P.269）

ｉモーション
（P.278）

受信メール／送信メール
（P.233、234）

Bookmark
（P.190）

イメージ表示
イメージ情報
1件削除
全削除
複数選択
保存容量確認
タイトル名一覧※1

シークレットから出す

ｉモーション情報
1件削除
全削除
複数選択
保存容量確認
一覧表示切替
シークレットから出す

一覧表示切替
保護／保護解除
保護全解除
メール情報※2

保存件数確認
削除
選択削除
全削除
シークレットから出す

登録件数確認
削除
選択削除
全削除
シークレットから出す

マイピクチャ
（P.270）

ｉモーション
（P.280）

受信メール／送信メール
（P.235、236）

イメージ情報
画像表示設定
1件削除
リトライ

通常再生
スロー再生
早送り再生
停止
ｉモーション情報
画像表示設定

保護／保護解除
スクロール設定
文字サイズ設定
削除
シークレットから出す
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シークレットフォルダのデータを通常のデータに戻す
シークレットデータを通常のデータに戻すにはシークレットフォルダから別のフォルダに移動します。

＜例：マイピクチャのシークレットフォルダの画像を通常のデータに戻す場合＞

1 シークレットモードまたはシークレット専用モードにする
「電話帳やスケジュールのデータを表示できないようにする」→P.145

2 フォルダ一覧画面（P.267） 「シークレット」 画像に囲み枠を移動 p
［機能］ 「シークレットから出す」

3 保存するフォルダを選択

〈PIMロック〉 

個人情報を表示できないようにする
ほかの人が個人情報を見たり、不正に書き換えたりすることを防ぎます。
●PIMとは「個人情報管理プログラム」のことです。
●PIMロックは電源を切っても解除されません。

1 i 「ロック／セキュリティ」 「PIMロック」 端末暗証番号を入力
PIMロックが設定されて「 」が表示されます。「ダイヤル発信制限」が同時に設定されてい
る場合は「 」が表示されます。

■PIMロックを解除する場合 
操作1を再度行う 

PIMロックが解除されて「 」の表示が消えます。
「PIMロックを簡単に設定する」→P.149

●PIMロックを設定すると
●「電話帳」、「メール」、「スケジュール」、「カメラ」、「ｉモード」、「ｉモーション」、「ｉアプリ」、「ｉチャネル」な
ど、保存されたデータに影響のある機能を起動できないようにします。

●PIMロックを設定するまでの「着信履歴」、「発信履歴」、「リダイヤル」、「受信アドレス一覧」、「送信アドレス」が
すべて削除されます。ただし、PIMロック設定後の着信や発信に対する「着信履歴」、「発信履歴」、「リダイヤル」
および受信したメールの「受信アドレス一覧」は記憶されます。

●デスクトップのアイコンを削除することができません。
●データBOXのデータ（メロディ、マイピクチャのプリインストールデータを除く）を再生または表示することは
できません（これらのデータを着信音や待受画面などに設定していると、PIMロック設定中はお買い上げ時の設定
で動作します）。待受画面にカレンダーを設定していると、カレンダーは表示されますが、スケジュールは起動で
きません。

●テレビ電話で代替画像を送信すると、「内蔵」の代替画像が送信されます。
●FOMA端末を閉じた状態でs［MEMO／CHECK］を押して「不在着信」、「新着メール」の確認をすることはで
きません。

●「めざまし時計」、「スケジュール」、「ToDo」で設定した時刻になってもアラームは通知されません。また、「通話
料金通知」で設定した上限料金を超えてもアラームは通知されません。PIMロックを解除後、「未通知アラームあ
り」、「通話料金通知」のデスクトップアイコンが待受画面に表示されます。

●メッセージR／F、ｉモードメール、SMS、チャットメールの自動受信はできますが、受信中の画面および受信
結果の画面は表示されません。PIMロックの解除後、受信した種別のアイコンが画面に表示されます。

●着信中にqまたは s［MEMO／CHECK］を押した場合、マナーモードは設定されますが、「クイック伝言メ
モ」は起動しません。

●「指定着信拒否」、「指定着信許可」、「指定転送でんわ」、「指定留守番電話」の設定は無効となります。

O
シークレットフォルダ内のメールをシークレットフォルダから出すと通常のメールに戻りますので、日付の古いメールは他のメール
を受信時／送信時などに削除される場合があります。メールを保護状態にしてからシークレットフォルダから出すことをおすすめし
ます。

お買い上げ時
解除
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PIMロックを簡単に設定する＜シンプルロック＞
待受画面で3を1秒以上押して、PIMロックを設定または解除できるようにします。

●シンプルロックを設定できるようにする

1 i 「ロック／セキュリティ」 「シンプルロック」 端末暗証番号を入
力 「有効」 「YES」
■シンプルロックを無効にする場合

「無効」

●シンプルロックでPIMロックを設定する

1 待受画面表示中 3（1秒以上）
■PIMロックを解除する場合

3（１秒以上） 端末暗証番号を入力

〈サイドボタン操作〉

サイドボタンの誤操作を防止する
FOMA端末を折り畳んでいるときに、かばんの中などでの誤操作を防ぐためにサイドボタンの機能を無効に
します。 
●以下のような場合は、本機能の設定にかかわらずサイドボタンの機能は有効になります。
・FOMA端末を開いているとき 
・スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続しているとき 
・外部接続端子にパソコンなどを接続し、画面に「 」が表示されているとき 

1 i w（1秒以上）
サイドボタンの操作が無効（閉じた時無効）になり「 」が表示されます。
■閉じた時有効にする場合

操作1を再度行う
｢ ｣の表示が消えます。

O
PIMロックを設定しても、保存されたデータに影響のない音声電話やテレビ電話の発着信、メニュー操作、プリインストールされた
データの表示などの操作はできます。
PIMロック設定中の着信や発信に対する「着信履歴」、「発信履歴」、「リダイヤル」には、電話帳に登録されている相手であっても電
話番号だけが表示されます。
PIMロック設定中は、「新着メールあり」「未通知アラームあり」「電話番号」「URL」「メールアドレス」など表示されないデスクトッ
プアイコンがありますが、PIMロックを解除すると表示されます。
PIMロック設定中に「オールロック」を設定すると「 」が消え、「 」が表示されます。
「呼出時間表示設定」の「無音時間設定」を設定した後、または「登録外着信拒否」を設定した後にPIMロックを設定すると、「呼出
時間表示設定」および「登録外着信拒否」の設定は無効になります。

お買い上げ時
無効

お買い上げ時
閉じた時有効
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〈ダイヤル発信制限〉 

ダイヤル発信を禁止する
電話番号をダイヤルして音声電話やテレビ電話をかけること、ｉモードメールやSMSの宛先をダイヤルボ
タンで入力することを禁止します。設定前に登録した「電話帳」と設定後の「発信履歴」、「リダイヤル」、「送
信アドレス一覧」による発信だけが可能となります。 
FOMA端末を会社の業務用としてお使いのときなどは、あらかじめ業務に必要な電話番号、メールアドレス
を「電話帳」に登録してから本機能を設定すると私用電話やメールを防止できます。 
●ダイヤル発信制限中は以下の機能や操作からの音声電話発信／テレビ電話発信／ｉモードメール作成／SMS作成
ができません。 
・ダイヤル入力 ・着信履歴 ・受信アドレス一覧 ・メールメンバー 
・デスクトップアイコン ・アクセスリーダー ・バーコードリーダー ・伝言メモの再生 
・サービスダイヤル ・留守番メッセージ再生 ・留守番サービス設定　　　
・追加サービス（特番で登録した番号）

●ダイヤル発信制限中は以下のような操作ができません。 
・電話帳の登録／編集／削除 
・「Phone To／AV Phone To機能」、「Mail To機能」の利用 
・「赤外線通信機能」による電話帳のデータ送受信 
・「FOMAカード（UIM）操作」による電話帳のコピー、削除 
・ATコマンドによる発信

●本機能を設定すると、それまでの「着信履歴」、「発信履歴」、「リダイヤル」、「受信アドレス一覧」、「送信アドレス
一覧」はすべて削除されます。ただし、本機能の設定後にかかってきた電話の「着信履歴」やかけた電話の「発信
履歴」、「リダイヤル」および受信したメールの「受信アドレス一覧」、送信したメールの「送信アドレス一覧」は
残ります。また、宛先および本文、題名が入力されている保存メールは、宛先が削除されて本文、題名のメールと
なります。宛先のみ入力されている保存メールは削除されます。

●本機能を設定すると、チャットメンバーは削除されます。

1 i 「ロック／セキュリティ」 「ダイヤル発信制限」 端末暗証番号を
入力

ダイヤル発信制限が設定されて「 」が表示されます。「シークレットモード」や「シーク
レット専用モード」が同時に設定されている場合は「 」、「PIMロック」が同時に設定され
ている場合は「 」が表示されます。 

■ダイヤル発信制限を解除する場合
操作1を再度行う

「 」の表示が消えます。 

O
ダイヤル発信制限中でも、緊急通報番号（110番、119番、118番）には直接ダイヤルして音声電話をかけることができます。

お買い上げ時
解除

　　　　ロック／セキュリティ　　１／２
　オールロック

　シンプルロック
　セルフモード
　ダイヤル発信制限

　登録外着信拒否
非通知着信設定

　ＰＩＭロック
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〈履歴表示設定〉

リダイヤルや着信履歴の表示を設定する
お買い上げ時 着信履歴：ON　リダイヤル／発信履歴：ON

「着信履歴」、「発信履歴」、「リダイヤル」、「受信アドレス一覧」、「送信アドレス一覧」を表示しないように設
定します。ほかの人に発信や着信の履歴を見られたくないときに便利です。

1 i 「その他」 「履歴表示設定」 端末暗証番号を入力 以下の項目か
ら選択

着信履歴……着信履歴の表示を設定します。履歴を表示しない場合は「OFF」を選択します。

リダイヤル／発信履歴……リダイヤル／発信履歴の表示を設定します。履歴を表示しない場合は「OFF」を選択しま
す。

〈メールセキュリティ設定〉 

メールを無断で表示できないようにする
ほかの人にメールの内容を無断で見られないように受信BOX、送信BOX、保存BOXやそれぞれのフォルダ
にセキュリティをかけます。セキュリティをかけたBOXやフォルダは、端末暗証番号を入力しないと開けな
くなります。 
●入力した端末暗証番号はメールメニューを閉じてメールのタスクを終了させるまで有効ですので、その間は BOX
やフォルダに他のセキュリティがかかっている場合でも、端末暗証番号を入力せずに開くことができます。

●セキュリティをかけたBOXには、「 」のアイコンが表示されます。 
●セキュリティをかけたフォルダは、フォルダ一覧画面で先頭に表示されるアイコンが「 」、「 」などの表示
になります。 

●送信BOX、受信BOXにセキュリティを設定すると、メールアドレスは送信アドレス一覧、受信アドレス一覧に記
憶されません。 

BOX別にセキュリティを設定する

1 i 「メール設定」 「メールセキュリティ設定」 端末暗証番号を入力

2 cで□（チェックボックス）を選択
選択したBOXがチェックされます。 
チェックされたBOXをもう一度選択すると、選択を解除します。 

3 o［完了］

O
「着信履歴」の表示を「OFF」に設定中は、「不在着信あり」のデスクトップアイコンを選択しても履歴は表示されません。「不在着
信あり」のデスクトップアイコンを消すには、tを1秒以上押します。
「履歴表示設定」の設定を「OFF」に設定中の発信や着信の履歴は、設定を「ON」にすると表示されます。
「着信履歴」の表示を「OFF」に設定しているときは、伝言メモは再生できません。

お買い上げ時
セキュリティなし 

　メールセキュリティ設定

　送信ＢＯＸ
　保存ＢＯＸ

　受信ＢＯＸ
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フォルダ別にセキュリティを設定する 
フォルダごとにセキュリティをかけられます。セキュリティをかけたフォルダは、端末暗証番号を入力しな
いと開けないようになります。 

1 メールフォルダ一覧画面（P.228） p［機能］ 「メールセキュリティ」
端末暗証番号を入力 「YES」
■解除する場合

操作1を再度行います。

〈電話帳指定設定〉 

指定した電話番号の着信や発信を制限する
私用電話を防止したり、迷惑電話を防止するために、電話帳に登録されている電話番号ごとに電話の発信や
着信を制限します。
●電話番号はそれぞれ20件まで指定できます。 
● FOMAカードの電話帳には設定できません。 
●相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。「番号通知お願いサービス」（P.331）および「非通知着信設
定」（P.154）もあわせて設定することをおすすめします。 

●同じ電話番号に対して指定着信拒否と指定着信許可、または指定転送でんわと指定留守番電話を同時に設定するこ
とはできません。 

●「シークレットモード」、「シークレット専用モード」で登録した電話帳には設定できません。 
●指定した電話帳の電話番号を変更したり削除すると、電話帳指定設定の各機能は解除されます（ただし、「指定発
信制限」を設定した場合は電話帳の編集や削除ができません）。 

電話番号に発信／着信制限機能を設定する

1 電話帳詳細画面（P.106） p［機能］ 「電話帳指定設定」 端末暗証番号
を入力 以下の項目から選択
指定発信制限……指定した電話番号以外への電話をかけられないようにします。指定した電話番号に電話をかけると
きは、電話帳から発信します。

指定着信拒否……指定した電話番号からの電話を受けないようにします。

指定着信許可……指定した電話番号からの電話だけを受けるようにします。

指定転送でんわ……指定した電話番号からの電話を、転送でんわサービスの開始／停止の設定にかかわらず、自動的
に転送するようにします。

指定留守番電話……指定した電話番号からの電話を、留守番電話サービスの開始／停止の設定にかかわらず、留守番
電話サービスセンターに自動的に接続するようにします。

設定した機能には「★」が付きます。
■設定されている機能を解除する場合

「★」が付いている機能を選択
機能が解除されて「★」が消えます。 

■複数の電話番号に発信制限／着信制限の各機能を設定したい場合 
tを押して電話帳の詳細画面に戻る bで設定したい電話番号を表示 操作1を行う 

指定発信制限を設定した後にyを押して待受画面に戻ると、電話帳指定設定が続けて登録できなくなります。
追加設定をする場合は、すでに設定されている電話番号の電話帳指定設定を解除し、解除した電話番号も含めて
もう一度設定し直してください。

お買い上げ時
すべて解除
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●指定発信制限を設定すると
●指定した電話番号を含むすべてのダイヤル発信、着信履歴からの発信ができなくなります。また、指定した電話番
号以外の呼び出しと、電話帳の登録、修正、削除、FOMA端末（本体）とFOMAカード間でのコピー、「FOMA
カード（UIM）操作」での電話帳の操作もできません。

●設定前に記録されていたリダイヤル／発信履歴、送信アドレス一覧は削除されます。ただし、指定発信制限の設定
後に記録されたリダイヤル／発信履歴からの発信や、送信アドレス一覧からのメール送信は行えます。

電話帳指定設定の設定状況を確認する
「電話帳指定設定」を設定している電話番号を各機能ごとに確認します。また、確認しながらそれぞれの設定
を解除することもできます。 

1 i12 端末暗証番号を入力
「電話帳指定設定画面」が表示されます。

電話帳指定設定画面

1 電話帳指定設定画面（P.153） 「★」が付いている項目を反転 p［機能］
以下の項目から選択

設定確認……機能が設定されている電話帳の一覧画面が表示されます。

設定解除……機能が解除されて「★」が消えます。

O
＜指定発信制限＞
指定発信制限設定中でも、緊急通報番号（110番、119番、118番）には電話をかけることができます。
指定発信制限と同時に「オート表示」をご利用になる場合は、「オート表示」に指定している電話帳に本機能を設定してください。 
電話帳には、指定した電話番号のデータしか表示されません。
＜指定着信拒否＞＜指定着信許可＞ 
ｉモードメールやSMSは、本機能に関係なく受信されます。
指定着信拒否を設定した電話番号および指定着信許可を設定した以外の電話番号から電話がかかってきた場合、「着信履歴」には「不
在着信履歴」として記憶され、「不在着信あり」のデスクトップアイコンが待受画面に表示されます。
指定着信拒否を設定した電話番号および指定着信許可を設定した以外の電話番号から電話がかかってきた場合、「留守番電話サービ
ス」や「転送でんわサービス」を「開始」に設定していても着信を拒否します。ただし、「留守番電話サービス」や「転送でんわサー
ビス」の呼出時間を0秒に設定している場合やサービスエリア外、電源が入っていない場合は、「留守番電話サービス」または「転
送でんわサービス」が有効になります。この場合、かかってきた電話番号は「着信履歴」に記憶されず、「不在着信あり」のデスク
トップアイコンも待受画面に表示されませんのでご注意ください。
指定着信拒否および指定着信許可を設定していても、電話をかけることはできます。
＜指定転送でんわ＞＜指定留守番電話＞ 
指定した電話番号から電話がかかってきたときは、着信音を約1秒間鳴らしてから転送先に転送または留守番電話サービスセンター
に接続します。
転送先が未設定の場合、「転送でんわサービス」または「留守番電話サービス」が未契約の場合は、指定した電話番号からかかって
きた電話は不在着信となります。

電話帳指定設定画面

　指定発信制限　　　　★
　指定着信拒否　　　　★
　指定着信許可
　指定転送でんわ
　指定留守番電話　　　★

　　　電話帳指定設定

選択 機能

機能メニュー P.153
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〈非通知着信設定〉

発信者番号のわからない電話を受けない
電話番号を通知してこない音声電話やテレビ電話の着信許可／拒否を、非通知理由ごとに設定します。 

1 i10 端末暗証番号を入力 以下の項目から選択
通知不可能……海外からの着信や一般電話から各種転送サービスを経由しての着信など、発信者番号を通知できない
相手から発信してきた場合の着信許可／拒否を設定します。
経由する電話会社により発信者番号が通知される場合もあります。

公衆電話……公衆電話などから発信してきた場合の着信許可／拒否を設定します。

非通知設定……発信者側の設定により発信者番号を通知しないで発信してきた場合の着信許可／拒否を設定します。

2 「許可」または「拒否」
許可を選択した場合は、そのときの着信音を「通常着信音と同じ／メロディ／ｉモーション／おしゃべり／ランダ
ムメロディ／OFF」から選択します。→P.114
「通常着信音と同じ」を選択したときは、「着信音選択」の「電話」に設定されている着信音が鳴ります。

〈呼出時間表示設定〉

電話帳未登録の相手の着信音を無音にする
お買い上げ時 無音時間設定：0秒　時間内不在着信表示：表示する

FOMA端末（本体）電話帳またはFOMAカードの電話帳に登録されていない電話番号から音声電話やテレビ
電話の着信があった場合、呼出動作が開始されるまでの時間を設定します（無音時間設定）。呼出動作が短い
迷惑電話などに対し、着信履歴からの誤った発信を防ぐことができます。
●非通知の音声電話、テレビ電話から着信があった場合や音声通話中、テレビ電話中に電話がかかってきた場合にも
無音時間設定は動作します。

●「登録外着信拒否」が「拒否」に設定されている場合は、「無音時間設定」を設定できません。→P.155

1 i90 以下の項目から選択
無音時間設定……呼出動作を開始するまでの時間を設定します。
無音時間（00～99秒の2桁）を入力

表示されている時間をそのまま設定するときはd［確定］を押します。

時間内不在着信表示……呼出動作を開始しなかった着信を不在着信履歴に表示するかしないかを設定します。

O
本機能で選択する着信音は非通知の音声電話の設定です。非通知のテレビ電話がかかってきたときは、「着信音選択」の「テレビ電
話」や「画面表示設定」の「テレビ電話着信」と同じになります。
「拒否」に設定した相手から電話がかかってきた場合、「留守番電話サービス」や「転送でんわサービス」を「開始」に設定していて
も着信を拒否します。ただし、「留守番電話サービス」や「転送でんわサービス」の呼出時間を0秒に設定している場合やサービス
エリア外、電源が入っていない場合は、「留守番電話サービス」または「転送でんわサービス」が有効になります。
ｉモードメールやSMSは、本機能に関係なく受信されます。

O
呼出動作とは、着信音やバイブレータが動作し、着信イルミネーションが点滅している動作のことです。
シークレットで登録されている電話帳の相手から着信があった場合は、本機能で設定した動作になります。
無音時間が伝言メモの呼出時間より長いと、呼出動作を行わず伝言メモに移行します。呼出動作を行ってから伝言メモに移行させる
には、伝言メモの呼出時間を無音時間設定よりも長く設定してください。留守番電話サービス、転送でんわサービス、オート着信の
呼出時間でも同様です。

お買い上げ時
すべて許可／通常着信音と同じ 
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〈登録外着信拒否〉 

電話帳未登録の相手からの電話を受けない
FOMA端末（本体）およびFOMAカードの電話帳に登録されていない電話番号からの着信を拒否するように
設定します。 
●相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。「番号通知お願いサービス」（P.331）および「非通知着信設
定」（P.154）もあわせて設定することをおすすめします。

●「呼出時間表示設定」の「無音時間設定」が「ON」に設定されている場合は、「登録外着信拒否」を設定できませ
ん。→P.154

1 i 「ロック／セキュリティ」 「登録外着信拒否」 端末暗証番号を入
力 「拒否」
■電話帳未登録の相手からの電話を受ける場合

「許可」

〈セルフモード〉 

発信や着信ができないようにする
音声電話やテレビ電話の発着信、ｉモードの利用、メールの送受信ができないように設定します。音声電話
やテレビ電話の着信などを気にしないでFOMA端末を操作したいときに便利です。 
●セルフモード中に音声電話やテレビ電話がかかってくると、相手には電波が届かないか電源が入っていない旨のガ
イダンスやメッセージで通知します。「留守番電話サービス」、「転送でんわサービス」をご利用の場合は、FOMA
端末の電源を切っているときと同じサービスをご利用になれます。

●セルフモード設定中は、赤外線通信などの通信機能も利用できません。
●セルフモード設定中でも、緊急通報番号（110番、119番、118番）には音声電話をかけることができます。緊
急通報番号に音声電話をかけると、セルフモードは解除されます。 

1 i 「ロック／セキュリティ」 「セルフモード」 「YES」 「OK」 
セルフモードが設定されて「 」が表示されます。 
■セルフモードを解除する場合 

操作1を再度行う 
セルフモードが解除されて「 」の表示が消えます。 

O
本機能を「拒否」に設定しても、「非通知着信設定」で公衆電話や電話番号を通知してこない着信を許可している場合は、「非通知着
信設定」の設定に従って着信を受けられます。
シークレットで登録されている電話帳の相手から着信があった場合は、この設定にかかわらず、着信は拒否されません。
本機能を「許可」に設定しても、「電話帳指定設定」の「指定着信許可」を設定している場合は、「指定着信許可」にて指定した電話
番号以外からの着信を受けられません。
本機能を「拒否」に設定しているときに、電話帳に登録されていない電話番号から電話がかかってきた場合、「着信履歴」に「不在
着信履歴」として記憶され、「不在着信あり」のデスクトップアイコンが待受画面に表示されます。また、「留守番電話サービス」や
「転送でんわサービス」を「開始」に設定していても発信者側には話中音が流れます。ただし、「留守番電話サービス」や「転送でん
わサービス」の呼出時間を0秒に設定したときやサービスエリア外、電源が入っていない場合は、話中音は流れず、「留守番電話サー
ビス」または「転送でんわサービス」が有効になります。この場合、かかってきた電話番号は「着信履歴」に記憶されず、「不在着
信あり」のデスクトップアイコンも待受画面に表示されませんのでご注意ください。
ｉモードメールやSMSは、本機能に関係なく受信されます。

お買い上げ時
許可

お買い上げ時
解除

電
話
帳
未
登
録
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相
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を
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その他の「あんしん設定」について
本章でご紹介した以外にも、以下のようなあんしん設定に関する機能／サービスがありますのでご活用くだ
さい。

目的 機能／サービス名称 参照ページ
いたずら電話や悪質なセールス電話などの「迷惑電話」を着信したくない 迷惑電話ストップサービス P.331

発信者番号を通知してこない電話を着信したくない 番号通知お願いサービス P.331

電子認証サービスを利用することにより、安全で信頼性のあるデータ通信を行
いたい
※FirstPass対応サイトに限ります

FirstPass P.201

必要な場合にFOMA端末のソフトウェアを更新したい ソフトウェア更新 P.392

障害を引き起こすデータからFOMA端末を守りたい スキャン機能 P.396

大量に届くメールの中から必要なメールのみを受信したい メール選択受信 P.224

災害が発生した際にｉモードを利用して安否情報を登録／確認したい 「ｉモード災害用伝言板」サービ
ス

『ｉモード操作ガ
イド』をご覧くだ
さい

メールアドレスを変更したい アドレス変更

メールアドレスを忘れてしまったときなどに確認したい アドレス確認

指定したドメインからのメールを受信／拒否したい 迷惑メール対策
（受信／拒否設定）ｉモードどうしのメールだけを受信／拒否したい

指定したアドレスからのメールを受信／拒否したい

SMSを受信したくない 迷惑メール対策（SMS拒否設定）

1日に1台のｉモード対応携帯電話から送信される200通目以降のｉモード
メールを受信拒否したい

ｉモードメール大量送信者から
のメール受信制限

一方的に送られてくる広告メールを受信したくない 未承諾広告※メール拒否

受信するメールのサイズを制限したい メールサイズ制限

メール機能の設定状況を確認したい 設定状況確認

メール機能を一時的に停止したい メール機能停止

O
見知らぬ着信履歴には、おかけ直ししないようご注意ください。とくに、相手にお客様の電話番号を通知する設定にしてのおかけ直
しは、無用なトラブルの原因となります。
＜迷惑電話防止機能の優先順位＞
迷惑電話を防止する機能を同時に設定した場合の優先順位は以下のとおりです。
①迷惑電話ストップサービス
②登録外着信拒否または呼出時間表示設定／非通知着信設定／指定着信拒否

そ
の
他
の
「
あ
ん
し
ん
設
定
」
に
つ
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て
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カメラをご利用になる前に
FOMA端末に内蔵されているカメラを使って、静止
画や動画を撮影できます。
●FOMA端末を閉じた状態ではカメラ機能の起動や撮
影はできません。

カメラの使いかた

●カメラモードにするには
次の３つの方法があります。
①待受画面のデスクトップアイコン（ ）を選択
する

②待受画面表示中にs［ ］（1秒以上）を押す
③メインメニューの から「カメラ」を選択し、
撮影するカメラモードを選択する

●約３分以上ボタン操作をしなかったときは、自動的
にカメラモードを終了します。

●外側カメラと内側カメラを切り替えるには
撮影画面でp［機能］を押し、機能メニューから
「内側カメラ」または「外側カメラ」を選択します。

■外側カメラ
ほかの人や動物、風景などを撮影するときに使うと
便利です。画面には、自分が見たとおりに表示され
ます（正像表示：画面に表示された向きで撮影され
ます）。外側カメラでは、レンズ切替スイッチやク
ローズアップの機能を利用して近くのものを撮影す
ることが可能です。→P.158、162

■内側カメラ
自分を撮影するときに使うと便利です。画面には鏡
と同じ向きに表示（鏡像表示）され、撮影結果は表
示と逆向き（正像）に保存されます。

●レンズ切替スイッチについて
●ごく近くにある被写体を撮影したいときは、レンズ
切替スイッチを （マクロレンズ）に切り替えます。

に切り替えると、外側カメラとの距離が約7～
9cm の被写体にピントが合います。

●アクセスリーダー、バーコードリーダーを利用する
ときは （マクロレンズ）に切り替えます。

●レンズ切替スイッチを切り替えるときは、●（標準
レンズ）または （マクロレンズ）それぞれの位置ま
でしっかりとスライドさせ、途中で止めないでくだ
さい。

画像サイズと登録件数について
●FOMA N702iSで撮影できる画像サイズは次のとお
りです。画像サイズは目的に合わせて使い分けてく
ださい。

※ 画像サイズを表す枠は目安です。実際のサイズとは異なり
ます。

① SXGA（横1,280×縦960ドット）
② VGA（横640×縦480ドット）
③ CIF（横352×縦288ドット）
④ フルスクリーン（横240×縦345ドット）
　 FOMA端末のディスプレイの大きさと同じサイズです。
⑤ 待受（横240×縦320ドット）
　待受画面と同じサイズです。
⑥ メール大／サイズ大（横176×縦144ドット）
⑦ メール小／サイズ小（横128×縦96ドット）

●静止画の画像サイズと、おおよその登録件数は別表
１（P.159）のとおりです。

●動画の画像サイズと、おおよその登録件数は別表２
（P.159）のとおりです。

●お買い上げのときの設定では、動画の撮影時間は約45
秒です。ただし、撮影対象などの条件によってデータ
量が異なるため、1 件あたりの撮影時間も変化します。

●最大登録件数は画像内容や撮影時間など、データ量
によって変動します。

O
デスクトップアイコンを削除した後に再度貼り付ける場合
は、上記③の操作で「カメラ」を選択後、p［機能］を押し
て「デスクトップ貼付」を選択します。

外側カメラ 内側カメラ

標準で使う
　側に移動する

マクロレンズで使う
　側に移動する

レンズ切替スイッチ

④

⑦

⑥

⑤

③

②

①
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カメラ利用にあたってのご注意

■撮影するときのご注意
●カメラは、非常に精密度の高い技術で作られており
ますが、一部に暗く見える点や線、常に明るく見え
る点や線がある場合があります。また、とくに光量
が少ない場所での撮影では白い線などのノイズが増
えますので、ご了承ください。

●撮影する前に、柔らかい布などでレンズをきれいに
ふいておいてください。レンズに指紋や油脂などが
付くと、ピントが合わなくなったり不鮮明な画像に
なったりすることがあります。

● FOMA端末を暖かい場所に長時間置いていた後は、
画質が劣化することがあります。

●撮影した静止画や動画は、実際の被写体と明るさや
色あいが異なる場合があります。

●レンズ部分に直射日光を長時間当てたり、太陽や明
かりの強いランプなどを直接撮影したりしないでく
ださい。撮影した画像の色が変色したり、故障の原
因となります。

●撮影時は、レンズに指や髪、ストラップなどがかか
らないようにしてください。

●カメラ撮影中は電池の消費量が多くなるため、撮影
が終了したら速やかにカメラを終了させることをお
すすめします。電池残量が少ない状態でカメラ撮影
を行うと、画面が暗くなったり乱れたりすることが
あります。

●シャッター音、タイマーの開始音は、「マナーモード」
や「公共モード（ドライブモード）」に設定中でも一
定の音量で鳴ります。また、「通知音出力切替」の設
定を「イヤホン（20秒後スピーカ）」または「イヤ
ホン（イヤホンのみ）」にし、イヤホンを付けている
場合でもスピーカから鳴ります。

●撮影時にFOMA端末が動くと、画像がぶれる原因と
なります。シャッター音が鳴った後、取り込みが完
了するまで、FOMA端末が動かないようにしっかり
と固定して撮影するか、セルフタイマーを使って撮
影することをおすすめします。

●室内で撮影する場合、蛍光灯などの影響で画面がち
らつくことがあります。この画像のちらつきを抑制
するために、「画像チューニング」（P.163）をあら
かじめ設定しておくことをおすすめします。

●撮影画面を表示したりカメラを切り替えたりカメラ
の設定を変更した直後は、明るさや色あいなどが最
適に表示されるまでに時間がかかることがありま
す。

■著作権について
●FOMA端末を利用して撮影または録音等したものを
複製、編集等する場合は、著作権侵害にあたる利用
方法はお控えいただくことはもちろん、他人の肖像
を勝手に使用、改変等すると肖像権を侵害すること
となりますので、そのような利用方法もお控えくだ
さい。なお、実演や興行、展示物などのなかには、個
人として楽しむなどの目的であっても、撮影または
録音等が禁止されている場合がありますので、ご注
意ください。

［別表１］静止画の画像サイズと登録件数

画像
サイズ

カメラ
画像保存設定 登録件数

外側 内側
SXGA ○ × スーパーファイン 　　約6件

ファイン 　　約6件
ノーマル 　　約10件

VGA ○ ○ スーパーファイン 　　約6件
ファイン 　約36件
ノーマル 　約64件

CIF ○ ○ スーパーファイン 　　約6件
ファイン 　約64件
ノーマル 　約90件

フルスク
リーン

○ × スーパーファイン 　約36件
ファイン 　約64件
ノーマル 　約90件

待受 ○ × スーパーファイン 　約36件
ファイン 　約64件
ノーマル 　約90件

メール大 ○ ○ スーパーファイン 　約36件
ファイン 　約180件
ノーマル 約260件

メール小 ○ ○ スーパーファイン 　約36件
ファイン 　約180件
ノーマル 約260件

［別表２］動画の画像サイズと登録件数

※ 画像サイズにかかわらず内側カメラ、外側カメラどちらで
も撮影できます。

画像
サイズ

動画容量
設定

撮影種別
設定 登録件数

サイズ大 メール（小） 通常 約10件
映像のみ 約10件
音声のみ 約10件

メール（大） 通常 　約6件
映像のみ 　約6件
音声のみ 　約6件

動画メモ 通常 　約3件
映像のみ 　約3件
音声のみ 　約3件

サイズ小 メール（小） 通常 約10件
映像のみ 約10件
音声のみ 約10件

メール（大） 通常 　約6件
映像のみ 　約6件
音声のみ 　約6件

動画メモ 通常 　約3件
映像のみ 　約3件
音声のみ 　約3件

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信
を行う際は、プライバシー等にご配慮ください。 カ

メ
ラ
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カメラモードのボタン操作

①a［ ］：ライトの点灯／消灯
②s［ ］：シャッター
③d：シャッター
④j：ズーム（望遠）
⑤h：ズーム（広角）
⑥1～6：それぞれ以下の撮影メニューを表示
1：カメラモード切替
2：画像サイズ選択
3：画像保存設定または動画容量設定
4：撮影モード選択
5：明るさ調節
6：ホワイトバランス設定
※ カメラモードによっては表示されない撮影メニューがあ

ります。
⑦0：ボタン操作の説明を表示

撮影画面の見かた

撮影画面にはカメラの設定状態がアイコンで表示さ
れます。各アイコンの意味は以下のとおりです。

①撮影メニュー（P.161）
……撮影の設定状態を示し

ます。
②ズーム状態表示（P.170）

～ ～ ……ズームの設定状態を示
します。

③セルフタイマー（P.170）
……セルフタイマーが設定されていることを示

します。
④動画保存設定（P.167）

……動画を撮影するときの画質が「標準」に設
定されています。

……動画を撮影するときの画質が「画質優先」に
設定されています。

……動画を撮影するときの画質が「時間優先」に
設定されています。

……動画を撮影するときの画質が「動き優先」に
設定されています。

⑤撮影種別設定（P.168）
……動画を撮影するときに映像と音声が保存で

きるように設定されています。
……動画を撮影するときに映像のみ保存できる

ように設定されています。
……動画を撮影するときに音声のみ保存できる

ように設定されています。
⑥撮影状態表示（P.167）

……動画撮影中を示します。
……動画撮影待機中を示します。

⑦撮影時間（P.167）
……動画撮影の残り時間（分：秒）を

示します。

①
②

③

④⑤

⑥

⑦
機能撮影

1 2

3

機能撮影

4
5

1

7
6

2

フォトモードの撮影画面 ムービーモードの撮影画面
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撮影メニューの選択方法

撮影メニューをディスプレイに表示すると、アイコ
ンを選択するだけでさまざまな撮影条件を設定する
ことができます。

●撮影メニューのアイコンと設定内容
●カメラモードによって選択できる撮影メニューの項
目が異なります。

●メールなど他の機能から呼び出したときや内側カメ
ラを使用しているときなど、撮影条件によっては表
示されないメニューがあります。

①カメラモード切替（カメラ起動時：フォトモード）
 ムービーモード……動画を撮影します。 
 チャンスキャプチャ……チャンスキャプチャ機能

（P.169）を使って動画を
撮影します。

 ピクチャボイス（フォトモード）……撮影した静止画
に音声を録音
します。 

 フォトモード……静止画を撮影します。 
 オート連写モード……１回のシャッター操作で静止

画を連続撮影します。
 マニュアル連写モード……1枚ずつシャッターを押

し、静止画を連続撮影し
ます。 

 ボイスモード……音声のみを録音します。 

②画像サイズ選択
フォトモードの例（お買い上げ時：CIF）

 ～  ……SXGA（1,280×960）～メール小
（128×96）それぞれの画像サイズに
設定します。

ムービーモードの例（お買い上げ時：サイズ大）
 ／  ……サイズ大（176×144）／サイズ小

（128×96）に画像サイズを設定しま
す。

③画像保存設定／動画容量設定
フォトモードの例（お買い上げ時：ファイン）
 スーパーファイン……撮影した静止画のファイル容

量を大容量で保存します。
 ファイン……撮影した静止画のファイル容量を中容

量で保存します。
 ノーマル……撮影した静止画のファイル容量を小容

量で保存します。 
ムービーモードの例（お買い上げ時：メール（小））
 メール（小）……290Kバイトまでのファイル容量で

撮影します。
 メール（大）……490Kバイトまでのファイル容量で

撮影します。
 動画メモ……800Kバイトまでのファイル容量で撮

影します。

機能撮影 選択

フォトモード
カメラモード切替

選択

ＣＩＦ（３５２×２８８）
画像サイズ選択

選択

メール小（128×96）
画像サイズ選択

表示中のメニューと
反転アイコンの説明

撮影画面で1～6を押す
と、各ボタンに対応した撮影メ
ニューが直接表示されます。
※本章での操作説明はこの方
法で記載しています。

o

v

c

d［選択］を押し、反転
したアイコン機能に設
定します。

各撮影画面

1 2 3 4 5 6
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④撮影モード選択
フォトモードの例（お買い上げ時：オート）
 オート……自動調整モードです。
 ポートレート……人物などの撮影に適したモードで

す。
 風景……景色（夜景を含む）などの撮影に適したモー

ドです。
 クローズアップ……近くのものの撮影に適したモー

ドです。
 ナイトモード……暗い所で人物などを撮影するのに

適したモードです。
 効果OFF……撮影効果を無効にします。

ムービーモードの例（お買い上げ時：ポートレート）
 ポートレート……人物などの撮影に適したモードで

す。
 風景……景色（夜景を含む）などの撮影に適したモー

ドです。
 クローズアップ……近くのものの撮影に適したモー

ドです。

⑤明るさ調節（カメラ起動時：±0）
／ ／ ／ ／

……撮影する画像の明るさ（+2／+1／±0／－1／－
2）を設定します。

⑥ホワイトバランス設定（お買い上げ時：オート）
フォトモードでは、撮影モード選択で「効果OFF」を選
択したときのみ設定できます。
 オート……自動的に色あいを補正します。
 晴天……晴れた屋外での撮影に適した設定です。
 曇天……曇った屋外や日陰の撮影に適した設定です。
 電球……白熱電球の明かりの下での撮影に適した設

定です。
 蛍光灯……蛍光灯の明かりの下での撮影に適した設

定です。

〈静止画撮影〉

静止画を撮影する
●「自動保存設定」（P.163）を「ON」に設定すると、
静止画撮影後、自動的に保存できます。

1 待受画面表示中  d 「 」（カメ
ラ）を選択 
「静止画撮影画面」が表示されます。

2 カメラを被写体に向ける d［撮影］
「静止画確認画面」が表示されます。

■撮影し直す場合
t 「YES」

3 d［保存］
「画像保存先選択」（P.164）で設定したフォルダに保
存されます。

O
画像サイズによっては画質が粗くなる場合があります。また、
「表示サイズ設定」を「画面サイズで表示」に設定してメール
大（176×144）、メール小（128×96）で撮影した場合、
静止画確認画面では拡大して表示されるため、画質が粗く見
える場合があります。
電池残量が少ないとき、撮影した静止画を保存できない場合
があります。
ファイル保存中に電源を切ったり、電池パックを取り外した
ときなど、不完全なファイルが保存される場合があります。

静止画撮影画面

機能撮影

機能メニュー P.163

静止画確認画面

機能保存

機能メニュー P.164
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静止画撮影画面／連続撮影画面

1 静止画撮影画面（P.162）／連続撮影
画面（P.165） p［機能］ 以下の
項目から選択

内側カメラ⇔外側カメラ……内側カメラと外側カメラ
を切り替えます。

カメラモード切替……カメラモードを切り替えます。

画像サイズ選択……撮影メニュー（P.161）と同じ設
定ができます。

画像保存設定……撮影メニュー（P.161）と同じ設定
ができます。
画像サイズ別ファイル容量は別表3（P.164）のとお
りです。

ライト……ライトを点灯または消灯します。内側カメ
ラのときは操作できません。→P.170

撮影間隔／枚数※1……連続撮影時の撮影間隔と枚数を
設定します。→P.165

画質調整

撮影モード選択……撮影メニュー（P.162）と同
じ設定ができます。

明るさ調節……撮影する明るさを「－2～±0～＋
2」の5段階で調整します。
vで明るさを調節 d［確定］

2秒間ボタン操作をしないと自動的に設定されます。
カメラ機能を起動したときは「±0」に設定されてい
ます。

ホワイトバランス設定……撮影メニュー（P.162）
と同じ設定ができます。

色調切替……撮影する画像の効果を、「通常／セピ
ア／白黒」から選択します。

画像チューニング……撮影画面のちらつきを抑え
ます。「自動／モード１（50Hz地域）／モード２
（60Hz地域）」から選択します。
内側カメラのときは選択できません。

シャッター音選択（お買い上げ時：シャッター音1）
……シャッター音を選択します。

セルフタイマー設定……セルフタイマーを設定します。
→P.170

フレーム選択※2……重ねて撮影するフレームを設定し
ます。→P.166

自動保存設定

ON……撮影時に確認画面は表示されず、「画像保
存先選択」で設定されているフォルダに自動保存
されます。

OFF（お買い上げ時）……撮影時に確認画面を表
示します。

画像保存先選択（お買い上げ時：カメラ）……撮影し
た画像の保存先フォルダを選択します。

ファイル制限（お買い上げ時：なし）……撮影した静
止画を再配布できるかどうかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

表示サイズ設定……画像サイズがメール大（176×
144）以下の画像の表示方法を設定します。

等倍表示（お買い上げ時）……実際のサイズで画
面に表示します。

画面サイズで表示……画面のサイズに拡大して表
示します。

保存容量確認……FOMA端末に保存されている画像の
データ容量と空きデータ容量を表示します。

ヘルプ……撮影についての説明を表示します。

※1：連続撮影画面でのみ利用できる機能です。
※2：静止画撮影画面でのみ利用できる機能です。

O
＜撮影モード選択＞
静止画撮影の内側カメラで利用できるのは「ポートレート」、
「ナイトモード」、「効果OFF」のみです。連続撮影の内側カメ
ラでは「ポートレート」に固定されます。
静止画撮影の「ナイトモード」での撮影時に手ブレしてしま
う場合は、「ナイトモード」以外に設定してください。
「オート」、「風景」、「クローズアップ」のときに内側カメラに
切り替えた場合は、「ポートレート」に戻ります。
「オート」、「ナイトモード（静止画撮影のみ）」、「効果OFF」
のときにムービーモードやチャンスキャプチャに切り替えた
場合は、「ポートレート」に戻ります。
静止画撮影で「ナイトモード」のときに連写モードに切り替
えた場合は、「オート」に戻ります。
＜ホワイトバランス設定＞
撮影モード選択が「効果OFF」以外のときは本機能は自動的
に「オート」になります。
「晴天」、「曇天」、「電球」、「蛍光灯」を選択すると、設定の光
源下ではオートよりも鮮やかな発色となる場合があります。
設定内容はカメラ機能終了後も保持され、テレビ電話の映像
にも反映されます。→P.86
＜画像チューニング＞
薄暗いところや極端に明るいところでの撮影、および被写体
の色合いなどによっては、ちらつきが完全に消えない場合が
あります。
＜シャッター音選択＞
マナーモード設定中は、確認のためのシャッター音は鳴りま
せん。ただし、「オリジナルマナー」（P.119）で「メモ確認
音」を「ON」に設定している場合、確認のためのシャッター
音は鳴ります。
ダウンロードしたメロディをシャッター音に設定できませ
ん。またシャッター音の音量は変更できません。
＜保存容量確認＞
表示される容量はおおよその目安です。
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［別表3］「画像保存設定」における画像サイズ別ファイ
ル容量

※1：キャラ電を静止画として保存する場合に設定できるサイ
ズです。→P.286

●ファイル制限について
撮影した静止画や動画またはメロディをメールに添
付して送信したとき、受信者が他の人に再配布（添
付、転送）できるかどうかを設定します。「なし」に
設定すると、受信者は自由に再配布できますが、「あ
り」に設定すると、再配布はできなくなります。
●保存後もファイル制限の設定を変更することができ
ます。

静止画確認画面

1 静止画確認画面（P.162） p［機能］
以下の項目から選択

保存……「画像保存先選択」（P.163）で設定したフォ
ルダに保存します。

鏡像保存……撮影した静止画を、左右を反転させて「画
像保存先選択」（P.163）で設定したフォルダに保存し
ます。

ｉモードメール作成……「撮影した静止画を利用して
ｉモードメールやデコメールを作成する」→P.166

画像編集……撮影した静止画にフレームを付けたり、
効果を付けます。「静止画を編集する」→P.274

イメージ貼付……撮影した静止画を待受画面などに設
定します。
■ 待受画面、電話発信、電話着信などの画面に設定す
る場合
画面を選択

■ テレビ電話関係（テレビ電話発信、テレビ電話着信を
除く）の画面に設定する場合
画面を選択 画像を確認 d［確定］ 「YES」

フレーム取替え……「フレームを重ねて撮影する」
→P.166

鏡像表示⇔正像表示……確認画面の画像を鏡像表示に
するか正像表示にするかを切り替えます。

表示サイズ設定……画像サイズがメール大（176×
144）以下の画像の表示方法を設定します。

等倍表示（お買い上げ時）……実際のサイズで画
面に表示します。

画面サイズで表示……画面のサイズに拡大して表
示します。

画像保存先選択（お買い上げ時：カメラ）……撮影し
た画像の保存先フォルダを選択します。

ファイル制限（お買い上げ時：なし）……撮影した静
止画を再配布できるかどうかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

取り消し……撮影した静止画を削除して静止画撮影画
面に戻ります。

連続撮影する＜連続撮影＞

お買い上げ時 画像サイズ：CIF（352 × 288）　撮影間
隔：0.5秒　撮影枚数：4枚

連写モードにして最大20枚までの静止画を連続撮
影します。連写モードには、オート連写モードとマ
ニュアル連写モードがあります。
●オート連写モードは、撮影したい枚数と撮影する間
隔を設定してシャッターを切ると、設定した間隔で
残りの枚数を自動的に撮影する機能です。

●マニュアル連写モードは、１枚ずつシャッターを切り
ながら設定した枚数を撮影する機能です。

●CIF（352×288）、フルスクリーン（240×345）、
待受（240×320）、メール大（176×144）、メー
ル小（128×96）の画像サイズで撮影できます。

●連続撮影した静止画を、自作アニメに登録してアニ
メーションとして楽しむこともできます。

●連続撮影中にFOMA端末を折り畳むと、撮影が終了
します。

画像保存設定 スーパーファイン ファイン
（お買い上げ時）

ノーマル

画像サイズ
SXGA 約600Kバイト

以下
約 500K バイ
ト以下

約 305K バイ
ト以下

VGA 約500Kバイト
以下

約100Kバイ
ト以下

約55Kバイト
以下

CIF 約500Kバイト
以下

約55Kバイト
以下

約40Kバイト
以下

フルスクリーン
待受

約100K バイ
ト以下

約55Kバイト
以下

約40Kバイト
以下

メール大
メール小
QCIF※1

縮小サイズ※1

約100K バイ
ト以下

約20Kバイト
以下

約14Ｋバイト
以下 O

＜ｉモードメール作成＞
静止画確認画面でo［ ］を押しても撮影した静止画を
添付／挿入したｉモードメールを作成することができます。
＜画像編集＞
「画像編集」を選択すると正像表示になります。
CIF（352×288）より大きな画像サイズは画像編集できま
せん。
＜イメージ貼付＞
SXGA（1,280×960）画像、またはファイルサイズが100K
バイトより大きいVGA（640×480）画像、CIF（352×
288）画像は貼り付けできません。
＜鏡像表示＞
内側カメラで撮影した場合、左右が反転した鏡像表示になっ
ています。「正像表示」を選択すると実際に撮影された画像の
表示にすることができます。
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1 静止画撮影画面（P.162） 1
「 」または「 」
「連続撮影画面」が表示されます。

 

2 カメラを被写体に向ける d［連写／
撮影］

■連続撮影を中止する場合
オート連写モード　　： y 「NO」
マニュアル連写モード： t
撮影を終了して連続撮影確認画面が表示されます。 

■保存する静止画を選択する場合
操作3の前に、あらかじめ保存する画像を選択して
おきます。
bで囲み枠を保存する画像に移動 d［選

択］
選択された静止画には が表示されます。
操作を繰り返して静止画を選択します。
選択を解除するときは、解除したい静止画を選択し
ます。 の表示が消えます。

■詳細表示で確認する場合
bで囲み枠を確認する

画像に移動 o［詳細］
vで確認する静止画を切り
替えることができます。
一覧表示に戻るときはt
を押します。

■詳細表示した静止画を1件
のみ保存する場合
d［保存］

「画像保存先選択」（P.163）
で設定されているフォルダ
に保存されます。

3 p［機能］ 保存する方法を選択
「選択保存」「全保存」「全保存＆自作アニメ」のいずれ
かを選択します。→P.165
「画像保存先選択」（P.163）で設定されているフォル
ダに保存されます。
「選択保存」を選択した場合、画像の保存が終了すると、
保存した画像が削除された「連続撮影確認画面」が表
示されます。

●撮影間隔と撮影枚数を設定する

1 連続撮影画面（P.165） p［機能］
「撮影間隔／枚数」 以下の項目から
選択

撮影間隔（お買い上げ時：0.5秒）……撮影する間隔を
「0.5秒／1.0秒／2.0秒」から選択します。
マニュアル連写モードのときは設定できません。

撮影枚数（お買い上げ時：5枚）……撮影する枚数（05
～20枚の2桁）を入力します。
最大撮影枚数は画像サイズによって変わります（画像
サイズがCIF（352×288）の場合、撮影枚数は自動
的に4枚となり、撮影枚数は設定できません）。
2桁の数字を入力したら、自動的に撮影枚数が設定され
ます。表示されている枚数をそのまま設定するときは
d［確定］を押します。

2 設定が終わったらt t 
連続撮影画面に戻ります。

連続撮影確認画面

1 連続撮影確認画面（P.165） p［機
能］ 以下の項目から選択

選択保存…… を付けた静止画を保存します。
「保存」または「鏡像保存」

全保存……撮影したすべての静止画を保存します。
「保存」または「鏡像保存」

全保存＆自作アニメ……撮影したすべての静止画を保
存し、自作アニメにも登録します。
「保存」または「鏡像保存」 自作アニメの番号を選択

1件選択……囲み枠のある静止画に を表示して選択
状態にします。

全選択……撮影したすべての静止画に を表示して選
択状態にします。

連続撮影画面（例：オート）

機能連写

機能メニュー P.163

連続撮影確認画面

詳細 機能選択

　　　ピクチャ一覧

ｉｍａｇｅ　　１／　４

機能メニュー P.165

連続撮影詳細表示確認画面

機能保存

機能メニュー P.166

O
連続撮影中に電話がかかってきたり、アラーム通知があった
ときなどは、撮影が中断されます。切り替わった画面を終了
すると、連続撮影確認画面が表示されます。
電池残量が少ないとき、撮影した静止画を保存できない場合
があります。
ファイル保存中に電源を切ったり、電池パックを取り外した
ときなど、不完全なファイルが保存される場合があります。
強い光源や動きが大きいものを被写体としてオート連写モー
ドで撮影する場合、撮影間隔が設定した時間よりも長くなる
ことがあります。
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1件解除……囲み枠のある静止画の が消えて選択状
態を解除します。

全解除……すべての静止画の が消えて選択状態を解
除します。

鏡像表示⇔正像表示……確認画面の画像を、鏡像表示
にするか正像表示にするかを切り替えます。

画像保存先選択（お買い上げ時：カメラ）……撮影し
た画像の保存先フォルダを選択します。

選択ファイル制限（お買い上げ時：なし）…… を付
けた静止画を再配布できるかどうかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

全ファイル制限（お買い上げ時：なし）……撮影した
すべての静止画を再配布できるかどうかを設定しま
す。「ファイル制限について」→P.164

取り消し……撮影した静止画をすべて削除して連続撮
影画面に戻ります。

連続撮影詳細表示確認画面

1 連続撮影詳細表示確認画面（P.165）p［機能］ 以下の項目から選択

保存……「画像保存先選択」（P.163）で設定したフォ
ルダに保存します。

鏡像保存……撮影した静止画を、左右を反転させて「画
像保存先選択」（P.163）で設定したフォルダに保存し
ます。

ｉモードメール作成……「撮影した静止画を利用して
ｉモードメールやデコメールを作成する」→P.166

鏡像表示⇔正像表示……確認画面の画像を鏡像表示に
するか正像表示にするかを切り替えます。

表示サイズ設定……画像サイズがメール大（176×
144）以下の画像の表示方法を設定します。

等倍表示（お買い上げ時）……実際のサイズで画
面に表示します。

画面サイズで表示……画面のサイズに拡大して表
示します。

ファイル制限（お買い上げ時：なし）……撮影した静
止画を再配布できるかどうかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

フレームを重ねて撮影する＜フレーム撮影＞
●画像サイズがCIF（352×288）、フルスクリーン
（240×345）、待受（240×320）、メール大（176
×144）、メール小（128×96）のときに利用でき
ます。

●あらかじめ内蔵されているフレームのほかに、ダウ
ンロードしたフレームを利用することもできます。

●お買い上げ時に登録されている「フレーム」につい
ては、P.360をご覧ください。

1 静止画撮影画面（P.162） p［機能］
「フレーム選択」 フレームを選択

■フレーム撮影を解除する場合
「OFF」

2 カメラを被写体に向ける d［撮影］
「フレーム撮影確認画面」が表示されます。

3 d［保存］
「画像保存先選択」（P.163）で設定されているフォル
ダに保存されます。

撮影した静止画を利用してｉモードメールや
デコメールを作成する

撮影した静止画をｉモードメールに添付したり、デ
コメールの本文に挿入することができます。

1 静止画確認画面（P.162） p［機能］
「ｉモードメール作成」 以下の項目
から選択

画像添付……待受（横240×縦320ドット）以下の
画像はそのままｉモードメールに添付します。フルス
クリーン（横240×縦345ドット）以上の画像は添
付方法を以下の項目から選択します。

O
＜全保存&自作アニメ＞
1枚だけ撮影した場合や、撮影した静止画をすでに1枚以上保
存している場合、「全保存&自作アニメ」は選択できません。
＜鏡像表示＞
内側カメラで撮影した場合、左右が反転した鏡像表示になっ
ています。「正像表示」を選択すると実際に撮影された画像の
表示にすることができます。

O
＜ｉモードメール作成＞
連続撮影詳細表示確認画面でo［ ］を押しても撮影
した静止画を添付／挿入したｉモードメールを作成すること
ができます。
＜鏡像表示＞
内側カメラで撮影した場合、左右が反転した鏡像表示になっ
ています。「正像表示」を選択すると実際に撮影された画像の
表示にすることができます。

O
撮影した静止画を登録する前にフレームを変更することがで
きます。フレーム撮影確認画面でp［機能］を押し、「フレー
ム取替え」を選択します。
フレーム選択画面でo［デモ］を押すと、反転表示している
フレームの内容を確認することができます。
内側カメラでフレーム撮影した静止画は鏡像表示になってい
ます。保存するときは自動的に正像で保存されます。このと
き、正像に変換するときにフレームの左右も反転されます。
画像サイズと縦横のドット数が異なるサイズのフレームは選
択できません。
ダウンロードしたフレームやスタイルプラスのQRコードを
読み込んで増えたフレームの場合、フレームを選択した後に
画像サイズを変更すると選択したフレームが解除されます。
カメラ機能を終了するとフレームの設定は解除されます。
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そのまま添付……画像サイズを変更しないで、
ファイル容量を500Kバイト以下に変換して添付
します。

QVGA縮小添付……画像の縦横の比率を保持し
たまま、横240×縦320、横320×縦240ドッ
ト以下のサイズに縮小して添付します。ファイル
容量が最大容量を超える場合は、ファイル容量も
変更します。

画像挿入……メール小（横128×縦96ドット）はそ
のままデコメール本文に挿入します。メール大（横176
×縦144ドット）は挿入方法を以下の項目から選択し
ます。待受（横240×縦320ドット）以上の画像は
「Sub-QCIF縮小挿入」を選択します。

そのまま挿入……画像サイズを変更しないで、
ファイル容量を9,000バイト以下に変換して挿入
します。

Sub-QCIF縮小挿入……画像の縦横の比率を保持
したまま、横128×縦96、横96×縦128ドッ
ト以下のサイズに縮小して挿入します。ファイル
容量が最大容量を超える場合は、ファイル容量も
変更します。

2 メールを作成
ｉモードメールの作成／送信のしかた→P.210
デコメールの作成／送信のしかた→P.214

〈動画撮影〉

動画を撮影する
●「自動保存設定」（P.168）を「ON」に設定すると、
動画撮影後、自動的に保存できます。

●撮影時間は撮影条件によって異なります。
●通話中は動画撮影できません。
●動画撮影中にFOMA端末を折り畳むと、撮影が終了
します。

1 静止画撮影画面（P.162）1 「 」

2 カメラを被写体に向ける d［撮影］
撮影が開始されます。
撮影中にズームの調節をすること
ができます。
残り撮影時間の目安を画面で確認
できます。
■動画容量設定で設定した容量を超えた場合

「OK」
動画確認画面が表示されます。

3 d［終了］
撮影が終了して「動画確認画面」が表示されます。

■撮影した動画を再生して確認する場合
p［機能］ 「再生」

■撮影し直す場合
t 「YES」

4 d［保存］
「動画保存先選択」（P.168）で設定されているフォル
ダに保存されます。

動画撮影画面

1 動画撮影画面（P.167） p［機能］
以下の項目から選択

内側カメラ⇔外側カメラ……内側カメラと外側カメラ
を切り替えます。

カメラモード切替……カメラモードを切り替えます。

画像サイズ選択・動画容量設定……撮影メニュー
（P.161）と同じ設定ができます。

動画保存設定……動画を撮影するときの画質を設定し
ます。設定した画質によって撮影時間が変化します。

標準（お買い上げ時）……標準の画質、撮影時間
で撮影します。

画質優先……よりよい画質で撮影したいときに選
択します。撮影時間は標準より短くなります。

O
静止画確認画面でo［ ］を押しても撮影した静止画
をｉモードメールに添付したり、デコメールの本文に挿入
することができます。
10,000 バイトを超える静止画は大容量画像になります。大
容量画像をｉモード端末に送信した場合、ｉショットセンター
にてｉモード端末が受信するのに適したサイズに変換されま
す。
大容量画像（10,001バイト～500Kバイトの静止画）を添
付する場合、添付した静止画が「画像保存先選択」で設定し
たフォルダに保存されます。
保存メールが20件ある場合はメール作成できません。

動画撮影画面

機能撮影

機能メニュー P.167

O
動画撮影中に電話がかかってきたり、アラーム通知があった
ときなどは、撮影が中断されます。切り替わった画面を終了
すると、動画確認画面に戻ります。
電池残量が少ないとき、撮影した動画を保存できない場合が
あります。
ファイル保存中に電源を切ったり、電池パックを取り外した
ときなど、不完全なファイルが保存される場合があります。
動画撮影中にズーム調節などのボタン操作を行うと、操作音
が録音される場合があります。

終了

動画確認画面

機能保存

機能メニュー P.168
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時間優先……撮影する時間を長くしたいときに選
択します。画質は標準より劣ります。

動き優先……動きのある被写体を撮影したいとき
に選択します。撮影時間は標準より短くなります。

ライト……ライトを点灯または消灯します。内側カメ
ラのときは操作できません。→P.170

画質調整

撮影モード選択……撮影メニュー（P.162）と同
じ設定ができます。

明るさ調節……撮影する明るさを「－2～±0～＋
2」の5段階で調整します。
vで明るさを調節 d［確定］

2秒間ボタン操作をしないと自動的に設定されます。
カメラ機能を起動したときは「±0」に設定されてい
ます。

ホワイトバランス設定……撮影メニュー（P.162）
と同じ設定ができます。

色調切替……撮影する画像の効果を、「通常／セピ
ア／白黒」から選択します。

画像チューニング……撮影画面のちらつきを抑え
ます。「自動／モード１（50Hz地域）／モード２
（60Hz地域）」から選択します。
内側カメラのときは選択できません。

シャッター音選択（お買い上げ時：シャッター音1）
……シャッター音を選択します。

セルフタイマー設定……セルフタイマーを設定します。
→P.170

撮影種別設定

通常（カメラ起動時）……動画と音声を録画しま
す。

映像のみ……映像のみの動画として録画します。

音声のみ……音声のみの動画として録音します。

自動保存設定

ON……撮影時に確認画面は表示されず、「動画保
存先選択」で設定されているフォルダに自動保存
されます。

OFF（お買い上げ時）……撮影時に確認画面を表
示します。

動画保存先選択（お買い上げ時：カメラ）……撮影し
た動画の保存先フォルダを選択します。

ファイル制限（お買い上げ時：なし）……撮影した動
画を再配布できるかどうかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

表示サイズ設定

等倍表示（お買い上げ時）……実際のサイズで画
面に表示します。

画面サイズで表示……画面のサイズに拡大して表
示します。

保存容量確認……FOMA端末に保存されている動画の
データ容量と空きデータ容量を表示します。

ヘルプ……撮影についての説明を表示します。

動画確認画面

1 動画確認画面（P.167） p［機能］
以下の項目から選択

再生……撮影した動画を再生します。

保存……撮影した動画が「動画保存先選択」（P.168）
で設定されているフォルダに保存されます。

ｉモードメール作成……撮影した動画を添付した
ｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

待受画面設定……撮影した動画を待受画面に設定しま
す。

表示サイズ設定……画像の表示方法を設定します。

等倍表示（お買い上げ時）……実際のサイズで表
示します。

画面サイズで表示……画面のサイズに拡大して表
示します。

タイトル編集……動画のタイトルを編集します。

動画保存先選択（お買い上げ時：カメラ）……撮影し
た動画の保存先フォルダを選択します。

ファイル制限（お買い上げ時：なし）……撮影した動
画を再配布できるかどうかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

取り消し……撮影した動画を削除して動画撮影画面に
戻ります。

O
＜撮影モード選択＞
内側カメラでは「ポートレート」に固定されます。
「風景」、「クローズアップ」のときに内側カメラに切り替えた
場合は、「ポートレート」に戻ります。
＜ホワイトバランス設定＞
「晴天」、「曇天」、「電球」、「蛍光灯」を選択すると、設定の光
源下ではオートよりも鮮やかな発色となる場合があります。
設定内容はカメラ機能終了後も保持され、テレビ電話の映像
にも反映されます。→P.86
＜画像チューニング＞
薄暗いところや極端に明るいところでの撮影、および被写体
の色合いなどによっては、ちらつきが完全に消えない場合が
あります。
＜シャッター音選択＞
マナーモード設定中は、確認のためのシャッター音は鳴りま
せん。ただし、「オリジナルマナー」（P.119）で「メモ確認
音」を「ON」に設定している場合、確認のためのシャッター
音は鳴ります。ダウンロードしたメロディをシャッター音に
設定できません。またシャッター音の音量は変更できません。
＜撮影種別設定＞
ボイスモードの場合は設定できません。
＜保存容量確認＞
表示される容量はおおよその目安です。
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〈チャンスキャプチャ〉

大切な場面をのがさず撮影する
動画撮影時に、撮影可能時間を過ぎても撮りたい場
面まで撮影を続けることができます。

1 静止画撮影画面（P.162） 1
「 」

2 カメラを被写体に向ける d［撮影］
撮影が開始されます。
撮影中にズームの調節をするこ
とができます。
撮影可能時間を過ぎると、残り撮
影時間の表示が「00：00」の点
滅になります。

3 d［終了］
撮影が終了します。

4 d［保存］
「動画保存先選択」（P.168）で設定されているフォル
ダに保存されます。

〈ピクチャボイス〉

静止画に音声を入れる
メール大（176×144）またはメール小（128×
96）の静止画を使い、その静止画に音声を付けた動
画を作ることができます。

＜例：静止画を撮影してピクチャボイスにする場合＞

1 静止画撮影画面（P.162） 1
「 」

2 カメラを被写体に向ける d［撮影］
静止画を撮影します。
静止画の撮影について→P.162
「録音開始画面」が表示されます。

音声録音前に、機能メニューか
ら「動画容量設定」を選択する
ことで、録音後のファイル容量
を設定できます。

3 d［録音］
録音が開始されます。
録音できる残り秒数の目安を画面
で確認できます。

4 d［停止］
録音が終了すると「録音確認画面」が表示されます。
動画確認画面の機能メニュー→P.168

5 d［保存］
「動画保存先選択」（P.168）で設定されているフォル
ダに保存されます。

録音開始画面

1 録音開始画面（P.169） p［機能］
以下の項目から選択

動画容量設定……録音するときのファイル容量を設定
します。

メール（小）（カメラ起動時）……290Kバイトま
で録音することができます。標準的な動画データ
としてｉモードメールに添付したいときに選択し
ます。

メール（大）……490Kバイトまで録音すること
ができます。容量の大きな動画データとして
ｉモードメールに添付したいときに選択します。

O
＜ｉモードメール作成＞ 
送信する動画は、「動画保存先選択」で設定されているフォル
ダに保存されます。
動画確認画面でo［ ］を押しても動画を添付した
ｉモードメールを作成することができます。
500Kバイトを超える動画は添付できません。ただし保存後、
添付可能なサイズに切り出すことができます。→P.283
＜待受画面設定＞ 
待受画面に設定する動画は、「動画保存先選択」で設定されて
いるフォルダに保存されます。
音声のみの動画の場合は設定できません。

O
各撮影画面でp［機能］ 「カメラモード切替」 「チャン
スキャプチャ」を押してもチャンスキャプチャを呼び出すこ
とができます。

終了

▲▲ ▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

▲▲

▲▲▲
▲▲▲▲▲

O
各撮影画面で p［機能］ 「カメラモード切替」 「ピク
チャボイス」を押してもピクチャボイスを作成することがで
きます。
保存済みの静止画でピクチャボイスを作成する場合は、以下
の操作の後、操作3以降を行います。
各撮影画面でp［機能］ 「カメラモード切替」 「ピク
チャボイス」 「マイピクチャ」 フォルダを選択 静止画
を選択

録音開始画面

機能録音

機能メニュー P.169
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〈ボイスモード〉

ボイスモードを使う
音声のみの動画として、音声を録音します。

1 静止画撮影画面（P.162） 1
「 」
「録音開始画面」が表示されます。
動画撮影画面の機能メニュー→P.167

2 d［録音］
録音が開始されます。
録音できる残り秒数の目安を画面で確認できます。

3 d［終了］
録音が終了すると「録音確認画面」が表示されます。
動画確認画面の機能メニュー→P.168

4 d［保存］ 
「動画保存先選択」（P.168）で設定されているフォル
ダに保存されます。

撮影時の設定を変える
ズームやセルフタイマーの設定などを行います。

ズームを使う

ズーム機能を使って、撮影する画像を写したい大き
さに調節します。
●動画撮影中にズームを調節することもできます。
●外側カメラのときは静止画撮影、連続撮影、動画撮
影で1倍～約5倍まで16段階に調節できます。ただ
し、画像サイズがSXGA（1,280×960）のときは
調節できません。

※1：ｉアプリからカメラを起動したときのみ表示されます。

●内側カメラのときは2段階で調節できます。ただし、
画像サイズがVGA（640×480）のときや、JAVA
（240×240）のときは調節できません。

1 各撮影画面 vでズームを調節
j：押すたびに1段階ずつ拡大します。
h：押すたびに1段階ずつ1倍（標準）に戻ります。
vを押し続けると連続的に変化します。

ライトを点灯する

部屋の中などで光量が不足しているときに、FOMA
端末のライトを点灯して撮影します。
●ライトを点灯し、約30秒間撮影しないとライトが自
動的に消灯します。

1 各撮影画面 a［ ］
消灯するときはa［ ］を押します。

セルフタイマーを使う
●撮影終了後、セルフタイマーは「OFF」に戻ります。

1 各撮影画面 p［機能］ 「セルフタ
イマー設定」「ON」 セルフタイマー
の時間（01～15秒の2桁）を入力
数字を入力するとセルフタイマー
が設定され、各撮影画面に戻りま
す。表示されている時間をそのまま
設定するときはd［確定］を押し
ます。
お買い上げのときは「10秒」に設
定されています。

●セルフタイマーを設定すると
ディスプレイに「 」が表示され、セルフタイマー
が設定されていることを示します。
d［撮影］を押すと、セルフタイマーの
開始音が鳴ってセルフタイマーが動作を
はじめます。
着信イルミネーションが青色で点滅しま
す。またディスプレイの「 」も点滅します。
撮影される約5秒前からカウント音が鳴り、着信イルミネー
ションの点滅が速くなります。
■セルフタイマーの設定を解除する場合

p［機能］ 「セルフタイマー設定」 「OFF」
■タイマーの動作を止める場合

o［中止］またはt 

O
動画撮影画面でp［機能］  「撮影種別設定」 「音声のみ」
を選択してもボイスモードで録音できます。
ボイスモードで録音できる音声のみの動画は MP4（Mobile
MP4）形式です。

画面サイズ 最大倍率
VGA（640×480） 約2倍

CIF（352×288） 約1.8倍

フルスクリーン（240×345） 約1.5倍

待受（240×320） 約1.6倍

JAVA（240×240）※1 約2.1倍

メール大／サイズ大（176×144） 約3.6倍

メール小／サイズ小（128×96） 約5倍

画面サイズ 最大倍率
CIF（352×288） 約1.8倍

メール大／サイズ大（176×144） 約2倍

メール小／サイズ小（128×96）

O
カメラ機能を起動したときは「1倍」になっています。また、
画像サイズやカメラモードを切り替えたときも「1倍」にな
ります。
ズームを調節すると画質が多少変化する場合があります。

O
音声のみの動画を録音するときは、ライトを点灯することが
できません。
本機能は補助的なものです。

ライト

作動時間設定

　　 作動時間（秒）
０１～１５？　１０

機能撮影
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〈バーコードリーダー〉

バーコードリーダーを利用する
カメラを利用しJANコード、QRコードを読み取
ります。とくにQRコードの場合、読取データから
Phone To/AV Phone To、Mail To、Web To、
ｉアプリTo、ブックマーク登録、電話帳登録、文
字表示、文字のコピーを行うことができます。ま
た、画像やメロディのデータを読み取り、再生や
保存をすることもできます。
●読取データは5件まで登録できます。
●FOMA端末が揺れたりしないようにしっかり持って
操作してください。

●バーコードを読み取るときは、外側カメラをバー
コードから約7～9cm離してください。

■JANコード、QRコードについて
●JANコードとは
太さや間隔の異なる縦の線
（バー）で数字を表現している
バーコードです。8桁（JAN8）
および13桁（JAN13）のバー
コードを読み取ることができ
ます。
※ 右上のJANコードをFOMA端末で読み取ると「494285

7113068」と表示されます。

●QRコードとは
縦・横方向の模様で数字、英字、漢字、
カナ、絵文字などの文字列を表現して
いる二次元コードの1つです。また、
画像やメロディを扱っているQRコー
ド、1つのデータが複数のQRコード
に分かれているものもあります。
※ 右上のQRコードをFOMA端末で読み取ると「株式会社

NTTドコモ」と表示されます。

■スタイルプラス用コンテンツについて
●スタイルプラスに付属のQRコードを読み取ると、以
下のようなコンテンツが追加されます。
・「画面表示設定」（P.121）の各種画像
・「メニュー画面設定」（P.125）の「オリジナルテー
マ」

・「画面デザイン」（P.124）の電池残量アイコン、受
信レベルアイコン

・マイピクチャのフレーム（P.360）
・デコメール用のテンプレート（P.362）
※スタイルプラスの色と追加されるコンテンツの関
係については、「スタイルモードを設定する」
（P.136）をご覧ください。

●読み取りが終了すると、待受画面に「 」（スタイ
ルプラス情報通知アイコン）が表示されます。待受
画面でこのアイコンを選択すると、スタイルモード
一覧画面が表示され、スタイルモードの一括設定が
行えます。→P.137

●追加されたコンテンツは、マイピクチャの「プリイ
ンストール」、「フレーム」の各フォルダや、メール
の「テンプレート」など、それぞれの格納場所に保
存されます。

コードを読み取る
●読み取る前に、レンズ切替スイッチを （マクロレ
ンズ）に切り替えてください。→P.158

1 i 「バーコードリーダー」
「バーコードリーダー画面」が表示されます。

2「新規読取」

3 JANコードまたはQRコードを認識範
囲に表示
認識範囲は画面の四隅に“┏、┓、
┗、┛”で示されています。
ピントが合った状態で、JANコー
ドまたはQRコード全体が認識範
囲の中にできるだけ大きく入るよ
うにします。

■ズームを調節する場合
j：拡大されます。
h：標準に戻ります。

■ライトを点灯する場合
o［点灯］またはa［ ］

消灯するときもo［消灯］またはa［ ］を押し
ます。

4 d［読取］ 読み取ったデータを確認
読み取りに時間がかかる場合があります。
■読み取りを中止する場合

d［中止］ 「OK」 
■複数のQRコードに分かれているデータを読み取
る場合
「OK」 操作3～4を繰り返す

最大16枚に分割された複数のQRコードを読み取る
ことができます。

O
セルフタイマーのカウント中にd［撮影］を押して手動で撮
影することもできます。
マニュアル連写モードでは、セルフタイマーを利用できませ
ん。

待受画面

バーコードリーダー画面

機能選択

　　バーコードリーダー
　新規読取
　読取データ一覧

機能メニュー P.172

点灯 読取
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5 p［機能］ 「登録」 「YES」 「OK」
読み取ったデータが保存されます。
■読み取ったデータを破棄する場合

t 「YES」

バーコードリーダー画面／アクセ
スリーダー画面

1 バーコードリーダー画面（P.171）／
アクセスリーダー画面（P.174） p
［機能］ 以下の項目から選択
デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

読取データを利用する
●利用できる読取データは、以下のとおりです。

1 i 「バーコードリーダー」
「読取データ一覧」
「バーコードリーダー読取データ一覧画面」が表示され
ます。

2 読取データを選択
「バーコードリーダー読取データ詳細画面」が表示され
ます。

3 表示されている項目を選択

バーコードリーダー読取データ一
覧画面

1 バーコードリーダー読取データ一覧画
面（P.172） p［機能］ 以下の項
目から選択

タイトル編集……読取データのタイトルを編集しま
す。
全角文字で9文字まで、半角文字で18文字まで入力で
きます。

結果表示……バーコードリーダー読取データ詳細画面
を表示します。

1件削除……読取データを１件削除します。

全削除……読取データをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

O
JANコード、QRコード以外のバーコードは読み取れません。
また、バーコードのサイズによっては、読み取れない場合が
あります。
傷、汚れ、破損、印刷の品質、光の反射の具合によっては正
しく認識できない場合があります。
文字編集画面からバーコードリーダーを起動することができ
ます。このとき、読み取ったデータは文字編集画面に入力さ
れます。ただし、登録済みの情報の表示や、読み取った情報
の保存を行うことはできません。また、画像やメロディの情
報は正しく読み取りできません。なお、文字編集画面で入力
できない文字はスペース（空白）に置き換わります。
横1,616、縦1,212ドットを超えるJPEG画像や、横640
×縦480、横480×縦640ドットを超えるGIF画像は登録
できません。
横640×縦480、横480×縦640ドットを超えるプログ
レッシブJPEG画像は登録できません。プログレッシブJPEG
画像→P.193

項目 説明
電話帳登録 名前、フリガナ、電話番号、メールア

ドレス、誕生日、住所、メモを電話帳
に一括登録→P.101

メール作成 宛先、題名、本文が一括入力された
ｉモードメールを作成→P.210

Bookmark登録 URLとタイトル名をブックマークに
登録→P.189

ｉアプリ起動 指定されているｉアプリを起動→
P.258

メロディのアイコ
ン

そのメロディを再生→P.288

電話番号 Phone To（AV Phone To）機能を利
用して電話をかける→P.195

メールアドレス Mail To機能を利用してｉモードメール
を作成→P.195

URL Web To機能を利用してサイトに接続
→P.195

O
読取データにバーコードリーダーで扱えない文字が含まれて
いる場合、その文字はスペース（空白）に変換されます。
読み取ったデータのタイトルは以下のようになります。
・タイトル：yyyymmdd_hhmm_xxxx（年月日_時刻_4桁
の数字）
同じ時刻で複数保存したときは、4桁の数字が登録した順
に増えます。

バーコードリーダー
読取データ一覧画面

機能選択

　　バーコードリーダー
　２００６０４１１＿１５３９＿００００
　２００６０４１０＿２２０５＿００００
　２００６０４１０＿１８２３＿００００

機能メニュー P.172

選択 機能

電話帳登録
名前　ドコモ太郎

選択

ＴＥＬ　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

アドレス　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠

メモ　東京都△△区在住

ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

　　バーコードリーダー

機能

フリガナ　ドコモタロウ

ＴＥＬ　０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ

誕生日 １９７０年２月１２日

バーコード－リーダー
読取データ詳細画面

機能メニュー P.173
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バーコードリーダー読取データ詳
細画面

1 バーコードリーダー読取データ詳細画
面（P.172） p［機能］ 以下の項
目から選択

登録……読み取ったデータを登録します。

一覧表示……バーコードリーダー読取データ一覧画面
を表示します。
表示しているデータが未登録の場合、データを削除す
るかどうかの確認メッセージが表示されます。

Internet……URLを選択している場合、そのURLの
サイトに接続します。「Web To機能」→P.195

ｉモードメール作成……「メール作成」を選択してい
る場合、読取データに入力されている宛先、題名、本
文が一括入力されたｉモードメールを作成します。
メールアドレスを選択している場合、そのメールアド
レスが宛先に入力されたｉモードメールを作成しま
す。「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

電話発信……電話番号を選択している場合、その電話
番号に電話をかけます。「Phone To機能」→P.195

電話帳登録……「電話帳登録」を選択している場合、読
取データに入力されている名前、フリガナ、電話番号、
メールアドレス、誕生日、住所、メモを電話帳に一括
登録します。
電話番号を選択している場合、その電話番号を電話帳
に登録します。
メールアドレスを選択している場合、そのメールアド
レスを電話帳に登録します。
「電話帳に登録する」→P.101

Bookmark登録……「Bookmark登録」を選択してい
る場合、読取データに入力されているURLとタイトル名
をBookmarkに登録します。
URLを選択している場合、そのURLをBookmarkに登録
します。「ブックマークに登録する」→P.189

画像保存……画像をデータBOXのマイピクチャに保存
します。
フォルダを選択 「YES」 項目を選択

待受画面などに設定しない場合は、フォルダを選択し
た後に「NO」を選択します。

メロディ保存……メロディをデータBOXのメロディに
保存します。
「YES」 フォルダを選択 「YES」 項目を選択

着信音などに設定しない場合は、フォルダを選択した
後に「NO」を選択します。

ｉアプリ起動……「ｉアプリ起動」を選択している場
合、読取データで指定されているｉアプリを起動しま
す。
「バーコードリーダーからｉアプリを起動する」
→P.258

コピー……読取データに入力されている文字をコピー
します。
「文字のコピー／切り取り／貼り付け」→P.351

〈アクセスリーダー〉

文字を読み取る
カメラを利用して、印刷されている文字を読み取り、
電話帳登録、メール作成、Bookmark登録します。
また、電話をかけたり、インターネットホームペー
ジを表示したりすることもできます。
●読取データは8件まで登録できます。
●FOMA端末が揺れたりしないようにしっかり持って
操作してください。

●文字を読み取るときは、外側カメラを読み取りたい
文字から約7～9cm離してください。

●縦書きの日本語文字列を読み取ることもできます。

■読み取りモードについて
読み取りモードには以下のものがあります。読み取
りたい情報に合った読み取りモードを選択します。

O
＜Internet＞＜Bookmark登録＞
URLに使用できない文字が含まれている場合、Web To機能
の利用やBookmark登録はできません。
＜ｉモードメール作成＞
宛先に入力できない文字が含まれている場合、宛先には何も
入力されません。
＜電話発信＞
電話をかけることができる文字は、全角／半角の数字と全角
／半角の記号（＃*＋Pp）です。これら以外の文字が含ま
れている場合、電話をかけることはできません。
テレビ電話画像の設定は発信や通話が終了しても保持されま
せんので発信ごとに設定してください。
＜ｉアプリ起動＞
「ｉアプリTo設定」（P.258）の「バーコードからｉアプリ
To」のチェックが外れていると、読み取ったデータから
ｉアプリを起動することはできません。
指定されているソフトがない場合、ｉアプリは起動できませ
ん。

項目 説明
名刺読み取り 名刺などに印刷されている名前、

電話番号、メールアドレス、メモ
を読み取り、読み取ったデータを
電話帳に一括登録することがで
きます。

メール作成 宛先、題名、本文を読み取り、それ
ぞれが入力されたｉモードメール
を作成することができます。

URL URLを読み取り、そのURLのサ
イトに接続したり、Bookmarkに
登録できます。

メールアドレス メールアドレスを読み取り、その
メールアドレスを利用して
ｉモードメールを作成すること
ができます。

電話番号 電話番号を読み取り、その電話番
号に電話をかけることができま
す。

フリーメモ 日本語や英語などの文字列を読
み取り、テキストメモに登録する
ことができます。

文
字
を
読
み
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■読み取り可能な文字数について
読み取りできる文字数は読み取る項目によって以下
のように変わります。

※1： 辞典からアクセスリーダーを起動したときに選択でき
ます。

■読み取り画面の見かた
名刺読み取りモードの画面を例に読み取り画面の見
かたについて説明します。

ガイダンス ：そのとき行う操作などを表示
認識枠 ：認識する範囲（認識範囲）
項目アイコン：読み取る項目

名刺読み取りモード：「名前／電話番
号／メールアドレス／メモ」
メール作成モード：「宛先／題名／本
文」

認識した文字の表示欄：読み取った文字を表示（画面に
よってはガイダンスを表示）

認識モード ：文字を読み取るときの認識モード「漢
字（横書／縦書）／電話番号／メール
アドレス／URL」を表示

残り文字数 ：読み取り可能な残りの文字数を半角文
字数で表示

反転モード ：反転モード設定が反転固定に設定され
ているときに表示

文字を読み取る
●読み取る前に、レンズ切替スイッチを （マクロレ
ンズ）に切り替えてください。→P.158

＜例：名刺読み取りモードで読み取る場合＞

1 i 「アクセスリーダー」
「アクセスリーダー画面」が表示されます。

2「新規読取」
読み取りモード選択画面が表示されます。
「読み取りモードについて」
→P.173

3「名刺読み取り」
「アクセスリーダー読み取り画面」が表示されます。

4 vで読み取る「項目アイコン」を選択
文字列を認識範囲に表示

ピントが合っている状態で、読み取りたい文字の上下
が認識範囲にできるだけ大きく入るようにします。
読み取りたい文字列が一度に認識範囲に入らない場
合、数回に分けて読み取ることができます。
■ズームを利用する場合
f：「標準」→「拡大」に切り替わります。
g：「拡大」→「標準」に戻ります。

■ライトを点灯する場合
o［点灯］またはa［ ］

消灯するときはo［消灯］またはa［ ］を押し
ます。

5 d［読取］
文字が読み取られ、認識した文字が赤色で表示されま
す。

読み取る項目 最大読み取り文字数
名刺読み
取り

名前 全角文字で16文字、半角文字で32文
字まで

電話
番号

半角の数字、（、）、－、＃で26文字まで

メールア
ドレス

半角の英字、数字、記号で50文字まで

メモ 全角文字で100文字、半角文字で200
文字まで

メール
作成

宛先 半角の英字、数字、記号で50文字まで

題名 全角文字で15文字、半角文字で30文
字まで

本文 全角文字で128文字、半角文字で256
文字まで

URL 半角の英字、数字、記号で256文字まで

メールアドレス 半角の英字、数字、記号で256文字まで

電話番号 半角の数字、（、）、－、＃で256文字まで

フリーメモ 全角文字で128文字、半角文字で256
文字まで

辞典※１ 日本語 全角文字で32文字、半角文字で64文
字まで

英語 半角文字で64文字まで

点灯 機能読取

　 　　名刺読み取り　　　
枠に収まらない場合は続けて撮影
してください　［ ：項目選択］

漢字（横書）　　　　　２２反転

ドコモ太郎

ガイダンス

認識枠

項目アイコン

認識した文字の
表示欄

認識モード
残り文字数

反転モード

アクセスリーダー画面

機能選択

　　 アクセスリーダー
　新規読取
　読取データ一覧

機能メニュー P.172

選択

　　読み取りモード選択
　名刺読み取り
　メール作成
　ＵＲＬ
　メールアドレス
　電話番号
　フリーメモ

アクセスリーダー
読み取り画面

点灯 機能読取

　 　　名刺読み取り　　　

漢字（横書）　　　　　３２

氏名を
撮影してください

枠に収まらない場合は続けて撮影
してください　［ ：項目選択］

ドコモ太郎

機能メニュー P.175
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■撮り直しする場合
t 「YES」

読み取った文字列が表示欄を超えた場合はbまた
はa［ ］、s［MEMO／CHECK］を押して確認
できます。
o［登録］を押すと読み取られた文字がそのまま登
録され、読取データの詳細画面が表示されます。
読み取った文字を修正するには以下の2つの方法が
あります。

■文字を選択して修正する場合
vで修正したい文字を

反転 変更候補文字の番号
を押す
小文字に変換が可能な文字
は、rで大文字／小文字を
切り替えることができます。

■文字編集で修正する場合
p［機能］ 「編集」

文字を編集
読み取った文字を通常の文字
編集で修正することができま
す。
変更候補の選択に戻るとき
は、p［機能］を押し、「認
識候補選択」を選択します。
文字の編集が終わったら、操
作6に進みます。

6 d［確定］
文字として確定します。
■残りの文字列を続けて読み取る場合

操作4～6を繰り返す
このとき、すでに読み取った文字列の最後の2文字
以上が認識範囲に入るようにします。

■ほかの項目を読み取る場合
vで読み取る項目アイコンを選択 操作4～

6を繰り返す
名刺読み取りモードのとき、電話番号は4件まで、
メールアドレスは3件まで読み取りできます。

7 p［機能］ 「登録」
読取データの詳細画面になり、tを押すと読取デー
タの一覧画面に戻ります。

アクセスリーダー読み取り画面

1 アクセスリーダー読み取り画面
（P.174） p［機能］ 以下の項目
から選択

編集……読み取った文字を編集します。

登録……読み取ったデータを登録します。

Internet……URLモードの読取データのとき、その
URLのサイトに接続します。「Web To機能」→P.195

ｉモードメール作成……読取データが入力された新規
メール作成画面を表示し、ｉモードメールを作成しま
す。入力されるデータは、表示中の読取データによっ
て異なります。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

電話発信……電話番号モードの読取データのとき、そ
の電話番号に電話をかけます。

電話帳登録……読取データを電話帳に登録します。登
録されるデータは、表示中の読取データによって異な
ります。「電話帳に登録する」→P.101

Bookmark登録……URLモードの読取データのとき、
そのURLをBookmarkに登録します。
「ブックマークに登録する」→P.189

電話帳検索……読み取ったデータを使って電話帳を検
索します。電話帳の検索のしかた→P.105

テキストメモ登録……読取データをテキストメモに登
録します。登録されるデータは、表示中の読取データ
や画面によって異なります。
「テキストメモを作成する」→P.315

読み取りモード設定……読み取りモードを「名刺読み
取り／メール作成／URL／メールアドレス／電話番号
／フリーメモ」から選択します。

反転モード設定……印刷物の状態を設定します。

自動設定……反転／無反転を自動的に判断しま
す。

O
画面に「取込中…」のメッセージが表示されている間はFOMA
端末を動かさないようにしてください。
漢字、ひらがな、カタカナ、英字（大文字・小文字）、数字、
記号を読み取ることができます。ただし、カタカナはすべて
全角文字として、数字と英字はすべて半角文字として読み取
られます。また、JIS第二水準漢字で一部読み取れないものが
あります。
手書きの文字は認識できません。また、FAXされたものやコ
ピーしたもの、デザインされた文字や文字の間隔が一定でな
いもの、文字と背景が区別しにくいものなどは、正しく認識
できない場合があります。また、周囲の照明などの状況によっ
ては、正しく認識できない場合があります。
文字編集画面からアクセスリーダーを起動することができま
す。このとき、読み取ったデータは文字編集画面に入力され
ます。
辞典からアクセスリーダーを起動したときは、「辞典（日本
語）／辞典（英語）」の読み取りモードを選択します。

登録 機能確定

　 　　名刺読み取り　　　

漢字（横書）　　　　　２２　

ドコモ太郎
　　　　

　　コ　　＝　　二　　
　　撮り直し

枠に収まらない場合は続けて撮影
してください

ドコモ太郎

変更候補

絵記 機能確定

　　　　　　　　　　　２２　

ドコモ太郎

枠に収まらない場合は続けて撮影
してください

ドコモ太郎

　 　　名刺読み取り

ｃｈ　文字

文字の読み取りを行う前に約 3分以上ボタン操作をしなかっ
たときは、アクセスリーダー読み取り画面が終了してアクセ
スリーダー画面に戻ります。
読み取ったデータを登録する前に音声電話などの着信があっ
たり、めざまし時計などのアラーム通知が実行されたり、ほ
かの機能の操作を行ったときは読み取ったデータが保存され
て、画面が切り替わります。その後、操作を終了すると読取
データ詳細画面が表示されます。
URLモードで読み取った場合、読み取った文字列に「http://」、
「https://」を付加する条件は以下のようになります。
・読み取った文字列に「://」がない場合は、「http://」を文
字列の先頭に付加します。ただし、文字列の先頭が「/」ま
たは「//」の場合は、「/」または「//」を「http://」に置
き換えます。

・読み取った文字列に「://」がある場合は、「://」より前を
「://」も含めて「http://」に置き換えます。ただし、「://」
が「s://」や「S://」の場合は、「https://」に置き換えます。
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無反転固定……薄い色地に濃い色の文字が印刷さ
れているときに選択します。

反転固定……濃い色地に薄い色の文字が印刷され
ているときに選択します。

ガイダンスOFF⇔ガイダンスＯＮ……ガイダンスを表
示しないかするかを設定します。

縦書き⇔横書き……読み取りたい日本語文字列の縦書
き／横書きを設定します。

文字情報を利用する
●利用できる読取データは、以下のとおりです。

※電話番号やメールアドレスなどの項目を選択すると、
それぞれのデータが編集できます。

1 i 「アクセスリーダー」 「読
取データ一覧」
「アクセスリーダー読取データ画面（一覧）」が表示さ
れます。

2 読取データを選択
「アクセスリーダー読取データ画面（詳細）」が表示さ
れます。

3 表示されている項目を選択

アクセスリーダー読取データ画面
（一覧・詳細）

1 アクセスリーダー読取データ画面（一
覧・詳細）（P.176） p［機能］ 以
下の項目から選択

編集※1……読み取った文字を編集します。

Internet……URLモードの読取データのとき、その
URLのサイトに接続します。「Web To機能」→P.195

ｉモードメール作成……読取データが入力された新規
メール作成画面を表示し、ｉモードメールを作成しま
す。入力されるデータは、表示中の読取データや画面
によって異なります。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

電話発信……電話番号モードの読取データのときや、
名刺読み取りモードの読取データで電話番号を選択し
ているとき、その電話番号に電話をかけます。

電話帳登録……読取データを電話帳に登録します。登
録されるデータは、表示中の読取データや画面によっ
て異なります。「電話帳に登録する」→P.101

Bookmark登録……URLモードの読取データのとき、
そのURLをBookmarkに登録します。
「ブックマークに登録する」→P.189

電話帳検索……読み取ったデータを使って電話帳を検
索します。電話帳の検索のしかた→P.105

テキストメモ登録……読取データをテキストメモに登
録します。登録されるデータは、表示中の読取データ
や画面によって異なります。
「テキストメモを作成する」→P.315

詳細表示⇔一覧表示……詳細画面と一覧画面を切り替
えます。

コピー……読取データに入力されているデータをコ
ピーします。
「文字のコピー／切り取り／貼り付け」→P.351

1件削除……読取データを1件削除します。

全削除……読取データをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

※1：詳細画面でのみ利用できる機能です。

項目 説明
電話帳登録 名前、電話番号、メールアドレス、

メモを電話帳に一括登録
→P.101

メール作成 宛先、題名、本文が一括入力され
たｉモードメールを作成
→P.210

アクセスリーダー
読取データ画面（一覧）

機能選択

　　 アクセスリーダー
　ｄｏｃｏｍｏ＿ｔａｒｏ．△△ａｂｃ＠ｄｏｃｏ
　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．△△△ａｂｃ．ｃｏ．ｊ
　０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

機能メニュー P.176

アクセスリーダー
読取データ画面（詳細）

電話帳登録
名前　　ドコモ太郎

選択

ＴＥＬ　　　０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ
アト゛レス　　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△ａｂ

メモ　　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
ｃ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

　　　　アクセスリーダー

機能

機能メニュー P.176

O
＜電話発信＞
電話をかけることができる文字は、半角の数字と半角の記号
（＃*＋）です。これら以外の文字が含まれている場合、数字
と記号のみを電話番号として発信します。
テレビ電話画像の設定は発信や通話が終了しても保持されま
せんので発信ごとに設定してください。
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●ｉモード／ｉモーション
ｉモードとは............................................................................ 178
ｉモードメニューを表示する......................... 183
■サイトを表示する
サイトを表示する..................................................................... 183
サイトの見かたと操作............................................................. 186
マイメニューに登録する ....................................... 187
ｉモードパスワードを変更する ............. 188
インターネットホームページを表示する........ 188
インターネットホームページやサイトを
登録して素早く表示する ....................................... 189
サイトの内容を保存する ............................................. 191
■サイトから画像やメロディなどをダウンロードする
有料コンテンツのダウンロードについて.............................. 192
サイトやメッセージから画像を取得する.................. 192
サイトからｉメロディをダウンロードする.......... 193
サイトからキャラ電をダウンロードする.............................. 194
サイトからデータファイルをダウンロードする................... 194
■ｉモードの便利な機能
Phone To・Mail To・Web To機能を使う
........................................................ 195
■ｉモードの設定を行う
ｉモードの設定を行う............................................................. 196
■メッセージサービスを利用する
メッセージを受信したときは.............................. 197
メッセージがあるかどうかを問い合わせる .......... 199
メッセージBOXのメッセージを表示する... 199
■証明書を利用する
SSL証明書を操作する............................................................ 200
FirstPassの設定を行う......................................................... 201
証明書発行接続先を変更する.................................................. 202
■ｉモーションを利用する
ｉモーションとは .................................................................... 203
サイトからｉモーションを取得する............. 203
ｉモーションを自動再生するかどうかを設定する
................................................................. 204

ｉモードメニュー

マイメニュー
ｉモードパスワード変更

インターネット接続

ブックマーク
画面メモ

画像保存
ｉメロディ

Phone To・Mail To・Web To 機能

メッセージ受信
ｉモード問い合わせ
メッセージR／ F

ｉモーション取得

ｉモーション自動再生設定
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ｉモードとは
ｉモードでは、ｉモード対応FOMA端末（以下
ｉモード端末）のディスプレイを利用して、サイト
（番組）接続、インターネット接続、ｉモードメー
ルなどのオンラインサービスをご利用いただけま
す。
■サイト（番組）接続
ｉモードメニューからメニューリストを選択して、天
気、ニュースなどIP（情報サービス提供者）が提供
する各種オンラインサービスをご利用いただけま
す。さらにゲームや待受画像をダウンロードして楽
しめます。

■インターネット接続
ｉモード端末にホームページアドレス（URL）を直
接入力することで、ｉモード対応のさまざまなホー
ムページを見ることができます。

■ｉモードメール
ｉモード端末どうしをはじめ、インターネットの
メールアドレスを持っている人となら誰とでもe-
mailのやりとりが最大全角5,000文字までできま
す。さらにデコメールや静止画像、動画を送受信し
て楽しいメールのやりとりができます。

サイト（番組）接続

簡単なボタン操作でサイトに接続して、IP（情報サー
ビス提供者）が提供する各種オンラインサービスを
ご利用いただけます。
たとえば、銀行の残高照会・振込、チケット予約、
ニュース、辞書検索、着信メロディのダウンロード
など、さまざまなオンラインサービスがあります。

●サイトを表示するには
ｉモードセンターに接続すると、最初にｉMenuが
表示されます。ここから各サイト（番組）や「週刊
ｉガイド」などへアクセスします。
サイトの表示方法は→P.183

サービスのしくみ

IPとｉモード端末
をつなぎます。ま
たメールやメッセー
ジをお預かりしま
す。

サイト（番組）を提供します。

ｉモードのサービスエリアは、
FOMAサービスエリア（通話の
できるエリア）と同じです。

FOMAサービスエリア

インターネット

パソコンなどIP（情報サービス提供者）

ｉモードセンター

ｉモード端末

ｉモードはお申し込みが必要な有料サービ
スです。お申し込みに関するお問い合わせは、
取扱説明書裏面をご覧ください。

O
新規でFOMAサービスのご契約をいただいた場合は、当日よ
りすべてのサービスがご利用になれます。
movaサービス（ｉモードをご契約）からFOMAサービスへ
契約を変更された場合、movaサービスでご利用いただいて
いた「マイメニュー」の内容は引き継がれます。サイトによっ
て、FOMAに「マイメニュー」が引き継がれないサイトもあ
りますので、その場合は、再登録をお願いします。なお、「マ
イメニュー」引継対応サイトについては、ｉMenu内「お知
らせ」でご確認できます。
ｉモードは送受信した情報量（パケット数）に応じて課金さ
れるサービスです。本取扱説明書においては、料金に関する
情報は記載しておりません。ご利用料金等につきましては、
ｉモードご契約時にお渡しいたします『 ｉモード操作ガイ
ド』をご覧ください。
ｉモードのサービス内容は変更することがありますので、詳
しくは最新の『 ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

項目 説明
1 マイメニュー よく利用するサイトを登録しておくと、次回

から簡単にサイトに接続できます（P.187）。
ｉMenu内の有料サイト等は自動的に登録さ
れます。登録可能な件数は45件です。

2 メニュー
リスト

すべてのサイトをジャンル別・地域別に紹介
するリストです。ここから見たいサイトを選
択して接続できます。

3 週刊ｉガイ
ド

新着サイトやおすすめサイトなど、最新のサ
イト情報を毎週月曜日から金曜日まで毎日更
新して掲載します。またミュージックとゲー
ムの特集コーナーも用意されています。

4 とくする
メニュー

楽しいキャンペーン情報、プレゼントやお得
な割引クーポン情報などが掲載されていま
す。毎週情報が更新されます。（提供：D2コ
ミュニケーションズ）

5 ｉエリア 今いる場所やその周辺に関する天気・地図・
タウン情報などを簡単にご利用になれます。

※画面はイメージです。設定によって
は、表示が異なる場合があります。
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●こんなこともできます
■ｉチャネル
ニュースや天気などのグラフィカルな情報をド
コモまたはIP（情報サービス提供者）がｉモード
端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が、待受画面
にテロップとして流れたり、ｉチャネルに対応し
ているuボタンを押すことでチャネル一覧に表
示されます。さらにチャネル一覧でお好きなチャ
ネルを選択することにより、リッチな詳細情報を
取得できます。

■ｉモーション
ｉモードのサイトから映像や音をｉモード端末
に取得し、再生したり、待受画面として楽しむこ
とができます。→P.203
・ｉモーションを取得するには→P.203
・ｉモーションを再生するには→P.203
・ｉモーションを自動再生設定するには→P.204

■着モーション／着うた®

ｉモードのサイトからｉモーションをｉモード
端末に取得し、着信音や着信画像に設定できま
す。メロディだけではなくお好きな歌手などの歌
声なども着信音としてご利用いただけます（一部
の対応していないｉモーションは着モーションに
設定できません）。
・着モーションを設定するには→P.114
■ｉアプリ
ｉアプリをサイトからダウンロードすることによ
り、ｉモード端末をより便利に活用いただけま
す。たとえばｉモード端末にいろいろなゲームを
ダウンロードして楽しんだり、株価情報のｉアプ
リをダウンロードすることにより、株価を定期的
に自動チェックすることなどが可能です。さら
に、地図のｉアプリでは必要なデータだけをダウ
ンロードするため、スムーズなスクロールが可能
です。
・ｉアプリをダウンロードするには→P.253
・ｉアプリを起動するには→P.254
・ｉアプリを自動起動するには→P.257
■ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面ではｉアプリを待受画面として
利用することができ、そのままメールを受信した
り、電話をかけることも可能です。ニュースや天
気の最新情報を待受画面に表示させたり、お好み
のキャラクタがメール受信やアラームを知らせ
てくれたり、より便利な待受画面にすることも可
能です。
・ｉアプリ待受画面を設定するには→P.122、259

6 かんたん
検索

「ゲーム」などのカテゴリからキーワード検索
などで簡単にサイトを検索できます。

7 マイボックス サービスを提供するお店やサイトにあらかじ
め登録することにより簡単にアクセスできる
会員向けのサービスです。

8 料金＆お申
込・設定

料金の確認やお支払い、また、ご契約内容の
変更・各種サービスのお申し込みができるほ
か、ｉモードメールの設定やｉモードパスワー
ドの変更などを行います。

□ お知らせ ドコモからのお知らせや、ｉモードの利用方
法やご利用規則を掲載しています｡

□ TOPICS 最新のトピックスを紹介しています。

ENGLISH ｉMenuを英語表記に変更できます。

O
サイトによっては、ご利用になるために情報料が必要なもの
（ｉモード有料サイト）があります。
IP（情報サービス提供者）が提供するサービスには、ご利用
の際に別途お申し込みが必要なものがあります。
ｉモードアイコンが点滅していても、ｉモードセンターとの
通信中以外は、パケット通信料はかかりません。
「デュアルネットワークサービス」ご契約の場合、ｉMenu画
面などが一部異なります。

項目 説明

ｉモード端末

ｉモードセンター

ｉモーション

ニュースなどの
映像や音楽など

IP（情報サービス提供者）

ｉ
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■ｉアプリDX
ｉアプリDXでは、ｉモード端末の情報（メール
や発着信履歴、電話帳データなど）と連動するこ
とにより、お好みのキャラクタ画面でメールを作
成したり、着信時にキャラクタのコメントで誰か
らの着信か知らせたり、メールと連動して、株価
などの欲しい情報やゲームの進行がよりリアル
タイムに更新されるなど、ｉアプリをより便利に
楽しく利用することが可能です。
・ｉアプリDXとは→P.252
■キャラ電
テレビ電話利用時に相手のテレビ電話端末に自
分の映像を映す代わりにキャラクタを表示させ、
キャラクタが音に反応して口を動かしたり、ボタ
ン操作でキャラクタを動作させたりできます。お
好きなキャラクタをダウンロードし、そのキャラ
電を撮影した静止画・動画ファイルを待受画面に
設定したり、メールに添付して送ることもできま
す（メール添付やFOMA端末外への出力が禁止さ
れている画像ファイル・動画ファイルは送信でき
ません）。
・キャラ電をダウンロードするには→P.194
・キャラ電を確認するには→P.284
・キャラ電を設定するには→P.285、287
・キャラ電を操作するには→P.284
・キャラ電を撮影するには→P.286

■赤外線通信機能
赤外線通信機能が搭載された携帯電話、パソコン
などと電話帳やメール、ブックマークなどを送受
信することができます。※1

また、ｉアプリで赤外線通信を利用することによ
り、赤外線通信機能が搭載された機器と連動し
て、より広がった使いかたができます。たとえば
携帯電話をテレビのリモコンや会員証などとし
て利用することができます。
・赤外線通信機能を利用するには→P.293
※1： 相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載されて

いても通信できないデータがあります。

■SSL通信
SSLとは認証／暗号技術を使用して、プライバ
シーを守ってより安全にデータ通信を行う方式
のことです。SSLページではデータを暗号化して
送受信することにより、通信途中での盗聴、なり
すまし※1や書き換えを防止し、クレジットカー
ド番号や住所などお客様の個人情報をより安全
にやりとりできるようにしています。SSL通信に
は、ｉモード端末から特別な操作なしに、端末内
のCA証明書（以降「SSL証明書」）を利用し、
SSLに対応したサイト（SSLページ）を表示す
るものと、FirstPassセンターからダウンロード
したユーザ証明書を利用し、SSLに対応したサイ
ト（SSLページ）を表示するものと2つありま
す。なお、サイトによって、使用する証明書は異
なります。→P.185
・ｉモード端末に保存されているSSL証明書を利用
するには→P.185

・FirstPassのユーザ証明書を利用するには→P.201

テレビ電話端末 テレビ電話端末

テレビ電話

キャラ電映像 カメラ映像

ボタン操作

ダウンロード

IP
（情報サービス提供者）

キャラ電コンテンツ

ｉモード端末

ｉモード
センター

なりすまし※1 盗聴

書き換え

IP（情報サービス提供者）

暗号化

解読 暗号化

解読

※1：第三者がサイトになりすま
して、不正にお客様の情報
を入手したりすることで
す。
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■FOMAカード動作制限機能
お客様の情報（電話番号、電話帳（一部）など）
を格納しているFOMAカードを、ｉモード端末
に挿入して、サイトからダウンロードしたり、
メールにて取得したメロディ・静止画・動画など
のファイルを動作制限します。また、別の
FOMAカードを差し替えたり、または未挿入の状
態で電源をONした場合、取得したファイルの再
生・表示を不可にする機能です。
※カメラ機能によりお客様が撮影した静止画・動
画、外部機器からｉモード端末内に保存した
ファイルについては、本機能の対象外となりま
す。

※着信音、待受画面など、ｉモード端末に設定し
ていた場合、本機能により設定がリセットされ
ます。

■ｉメロディ
サイトから最新の曲やお好みの曲をｉモード端
末にダウンロードし、着信音として利用できま
す。→P.193

■ｉアニメ
サイトからお好みのアニメーション画像をｉモー
ド端末にダウンロードし、待受画面や着信画面に
表示できます。→P.192

■Flash®

Flashとは、絵や音を利用したアニメーション技
術です。多彩なアニメーションや表現力豊かなサ
イトを利用できます。また、Flash画像を利用し
た画像をｉモード端末にダウンロードし、待受画
面に設定することもできます。→P.187
Flash画像によっては、お客様のｉモード端末の
端末情報データを参照できるものがあります。利
用する端末情報データには次のものがあります。
・電池残量　　　　・着信音量設定
・受信レベル　　　・バイリンガル設定
・日付時刻情報　　・機種情報
■ダウンロード辞書
サイトから方言や専門用語などの辞書を
ｉモード端末にダウンロードして、変換用辞書と
して設定できます。→P.194

■メッセージサービス
メッセージサービスは、欲しい情報（メッセージ）
が自動的にお客様のｉモード端末に届くサービ
スです。
メッセージサービスには、メッセージR（リクエ
スト）とメッセージF（フリー）があります。

・メッセージサービスの受信方法は→P.197、199

メッセージF（フリー）の設定について、2004
年10月1日以降にFOMAの新規ご契約と同時に
ｉモードをお申し込みの場合は、メッセージF設
定の初期設定が「受信する」になっています。お
客様が受信を希望されない場合は、メッセージF
設定をお客様ご自身で「受信しない」設定にご変
更いただく必要がありますので、ご了承くださ
い。
※上記の場合以外のお客様がメッセージFをご利
用になるには、あらかじめオプション設定から
の受信設定が必要です。初期設定では、「受信
しない」設定になっています。

電源が入っていない場合や「 」などで受信で
きないときは、メッセージR／Fはｉモードセン
ターに保管されます。
・ｉモードセンターでのメッセージの保管件数、保
管期間は以下のとおりです。最大保管件数、最大保
管期間を超えた場合は、最も古いメッセージから順
に削除されます。

・ｉモードセンターに保管されたメッセージ R ／ F
は、ｉモード問い合わせにより受信できます。
→P.199

■トクだねニュース便
メッセージR（リクエスト）機能を利用し、ニュー
スや天気などの情報をｉモード端末にドコモが配
信するサービスです。
トクだねニュース便はお申し込みが必要な有料
サービスです。お申し込み完了後、自動的にマイ
メニューに登録され、マイメニューからアクセス
しても同じ情報を見ることができます。
・メッセージRの表示方法は→P.199

●ｉモードパスワード
マイメニューの登録・削除、ｉモードメールの
設定などを行うときには「ｉモードパスワード」
が必要です。ご契約時は「0000」（数字のゼロ
4つ）に設定されていますので、お客様独自の4
桁の数字に変更してください。→P.188
ｉモードパスワードは他人に知られないように
十分にご注意ください。

メッセージR
（メッセージ
リクエスト）

メッセージサービスを提供するサイト
でお申し込みいただくと、欲しい情報が
自動的に届けられるメッセージです。

メッセージF
（メッセージ
フリー）

パケット通信料無料で届けられるメッ
セージです。

種類 最大保管件数 最大保管期間
メッセージR 300件 72時間

メッセージF 300件 72時間
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インターネット接続

インターネットホームページのアドレス（URL）を
入力することにより、インターネットに接続し、
ｉモード対応のインターネットホームページを表
示できます。
インターネットホームページの表示方法は
→P.188

■キャッシュに記憶されたページを表示するときは
･ キャッシュとは、表示したサイトやインターネット
ホームページなどのデータを一時的に記憶する端末
内の場所です。サイトやインターネットホームページ
などを表示中にvを押してページを移動すると、通
信を行わずにキャッシュとして記憶されたページを
表示します。ただし、端末のキャッシュサイズをオー
バーしていたり、必ず最新情報を読み込むように設定
（作成）されたページを表示するときは、vを押した
場合でも通信を行います。また、ページがキャッシュ
に記憶されていても、そのページの日付時刻情報が更
新されている場合は通信を行って最新情報を表示し
ます。

･ キャッシュから読み込んだ場合でも、以前接続したと
きに入力した文字や設定は表示されません。

･ ｉモードを終了すると、キャッシュはクリアされま
す。

･ SSL対応のページをキャッシュから読み込んだとき
は、SSLページを表示するという内容のメッセージが
表示されます。
■ｉモードのご使用にあたって
･ サイト（番組）やインターネット上のホームページ
（インターネットホームページ）の内容は、一般に著
作権法で保護されています。これらのサイト（番組）
やインターネットホームページからｉモード端末に
取り込んだ文章や画像などのデータを、個人として楽
しむ以外に、著作権者の許可なく一部あるいは全部を
そのまま、または改変して販売、再配布することはで
きません。

･ ｉモード端末に保存されている内容（メール、メッ
セージR／F、画面メモ、ｉアプリ、ｉモーション）
やブックマークなどの登録内容は、ｉモード端末の故
障、修理やその他の取扱いによっても消失する場合が
ありますので、登録内容や重要な内容は控えをとって
おくことをおすすめします。万一、保存されている内
容や登録した内容が消失した場合、当社としては責任
を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

･ ｉモード端末の修理などを行った場合、ｉモード、
ｉアプリ、ｉモーションにてダウンロードした情報
は、一部を除き著作権法により新しい携帯電話への
移行を行っておりません。また、別のFOMAカードに
差し替えたり、FOMAカードを未挿入のまま電源ON
にした場合、機種によってサイトから取り込んだ静
止画、動画、メロディやメールで送受信した添付ファ
イル（静止画、動画、メロディ）、「画面メモ」およ
び「メッセージR／F」などを表示、再生できません。

･ FOMAカードにより表示、再生が制限されているファ
イルが待受画面や着信音に設定されている場合、別の
FOMAカードを差し替えたり、FOMAカードを未挿
入のまま電源をONにすると、設定内容は初期状態に
リセットされます。

O
ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正しく表
示されない場合があります。ｉモード対応のホームページと
は、ｉモード対応のタグなどで作成されたホームページのこ
とです。詳しくは→P.188
パソコン上での表示とは異なる場合があります。
URLが半角 256 文字を超えるインターネットホームページ
は、表示できない場合があります。

■お願い
登録したブックマークの内容は、別にメモを取って保管する
ことをおすすめします。ブックマークの内容は、FOMA USB
接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに転送して保管
することもできます。→P.297
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、登録し
たブックマークの内容が消失する場合があります。当社とし
ては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
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〈ｉモードメニュー〉

ｉモードメニューを表示する

ｉモードを開始する

1 p［ ］
「ｉモードメニュー画面」が表示されます。

■「 」が表示されている場合
サービスエリア外または電波が届かないところにい
ます。
「 」など電波の受信レベル表示が点灯するとこ
ろまで移動してください。

■「 」が点滅する場合
ｉモードセンターとの通信中に点滅します。サービ
スエリア内でｉモードのサービスを受けていないと
きに、サイト（P.183）やインターネットホーム
ページ（P.188）への接続やｉモードメールの送信
（P.210）などをしようとしたときは「 」が点滅
し、ｉモード開始まで時間がかかることがありま
す。

■「 」が点滅している場合
ｉモードのサービスを受けているとき（ｉモード
中）は「 」が点滅します。

ｉMenu画面を表示する

1 p［ ］ 「ｉMenu」
ｉモードセンターに接続して、「ｉMenu画面」が表示
されます。
■ページの取得を中止する場合

d［選択］またはy

ｉモードを終了する

1 ｉモード中にy 「YES」
「 」が点滅した後、「 」が消灯します。

サイトを表示する
IP（情報サービス提供者）が提供する各種サービス
をご利用いただけます（別途申し込みが必要なこと
があります）。

1 p［ ］ 「ｉMenu」

2「メニューリスト」 サイトの項目を選
択し、目的のサイト画面を表示
「サイト画面」が表示されます。

O
ｉモードのサービスエリアはFOMAのサービスエリア（通話
のできるエリア）と同じです。
圏外でもｉモードメニュー画面を表示できます。ただし、圏
外ではサイトやインターネットで情報の送受信などはできま
せん。

　Ｂｏｏｋｍａｒｋ

　 ｉモードメニュー

　画面メモ
　ラストＵＲＬ
　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ
　ｉチャネル
　メッセージ
　ｉモード問い合わせ
　ユーザ証明書操作

　　Ｍｅｎｕ

　ｉモード設定

P.178
P.189
P.191
P.185
P.188
P.263
P.199
P.199
P.201
P.196

ｉモードメニュー画面 ｉMenu画面

　Ｂｏｏｋｍａｒｋ

　　ｉモードメニュー

　画面メモ
　ラストＵＲＬ
　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ
　ｉチャネル
　メッセージ
　ｉモード問い合わせ
　ユーザ証明書操作

　　Ｍｅｎｕ

選択 機能選択

　ｉモード設定

O
yを2秒以上押したときは、電源が切れます。

O
サイトによっては、ご利用になるために情報料が必要なもの
があります。
サイトによっては、画像を表示できない場合があります。

画像を取得できなかった場合、「 」が表示されます。
サイトに接続中でも、電話の発着信やメールの送受信ができ
ます（P.300）。
「Receiving Page」のメッセージが表示されているときでも
cで画面をスクロールすることができます。
表示したサイトの画面で下線が表示されている項目があると
きは、その項目を選択することにより関連するページ（リン
ク先）へ進むことができます。
表示中のサイト画面は情報が自動的に更新されませんので、
最新の情報を表示するには機能メニューから「再読み込み」
を行ってください。
サイトによっては、サイトの画面の表示色数がFOMA端末の
最大表示色数を超えるため、実際のサイトの画面と表示が異
なることがあります。
ｉモード対応のサイトやインターネットホームページに
よっては、設定されている配色で文字が見えにくい場合や、
見えない場合があります。

サイト画面

　東北
　関東甲信越
　東海
　北陸
　関西
　中国
　四国
　九州・沖縄

日本全国温泉ガイド

機能

　北海道

選択

機能メニュー P.184
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●スクロール機能について
サイトのページで文章や一覧が画面内におさまらず
に続きがあるときは、スクロールすることにより続
きを見ることができます。
■行単位でスクロールする場合
gを押すと、行単位で下方向にスクロールされ、文
章や一覧の続きが表示されます。
fを押すと、行単位で上方向にスクロールされ、前
の文章や一覧が表示されます。
スクロール設定について→P.196

■画面単位でスクロールする場合
s［MEMO／CHECK］を押すと、画面単位で下方向
にスクロールされ、文章や一覧の続きが表示されま
す。
a［ ］を押すと、画面単位で上方向にスクロール
され、前の文章や一覧が表示されます。

●「みんなNらんど」について
ｉMenuの中のサイト「みんなNらんど」から、FOMA
端末で利用できるｉアプリ、辞書、フェイススタン
プ、デコメールのテンプレートなどのデータファイ
ルをダウンロードして保存し、いろいろな用途に利
用することができます。
「みんなNらんど」への接続のしかたには以下の2と
おりの方法があります。
･「ｉMenu」→「メニューリスト」→「ケータイ電話
メーカー」→「みんなNらんど」の順に選択

･ 右のQRコードを読み取り、表示され
たURLを選択→P.171

●携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号
について

サイトやインターネットホームページの画面を表示
しているときに項目を選択すると、携帯電話／
FOMAカード（UIM）の製造番号を送信することを
示すメッセージが表示されることがあります。送信
してもよいときは「YES」を選択します。送信した
くないときは「NO」を選択します。o［戻る］ま
たはtを押すと前の画面に戻ります。
●携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号が送信され

る前には必ず、送信することを示すメッセージが表示さ
れます。自動的に送信されることはありません。

サイト画面

1 サイト画面（P.183） p［機能］
以下の項目から選択

Bookmark登録……ページのURLをブックマークに
登録します。「ブックマークに登録する」→P.189

画面メモ保存……ページを画面メモに保存します。
「画面メモを保存する」→P.191

ｉMenu……ｉMenu画面を表示します。

Bookmark一覧……Bookmarkフォルダ一覧画面を
表示します。
「ブックマークからインターネットホームページやサ
イトを表示する」→P.189

画面メモ一覧……画面メモ一覧画面を表示します。
「画面メモを表示する」→P.191

再読み込み……ページを新しい情報に更新します。

画像保存……ページに表示されている画像を保存しま
す。
「サイトやメッセージから画像を取得する」→P.192

辞典検索……ページから辞典を利用します。
「その他の機能から辞典を利用する」→P.318

URL入力……URLを入力してインターネットホーム
ページに接続します。
d［選択］ URLを入力 「OK」 「OK」 

電話帳登録……ページに表示されている電話番号や
メールアドレスを電話帳に登録します。「電話番号や
メールアドレスを電話帳に登録する」→P.187

デスクトップ貼付……表示中のページのURLをデスク
トップアイコンとして貼り付けます。
「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

ｉモードメール作成……ページのURLを本文に貼り付
けたり、画像を添付、挿入してｉモードメールやデコ
メールを作成することができます。

URL貼付……ページのURLを本文に貼り付けて
ｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

画像添付……ページの画像を添付してｉモード
メールを作成します。
画像を選択

「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

画像挿入……ページの画像を本文中に挿入してデ
コメールを作成します。
画像を選択

「デコメールを作成して送信する」→P.214

スケジュール参照登録……ページを参照しながらスケ
ジュールを登録します。
「スケジュールを登録する」→P.304

ホーム登録……ページのURLをホームURLに登録しま
す。ホームURLに登録できるURLは1件です。

ホーム表示……ホームURLに登録されているページを
表示します。

O
送信される「携帯電話/FOMAカード（UIM）の製造番号」は、
IP（情報サービス提供者）がお客様を識別し、お客様にカス
タマイズした情報を提供したり、IPの提供するコンテンツが、
お客様の携帯電話で使用できるかどうかを判定するために用
いられます。なお、この操作によりご使用の電話番号、お客
様の住所や年齢、性別がIP等に通知されることはありません。
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タイトル表示……ページのタイトルを表示し、確認し
ます。

URL表示……ページのURLを表示し、確認します。

証明書表示……ページがSSL対応の場合にSSL証明書
の内容を表示します。

文字コード変換……ページが正しく表示されていない
場合に文字コードを変えて表示し直します。

画像表示設定……ページの画像表示をするかしないか
を設定します。「表示しない」を選択したときは、表示
されない画像の代わりに「 」が表示されます。

効果音設定……Flash画像の効果音を鳴らすか鳴らさ
ないか（ON／OFF）を設定します。

リトライ……ページのFlash画像やアニメーションを
最初から再生します。

SSL対応ページを表示する

SSL対応ページを表示するには、以下の証明書が必
要です。
● CA証明書：認証会社が発行した証明書が、お買い上げ

のときにFOMA端末内に保存されています。
●ドコモ証明書：FirstPassセンターへ接続するために必

要な証明書が、FOMAカード（緑色）内に保存されてい
ます。

●ユーザ証明書：ｉモードメニューの「ユーザ証明書操
作」（P.201）を選択することにより、FirstPassセン
ターからダウンロードした証明書が、FOMAカード（緑
色）内に保存されます。

1 SSL対応ページを表示
SSL対応ページの画面が表示され、
「 」が表示されます。

■認証中に中止する場合
「Cancel」

■認証後のページを取得中に中止する場合
o［中止］

2 SSL対応ページから通常のページを表
示 「YES」
SSL通信が終了し、「 」の表示が消えます。

最後に表示したページに再接続する
＜ラストURL＞

ページを表示するたびに、表示中のURLが「ラスト
URL」に記憶され、ｉモードを終了した際には、最
後に表示していたページのURLが「ラストURL」に
記憶されます。「ラストURL」を使って、最後に表
示したページに再接続します。

1 p［ ］ 「ラストURL」

O
＜ｉモードメール作成＞
本文に貼り付けできるURLの文字数は半角256文字までで
す。半角256文字を超えるときは貼り付けできません。
＜ホーム登録＞
「ホーム登録」でURLを登録しても、「ホームURL設定」の
「有効」、「無効」は変更されません。
＜ホーム表示＞
「ホームURL設定」が無効に設定されているときは、「ホーム
表示」は利用できません。
スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続している場合は、
待受画面でスイッチを押してもホーム登録したサイトが表示
されます。
＜タイトル表示＞
表示されたタイトルの編集はできません。
タイトルは全角64文字、半角128文字まで表示されます。
＜URL表示＞
表示されたURLの編集はできません。
すべてのURLが表示されない場合は、d［選択］を押して
カーソルを表示させます。cでカーソルを移動して確認しま
す。もう一度d［選択］を押すとカーソルが消えます。「OK」
を選択するとページの画面に戻ります。
＜証明書表示＞
証明書は最大4枚まで表示され、証明書が複数枚あるときは、
vで前後の証明書を確認できます。
証明書が表示されているときは、「スクロール設定」の設定に
かかわらず1行スクロールで表示されます。
＜文字コード変換＞
正しく表示されないときは、操作を繰り返してください。た
だし、4回操作をすると、元の文字コードで表示されます。
変換操作を繰り返しても正しく表示されないことがありま
す。
正しく表示されているときに文字コード変換をすると、正し
く表示されなくなる場合があります。
「文字コード変換」は表示中のサイトに対してのみ有効です。
＜リトライ＞
再生中に選択すると、画像を最初から再生します。

O
SSL対応ページを表示するときに「このサイトの安全性が確
認できません　接続しますか？」などのメッセージが表示さ
れることがあります。このようなメッセージは、ページのSSL
証明書が期限切れになっている場合や、サポートしていない
場合などに表示されます。「YES」を選択すると、続けてペー
ジを表示できますが、お客様の個人情報（クレジットカード
番号、連絡先など）を安全に送信できない可能性があります
のでご注意ください。

O
シークレットフォルダのBookmarkからサイトに接続した場
合は、ラストURLにその履歴は保存されません。

SSL対応ページの画面

　会員情報の変更
　マイメニュー変更
　戻る

　金利情報
　店舗・ＡＴＭ照会
　サービスのご案内
　ご利用方法について

中止 選択

　　　《○○銀行》　　　
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サイトの見かたと操作
サイトを見るときに使う操作について説明します。

画像の表示について
●本端末では、GIF形式、JPEG形式の各画像と、Flash

画像（P.187）を表示します。ただし、画像によって
はそれらの形式であっても表示できない場合がありま
す。

●画像を表示するかしないかを「画像表示設定」（P.184）
で設定できます。サイトなどのページを表示中に、機能
メニューの「画像表示設定」で「表示しない」から「表
示する」に切り替えた場合、「再読み込み」（P.186）を
すると画像が表示されます。なお、「表示する」から「表
示しない」に切り替えても、取得済みの画像は表示され
たままです。

■表示される画像のアイコンについて
（カラー）：画像を取得中、または「画像表示設定」

を「表示しない」に設定している場合
に表示

：画像を取得できなかった場合に表示
（白黒）：取得できない画像の場合に表示

リンク先や項目を選択する

ｉモード接続中に、サイトによっては以下の操作が
必要となる場合があります。

①リンク先
項目を選択するとリンク先のページに移動します。

②テキストボックス
文字を直接入力します。選択すると文字入力画面が
表示されます。

③プルダウンメニュー
選択肢の一覧から項目を選択します。選択肢の一部
だけが見えている状態で表示され、選択すると隠れ
ている複数の選択肢が一覧で表示されます。

④ラジオボタン
選択肢の中から1 つだけ選択します。 が選択され
た状態です。

⑤チェックボックス
選択肢の中から複数の項目を選択できます。 が選
択された状態です。

⑥ボタン
選択すると、ボタンに割り当てられた機能が実行さ
れます。

前のページに戻る／進む

最大30ページまでキャッシュに取得済みの前の
ページに戻ったり、キャッシュに取得済みのページ
へ進むことができます。
キャッシュについて→P.182

1 前のページに戻るときはh、次のペー
ジに進むときはj 

情報を再読み込みする

表示中のページを新しい情報に更新します。

1 サイト画面（P.183） p［機能］
「再読み込み」

 

機能選択

－オンライン登録－
ご利用規則
お名前
お住まいの地域
　　　　関東
性　別　　男　　女
ご趣味　□スポーツ
　　　　□読書
　　　　□音楽鑑賞
ご登録

①リンク先
②テキストボックス
③プルダウンメニュー
④ラジオボタン
⑤チェックボックス
⑥ボタン

O
hを続けて押すことにより、これまで表示したページをさか
のぼって表示できます。ただし、途中でhを押して前のペー
ジに戻り（「C」から「B」に戻る）、そのページからほかの
ページ（「B」から「D」）を表示させたときは、「D」からh
を2回押しても「C」は表示されません。「D」→「B」→「A」
の順で前のページを表示します。
■画面「A」→「B」→「C」→「B」→「D」の順番でペー
ジを表示させた場合

O
アンケートの回答などの送信完了画面で「再読み込み」をし
た場合、再度送信するかどうかのメッセージが表示されます。
「YES」を選択すると、一度送信した内容と同じものが再び送
信されますのでご注意ください。

1つ前のページの画面 現在表示中のページの画面

機能選択

　天気／ニュース／ビジネス

　証券／カード／保険
　交通／地図／旅行
　ショッピング／チケット
　ファッション／コスメ
　グルメ情報
　くらしの情報
　働く／住む／学ぶ
　着信メロディ／カラオケ

　　ﾓｰｼｮﾝ/Vﾗｲﾌﾞ

選択 機能

　モバイルバンキングh

j

D

B CA
h　

h　
ページの表示の順番
前のページを表示させたときの順番

h　
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電話番号やメールアドレスを電話帳に登録す
る＜電話帳登録＞

サイトのページや画面メモなどに表示されている電
話番号やメールアドレスを電話帳に登録します。

＜例：サイトに表示されている電話番号を登録する
場合＞

1 サイト画面（P.183） p［機能］
「電話帳登録」「YES」 電話帳に登録
電話帳の登録のしかた→P.101
電話番号に名前やフリガナ、メールアドレスの情報が
付加されている場合は、電話番号とともに入力されま
す。残りの必要な項目を入力して電話帳に登録します。

Flash画像の操作について

絵や音によるアニメーション技術を用いたFlash画
像に対応しており、多彩なアニメーションや表現力
豊かなサイトを利用できます。また、Flash画像を
ダウンロードし、待受画面に設定することもできま
す。
●再生中にエラーが発生したFlash画像は保存することが

できません。
●ダウンロードした加速度センサー対応のFlash画像を待

受画面以外に貼り付けても、加速度センサーの検知対象
外となります。

●バイブレータ振動が設定されているFlash画像を再生し
た場合、「バイブレータ」の設定にかかわらず振動しま
すのでご注意ください。

● Flash画像が表示されていても、正しく動作しない場合
があります。 

● 画面下部に「 」が表示されていなくても、Flash
画像の操作ができる場合があります。

●「画像表示設定」を「表示しない」に設定した場合は、
Flash画像も表示されません。

●「端末情報データ利用設定」（P.197）を「利用する」に
設定した場合は、端末情報データ（時刻、日付、受信レ
ベル、電池残量、着信音量、使用言語、機種種別、機種
情報）を利用することができます。

 

 

〈マイメニュー〉

マイメニューに登録する
よく利用するサイトをマイメニューに登録すること
で、次回からそのサイトに簡単に接続できます。
●マイメニューは最大45件まで登録できます。
●マイメニューに登録できないサイトもあります。
●インターネットホームページに簡単に接続するには、
「ブックマーク」（P.189）をご利用ください。

1 サイト画面（P.183） 「マイメニュー
登録」 「ｉモードパスワード入力」の
ボックスを選択 ｉモードパスワード
を入力 「決定」
ｉモードパスワードについて→P.188

マイメニューに登録したサイトを表示する

1 p［ ］ 「ｉMenu」 「マイメ
ニュー」 サイトを選択

O
Flash画像を再度動作させたい場合は、機能メニューから「リ
トライ」を選択してください。→P.184
Flash画像によっては、効果音が鳴るものがあります。効果音
を鳴らさない場合は、機能メニューから「効果音設定」を選
択して「効果音OFF」に設定してください。なお、「バイブ
レータ」が「メロディ連動」に設定されていても、Flash画像
の効果音には連動しません。
「画面表示設定」でFlash画像を待受画面などに設定した場合、
Flash画像に設定されている効果音やバイブレータ振動は動
作しません。また、「リトライ」による再度動作もできません。
Flash画像によっては画像を保存したり、画面メモに保存して
も、画像の一部が保存されないなど、サイトでの見え方と異
なる場合があります。

O
ｉMenu のメニューリスト内の有料サイトに申し込まれると
自動的にマイメニューに登録されます。

O
マイメニューからサイトに接続するためには、あらかじめマ
イメニュ－に登録しておく必要があります。
デュアルネットワークサービスをご利用の方は、mova端末で
登録したマイメニューをFOMA端末で、またFOMA端末で登
録したマイメニューをmova端末でご利用になれない場合が
あります。
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〈ｉモードパスワード変更〉

ｉモードパスワードを変更する
マイメニューの登録／削除、メッセージサービスや
メール設定などをするときは、4桁の「ｉモードパ
スワード」が必要になります。
●ｉモードパスワードが変更されるまでは、「0000」（数

字のゼロ4つ）に設定されています。お客様のお好みで、
FOMA端末から自由にｉモードパスワードを変更して
ください。

●ｉモードパスワードは他人に知られないよう十分にご
注意ください。

●ｉモードパスワードを万一お忘れになったときは、ご契
約されたご本人であるかどうかが確認できるもの（運転
免許証など）をドコモショップ窓口までご持参いただ
き、ｉモードパスワードを「0000」にリセットさせ
ていただくことになります。

1 p［ ］ 「ｉMenu」 「料金＆
お申込・設定」 「オプション設定」
「ｉモードパスワード変更」

2「現在のパスワード」のボックスを選択
現在のｉモードパスワードを入力

入力した数字は「＊」で表示されます。

3「新パスワード」のボックスを選択 新
しく設定するｉモードパスワードを入
力
ｉモードパスワードは4桁の数字で入力してください。

4「新パスワード確認」のボックスを選択
新しく設定するｉモードパスワード

を再度入力
操作3で入力した数字と同じものを入力します。

5「決定」
■「現在のパスワード」が間違っている場合

ｉモードパスワードが間違っていることを通知す
るメッセージが表示されます。

■「新パスワード」と「新パスワード確認」が一致
しない場合
ｉモードパスワードが一致しないことを通知する
メッセージが表示されます。

〈インターネット接続〉

インターネットホームページを表示
する
任意のURLを入力してインターネットホームページ
を表示します。
●ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正

しく表示されない場合があります。
●パソコン上での表示とは異なる場合があります。

1 p［ ］ 「Internet」 「URL入
力」
「URL一覧画面」が表示されます。

 

2「＜新規入力＞」 URLを入力 「OK」
「OK」

■「http://」または「https://」以外ではじまる
URLを入力したり、何も入力されていない場合
URLが間違っていることを通知するメッセージが
表示されます。

URL履歴を使って表示する

これまでに入力したURLをURL履歴として10件ま
で記録します。

1 p［ ］「Internet」「URL入力」

2 URLを選択 「OK」 「OK」
■選択したURLを編集する場合

「Internetアドレス」のボックスを選択 URL
を編集

O
接続するインターネットホームページによっては、正しく表
示されないことがあります。
受信したデータが取得可能な1ページの最大サイズを超えた
ときは、受信を中断します。d［選択］を押すと、取得した
ところまでのデータが表示される場合があります。
表示したページをブックマーク、画面メモ、デスクトップア
イコン、ホームURLに登録することができます。
ページを表示中にURLを入力する場合は、機能メニューから
「URL入力」を選択し、URLを入力します。
URLに入力できる文字数は、「http://」または「https://」
を含めて半角256文字までです。

O
履歴が10件を超えたときは、古いものから順に自動的に上書
きされます。
URLを入力して接続したときは、同じURLでも別の履歴とし
て記録されます。
URL履歴は「http://」または「https://」を除いた半角22
文字までが表示されます。

URL一覧画面

選択 機能

　　　ＵＲＬ入力
　＜新規入力＞
　ｗｗｗ．△△△ａｂｃ．ｃｏ．ｊｐ
　ｗｗｗ．△△△ｄｅｆ．ｃｏ．ｊｐ
　ｗｗｗ．△△△ｄｈｉ．ｃｏ．ｊｐ
　ｗｗｗ．△△△ｊｋｌ．ｃｏ．ｊｐ
　ｗｗｗ．△△△ｍｎｏ．ｃｏ．ｊｐ

機能メニュー P.189
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URL一覧画面

1 URL一覧画面（P.188） p［機能］
以下の項目から選択

デスクトップ貼付……URLをデスクトップアイコンと
して貼り付けます。
「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

ｉモードメール作成……URLを本文に貼り付け、
ｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

ホーム登録……URLをホームURLに登録します。ホー
ムURLに登録できるURLは1件です。

削除……URLを1件削除します。

選択削除…… cで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のURLを削除できます。

全削除……登録されているURLをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

〈ブックマーク〉

インターネットホームページやサイ
トを登録して素早く表示する
よく見るインターネットホームページやサイトをす
ぐに接続できるようにしたいときは、ブックマーク
に登録します。
●登録したブックマークは、タイトルを変更したり、フォ

ルダごとに分けて管理することができます。

ブックマークに登録する
●ブックマークは、100件まで登録できます。
●登録できる1件あたりのURLの文字数は、半角256文

字までです。
●サイトによっては、ブックマークに登録できないことが

あります。

＜例：サイト表示中の場合＞

1 サイト画面（P.183） p［機能］
「Bookmark登録」 「YES」 フォ
ルダを選択

ブックマークからインターネットホームペー
ジやサイトを表示する

1 p［ ］ 「Bookmark」
「Bookmarkフォルダ一覧画面」が表示されます。
シークレットモード、シーク
レット専用モードのときには、
シークレットフォルダも表示
されます。

2 フォルダを選択
「Bookmark一覧画面」が表示されます。

3 ブックマークを選択

O
ブックマークのタイトルは、全角12文字、半角24文字まで
登録され、超えた部分は削除されます。タイトルがないとき
は、「http://」または「https://」を除いたURLが表示され
ます。
ブックマークを登録するときにラジオボタン、チェックボッ
クス、テキストボックス、プルダウンメニュー、セレクトボッ
クスに項目を入力していても、登録したブックマークからサ
イトを表示したときは入力されていません。

O
ブックマークの一覧から表示したページのタイトルは、利用
した順に表示されます。

Bookmarkフォルダ
一覧画面

機能

　　映画

　　　Ｂｏｏｋｍａｒｋフォルダ一覧

　　釣り
　　レストラン
　　その他

　　Ｂｏｏｋｍａｒｋ

選択

機能メニュー P.190

Bookmark一覧画面

機能

　ｍｏｂｉｌｅ
　Ｄｉｖｉｎｇ
　グルメ
　Ｇａｍｅ
　音楽
　テレビ番組情報
　Ｎｅｗｓ
　スポーツ速報
　時刻表
　Ｎａｔｕｒｅ

選択

　　　　Ｂｏｏｋｍａｒｋ　　１／　５

機能メニュー P.190
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Bookmarkフォルダ一覧画面
●お買い上げのときにすでにあるBookmarkフォルダは、

削除やフォルダ名の変更はできません。

1 Bookmarkフォルダ一覧画面（P.189）p［機能］ 以下の項目から選択

フォルダ追加……フォルダ名を入力してフォルダを追
加します。追加作成できるフォルダは9個までです。全
角10文字、半角20文字まで入力できます。

フォルダ名編集……追加したフォルダのフォルダ名を
編集します。全角10文字、半角20文字まで入力でき
ます。

登録件数確認……すべてのフォルダ内のブックマーク
の件数を表示します。

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」
→P.296

フォルダ削除……フォルダとそのフォルダ内のブック
マークを削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

Bookmark全削除……ブックマークをすべて削除し
ます。ただし、ブックマークのフォルダは削除されま
せん。
端末暗証番号を入力 「YES」

Bookmark一覧画面

1 Bookmark一覧画面（P.189） p
［機能］ 以下の項目から選択

フォルダ移動……ブックマークを別のフォルダに移動
させて種類別に管理することができます。
フォルダを選択 bでブックマークの□（チェック
ボックス）を選択 o［完了］ 「YES」

タイトル編集……タイトルを編集します。全角12文
字、半角24文字まで入力できます。

デスクトップ貼付……URLをデスクトップアイコンと
して貼り付けます。
「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

ｉモードメール作成……URLを本文に貼り付け、
ｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

ホーム登録……URLをホームURLに登録します。ホー
ムURLに登録できるURLは1件です。

URLコピー……ブックマークのURLをコピーします。
bでコピーする部分の先頭の文字を反転 d［始
点］ bでコピーする部分の最後の文字を反転 d
［終点］ 
コピーしたURLは文字入力（編集）画面に貼り付ける
ことができます。→P.351

登録件数確認……フォルダ内のブックマークの件数を
表示します。

削除……ブックマークを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のブックマークを削除できます。

全削除……フォルダ内に登録されているブックマーク
をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

シークレットに保管⇔シークレットから出す※1……
「各種データを表示できないようにする」→P.146

※1：シークレットモード、シークレット専用モードのと
きのみ表示されます。

 

O
＜フォルダ追加＞
追加作成したフォルダは既存のフォルダの一番下に追加され
ます。
フォルダ名を入力しなければフォルダを追加作成できませ
ん。
＜フォルダ名編集＞
同じ名前のフォルダも登録できます。
＜登録件数確認＞
シークレットフォルダ内のBookmark件数は含まれません。
＜赤外線全件送信＞
シークレットフォルダ内のBookmarkは送信されません。
＜Bookmark全削除＞
ブックマークが1件も登録されていない場合でも操作できま
す。
シークレットフォルダ内のBookmarkは削除されません。

O
＜フォルダ移動＞
シークレットフォルダへ移動することはできません。
＜タイトル編集＞
タイトルを削除した場合は、「http://」または「https://」を
除いたURLが登録されます。
＜全削除＞
「全削除」で削除されるのは表示しているフォルダ内のブック
マークです。ほかのフォルダのブックマークは削除されませ
ん。
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〈画面メモ〉

サイトの内容を保存する
乗り換え案内の検索結果など、一度表示したページ
を画面メモとしてFOMA端末に保存します。
●画面メモは最大100件まで保存できます。保存可能件

数は、保存するページのデータ量により変動します。

画面メモを保存する

1 サイト画面（P.183） p［機能］「画
面メモ保存」 「YES」

 

画面メモを表示する

1 p［ ］ 「画面メモ」
「画面メモ一覧画面」が表示されます。

2 画面メモを選択
「画面メモ詳細画面」が表示されます。

画面メモ一覧画面

1 画面メモ一覧画面（P.191） p［機
能］ 以下の項目から選択

タイトル編集……タイトルを編集します。全角11文
字、半角22文字まで入力できます。

保護／保護解除……画面メモを保護／保護解除しま
す。保護をすると、タイトルに「 」が表示されま
す。保護解除すると、「 」の表示が消えます。

保存件数確認……保存されている画面メモの件数と、
その内、保護されている画面メモの件数を表示します。

削除……画面メモを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数の画面メモを削除できます。

全削除……登録されている画面メモをすべて削除しま
す。
端末暗証番号を入力 「YES」

 

O
SSL対応ページの画面を保存すると、そのページのSSL証明
書も保存されます。
画面メモのタイトルは全角11文字、半角22文字までが保存
され、超えた部分は削除されます。
同じページを保存したときは、上書きされずに別の画面メモ
として保存されます。
サイト画面を画面メモに保存するときにラジオボタン、
チェックボックス、テキストボックス、プルダウンメニュー、
セレクトボックスに項目を入力していても、登録した画面メ
モには入力されていません。
データ取得完了画面などを保存すると、画面とともにその
デ ータも保存 されます。た だし、再生期限 付きの
ｉモーションのデータ取得完了画面は、画面メモとして保存
できません。
データ取得完了画面以外は、そのページのURLを半角256文
字まで保存します。

画面メモ一覧画面

機能

　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐａｇｅ
　釣り情報
　レストラン
　交通情報

選択

　　　画面メモ一覧

機能メニュー P.191

画面メモ詳細画面

　Ｅｎｊｏｙ　Ｆｉｓｈｉｎｇ

　　東京湾（三浦）
　　銚子沖
　　伊豆
　　伊豆七島
　▼釣り場：湖、川
　　富士五湖
　　芦ノ湖
　　相模川

　▼釣り場：海

選択 機能

　　東京湾（千葉）

機能メニュー P.192

O
画面メモの情報は、保存したときの情報のため、最新の情報
とは異なる場合があります。
保存したページにタイトルがないときは、画面メモ一覧画面
で「無題」と表示されます。

O
＜タイトル編集＞
タイトルを削除した場合は、「無題」と登録されます。
＜保護／保護解除＞
保護できる画面メモは最大50件までです。保護できる最大件
数は画面メモのデータ量により変動します。
＜削除＞＜選択削除＞＜全削除＞
保護されている画面メモは削除できません。保護を解除して
から削除してください。
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画面メモ詳細画面

1 画面メモ詳細画面（P.191） p［機
能］ 以下の項目から選択

画像保存……画面メモに表示されている画像を保存し
ます。
「サイトやメッセージから画像を取得する」→P.192

電話帳登録……画面メモに表示されている電話番号や
メールアドレスを電話帳に登録します。
「電話帳に登録する」→P.101

辞典検索……画面メモから辞典を利用します。
「その他の機能から辞典を利用する」→P.318

タイトル編集……画面メモのタイトルを編集します。
全角11文字、半角22文字まで入力できます。

保護／保護解除……画面メモを保護／保護解除しま
す。保護をすると、タイトルに「 」が表示されま
す。保護解除すると、「 」の表示が消えます。

ｉモードメール作成……画面メモのURLを本文に貼り
付けたり、画像を添付、挿入してｉモードメールやデ
コメールを作成することができます。

URL貼付……画面メモのURLを本文に貼り付け
てｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

画像添付……画面メモの画像を添付してｉモード
メールを作成します。
画像を選択

「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

画像挿入……画面メモの画像を本文中に挿入して
デコメールを作成します。
画像を選択

「デコメールを作成して送信する」→P.214

スケジュール参照登録……画面メモを参照しながらス
ケジュールを登録します。
「スケジュールを登録する」→P.304

URL表示……画面メモのURLを表示し、確認します。

証明書表示……画面メモがSSL対応の場合にSSL証明
書の内容を表示します。

効果音設定……Flash画像の効果音を鳴らすか鳴らさ
ないか（ON／OFF）を設定します。

リトライ……画面メモのFlash画像やアニメーション
を最初から再生します。

削除……画面メモを削除します。

有料コンテンツのダウンロードにつ
いて
サイトからダウンロードできる各種コンテンツ
（画像やメロディなど）の中には、有料のものがあ
ります。有料コンテンツをダウンロードしようと
したときには、購入確認のメッセージおよびｉモー
ドパスワード入力画面が表示されます。

〈画像保存〉

サイトやメッセージから画像を取得
する
表示中のサイトや画面メモ、ｉ モードメール、メッ
セージR/Fに表示または添付されている画像や背景
画像、アニメーションを保存すると、待受画面やウェ
イクアップ表示などに設定できます。
●有料の画像やアニメーションをダウンロードしようと

したときには、確認のメッセージが表示されます。
→P.192

＜例：サイトに表示されている通常画像を保存する
場合＞

1 サイト画面（P.183） p［機能］
「画像保存」 「通常画像」 画像を選
択 「YES」 フォルダを選択
保存する画像に  を合わせます。
背景画像の場合、画像を選択する操作はありません。

2「YES」 項目を選択
■待受画面などに設定しない場合

「NO」

O
＜URL表示＞
表示されたURLの編集はできません。
＜リトライ＞
再生中に選択すると、画像を最初から再生します。
＜削除＞
保護されている画面メモは削除できません。保護を解除して
から削除してください。

O
不正なデータをダウンロードしようとした場合などは、その
旨を通知するメッセージが表示されます。
ｉモードパスワードを入力してから、ダウンロードを開始す
るまでに2分以上経過していると、そのコンテンツのダウン
ロードはできません。再度ｉモードパスワードを入力してく
ださい。
ｉモード設定（P.196）の「画像表示設定」が「表示しない」
に設定されていると、画像コンテンツのダウンロードはでき
ません。
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■プログレッシブJPEG形式の画像とは
プログレッシブJPEG形式の画像とは、サイトや
インターネットホームページなどの画像に利用
されているJPEG形式のひとつです。最初は画像
全体が粗く表示され、徐々に鮮明に表示されま
す。

〈ｉメロディ〉

サイトから ｉ メロディをダウン
ロードする
サイトから保存した最新のメロディやお好みのメロ
ディ、またｉモードメールに添付されているメロ
ディを保存すると、着信音などに設定できます。
●有料のメロディをダウンロードしようとしたときには、

確認のメッセージが表示されます。→P.192
● メロディは最大200件まで保存できます（実際に保存

できる件数は、保存されているメロディのデータ量によ
り少なくなる場合があります）。

＜例：サイトからメロディを保存する場合＞

1 サイト画面（P.183） メロディを選択

2「保存」 「YES」 フォルダを選択

■メロディを再生する場合
「再生」

■メロディの情報を表示する場合
「情報表示」

3「YES」 項目を選択
■着信音などに設定しない場合

「NO」
 

O
横1,616、縦1,212ドットを超えるJPEG形式の画像や、横
640×縦480、横480×縦640ドットを超えるGIF形式の
画像は保存できません。
横640×縦480、横480×縦640ドットを超えるプログ
レッシブJPEG形式の画像は保存できません。
ファイル容量が100Kバイトを超える画像は保存できません。
保存された画像のファイル名は半角36文字まで保存されま
す。ファイル名が指定されていない場合は、ダウンロードし
たURLの最後の「/」から「.」の間の文字がファイル名にな
ります。ただし「/」から「.」の間がない場合などは、
「imageXXX」（XXXは数字）のファイル名で保存されます。
「画像表示設定」を「表示しない」に設定しているときは保存
できません。また、「 」が表示されている場合も保存でき
ません。
大容量画像を受信中に画像を保存しようとした場合は、大容
量ファイル受信中で操作できないことを表す確認画面が表示
されます。
アニメーション GIF ファイルではない透過 GIF ファイルで、
ファイルの拡張子が「ifm」の画像は、以下の画像サイズに
よって、フレームまたはスタンプとして保存されます。
・フレームは画像サイズがCIF（352×288）、CIF縦（288
×352）、QVGA（320×240）、フルスクリーン（240
×345、345×240）、待受（240×320）、QCIF（176
×144）、QCIF縦（144×176）、Sub-QCIF（128×
96）、Sub-QCIF縦（96×128）の画像

・スタンプはフレーム画像以外の240×240ドット以下の
画像

■お願い
保存した画像は、FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用
してパソコンに転送して保管することもできます（メールへ
の添付やFOMA端末外への出力が禁止されている画像は、パ
ソコンに転送することはできません）。→P.294
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、保存内
容が消失する場合があります。当社としては責任を負いかね
ますので、あらかじめご了承ください。

O
接続するサイトやメロディのサイズによっては、ダウンロー
ドできない場合があります。
ダウンロードしたメロディには、あらかじめ再生部分が指定
されている場合があります。そのようなメロディでは、再生
するときにはメロディのすべての部分が再生されますが、着
信音などに設定したときは、指定部分だけが再生されます。
データ取得完了画面のURLは「ラストURL」に記憶されませ
ん。この場合、「ラストURL」はデータ取得完了画面の前に表
示していたページのURLになります。
ダウンロードしたメロディは正しく再生されない場合があり
ます。
保存されたメロディのファイル名が半角英数字のみの場合
は、そのファイル名で半角36文字まで保存されます。ファイ
ル名が指定されていない場合は、ダウンロードしたURLの最
後の「/」から「.」の間の文字がファイル名になります。ただ
し「/」から「.」の間がない場合などは、「melodyXXX」（XXX
は数字）のファイル名で保存されます。
ダウンロードしたメロディを再生する際、「着信音量」の「電
話」で設定された音量で再生されます。
大容量画像を受信中にメロディを保存しようとした場合は、
大容量ファイル受信中で操作できないことを表す確認画面が
表示されます。

■お願い
保存したメロディは、FOMA USB接続ケーブル（別売）を
利用して、パソコンに転送して保管することもできます
（メールへの添付やFOMA端末外への出力が禁止されている
メロディは、パソコンに転送することはできません）。
→P.297
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、保存内
容が消失する場合があります。当社としては責任を負いかね
ますので、あらかじめご了承ください。

再生

保存

情報表示

戻る

コマーシャルソンク゛

　　　データ取得完了

選択 機能
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サイトからキャラ電をダウンロード
する
サイトからお好みのキャラ電をダウンロードして保
存します。
●有料のキャラ電をダウンロードしようとしたときには、

確認のメッセージが表示されます。→P.192
● キャラ電はあらかじめ登録されているデータを含めて

10件まで保存できます。

1 サイト画面（P.183） キャラ電を選択

2「保存」 「YES」

■キャラ電を再生する場合
「再生」

キャラ電の操作方法について→P.284
■キャラ電の情報を表示する場合

「情報表示」

サイトからデータファイルをダウン
ロードする
サイトから辞書、フェイススタンプやデコメールの
テンプレートなどのデータファイルをダウンロード
して保存し、いろいろな用途に利用することができ
ます。
●有料のデータファイルをダウンロードしようとしたと

きには、確認のメッセージが表示されます。→P.192
●辞書は最大5件まで、フェイススタンプやデコメールピ

クチャなどの画像は撮影した静止画などと合わせて最
大260件まで、デコメールテンプレートはあらかじめ
登録されているデータと合わせて最大45件まで、保存
できます（実際に保存できる件数は、保存されている
データのデータ量により少なくなる場合があります）。

＜例：サイトから辞書ファイルをダウンロードする
場合＞

1 サイト画面（P.183） データファイ
ルを選択

2「保存」 「YES」

■辞書の情報を表示する場合
「情報表示」

■保存されている辞書がいっぱいの場合
削除する辞書を選択 「YES」

選択した辞書に上書きされて、辞書が登録されます。
有効に設定している辞書にも上書き登録できます。

O
１件につき100Kバイトまでのキャラ電をダウンロードする
ことができます。
大容量画像を受信中にキャラ電を保存しようとした場合は、
大容量ファイル受信中で操作できないことを表す確認画面が
表示されます。
ダウンロードしたキャラ電によっては、アクションなど操作
できない場合があります。
FOMA端末にあらかじめ登録されているキャラ電を削除し
た後、元に戻すときは「みんなNらんど」からダウンロード
してください。→P.184

　赤ちゃん

おすすめのキャラ電

　　　　　キャラ設定

　女の人
　男の人

　　　データ取得完了

選択 機能

　　　　　赤ちゃん
再生

保存

情報表示

戻る

O
テンプレートのファイル名は「YYYY/MM/DD hh:mm」と
なります（Y：西暦、M：月、D：日、h：時、m：分）。
接続するサイトやデータファイルのサイズによっては、ダウ
ンロードできない場合があります。

　経済用語辞書
　工学用語辞書
　人名辞書

辞書ダウンロード

　　　データ取得完了

選択 機能

　　　経済用語辞書

情報表示

保存

戻る

サ
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〈Phone To・Mail To・Web To機能〉
Phone To・Mail To・Web To機
能を使う
サイトのページやメールなどに表示されている情報
（電話番号、メールアドレス、URL）を利用して、簡
単な操作で電話をかけたり、メールを送信したり、
インターネットホームページを表示します。
●パソコンなどから送信されたメールでは、Phone To、

AV Phone To、Mail To、Web To機能が使用できな
い場合があります。

Phone To機能

サイトのページやメールに表示されている電話番号
に電話をかけます。
●テレビ電話でのPhone To機能のことをAV Phone To

機能と呼びます。
●サイトによっては、Phone To機能をご利用になれない

場合があります。
●電話番号として使える桁数は26桁までです。

＜例：サイトの画面で音声電話をかける場合＞

1 サイト画面（P.183） 電話番号を選択

2「音声発信」

■テレビ電話をかける場合
「テレビ電話発信」

3「発信」

■「発信者番号通知設定」が「通知する」のときに
電話番号を通知しないでかける場合
「発番号設定」 「通知しない」

■「発信者番号通知設定」が「通知しない」のとき
に電話番号を通知してかける場合
「発番号設定」 「通知する」

■「発信者番号通知設定」の設定に従ってかける場
合
「発番号設定」 「発番号設定消去」

Mail To機能

サイトのページやメールに表示されているメールア
ドレスにメールを送信します。
●サイトによっては、Mail To機能をご利用になれない場

合があります。
●保存メールが20件ある場合は、Mail To機能を利用で

きません。
●メールアドレスが2つ以上続けて表示されているとき

は、Mail To機能をご利用できない場合があります。
●メールアドレスとして使える文字数は半角50文字まで

です。

＜例：サイトの画面からメールを送信する場合＞

1 サイト画面（P.183） メールアドレ
スを選択

2 ｉモードメールを作成して送信
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

Web To機能

サイトのページやメールに表示されているURLのイ
ンターネットホームページを表示します。
●サイトによっては、Web To機能をご利用になれない場

合があります。
● URLとして使える文字数は半角512文字までです。

＜例：サイトの画面から別のページを表示する場合＞

1 サイト画面（P.183） URLを選択

休園日／　月曜日

開園・閉園時間／
９：００ー１９：００

　　　　学生６００円
入場料／　大人８００円

詳しくは電話でお問い合わ
せください。
０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ
なお、休日はお車でのご来
園はご遠慮ください。

　　　　子供５００円

選択 機能

　音声発信
　選択してください

０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　　発信種別選択

　テレビ電話発信
　テレビ電話画像選択

　発信
発信しますか？

　　　電話発信

　中止
　発番号設定
　国際電話発信

０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ

O
電話番号を表す数字列以外でも、電話番号が登録された項目
（「ご連絡先はこちら」など）を使ってPhone To機能を利用
できる場合もあります。
受信メールの送信元や送信メールの宛先が電話番号や「電話
番号@･･･」の場合、その送信元や宛先を選択して電話をかけ
ることができます。

O
メールアドレスが正しく入力されていないときは、正しい
メールアドレスに修正してからメールを送信してください。
メールアドレス以外でも、メールアドレスが登録された項目
（「ご連絡先はこちら」など）を使ってMail To機能を利用で
きる場合もあります。

休園日／　月曜日

開園・閉園時間／
９：００ー１９：００

　　　　学生６００円
入場料／　大人８００円

詳しくはメールでお問い合
わせください。
ｄｏｃｏｍｏ．△△△．ｔａｒｏ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎ

　　　　子供５００円

選択 機能

ｅ．ｊｐ
なお、休日はお車でのご来

休園日／　月曜日

開園・閉園時間／
９：００ー１９：００

　　　　学生６００円
入場料／　大人８００円

詳しくは下記のページをご
覧ください。
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．△△△．ｃｏ．ｊｐ
なお、休日はお車でのご来
園はご遠慮ください。

　　　　子供５００円

選択 機能

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ 

Ｔ
ｏ
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ｉモードの設定を行う

1 p［ ］ 「ｉモード設定」
「ｉモード設定画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
スクロール設定（お買い上げ時：1行スクロール）……
サイトのページ、画面メモ、メッセージR／Fの詳細画
面のスクロール行数を「1行スクロール／3行スクロー
ル／5行スクロール」から選択します。

文字サイズ設定（お買い上げ時：標準表示）……サイ
トのページ、画面メモ、メッセージR／Fの詳細画面の
文字サイズを「標準表示／縮小表示／拡大表示」から
選択します。

画像表示設定（お買い上げ時：表示する）……サイト
のページ、画面メモ、メッセージR／Fの詳細画面の画
像を表示するかしないかを設定します。「表示しない」
を設定した場合は、表示されない画像の代わりに「 」
のアイコンが表示されます。メッセージR／Fの詳細画
面では、添付された画像が「 」で表示されます。

ｉモーション自動再生設定……「ｉモーションを自動
再生するかどうかを設定する」→P.204

ｉチャネル設定……「ｉチャネルの設定を行う」
→P.264

メッセージ自動表示設定（お買い上げ時：メッセージ
R優先）……メッセージR/Fの自動表示のしかたを設
定します。

添付ファイル自動再生設定（お買い上げ時：自動再生
する）……メッセージR／Fを開いたときに、添付され
ているメロディや貼り付けられているメロディがある
場合に自動再生するかどうかを設定します。

端末情報データ利用設定（お買い上げ時：利用する）
……「Flash画像で端末情報データを利用するかどうか
を設定する」→P.197

メッセージ一覧表示設定（お買い上げ時：2行表示）……
メッセージ一覧画面の表示行数を設定します。

ホームURL設定……ホーム表示を利用するための設
定をします。
半角256文字まで入力できます。

無効（お買い上げ時）……ホーム表示設定を無効
にします。

有効……ホーム表示設定を有効にします。
ホームURL欄を選択して、登録したいURLを入力
します。

効果音設定（お買い上げ時：効果音ON）……サイトの
ページや画面メモのFlash画像の効果音を鳴らすかど
うかを設定します。

ｉモード設定確認……「ｉモード設定」で設定した内
容を確認できます。

ラストURL初期化……記憶されているラストURLを
初期化します。初期化するとラストURLはｉMenu画
面のURLになります。

ｉモード設定リセット……「ｉモード設定」の設定内
容をお買い上げのときの状態に戻します。
端末暗証番号を入力 「YES」

接続待ち時間を設定する
＜接続待ち時間設定＞

サイトなどが混み合っていて応答がなかったとき
に、自動的に接続を中止するまでの時間を設定しま
す。

1 i 「アプリケーション通信設
定」 「接続待ち時間設定」 以下の項
目から選択

60秒間……60秒間応答がない場合、自動的に接続を
中止します。

90秒間……90秒間応答がない場合、自動的に接続を
中止します。

無制限……自動的に接続を中止しません。

O
URLの表示はサイトにより異なります。
URL以外でも、URLが登録された項目（「詳しくはこちら」な
ど）を使ってWeb To機能を利用できる場合もあります。

ｉモード設定画面

　　　ｉモード設定　１／　２

　　モーション自動再生設定
　ｉチャネル設定
　メッセーシ゛自動表示設定
　添付ファイル自動再生設定
　端末情報データ利用設定
　メッセーシ゛一覧表示設定
　ホームＵＲＬ設定

　文字サイズ設定
　画像表示設定

　スクロール設定

選択

O
＜スクロール設定＞
証明書表示時は、本機能の設定にかかわらず1行スクロール
で表示されます。
＜画像表示設定＞
「表示する」に設定していても、画像を取得できなかった場合
は、「 」が表示されます。

＜効果音設定＞
「効果音ON」に設定していても、Flash画像によっては効果
音が鳴らない場合があります。
＜ラストURL初期化＞
お買い上げのとき、または「ｉモード設定リセット」をした
後やラストURLを初期化した後に「ラストURL」を選択する
と、ｉＭenu画面が表示されます。

O
「無制限」に設定したときでも、電波状況によっては通信が切
断されることがあります。

お買い上げ時
60秒間

ｉ
モ
ー
ド
の
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ｉモードから接続先を変更する
（ISP接続通信）＜接続先選択＞  

ｉモード以外のサービスを受けるときに使う接続
先の設定をします。「ｉモード」以外の接続先に変
更すると、ｉモードやｉモードメールをご利用で
きなくなります。
●接続先は「ｉモード」のほかに10件まで登録できます。

1 i81 「＜未登録＞」を反転
o［編集］ 端末暗証番号を入力 以
下の項目から選択

接続先名称……接続先名称を設定します。全角9文字、
半角18文字まで入力できます。

接続先番号……接続先番号を設定します。半角99文字
まで入力できます。

接続先アドレス……接続先アドレスを設定します。半
角30文字まで入力できます。

接続先アドレス２……接続先アドレス２を設定しま
す。半角30文字まで入力できます。

2 それぞれの項目を設定 o［完了］
 

Flash画像で端末情報データを利用するかど
うかを設定する＜端末情報データ利用設定＞

Flash画像を動作させるときに端末情報データを利
用するかどうかを設定します。
● Flash画像によっては、端末情報データを利用するもの

があります。端末情報データを画像が利用するために
は、「ｉモード設定」の「端末情報データ利用設定」を
「利用する」に設定してください。お買い上げ時は、「利
用する」に設定されています。なお、画像が利用する端
末情報データには以下のものがあります。
・電池残量　　　・着信音量設定
・受信レベル　　・バイリンガル設定
・日付時刻情報　・機種情報

1 ｉモード設定画面（P.196） 「端末
情報データ利用設定」 「利用する」ま
たは「利用しない」

〈メッセージ受信〉

メッセージを受信したときは
FOMA端末が圏内にあるときは、メッセージR／
Fがｉモードセンターから自動的に送られてきま
す。
●受信したメッセージR／Fは、FOMA端末にそれぞれ最

大100件まで保存できます。メッセージR／Fの保存
可能件数はデータ量により、メッセージ R が 20
～100件、メッセージFが10～100件と変動します。

受信時の自動表示動作
●メッセージR／Fの詳細画面の自動表示は、「メッセー

ジ自動表示設定」（P.196）で設定することができます。
［1］メッセージ受信中は「メッセージ受信中画面」

が表示され、受信が終了すると「受信結果画面」
が表示されます。

●受信中は「 」または「 」が点滅し、受信が終
了すると、「 」または「 」が点灯表示に変わ
ります。

■受信を中止する場合
o［中止］またはt（1秒以上）

ただし、中止したタイミングによりメッセージを受
信することがあります。

［2］受信結果画面には、受信したメール、メッセー
ジR／Fの件数が表示されます。
●受信結果画面で「メッセージR」または「メッセージ
F」を選択すると、メッセージ一覧画面（P.199）が
表示されます。

※通常は設定を変更する必要はありません。

O
ｉモード中は、接続先を変更することはできません。
ｉモードを終了してから接続先を変更してください。
「ｉモード」以外の接続先に接続した際のパケット通信はパ
ケ・ホーダイの対象とはなりませんので、あらかじめご了承
ください。
登録した「ユーザ指定接続先」を変更するときは、登録と同
じ操作で変更します。
登録した「ユーザ指定接続先」を削除するときは、削除する
接続先を選択して、機能メニューから「削除」を選択し、端
末暗証番号を入力し、「YES」を選択します。接続先に設定さ
れていた場合は、接続先は「ｉモード」に戻ります。
接続先を登録したときと異なるFOMAカードを入れた場合
は、接続先が「ｉモード」に戻ることがあります。
接続先変更をした場合、ｉチャネルのテロップは表示されな
くなります。情報が自動更新されるか、uを押して最新の情
報を受信すると、テロップも自動的に流れるようになります。
接続先変更後、ｉチャネルの情報が自動更新されない場合が
あります。最新の情報を受信したい場合は、uを押してチャ
ネル一覧を表示してください。

お買い上げ時
ｉモード

　　　メッセージＲ
　　　　受信中・・・

選択

戻る

　　　受信結果
　メール　　　　　　　　０
　メッセージＲ　　　　　　　４
　メッセージＦ　　　　　　０

中止

メ
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［3］受信結果画面表示中に、何も操作しないで約15
秒間経過すると、メッセージR／Fの「詳細画
面」が表示されます。

●受信結果画面が表示される時間は「メール／メッ
セージ鳴動」（P.117）の設定によって変わる場合が
あります。

●メッセージR／Fの「詳細画面」が自動表示されるの
は、待受画面表示中に受信した場合です。ただし、メ
ニュー機能をひとつでも操作しているときにタスク
メニューで待受画面を表示した場合は自動表示され
ません。

●詳細画面表示中に何も操作しないで約15秒間経過す
ると、待受画面に戻ります。ただし、スクロールな
どの操作をすると、詳細画面は表示され続けます。

メッセージR／F画面の見かた

①メッセージの状態

：保護されているとき

②受信した時刻や日付
②-1 当日受信したメッセージは時刻表示
②-2 前日までに受信したメッセージは日付表示

③添付ファイル情報
＜2行表示＞

：一部のデータが正しくないもの

：すべてのデータが正しくないもの

＜1行表示＞

：一部のデータが正しくないもの

：すべてのデータが正しくないもの

④題名

O
新しいメッセージR／Fが届いたときは、ｉモードメールセン
ターに保管されているメッセージR／Fやｉモードメールも
合わせて受信します。
待受画面以外を表示中、ｉアプリ起動中、公共モード（ドラ
イブモード）設定中、オールロック設定中、PIMロック設定
中は、メッセージR／Fを受信しても自動表示しません。
メッセージを受信したときにFOMA端末の保存領域が満杯
だった場合、既読の一番古いメッセージから順に上書きされ
ます。未読または保護されているメッセージは上書きされま
せん。
FOMA端末の保存領域が未読または保護されているメッ
セージで満杯になると、以下のようなアイコンが表示されま
す。

（赤色）／ （赤色）：FOMA 端末が満杯でメッセージR
／Fを受信できないとき

／ ：ｉモードセンターにメッセージR／Fが保管され
ているとき

（赤色）／ （赤色）：ｉモードセンターのメッセージR
／Fが満杯のとき
このようなアイコンが表示されたときは、不要なメッセージ
を削除するか、未読のメッセージを読むと、受信できるよう
になります。保護を解除（P.200）する方法もあります。
自動表示後も、メッセージR／F一覧画面の表示では未読にな
ります。ただし、自動表示中に画面スクロールなどの操作を
行ったときは、メッセージR／F一覧画面では既読となります。
複数のｉモードメール、SMS、チャットメール、メッセー
ジR／Fを同時に受信したときは、チャットメールに設定さ
れている条件で着信音が鳴り、着信イルミネーションが点滅
します。
待受画面以外を表示しているときにメッセージR／Fを受信
した場合で、「受信表示設定」（P.238）を「操作優先」に設
定しているときは、着信音は鳴りません。「通知優先」に設定
しているときは、着信音が鳴り、受信結果画面が表示されま
す。

　　２００６／１０／１９　１７：２３
　　グルメ情報

渋谷のフランス料理店「○
○○○○」では、今週１週
間は１周年記念として朝食
を毎日８時からご提供。
コーヒーおかわり自由。

メッセージＲ １／　４

－－－－ＥＮＤ－－－－

アイコン 説明

　 未読メッセージ

既読メッセージ

保護されている既読メッセージ

アイコン 説明
　 　 メロディ添付メッセージ

　 　 画像添付メッセージ

複数データ添付メッセージ

アイコン 説明

　 　 ファイルが添付されているメッセー
ジ

O
メッセージ詳細画面では、「画像表示設定」（P.196）が「表
示しない」に設定されていると、添付画像が「 」と表示
されます。

メッセージ一覧画面 メッセージ詳細画面

　　１７：２３
　グルメ情報

　　１０／１３
　峠の天気
　　１０／　８
　交通情報

　　　９：２５
　ホテル情報
　　１０／１８
　　天気予報

メッセージＲ

機能選択

１／    ３

　　グルメ情報
　　２００６／１０／１９　１７：２３

渋谷のフランス料理店「○
○○○○」では、今週１週
間は１周年記念として朝食
を毎日８時からご提供。
コーヒーおかわり自由。

機能

メッセージＲ １／  １２

－－－－ＥＮＤ－－－－

選択 選択

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
た
と
き
は



199

ｉ
モ
ー
ド
／
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン

〈ｉモード問い合わせ〉

メッセージがあるかどうかを問い合
わせる

お買い上げ時 すべて（メール、メッセージR／F）問い合
わせする

FOMA端末が受信できなかったメッセージは、
ｉモードセンターに保管されます。ｉモードセ
ンターに問い合わせると、保管されているメッ
セージを受信することができます。
●ｉモードセンターに保管されるのは、以下の場合です。
・FOMA端末の電源が入っていないとき
・「 」が表示されているとき
・メッセージBOXが満杯のとき
・テレビ電話中／遠隔監視中
・セルフモード設定中
・FirstPassセンター接続中

●「 」が表示されているときは問い合わせできませ
ん。

●問い合わせる項目は「ｉモード問い合わせ設定」
（P.239）で設定します。

1 o［ ］（1秒以上）
メール問い合わせ画面が表示されます。
ｉモード問い合わせは、以下の手順でも行えます。
・p［ ］ 「ｉモード問い合わせ」
・o［ ］ 「ｉモード問い合わせ」
問い合わせは「メール」→「メッセージR」→「メッ
セージF」の順で行います。
問い合わせ中は「 」「 」「 」が点滅して「問
い合わせ中…」と表示され、ｉモードメールやメッセー
ジR／Fを受信します。
新しく受信したｉモードメールとメッセージR／Fの
件数が表示されます。
■問い合わせを中止する場合

問い合わせ中にo［中止］またはt（1秒
以上）
問い合わせを中止したときでも、中止したタイミン
グによりｉモードメールやメッセージR／Fを受信
することがあります。

2 新しく受信したｉモードメールとメッ
セージR／Fの件数を確認 戻る

 

〈メッセージR／F〉
メッセージBOXのメッセージを表
示する

●ｉモードセンターからFOMA端末にメッセージR／F
が届くと画面の上部に「 」や「 」が表示されます。

1 p［ ］ 「メッセージ」 「メッ
セージR」または「メッセージF」
「メッセージ一覧画面」が表示されます。

2 メッセージを選択
「メッセージ詳細画面」が表示されます。
メッセージ詳細画面で前また
は次のメッセージを表示させ
るときはvを押します。
メッセージ詳細画面でtを押
すと、メッセージ一覧画面に戻
ります。

O
「 」または「 」のアイコンが表示されたときは、
ｉモードセンターにメッセージR／Fが保管されています。
ｉモードセンターに保管されているメッセージR／Fがいっ
ぱいになると「 （赤色）」または「 （赤色）」のアイコ
ンの表示になります。
ｉモードセンターでのメッセージR／Fの保管件数、保管期間
は以下のとおりです。

最大保管件数を超えた場合は、各メッセージの最も古いもの
から順に削除されます。

メッセージR

メッセージF

300件

最大保管件数種類

72時間

72時間

最大保管期間

300件

ｉモードセンターにメッセージR／Fが保管されている場合

でも、FOMA端末の電源が入っていないときや「 」が

表示されているときにセンターに届いた場合などは、「 」

または「 」のアイコンが表示されないことがあります。

O
メッセージR／Fに「OK」や「Cancel」などのボタンが表示
されることがあります。表示されたときは、サイトなどと同
じ操作を行ってください。

O

メッセージ一覧画面

　　１７：２３
　グルメ情報

　　１０／１３
　峠の天気
　　１０／　８
　交通情報

　　　９：２５
　ホテル情報
　　１０／１８
　　天気予報

メッセージＲ

機能選択

１／   ３

機能メニュー P.200

メッセージ詳細画面

　　２００６／１０／１９　１７：２３
　　グルメ情報

渋谷のフランス料理店「○
○○○○」では、今週１週
間は１周年記念として朝食
を毎日８時からご提供。
コーヒーおかわり自由。

メッセージＲ

機能

１／  １２

－－－－ＥＮＤ－－－－

機能メニュー P.200

メ
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メッセージ一覧画面

1 メッセージ一覧画面（P.199） p
［機能］ 以下の項目から選択

全表示……ソート表示またはフィルタ機能による表示
を元の表示（すべてを新しい順）に戻します。

ソート……日付の新しい順または古い順にメッセージ
R／Fを並び替えます。

フィルタ……保護されているものやメロディが添付さ
れているものなど、条件を選択してメッセージR／Fを
表示します。

保護／保護解除……メッセージR／Fを保護／保護解除
します。

保護全解除……保護されているすべてのメッセージR
／Fの保護を解除します。

保存件数確認……保存されているメッセージR／Fの件
数および未読件数、保護件数を表示します。

削除……メッセージR／Fを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のメッセージR／Fを削除できます。

既読削除……既読のメッセージR／Fを削除します。

全削除……メッセージR／Fをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

メッセージ詳細画面

1 メッセージ詳細画面（P.199） p
［機能］ 以下の項目から選択

電話帳登録……メッセージR／Fに表示されている電話
番号やメールアドレスを電話帳に登録します。
「電話帳に登録する」→P.101

メロディ保存……メッセージR／Fに添付または貼り付
けられているメロディを保存します。

画像保存……メッセージR／Fに添付されている画像を
保存します。
「サイトやメッセージから画像を取得する」→P.192

画像再読み込み……取得に失敗した画像を再度読み込
みます。

保護／保護解除……メッセージR／Fを保護／保護解除
します。

削除……メッセージR／Fを削除します。

SSL証明書を操作する
SSL証明書の内容を確認したり、有効/無効の設定
をします。

1 i 「アプリケーション通信設
定」 「証明書」

2 証明書を選択 証明書を確認
■SSL証明書を有効または無効に設定する場合

証明書を反転 p［機能］「有効/無効設定」
 

O
＜ソート＞＜フィルタ＞
ソート表示とフィルタ機能を併用することができます。たと
えば未読メッセージだけを古い順に表示させたいときは、
ソートメニューの「古い順」を選択した後、フィルタメニュー
の「未読のみ」を選択します。
元に戻すには「全表示」を選択します。
ソート表示またはフィルタ機能でメッセージR／ Fを表示さ
せた後、その画面を終了し、再度一覧画面を表示したときは
全表示の一覧画面表示に戻ります。
＜削除＞＜選択削除＞＜既読削除＞＜全削除＞
保護されているメッセージR／Fは削除できません。
フィルタ機能でメッセージR／ Fを表示させた後に「既読削
除」や「全削除」を選択した場合、フィルタ表示されたメッ
セージR／Fが削除対象となります。

O
＜メロディ保存＞
添付されているメロディを選択すると、指定したメロディを
再生できます。
通話中はメロディの再生ができません。
貼り付けメロディ保存時には、ファイル名ではなくタイトル
が登録されます。メロディにタイトルが設定されていない場
合は、ファイル名が登録されます。
保存したメロディは正しく再生されない場合があります。
＜画像再読み込み＞
再読み込みをしても画像を表示できないことがあります。
再読み込みするのは本文内画像のみです。添付画像は再読み
込みしません。また、「 （白黒）」が表示されている場合も、
再読み込みをしません。
＜削除＞
保護されているメッセージR／Fは削除できません。

O
お買い上げ時は、すべての証明書が「有効」に設定されてい
ます。
「有効」に設定すると、「 」のアイコンが表示されます。
「無効」に設定すると、「 」のアイコンが表示されます。
「無効」に設定すると、そのSSL証明書を持っているSSL対
応ページが表示できなくなります。
ドコモ証明書2は常に「有効」のため、「無効」に設定するこ
とはできません。

　　証明書１
　　証明書２
　　証明書３
　　証明書４
　　証明書５
　　証明書６
　　証明書７
　　証明書８
　　証明書９
　　証明書１０

　　　　　証明書　　　１／２

Ｓ
Ｓ
Ｌ
証
明
書
を
操
作
す
る



次ページにつづく 201

ｉ
モ
ー
ド
／
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン

FirstPassの設定を行う
ユーザ証明書は、お客様がFOMAサービスを契約さ
れていることを証明するものです。ダウンロードし
たユーザ証明書はFOMAカードに保存され、クライ
アント認証に対応しているサイトでご利用になれま
す。

FirstPassセンターに接続する

ユーザ証明書の発行申請からダウンロードするまで
の操作をします。
● FirstPassセンターからユーザ証明書の発行申請や、ダ

ウンロードができます。
● FOMAカード（青色）ではご利用になれません。
● FirstPassセンターに接続するには、日付・時刻設定が

必要です。→P.49
● FirstPassセンターで表示される画面や操作方法は、変

更されることがあります。

1 p［ ］ 「ユーザ証明書操作」
内容を確認 「次へ」

2「証明書発行」

■はじめてFirstPassをご利用になる場合
「ご利用規則」を選択し、内容をよくお読みください。
■失効申請をする場合
「その他」を選択し、「証明書失効」を選択します。
PIN2コードを入力し、画面の指示に従って操作し
てください。

3 内容を確認 「実行」

4 PIN2コードを入力
PIN2コードについて→P.140

5 メッセージを確認 「ダウンロード」
内容を確認 「実行」 「メニュー」
確認のメッセージが表示されます。
ダウンロードが完了したら、FirstPassのメニュー画
面に戻ります。

ユーザ証明書を使ってサイトに接続する

1 サイト画面（P.183） ユーザ証明書
の送信を確認 「YES」 PIN2コー
ドを入力

・ＦｉｒｓｔＰａｓｓをご利用いた
だくためには、ユーサ゛証明書
の発行申請、タ゛ウンロート゛が必
要です。
 ・「次へ」を選択して、ユーサ゛
証明書の発行申請、タ゛ウンロー
ト゛を行ってください。
・当サイトの閲覧／ご利用にあ
たってのハ゜ケット通信料は無
料です。

次へ／Ｅｎｇｌｉｓｈ

選択 機能

　　　　ＦｉｒｓｔＰａｓｓ

3その他
4ご利用規則

選択 機能

2タ゛ウンロート゛
1証明書発行

　　　　ＦｉｒｓｔＰａｓｓ

証明書の発行申請が完了し
ました。
タ゛ウンロート゛操作を行ってくだ
さい。

タ゛ウンロート゛ ／メニュー 

O
FirstPass センターに接続した際のパケット通信料は無料で
す。
FirstPassセンターを利用する前には、「ご利用規則」を選択
し、ご利用規則をよくお読みください。
FirstPass センターへ接続中は、以下の機能が利用できませ
ん。
・テレビ電話着信（テレビ電話発信、音声電話は利用可）
・ｉモードメールの送受信（SMSの送受信は利用可）
・ｉモード問い合わせ（SMS問い合わせは利用可）
・スピードフォトメールの送受信
・メッセージR／Fの受信
・ｉモーションの取得
・Web To機能
ユーザ証明書を新規で発行する場合も更新で発行する場合
も、必ず発行申請をした後にダウンロードを行ってください。
発行の申請をしていないユーザ証明書はダウンロードするこ
とができません。
ユーザ証明書の失効申請が完了すると、そのユーザ証明書が
必要なFirstPass対応サイトを表示できなくなります。
失効が完了した後にFirstPassを利用する場合は、再度ユー
ザ証明書の発行申請とダウンロードをしてください。
ダウンロードしたユーザ証明書を確認する場合は、「SSL証明
書を操作する」（P.200）をご覧ください。

O
FirstPass 対応サイトへのアクセスに発生するパケット通信
料はパケ・ホーダイに含まれます。
ユーザ証明書がない状態でFirstPass対応サイトに接続した
場合や、ユーザ証明書の有効期限が切れている場合、そのこ
とを通知するメッセージが表示されます。接続を継続する場
合は「YES」を選択すると続けてページを表示できる場合が
ありますが、お客様の個人情報（クレジットカード番号、連
絡先など）を安全に送信できない可能性がありますのでご注
意ください。接続を切断する場合は「NO」を選択し、
FirstPassセンターからユーザ証明書をダウンロードした
後、再度接続してください。

ＹＥＳ

ＮＯ

　　　　ＳＳＬ通信

　　　送信します
　　ユーザ証明書を

　よろしいですか？

　　　ＰＩＮ２コード入力

　　ＰＩＮ２コードを
　入力してください

　残存入力回数　　３回

　会員情報の変更
　マイメニュー変更
　戻る

　金利情報
　店舗・ＡＴＭ照会
　サービスのご案内
　ご利用方法について

中止 選択

　　　《○○銀行》　　　

Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ 
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■FirstPassご利用にあたって
・FirstPassとはドコモの電子認証サービスです。
FirstPass を利用することにより、サイト側が
FOMA端末側を認証するクライアント認証が可能
となります。

・FirstPassはFOMA端末からのインターネット通
信と、FOMA端末をパソコンに接続した状態での
インターネット通信でお使いいただくことが可能
です。パソコンでご利用いただくためには、添付の
FOMA N702iＳ用CD-ROMに収録されている
FirstPass PCソフトが必要です。詳しくはCD-
ROM内の「FirstPassPCSoft」フォルダ内の
「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧ください。
「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧になるに
は、Adobe Reader（バージョン6.0以上を推奨）
が必要です。
お使いのパソコンにインストールされていない場
合は、添付のCD-ROM内のAdobe Readerをイン
ストールしてご覧ください。
ご使用方法等の詳細につきましては、Adobe
Readerヘルプを参照願います。

・ユーザ証明書の発行申請をする際は、FirstPassに
ついて画面に表示される「ご利用規則」をよくお読
みになり、ご同意の上、申請してください。

・ユーザ証明書のご利用にはPIN2コード（P.140）
の入力が必要です。PIN2コード入力後になされた
すべての行為がお客様によるものとみなされます
ので、FOMAカードまたはPIN2コードが他人に使
用されないよう十分ご注意ください。

・FOMAカードの紛失、盗難にあった場合などは、取
扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」でユーザ証
明書の失効を行うことができます。

・FirstPass対応サイトによって提供されるサイト
や情報については、ドコモは、何らの義務もないも
のとし、一切の責任を負いません。お客様と
FirstPass対応サイトとの間で解決をお願いいた
します。

・FirstPassおよびSSLのご利用にあたり、ドコモ
および認証会社は安全性等に関し保証を行うもの
ではありませんので、お客様ご自身の判断と責任に
おいてご利用ください。

証明書発行接続先を変更する

ユーザ証明書をダウンロードするときの接続先の設
定をします。

1 i 「アプリケーション通信設
定」 「証明書センター接続設定」

2「＜未登録＞」を反転 o［編集］ 端
末暗証番号を入力 以下の項目から選
択

初期画面URL……接続先の初期画面のURLを設定しま
す。半角100文字まで入力できます。

接続先番号……接続先番号を設定します。半角99文字
まで入力できます。

3 それぞれの項目を設定 o［完了］

※通常は設定を変更する必要はありません。

O
登録した「ユーザ指定接続先」を変更するときは、登録と同
じ操作で変更します。
登録した「ユーザ指定接続先」を削除するときは、機能メ
ニューから「削除」を選択します。

お買い上げ時
ドコモ

証
明
書
発
行
接
続
先
を
変
更
す
る
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ｉモーションとは
ｉモーションは、映像や音声、音楽のデータです。
ｉモーション対応サイトからFOMA端末に取得
します。また、ｉモーションを着信音に設定する
こともできます。着モーション→P.114

●ｉモーションのタイプ
ｉモーションには、大きく分けて以下の2つのタイ
プがありますが、FOMA N702iSは標準タイプの
ｉモーションにのみ対応しています（ストリーミン
グタイプのｉモーションを取得することはできませ
ん）。
■標準タイプ
FOMA端末に最大500Kバイトまで保存するこ
とができ、以下の2つの形式があります。
ｉモーションによっては、標準タイプでも保存で
きない場合があります。
①取得後に再生可能な形式
②取得しながら再生可能な形式

■ストリーミングタイプ（FOMA N702iSでは非
対応）
FOMA端末に保存することはできません。データ
を取得しながら同時に再生するタイプで、最大
2Mバイトまで再生できます。再生し終わった
データは破棄されるため、再生させるたびにデー
タを取得します。

〈ｉモーション取得〉

サイトからｉモーションを取得する
●有料のｉモーションをダウンロードしようとしたとき

には、確認のメッセージが表示されます。→P.192

サイトからｉモーションを取得して再生する

1 サイト画面（P.183）  ｉモーション
を選択
データの取得が完了すると、「データ取得完了画面」が
表示されます。
「ｉモーション自動再生設定」が「自動再生する」に設
定されているときは、ｉモーションが自動的に再生さ
れます。ただし、ｉモーションによっては自動再生さ
れない場合があります。
■取得を中止する場合

o［中止］

2「再生」
取得したｉモーションを再生し
ます。
「ｉモーション再生中の操作
について」→P.279

O
再生できるｉモーションはMP4（Mobile MP4）形式です。
ASF形式のｉモーションは取得することができません。

O
タイトルが付いていないｉモーションは、データ取得完了画
面で「無題」と表示されます。
接続するサイトやｉモーションによっては、取得またはデー
タ取得中の再生ができないことがあります。
データ取得中の再生を途中で停止しても、データの取得自体
は継続されます。
「ｉモーション自動再生設定」（P.204）が「自動再生する」に
設定されていても、データ取得中に再生した場合は、取得した
後に自動再生はされません。
ｉモーションには再生制限が設定されているものがありま
す。再生回数、再生期間、再生期限のいずれかに制限がある
ｉモーションは、タイトルの先頭に「 」が表示されます。
再生できる期間が制限されているｉモーションは、期間前や
期間後には再生できません。また、長い期間電池パックを外
していると、FOMA端末で保持している日付時刻情報がリ
セットされることがあります。その場合、再生期間や再生期
限が決められているｉモーションについては、再生すること
ができません。「ｉモーション情報について」→P.279
データを取得しながら再生する場合、電波状況等により再生
が停止したり、画像が乱れたりすることがあります。
取得したｉモーションによっては、正しく再生できないこと
があります。
ｉモーションを取得しながら再生している場合（初回再生時
のみ）は、早送り・コマ送り・スロー再生の操作はできません。
電波状況により、データ取得を中断した場合や、最大サイズ
を超えてデータを取得した場合は、データ取得完了画面の「再
生」、「保存」、「情報表示」のいずれかが表示可能であれば、
データを取得できなかったことを示すメッセージを表示した
後、データ取得完了画面が表示されます。

データ取得完了画面

　　　データ取得完了

選択 機能

　　　　ダイビング
再生

保存

情報表示

戻る

機能メニュー P.204
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データ取得完了画面

1 データ取得完了画面（P.203） p
［機能］ 以下の項目から選択
画面メモ保存……データ取得完了画面を画面メモに保
存します。「画面メモを保存する」→P.191

ｉモーションを保存する

データ取得完了画面で「保存」を選択できるｉモー
ションは、FOMA端末に保存し、着信音や待受画面
に設定できます。
●ｉモーションによっては、取得したデータをFOMA端

末に保存できない場合があります。
●ｉモーションはカメラでの撮影動画とあわせて最大

100件まで保存できます。ｉモーションの保存可能
件数は、ｉモーションのデータ量によって変動します。

●ｉモーションのフォルダについて→P.266

1 データ取得完了画面（P.203） 「保
存」 「YES」
■保存を中止する場合

「NO」
保存せずにデータ取得完了画面に戻ります。

2 フォルダを選択

3「YES」
■待受画面に設定しない場合

「NO」

4「YES」 項目を選択
■  着信音に設定しない場合

「NO」

ｉモーションの詳細情報を表示する

ｉモーションのタイトル、再生制限の有無、ファイ
ルサイズなどの詳しい情報を確認します。

1 データ取得完了画面（P.203） 「情
報表示」
ｉモーション情報画面が表示されます。cで画面をス
クロールし、再生できる残りの回数、再生期限、再生
期間制限などの情報を確認します。

〈ｉモーション自動再生設定〉

ｉモーションを自動再生す
るかどうかを設定する
以下のときに、ｉモーションを自動的に再生するか
どうかを設定します。
●サイト画面からｉモーションを取得したとき
●受信メール画面からｉモーションを取得したとき
●ｉモーション取得完了画面の画面メモを表示したとき

1 ｉモード設定画面（P.196）「ｉモー
ション自動再生設定」 以下の項目から
選択

自動再生する……ｉモーションを取得した後、自動再
生します。一部のｉモーションは、データを取得しな
がら再生します。

自動再生しない……ｉモーションを取得しても、自動
再生せずにｉモーション取得完了画面を表示します。

O
ｉモーションは、データ取得完了画面を「画面メモ」（P.191）
として保存し、画面メモから再生することもできます。
ただし、以下のｉモーションのデータ取得完了画面は「画面
メモ」に保存することができません。
・再生制限が設定されているｉモーション
・データが不完全なｉモーション
画面メモに保存したｉモーションは、データBOXにあるｉモー
ションのフォルダ内の一覧には含まれません。そのため、プロ
グラム再生や待受画面設定などの機能は利用できません。

O
タイトルが付いていないｉモーションは一覧で「movie」と
表示されます。
待受画面に設定したｉモーションからPhone To機能、Mail
To機能、Web To機能は利用できません。

お買い上げ時
自動再生する
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ｉモードメールとは 
FOMA端末はｉモードメールとSMSを送受信でき
るメール機能を持っています。
ｉモードメールをご利用いただくには「ｉモード」
のご契約が必要です。
ｉモードメールの送信、受信方法について
→P.210、222 
●ｉモードを契約しなくても、FOMA端末との間でSMS

の送受信（文字メッセージのやりとり）ができます。
SMSの送信、受信方法について→P.246、248 

●ｉモードメールについて 
ｉモードを契約するだけで、ｉモード端末（mova
端末含む）間はもちろん、インターネットを経由し
てe-mail（電子メール）とのメールのやりとりがで
きます。 
ｉモードご契約時のメールアドレスは以下のよう
になります。 
■新規にｉモードをご契約の場合 
＠マークより前がランダムな英数字の組み合わ
せになっていますので、ｉモードご契約後にお客
様のメールアドレスをご確認ください｡ 
(例)　abc1234～789xyz@docomo.ne.jp 
＜お客様のメールアドレスの確認方法＞　 
Menu 料金＆お申込・設定 メール設定 ア

ドレス確認
・ｉモード端末（mova端末含む）間でメールをやり
とりするときは、＠マークより前の部分のみのアド
レスで送信可能です。 

・パソコンなどの e-mail からメールを受信する場合
は、「@docomo.ne.jp」も含めたアドレス全体を使
用します。 

・ｉモードメールの送信方法は→P.210
・ｉモードメールの受信方法は→P.222

■メール選択受信 
ｉモードセンターに保管されているメールの題
名などを確認し、受信するメールを選択したり、
受信前にｉモードセンターでメールを削除する
ことができます。→P.224 

■メール設定を行う 
以下の各種設定を行うことができます。 

※詳細はｉモードご契約時にお渡しいたしま
す『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

■メールアドレス変更【メールアドレス設定（アド
レス変更）】 
たとえば「docomo.taro_ab1234yz@docomo.
ne.jp」のように、メールアドレスの@マークより
前の部分を、お好みのアドレスに変更することが
できます。

■メールアドレス確認【メールアドレス設定（アド
レス確認）】
現在設定されているメールアドレスを確認する
ことができます。

■シークレットコード登録【メールアドレス設定
（その他設定） シークレットコード登録】
電話番号のアドレス利用時に、メールアドレスに
加えて4桁のシークレットコードを登録できま
す。シークレットコードを指定していないメール
は受信されなくなるため、不要なメールの受信を
避けられます。

■メールアドレスリセット【メールアドレス設定
（その他設定） アドレスリセット】
メールアドレスを「携帯電話番号＠docomo.
ne.jp」にすることができます。

■迷惑メール対策
以下のいずれかの方法でメールの受信／拒否設
定を行うと、メールの受信を制限することができ
ます。 
① 受信／拒否設定【メール受信設定（迷惑メー

ル対策） 受信／拒否設定】
・ドコモ、au、ボーダフォン、ツーカー、ウィル
コムのうち、指定する会社からのメールの受信
ができます。
また上記の会社以外から送信されたメールのう
ち、指定するドメインまたはアドレスから受信
できます。そして、インターネットからの携帯・
PHSドメインになりすましたメールを拒否す
ることもできます。

② SMS拒否設定【メール受信設定（迷惑メール
対策） SMS拒否設定】
・受信する SMS を制限することができ、「SMS
一括拒否」「非通知SMS拒否」「国際SMS拒
否」「非通知SMSと国際SMSの拒否」の4つ
の中からいずれか1つを選択いただけます。ま
た設定の状況を確認することができます。

A B

C

   docomotaro@△△△△.□□□□□□.co.jp
●メールアドレス

　docomo.taro△△△△@
　docomo.ne.jp

●メールアドレス

パソコンなど

ｉモードセンター
　docomo.△△△△_ab1234yz@
　docomo.ne.jp

●メールアドレス

A → B：docomo.△△△△_ab1234yz
B → A：docomo.taro△△△△

　　A → C：docomotaro@△△△△.□□□□□□.co.jp
　　C → A：docomo.taro△△△△@docomo.ne.jp

ｉモード端末どうしの宛先

ｉモード端末とe-mail間の宛先 

＜設定方法＞ 
Menu 料金＆お申込・設定 メール設定

【各設定】
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③ ｉ モードメール大量送信者からのメール受信
制限【メール受信設定（その他設定） ｉモー
ドメール大量送信者からのメール受信制限】
・1日に1台のｉモード端末（mova端末含む）
から送信される200通目以降のｉモードメー
ルを受信拒否します。初期設定では「拒否する」
に設定されていますので、大量送信者からの
メールを拒否したい場合は設定する必要はあり
ません。

④ 未承諾広告※メール拒否【メール受信設定（そ
の他設定） 未承諾広告※メール拒否】
・受信者の同意なしに一方的に広告・宣伝を行う
ために送信される、メール件名欄の最前部に「未
承諾広告※」と記載されているメールを受信拒
否します。初期設定では「拒否する」に設定さ
れていますので、未承諾広告※メールを拒否し
たい場合は設定する必要はありません。（送信者
はメール件名欄の最前部に「未承諾広告※」（全
角6文字）と記載することが法律で義務づけら
れています。）

■メールサイズ制限【メール受信設定（メールサイ
ズ制限）】
あらかじめ指定したサイズによって、受信する
ｉモードメールを制限することができます。

■設定状況確認【メール受信設定（設定状況確認）】
現在設定されているメール受信／拒否などの設
定状況を確認できます。

■メール機能停止【メール機能停止】
メール機能を利用しない場合、ｉモードセンター
でのメール機能停止を行うことができます｡

■迷惑メールを防ぐために 
メールアドレス変更や、アドレス指定受信／拒否
などの利用は、迷惑メールを防ぐのに効果的で
す。

●SMS（ショートメッセージ）の宛先 
SMSの宛先は「ご契約の携帯電話番号」です。 

●3種類のメール機能の送受信について 

FOMA端末 ⇒ FOMA端末へ 

FOMA端末 ⇒ mova端末へ 
FOMA端末から送信したSMSは、mova端末では
ｉモードメールとして受信されます。 

※「SMS送達通知」（P.247）が設定されている場合には、mova
端末へ送ることはできません。

mova端末 ⇒ FOMA端末へ 
mova端末から送信したショートメール※ 1 は、
FOMA端末ではSMSとして受信できます。 

※1：ショートメールとは、ドコモの携帯電話どうしで文字メッ
セージをやりとりできるサービスです。 

FOMA端末 FOMA端末

SMS SMS

ｉモードメールｉモードメール

（最大全角70文字）

（最大全角5,000文字）

1 2 3
4 5 6
7 8 9
＊ 0 ＃ｉモードメールｉモードメール

（最大全角2,000文字） mova端末

ｉモードメール

FOMA端末

SMS

1 2 3
4 5 6
7 8 9
＊ 0 ＃

FOMA端末

SMS

ｉモードメールｉモードメール
（最大全角250文字）

（最大50文字）

mova端末

ショートメール
（特番1655をダイヤル）
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●送受信できる文字数 
ｉモードメール、SMSで送受信できる文字数は、
それぞれ以下のとおりです。 
■ｉモードメール 

※1：メロディ、画像、ｉ モーションなどのファイルを添付
した場合は、送受信可能な本文文字数は少なくなりま
す。また、デコメールで送信できる文字数は、規定の
半分以下の文字数になります。 

■SMS（ショートメッセージ） 
「SMS本文入力設定」（P.238）の設定内容（「日
本語入力」または「半角英数入力」）によって、最
大文字数が異なります。
「SMS（ショートメッセージ）を作成して送信す
る」→P.246

※1：先頭に半角の「+」を含めた場合は21文字。
※2：全角／半角問わず70文字となります。
※3：記号（｜＾｛｝［］̃ \ ）を入力すると送信できる文

字数が少なくなります。
 

●メールを受信できないとき 
ｉモードセンターに届いたメールは、すぐにお客様
のｉモード端末に送信されます。ただし、お客様の
ｉモード端末の電源が入っていない場合や
ｉモード圏外などで受信できないときは、メールは
ｉモードセンターに保管されます。 
ｉモードセンターで保管しているときは、一定の時
間をおいて最大3回まで再送します。また、メール
選択受信設定により、ｉモードセンターでｉモード
メールを選択して受信することができます。 

項目
全角文字（漢字、
ひらがな、絵文字

など）

半角文字（英字、
数字、カタカナ

など） 
題名 15文字 30文字 
メールア
ドレス － 50文字 

本文 5,000文字※1 10,000文字※1 

項目 日本語入力 半角英数入力
宛先 20文字（数字のみ） ※1

本文 70文字 ※2 160文字※3 

O
ｉモードメールの本文は全角5,000文字（10,000バイト）
まで送受信できますが、添付ファイルのデータ量により送受
信できる文字数が少なくなります。ｉモードメールで対応し
ていない添付ファイルの送受信はできません。ｉモードセン
ターで自動的に添付ファイルを削除し、本文のみをお届けし
ます。このとき本文の先頭に［添付ファイル削除］の文字が
追加されます（［添付ファイル削除］も含めて、受信可能な文
字数まで受信できます）。
ｉモードメールの本文が受信可能な文字数を超えた場合、本
文の最後に「/」または「//」が挿入され、超えた部分が自動
的に削除されます。 
mova端末へｉモードメールを送信する場合、本文として
送信できるのは最大全角2,000文字までです。また、
ｉショット・ｉモーションメールはURLの記載された
メールとして送信され、それ以外の添付ファイルは削除さ
れます。
ｉモードメールの題名が受信可能な文字数を超えた場合、超
えた文字は削除されます。 
他の携帯電話会社（au／ボーダフォン／ツーカー）に絵文字
入りのｉモードメールを送ると、自動的に送信先の類似絵文
字に変換されます。
※ 送信先の携帯電話の機種、機能により、正しく表示されな

い場合があります。
※ 送信先に該当する絵文字がない場合は、文字または「＝」

に変換されます。

€

O
＜ｉモードメール＞ 
ｉモードセンターでのメールの最大保管件数、保管期間は以
下のとおりです。 

保管期間が過ぎたメールは自動的に削除されます。 
最大保管件数は、メールのデータサイズにより異なります。保
管件数を超えた場合は、ｉモードセンターではメールを受信
せず、送信者にエラーメッセージとともに返信します。この
ときｉモード端末には「 （赤色）」が表示されます。なお、
「メール選択受信設定」（P.238）が「ON」に設定されてい
るときは、保管件数を超えても｢ （赤色）｣は表示されませ
ん。
ｉモードセンターに保管されているメールは、「ｉモード問
い合わせ」（P.225）やメール選択受信（P.224）により受
信できます。また新しいメールが届いたときは、保管されて
いるほかのメール、メッセージも合わせて受信できます。 
ｉモード端末でメールを受信すると ｉモードセンターに保
管されていたメールは削除されます。受信したメールは
ｉモード端末に保存されます。 →P.222
極端に容量の大きいメールはｉモードセンターで受け付けな
いことがあります。
「メール機能停止」を行っている場合は、ｉモードセンターで
新しいメールの保管を行いません。 
＜SMS＞ 
SMSセンターでのSMSの最大保管期間は72時間です。送信
したSMSの保管期間は「SMS有効期間設定」（P.238、247）
で設定できます。 
保管期間が過ぎたSMSは自動的に削除されます。 
SMSセンターに保管されているSMSは、「SMS問い合わせ」
（P.249）により受信できます。 
FOMA端末がSMSを受信すると、SMSセンターに保管され
ていたSMSは削除されます。受信したSMSはFOMA端末に
保存されます。 

最大保管件数 最大保管期間
207～1,000件
(約2Mバイトまで） 720時間
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●こんなこともできます 
■ファイル添付メール 
・メロディ添付メール 
サイトやインターネットホームページからダウ
ンロードしたメロディを、ｉモードメールに添
付して送受信できます（メール添付やFOMA端
末外への出力を禁止されているメロディファイ
ルは送信できません）。 
・ｉモードメールにメロディを添付して送信する
には→P.220

・メロディが添付されたｉモードメールを受信した
ときは→P.227

・画像添付メール 
サイト、インターネットホームページ、または外
部機器から取得した静止画ファイルをｉモード
メールに添付して送受信できます（メール添付や
FOMA端末外への出力が禁止されている静止画
ファイルは送信できません）。
・ｉモードメールに画像を添付して送信するには
→P.220

・画像が添付されたｉモードメールを受信したと
きは→P.227

■ｉショット
カメラ機能付き端末で撮影した静止画ファイル
を添付ファイルとしてｉモード端末（mova端末
含む）およびパソコンや他社携帯電話の間で送受
信できます。受信側には添付ファイル形式また
は、画像閲覧用URL（またはアイコン）および画
像の保存期限が記載されたメールとして送信さ
れ、そのURLを選択することで画像を取得できま
す。mova端末へ送れるメール本文は最大全角
184文字（369バイト）で、複数ファイルを添
付した場合、添付ファイルは削除され、メール本
文のみ通知されます。 
・ｉモードメールに画像を添付して送信するには
→P.220

・画像が添付されたｉモードメールを受信したとき
は→P.227

※1：添付画像のURLを記載したメールを受信した場合
・ｉショットセンターでは最大10日間画像が保存
され、保存期間経過後自動的に削除されます。 

・ｉモード端末が送信できるのは、最大500Kバイ
トまでの静止画となります。また、20Kバイトよ
り大きい画像を添付してｉモード端末に送信した
場合は、受信側では自動的にサイズの圧縮された画
像を取得します。

■ｉモーションメール 
ｉモーションメール対応端末で撮影した動画やサ
イトから取得した動画をｉモーションメール対応
端末およびパソコンや他社携帯電話の間で送受
信できます（メール添付やFOMA端末外への出力
が禁止されている動画ファイルは送信できませ
ん）。 
・ｉモーションメールを送信するには→P.220
・ｉモーションメールを受信したときは→P.228
■サービスのしくみ 
ｉモーションメールに添付された動画ファイル
はｉモーションメールセンターに送信され、そ
こで保存されます（送信先がパソコン等の場合
は、直接添付ファイルとして送信されます）。 
ｉモーションメール対応端末で受信した場合、
メール本文中に表示されているURLを選択して
動画を取得することができます。 
ｉモーションメール非対応端末へ送信した場合
は、ｉモーションが連続静止画に変換され、URL
の記載されたメールとして受信されます。受信者
は表示されているURLを選択し、連続静止画を取
得します。 

・ｉモーションメールセンターでは最大10日間まで
動画を保管しています。最大保管期間を超えた場合
は自動的に削除されます。 

・ｉモーションメール対応端末が受信できるのは、最
大500Kバイトまでの動画となります。また、取
得した動画はｉモーションメール対応端末の画面
に合わせて画像サイズを自動的に変換します。

1 2 3
4 5 6
7 8 9

0＊ ＃

ｉモード端末（FOMA）

ｉショットで静止
画像送信

ｉモードセンター

ｉショットセンター

添付画像とし
て送信

2メール上のURL
（Web To機能）を選択※1

1添付画像、または添付画像の
URLを記載したメール、または
添付画像のアイコン（URL）を
記載したメール

3画像データ※1

ｉモード端末
（FOMA）

パソコンなど

ｉモード携帯
電話（mova）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

①

③

ｉモーションメール対応
FOMA端末 ｉモードセンター パソコンなど

添付動画と
して送信

添付画像の
URLを記載
したメール

②URL（Web To 
機能)を選択

添付動画ま
たは連続静
止画データ

ｉモードメール
として送信

ｉモーションメー
ル対応FOMA端末

ｉモーションメール
非対応端末

ｉモーションメール
センター

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
と
は



210

メ
ー
ル

■デコメール
ｉモードメール編集時に文字の大きさや背景の
色などを変えたり、画像を本文中に貼り付けるこ
とによって、自分のオリジナルメールを作成して
送信したり、装飾された楽しいメールを受信する
ことが可能になります（パソコンから装飾した
メールを受信する場合、ｉモード端末では非対応
の装飾があるため、パソコン上と同じ動作になら
ない場合もあります）。 
デコメールを非対応端末へ送信した場合は、URL
が記載されたメールとして受信されます。受信者
は表示されているURLを選択し、デコメールを閲
覧できます。
・「デコメールを作成して送信する」→P.214
※ デコメール対応機種でご利用いただけます。詳しくは
『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

■メール同報送信 
同じｉモードメールを、一度に複数の宛先（最大
5件）に送信できます。

■Cc、Bcc送受信 
パソコンと同じように、ｉモードメール編集時に
宛先をTo、Cc、Bccから選択できます。
ただし、Toが1件もない場合は、メールを送信で
きません。
新規メール画面の機能メニューの「宛先タイプ変
更」→ P.212

■チャットメール
複数の相手と会話をするような感覚でメールの
交換ができます。

〈メールメニュー〉

メールメニューを表示する

1 o［ ］
「メールメニュー画面」が表示されます。

〈ｉモードメール作成・送信〉

ｉモードメールを作成して送信する
ｉモードメールを新規に作成して送信します。
●メロディ、画像、動画やｉモーションを添付するには

→P.220
● メール本文の文字色やサイズを変更したり、本文に動き

を付けたり、画像やラインを挿入して装飾できます。デ
コメールについて→P.214

1 o［ ］ o［ ］
「新規メール画面」が表示されます。
メールメニューで「新規メール
作成」を選択しても「新規メー
ル画面」を表示できます。

2「  ＜宛先参照／入力＞」
宛先参照／入力の選択メニューが表示されます。

O
＜ファイル添付メール＞ 
カメラで撮影した静止画の場合、「ファイル制限」を「あり」
に設定していても送信できます。
mova端末へｉモードメールを送信した場合、添付できる画
像はJPEG形式で１ファイルのみ送信できます。 
＜ｉモーションメール＞ 
ｉモード端末へｉモーションメールを送信した場合、ｉモー
ションメールセンターに保存されたｉモーション閲覧用
URL1件につき50回まで取得できます。50回を超えた場合
は、ｉモーションの取得ができなくなります。
カメラで撮影した動画の場合、「ファイル制限」を「あり」に
設定していても送信できます。 
ｉモーションをパソコンなどで再生する場合は、対応のソフ
トが必要となります。詳細は、ドコモのホームページをご参
照ください。 
＜メール同報送信＞
通信料は、1通のみ送信した場合と同じです（ただし、追加し
た宛先の情報量については通信料が増えます）。
＜チャットメール＞
通信料は、相手が複数の場合、メール同報送信したときと同
じです。

■お願い
受信メール、送信メール、保存メールの内容は、別にメモを
取って保管することをおすすめします。受信メール、送信
メール、保存メールの内容は、FOMA USB接続ケーブル
（別売）を利用して、パソコンに転送して保管することもで
きます。→P.297
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、受信
メール、送信メール、保存メールの内容が消失する場合があ
ります。当社としては責任を負いかねますので、あらかじめ
ご了承ください。

　受信ＢＯＸ
　送信ＢＯＸ
　保存ＢＯＸ
　新規メール作成
　チャットメール
　ＳＭＳ作成
　ｉモード問い合わせ
　メール選択受信
　ＳＭＳ問い合わせ
　テンプレート

　　　　　メール 　　１／2

　メール設定
　　　　　メール 　　２／2

j　

P.228
P.228
P.221
P.210
P.240
P.246
P.225
P.224
P.249
P.219

P.238

新規メール画面

　　　　新規メール

選択送信 機能

＜新規入力＞

＜宛先参照/入力＞

機能メニュー P.212

宛先入力

　送信アドレス一覧
　受信アドレス一覧
　メールメンバー
　直接編集

　電話帳
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3 宛先を入力

■電話帳から参照する場合
「電話帳」 参照先を検索（P.105） 電話帳

詳細画面で宛先を選択
■アドレス一覧から参照する場合

「送信アドレス一覧」または「受信アドレス一
覧」 宛先を選択

■メールメンバーから参照する場合
「メールメンバー」 メールメンバーを選択

メールメンバーについて→P.221
■宛先を直接入力する場合

「直接編集」 宛先を入力
宛先は半角の英字、数字、記号で50文字まで入力
できます。

宛先を入力すると、入力した宛先欄の下に新たな宛先
欄が追加されます。追加された宛先欄に別の宛先を入
力し、一度に複数の宛先にメールを送信することがで
きます（同報送信）。宛先は5件まで入力できます。

4「 」
「題名入力画面」が表示されます。

5 題名を入力
全角15文字、半角30文字まで入
力できます。

6「 ＜新規入力＞」
「本文入力画面」が表示されます。

7 本文を入力
全角で5,000文字まで入力で
きます。
本文編集中に改行することが
できます。文末ではgを押し
ても改行できます。改行したと
きは「 」も全角1文字分とし
てカウントされます。スペース
も文字と同じように文字数に
カウントされます。
デコメールを作成して送信す
ることもできます。
→P.214
テンプレートを利用してデコ
メールを作成し送信すること
もできます。→P.218

■ｉモードメール本文入力中の画面について

メール本文入力画面　：入力を確定したメール本文が表
示されます。

文字入力（編集）画面：文字入力エリア、操作ガイダン
スエリア、情報表示エリアが表
示されます。入力確定前の文字
はここに表示されます。
文字入力（編集）画面でワード
予測機能を利用して入力できま
す。
→P.347

8 内容を確認 o［送信］
メール送信中のアニメーション画
面が表示され、ｉモードメールが送
信されます。「OK」を選択すると
メールメニュー画面に戻ります。

■送信を途中で中止する場合
o［中止］またはt（1秒以上）

ただし、タイミングによりｉモードメールが送信され
ることもあります。

宛先入力画面（直接編集）

機能絵記 確定

　　　宛先入力
ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ
．ｊｐ

　小／大
　　２３

ｃｈ　文字
　逆順

題名入力画面

確定 機能絵記

　　　　題名入力　　
こんばんは

　　２０
ｃｈ　文字

本文入力画面

機能絵記 確定

　　　本文入力

　　　９９０２

昨日はどうも。
先日決めた曲を練習中です
。それからスタジオの予約
をしておきました。場所は
横浜です。

改行テ゛コレーション

機能メニュー P.213、
348

機能絵記 確定

　　　本文入力
昨日はどうも。
先日決めた曲を練習中です
。それからスタジオの予約
をしておきました。

場所は

ｃｈ　文字
改行

メール本文入力画面

文字入力(編集)画面

　　　新規メール

送信 機能選択

　　　　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍ
　　＜宛先参照/入力＞
　　　　こんばんは

　　　　　残　９９０２ハ゛イト

先日決めた曲を練習中です
。それからスタジオの予約
をしておきました。場所は

　　　　　－－－－ＥＮＤ－－－－　　　　　
横浜です。

昨日はどうも。
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●電話帳の画面から、ｉモードメールを作成す
る
電話帳に登録されているメール
アドレスを検索して表示し、 d
［ ］を押します。
電話帳の検索のしかた→P.105
表示されていたメールアドレス
が新規メール画面の宛先に貼り
付けられます。

新規メール画面

1 新規メール画面（P.210） p［機能］
以下の項目から選択

送信……ｉモードメールを送信します。

送信プレビュー……送信する前にメールの宛先や内容
を確認します。

保存……編集中のメールを保存BOXに保存します。
「ｉモードメールを保存する」→P.221

宛先削除……追加した宛先を削除します。削除した宛
先の後に宛先が入力されているときは、宛先はつめて
表示されます。宛先が1件しか入力されていないとき
は、宛先を削除できません。

宛先タイプ変更……宛先を反転した状態で宛先のタイ
プを変更します。

To……送信相手の宛先です。Toの宛先に入力し
たメールアドレスは、ほかの送信相手に表示され
ます。

Cc……同報の宛先です。Ccの宛先に入力した
メールアドレスは、ほかの送信相手に表示されま
す。Toの宛先に送信するメールのコピーとしてほ
かの宛先に送信する場合に選択します。

Bcc……同報の宛先です。Bccの宛先に入力した
メールアドレスは、ほかの送信相手には表示され
ません。

テンプレート……テンプレートを利用してデコメール
を作成し送信することもできます。
「テンプレートを利用してデコメールを作成する」
→P.218

添付ファイル追加……ｉモードメールにメロディ、画
像、ｉモーションのデータを添付します。
「ファイルを添付する」→P.220

カメラ起動……カメラ機能を起動します。
「静止画を撮影する」→P.162
「動画を撮影する」→P.167

フォトモード……カメラ機能を起動して静止画を
撮影します。撮影できる画像サイズは待受（240
×320）またはメール小（128×96）です。

ムービーモード……カメラ機能を起動して動画を
撮影します。動画容量設定はメール（小）または
メール（大）です。

添付ファイル削除……添付ファイルを1件削除します。

添付ファイル全削除……添付ファイルをすべて削除し
ます。

冒頭文貼付……メールの本文に冒頭文を貼り付けま
す。

署名貼付……メールの本文に署名を貼り付けます。

本文消去……編集中のメールの本文を消去します。

メール削除……編集中のメールを削除します。

O
FOMA端末に保存されている送信メール（ｉモードメールと
SMSの合計）が400件または最大保存容量を超えた場合は、
送信メールのうち古いメールから順に自動的に上書きされま
す。ただし、保護されている送信メール、およびシークレッ
トフォルダ内のメールやSMSは上書きされません。必要な送
信メールは保護することをおすすめします。
→P.235、236
題名や本文に絵文字を使用して他の携帯電話会社（au／ボー
ダフォン／ツーカー）の機器に送信すると、自動的に送信先
の類似絵文字に変換されます。ただし、送信先の携帯電話の
機種、機能により、正しく表示されない場合があります。
送信を行わずに、t、yを押したときは、内容を破棄し
て編集を終了することを確認するメッセージが表示されま
す。
宛先が電話番号で、先頭に「184」または「186」が入力さ
れている場合、送信しようとすると「184」または「186」
を削除して送信することを確認するメッセージが表示されま
す。
宛先に「，（カンマ）」やスペース（空白）が入力されている
場合は送信できません。
宛先をTo、Cc、Bccに分けて送信することができます
（P.212）。ただし、Toを設定せずにｉモードメールを送信
することはできません。
電波状況により、相手の方に文字が正しく表示されない場合
があります。また、送信できていても「送信できませんでし
た」と表示される場合があります。
「シークレットコード」（P.108）が設定されている電話帳の
宛先を入力した場合は、送信するときに自動的にシークレッ
トコードが追加されます。ただし、送信したメールの宛先に
シークレットコードは表示されません。
相手がｉモードの契約をしている場合は、mova端末に対し
てもFOMA端末からｉモードメールを送信できます。

友達

機能

［４２３］
ト゛コモタロウ

ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ
．ｊｐ

ドコモ太郎

O
＜宛先タイプ変更＞
宛先に「To」設定がないｉモードメールは送信できません。
「To」と「Cc」に入力したメールアドレスは、受信側に表示
されます。ただし、受信側の端末や機器、メールソフトなど
によっては、表示されない場合があります。
＜冒頭文貼付＞＜署名貼付＞
「冒頭文／署名設定」で「自動貼付」のチェックボックスを選
択していると、ｉモードメール作成時に自動的に冒頭文や署
名が貼り付けられます。→P.239
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本文入力画面
●下記の項目以外については、「文字入力（編集）画面」

の機能メニュー（P.348）を参照してください。

1 本文入力画面（P.211、247） p
［機能］ 以下の項目から選択

デコレーション……「デコレーションの基本操作」、「デ
コレーションメニューの種類」→P.215、216

カメラ起動……挿入する画像をカメラで撮影します。
→P.162

プロパティ……本文に挿入した画像の左にカーソルが
あるときに、ファイル名、ファイルサイズを表示しま
す。

元に戻す……入力した文字や本文の装飾を1つ前の状
態に戻します。

プレビュー……本文のプレビュー画面を表示します。

通話中に撮影した静止画を送信する
＜スピードフォトメール＞

音声通話中の相手に対して、その場で撮影した静止
画またはFOMA端末に保存されている静止画を送信
します。
●スピードフォトメールを利用するには、あらかじめ通話

中の相手の電話番号とメールアドレスが電話帳の同じ
メモリ番号に登録されている必要があります。

＜例：その場で撮影した静止画を送信する場合＞

1 通話中画面（P.54） p［機能］ 「ス
ピードフォトメール」「フォトモード」
■FOMA端末に保存されている静止画を送信する
場合
「スピードフォトメール」 「マイピクチャ」

送信できない静止画は選択できません。
メール添付時にデータ量が9,000バイト以下となる
「メール（大）」「メール（小）」の画像のみ送信可能
です。

2 d［撮影］
静止画が撮影されます。
撮影時にはシャッター音が鳴
ります。
撮影前に明るさの調節や画像
サイズの設定などカメラの応
用機能を利用できます。
→P.163
「スピードフォトメールの撮影
確認画面」が表示されます。

3 d［送信］
送信を確認するメッセージが表示されます。
■保存してから送信する場合

p［機能］ 「保存＆メール送信」

4 d［選択］ 「OK」
■複数のメールアドレスが登録されている場合

送信する宛先のメールアドレスを
選択します。O

＜カメラ起動＞
カメラ機能で撮影した静止画の画像サイズはメール小（128
×96）です。
＜元に戻す＞
「元に戻す」で1つ前の状態に戻した後、「元に戻す」の取り
消しはできません。
本文入力画面から新規メール画面に戻ると、再度本文入力画
面を表示しても「元に戻す」で1つ前の状態には戻せません
（本文入力画面で「プレビュー」を選択してプレビューを表示
後の場合は戻すことができます）。
＜プレビュー＞
プレビュー画面でメール本文に電話番号やメールアドレス、
URLやｉアプリへのリンクが入力されている場合は、アン
ダーラインで表示されますが、Phone To（AV Phone To）
機能、Mail To機能、Web To機能を利用することはできま
せん。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信
を行う際は、プライバシー等にご配慮ください。

O
以下の場合には本機能を利用できません。
・通話中の相手の電話番号とメールアドレスが電話帳に登録
されていないとき

・通話中の相手の電話番号とメールアドレスが「シークレッ
トモード」、「シークレット専用モード」で電話帳に登録さ
れているとき

・音声電話を受けた側に電話番号が通知されない状態（非通
知設定、通知不可能など）のとき

・指定発信制限中、通話中の相手の電話番号が指定発信制限
に設定されていないとき

・PIMロック設定中
・データ通信でのパケット通信中のとき
・保存BOXがいっぱいのとき
・キャッチホン中
・ソフトウェア更新中に通話状態になったとき
本機能で送信したメールは、自分の電話番号が題名となり、送
信BOXに保存されます。
「画像サイズ選択」が「SXGA（1,280×960）」、「VGA
（640×480）」、「CIF（352×288）」、「フルスクリーン
（240×345）」、「待受（240×320）」のいずれかで設定
されている場合でも、本機能を起動すると設定は「メール大
（176×144）」となります。
本機能起動中に「画像サイズ選択」を変更する場合、「メール
大（176×144）」、「メール小（128× 96）」以外は選択
できません。

スピードフォトメールの
撮影確認画面

機能送信

機能メニュー P.214

　　スピート゛フォトメール

　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃ

　中止
　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△△＠ｄｏ

　ドコモ太郎さんへ
　　送信しますか？
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スピードフォトメールの撮影確認
画面

1 スピードフォトメールの撮影確認画面
（P.213） p［機能］ 以下の項目
から選択

保存＆メール送信……撮影した静止画をマイピクチャ
に保存してからスピードフォトメールを送信します。
→P.213

ｉモードメール作成……撮影した静止画を保存しない
でスピードフォトメールを送信します。

イメージ貼付……撮影した静止画を保存し、イメージ
貼付を行ってからスピードフォトメールを送信しま
す。
静止画確認画面の機能メニューの「イメージ貼付」と
同様の操作です。→P.164

ファイル制限（お買い上げ時：なし）……撮影した静
止画を再配布できるかどうかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

取り消し……撮影した静止画を削除して静止画撮影画
面に戻ります。

〈デコメール〉

デコメールを作成して送信する
デコメールは、ｉモードメール（テキストメール）
本文の文字色、文字サイズや背景色などを変更した
り、文字に動きを付けたり、ライン（本文中の区切
り線）や画像を本文内に挿入して表現力豊かなメー
ルにしたものです。
●デコメール非対応端末に送信した場合、メール本文にデ

コメール参照用URLを付けて送信し、受信者はURLを
クリックすることにより、Web To機能でデコメールを
閲覧することができます。デコメールの保存期間は10
日間で、保存期間経過後自動的に削除されます。相手の
機種によっては、正しく受信できなかったり、表示でき
ない場合があります。

●メール本文をデコレーション（装飾）すると、装飾して
いないｉモードメール（テキストメール）に比べて、入
力できる文字数が少なくなります。

●お買い上げ時に登録されている「デコメールピクチャ」
については、P.361をご覧ください。

1 新規メール画面（P.210）で宛先、題
名を入力 「 ＜新規入力＞」
「本文入力画面」が表示されます。
あらかじめ登録されているテンプレート（雛形）の記
載内容やデコレーション（装飾）を変更してデコメー
ルを作成することもできます。→P.218

2 デコメールを作成
デコレーション（装飾）の方法には、
デコレーションメニューを選択し
た後に文字を入力する方法と、すで
に入力した文字に対し範囲を指定
してデコレーションメニューを選
択する方法があります。
「デコレーションの基本操作」
→P.215
「デコレーションメニューの種類」
→P.216
■装飾内容の確認について

本文入力画面では、装飾内容が確認できないものが
あります。その場合、p［機能］を押し「プレビュー」
を選択すると確認することができます。

3 内容を確認 o［送信］
作成したデコメールは、テンプレー
ト（雛形）として保存しておくこと
もできます。→P.219

＜送信確認画面で反転表示されるアドレスの優先順位＞
通話中の相手に対して複数のメールアドレスが電話帳に登録
されている場合、送信確認の画面で反転表示されるアドレス
の優先順位は以下のとおりです。
①ｉモードのアドレス（＠マークより後がdocomo.ne.jp）
②ドメインのないアドレス、電話番号（ドメインとは、＠マー
クより後の文字のこと）

③電話帳に登録されている1番目のアドレス

O

O
パソコンなど、デコメール対応ｉモード端末以外とメールを
送受信すると、装飾が正しく表示されない場合があります。
送信されたデコメール参照用ＵＲＬのついたメールを引用返
信や転送をしたり、そのURLを直接入力しても、受信した端
末以外からは、デコメールを閲覧することはできません。
受信したデコメールを引用返信、転送した場合は、装飾と挿
入した画像は引用された状態で本文が表示されます。
メール送信できない画像が含まれたデコメールを引用返信、
転送した場合は、画像が削除されます。

機能絵記 確定

　　　本文入力
お誕生日おめでとう！
私からの

９９７０
改行テ゛コレーション

　　　新規メール

送信 機能選択

　　　　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍ
　　＜宛先参照/入力>
　　　　おめでとう

　　　　　残　６２９３ハ゛イト

私からのプレゼントです
お誕生日おめでとう！
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デコレーションの基本操作
以下の［A］、［B］どちらかの方法で行います。
［A］の方法では、現在のカーソル位置以降に入力した文字に装飾が行われます。［B］の方法では、装飾
範囲を指定した文字に対して装飾が行われます。
●背景色の変更（カーソル位置に関係のない装飾）、および画像挿入／ライン挿入（装飾範囲を指定する必要のない

装飾）は、［A］の方法でのみ行えます。
●装飾の変更、追加、解除は［B］の方法でのみ行えます。
●複数の装飾を組み合わせて装飾することもできます（例：文字色と文字サイズを変更して点滅させるなど）。

［A］ デコレーション内容を選択した後に文字を入力する場合＜文字サイズの変更例＞

［B］入力済みの文字に対してデコレーションする場合＜文字サイズの変更例＞

機能絵記 確定

　　　本文入力
お誕生日おめでとう！
私からの

９９７０
改行テ゛コレーション

本文入力

選択

文字のサイズを変更します

お誕生日おめでとう！
私からの

本文入力
お誕生日おめでとう！
私からの

プレゼント

機能絵記 確定

本文入力

選択

文字サイズを大にします

お誕生日おめでとう！
私からの

機能絵記 確定

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼント

９７６８

本文入力

改行テ゛コレーション

ｃｈ　文字
改行

�bで囲み枠を移
動し　　  を選択

�bで囲み枠を移動し、
変更するサイズを選択

�装飾する文字を
入力

：装飾したメール（デコメール）には、タイトルの左にこのアイコンが表示
されます。

 ：現在のカーソル位置の装飾内容に応じて、タイトルの右にさまざまなアイコ
ンが表示されます。複数の装飾を組み合わせて設定しているときには、複数
のアイコンが表示されます。アイコンの種類については、デコレーションメ
ニューに表示されているもの（　　　など）とほぼ同じですので、参考にして
ください。「デコレーションメニューの種類」→P.216

入力した文字が変更したサイズで表示されます。

�r 

�bで囲み枠を移
動し を選択

�r �bでカーソルを装飾する文
字の終点に移動しd［終点］

�bでカーソルを装飾する文
字の始点に移動しd［始点］

機能絵記 確定

　　　本文入力
お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

９９５６
改行テ゛コレーション

本文入力

選択

ﾃﾞｺﾚｰｼｮﾝの変更をします

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

お誕生日おめでとう！

９９５６

私からのプレゼントです

終点

　　　本文入力
お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

全選択

９９５６

始点

　　　本文入力

私からのプレゼントです

本文入力

選択

文字サイズを大にします

お誕生日おめでとう！

機能絵記 確定

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

９７６０

本文入力

機能絵記 確定

お誕生日おめでとう！

９７６０

本文入力

私からのプレゼントです

選択 戻る

文字のサイズを変更をします

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

本文入力

テ゛コレーション 改行テ゛コレーション

�bで囲み枠を移
動し を選択

�bで囲み枠を移動し、
変更するサイズを選択

範囲を指定した文字の
サイズが変更されます。

カーソルを移動する
と反転が消えます。

※1：ここでp［全選択］を押すと、すべての範囲を選択することができます。
※2：ここでp［機能］を押すと、選択した範囲に別の装飾をすることができます。

※1

※2
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デコレーションメニューの種類

私からの

本文入力

選択

文字の色を変更します

お誕生日おめでとう！
文字色

選択切替

指定なし

２５色

文字色

選択切替

２５６色

�　　または　　
を選択

�変更する色を選択

256色パレットで選
択した最新の5色が最
下段に表示されます。

パレットはo［切替］
を押すごとに、25
色と256色が切り
替わります。

文字色／背景色の変更 （　　　／　　　）

以下の画面および操作は、基本操作［A］の場合の
もので示しています。

本文入力

選択

文字のサイズを変更します

お誕生日おめでとう！
私からの

本文入力

選択

文字サイズを大にします

お誕生日おめでとう！
私からの

�　　を選択 �変更するサイズ
を選択

選択できる
文字サイズ

文字サイズの変更　（　　　）

本文入力

選択

画像を挿入します

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

画像挿入　（　　　）
�　　を選択�マイピクチャの
フォルダから、挿入する画像を
選択→P.267
デコメールピクチャ→P.361

本文入力

選択

文字を点滅させます

お誕生日おめでとう！
私からの

本文入力

選択

点滅を開始します

お誕生日おめでとう！
私からの

本文入力

選択

点滅を設定します

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

文字の点滅／テロップ表示／スウィング表示　
（　　　／　　　／　　　）
●テロップ表示とは右から左へ流れる文字のこと、
スウィング表示とは左右を往復する文字のことです。
●テロップ表示やスウィング表示は行単位で行わ
れるため、開始位置や終了位置を設定すると、 
カーソル位置で自動的に改行されます。

■操作方法［Ｂ］の場合
「始点」と「終点」を設
定した後に装飾方法を選
択すると、右のようなメ
ニューが表示されます。
　　  ：指定した範囲が

装飾されます。
　　  ：指定した範囲の

装飾が解除され
ます。

�　　を選択�　　　　　　　 
のいずれかを選択

装飾する文字を入力後、装
飾範囲を終了するときには
このメニューを選択します。

デ
コ
メ
ー
ル
を
作
成
し
て
送
信
す
る



217

メ
ー
ル

本文入力

選択

文字位置を変更します

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

本文入力

選択

文字位置をｾﾝﾀﾘﾝｸﾞにします

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

文字位置の変更　（　　　）
●文字位置の変更は行単位で行われるため、カー
ソル位置で自動的に改行されます。

�　　 を選択 �変更する文字位
置を選択

選択できる
文字位置

本文入力

選択

ラインを挿入します

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

ライン挿入　（　　　）
●ライン挿入は行単位で行
われるため、挿入すると、
カーソル位置で自動的に
改行されます。

●挿入したラインを削除す
るときは、本文入力画面で
ラインの行にカーソルを
移動しtを押します。

�　　 を選択

本文入力

選択

すべての装飾を解除します

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼント

選択 戻る

装飾を解除します

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼント

本文入力

：範囲指定した文字の
装飾を解除します。

：「おまかせデコメー
ルを作成する」

　→P.218
：入力した文字や本文
の装飾を1つ前の状
態に戻します。

：すべての装飾を解除
します。

：設定した装飾をプ
レビュー画面に表
示します。

その他の機能　
（　　　／　　　／　　　／　　　／　　　）

O
＜文字色／背景色の変更＞
絵文字の色も指定した文字色で表示されます。元の色に
戻したいときは「 」を選択し、戻す範囲を指定して
「 」を選択してください。
背景色の設定を変更すると、カーソルの色も設定した色
に応じて変わります。
背景色によっては、画像やｉモーションの取得先URLの
文字色と重なり、URLが見えない場合があります。
＜画像挿入＞
メール本文と画像の合計が10,000バイト（全角5,000
文字相当）まで、JPEG画像またはGIF画像を挿入する
ことができます。ただし、FOMA端末外への出力が禁止
されている画像は挿入できません。
同一の画像を複数挿入した場合、挿入件数は1件として扱
われます。ただし、一度保存や送信をした後で再編集し
て挿入した場合は、別途1件として扱われます。
編集画面上で既に挿入されている画像をコピー／貼り付
けした場合も同一画像の挿入と見なされ、コピー元と合
わせて1件として扱われます（再編集時も有効です）。
アニメーションを挿入した場合、一定の時間が経過する
と停止します。
＜文字の点滅／テロップ表示／スウィング表示＞
点滅、テロップ、スウィングの動作は、一定の時間が経
過すると停止します。
＜本文編集＞
装飾を設定している範囲内に新たに文字を入力した場
合、その文字にも同様の装飾が施されます。
［A］の方法（デコレーションメニューを選択した後に文
字を入力する方法）で、メニューを選択した後に文字を
入力しないでカーソルを移動した場合、設定した装飾は
解除されます。
メール作成画面で「冒頭文貼付」や「署名貼付」を行っ
た場合、冒頭文は本文先頭の、署名は本文末の文字色、文
字サイズの装飾を引き継いだ状態で貼り付けられます。
冒頭文、署名の装飾を変更するときは、貼り付けた後に
デコメール画面の機能メニュー画面で「デコレーショ
ン」、「 」の順に選択します。
装飾した文字を削除しても、装飾データのみが残り、入
力できる文字数が少なくなる場合があります。装飾の解
除を行ってから文字を削除してください。なお、tを
1秒以上押した場合は、装飾データも含めてすべての文
字が削除されます。
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〈おまかせデコメール〉

おまかせデコメールを作成する
入力したメールの文面から感情を理解し、最適なデ
コレーションを加えたデコメールに自動変換しま
す。
●理解する感情の種類と優先順位は以下のとおりです。
①緊急
②好き／嫌い／喜び／怒り／哀しみ／楽しい／驚き
③質問／アドバイス／ファイト／お誘い・募集／感
想／お願い／通知／ＯＫ

④返事／お知らせ

1 新規メール画面（P.210）で宛先、題
名を入力 「 ＜新規入力＞」
「本文入力画面」が表示されます。

2 本文を入力 r

3 bで囲み枠を移動し を選択
デコレーションが３パターン生成されます。

4 いずれかのデコレーションを表示 d
［確定］ o［送信］
デコレーションパターンはp［次候補］を押すたびに
切り替わります。

■デコレーションを編集する場合
o［編集］を押すと、デコレーションを編集するこ
とができます。→P.215

テンプレートを利用してデコメール
を作成する
あらかじめ登録されているテンプレートを利用し
て、デコメールを作成します。テンプレートとは、
レイアウトや装飾がすでに決められているデコメー
ル用の雛形です。テンプレートを利用することによ
り、簡単にデコメールを作成／送信することができ
ます。
●お買い上げ時に登録されている「テンプレート」につい

ては、P.362をご覧ください。
●テンプレートは、サイトからダウンロードすることがで

きます。
「サイトからデータファイルをダウンロードする」
→P.194

● テンプレートは、テンプレートプレビュー画面の機能メ
ニューから編集することができます。→P.219

● テンプレートにはあらかじめ装飾情報が含まれていま
す。このため、テキストメールより入力できる文字数が
少なくなります。

●以下のような場合にテンプレートを使用しようとする
と本文の編集内容を破棄するか確認するメッセージが
表示されます。
・すでにメール本文が入力されている場合
・冒頭文・署名が自動挿入されている場合
・添付ファイルがある場合

1 新規メール画面（P.210） 宛先と題
名を入力 p［機能］ 「テンプレー
ト」 「テンプレート読込み」 テンプ
レートを選択
■テンプレートをプレビュー表示する場合

テンプレートを反転 o［デモ］
・テンプレートがプレビュー表示されます。
→P.219

・ プレビュー表示中はvを押してほかのテンプレー
トに表示を切り替えることができます。

・ テンプレートが１画面に収まらない場合は cで
スクロールできます。

・プレビュー表示中にも、d［選択]を押してテン
プレートを選択できます。

2 d［選択］ 本文を入力
テンプレートを適用した後も、本文
を入力できます。「デコレーション」
（P.214）を使い、さまざまな装飾
を追加できます。

3 内容を確認 o［送信］

O
以下の場合、おまかせデコメールは作成できません。
・添付ファイルが10個あるとき
・添付ファイルと本文を合わせて残バイト数が 5,000バイ
ト以下のとき

・本文のみで1,000バイト以上あるとき
おまかせデコメールのデコメール案のプレビュー表示中に、
不正な終了があった場合は、表示中のデコメール案のメール
データを保存します。
おまかせデコメール画面から本文入力画面に戻った直後は、
機能メニューの「元に戻す」は選択できません。
すでに本文が装飾されている状態でおまかせデコメールを実
行した場合、装飾をすべて解除する旨のメッセージが表示さ
れます。
メールの文面によっては、内容に合わないデコメールイメー
ジが表示される場合があります。

次候補編集 確定

お誕生日おめでとう！
私からのプレゼントです

6063ﾊﾞｲﾄ

おまかせﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ 1／3

－－－－ＥＮＤ －－－－

次候補編集 確定

お誕生日おめでとう！

私からのプレゼントです

8002ﾊﾞｲﾄ

おまかせﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ ２／3

－－－－ＥＮＤ －－－－

次候補編集 確定

お誕生日おめでとう！

私からのプレゼントです

7992ﾊﾞｲﾄ

おまかせﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ 3／3

－－－－ＥＮＤ －－－－

p　

p　p　

確定 機能絵記

　　　　本文入力

　　　　　７３２４
改行テ゛コレーション

　レトロな洋食屋発見
　美味しそう！

　レトロな洋食屋発見
　美味しそう！

　　　新規メール

送信 機能選択

　　　　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍ
　　　　＜宛先参照/入力＞
　　　　Ｈｅｌｌｏ！

　　　　　　残　７３２４バイト
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テンプレートを保存する

作成中のデコメールをテンプレートとして保存しま
す。
●テンプレートは最大45件まで保存することができま

す。
●挿入画像以外の添付ファイルがある場合、そのファイル

は削除され、テンプレートとして保存されます。
●テキストメールのみの場合は、テンプレートとして保存

することができません。
●テンプレートは、メールメニューの「テンプレート」に

保存されます。

1 デコメールを作成（P.214） p［機
能］ 「テンプレート」 「テンプレー
ト保存」 「YES」

テンプレートの一覧を表示する

1 o［ ］ 「テンプレート」
「テンプレート画面」が表示されます。

テンプレート画面

1 テンプレート画面（P.219） p［機
能］ 以下の項目から選択

ｉモードメール作成……「テンプレートを利用してデ
コメールを作成する」→P.218

ソート……保存日時の新しい順／古い順など、条件を
選択してテンプレートを並び替えます。

タイトル編集……テンプレートのタイトルを編集しま
す。全角15文字、半角30文字まで入力できます。

情報表示……テンプレートのサイズ、保存日時、画像
の有無を表示します。

保存件数確認……テンプレートの保存件数を表示しま
す。

削除……テンプレートを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のテンプレートを削除できます。

全削除……登録されているテンプレートをすべて削除
します。
端末暗証番号を入力 「YES」

テンプレートのプレビューを表示する

1 テンプレート画面（P.219） テンプ
レートを選択
「テンプレートプレビュー画面」が表示されます。

テンプレートプレビュー画面

1 テンプレートプレビュー画面（P.219）p［機能］ 以下の項目から選択

ｉモードメール作成……「テンプレートを利用してデ
コメールを作成する」→P.218

編集……テンプレートを編集します。

挿入画像保存……テンプレートに挿入されている画像
を保存します。
画像を選択 「YES」 フォルダを選択
■待受画面などに設定できる画像の場合

「YES」 項目を選択
待受画面などに設定しない場合は、フォルダを選択
した後に「NO」を選択します。

O
作成中のメールの題名がテンプレートのタイトル名となりま
す。題名が入力されていない場合は「YYYY/MM/DD
hh:mm」となります（Y：西暦、M：月、D：日、h：時、m：分）。

テンプレート画面

選択 機能

　　　テンプレート １／２

　Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ　１
　Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ　２
　Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ　３
　Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ　４
　Ｔｈｅ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｍｅｒｍａｉｄ　５
　おはよう
　おやすみ
　ありがとう
　ごめんね
　うれしい

機能メニュー P.219

O
＜ｉモードメール作成＞
「冒頭文／署名設定」で冒頭文や署名を自動で貼り付けるよう
に設定していても、冒頭文や署名は貼り付けられません。

O
＜ｉモードメール作成＞
「冒頭文／署名設定」で冒頭文や署名を自動で貼り付けるよう
に設定していても、冒頭文や署名は貼り付けられません。
＜編集＞
別データとして保存したときのタイトル名は「YYYY/MM/
DD hh:mm」となります（Y：西暦、M：月、D：日、h：時、m：分）。
編集後、装飾が1つもなくなった場合は保存できません。

テンプレート
プレビュー画面

機能

　　　テンプレート

－－－－ＥＮＤ－－－－

機能メニュー P.219
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〈メロディ／画像／動画／ｉモーションメール〉

ファイルを添付する

1 新規メール画面（P.210） p［機能］
「添付ファイル追加」 以下の項目か
ら選択

イメージ添付……添付する画像をマイピクチャから選
択します。

ｉモーション添付……添付するｉモーションを選択し
ます。

メロディ添付……添付するメロディを選択します。

■画像の一覧表示を切り替える場合
画像一覧表示中 p［機能］ 「タイトル名一覧」

ピクチャ一覧表示がタイトル名一覧表示に切り替わりま
す。添付できない画像は選択できません。
ピクチャ一覧表示に戻す場合は、機能メニューから「ピ
クチャ一覧」を選択します。

■画像を表示する場合
表示したい画像に囲み枠を移動 o［デモ］

添付できない画像は表示できません。
■メロディを再生する場合

再生したいメロディを反転 o ［デモ］
添付できないメロディは選択できません。
メロディの再生を止めるときはr、w 、q、t
のいずれかを押します。
マナーモードに設定中の場合は、再生するかどうかを確
認する画面が表示されます。再生するときは「YES」を
選択します。

■mova端末へ画像をｉショットとして送信する場合
画像を添付したメールをmova端末へｉショットとして
送信できます。
mova端末へ送信する場合、添付できるファイルはJPEG
形式の画像1つだけです。複数のファイルを添付したり、
サイトなどからダウンロードしたGIF形式の画像を添付
した場合は、添付したすべてのファイルが削除されて本
文だけが相手に届きます。
mova端末へ送信する場合、相手側が受信文字数設定を
していないときは、相手が受信できる本文は全角で184
文字までになります。相手側が受信文字数設定をしてい
るときは、相手が受信できる本文はｉショットのURL
（画像の保管先）を含み最大で全角2,000文字までにな
ります。

■メールに添付する画像のサイズ・容量を変更する場
合
マイピクチャのINBOX、カメラまたはお客様が作成され
たフォルダ内に保存された画像が500Kバイトを超える
場合、画像一覧画面の機能メニューで「メール用サイズ
変更」を選択します。「画像サイズをメールに添付できる
ように変更する」→P.271

■メールに添付するｉモーションのサイズを変更する
場合
500Kバイトを超えるｉモーションを添付するときは、
ｉモーション編集画面の機能メニューから「メールサイ
ズ切り出し」を選択し、500Kバイト以下に切り出しま
す。→P.283

O
ｉモードメールに添付できるファイルは以下のとおりです。

※1：カメラで撮影した静止画やサイトからダウンロードし
た10,000バイト（全角5,000文字）以下のJPEG形
式、GIF形式の画像。

※2：10,000バイト（全角5,000文字）を超えて500Kバ
イト（全角256,000文字）以下のJPEG形式の画像。
ただし、ｉショットセンターでｉモード対応端末で受
信するのに適したサイズに変換して送信されます。
10,000バイトを超えるGIF形式の画像をメールに添
付することはできません。

※3：500Kバイト（全角256,000文字）までの動画／
ｉモーション

「イメージ添付」でQVGA（横320×縦240ドット）または
待受（横240×縦320ドット）を超える画像を選択した場
合、「大きいサイズの画像です　添付しますか？」の確認画面
が表示されます。「YES」を選択すると画像を添付します。
「NO」を選択すると中止します。
本文（添付したファイルを含む）の残りのデータ量が、ｉモー
ドメールで200バイト（全角100文字）未満、デコメール
で400バイト（全角200文字）未満のときは、大容量画像、
動画やｉモーションを添付することはできません。
ｉモーションメールを送信すると、ｉモーション閲覧用URL
付メールが送信されｉモーションを閲覧することができま
す。
画像を送信した場合は、送信相手の機種によっては、画像が
正しく表示されなかったり、表示できない場合があります。ま
た、画像が粗く表示されることもあります。
ｉモーションメールを送信した場合、送信相手の機種によっ
ては、動画が粗くなったり、連続静止画に変換されて表示さ
れる場合があります。
新規メール画面での画像表示とマイピクチャでの画像表示は
異なる場合があります。サイズが大きすぎる画像は新規メー
ル画面で表示されないことがあります。このような場合、送
信相手にはマイピクチャで表示される画像が送信されるた
め、送信相手が画像を正しく表示するには、画像を端末内に
保存した後、マイピクチャで表示する必要があります。
カメラで撮影した静止画ファイルを添付ファイルとして
ｉモード端末およびパソコンや他社携帯電話へ送信できま
す。ただし、mova端末へは添付ファイル形式ではなく、画
像閲覧用URLおよび画像の保存期限が自動的に付与されて送
信され、そのURLをクリックすることで画像を取得できます。
mova端末へ送れるメール本文は最大全角184文字（369バ
イト）です（受信するmova端末の受信文字数が「全角250
文字」の場合）。複数ファイルを添付した場合、添付ファイル
は削除され、メール本文のみ通知されます。
添付されたメロディやGIF形式の画像はmova端末では受信
できません。
メールへの添付やFOMA端末外への出力が禁止されている
ファイルは、添付することができません。
カメラで撮影した静止画や動画の「ファイル制限」が「あり」
に設定されていても添付することができます。
受信側がFOMA N702iS以外の場合、送信したメロディが正
しく再生できない場合があります。

ファイルの
種類

メロディ メロディと画像を合わせて最大10件、
10,000バイト（全角5,000文字）まで添付す
ることができます。ファイルの大きさによって、
最大ファイル数は変動します。

大容量画像と動画／ｉモーションは、どちらか
1件だけを添付することができます。
※ｉモーションによっては、添付できないもの
もあります

画像※1

大容量画像※2

動画／ｉモーション※3

（ｉモーションメール）

1件のメールにつき添付できる最大ファイル数
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〈ｉモードメール保存〉

ｉモードメールを保存しておき、後
で送信する
作成中のメールを、FOMA端末に一時保存しておき、
後で保存しているメールを編集して送信します。

ｉモードメールを保存する
● SMSと合わせて20件まで保存できます。
●保存BOXにメールが20件保存されている場合は、メー

ルを作成することができません。

1 新規メール画面（P.210） p［機能］
［保存］

宛先、題名、本文のいずれかに文字が入力されていな
いと保存できません。ただし、添付ファイルがあると
きは、文字が入力されていなくても保存できます。

保存したｉモードメールを送信する

1 o［ ］ 「保存BOX」
「保存メール一覧画面」が表示されます。

2 メールを選択 宛先、題名、本文を編集
して送信

保存メール一覧画面

1 保存メール一覧画面（P.221） p
［機能］ 以下の項目から選択

一覧表示切替……メールの一覧表示のしかたを「題名
表示／名前表示／アドレス表示」から選択します。
ただし、「メール一覧表示設定」（P.238）で2行表示
にしていた場合は、「題名表示」を選択することはでき
ません。

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」
→P.296

保存件数確認……保存BOX内のメールの件数を表示し
ます。

削除……メールを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のメールを削除できます。

全削除……保存BOX内のメールをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

宛先をメールメンバーに登録する
複数の宛先をFOMA端末のメールメンバーに登録す
ることにより、ｉモードメール作成時に、宛先に
メールメンバーを指定するだけで複数の宛先を簡単
に入力できます。
●メールメンバーは20件まで登録でき、1件あたりメー

ルアドレスを5件まで登録できます。

1 i97
「メールメンバー一覧画面」が表示されます。

2 メールメンバーを選択
「メールメンバー詳細画面」が表示されます。

3「＜未登録＞」を反転 o［編集］ メー
ルアドレスを入力
半角50文字まで入力できます。
メールアドレスを追加登録するときは、操作3を繰り
返します。

保存メール一覧画面

　　　　１０／１８　携帯花子
　　地図
　　　　１０／１８　ドコモ二郎
　映画

　　　　１０：１０　携帯花子
　Ｒｅ：おつかれさま

　　　　　　保存ＢＯＸ　　　　　１／２

機能選択

　　　　　８：２０　ドコモ二郎
　電話ください
　　　　１０／１８　携帯花子
　無題

機能メニュー P.221

お買い上げ時
未登録

メールメンバー一覧画面

　メールメンバー１
　メールメンバー２
　メールメンバー３
　メールメンバー４
　メールメンバー５
　メールメンバー６
　メールメンバー７
　メールメンバー８
　メールメンバー９
　メールメンバー１０

選択 機能

　　　メールメンバー　　１／２

機能メニュー P.222

メールメンバー詳細画面

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

　　メールメンバー１　

編集 機能

機能メニュー P.222
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メールメンバー一覧画面

1 メールメンバー一覧画面（P.221）p［機能］ 以下の項目から選択

ｉモードメール作成……メールメンバーを宛先に貼り
付けたｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

メンバー名編集……メールメンバー名を編集します。
全角10文字、半角20文字まで入力できます。

メンバー名初期化……メールメンバー名をお買い上げ
時の状態にします。

メールメンバー詳細画面

1 メールメンバー詳細画面（P.221）p［機能］ 以下の項目から選択

アドレス編集……メールアドレスを編集します。半角
50文字まで入力できます。

アドレス参照入力……電話帳や送信アドレス一覧、受
信アドレス一覧を参照してメールアドレスを入力しま
す。

1件削除……アドレスを削除します。

全削除…… 端末暗証番号を入力 「YES」
メールメンバー内の、すべてのメンバーを削除します。

〈メール自動受信〉

ｉモードメールを受信したときは
FOMA端末が圏内にあるときは、ｉモードセンター
から自動的にｉモードメールが送られてきます。
●受信したｉモードメールは、FOMA端末にSMSと合わ

せて最大で1,000件まで保存できます。
●mova端末から送られてくるｉモードメールも、

FOMA端末で受信できます。

受信時の動作

［1］メールの受信がはじまると「メール受信中画面」
が表示され、受信が終了すると「受信結果画面」
が表示されます。

●受信中は「 」が点滅し、受信が終了すると、「 」
が点灯表示に変わります。

●着信音の音量は「着信音量」（P.73）の「メール」で
設定した音量になります。

［2］受信結果画面には、受信したメール、メッセー
ジR／Fの件数が表示されます。
●メールの件数には、SMSの件数も含まれて表示され
ます。

●受信結果画面で「メール」を選択すると、受信メー
ル一覧画面（P.228）が表示されます。

●何も操作しないで約15秒間経過すると元の画面に戻
ります。表示時間は「メール／メッセージ鳴動」
（P.117）の設定によって変わる場合があります。

■ｉショットサービスのメールを受信した場合
mova端末から送信されたｉショットサービスのメール
を受信した場合、画像は添付ファイルとして受信します。

■大容量画像が添付されているメールを受信した場合
ｉモードメールに添付された10,000バイトを超える大
容量画像を自動的に取得した場合は、「 」が表示され、
受信した画像がマイピクチャのINBOXフォルダに保存さ
れます。自動的に取得できなかった場合は、メール詳細
画面を表示して「 」を選択すると、大容量画像を取
得してマイピクチャに保存します。

O
「 （赤色）」「 （赤色）」などのアイコンが表示されたとき
は、FOMA端末はこれ以上ｉモードメールを受信できませ
ん。不要なメールを削除するか未読のメールを読むと、受信
できるようになります。受信時には、既読メールの古いもの
から順に上書きされます。
FOMA端末に保存されている受信メール（ｉモードメールと
SMSの合計）が1,000件、または1,000件未満でも保存容
量を超えた場合は、受信時にゴミ箱のメール、古い受信メー
ルから順に自動的に削除されます。ただし、未読のメールと
保護されている受信メール、シークレットフォルダ内のメー
ルやSMSは削除されません。必要な受信メールは保護するこ
とをおすすめします。→P.233、235

　　　　　メール
　　　　受信中…

　メール　　　　　　　１０
　メッセージＲ　　　　　０
　メッセージＦ　　　　　０

　戻る

　新着メールあり

　　　　受信結果

選択中止

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
と
き
は



次ページにつづく 223

メ
ー
ル

新着ｉモードメールを表示する
●デコメールの背景色によっては、画像やｉモーション取

得先URLの文字色と重なり、URLが見えない場合があ
ります。

1 待受画面表示中 d 「 」（新着メー
ルあり）を選択

2 受信したメールを選択

●感情お知らせメールについて
メールを受信したとき、そのメールの内容に合った
感情を、アイコンでお知らせします。
また、受信したメールにあらかじめ指定したキー
ワードが含まれているときにもアイコンでお知らせ
します。

極端に容量の大きいメールが送られてきたときは、ｉモード
センターで受け付けられずに、エラーメールとともに送信元
へ返信されることがあります。
メールに添付されているメロディや画像を受信するかどうか
を「添付ファイル設定」（P.238）で設定できます。
FOMA端末がｉモードメールを受信すると、ｉモードセン
ターに保管されていたｉモードメールは削除されます。
ｉモードメールではメロディや画像を添付ファイルとして送
受信できます。対応していない添付ファイルはｉモードセン
ターで自動的に削除されます。添付ファイルが削除された場
合は、「添付ファイル削除」のメッセージが追加されます。
新しいｉモードメールが届いたときは、ｉモードセンターに
保管されているほかのｉモードメールやメッセージR／Fも
合わせて受信します。
To、Cc、Bcc を設定できる端末からｉモードメールを受信
した場合、自分がTo、Cc、Bccのうちどの宛先タイプで受
信したかは、メール詳細画面で確認できます。→P.231
あらかじめ、受信するｉモードメールのサイズを制限できま
す。→P.207
複数のｉモードメール、SMS、チャットメール、メッセージ
R／Fを同時に受信したときは、チャットメールに設定されて
いる条件で着信音が鳴り、着信イルミネーションが点滅しま
す。
待受画面以外を表示しているときにｉモードメールを受信し
た場合で、「受信表示設定」を「操作優先」に設定していると
きは、着信音は鳴りません。「通知優先」に設定しているとき
は、着信音が鳴り、受信結果画面が表示されます。
チャットメールを起動中に通常のｉモードメールを受信した
場合、チャット画面から受信結果画面に切り替えて受信結果
を確認できます。
＜大容量画像が添付されているメールを受信した場合＞
電話着信中や、ツールグループの機能（P.301）を起動して
いるときに、「 」を選択すると、大容量画像を取得できな
いことを表すメッセージが表示され、画像を取得しません。起
動している機能を終了してから、画像を取得してください。

O

選択

新着メールあり

O
表示できない文字はスペースで表示されます。
ｉモードメールの本文が受信可能な文字数を超えた場合は、
本文の最後に「/」または「//」が挿入され、超えた部分が自
動的に削除されます。
受信するｉモードメールのサイズが「メールサイズ制限」
（P.207）で設定したサイズ（データ量）を超えた場合、添
付ファイルや貼り付けデータはｉモードセンターで削除さ
れ、再取得はできません。
ｉモードメールに添付された画像ファイルは正しく表示でき
ない場合があります。横240ドットを超えた場合は、縮小し
て表示されます。
パソコンなどから送信された装飾付きのメール（HTMLメー
ル）を受信した場合、その装飾が正しく表示されないことが
あります。
パソコンなどから受信したメールの場合、そのメール本文中
のPhone To機能、AV Phone To機能、Mail To機能、Web
To機能が使用できないことがあります。

　　　　　メール
　　　　受信中…

　メール　　　　　　　１０
　メッセージＲ　　　　　０
　メッセージＦ　　　　　０

　戻る

　新着メールあり

　　　　受信結果

選択 選択

　　　　　　１０／１７　携帯花子
　　飲み会の場所
　　　　　　１０／１６　携帯花子
　　映画

　　　　　　１０：３５　携帯花子
　　ありがとう

１／３　　　　携帯

機能選択

　　　　　　１０／１８　携帯花子
　こんにちは
　　　　　　１０／１８　携帯花子
　チケット

　　２００６／１０／１９　１０：３５
　　携帯花子
　　ありがとう
昨日は遅くまでつきあって
くれてありがとう。

－－－－ＥＮＤ－－－－

選択返信返信 機能

　　　ｍｅｌｏｄｙ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２Ｋハ゛イト

新着メールあり

中止

　受信メール　　　　　　１／１５

感情お知らせメールのアイコン
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●表示される感情お知らせメールのアイコンには次の種
類があります。

※1：「アイコン通知対象外」は、以下のようなメールなどで
表示されます。

・赤外線通信などにより転送されたメール
・FOMAカードからコピーまたは移動したSMS
・FOMAカードのSMS

● アイコンは、「感情／キーワード通知設定」で表示する
かどうかを設定できます。→P.240

● 表示されるキーワード通知のアイコンは次の3種類です。
「キーワード通知」の内容は、「感情／キーワード通知設
定」で設定できます。→P.240

　 　
●受信したメールに複数の感情お知らせメールのアイコ

ンや、キーワード通知で指定したアイコンが表示される
内容が含まれる場合は、以下の優先順位でアイコンが表
示されます。
①キーワード通知1 ②キーワード通知2
③キーワード通知3 ④感情通知

●フィルタ機能を使うと、指定した感情お知らせアイコン
のメールだけを表示できます。→ P.233

〈メール選択受信〉

ｉモードメールを選択して受信する
ｉモードセンターに保管されているｉモードメール
のタイトルなどを確認し、受信するメールを選択し
たり、受信前にｉモードセンターでメールを削除で
きます。メール選択受信をご利用になるためには、
あらかじめ「メール選択受信設定」（P.238）を
「ＯＮ」に設定します。なお、「ＯＮ」に設定した場
合は、自動的にｉモードメールを受信できません。

メールが届いたときは

ｉモードセンターからメールを受信したことを通
知されたときは、「 」や「 」は表示されず、
ｉモードセンターにメールが保管されている旨の
メッセージと、「 」アイコンが画面上部に表示さ
れます。メッセージを確認し、いずれかのボタンを
押すとメッセージとアイコンが消えます。

メールを選択受信する

1 o［ ］ 「メール選択受信」
■「メール選択受信設定」が「OFF」に設定されて
いる場合
メール選択受信を設定するかどうかのメッセージが
表示され、「メール選択受信設定へ」を選択すると
「メール選択受信」を設定できます。選択受信を
「ON」に設定すると、メールメニュー画面に戻りま
す。

2 メールごとに項目を選択して設定
受信：選択したメールを受信しま

す。
削除：選択したメールを削除しま

す。
保留：選択したメールはそのまま

ｉモードセンターに保管さ
れます。
「ｉモード問い合わせ」（P.225）
などで受信してください｡

■メールをすべて削除する場合
ページの一番下にある「削除」 「決定」

アイコン 意味 アイコン 意味 アイコン 意味
急ぎ アドバイ

ス
OK

好き ファイト 返事

嫌い 質問 お知らせ

喜び お誘い・
募集

怒り

感想 哀しみ お願い

楽しい 通知 アイコン通
知対象外※1

驚き

O
受信したｉモードメール、チャットメール、SMSによって
は、内容に合わない感情お知らせメールのアイコンが表示さ
れる場合があります。
メッセージR／Fに対しては、感情お知らせメールのアイコン
は表示されません。
受信したメールに合った感情やキーワードの検出は、感情お
知らせメールのアイコンの場合、メールの受信日時、題名、
本文の先頭から1,000バイト（全角500文字）までが対象
となり、キーワード通知のアイコンの場合、題名と本文のす
べてが対象となります。
複数のメールを同時に受信した場合は、日時が最も新しい
メールのアイコンだけが、受信結果画面およびデスクトップ
上のメールアイコンのポップアップに表示されます。

O
オールロック、PIMロック、公共モード（ドライブモード）設
定中は、メッセージと「 」アイコンは表示されません。各
機能を解除すると表示されます。
マルチタスク起動中は、起動中のタスク画面に「 」アイ
コンのみ表示され、待受画面を表示したときにメッセージが
表示されます。

　　　　iモード

あり
センターに

　　　　　メール選択受信
　　　　　　　　(１／７ヘ゜ーシ゛)
　　　　　ーーーーーーーーーーーー
　　　　　　選択受信説明

　　０６／１０／１８　２０：３０
　　ライブの写真
　　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍｏ．
ｎｅ．ｊｐ
サイス゛：５３５１ハ゛イト

選択 機能

保留［１］
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■ページが複数ある場合
「前ページ」または「次ページ」 ページを前

後に移動して選択受信
2ページ目を表示した場合、1ページ目の選択内容
はそのまま有効となります。
「サイズ：XXXバイト」の後に表示されているアイ
コンの意味は以下のとおりです。

：画像ファイルが添付

：メロディファイルが添付

：ｉモーションが添付

3「受信／削除」 「決定」
完了画面が表示され、メールの受信がはじまります。

■選択受信を中止する場合
「キャンセル」

■ページが複数ある場合
ページの途中で「受信／削除」を選択すると、選択
したページまで選択受信（保留、受信、削除）を行
い、それ以降のページのメールについては、
ｉモードセンターにすべて保管されます。

〈ｉモード問い合わせ〉

ｉモードメールがあるかどうかを
問い合わせる

お買い上げ時 すべて（メール、メッセージR／F）問い合
わせする

FOMA端末が受信できなかったｉモードメールは、
ｉモードセンターに保管されます。ｉモードセン
ターに問い合わせると、保管されているｉモード
メールを受信することができます。
●ｉモードセンターに保管されるのは、以下の場合です。
・FOMA端末の電源が入っていないとき
・「 」が表示されているとき
・受信BOXが満杯のとき
・「メール選択受信設定」（P.238）が「ON」のとき
・テレビ電話中／遠隔監視中
・セルフモード設定中
・FirstPassセンター接続中

●問い合わせる項目は「ｉモード問い合わせ設定」
（P.239）で設定します。

1 o［ ］（１秒以上）
メール問い合わせ画面が表示されます。
ｉモード問い合わせは、以下の手順
でも行えます。
・p［ ］ 「ｉモード問い合
わせ」

・o［ ］ 「ｉモード問い合わ
せ」

問い合わせは「メール」→「メッセー
ジR」→「メッセージF」の順で行
います。
問い合わせ中は「 」「 」「 」
が点滅して「問い合わせ中…」と表示され、ｉモード
メールやメッセージR／Fを受信します。

■問い合わせを中止する場合
問い合わせ中にo［中止］またはt（1秒

以上）
問い合わせを中止したときでも、中止したタイミン
グによりｉモードメールやメッセージR／Fを受信
することがあります。

2 新しく受信したｉモードメールとメッ
セージR／Fの件数を確認 「戻る」

O
メールの選択受信は、以下の手順でも行えます。
・p［ ］ 「ｉMenu」 「メニューリスト」 「メー
ル選択受信」

メール選択受信設定を「ON」に設定された場合でも
「ｉモード問い合わせ」をすると、すべてのメールを受信しま
す。受信したくない場合は、「ｉモード問い合わせ設定」
（P.239）で「メール」のチェックを外してご利用ください。
メール選択受信画面を表示すると、メールを受信、削除しな
くても「 」のアイコンは消灯します。
また、電源を切ったり、メール画面を表示した場合など
も「 」のアイコンは消灯します。

　　ｄｏｃｏｍｏ．△△△．ｔａｒｏ＠ｄｏｃｏｍｏ
．ｎｅ．ｊｐ
サイス゛：２０４ハ゛イト♪

選択 機能

１／１ヘ゜ーシ゛まで選択したメール
を

受信/削除
----- - - - -

ｉモート゛センターから全てのメールを
削除

O
「 」が表示されているときは問い合わせできません。
「 」のアイコンが表示されたときは、ｉモードセンターに
ｉモードメールが保管されています。ｉモードセンターに保
管されているｉモードメールがいっぱいになると「 （赤
色）」のアイコンの表示になります。
ｉモードセンターにｉモードメールが保管されている場合で
も、FOMA端末の電源が入っていないときや「 」が表示
されているときにセンターに届いた場合などは、「 」のアイ
コンが表示されないことがあります。
本機能でSMSは受信できません。SMSは「SMS問い合わせ」
で受信してください。

中止

　　　　　メール
　　　問い合わせ中…
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〈ｉモードメール返信〉

ｉモードメールに返事を出す
ｉモードメールの送信元に返信します。返信には、
新たに本文を入力する方法と受信したｉモード
メールの本文を引用する方法があります。
●返信するｉモードメールの題名には「Re:」が追加され

ます。題名の文字数が「Re:」と合わせて全角で15文字
を超えたときは、超えた部分が削除されます。

新たに本文を入力して返信する

1 受信メール一覧画面（P.230）／受信
メール詳細画面（P.231） o［返信］
題名、本文を編集して送信

これ以降の詳しい操作手順については、P.210の操作
4～8を参照してください。
■複数の宛先があるメールの送信元へ返信する場
合
「返信」 「送信元へ」

同報の宛先のすべてに返信したい場合は、「返信」を
選択した後に「すべてへ」を選択します。
送信元が返信不可の場合、ほかの同報の宛先を含め
すべての宛先が削除されたメール返信画面が表示さ
れます。
同報の宛先に返信不可の宛先が含まれている場合、
返信不可の宛先が削除されたメール返信画面が表示
されます。
送信が終了すると、受信メール一覧画面または受信
メール詳細画面が表示され、「 」が「 」に変
わります。ただし、未読メールに返信すると「 」
は「 」には変わりません。

本文を引用して返信する

受信したｉモードメールの本文を引用して返信し
ます。

1 受信メール詳細画面（P.231） p
［機能］ 「引用返信」 題名、本文を
編集して送信
■複数の宛先のあるメールの送信元へ引用返信す
る場合
「引用返信」 「送信元へ」

同報の宛先のすべてに返信したい場合は、「引用返
信」を選択した後に「すべてへ」を選択します。
返信メールの本文に受信したメールの本文が引用さ
れて表示されます。
引用符（お買い上げのときは「>」）は、引用返信す
るメールの本文の先頭に1つだけ付きます。本文の
行頭のすべてには付きません。
引用符を編集するには→P.239
これ以降の詳しい操作手順についてはP.210の操作
4～8を参照してください。
送信が終了すると、受信メール詳細画面が表示され、
「 」が「 」に変わります。

〈ｉモードメール転送〉

ｉモードメールをほかの宛先に転
送する
受信したｉモードメールをほかの人に転送します。
●転送するｉモードメールの題名には「Fw:」が追加され

ます。題名の文字数が「Fw:」と合わせて全角文字で15
文字を超えたときは、超えた部分が削除されます。

1 受信メール詳細画面（P.231） p
［機能］ 「転送」 「 ＜宛先参照
／入力＞」 宛先を入力
宛先の詳しい入力操作について→P.210
題名、本文を編集できます。受信したメールの本文、追
加した文、冒頭文、署名、添付されているメロディや
画像を合わせて全角で5,000文字分まで転送できま
す。

2 o［送信］
送信が終了すると、受信メール詳細画面が表示され、
「 」が「 」に変わります。

O
返信できない送信元（メールアドレスが半角文字で50文字を
超えているときなど）には「 」が表示されます。
題名に「Re:」（すべて半角文字）がついたｉモードメールに
返信する場合、返信するｉモードメールの題名に「Re:」の
代わりに「Re2:」が追加されます。以降、「Re2:」が付いて
いるときは「Re3:」、「Re3:」が付いているときは「Re4:」
というように、「Re99:」まで追加されます。「Re:」に全角文
字が含まれていたり、「RE:」（「E」が大文字）となっている
場合は、題名の先頭に新たに「Re:」が追加されます。
送信元が「photo-server@docomo-camera.ne.jp」の
ｉショットメールには返信できません。

O
引用返信するｉモードメールにファイルが添付されていると
きは、添付ファイルが削除されることを表すメッセージが表
示されます。
メールへの添付や、FOMA端末外への出力が禁止されている
画像がデコメールの本文に挿入されている場合、画像が削除
されて返信されます。
ｉモードメール本文に貼り付けデータがある場合は、引用返
信しても貼り付けたデータは削除されます。
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メールアドレスを電話帳に登録する
受信したメールの送信元のメールアドレスや電話番
号を電話帳に登録します。
●受信SMSの場合は、送信元の電話番号が電話帳の電話

番号に登録されます

＜例：送信元のメールアドレスを電話帳に登録する
場合＞

1 受信メール詳細画面（P.231） p
［機能］ 「アドレス登録」
■登録候補として複数のメールアドレスが存在す
る場合
メールアドレスを選択する画面で登録したい

メールアドレスを選択
■送信したメールの宛先のメールアドレスや電話
番号を電話帳に登録する場合
送信メール詳細画面 p［機能］ 「アドレ

ス登録」
複数の宛先に送信したｉモードメールの場合は、表
示されるメールアドレスのリストから登録するメー
ルアドレスを選択します。

■送信または受信したメールの本文のメールアド
レスや電話番号を電話帳に登録する場合
送信メール詳細画面／受信メール詳細画面

登録するメールアドレスまたは電話番号を反転
p［機能］ 「電話帳登録」

2「YES」 「本体」 「新規登録」
電話帳新規登録画面に、入力された項目の内容が表示
されます。必要な項目を入力して電話帳に登録します。

■FOMAカードの電話帳に登録する場合
「YES」 「FOMAカード（UIM）」

FOMAカードの電話帳に登録するときは、登録方法
の「追加登録」の代わりに「上書き登録」と表示さ
れます。

電話帳の登録のしかた→P.101

〈メロディ保存〉

ｉモードメールからメロディを再
生・保存する
受信したｉモードメールに添付または貼り付けら
れたメロディ（ 、 ）をFOMA端末に保存します。
●通話中はメロディの再生ができません。
●送信元がFOMA N702iＳ以外の場合、送られてきたメ

ロディが正しく再生できない場合があります。
●あらかじめ、メロディメールを選択します。

1 受信メール詳細画面（P.231） p
［機能］ 「データ保存」 「YES」
フォルダを選択
■メロディを止める場合

r、0～9、w、q 
■メールを開いたときにメロディを自動再生させ
たくない場合
「添付ファイル自動再生設定」（P.238）を

「自動再生しない」に設定

2「YES」 項目を選択
■着信音などに設定しない場合

「NO」

〈画像保存〉

画像メールの画像を保存する
受信したｉモードメールに添付された画像（ ）
を保存します。
●あらかじめ、画像メールを選択します。

1 受信メール詳細画面（P.231） p
［機能］ 「データ保存」 「YES」
フォルダを選択
■画像表示をファイル名表示に切り替える場合

ファイル名を表示する画像を選択
画像表示に戻すには、ファイル名表示されている画
像を選択します。

2「YES」 項目を選択
■待受画面などに設定しない場合

「NO」

O
題名に「Fw:」（すべて半角文字）が付いたｉモードメールを
転送する場合、転送するｉモードメールの題名に「Fw:」の
代わりに「Fw2:」が追加されます。以降「Fw2:」が付いて
いるときは「Fw3:」、「Fw3:」が付いているときは「Fw4:」
というように、「Fw99:」まで追加されます。「Fw:」に全角
文字が含まれていたり、「FW:」（「W」が大文字）となってい
る場合は、題名の先頭に新たに「Fw:」が追加されます。
転送するｉモードメールに、メールへの添付や、FOMA端
末外への出力が禁止されているファイルが添付または貼り付
けられているときは、それらのファイルや情報は削除されま
す。
大容量画像が添付されたｉモードメールを受信し、画像を取
得せずに転送した場合、画像は添付されません。
ｉモードメール本文に貼り付けデータがある場合は、転送し
ても貼り付けたデータは削除されます。
本文にデコメール参照用URLの付いた受信メールを転送した
場合、受信先でURLを選択してWeb To機能でデコメールを
閲覧することはできません。また、そのURLを直接入力して
デコメールを閲覧することもできません。

　新規登録
　追加登録

　　　　電話帳登録

O
複数のデータが貼り付けされている場合は、貼り付けデータ
自体が表示されないことがあります。

O
10,000バイトを超える大容量画像は自動的にマイピクチャ
のINBOXフォルダに保存されます。→P.222
画像のサイズがディスプレイより大きい場合は縮小して表示
します。ただし、大きすぎる画像は表示されないことがあり
ます。
ｉモードメールでの画像表示とマイピクチャでの画像表示は
異なる場合があります。画像を正しく表示するには、INBOX
フォルダに保存した画像をマイピクチャで表示する必要があ
ります。
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〈ｉモーション保存〉

ｉモーションメールからｉモーショ
ンを再生・保存する
ｉモーションメールとして送られてきたｉモーショ
ンのデータは、メールを受信してもFOMA端末に取
得されていないため、ｉモーションメールセンター
から取得して保存します。
●ｉモーション閲覧のためのURLが付与されたメールを

受信します。
●あらかじめ、ｉモーションメールを選択します。

1 受信メール詳細画面（P.231） URL
を選択 「YES」
データの取得が完了すると、「データ取得完了画面」
が表示されます。

■ｉモーションの取得を途中で中止する場合
o［中止］

■取得したｉモーションを保存する場合
データ取得完了画面 「保存」 「YES」

フォルダを選択
FOMA端末に保存できます。→P.204

■取得したｉモーションの情報を表示する場合
データ取得完了画面 「情報表示」→P.204

〈送信メールBOX／受信メールBOX〉

送信／受信メールBOXのメールを
表示する

●受信メールはｉモードメールとSMSを合わせて最大
1,000件、送信メールはｉモードメールとSMSを合
わせて最大400件まで保存されます。

●受信メール、送信メールともに、最大保存容量の半分ま
で保護することができます。

●保存および保護できるメールの件数は、データ量により
変動します。ファイルサイズが大きいデータを保存した
ときは、保存および保護できる件数が少なくなります。

ｉモードメールの本文を読む

＜例：受信メールの本文を読む場合＞

1 o［ ］ 「受信BOX」 フォル
ダを選択 メールを選択
シークレットモード、シークレット専用モードのとき
には、フォルダ一覧画面にシークレットフォルダも表
示されます。

■前後のメールを表示する場合
メール詳細画面 v 

tを押すと、メール一覧画面に戻ります。

O
「ｉモーション自動再生設定」（P.204）が「自動再生する」
に設定されている場合は、ｉモーションを取得しながら再生
します。ただし、電波状況等により再生が停止したり、画像
が乱れたりすることがあります。このような場合はデータ取
得完了後にもう一度再生してください。
ｉモーションを取得しながら再生している場合（初回再生時
のみ）は、早送り・コマ送り・スロー再生の操作はできません。

データ取得完了画面

　　　データ取得完了

選択 機能

　　　　ダイビング
再生

保存

情報表示

戻る

機能メニュー P.204

O
受信メールの送信元や同報者の宛先、送信メールの宛先
（SMSは電話番号、ｉモードメールはメールアドレス）をデ
スクトップアイコンとして待受画面に貼り付けることができ
ます。貼り付けたアイコンから、そのメールアドレスを宛先
とする新規ｉモードメールを作成できます。ただし、
「 」「 」「 」のついたメールアドレス
は、デスクトップアイコンとして貼り付けることができませ
ん。また同報メールの場合でも、1回の操作で貼り付けられ
るメールアドレスは1件だけです。

メール一覧画面（受信） メール詳細画面（受信）

　　　　　　１０／１７　携帯花子
　　飲み会の場所
　　　　　　１０／１６　携帯花子
　　映画

　　　　　　１０：３５　携帯花子
　　ありがとう

１／３　　　　携帯

機能選択

　　　　　　１０／１８　携帯花子
　こんにちは
　　　　　　１０／１８　携帯花子
　チケット

返信

　　２００６／１０／１９　１０：３５
　　携帯花子
　　ありがとう
昨日は遅くまでつきあって
くれてありがとう。

－－－－ＥＮＤ－－－－

　受信メール　　　　　　１／１５

選択返信 機能

　　　ｍｅｌｏｄｙ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２Ｋハ゛イト

メールフォルダ一覧画面（受信）メールメニュー

　受信ＢＯＸ
　送信ＢＯＸ
　保存ＢＯＸ
　新規メール作成
　チャットメール
　ＳＭＳ作成
　ｉモード問い合わせ
　メール選択受信
　ＳＭＳ問い合わせ
　テンプレート

　　　　　メール

選択

　　受信ＢＯＸ
　　ドコモ

　　ゴミ箱

　　　　　　受信ＢＯＸ

選択 機能

　　携帯
　　仕事
　　チャット

　　１／2

機能メニュー P.233 機能メニュー P.235

機能メニュー P.232
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メールの文字サイズや一覧表示方法などを切
り替える

●メールの本文の文字サイズを変えるとき
●メール詳細画面を表示しているときに、本文の文字の大

きさを変更できます。

●メール一覧画面の表示切替
（1行表示／2行表示）

●メールメニューで「メール設定」の「メール一覧表示設
定」を選択すると、2行で表示するか、1行で表示する
かを切り替えることができます。→P.238

●メール一覧画面の表示切替
（名前表示／アドレス表示／題名表示）

●メール一覧画面で、メールを宛先や送信元の名前で表示
するか、メールアドレスや電話番号で表示するか、題名
で表示するかを切り替えられます。

●宛先や送信元の名前が電話帳に登録されている場合、そ
の名前を表示できます。

●メール一覧画面（2行表示）

●メール一覧画面（1行表示）

●受信メール／送信メールの保存件数を確認す
る

●すべてのフォルダの保存件数を確認するときは、フォル
ダ一覧画面で機能メニューから「保存件数確認」を選択
します。

●フォルダごとの保存件数を確認するときは、確認したい
フォルダ内のメール一覧画面を表示した後、機能メ
ニューから、「保存件数確認」を選択します。 

●バックライト機能について
● FOMA端末を開いたときやボタンを押したとき、

ｉモードメールやSMSを送受信したときなどにバック
ライトを約15秒間点灯します（点灯時間は「メール／
メッセージ鳴動」（P.117）の設定によって変わりま
す）。ただしｉモードメールやSMSの本文を表示させ
たときは、本文の長さにより点灯時間が異なります。

●「照明設定」（P.124）の「通常時」を「OFF」に設定
しているときは点灯しません。

●メール連動型ｉアプリについて
●メール連動型ｉアプリを利用して送信したｉモードメー

ルは、そのメール連動型ｉアプリ専用フォルダに振り分
けられます。

●送信元がメール連動型 ｉ アプリを利用して送信してき
たｉモードメールは、受信側にそのメール連動型ｉア
プリ専用フォルダがある場合、そのフォルダに振り分け
られます。
専用フォルダがない場合、「自動振分け設定」を設定し
ているときはその設定に従ってフォルダに振り分けら
れ、設定されていないときは受信BOXに振り分けられ
ます。

●メール連動型 ｉ アプリ専用フォルダを選択するとソフ
トが起動します。

●ソフトを起動させずにフォルダ内のメール一覧画面を
表示するには、そのフォルダを反転表示して機能メ
ニューから「フォルダ内表示」を選択します。

O
表示の切り替えは、メール詳細画面でのみ有効です。
上記のボタン操作により表示を切り替えたときは、「文字サイ
ズ設定」（P.238）の設定も変更されます。

縮小表示 標準表示 拡大表示

（1秒以上）
j　

h　
（1秒以上）

（1秒以上）
j　

h　
（1秒以上）

でいかがでしょうか。

　受信メール　　　　　　１／２２

機能返信

　　２００６／１０／１９　１０：３５
　　ドコモ二郎
　　こんにちは
こんにちは。
今度の旅行について、もう一度打
ち合わせをしたいと思います。
場所は前と同じところでいかがで
しょうか。
都合の良い時間をメールしてくだ
さい。
お待ちしています。

－－－－ＥＮＤ－－－－

　　ドコモ二郎
　　こんにちは
こんにちは。
今度の旅行について、もう
一度打ち合わせをしたいと

　受信メール　　　　　　　　１／２２　

返信 機能

思います。
場所は前と同じところでい
かがでしょうか。
都合の良い時間をメールし
てください。

　受信メール　　　　　　　　１／２２　

返信 機能

こんにちは。
今度の旅行について、
もう一度打ち合わせを
したいと思います。
場所は前と同じところ

　　２００６／１０／１９　１０：３５　　２００６／１０／１９　１０：３５
　　ドコモ二郎
　　こんにちは

2行表示 1行表示

　　　　　　１０／１８　ドコモ二郎
　　地図
　　　　　　１０／１８　ドコモ二郎
　　先日の件

　　　　   １０：３５　携帯花子
　　ありがとう

　　　　　受信ＢＯＸ　　　　１／３

機能選択

　　　　　   ８：２５　ドコモ二郎
　こんにちは
　　　　　　１０／１８　携帯花子
　チケット

　　   １０：３５　　　携帯花子
　　   　８：２５　ドコモ二郎
　　   １０／１８　携帯花子

　　   １０／１７　携帯花子
　　   １０／１８　　ドコモ二郎
　　   １０／１８　　ドコモ二郎

　　   １０／１７　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．
　　  　１０／１６　ドコモ二郎
　　  　１０／１６　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．
　　  　１０／１５　携帯花子

選択 機能

　　　　　受信ＢＯＸ　　　　１／２

返信 返信

q

q
　　　　　１０／１８　ドコモ二郎
　　地図
　　　　　１０／１８　ドコモ二郎
　　先日の件

　　　　　１０：３５　携帯花子
　　ありがとう

　　　　　受信ＢＯＸ　　　　１／３

機能選択返信 返信

　　　　　　８：２５　ドコモ二郎
　こんにちは
　　　　　１０／１８　携帯花子
　チケット

　　　　　１０／１８　ｄｏｃｏｍｏ－△△－ｔａ
　　地図
　　　１０／１８　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　　先日の件

　　　　　１０：３５　ｄｏｃｏｍｏ．△△△．ｔ
　　ありがとう

機能選択

　　　　　　８：２５　ｄｏｃｏｍｏ－△△－ｔａ
　こんにちは
　　　　　１０／１８　ｄｏｃｏｍｏ．△△△．ｔ　
　チケット

　　　　　受信ＢＯＸ　　　　１／３

名前表示 アドレス表示

O
受信メール一覧画面／送信メール一覧画面／保存メール一覧
画面の機能メニューから「一覧表示切替」を選択して「題名
表示」、「名前表示」、「アドレス表示」から項目を選択しても
表示の切り替えができます。

　　  １０：３５　　　ありがとう
　　  　８：２５　こんにちは
　　  １０／１８　チケット
　　  １０／１８　　　地図
　　  １０／１８　　　先日の件
　　  １０／１７　連絡
　　  １０／１７　予約しました
　　  １０／１６　スケジュール
　　  １０／１６　よろしく
　　  １０／１５　今度また

選択 機能

　　　　　受信ＢＯＸ　　　　１／２

　　  １０：３５　　　携帯花子
　　  　８：２５　ドコモ二郎
　　  １０／１８　携帯花子
　　  １０／１８　　　ドコモ二郎
　　  １０／１８　　　ドコモ二郎
　　  １０／１７　携帯花子
　　  １０／１７　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．
　　  １０／１６　ドコモ二郎
　　  １０／１６　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．
　　  １０／１５　携帯花子

選択 機能

　　　　　受信ＢＯＸ　　　　１／２
　　  １０：３５　　　ｄｏｃｏｍｏ．△△△．ｔ

　　  １０／１８　ｄｏｃｏｍｏ．△△△．ｔ

　　  １０／１８　　　０９０ＸＸＸＸＸＸＸ

　　  １０／１７　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．

　　  １０／１６　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．

　　  　８：２５　ｄｏｃｏｍｏ－△△－ｔａ

　　  １０／１８　　　ｄｏｃｏｍｏ－△△－

　　  １０／１７　ｄｏｃｏｍｏ．△△△．ｔ

　　  １０／１６　ｄｏｃｏｍｏ－△△－ｔａ

　　  １０／１５　ｄｏｃｏｍｏ．△△△．ｔ

選択 機能

　　　　　受信ＢＯＸ　　　　１／２

q q

q

名前表示題名表示 アドレス表示

返信 返信 返信
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フォルダ一覧画面の見かた

：未読メールがあるとき
：メールセキュリティが設定されているとき

メール一覧画面の見かた

①メールの状態
①-1受信

：保護されているとき

①-2 送信

：保護されているとき
：一部送信が失敗したもの
：送信が失敗したもの

②メールの内容

③送受信した時刻や日付
③-1当日送受信したメールは時刻表示
③-2前日までに送受信したメールは日付表示

④送信元／宛先

⑤メール種別、添付ファイル情報
＜2行表示の場合＞

：一部のデータが正しくないか、削除済みのもの
：すべてのデータが正しくないか、削除済みのもの
（大容量画像添付メールやｉモーション添付メー
ルでは、ファイル名を編集した場合も付与）

：ｉモードセンターからデータを取得していないも
の

アイコン 説明

　 　 　 通常のフォルダ

　 　 　 メール連動型ｉアプリのフォ
ルダ

　 ゴミ箱フォルダ

シークレットフォルダ

O
受信BOXや送信BOXには自由にフォルダを追加できます。
→P.232
お買い上げのときは、メール連動型ｉアプリのフォルダはあ
りません。メール連動型ｉアプリをダウンロードすると、自
動的に作成されます。→P.253
シークレットフォルダは、シークレットモードおよびシーク
レット専用モードでのみ表示されます。→P.146

アイコン 説明

　 未読メール

既読メール

保護されている既読メール

　 転送済みメール

　 返信済みメール

受信メールフォルダ一覧画面

　　受信ＢＯＸ

　　チャット
　　シークレット

受信ＢＯＸ

選択 機能

　　ゴミ箱

送信メールフォルダ一覧画面

　　送信ＢＯＸ
送信ＢＯＸ

機能選択

　　シークレット
　　チャット

受信メール一覧画面

　　　　　　１０／１８　携帯花子
　　飲み会の場所
　　　　　　１０／１８　ドコモ二郎
　　映画

選択

１／　　３受信ＢＯＸ

機能選択

　　　　　　　８：２５　ドコモ太郎
　おはよう
　　　　　　１０／１８　携帯花子
　チケット

選択

　　　　　　１０：３５　携帯花子
　　ありがとう

 　　１／３受信ＢＯＸ

機能選択返信

4

21

3

3

6

5

送信メール一覧画面

　　　　　１０／１８　ドコモ二郎
　　地図
　　　　　１０／１８　ドコモ二郎
　映画

　　　　１０：３５　携帯花子
　Ｒｅ：おつかれさま

　　　１／３送信ＢＯＸ

機能選択

　　　　　８：２５　ドコモ二郎
　電話ください
　　　　　１０／１８　携帯花子
　スケジュールについて

再編集

アイコン 説明

　 　 　 宛先が1件のメール

　 　 　
　

宛先が複数のメール（同報メー
ル）

アイコン 説明
 など 感情お知らせメール→P.223

アイコン 説明
FOMA端末内のSMS

FOMAカード内のSMS

SMS送達通知受信済みのSMS

　 　 メロディ添付メール

　 　 画像添付メール

　 　 　 大容量画像添付メール

デコメールに貼り付けられた大容
量画像取得前で、画像種類が不明
のもの

　 ｉモーション添付メール

メール本文からｉアプリが起動可

メール本文からｉアプリが起動不
可（シークレットフォルダに移動）
メール連動型ｉアプリで送受信し
たメール
複数データ添付メール（データが
ｉアプリToと一緒に貼り付けられ
ている場合にも表示）
FOMAカード動作制限機能がか
かっているメール（メールを送受
信したときとは違うFOMAカード
を使用）
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＜1行表示の場合＞

：一部のデータが正しくないか、削除済みのもの
：すべてのデータが正しくないか、削除済みのもの

⑥題名
題名がない場合は「無題」と表示
SMSの場合は本文の冒頭が表示（SMS送達通知の
場合は「SMS送達通知」と表示）
留守番着信通知の場合は「留守番　着信通知」と表示

メール詳細画面の見かた

①メールの状態
「メール一覧画面の見かた」（P.230）の①参照

②送受信した時刻と日付

③宛先のタイプ（受信メール）

④メールの内容（受信メール）

⑤送信元（受信メール）

：返信不可のもの

⑥宛先と宛先のタイプ（送信メール）

：送信失敗のもの

⑦同報メールの宛先と宛先のタイプ（受信メール）
最大4件まで表示

：返信不可のもの

⑧題名
題名がないときは「無題」と表示
受信したSMSには「 」（SMSがFOMAカード内
にあるときは「 」）が表示され、タイトルは「SMS」
（SMS送達通知の場合は「SMS送達通知」）と表示
SMS送達通知を受信済みの場合は、「 」も合わせ
て表示

⑨添付ファイル情報
ファイル名、ファイルサイズも表示

※上記以外に一覧画面と同じアイコンが表示される場合があり
ます。それらについては、P.230の⑤の説明をご覧ください。

⑩メール本文

⑪本文の終わりに表示

アイコン 説明

　 　 大容量ファイルが添付されていないメー
ル

　 　 大容量ファイルが添付されているメール

FOMAカード動作制限機能がかかってい
るメール（メールを送受信したときとは
違うFOMAカードを使用）

O
画像が添付されたｉモードメールは、受信メール詳細画面や
送信メール詳細画面で画像を選択し、d［選択］を押すごと
に画像表示とファイル名表示に切り替わります。

アイコン 説明

　 　 送信元の宛先のタイプ→P.212

アイコン 説明
など 感情お知らせメール→P.223

アイコン 説明

　 送信元の名前またはメールアドレス

受信メール詳細画面

　　２００６／１０／１９　１０：３５
　　携帯花子

　　ありがとう
昨日は遅くまでつきあって
くれてありがとう。

－－－－ＥＮＤ－－－－

　受信メール　　　　　　１／１５

選択返信 機能

　　ドコモ二郎

　　　ｍｅｌｏｄｙ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２Ｋハ゛イト
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8

0

!
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5

送信メール詳細画面

　　２００６／１０／１９　１０：４０
　　携帯花子
　　ドコモ二郎

　　Ｒｅ：　ありがとう
こちらこそ、楽しい時間が
過ごせました。　

－－－－ＥＮＤ－－－－

　送信メール　　　６／１５

機能

　　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

選択再編集

2

6

8
0

1

!

アイコン 説明
　
　
　

宛先の名前またはメールアドレス、
および宛先のタイプ→P.212

アイコン 説明

　
　

同報メールで、自分以外の宛先の名
前またはメールアドレス、および宛
先のタイプ→P.212

アイコン 説明
貼り付けられたメロディ（不正なメ
ロディは本文にテキスト表示）

削除済みメロディ

削除済み画像

削除済み大容量画像（編集した場合
やシークレットフォルダに保管した
場合にも表示）
削除済みｉモーション（ファイル名
を変更した場合やシークレットフォ
ルダに保管した場合にも表示）

O
以下の場合は、電話番号やメールアドレスが電話帳に登録さ
れていても「名前」が表示されず、メールアドレスのままの
表示となります。
・｢指定発信制限」（P.152）が設定中で、「指定発信制限」に
指定されていない電話番号のとき

・シークレット専用モードで、シークレット登録されていな
い電話番号またはメールアドレスのとき

・シークレットモードまたはシークレット専用モード以外
で、シークレット登録された電話番号またはメールアドレ
スのとき
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メールフォルダ一覧画面
●追加できるフォルダは22個までです。
●お買い上げのときにすでにある受信 BOX、送信 BOX、

チャット、ゴミ箱、シークレットの各フォルダは、削除
や並び替え、フォルダ名の変更はできません。また各
フォルダに自動振分けを設定することもできません。

1 メールフォルダ一覧画面（P.230）p［機能］ 以下の項目から選択

フォルダ追加……フォルダ名を入力してフォルダを追
加します。

自動振分け設定……「自動振り分けを設定する」
→P.232

フォルダ名編集……追加したフォルダのフォルダ名を
編集します。全角10文字、半角20文字まで入力でき
ます。

メールセキュリティ……フォルダのセキュリティを設
定／解除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

「フォルダ別にセキュリティを設定する」→P.152

フォルダ削除…… 端末暗証番号を入力 「YES」

フォルダ並び替え……フォルダを並び替えます。
移動先を選択

保存件数確認……シークレットフォルダ以外のすべて
のフォルダ内のメールの件数および未読件数、保護件
数を表示します。

フォルダ内表示……フォルダ内のメール一覧画面を表
示します。

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」
→P.296

既読メール全削除※1……すべての既読メールを削除し
ます。

受信メール全削除（送信メール全件削除）……すべての
メールを削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

※1：受信メールフォルダ一覧画面でのみ利用できる機能
です。

●自動振り分けを設定する
受信メールの送信元や送信メールの送信先のメール
アドレス、題名、返信不可のメールなど、あらかじ
め指定した条件で、指定したフォルダにメールを自
動的に振り分けます。
●自動振り分けをするメールアドレスや電話番号、電話帳

のグループ、メールメンバーは、受信BOXと送信BOX
の全フォルダを合わせて700件まで登録することがで
きます。1つのフォルダに複数のメールアドレスや電話
番号、電話帳のグループ、メールメンバーを登録するこ
ともできます。題名はそれぞれのフォルダに1つだけ登
録できます。

●受信または送信したメールが複数の振り分け条件に該
当する場合、自動振分け設定の優先順位は以下のとおり
です。ただし、メール連動型ｉアプリのメールは自動振
分け設定にかかわらず専用のフォルダに振り分けられ
ます。チャットメールは、「すべて振分け」が設定され
ていない場合は、自動振分け設定にかかわらずチャット
フォルダに振り分けられます。
①すべて振分け　②題名振分け　③返信不可振分け
／送信失敗振分け　④メールアドレス／電話番号　
⑤メールメンバー　⑥電話帳グループ

●自動振分け設定を設定する前に受信または送信した
メールは、設定前に保存されているフォルダに残りま
す。

1 メールフォルダ一覧画面（P.230）
振り分け先のフォルダを反転 p［機
能］ 「自動振分け設定」 以下の項目
から自動振り分けを設定

アドレス振分け……自動振り分けをするメールアドレ
スを設定します。

O
＜フォルダ追加＞
メール連動型ｉアプリをダウンロードすると、ｉアプリメー
ル用フォルダが自動的に作成されます。
＜フォルダ名編集＞
メール連動型ｉアプリのフォルダ名の編集はできません。
＜メールセキュリティ＞
メールセキュリティが設定されたフォルダは、削除または
フォルダ名の編集はできません。
＜フォルダ削除＞
フォルダ内のメールが保護されているときやメールセキュリ
ティが設定されているときは、フォルダを削除できません。
保護またはメールセキュリティを解除してから削除してくだ
さい。

対応するメール連動型ｉアプリがある場合、ｉアプリメール
用フォルダを削除することはできません。ソフトがない場合
はｉアプリメール用フォルダを削除できますが、送信メール
フォルダ一覧画面、受信メールフォルダ一覧画面に作成され
たフォルダがともに削除されます。
「自動振分け設定」が設定されていたフォルダを削除すると、
そのフォルダに設定されていた自動振分け設定は解除されま
す。
＜フォルダ並び替え＞
追加したフォルダが1つしかない場合は並び替えできませ
ん。
＜赤外線全件送信＞
シークレットフォルダ内のメールは送信されません。
＜既読メール全削除＞
保護されている既読のｉモードメールやSMS、シークレット
フォルダ内のメールは削除されません。
＜送信メール全削除＞
保護されているｉモードメールやSMS、シークレットフォル
ダ内のメールは削除されません。
＜受信メール全削除＞
未読のメールも削除されます。ただし、保護されているｉモー
ドメールやSMS、シークレットフォルダ内のメールは削除さ
れません。

O
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アドレス参照入力……電話帳や受信アドレス一
覧、送信アドレス一覧を参照してメールアドレス
を設定します。

グループ参照……電話帳のグループを設定しま
す。

メールメンバー参照……メールメンバーを設定し
ます。

直接入力……1文字ずつ入力してメールアドレス
を直接入力して設定します。

題名振分け……自動振り分けをするメールの題名を入
力し、設定します。

返信不可振分け（送信失敗振分け）……返信不可のメー
ルアドレス（または送信が失敗したメールアドレス）を
設定します。

すべて振分け……メール連動型ｉアプリのフォルダだ
けに設定することができます。すべてのメールをメー
ル連動型ｉアプリのフォルダに振り分けます。

アドレス／題名編集……設定済みのメールアドレスや
メールの題名を編集します。

一覧表示切替……自動振り分けをするメールアドレス
の一覧の表示方法を「名前表示／アドレス表示」から
選択します。

解除……自動振り分けの条件を1件解除します。

選択解除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数の自動振り分けの条件を解除できます。

全解除……すべての自動振り分けの条件を解除しま
す。

受信メール一覧画面

1 受信メール一覧画面（P.230） p
［機能］ 以下の項目から選択

返信……「新たに本文を入力して返信する」→P.226

フォルダ移動…… フォルダを選択 bで□（チェッ
クボックス）を選択 o［完了］ 「YES」
複数のメールをほかのフォルダへ移動できます。

メール検索……送信元や題名を指定してメールを検索
します。

送信元検索……電話帳や受信メールアドレス一
覧、送信メールアドレス一覧を参照してメールア
ドレスを指定したり、1文字ずつメールアドレス
を直接入力して検索します。

題名検索……題名を入力して検索します。

全表示……検索、ソート表示またはフィルタ機能によ
る表示を元の表示（すべてを新しい順）に戻します。

ソート……日付の新しい順／古い順など、条件を選択
してメールを並び替えます。

フィルタ……保護されているものやメロディが添付さ
れているものなど、条件を選択してメールを表示しま
す。

一覧表示切替……メールの一覧の表示方法を「題名表
示／名前表示／アドレス表示」から選択します。
ただし、「メール一覧表示設定」（P.238）で2行表示
にしていた場合は、「題名表示」を選択することはでき
ません。

すべて既読……フォルダ内のすべての未読メールを既
読メールにします。

保護／保護解除……メールを保護／保護解除します。

O
すでに振り分け条件を設定している場合、操作1で「自動振
分け設定」を選択すると、設定中の条件が表示されますので、
p［機能］を押すと項目が選択できます。
同報送信した送信メールは、アドレス振分けや送信失敗振分
けを設定したフォルダには振り分けられません。
メールセキュリティ (P.151）が設定されているフォルダの
場合は、受信メールフォルダ／送信メールフォルダ一覧画面
の機能メニューから「自動振分け設定」を選択した後に端末
暗証番号の入力が必要になります。
＜アドレス振分け（アドレス参照入力）＞
メールアドレスにドメイン（@ マークより後ろの部分）が入
力されていない場合は、「接続先選択」（P.197）で設定され
ているドメインを自動的に付加して比較されます。
＜アドレス振分け（グループ参照）＞
「グループ00」やFOMAカード内のグループを設定すること
はできません。
シークレットデータとして登録されたメールアドレスをグ
ループ参照でフォルダ登録した場合、その相手からメールを
受信すると、シークレットモード設定中またはシークレット
専用モード設定中でないときは「受信BOX」フォルダに振り
分けられ、シークレットモード設定中またはシークレット専
用モード設定中には振り分け設定したフォルダに振り分けら
れます。
＜アドレス振分け（直接入力）＞
メールアドレスはドメイン（@マークより後ろの部分）まで正
しく入力してください。ただし、「電話番号@docomo.ne.jp」
の場合は、電話番号のみを入力してください。

＜題名振分け＞
題名が複数のフォルダの振り分け条件にあてはまる場合、受信
BOX、送信BOXの各フォルダに最も近いフォルダに振り分けら
れます。
1つのフォルダに設定できる題名は1件のみです。
「無題」と設定しても、題名が未入力で「無題」と表示されて
いるｉモードメールは振り分けできません。
SMSは題名振り分けできません。
＜返信不可振分け＞
SMS送達通知は振り分けされません。
「返信不可振分け」は受信BOXの1つのフォルダにしか設定で
きません。
＜送信失敗振分け＞
「送信失敗振分け」は送信BOXの1つのフォルダにしか設定で
きません。
＜すべて振分け＞
SMS送達通知や FOMAカードに直接受信したSMSは振り
分けされません。
「すべて振分け」は、受信と送信それぞれ1つのｉアプリメー
ル用フォルダにしか設定できません。
「すべて振分け」を設定すると、ほかの振り分け設定は無効と
なります。
＜一覧表示切替＞
自動振分け設定画面でq を押しても、「名前一覧表示」と
「アドレス一覧表示」を切り替えることができます。
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保護全解除……保護されているすべてのメールの保護
を解除します。

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

FOMAカード操作……「メール画面からSMS（ショー
トメッセージ）を移動またはコピーする」→P.292

メール情報……メールを開かずに送信元などの情報を
表示します。

保存件数確認……フォルダ内のメールの件数および未
読件数、保護件数を表示します。

ゴミ箱へ捨てる…… bで□（チェックボックス）を
選択 o［完了］ 「YES」
複数のメールをゴミ箱フォルダへ移動できます。

削除……メールを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のメールを削除できます。

既読削除……既読のメールを削除します。

SMS送達通知全削除……SMS送達通知をすべて削除
します。
端末暗証番号を入力 「YES」

全削除……受信メールをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

シークレットに保管⇔シークレットから出す※1……
「各種データを表示できないようにする」→P.146

※1：シークレットモード、シークレット専用モードのと
きのみ表示されます。

送信メール一覧画面

1 送信メール一覧画面（P.230） p
［機能］ 以下の項目から選択

再編集……メールを再編集します。
宛先、題名、本文を編集 o［送信］
フォルダ移動…… フォルダを選択 bで□（チェッ
クボックス）を選択 o［完了］ 「YES」
複数のメールをほかのフォルダへ移動できます。

メール検索……宛先や題名を指定してメールを検索し
ます。

宛先検索……電話帳や受信メールアドレス一覧、
送信メールアドレス一覧を参照してメールアドレ
スを指定したり、1文字ずつメールアドレスを直
接入力して検索します。

題名検索……題名を入力して検索します。

全表示……検索、ソート表示またはフィルタ機能によ
る表示を元の表示（すべてを新しい順）に戻します。

ソート……日付の新しい順／古い順など、条件を選択
してメールを並び替えます。

O
＜フォルダ移動＞
ゴミ箱、シークレットの各フォルダへ移動することはできま
せん。
FOMAカードのSMSやSMS送達通知はフォルダ移動できま
せん。
＜メール検索＞
検索結果をさらに検索することができます。
フィルタ機能やソート表示を併用することができます。
元に戻すには「全表示」を選択します。
題名検索で「無題」と設定しても、題名が未入力で「無題」と
表示されているｉモードメールは検索できません。
＜ソート＞＜フィルタ＞
ソート表示とフィルタ機能を併用することができます。たと
えば受信メール一覧画面で未読メールだけを古い順に表示さ
せたいときは、ソートメニューの「古い順」を選択した後、
フィルタメニューの「未読のみ」を選択します。
元に戻すには「全表示」を選択します。
受信メール一覧画面を終了するとソートとフィルタは解除さ
れます。
＜一覧表示切替＞
受信メール一覧画面でqを押しても、「題名表示」、「名前表
示」と「アドレス表示」を切り替えることができます。
＜すべて既読＞
フィルタ機能でメールを表示させた後に「すべて既読」を選
択すると、表示されているメールのみ既読メールになります。

＜保護／保護解除＞
FOMA端末に保存されている受信メール（ｉモードメールと
SMSの合計）が最大保存件数（P.228）を超えた場合、メー
ル受信時にゴミ箱フォルダのメールが優先的に削除されま
す。ゴミ箱フォルダにメールがない場合は、保護されていな
い既読の受信メールのうちから古い順に削除されます。なお、
その場合でもシークレットフォルダ内のメールやSMSは削除
されません。
FOMAカードのSMSは保護できません。
ゴミ箱フォルダにあるメールは保護できません。
＜保護全解除＞
フィルタ機能でメールを表示させた後に「保護全解除」を選
択した場合、フィルタ表示されたメールのみ保護が解除され
ます。
＜ゴミ箱へ捨てる＞
削除したいメールはゴミ箱フォルダに捨てます。ゴミ箱フォ
ルダに捨てたメールはすぐには削除されず、削除されるまで
はゴミ箱フォルダからほかのフォルダに戻すことができま
す。ゴミ箱フォルダに捨てられたメールは、「受信BOX」が
いっぱいになった場合、優先的に削除されます。
保護されたメール、FOMAカードのSMS、SMS送達通知は
ゴミ箱フォルダに捨てることはできません。
未読メールをゴミ箱フォルダに捨てると、既読メールになり
ます。
受信メール一覧画面で機能メニューから「ゴミ箱へ捨てる」を
選択し、ゴミ箱フォルダに捨てるメールを選択すると、最大
保存件数を超えた場合のメール受信時に優先的に自動削除さ
れることを確認するメッセージが表示されます。
＜削除＞＜選択削除＞＜既読削除＞＜SMS送達通知全削除＞
＜全削除＞
保護されているｉモードメールやSMS、SMS送達通知は削
除できません。
フィルタ機能でメールを表示させた後に「既読削除」や「全
削除」を選択した場合、フィルタ表示されたメールが削除対
象となります。
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フィルタ……保護されているものやメロディが添付さ
れているものなど、条件を選択してメールを表示しま
す。

一覧表示切替……メールの一覧の表示方法を「題名表
示／名前表示／アドレス表示」から選択します。
ただし、「メール一覧表示設定」（P.238）で2行表示
にしていた場合は、「題名表示」を選択することはでき
ません。

保護／保護解除……メールを保護／保護解除します。

保護全解除……保護されているすべてのメールの保護
を解除します。

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

FOMAカード操作……「メール画面からSMS（ショー
トメッセージ）を移動またはコピーする」→P.292

保存件数確認……フォルダ内のメールの件数および保
護件数を表示します。

削除……メールを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のメールを削除できます。

全削除……送信メールをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

シークレットに保管⇔シークレットから出す※1……
「各種データを表示できないようにする」→P.146

※1：シークレットモード、シークレット専用モードのと
きのみ表示されます。

受信メール詳細画面

1 受信メール詳細画面（P.231） p
［機能］ 以下の項目から選択

返信……「新たに本文を入力して返信する」→P.226

引用返信……「本文を引用して返信する」→P.226

転送……「ｉモードメールをほかの宛先に転送する」
→P.226

保護／保護解除……メールを保護／保護解除します。

フォルダ移動……移動先のフォルダを選択し、メール
を移動します。

コピー……メールの本文、題名、メールアドレスをコ
ピーします。コピーした文字は文字入力（編集）画面
に貼り付けることができます。
「文字のコピー／切り取り／貼り付け」→P.351

アドレス登録・電話帳登録……「メールアドレスを電
話帳に登録する」→P.227

データ保存……メールに添付または貼り付けられてい
るメロディ、画像を保存します。
「ｉモードメールからメロディを再生・保存する」
→P.227
「画像メールの画像を保存する」→P.227　

挿入画像保存……デコメールの本文に挿入されている
画像を保存します。
画像を選択 「YES」 フォルダを選択 「YES」
項目を選択
待受画面などに設定しない場合は、フォルダを選択し
た後に「NO」を選択します。

デスクトップ貼付……送信元のアドレスをデスクトッ
プアイコンとして貼り付けます。
「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

テンプレート保存……メールをテンプレートとして保
存します。「テンプレートを保存する」→P.219

辞典検索……辞典を起動します。
「辞典を利用する」→P.316

プロパティ……画像を選択し、デコメールの本文に挿
入されている画像のファイル名とファイルサイズを表
示します。

貼付URL表示……メールに添付されている大容量画像
のURLを表示します。

チャット起動……チャットメールを起動します。
→P.240

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

FOMAカード操作……「メール画面からSMS（ショー
トメッセージ）を移動またはコピーする」→P.292

スクロール設定……画面のスクロール行数を「1行スク
ロール／3行スクロール／5行スクロール」から選択し
ます。

文字サイズ設定……表示される文字のサイズを「標準
表示／縮小表示／拡大表示」から選択します。

O
＜フォルダ移動＞
シークレットフォルダへ移動することはできません。
FOMAカードのSMSはフォルダ移動できません。
＜メール検索＞
検索結果をさらに検索することができます。
フィルタ機能やソート表示を併用することができます。
元に戻すには「全表示」を選択します。
題名検索で「無題」と設定しても、題名が未入力で「無題」と
表示されているｉモードメールは検索できません。
＜ソート＞＜フィルタ＞
ソート表示とフィルタ機能を併用することができます。たと
えば送信メール一覧画面で保護されているメールだけを古い
順に表示させたいときは、ソートメニューの「古い順」を選
択した後、フィルタメニューの「保護のみ」を選択します。
元に戻すには「全表示」を選択します。
送信メール一覧画面を終了するとソートとフィルタは解除さ
れます。
＜一覧表示切替＞
送信メール一覧画面でqを押しても、「題名表示」、「名前表
示」と「アドレス表示」を切り替えることができます。
＜保護／保護解除＞
FOMA端末に保存されている送信メール（ｉモードメールと
SMSの合計）が最大保存件数（P.228）を超えた場合、保
護されていない送信メールのうちから古い順に削除されま
す。なお、その場合でもシークレットフォルダ内のメールや
SMSは削除されません。
FOMAカードのSMSは保護できません。
＜削除＞＜選択削除＞＜全削除＞
保護されているｉモードメールやSMSは削除できません。
フィルタ機能でメールを表示させた後に「全削除」を選択し
た場合、フィルタ表示されたメールが削除対象となります。
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添付ファイル削除……添付されているファイルを削除
します。ただし、データBOXに保存したデータは削除
されません。

ゴミ箱へ捨てる……メールをゴミ箱フォルダへ移動し
ます。

削除……メールを削除します。

シークレットに保管⇔シークレットから出す※1……
「各種データを表示できないようにする」→P.146

※1：シークレットモード、シークレット専用モードのと
きのみ表示されます。

送信メール詳細画面

1 送信メール詳細画面（P.231） p
［機能］ 以下の項目から選択

再編集……メールを再編集します。
宛先、題名、本文を編集 o［送信］
再送信……メールを再送信します。

保護／保護解除……メールを保護／保護解除します。

フォルダ移動……移動先のフォルダを選択し、メール
を移動します。

コピー……メールの本文、題名、メールアドレスをコ
ピーします。コピーした文字は文字入力（編集）画面
に貼り付けることができます。
「文字のコピー／切り取り／貼り付け」→P.351

アドレス登録・電話帳登録……「メールアドレスを電
話帳に登録する」→P.227

データ保存……メールに添付したメロディ、画像を保
存します。→P.227

挿入画像保存……デコメールの本文に挿入した画像を
保存します。
画像を選択 「YES」 フォルダを選択 「YES」
項目を選択
待受画面などに設定しない場合は、フォルダを選択し
た後に「NO」を選択します。

デスクトップ貼付……宛先（送信先）のアドレスをデ
スクトップアイコンとして貼り付けます。
「デスクトップアイコンを利用する」→P.132

テンプレート保存……メールをテンプレートとして保
存します。「テンプレートを保存する」→P.219

辞典検索……辞典を起動します。
「辞典を利用する」→P.316

プロパティ……画像を選択し、デコメールの本文に挿
入した画像のファイル名とファイルサイズを表示しま
す。

SMS送達通知表示……SMSのSMS送達通知を表示
します。→P.247

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

FOMAカード操作……「メール画面からSMS（ショー
トメッセージ）を移動またはコピーする」→P.292

スクロール設定……画面のスクロール行数を「1行スク
ロール／3行スクロール／5行スクロール」から選択し
ます。

文字サイズ設定……表示される文字のサイズを「標準
表示／縮小表示／拡大表示」から選択します。

添付ファイル削除……添付したファイルを削除しま
す。ただし、データBOXに保存したデータは削除され
ません。

削除……メールを削除します。

シークレットに保管⇔シークレットから出す※1……
「各種データを表示できないようにする」→P.146

※1：シークレットモード、シークレット専用モードのと
きのみ表示されます。

O
＜フォルダ移動＞
ゴミ箱フォルダへ移動することはできません。
FOMAカードのSMSやSMS送達通知はフォルダ移動でき
ません。
＜添付ファイル削除＞
メール本文に貼り付けられたデータは削除されません。
＜ゴミ箱へ捨てる＞
保護されたメール、FOMAカードのSMS、SMS送達通知は
ゴミ箱フォルダに捨てることはできません。

O
＜再送信＞
「再送信」を選択すると、メールを再編集しないで再送信しま
す。送信に失敗したメールなどを簡単に再送信することがで
きます。
送信に失敗したメールを再送信すると、再送信したメールが
送信メールとして保存されます。すべての宛先に失敗した同
報メールの場合も同様です。
＜SMS送達通知表示＞
選択しているメールに対応するSMS送達通知がない場合は、
この機能は利用できません。
「SMS送達通知設定」を「要求する」に設定していても、メー
ルが送信できなかった場合は、SMS送達通知は付きません。
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〈送信アドレス一覧／受信アドレス一覧〉

メールの履歴を利用する
メールを送信または受信すると、送信アドレス一覧
に送信先アドレス、受信アドレス一覧に送信元アド
レスが記録されます。アドレス一覧からメールアド
レスを選択してメールを送信することができます。
アドレス一覧は、ｉモードメールとSMSをアイコ
ンで区別するので、履歴の種類がわかります。
●送信アドレス一覧、受信アドレス一覧は、ｉモードメー

ルのメールアドレスやSMSの電話番号などをそれぞれ
30件まで記録されます。

●受信BOX、送信BOXにメールセキュリティを設定して
いると、メールアドレスはアドレス一覧に記録されませ
ん。

アドレス一覧を確認する

＜例：受信アドレス画面を表示する場合＞

1 待受画面表示中 h（1秒以上）
「受信アドレス画面（一覧）」が表示されます。

■送信アドレス画面（一覧）を表示する場合
j（1秒以上）

2 送信元を選択
「受信アドレス画面（詳細）」が表示されます。

3 内容を確認

アドレス画面（一覧・詳細）

1 アドレス画面（P.237） p［機能］
以下の項目から選択

電話帳登録……「メールアドレスを電話帳に登録する」
→P.227

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

ｉモードメール作成※1……メールアドレスを宛先に
貼り付けたｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

電話発信……メールアドレスが登録されている電話帳
の電話番号にPhone To／AV Phone To機能で電話
をかけます。→P.195

着信履歴表示※2……着信履歴画面に切り替えます。
→P.71

リダイヤル表示※３……リダイヤル画面に切り替えま
す。→P.57

1件削除……メールアドレスを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数の受信アドレス一覧または送信アドレス一覧の内
容を削除できます。

全削除……受信アドレス一覧または送信アドレス一覧
の内容をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

※1：SMSを選択したときは「SMS作成」になります。電
話番号を宛先に貼り付けたSMSを作成します。
「SMS（ショートメッセージ）を作成して送信する」
→P.246

※2：受信アドレス画面（一覧・詳細）でのみ利用できる
機能です。

※3：送信アドレス画面（一覧・詳細）でのみ利用できる
機能です。

O
送信アドレス画面（一覧・詳細）で表示されるアイコンは以
下のとおりです。
・ ：ｉモードメールの送信に成功

・ ：ｉモードメールの送信に失敗

・ ：SMSの送信に成功

・ ：SMSの送信に失敗

アドレス画面（受信一覧）

　１０／１８　１３：３７　　
　携帯春子
　１０／１８　１１：５３　
　ドコモ二郎
　１０／１７　２３：４３　
　ドコモ太郎
　１０／１６　１７：４１　
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
　１０／１５　２１：５８　
　携帯花子

選択 機能

　　受信アドレス一覧 １／２

機能メニュー P.237

アドレス画面（受信詳細）

　１０／１７（火）２３：４３　　

ドコモ太郎

ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ
．ｊｐ

機能登録

　　受信アドレス一覧 ５／９

機能メニュー P.237

受信アドレス画面（一覧・詳細）で表示されるアイコンは以
下のとおりです。
・ ：ｉモードメールを受信

・ ：SMSを受信

電源を切ったり、送受信メールを削除してもアドレス一覧は
削除されません。ほかの人に見られたくないときは、アドレ
ス一覧を削除してください。
「PIMロック」「ダイヤル発信制限」を設定すると、それまで
の送信アドレス一覧／受信アドレス一覧はすべて削除されま
す。設定後の送信アドレス一覧／受信アドレス一覧はそれぞ
れ記憶されます。

O
＜着信履歴表示＞
表示される着信履歴画面は「全着信」（すべての着信履歴を表
示）です。

O
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〈メール設定〉

FOMA端末のメール機能を設定す
る

1 o［ ］ 「メール設定」
「メール設定画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
スクロール設定（お買い上げ時：1行スクロール）……
メール詳細画面でcを押したときに画面が何行分送ら
れて（スクロールされて）表示されるかを「1行スク
ロール／3行スクロール／5行スクロール」から選択し
ます。

文字サイズ設定（お買い上げ時：標準表示）……メー
ル詳細画面で表示される文字サイズを「標準表示／縮
小表示／拡大表示」から選択します。

メール一覧表示設定（お買い上げ時：2行　名前表示）
……メール一覧画面の表示行数と表示内容を設定しま
す。「2行　名前表示」、「2行　アドレス表示」、「1行
題名表示」、「1行　名前表示」、「1行　アドレス表示」
から選択します。

本文表示設定……メール本文を表示するときの表示開
始位置を設定します。

通常表示（お買い上げ時）……メールの先頭（受
信日時／送信日時）から表示します。

本文から表示……メールの本文から表示します。

添付ファイル自動再生設定（お買い上げ時：自動再生
する）……受信したｉモードメールを開いたときに、添
付または貼り付けられているメロディを自動再生する
かどうかを設定します。

冒頭文／署名設定……「冒頭文／署名／引用符を編集
する」→P.239

メールセキュリティ設定……「BOX別にセキュリティ
を設定する」→P.151

受信表示設定……FOMA端末の操作中にメール、メッ
セージR／Fを受信したときに、受信中画面および受信
結果画面を優先的に表示するかどうかを設定します。

通知優先（お買い上げ時）……受信中画面および
受信結果画面を表示します。

操作優先……受信中画面および受信結果画面を表
示せず、操作中の画面の表示を優先します。

メール選択受信設定……メールの選択受信をするかど
うかを設定します。

ON……メールを自動受信しません。

OFF（お買い上げ時）……メールを自動受信しま
す。

添付ファイル設定（お買い上げ時： メロディ有効
画像有効）……添付ファイルを受信するかどうかを

設定します。
cで□（チェックボックス）を選択 o［完了］

「 」にした場合は、メール受信時に添付ファイルを
受信します。「メロディ有効」、「画像有効」のそれぞれ
について設定します。

スピードフォトメール表示設定（お買い上げ時：自動
表示する）……スピードフォトメールを受信したとき
に静止画を自動表示するかどうかを設定します。
「自動表示しない」に設定し、スピードフォトメールを
受信したときは、静止画が添付されたメールの受信に
なります。静止画を表示するには、受信したメールを
表示します。

チャット設定……「チャットの各種設定をする」
→P.246

感情／キーワード通知設定……「感情お知らせメール
の通知方法を設定する」→P.240

SMS送達通知設定……SMSを送信したときにSMS送
達通知を要求するかどうかを設定します。

要求する……SMSの送信後にSMS送達通知が届
きます。

要求しない（お買い上げ時）……SMSを送信して
もSMS送達通知は届きません。

SMS有効期間設定（お買い上げ時：3日）……送信し
たSMSが圏外などで届かなかった場合に、SMSセン
ターに保管する期間を「0日／1日／2日／3日」から
選択します。「0日」を設定すると、一定時間後、再送
した後にSMSセンターから削除します。

SMS本文入力設定……SMSの本文の入力方法を設定
します。

日本語入力（70文字）（お買い上げ時）……すべ
ての全角文字および半角文字を70文字まで入力
できます。

半角英数入力（160文字）……半角の英数文字を
160文字まで入力できます。

メール設定確認……「メール設定」で設定した内容を
確認できます。

メール設定リセット……「メール設定」の設定内容を
お買い上げのときの状態に戻します。
端末暗証番号を入力 「YES」

メール設定画面

　本文表示設定
　添付ファイル自動再生設定
　冒頭文／署名設定
　メールセキュリティ設定
　受信表示設定
　メール選択受信設定
　添付ファイル設定

　文字サイズ設定
　メール一覧表示設定

　スクロール設定

選択

　　　メール設定　　　１／２
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冒頭文／署名／引用符を編集する

お買い上げ時 冒頭文／署名（未登録）：自動貼付する　
引用符：>

本文の先頭に書く文章（冒頭文）や、本文の最後に
書く自分の名前など（署名）をあらかじめ登録して
おくと、簡単な操作でｉモードメールの本文に貼り
付けることができます。また、受信メールを引用返
信するときに引用するメールの本文の先頭に付ける
記号や文章（引用符）を編集することもできます。

1 メール設定画面（P.238） 「冒頭文
／署名設定」 冒頭文または署名の「自
動貼付」のチェックボックスを選択 冒
頭文または署名のボックスを選択 冒
頭文または署名を入力
冒頭文、署名は、それぞれの欄に入
力します。
冒頭文、署名には全角120文字、半
角240文字まで入力できます。

■冒頭文または署名を自動貼り付けしない場合
冒頭文または署名の「自動貼付」のチェック

ボックスのチェックを外す

2 引用符のボックスを選択 引用符を入
力 o［完了］
全角10文字、半角20文字まで入力できます。

ｉモードセンターへ問い合わせをする内容を
設定する
＜ｉモード問い合わせ設定＞

「ｉモード問い合わせ」をするときに問い合わせる
項目を設定します。「メール」（ｉモードメール）、
「メッセージR」、「メッセージF」それぞれについて、
問い合わせるかどうかを設定します。
●「□」（チェックを外した状態）に設定すると、その項目

は問い合わせません。

1 i 「アプリケーション通信設
定」 「ｉモード問い合わせ設定」

2 cで□（チェックボックス）を選択
o［完了］

O
＜スクロール設定＞
スクロール行数は、メール詳細画面で機能メニューから「ス
クロール設定」を選択しても設定できます。この場合、本設
定も変更されます。
＜文字サイズ設定＞ 
メール詳細画面でhまたはjを1秒以上押しても文字サイ
ズを変更することができます。また、メール詳細画面で機能
メニューから「文字サイズ設定」を選択しても文字サイズを
変更することができます。いずれの方法で変更した場合も、
本設定も変更されます。
メール詳細画面以外に移ったときは、縮小表示や拡大表示に
なっていても自動的に標準表示になります。メール詳細画面
に戻ったときは、再度、縮小表示や拡大表示になります。
＜本文表示設定＞ 
メールの本文が1ページ以内に表示できる場合は、「本文から
表示」を選択しても、メールの先頭（受信日時／送信日時）
の全部または一部と本文が表示されます。
＜添付ファイル自動再生設定＞
「自動再生する」に設定していても、FOMA N702iS以外か
ら送られてきたメロディは正しく再生できない場合がありま
す。
＜受信表示設定＞
音声電話の着信中や発信中、音声通話中、またｉアプリ、キャ
ラ電、カメラなどの機能を利用しているときは、「通知優先」
に設定していても、メール、メッセージR／Fを受信したと
きに受信中画面および受信結果画面が表示されない場合があ
ります。
＜メール選択受信設定＞
本設定は、ｉモードメールのみ適用されます。SMS、メッ
セージR／Fは、この設定にかかわらず自動受信します。
＜添付ファイル設定＞
チェックボックスが「□」（チェックを外した状態）に設定さ
れているときに添付ファイルを受信した場合は、ｉモードセ
ンターで添付ファイルが削除されます。削除された添付ファ
イルは、ｉモードセンターで再取得できません。
「メロディ有効」のチェックボックスを「 」に設定すると、メ
ロディを受信できますが、FOMA N702iS以外から送られて
きたメロディは正しく再生できない場合があります。
「画像有効」を「□」（チェックを外した状態）に設定してい
るときは、デコメールに挿入された画像やスピードフォト
メールの静止画もｉモードセンターで削除されます。
＜SMS送達通知設定＞
受信した SMS 送達通知は受信 BOX フォルダで確認できま
す。また、送信したSMSの詳細画面から機能メニュー「SMS
送達通知表示」を選択しても確認できます。

O
「自動貼付」のチェックボックスを選択しても、スピードフォ
トメール、テンプレート、チャット画面、メール連動型
ｉアプリからｉモードメールを作成するときは、貼り付けら
れません。

完了 選択

冒頭文／署名設定

署名　　　　　　自動貼付

引用符
〉

冒頭文　　　　　自動貼付

お買い上げ時
すべて「問い合わせをする」
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感情お知らせメールの通知方法を設定する
＜感情／キーワード通知設定＞

お買い上げ時 感情通知：ON　キーワード通知：OFF

ｉモードメールやチャットメール、SMS を受信し
たときに感情お知らせメールのアイコンを表示する
かどうかを設定します。また、受信したメールに指
定したキーワードが含まれているときにアイコンで
お知らせするように設定することもできます。
●「感情お知らせメールについて」→P.223

1 メール設定画面（P.238） 「感情／
キーワード通知設定」
「感情／キーワード通知設定画面」が表示されます。

■「感情通知」を利用する場合
「感情通知」の□（チェックボックス）を選択

「 」にすると、メール受信時に感情お知らせメー
ルのアイコンが表示されます。

■「キーワード通知」を利用する場合
「キーワード通知」の□（チェックボックス）

を選択 キーワードを1つ以上入力
「 」にすると、「キーワード」に入力した文字列が
含まれているメールを受信したときに、対応する
キーワード通知のアイコン（ 、 、 ）が表示
されます。なお、「キーワード」は最低1つは入力し
てください（3つまで入力できます）。

2 o［完了］

感情／キーワード通知設定画面

1 感情／キーワード通知設定画面
（P.240） p［機能］ 以下の項目
から選択

キーワード削除……キーワードを1件削除します。

キーワード全削除……設定されているすべてのキー
ワードを削除します。

〈チャットメール送受信〉

チャットメールを送受信する
複数の相手と会話をするような感覚でメールの交換
ができます。
●以下のような場合はチャットメールを起動することが

できません。
・メール選択受信を「ON」に設定しているとき
・受信BOXに保存されているメールが満杯のとき
・PIMロックを設定しているとき

●複数の相手にチャットメールを送信した場合の通信料
は、同報メールの送信の場合と同じです。

●チャットメールに着信音を設定することができます。同
時に複数のメールを受信した場合でチャットメールが
含まれているときは、チャットメールに設定されている
着信音が鳴ります。

1 o［ ］ 「チャットメール」
「チャット画面」が表示されます。
チャットメンバーには前回終
了時のメンバーが設定されま
す。

■チャットメンバーを設定するとき
お買い上げ後、はじめてチャットを起動したとき、
また前回終了時とは異なるメンバーとチャットをは
じめるときにはチャットメンバーを設定する必要が
あります。
「チャットメンバーを設定する」→P.243
■チャットグループ一覧画面から起動すると

チャットグループのメンバーをチャットメンバーに
設定して、チャットが起動されます。
チャットグループ一覧画面（P.245） p［機

能］ 「チャット起動」

2 d［選択］ 発言文を入力
チャット画面から送信できる文字数は全角で250文
字、半角で500文字までです。

3 入力が終わったらd［確定］
入力した発言文が、発言文表示エリアに表示されます。

■送信先選択について
機能メニューで「送信先選択」を選択すると、送信
するメンバーと送信しないメンバーを選択すること
ができます。

O
キーワードを変更または削除した場合は、メール一覧画面な
どでそのキーワードに対応して表示されていたキーワード通
知アイコンの表示も削除されます。

感情／キーワード通知設定画面

選択完了

感情通知
キーワード通知

キーワード

　　感情／キーワート゛通知設定

機能メニュー P.240

チャット画面

機能選択送信

　　　　チャット

機能メニュー P.242

機能選択送信

　　　　チャット

あの丘を越えたら、もうすぐ目
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4 o［送信］
送信が完了すると、発言文表示エリアの発言文は消去
され、最新発言エリアに移行します。
■送信に失敗した場合

最新発言エリアの発言文がグレー表示になります。
発言文表示エリアの発言文は削除されないので、送
信に失敗したチャットメールだけを再送信すること
ができます。

5 チャットメールを交換する
送信したメールに対する返信があると、最新発言エリ
アに表示され、それまで最新発言エリアに表示されて
いた発言文は発言履歴エリアに移行します。
■自分の発言を送信する場合

操作②～④を繰り返します。

6 チャットを終了するときはy
既読のチャットメールを削除するかどうかの確認メッ
セージが表示されます。

O
添付ファイルや貼付データは表示されません。
送受信したチャットメールはチャットフォルダに保存されま
す。再送信する場合は、チャットフォルダから送信してくだ
さい。
送信したチャットメールの題名は「チャットメール」（半角）
となります。
チャット画面で表示したチャットメールは、チャットフォル
ダにおいて既読となります。
発言を入力せずに送信しようとした場合は、確認のメッセー
ジが表示され、「YES」を選択すると、本文なしのチャット
メールを送信します。
チャットメールを起動中に通常のｉモードメールを受信し
ても、受信結果画面は表示されません。
シークレットフォルダに保管されているチャットメールは、
シークレットモード／シークレット専用モード中でも、
チャット画面には表示されません。

チャットの基礎知識
■チャット画面

最新発言エリア
自分を含めて最新の発言を表示します。発言が
長く表示しきれない場合は、「 」などが表示
されるので、vでページを切り替えて発言内
容を確認することができます。
① 画像：表示／非表示（有効／無効）を設

定したり、メンバーの写真などを設定す
ることができます。

② メンバー名：グループメンバー一覧画面
の機能メニューでメンバー名を編集する
ことができます。

③ 同報アイコン：複数のメンバーに送信さ
れたチャットメールのときに表示されま
す。

……すべてチャットメンバーのとき
……一部がチャットメンバーのとき

④ 送受信日時

発言履歴エリア
古い発言ほど下に送られます。発言が長く表示
しきれない場合は、「 」が表示されます。c
で最新発言エリアにスクロールさせると、発言
内容を確認することができます。

発言文表示エリア
入力済みの発言が表示されます。d［選択］を
押すと、文字入力（編集）画面が表示され、文
字編集モードになります。

■チャット用語
チャットメンバー： チャットを実行するメン
バー。直接、設定したり、チャットグループか
らグループごと入れ替えたり、メールメンバー
からメンバーごと入れ替えることができます。

チャットグループ： チャットを実行する候補者
を分類したグループ。チャットメンバーを、す
べてのグループから選択して入れ替えること
もできます。

グループメンバー： チャットグループに登録し
てあるメンバー。

　　　　　二郎　　　１２：０５

花子　　　今年からスノボはじ

一郎　　　花子はどんなスポー
ツが好き？

機能選択送信

　　　　チャット

最新発信エリア

発言履歴エリア

発言文表示エリア

五郎、うまいし、き
っと詳しいよ。この
チャットメンバーに
五郎も加えて、相

めようと思うんだ！　近いうち
に買いに行きたいんだけど、誰
か詳しい人、知らない？　で　

1 2 3 4
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チャット画面

1 チャット画面（P.240） p［機能］
以下の項目から選択

送信……チャットメールを送信します。

送信先選択…… cで□（チェックボックス）を選択
o［完了］
チャットメンバー……「チャットメンバーを設定する」
→P.243

同報宛先確認……「同報メールの宛先をチャットメン
バーに追加する」→P.242

更新……ｉモードセンターに保管されているチャット
メールを受信します。

先頭表示……最新発言エリアに最新の発言を表示しま
す。

最終表示……最新発言エリアに一番古い発言を表示し
ます。

既読削除……保護されていない既読の送受信チャット
メールを削除します。

チャット終了……チャットを終了します。

●同報メールの宛先をチャットメンバーに追加
する

受信したチャットメールに宛先が複数あった場合
（同報メール）、他の宛先をチャットメンバーに追加
することができます。
●本機能は、チャットメールに対応した FOMA端末から

の同報メールの場合のみ利用することができます。
●宛先にチャットメールに対応した FOMA 端末以外の宛

先が含まれていた場合、自分のFOMA端末でチャット
メールとして送信しても相手先では通常のメールとし
て受信されます。

1 チャット画面（P.240） p［機能］
「同報宛先確認」 「YES」 cで
□（チェックボックス）を選択 o［完
了］
■宛先がすべてチャットメンバーの場合

「同報宛先確認」 「OK」

O
＜更新＞
チャットメール以外のメールを受信した場合は、チャット画
面は更新されません。
＜既読削除＞
送信に失敗したチャットメールも削除されます。
＜チャット終了＞
チャットメールを終了すると、未送信のチャットメールは削
除されます。
チャットメールを削除しないでチャットメールを終了すると
きは、「チャット終了」を選択した後に「NO」を選択します。
削除しないで終了した場合は、送受信したチャットメールは
それぞれ、「送信BOX」および「受信BOX」のチャットフォ
ルダに保存されます。
送信に失敗したチャットメールは「送信BOX」のチャットフォ
ルダに保存されます。
削除しないで終了した場合は、次回のチャットメール起動時
にチャット画面の発言履歴エリアに日付が新しい順に表示さ
れます。
チャット画面終了時に、チャットメールを一括削除すること
ができます。この場合、チャットフォルダからも削除されま
す。ただし、保護されているチャットメールは削除されませ
ん。
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チャットメンバーを設定する
＜チャットメンバー設定＞

チャットメールをやりとりする相手を設定します。
●チャットメンバーは自分以外に5人まで登録できます。

1 o［ ］ 「チャットメール」 p
［機能］ 「チャットメンバー」
「チャットメンバー設定画面」が表示されます。

2 チャットメンバーの入力
■メールアドレスを直接入力する場合

チャットメンバーを反転 p［機能］「編集」
■参照入力する場合

チャットメンバーを反転 p［機能］ 「メ
ンバー参照入力」

チャットメンバー設定画面

1 チャットメンバー設定画面（P.243）p［機能］ 以下の項目から選択

編集……自分以外のチャットメンバーのメールアドレ
スを編集します。半角50文字まで入力できます。

メンバー参照入力……電話帳や送信アドレス一覧、受
信アドレス一覧を参照してチャットメンバーのメール
アドレスを入力します。

メンバー入れ替え……「チャットメンバーやグループ
メンバーを入れ替える」→P.243

チャットグループ登録……現在のチャットメンバーを
一括してチャットグループに登録します。

詳細設定確認……チャットメンバーの設定の詳細を確
認します。

削除……自分以外のチャットメンバーのメールアドレ
スを1件削除します。

全削除……自分以外のすべてのチャットメンバーを削
除します。

●チャットメンバーやグループメンバーを入れ
替える

1 チャットメンバー設定画面（P.243）
／グループメンバー一覧画面（P.245）
p［機能］ 「メンバー入れ替え」
以下の項目から選択

チャットグループ※1

グループ一覧……チャットグループを選択し、
チャットメンバーをチャットグループごと入れ替
えます。

メンバー一覧……すべてのチャットグループの中
から、チャットメンバーを選択して入れ替えます。
bで□（チェックボックス）を選択 o［完了］

メールメンバー……メールメンバーを選択し、チャッ
トメンバーやグループメンバーをメールメンバーごと
入れ替えます。

※1：チャットメンバーの入れ替えでのみ利用できる機能
です。

チャットメンバー設定画面

　自分
　アリエル
　＜未登録＞
　フランダー
　＜未登録＞
　セバスチャン
　＜未登録＞
　エリック
　＜未登録＞
　アースラ

機能

　　　チャットメンハ゛ー設定 １／２

機能メニュー P.243

O
＜編集＞
すでに登録されているチャットメンバーと同じメールアドレ
スは登録できません。
同じメールアドレスがチャットグループに登録されている場
合は、メンバー名が表示されます。チャットグループに登録
されていない場合は、電話帳登録されているかいないかで表
示内容が異なります。登録されているときは登録されている
名前の先頭から全角4文字、半角8文字までが、登録されて
いないときはメールアドレスの先頭から半角8文字までが表
示されます。
＜メンバー参照入力（電話帳）＞
登録済みのチャットメンバーのメールアドレスを変更した場
合は、メンバー名と画像も変更されます（画像が未登録の場
合は変更されません）。
＜詳細設定確認＞
ユーザ（自分）の詳細設定確認を表示した場合は、メールア
ドレスは表示されません。
＜削除＞＜全削除＞
チャットメンバーからユーザ（自分）は削除できません。

O
すでにチャットメンバーやグループメンバーが登録されてい
た場合は、メンバーをすべて入れ替えるかどうか確認のメッ
セージが表示されます。
すでに登録されているグループメンバーと同じメールアドレ
スがメールメンバーに含まれている場合、そのメールメン
バーの入れ替えはできません。
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待受中にチャットメールを受信したときは
＜チャットメール受信＞

チャットメールを起動していないときにチャット
メールを受信すると、待受画面に「 」が表示さ
れます。アイコンを選択するとチャットメールが起
動します。
● FOMA端末は、以下の条件が一致するかどうかで

チャットメールを識別します。
・題名に「チャットメール」（すべて全角またはすべ
て半角）が含まれている。

・送信元や宛先のメールアドレスがチャットメン
バーまたはチャットグループに登録されている。

・デコメール、SMS、メール連動型ｉアプリのメー
ルではない。

●チャットメールの表示可能文字数は全角250文字（半
角500文字）です。

●受信したチャットメールに添付ファイルが付いていた
場合、チャットメール画面では本文のみ表示されます。

1 待受画面表示中 d 「 」（チャッ
トメールあり）を選択

■送信元がチャットメンバーに登録されていない
場合
「YES」

チャットメンバーを削除してチャットメールを起動
するかどうかのメッセージが表示されます。「YES」
を選択すると、現在設定されているチャットメン
バーの設定を変更してチャットメールを起動しま
す。

■現在設定されているチャットメンバーを変更し
ない場合
「NO」

現在設定されているチャットメンバーの設定をその
ままにして、メールメニュー画面が表示されます。

2 チャットの開始
受信したチャットメールが最新発言エリアに表示され
ます。削除していないチャットメールがある場合は、発
言履歴エリアに日時が新しい順に表示されます。

O
チャット画面では、Phone To／AV Phone To機能、Mail
To機能、Web To機能は利用できません。受信BOXから表
示した場合は、Phone To／AV Phone To機能、Mail To
機能、Web To機能は利用できます。

待受画面

選択

チャットメールあり

チャットメンバーが変更されるとき
待受画面から「 」を選択した場合や、受信
メール詳細画面の機能メニューから「チャット
起動」を選択した場合は、以下の条件でチャッ
トメンバーや送信先が変更されます。
送信元がチャットメンバーに設定されている
とき
前回終了時のチャットメンバーがそのまま設
定されます。
ただし、起動方法によって「送信先選択」の設
定は次のようになります。
・受信メール詳細画面から起動した場合は、送
信元以外のメンバーは送信先から外れます。

・「 」を選択した場合は、「送信先選択」の設
定に従い、送信元が送信先から外れていると
きは、送信先に追加されます。

送信元がチャットメンバーに設定されていな
いとき
・チャットグループに登録されているときは、
送信元が登録されているチャットグループの
メンバーすべてが、チャットメンバーに設定
されます。ただし、送信元以外のメンバーは
送信先から外れます。

・チャットグループにも登録されていないとき
は、送信元だけが、チャットメンバーに設定
されます。
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チャットグループにメンバーを登録
する
チャットグループにあらかじめメンバーを登録して
おくことにより、簡単な操作でチャットメンバーに
設定することができます。
● 1件のチャットグループにメンバーを5人まで登録でき

ます。自分を登録する必要はありません。
●チャットグループは5件まで登録できます。
● 1人のメンバーを別々のチャットグループに重複して登

録することはできません。
●チャットグループにメンバーを登録すると、メンバー名

を編集したり、画像を設定することができます。

1 i 「チャットグループ」
「チャットグループ一覧画面」が表示されます。

2 チャットグループを選択
「グループメンバー一覧画面」が表示されます。

3「＜未登録＞」を反転 o［編集］ メー
ルアドレスを入力
半角50文字まで入力できます。
メールアドレスを追加登録するときは、操作3を繰り
返します。
■電話帳を引用してメールアドレスを入力する場
合
アドレス入力画面 p［機能］ 「データ引

用」 「電話帳」 検索する方法を選択 引用す
るメールアドレスを選択
電話帳の検索のしかた→P.105

チャットグループ一覧画面

1 チャットグループ一覧画面（P.245）p［機能］ 以下の項目から選択

チャット起動……チャットグループのメンバーを
チャットメンバーとして、チャットメールを起動しま
す。

グループ名編集……グループ名を編集します。全角10
文字、半角20文字まで入力できます。

グループ名初期化……グループ名をお買い上げ時の状
態にします。

グループメンバー一覧画面

1 グループメンバー一覧画面（P.245）p［機能］ 以下の項目から選択

編集……グループメンバーのメールアドレスを編集し
ます。半角50文字まで入力できます。

メンバー参照入力……電話帳や送信アドレス一覧、受
信アドレス一覧を参照してグループメンバーのメール
アドレスを入力します。

メンバー入れ替え……「チャットメンバーやグループ
メンバーを入れ替える」→P.243

メンバー詳細設定

メンバー名……メンバー名を編集します。全角4
文字、半角8文字まで入力できます。

画像……チャット画面に表示する各メンバーの画
像をマイピクチャから選択します。
→P.266、267

削除……グループメンバーのメールアドレスを1件削
除します。

全削除……グループメンバー内のすべてのメンバーを
削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

チャットグループ一覧画面

　グループ１
　グループ２
　グループ３
　グループ４
　グループ５

選択 機能

　　チャットグループ

機能メニュー P.245

グループメンバー一覧画面

　春子
　フランダー
　二郎
　セバスチャン
　三郎
　エリック
　花子
　アースラ
　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍｏ．  
　マックス

選択 機能編集

　　　グループ１

機能メニュー P.245

O
チャットメンバーに登録するメールアドレスが「電話番号
@docomo.ne.jp」の場合は、電話番号のみを入力してくださ
い。
登録したメールアドレスの先頭から半角8文字までがメンバー
名として設定されます。登録したメールアドレスが電話帳に登
録されている場合は、電話帳に登録されている名前の先頭から
全角4文字、半角8文字までが表示されます。電話帳に画像も
登録されている場合は、画像も設定されます。

O
＜メンバー詳細設定＞
メンバー名に何も入力しない場合は、メールアドレスの先頭
から半角8文字までがメンバー名になります。
背景色は変更できません。
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〈チャット設定〉

チャットの各種設定をする

1 メール設定画面（P.238） 「チャッ
ト設定」
「チャット設定画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
お知らせ音設定……チャット画面を表示中に、新しい
チャットメールを受信したときや送信したときに鳴ら
すお知らせ音をメロディから選択します。
→P.266、288
お知らせ音を鳴らさないときは「OFF」を選択します。

チャットメール画像設定（お買い上げ時：有効）……
チャット画面の最新発言エリアに画像を表示するかし
ないかを設定します。

ユーザ詳細設定

ユーザ名……ユーザ名を入力します。全角4文字、
半角8文字まで入力できます。

画像……チャット画面に表示する自分の画像をマ
イピクチャから選択します。→P.266、267

〈SMS作成・送信〉

SMS（ショートメッセージ）を作成
して送信する

●ドコモ以外の海外通信事業者のお客様との間でも送受
信が可能です。ご利用可能な国および海外通信事業者に
ついてはドコモのホームページをご覧ください。

● FOMA端末から送信した SMSは、mova 端末では
ｉモードメールとして受信されます。なお「SMS送
達通知」（P.247）を「要求する」に設定している
場合には、mova端末へ送信することはできません。

1 o［ ］ 「SMS作成」
「新規SMS画面」が表示されます。

2「 ＜宛先参照／入力＞」
宛先参照／入力の選択メニューが表示されます。

3 宛先を入力
SMSの宛先は1件のみ入力できます。

■電話帳から参照する場合
「電話帳」 参照先を検索（P.105） 電話帳

詳細画面で宛先を選択
■アドレス一覧から参照する場合

「送信アドレス一覧」または「受信アドレス一
覧」 宛先を選択

■宛先を直接入力する場合
「直接編集」 宛先を入力

宛先は半角21文字まで入力できます。
■宛先がドコモ以外の海外通信事業者の場合

＋（0（1秒以上））、国番号、相手先の携帯
電話番号の順に入力
携帯電話番号が「0」ではじまる場合には、「0」を
除いて入力してください。
また、「010」、国番号、相手先の携帯電話番号の順
に入力しても送信できます（受信した海外からの
SMSに返信する場合は、「010」を入力して海外に
返信してください）。

O
＜お知らせ音設定＞
チャットメンバーに登録されていないメンバーからチャット
メールを受信した場合は、お知らせ音は鳴りません。
＜ユーザ詳細設定＞
ユーザ名に何も入力しなかったり、空白のみを入力した場合
は、「自分」になります。
背景色は変更できません。

チャット設定画面

　チャットメール画像設定
　ユーザ詳細設定

　

　お知らせ音設定

選択

　　　チャット設定

新規SMS画面

新規ＳＭＳ

選択送信 機能

＜宛先参照/入力＞

機能メニュー P.247

宛先入力

　送信アドレス一覧
　受信アドレス一覧
　直接編集

　電話帳

宛先入力画面

機能確定

　　　ＳＭＳ宛先入力
０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

　　１０
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4「 」
「本文入力画面」が表示されます。

5 本文を入力
入力できる文字の種類と文字数は「SMS本文入力設
定」（P.247）の設定に従います。「日本語入力」に設
定されている場合は、すべての全角／半角文字を70文
字まで、「半角英数入力」に設定されている場合は、半
角の英数字や記号を160文字まで入力できます。
スペースも文字と同じように文字数にカウントされま
す。

6 o［送信］
メール送信中のアニメーション画面が表示され、SMS
が送信されます。「OK」を選択するとメールメニュー
画面に戻ります。
送信済み、未送信のSMSを再編集するには
→P.234、236

SMS（ショートメッセージ）送達通知
について＜SMS送達通知表示＞

「SMS送達通知設定」（P.247）を「要求する」に
設定した場合、SMS送信後にSMS送達通知が送ら
れてきます。SMS送達通知は受信BOXに保存され
ますが、送信したSMSにもSMS送達通知が保存さ
れ、送信したSMSが相手に届いたかどうかを確認
できます。
SMS送達通知（ ）があるSMSを表示し、機能
メニューから「SMS送達通知表示」を選択します。
SMS送達通知は、受信メール一覧画面でSMS送達
通知を選択しても表示できます。SMS送達通知は
題名に「 SMS送達通知」と表示されます。 

新規SMS（ショートメッセージ）
画面

1 新規SMS画面（P.246） p［機能］
以下の項目から選択

送信……SMSを送信します。

送信プレビュー……送信する前にSMSの宛先や内容を
確認します。

保存……編集中のSMSを保存BOXに保存します。
ｉモードメールと合わせて20件まで保存できます。保
存したSMSはあとで送信できます。

SMS送達通知設定……SMSを送信したときにSMS送
達通知を要求するかどうかを設定します。

要求する……SMSの送信後にSMS送達通知が届
きます。

要求しない（お買い上げ時）……SMSを送信して
もSMS送達通知は届きません。

SMS有効期間設定（お買い上げ時：3日）……送信し
たSMSが圏外などで届かなかった場合に、SMSセン
ターに保管する期間を「0日／1日／2日／3日」から
選択します。「0日｣を選択すると一定時間後、再送した
後にSMSセンターから削除します。

SMS本文入力設定……SMSの本文の入力方法を設定
します。

日本語入力（お買い上げ時）……すべての全角文
字および半角文字を70文字まで入力できます。

半角英数入力……半角の英数字を160文字まで入
力できます。

本文消去……本文だけを消去します。

SMS削除……編集中のSMS を削除します。

O
FOMA端末に保存されている送信メール（SMSとｉモード
メールの合計）が最大保存件数（P.228）を超えた場合は、送
信メールのうち古いメールから順に自動的に削除されます。た
だし、保護されている送信メール、シークレットフォルダ内の
メールは削除されません。
電波状況や送信する文字の種類、相手側の端末によっては文
字が正しく表示されない場合があります。
発信者番号通知を「通知しない」に設定しても、SMS送信時
は受信側に発信者番号が通知されます。
送信を行わずに、新規SMS画面でtまたはyを押したと
きは、内容を破棄して編集を終了することを確認するメッ
セージが表示されます。
本文編集中に改行することができます。改行は「日本語入力」
の場合は2文字、「半角英数入力」の場合は1文字としてカウ
ントされます。
SMS本文入力設定が「半角英数入力」の場合、一部の記号
（｜＾｛｝［］̃ \ ）を入力すると、送信できる文字数が少な
くなります。
マルチナンバーの付加番号からはSMSの送信ができません。
通常発信者番号を基本契約番号に設定してください。

本文入力画面

　　　ＳＭＳ本文入力

機能絵記

久しぶりに新曲を作りまし
た。今度、スタジオに入っ
たときに聴いてください。

確定

　　　　　４１
ｃｈ　文字

改行

€

O
メール設定画面で「SMS本文入力設定」、「SMS送達通知設
定」、または「SMS有効期間設定」を設定した場合は、電源
を切った後でも設定は保持されますが、機能メニューで
「SMS本文入力設定」、「SMS送達通知設定」、または「SMS
有効期間設定」を設定した場合は、設定中のSMS1件に限り
有効です。
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〈SMS受信〉

SMS（ショートメッセージ）を受信
したときは
FOMA端末が圏内にあるときは、SMSセンターか
ら自動的にSMSが送られてきます。
● SMSはｉモードメールと一緒に受信されるため、受信

時の動作はｉモードメールを受信したときと同じにな
ります。→P.222

新着SMS（ショートメッセージ）を表示する
●受信したSMSは、受信メール一覧画面の題名には本文

の先頭が表示されます。
●受信したSMS送達通知の題名は「SMS送達通知」と表

示されます。
●留守番着信通知の場合は、「留守番　着信通知」と表示

されます。

1 待受画面表示中 d 「 」（新着メー
ルあり）を選択

2 受信したSMSを選択

受信したSMS（ショートメッセージ）に返信
／転送する

SMSの送信元に返信／転送します。
●題名の入力はできません。
「新たに本文を入力して返信する」→P.226

O
FOMA端末に保存されている受信メール（ｉモードメールと
SMSの合計）が1,000件、または1,000件未満でも保存容
量を超えた場合は、受信時にゴミ箱のメール、古い受信メー
ルから順に自動的に削除されます。ただし、未読のメールと
保護されている受信メール、シークレットフォルダ内のメー
ルやSMSは削除されません。必要な受信メールは保護するこ
とをおすすめします。→P.233、235
FOMA端末に保存されている未読または保護されている受信
メール（ｉモードメールとSMSの合計）が最大保存件数に
なった場合は、新しいメールを受信することができず、
「 （赤色）」が表示されます。SMSを受信できるようにす
るには、「 （赤色）」が消えるまでFOMA端末に保存されて
いる受信メールを削除するか、未読のメールを読むか、保護
解除をして、「SMS問い合わせ」をしてください。
複数のSMSを同時に受信したときは、最後に受信したメール
に設定されている条件で、着信音が鳴り、着信イルミネーショ
ンが点滅します。
mova端末などからショートメールを受信した場合は、送信元
の電話番号が表示されます。ただし、発信者番号が通知され
ないときは、通知されない理由が表示されます。
待受画面以外を表示しているときにSMSを受信した場合で、
「受信表示設定」を「操作優先」に設定しているときは、着信
音は鳴りません。「通知優先」に設定しているときは、着信音
が鳴り、受信結果画面が表示されます。
ｉモーションの再生中にSMSを受信した場合は、映像や音声
が途切れることがあります。

O
受信した SMS に区点コード一覧表にない全角文字が含まれ
ている場合はスペース（空白）で表示されます。
表示したSMSの送信元の電話番号は反転表示されます。反転
表示した状態でd［選択］を押すと、表示されている電話番
号に音声電話やテレビ電話をかけられます（Phone To機能
／AV Phone To機能）。また、送信元の電話番号が電話帳に
登録されているときは、登録されている「名前」が反転表示
されます。この場合も同じ操作で電話をかけられます。
「SMS送達通知設定」（P.238）でSMS送達通知を要求する
ように設定した場合のみ、SMS送達通知が送られてきます。
また、送信メール詳細画面の機能メニューから「SMS送達通
知表示」（P.236）を選択しても確認することができます。

O
SMSでは引用返信はできません。
送信元が非通知設定／公衆電話／通知不可能の SMS には返
信できません。
SMS送達通知は返信／転送することはできません。
留守番着信通知は返信することはできません。
FOMAカード内のSMSを返信／転送した場合、受信メール一
覧画面、受信メール詳細画面で「 」／「 」のアイコ
ンは表示されず「 」のアイコンの表示のままとなります。

選択

新着メールあり
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〈SMS問い合わせ〉

SMS（ショートメッセージ）がある
かどうかを問い合わせる
FOMA端末が受信できなかったSMSは、 SMSセン
ターに保管されます。SMSセンターに問い合わせ
ると、保管されているSMSを受信することができ
ます。
● SMSセンターに保管されるのは、以下の場合です。
・FOMA端末の電源が入っていないとき
・「 」が表示されているとき
・受信BOXが満杯のとき
・セルフモード設定中

●「 」が表示されているときは問い合わせできません。

1 o［ ］ 「SMS問い合わせ」
問い合わせ中は、「SMS問い合わせ中…」と表示され
ます。問い合わせが終わると問い合わせを行ったとい
うメッセージが表示されるので、d［選択］を押しま
す。センターにSMSが保管されていれば、自動受信が
はじまります。
問い合わせを行った後、自動受信がすぐにはじまらな
い場合があります。

〈SMS設定〉

SMS（ショートメッセージ）の設定
を行う

SMS（ショートメッセージ）
センターについて設定する

ドコモのSMSセンターを利用するか、他社のSMS
センターを利用するかを設定します。

＜例：他社のSMSセンターを利用する場合＞

1 i 「アプリケーション通信設
定」 「SMS center設定」 以下の
項目から選択

ドコモ……ドコモのSMSセンターを利用します。

ユーザ設定……他社のSMSセンターを利用します。
SMSセンターのアドレスを入力 「International」
または「Unknown」

リセット……「ユーザ設定」の内容を削除し、「ドコモ」
に設定します。
端末暗証番号を入力 「YES」

その他のSMS（ショートメッセージ）の設定
について

以下の設定については、P.238、247をご覧くだ
さい。
・SMS送達通知設定
・SMS有効期間設定
・SMS本文入力設定

O
本機能でｉモードメール、メッセージR／Fを受信することは
できません。ｉモードメール、メッセージR／Fを受信する
には、「ｉモード問い合わせ」をして受信してください。

※通常は設定を変更する必要はありません。

O
入力したSMSセンターのアドレスに「#」や「*」が含まれ
ている場合は、「International」を選択することはできませ
ん。

お買い上げ時
ドコモ
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ｉアプリとは
ｉアプリをサイトからダウンロードすることによ
り、ｉモード対応FOMA端末（以下、ｉモード端
末）を便利に活用いただけます。たとえばｉモード
端末にいろいろなゲームをダウンロードして楽し
んだり、株価情報のｉアプリをダウンロードするこ
とにより、株価を定期的に自動チェックできます。
さらに、地図のｉアプリでは必要なデータだけをダ
ウンロードするため、スムーズなスクロールが可能
です。また、ｉアプリから電話帳やスケジュールに
直接登録できるものや、画像保存・画像取得など
データBOXと連動できるｉアプリもあります。

●ｉアプリをダウンロードするには→P.253
● ｉアプリを起動するには→P.254
● ｉアプリを自動起動するには→P.257

■端末情報データを利用する
ｉアプリのソフトには、お客様のｉモード端末
の端末情報データ（電話帳、ブックマーク、スケ
ジュール、画像、アイコン情報）を参照、登録、
操作できるものがあります。端末情報データを利
用してできることは以下のとおりです。
・電話帳登録
・アイコン情報利用
・ブックマーク登録
・スケジュール登録
・データBOXからの画像取得
・データBOXへの画像保存

●ｉアプリDXとは
ｉアプリDXでは、ｉモード端末の情報（メールや
発着信履歴、電話帳のデータなど）と連動すること
により、お好みのキャラクタ画面でメールを作成し
たり、着信時にキャラクタのコメントで誰からの着
信か知らせたり、メールと連動して、株価などの欲
しい情報やゲームの進行がよりリアルタイムに更新
されるなど、ｉアプリをより便利に楽しく利用する
ことが可能です。
■端末情報データを利用する
ｉアプリDXのソフトでは、通常のｉアプリで利
用できる端末情報データ（電話帳、ブックマーク、
スケジュール、画像、アイコン情報）に加えて、
メール、発信履歴、着信履歴、着信音などの端末
情報データを参照、登録、操作できるものがあり
ます。端末情報データを利用してできることは以
下のとおりです。
・電話帳登録
・電話帳参照
・アイコン情報利用
・ブックマーク登録
・スケジュール登録
・メールメニューの利用
・ｉモードメール作成画面利用
・最新の発信履歴参照
・最新の着信履歴参照
・最新の未読メール参照
・メロディ保存
・着信音変更（電話、テレビ電話、メール、メッセー
ジR／F、チャットメール）

・データBOXからの画像取得
・データBOXへの画像保存
・画面設定の変更（メニュー画面、待受画面、電話発
着信、テレビ電話着信、メール送受信、メッセージ
R／F受信）

・ｉモーション保存
・受信BOX／送信BOX参照

●メール連動型ｉアプリとは
メール連動型ｉアプリはｉアプリDXの一種で、
ｉモードメールで情報をやりとりすることにより、
株価などの欲しい情報やゲームの進行がリアルタイ
ムに更新されるなど、ソフトをより便利に楽しく利
用できます。
・メール連動型ｉアプリで利用されるｉアプリメー
ルは、正しく表示できない場合があります。

O
ソフトによってはｉモード端末の携帯電話／FOMAカー
ド（UIM）の製造番号を利用する場合があります。
ソフトによっては実行時に通信を行うものがあります。通信
を行わないように設定することもできます。

ｉモード端末

ダウンロード

ｉモードセンター

ｉアプリ ゲーム、株価情報、etc.

IP（情報サービス提供者）

O
ｉアプリDXでは、ソフトの有効性を確認するため、ソフトの
通信設定にかかわらず自動的に通信する場合があります。通
信回数やタイミングはソフトによって異なります。
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●こんなこともできます

■ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面ではｉアプリを待受画面として
利用することができ、そのままメールを受信した
り、電話をかけることも可能です。ニュースや天
気の最新情報を待受画面に表示させたり、お好み
のキャラクタがメール受信やアラームを知らせ
てくれたり、より便利な待受画面にすることも可
能です。→P.259
・ｉアプリ待受画面に対応したソフトで利用できる
機能です。

■ｉアプリの自動起動
時刻や日付、曜日などを指定して、ソフトを自動
起動できます。あらかじめソフトに設定されてい
る時間間隔で自動起動できるソフトもあります。
→P.257

■カメラ撮影
ソフトからｉモード端末のカメラを使って撮影
できます。→P.158
・カメラ撮影機能に対応したソフトで利用できる機
能です。

■赤外線通信
ソフトから赤外線通信機能が搭載された機器と
通信できます。赤外線通信機能搭載機器と連動し
てより広がった使いかたができます。→P.293
・赤外線通信機能に対応したソフトで利用できる機
能です。

・相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載され
ていても通信できないデータがあります。

■赤外線リモコン
ソフトから赤外線リモコンに対応した家電機器
など各種機器を操作できます。→P.297
たとえばお買い上げ時に登録されている「Gガイ
ド番組表リモコン」では、テレビ番組表と連動し
たAVリモコンとして利用することができます。
・赤外線リモコン機能に対応したソフトで利用でき
る機能です。相手の機器に対応したソフトが必要で
す。

サイトからｉアプリをダウンロードする
ｉモードのサイトからソフトをダウンロードして、
FOMA端末で起動します。
●ダウンロードしたソフトは最大100件まで（メール連

動型ｉアプリは5件まで）保存できます。保存可能件数
はソフトのデータ量により10～100件と変動します。

●メール連動型ｉアプリをダウンロードした場合、送
信メールフォルダおよび受信メールフォルダ一覧に
ｉアプリメール用フォルダが自動的に作成されます。
フォルダ名はダウンロードしたメール連動型ｉアプリ
名が付き、変更できません。

●メール連動型ｉアプリ専用のフォルダが5件ある場合、
すでに保存されているメール連動型ｉアプリ専用の
フォルダを削除して新しいソフトをダウンロードする
容量を確保してください。

●同じ受信メールフォルダ、送信メールフォルダを利用す
るメール連動型ｉアプリがすでに保存されている場合
は、メール連動型ｉアプリをダウンロードできません。

●メールセキュリティの設定中は、メール連動型ｉアプリ
をダウンロードできません。

●メール連動型ｉアプリを利用して送受信したメールは、
メール連動型ｉアプリをダウンロードするときに作成
されるフォルダに自動的に振り分けられます。また、受
信したメールを手動で振り分けることもできます。

●フォルダを残して削除したメール連動型 ｉ アプリをも
う一度ダウンロードした場合は、残していたフォルダを
利用できます。また、残していたフォルダを削除して新
規のフォルダを作成することもできます。残していた
フォルダを利用せずに、新規のフォルダも作成していな
い場合は、メール連動型ｉアプリをダウンロードできま
せん。

●有料ｉアプリをダウンロードしようとしたときには、確
認のメッセージが表示されます。→P.192

1 ソフトを選択
ダウンロードが完了し、「完了しました」というメッ
セージが表示されたらd［選択］を押します。ただし、
サイトからすぐに起動するソフトの場合、メッセージ
は表示されずにソフトが起動します。
■データの受信中にダウンロードを中止する場合

ダウンロード中 d［Cancel］
■ソフト設定画面が表示された場合

ソフトを設定 o［完了］ 
ソフトの設定について→P.255

2「YES」
ソフトを起動すると画面下に「 」が表示されます。
ｉアプリDXを起動した場合は「 」が表示されます。

■ソフトを起動しない場合
「NO」

■ソフトの起動を中止する場合
ソフト起動中 d［Cancel］
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ダウンロード時にｉアプリの情報
を見る＜ソフト情報表示設定＞

ソフトをダウンロードするときにソフトの情報を確
認できるように設定します。

1 i 「ｉアプリ設定」 「ソフト
情報表示設定」 「表示する」
■確認しない場合

「表示しない」

ｉアプリを起動する

ｉアプリを起動する

1 p［ ］（1秒以上）
「ソフト一覧画面」が表示されます。

2 ソフトを選択

ｉアプリを終了する

1 t（1秒以上）またはy 「YES」

■ソフトを作成される方へ
ｉアプリのソフトを作成して正常な動作をしない
場合は、トレース情報の内容が参考になることが
あります。
i 「ｉアプリ実行情報」 「トレース情
報」の順に操作します。ソフトのトレース情報が、
発生した順に表示されます。機能メニューから
「情報コピー」を選択すると、トレース情報をコ
ピーできます。機能メニューから「情報削除」を
選択すると、トレース情報を削除できます。

O
接続するサイトやｉアプリのソフトのサイズによっては、ダ
ウンロードできない場合があります。
保存されているソフトがいっぱいの場合、ソフトを削除して
からダウンロードするかどうかを確認するメッセージが表示
されます。
ｉアプリによっては、ダウンロードした後も自動的に通信を
する場合があります。あらかじめ「ソフト設定」の「通信設
定」で通信を行わないように設定することもできます。
SSL対応のサイトからソフトの情報やソフトをダウンロード
する場合は、「 」が表示されます。→P.185
端末情報データ（登録データや携帯電話/FOMAカード（UIM）
の製造番号）を利用するｉアプリ、またはｉアプリDXをダ
ウンロードする場合は、端末情報データを利用することを通
知する旨のメッセージが表示されます。「YES」を選択する
と、お客様の端末情報データは、インターネットを経由して
IP（情報サービス提供者）に送信されるため、場合によって
は第三者に知得されることがあります。
通信して利用するソフトや待受画面に設定できるソフトをダ
ウンロードした場合は、ソフト設定画面が表示されます。ダ
ウンロードしたソフトに応じて設定した後、o［完了］を押
してください。
ダウンロード済みのソフトを、異なるFOMAカードで再ダウ
ンロードする場合は、ソフトを上書きするかどうか確認の
メッセージが表示されます。
「ｉアプリメール」とは、メール連動型ｉアプリで送信した
メールや、メール連動型ｉアプリ用として送られてきたメー
ルのことです。ｉアプリメールには、ｉアプリメール用フォ
ルダに自動的に保存されるようにｉアプリ利用データが設
定されています。

お買い上げ時
表示しない

O
「自動起動設定」を「許可する」に設定し、「自動起動時刻設
定」を設定すると、ソフトを自動で起動できます。
→P.257
ソフトの起動中にｉモードメールやメッセージR／Fを受信
した場合、「 」、「 」、「 」を点滅してお知らせしま
す。受信したメール、メッセージR／Fを表示するには、ソ
フトを終了させてください。ただし、受信メールはマルチタ
スク機能を利用して表示することもできます。
ソフトの起動中に再生されるメロディは、「着信音量」の「電
話」で設定した音量で再生されます（「ステップ」に設定され
ている場合は「レベル2」の音量で再生されます）。
ソフトの起動中に電話がかかってきた場合は、ソフトは一時
中断されます。通話が終わるとソフトの画面に戻ります。
ソフトによっては、ｉアプリからPhone To（AV Phone
To）機能やWeb To機能を利用することができます。ただ
し、ｉアプリ待受画面（P.259）からはご利用になれません
（ｉアプリ実行中は利用可能です）。

ソフト一覧画面

　ゲーム１
　ゲーム２
　ゲーム３
　ゲーム４
　株価
　麻雀
　将棋
　アニメ１
　アニメ２
　チェス

　　　ソフト一覧　　１／　２

起動 機能

機能メニュー P.255
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ソフト一覧画面

1 ソフト一覧画面（P.254） p［機能］
以下の項目から選択

ｉアプリTo設定……「ｉアプリToで起動するかどう
かを設定する」→P.258

自動起動時刻設定……「起動日時を設定する」→P.257

ソフト設定……ソフトの各種設定を行います。

待受画面設定……「ｉアプリ待受画面を設定す
る」→P.259

通信設定……ｉアプリを起動したときに通信す
るかしないかを設定します。「起動ごとに確認」を
設定した場合は、ｉアプリを起動するたびに通信
するかしないかを選択できます。
o［完了］
待受画面通信……待受画面に設定したｉアプリが
通信するかしないかを設定します。
o［完了］
アイコン情報……ｉアプリを起動したときに未
読のメール、メッセージのアイコン情報の利用を
許可するかしないかを設定します。
o［完了］

着信音／画像変更……ｉアプリDXを起動したとき
に電話やメール、メッセージの着信音、待受画面や
メール送受信時などの画像、メニュー画面の変更を
許可するかしないかを設定します。「許可する」に設
定した場合は、自動的に着信音、画像、メニュー画
面が変更されます。「変更ごとに確認」を設定した場
合は、ｉアプリが自動変更をしようとするたびに変
更するかしないかを選択できます。
o［完了］
電話帳／履歴参照……ｉアプリDXを起動したと
きに電話帳や最新の発信履歴、着信履歴、最新の
未読メールの参照を許可するかしないかを設定し
ます。
「許可する」に設定した場合は、自動的に電話帳や履
歴を参照します。
o［完了］

ソフト情報……「ｉアプリの情報を確認する」
→P.256

バージョンアップ……「ｉアプリをバージョンアップ
する」→P.260

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

１件削除・選択削除・全削除……「ｉアプリを削除す
る」→P.260

ソフトの起動中は電池パックを外さないでください。それま
でのデータや情報が保存されません。
ｉアプリで利用する画像※1やお客様が入力したデータなど
は、自動的にインターネットを経由し、サーバに送信される
可能性があります。
※1：ｉアプリで利用する画像とは、カメラ連携（連動）のｉア

プリからカメラを起動して撮影した画像、ｉアプリの赤外
線通信機能を利用して取得した画像、ｉアプリがサイトや
インターネット経由で取得した画像、ｉアプリがデータ
BOXから取得した画像を指します。

トレース情報がない場合は、「トレース情報」は表示されませ
ん。
トレース情報のメモリに空きがなくなると、古い情報から順
番に上書きされます。
ｉアプリのソフトによっては、音が鳴らない場合があります。
ｉアプリからカメラを起動した場合、撮影した画像はｉアプ
リの一部として保存、利用されます。
ｉアプリからカメラを起動した場合、ソフトによって画像サ
イズや画質、フレームなどが設定されることがあります。
ｉアプリからバーコードリーダーを起動してJANコード、QR
コードを読み取ることができます。また、アクセスリーダー
を起動して文字を読み取ることができます。読み取ったデー
タはソフトで利用されます。
ソフトによっては、IP（情報サービス提供者）がFOMA端
末に保存されたソフトにアクセスし、直接使用停止状態にす
ることがあります。その場合はそのソフトの起動、待受設定、
バージョンアップなどができなくなり、削除およびソフト情
報の表示のみ可能になります。再度、ご利用いただくにはソ
フト停止解除の通信を受ける必要があるため、IPにお問い合
わせください。
ソフトによっては、IP（情報サービス提供者）がFOMA端末
に保存されたソフトにデータを送信する場合があります。
IP（情報サービス提供者）がソフトに対し、停止・再開要求
を行ったり、データを送信した場合、FOMA端末は通信を行
い、「 」が点滅します。この際、通信料はかかりません。

O

O
＜ソフト設定（通信設定）＞
「通信しない」に設定した場合は、タイムリーな情報提供を受
けられない場合がありますのでご注意ください。
＜ソフト設定（アイコン情報）＞
本機能を「利用する」に設定すると、未読のメール・メッセー
ジの有無や圏内・圏外アイコンの有無、電池残量やマナーモー
ドの状態がお客様の「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製
造番号」と同じようにインターネットを経由してIP（情報サー
ビス提供者）に送信される場合があるため、第三者に知得さ
れることがあります。
本機能を「利用しない」に設定した場合、アイコン情報が必
要なソフトによってはｉアプリが動作しないことがあります。
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ｉアプリの情報を確認する

1 ソフト一覧画面（P.254） p［機能］
「ソフト情報」 ソフト情報を確認

セキュリティエラー履歴を確認する

ｉアプリやｉアプリDXが、許可されている機能以
外の動作を起動しようとしたときは、セキュリティ
エラーが発生して、その内容がセキュリティエラー
履歴に記録されます。

1 i 「ｉアプリ実行情報」 「セ
キュリティエラー履歴」
「セキュリティエラー履歴画面」が表示されます。

2 セキュリティエラーの内容を確認

セキュリティエラー履歴画面

1 セキュリティエラー履歴画面（P.256）p［機能］ 以下の項目から選択

情報コピー……セキュリティエラーの内容をコピーし
ます。

情報削除……セキュリティエラーの内容を削除しま
す。

ソフトからほかのソフトを起動する

起動中のソフトからほかのソフトを起動します。指
定されたソフトを起動するソフトをダウンロードす
ることにより、ソフト一覧画面に戻らずにソフトを
起動することができます。
●ほかのソフトを起動することに対応したソフトをダウ

ンロードする必要があります。
●起動するソフトが指定されていない場合は、ソフトを指

定します。
●起動するソフトが指定されていてもFOMA端末内に保

存されていない場合は、あらかじめダウンロードしてお
く必要があります。

1 ソフトを選択する項目を選択 「YES」

お買い上げ時に登録されているソフト

FOMA端末には「リバーシ」「Gガイド番組表リモ
コン」のソフトがあらかじめ登録されています。
●長時間ディスプレイを見ていると、目が疲れる場合があ

りますのでご注意ください。
● FOMA端末にあらかじめ登録されているｉアプリのソ

フトを削除した後に元に戻すときは「ケータイ電話メー
カー」サイト内の「みんなNらんど」からダウンロード
してください。
「みんなNらんど」への接続のしかた→P.184
ダウンロード時と異なるFOMAカードを使用してい
るときは、FOMAカード動作制限機能がかかります。
→P.40

● お買い上げ時の「ソフト設定」の設定内容は以下のとお
りです。

※1：設定変更可能です。

O
本機能で表示されるソフトのソフト名は変更できません。
ソフト一覧画面では以下のようなアイコンでソフトの種類や
設定を確認できます。

：ｉアプリDX→P.252

：メール連動型ｉアプリ

：「ｉアプリ待受画面設定」（P.259）を設定できるソ

フト

：「自動起動時刻設定」を設定済み→P.257

：「ｉアプリ待受画面設定」を設定済み

：「自動起動時刻設定」と「ｉアプリ待受画面設定」を

設定済み

：SSL対応ページからダウンロードしたソフト

　　　ソフト情報　　

　ゲーム２
【バージョン】
　　１．０
【フ゜ロファイルハ゛ーシ゛ョン】
　　ＤｏＪａ－１．０
【通信】
　使用
【対応機種】
　すべて

【ソフト名】

戻る

セキュリティエラー
履歴画面

　　　　　セキュリティエラー履歴　 １／　４

２００６／１０／１９　１２：００

セキュリティエラーのため
終了しました

【アニメ１】

機能戻る

機能メニュー P.256

O
ソフトを起動する項目に起動先のソフトのURLが指定され
ている場合は、起動先のソフトを起動するかどうかのメッ
セージが表示されます。

項目 リバーシ Gガイド番組
表リモコン

待受画面設定 なし なし

通信設定※1 通信する 通信する

待受画面通信 なし なし

アイコン情報 なし なし

着信音／画像変更 － なし

電話帳／履歴参照 － なし
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●「リバーシ」を楽しむ
「８×８盤」のリバーシを楽しめます。

1 ソフト一覧画面（P.254） 「リバー
シ」 「GAME START」

■その他の機能
・「HELP」を選択すると、ゲームの遊びかたが表示さ

れます。
・「OPTION」を選択すると、「sound」と「vibration」の

設定が行えます。

2 対戦相手の強さを選択
「SUPER HARD」を選択すると対戦相手に勝利するご
とに難易度が高くなります。

3「First（先手）：黒」または「Second
（後手）：白」を選択
　ゲームがはじまります。

●Gガイド番組表リモコンを利用する
テレビ番組表とテレビリモコン機能が一つになった
月額利用料が無料の便利アプリです。
知りたい時間のテレビ番組情報をいつでもどこでも
簡単に取得できます。お住まいの地域に応じたテレ
ビ番組のタイトル・番組内容・開始/終了時間・G
コードを知ることができます。気になった番組情
報があったら、すぐにお友達に番組のタイトル、番
組の放送スケジュールなどをメールでお知らせでき
る「おすすめメール」機能があります。
また、お使いのテレビのリモコン操作ができます（一
部対応していない機種もあります）。「リモコン操作
について」→P.297
●電子番組表（EPG）に対応しているので番組選択が容

易にできます。
●はじめて利用するときは、初期設定を行って利用規約に

同意する必要があります。
●ご利用には別途パケット通信料がかかります。
●広告を選択すると、Web To機能で広告に関連したサイ

トに接続したり、Phone To機能で電話をかけたり、
Mail To機能でメールを送信する場合があります。

●詳しくは『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

※ 画面はイメージです。実際の画面とは異なります。
お住まいの地域に応じたチャンネルが表示されます。

ｉアプリを自動起動する
指定した日時または時間間隔でソフトが自動起動す
るように設定します。

自動起動するかどうかを設定する
＜自動起動設定＞

●自動起動時刻は3件まで設定することができます。

1 i 「自動起動設定」 「許可す
る」または「許可しない」

起動日時を設定する
＜自動起動時刻設定＞

ソフトが自動起動する日時を設定します。
●以下のような場合、ソフトは自動起動しません。
・電源を切っている場合
・ほかの機能が起動している場合
・通話中
・ソフトウェア更新の予約時刻、めざまし時計、スケ
ジュール、ToDoの設定時刻が自動起動の時刻と同
じ場合

1 ソフト一覧画面（P.254） p［機
能］ 「自動起動時刻設定」 cで□
（チェックボックス）を選択

■ソフトに設定されている時間間隔を有効にする
場合
「時間間隔設定」のチェックボックスを選択

■起動日時を設定する場合
「起動時刻設定」のチェックボックスを選択

2 o［完了］ 起動日時を設定

■起動日時を設定する場合
日時を選択 起動日時を入力

■自動起動の繰り返しを設定する場合
繰り返し設定を選択 「毎日」または「曜日指

定」
「曜日指定」を選択したときは、cで□（チェック
ボックス）を選択しo［完了］を押します。

3 o［完了］

終了

メニューキー操作 O
同じソフトに時間間隔設定と起動時刻設定を設定し、それぞ
れの設定で起動する時刻が10分以内に重なった場合は先の
起動時刻に自動起動し、次の起動時刻には自動起動しません。

お買い上げ時
許可しない

お買い上げ時
すべてOFF

　起動時刻設定
　時間間隔設定

　　自動起動時刻設定

　２００６／１０／１９　１８：００
　繰り返しなし

　　　　起動時刻設定
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ｉアプリが自動起動したかどうかを確認する

ソフトが設定した時刻に自動起動したかどうかを確
認します。

1 i 「ｉアプリ実行情報」 「自
動起動情報」
ソフト名、自動起動時刻、起動した
かどうかの情報が表示されます。自
動起動した場合は「起動○」、自動
起動しなかった場合は「起動×」、自
動起動前の場合は「未起動」と表示
されます。

〈ｉアプリTo機能〉

サイトやメールからｉアプリを起動する
ｉモードのサイトやメールなど、ｉアプリ以外の機
能からｉアプリを起動します。

ｉアプリToで起動するかどうかを
設定する＜ｉアプリTo設定＞

ｉモードのサイトやメール、赤外線通信機能、バー
コードリーダーからｉアプリのソフトを起動するか
どうかを設定します。
●ソフトごとに設定することができます。

1 ソフト一覧画面（P.254） p［機能］
「ｉアプリTo設定」

2 cで□（チェックボックス）を選択
o［完了］

サイトからｉアプリを起動する

ｉモードのサイトにｉアプリのソフトの起動指定が
表示されている場合は、サイトからソフトを起動す
ることができます。
●一部ご利用になれないサイトがあります。

1 サイト画面（P.183） ソフトを起動
する項目を選択 「YES」

メールからｉアプリを起動する

受信したｉモードメールにｉアプリのソフトの起動
指定が貼り付けられている場合は、ｉモードメール
からソフトを起動することができます。

1 受信メール詳細画面（P.231） ソフ
トを起動する項目を選択 「YES」

赤外線通信機能からｉアプリを起動する

赤外線通信中にｉアプリ起動の信号を受信すると
ｉアプリのソフトを起動することができます。

1 i79 「受信」 ｉアプリ起動
の信号を受信

バーコードリーダーからｉアプリを起動する

バーコードリーダーで読み取ったバーコードにｉア
プリの起動指定が含まれている場合は、バーコード
リーダーからソフトを起動することができます。

1 i 「バーコードリーダー」
「新規読取」 バーコードを読み取る

2 ソフトを起動する項目を選択 「YES」

O
自動起動できなかった場合は、待受画面に「 」（未起動ソ
フトあり）というデスクトップアイコンが表示されます。ア
イコンを選択すると、自動起動情報画面が表示されます。起
動するソフトを選択すると、ソフトを起動することができま
す。情報を通知するデスクトップアイコンについて→P.134
ｉモード中やほかのソフトを実行していて自動起動できな
かった場合も記憶されます。
自動起動情報には、お客様が起動を認識しなかったソフトの
自動起動情報が含まれる場合があります。

　株価
　　２００６／　９／　３　１５：３０起動○
　ゲーム２
　　２００６／　９／　３　１８：２１起動×

　　　　自動起動情報

お買い上げ時
すべて起動する

O
通常のｉアプリのソフトとは異なり、ｉモードのサイトから
すぐに起動するｉアプリのソフトがあります。
・ｉモードのサイトからダウンロードしてもFOMA端末に
は保存されていません。ソフト一覧画面にも表示されませ
ん。

・ソフト起動後に、通信するかどうかのメッセージが表示さ
れる場合があります。

・ソフト終了後、保存するかどうかのメッセージが表示され
る場合があります。

・FOMA端末に保存できないソフトもあります。

O
複数のデータが貼り付けされている場合、その貼り付けデー
タ自体が表示されないことがあります。
ｉモードメールを引用返信や転送をしても、ｉアプリの起動
指定は引用できません。また、データリンクソフトや赤外線
通信機能を使ってメールを転送した場合も、ｉアプリの起動
指定は引用できません。
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〈ｉアプリ待受画面設定〉

ｉアプリ待受画面を設定する
選択したｉアプリのソフトを待受画面として設定し
ます。ｉアプリ待受画面の表示中は、画面下に「 」
または、「 」が表示されます。
●待受画面に設定できないソフトもあります。

1 ソフト一覧画面（P.254） p［機能］
「ソフト設定」 「待受画面設定」

「設定する」 o［完了］

ｉアプリ待受画面を実行する

ｉアプリ待受画面に設定したソフトを実行します。

1 ｉアプリ待受画面表示中 t 
ｉアプリが実行中になり、画面下の「 」または、
「 」が「 」または、「 」の点滅表示に変わります。

ｉアプリ待受画面を解除する
＜ｉアプリ待受画面解除＞

●ｉアプリ実行中に解除する

1 ｉアプリ実行中 t（1秒以上）また
はy

2「解除する」 「YES」
■解除を中止する場合

「キャンセル」
■解除を中止し、ｉアプリ待受画面を表示する場合

「終了する」

●ｉアプリ待受画面の表示中に解除する

1 i 「ｉアプリ設定」 「待受画
面終了」

2「設定解除」 「YES」
■解除を中止する場合

「終了」

ｉアプリ待受画面の終了情報を確認する

ｉアプリ待受画面が解除されてしまうようなエラー
が発生した場合、エラーが発生したソフト名、発生
時刻、発生理由が記憶され、その内容を確認できま
す。

1  i 「ｉアプリ実行情報」 「待
受画面終了情報」
「待受画面終了情報画面」が表示されます。

待受画面終了情報画面

1 待受画面終了情報画面（P.259） p
［機能］ 以下の項目から選択

情報コピー……待受画面終了情報の内容をコピーしま
す。

情報削除……待受画面終了情報の情報を削除します。

O
ｉアプリ待受画面に設定できるｉアプリは1件のみです。
待受画面に設定したソフトには「 」が表示されます。
通信するソフトをｉアプリ待受画面に設定した場合は、電波
状況などにより正しく動作しない場合があります。
「ソフト設定」の「待受画面通信」を「通信しない」に設定し
た場合は、タイムリーな情報提供を受けられない場合があり
ますのでご注意ください。
ｉアプリ待受画面が設定されている場合、「画面表示設定」
（P.121）の「待受画面」で設定した画像は待受画面に表示
されません。
メニュー機能の動作中に待受画面を表示したときには、ｉア
プリ待受画面を設定していても「画面表示設定」の「待受画
面」で設定している画面が表示されます。
ｉアプリ待受画面を設定している状態で電源を入れ直した場合、
ｉアプリ待受画面を起動するかどうかのメッセージが表示され
ます。
ｉアプリ待受画面表示中に「オールロック」（P.143）や「PIM
ロック」（P.148）を設定すると、ｉアプリ待受画面は終了し
ます。「オールロック」や「PIMロック」を解除すると、ｉア
プリ待受画面が再び表示されます。

終了開始

O
ｉアプリ待受画面を解除すると、「画面表示設定」の「待受画
面」で設定した画像が待受画面に表示されます。

O
ｉアプリ待受画面が正常に終了した場合（通常終了時）は、記
録されません。

　　待受画面終了情報

２００６／１０／１９　１２：００

ソフトに継続動作できない
障害が発生しました

【アニメ１】

待受画面終了情報画面

機能戻る

機能メニュー P.259
ｉ
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プ
リ
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ｉアプリを管理する

ｉアプリをバージョンアップする
＜バージョンアップ＞

ダウンロードしたソフトがサイトでより新しいソフ
トに更新されている場合は、ソフトをバージョン
アップできます。

1 ソフト一覧画面（P.254） p［機能］
「バージョンアップ」 「YES」

ｉアプリを削除する＜ｉアプリ削除＞

保存されているソフトを1件ずつ削除したり、すべ
て削除します。

1 ソフト一覧画面（P.254） p［機能］
以下の項目から選択

1件削除……ｉアプリを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のｉアプリを削除できます。

全削除……登録されているｉアプリをすべて削除しま
す。
端末暗証番号を入力 「YES」

O
以下のような場合、メールフォルダ名を変更するメール連動
型ｉアプリをバージョンアップできません。
・メールセキュリティの設定中
・フォルダセキュリティの設定中
・バージョンアップするメール連動型ｉアプリ専用の送信
／受信メールフォルダの使用中

ソフトが更新されていない場合は、ソフト情報を取得した後
に現在のソフトが最新であることを通知するメッセージが表
示されます。
SSL対応ページの場合は、SSL通信を開始することを通知す
るメッセージが表示されます。
バージョンアップの前に、携帯電話/FOMAカード（UIM）の
製造番号を利用することを通知するメッセージが表示される
場合があります。
ソフトによっては、ソフトの起動中に自動的にバージョン
アップを実行する場合があります。その場合、バージョンアッ
プするかどうかのメッセージが表示されます。

O
ｉアプリ待受画面に設定されているソフト（「 」の付いて
いるソフト）や自動起動するように設定されているソフト
（「 」の付いているソフト）、ｉアプリ待受画面および自動
起動するように設定されているソフト（ の付いているソ
フト）を削除しようとすると、ソフトの設定状態と削除する
かどうかのメッセージが表示されます。
メール連動型ｉアプリを削除する場合は、対応するメール
連動型ｉアプリ専用フォルダも削除するかどうかのメッ
セージが表示されます。ソフトのみを削除する場合は「NO」
を、フォルダも同時に削除する場合は「YES」を選択しま
す。ただし、「YES」を選択してもメール連動型ｉアプリ
専用フォルダが使用中の場合、フォルダにセキュリティが
設定されている場合、保護メールがある場合は削除できま
せん。
メール連動型ｉアプリを削除すると、削除するソフトを選
択している間に受信したｉアプリに対応している新着メー
ルが削除されることがあります。
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●ｉチャネル
ｉチャネルとは ........................................................................ 262
チャネル一覧からサイトを表示する...................................... 263
ｉチャネルの設定を行う.................................... 264ｉチャネル設定
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ｉチャネルとは
ニュースや天気などをグラフィカルな情報としてド
コモまたはIP（情報サービス提供者）がｉチャネル
対応端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が、待受画面に
テロップとして流れたり、ｉチャネルに対応してい
るuボタンを押すことでチャネル一覧に表示されま
す（チャネル一覧からサイトを表示する→P.263）。
さらに、チャネル一覧でお好きなチャネルを選択す
ることにより、リッチな詳細情報を取得できます。
●ｉチャネルのご利用にあたっての注意事項およびご利

用方法の詳細等については、『ｉモード操作ガイド』を
ご覧ください。

※各画像はイメージです。実際の画面とは異なり
ます。

①ｉチャネルをご契約いただいていない場合。
②ｉチャネルをご契約いただいた後、情報を受信し
たタイミング、もしくはチャネル一覧を表示した
タイミングで、待受画面に自動的にテロップが流
れます。

③u ボタンを押すとチャネル一覧が表示されます。
各チャネルごとにテロップで流れていた情報など
を一覧で見ることができます。

④各チャネルを選択するとそれぞれの詳細情報画面
が閲覧できます。

■チャネルの種類
チャネルには「ベーシックチャネル」と「おこの
みチャネル」の2種類があります｡「ベーシック
チャネル」はドコモが提供するチャネルであり、
あらかじめ登録されていますのでｉチャネルの
利用開始時からすぐに利用することができます。
「ベーシックチャネル」に関して配信される情報
の自動更新にかかるパケット通信料はｉチャネ
ルのサービス利用料に含まれます。「おこのみ
チャネル」はドコモ以外のIP（情報サービス提供
者）が提供するチャネルで、お客様ご自身がお好
きなチャネルを登録して利用できます。「おこの
みチャネル」に関して配信される情報の自動更新
にかかるパケット通信料などは、ｉチャネルの
サービス利用料には含まれません。
なお、待受画面にテロップとして流すことができ
るのは、「ベーシックチャネル」の情報のみとな
ります。

※ｉチャネルはお申し込みが必要な有料サービ
スです（お申し込みにはｉモード契約が必要で
す）。

・操作方法は→P.263
※ｉチャネル対応機種でご利用いただけます。詳し
くは、『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

■おためしサービス
ｉモードをご契約の上、ｉチャネル対応端末を利
用しているお客様で、ｉチャネル対応端末を利用
している契約者回線についてｉチャネルを申し
込んだことがない場合、一定期間、サービス利用
料無料で「ベーシックチャネル」を利用できます。
なお、チャネル一覧から詳細情報を閲覧される際
にかかるパケット通信料は、お客様のご負担とな
ります。
・おためしサービスのご利用にあたっての注意事項お
よびご利用方法の詳細等については、『ｉモード操
作ガイド』をご覧ください。

選択 機能 選択 機能

明日は全国的に穏やかな天
選択 機能

契約後

接続

未契約

① ② ③ ④

O
「おこのみチャネル」には、ご利用にあたり情報料がかかるも
のがあります。
「おこのみチャネル」には、ご利用にあたりチャネルを提供す
るIP（情報サービス提供者）に対し別途お申し込みが必要に
なるものがあります。
「ベーシックチャネル」も「おこのみチャネル」も、チャネル
一覧から詳細情報を閲覧する際は、ｉチャネルのサービス利
用料とは別にパケット通信料がかかります。

O
おためしサービスは、原則としてFOMAカードを挿入して
ｉチャネル対応端末の利用を開始した際、一定時間経過後に
自動的に開始されます。自動的に開始しない場合は、uボタ
ンを押すことで開始できます。
おためしサービスを利用できるのは、1つのご契約者回線につ
き1回のみです。
おためしサービスは開始後一定期間経過すると、自動的に終
了します。また、途中で終了したい場合の操作方法について
は、『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

ｉモード端末

ｉモードセンター

IP(情報サービス提供者)

ベーシックチャネル
の情報

おこのみチャネルの
情報
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●待受画面のテロップ表示について
ｉチャネルを契約した場合、情報を受信したタイミ
ングで待受画面のテロップに自動的に情報が流れま
す。

●電波状況がよくないときは、情報を受信できない場合が
あります。その場合は、uを押してチャネル一覧を表
示させることで、情報を受信することができます。
お買い上げ時の状態のままの場合は、uを押したと
きに情報を受信します。

●ｉチャネル情報を受信中は「 」が点滅します。
●「ｉチャネル設定」でテロップ表示の設定ができます。

→P.264

チャネル一覧からサイトを表示する
チャネル一覧を表示し、ｉチャネルの情報サイトに
アクセスします。
チャネル一覧には「ベーシックチャネル」と「おこ
のみチャネル」を合わせて最大15件まで表示する
ことができます。

1 待受画面表示中 u
「チャネル一覧画面」が表示されます。
ｉモードメニューで「ｉチャネ
ル」を選択しても、チャネル一
覧画面を表示することができ
ます。

2 チャネル項目を選択

チャネル一覧画面

1 チャネル一覧画面（P.263） p［機
能］ 以下の項目から選択

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

O
待受画面にｉモーションやｉアプリ待受画面を設定していて
も、テロップは表示されます。
以下の場合、テロップは表示されません。
・FOMAカード未挿入時 ・公共モード（ドライブモード）
・オールロック設定中 ・省電力モード時
・PIMロック設定中 

テロップ

＜待受画面＞

明日は全国的に穏やかな天

O
ｉチャネルをご契約されていない場合は、ｉチャネルを起動
するとｉチャネル未契約のお知らせが表示されます。その画
面から「ご説明＆お申込」を選択するとｉチャネル紹介ペー
ジになり、ｉチャネル契約をすることができます。通信状態
によっては、ｉチャネルがご契約されていない旨のメッセー
ジが表示され、元の画面にもどることがあります。
ご利用の状況により、チャネル一覧を表示したタイミングで
情報を受信する場合があります。
情報を受信しても、着信音・バイブレータは鳴動しません。
また、着信イルミネーションも点滅しません。
通常は変更する必要はありませんが、ｉチャネルの接続先を
変更することができます。→P.197
以下の場合、チャネル一覧は表示されません。
・FOMAカード未挿入時　　・オールロック設定中
・PIMロック設定中
以下の場合、チャネル情報が取得できなかったというメッ
セージが表示されることがあります。
・ｉチャネルの接続先URLを変更したとき
・端末初期化をしたとき
・FOMAカードを差し替えたとき

チャネル一覧画面

選択 機能

機能メニュー P.263
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〈ｉチャネル設定〉

ｉチャネルの設定を行う

お買い上げ時 テロップ表示設定：表示する　
テロップ速度設定：標準

待受画面にｉチャネル情報をテロップ表示するかし
ないかを設定します。また、待受画面にテロップ表
示するときのスクロール速度を設定します。
●テロップ表示設定を「表示する」に設定した場合、待受

画面にはテロップが表示され続けます。「受信時のみ表
示する」に設定した場合、待受画面には新しい情報を受
信したときにテロップが2回表示されます。

1 p［ ］「ｉモード設定」「ｉチャ
ネル設定」 以下の項目から選択

テロップ表示設定……待受画面にチャネル情報をテ
ロップ表示するかしないか（表示する／受信時のみ表
示する／表示しない）を設定します。

テロップ速度設定……待受画面にテロップ表示すると
きのスクロール速度を「標準／高速／低速」から選択
します。

O
ｉチャネル解約前にｉモードサービス解約を行った場合や、
ｉチャネル解約後は、テロップ表示設定はそのままになりま
すが、テロップの表示は自動的に表示されなくなります。
ｉチャネル未契約時にテロップ表示設定を「表示する」に設
定しても、テロップは表示されません。
以下の場合は、ｉチャネルの設定を変更できません。
・FOMAカード未挿入時　　　・オールロック設定中
・PIMロック設定中

ｉ
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データBOXについて
データBOXにはカメラで撮影した静止画や動画、
メールやサイトからダウンロードしたデータなどが
保存されます。
■データの最大保存件数

※1：別にシークレットフォルダにマイピクチャは最大100件、
ｉモーションは最大10件まで保存可能です。

※2：内蔵のキャラ電を含みます。

■フォルダの内容
●以下のような項目とフォルダが用意されており、データ

の種類に合わせてフォルダに振り分けられます。

※1：シークレットモード、シークレット専用モードのときのみ
表示されます。

※2：「フォルダ追加」時にフォルダ名を入力します。あとで
「フォルダ名編集」で変更することもできます。

マイピクチャ ｉモーション メロディ キャラ電
260件※1 100件※1 200件 10件※2

フォルダ フォルダ説明
マイピクチャ
INBOX カメラで撮影した静止画やバーコード

リーダーで読み取った画像、サイトやメー
ルから取得した画像の保存先として選択
可能です。
ただし、メールに添付された大容量画像や
赤外線通信で転送された画像は自動的に
このフォルダに保存されます。

カメラ INBOXと同様の画像の保存先として選択
可能です。
ただし、キャラ電撮影した静止画は自動的
にこのフォルダに保存されます。

デコメールピク
チャ

サイトやメールから取得した画像の保存
先として選択可能です。
内蔵のデコメール用の画像が保存されて
います。

プリインストール 内蔵の待受画面やウェイクアップなどの
画像、アニメーションが保存されていま
す。

シークレット※1 ほかの人に見られたくない画像を保管し
ます。

ユーザ作成
フォルダ※2

INBOXと同様の画像の保存先として選択
可能です。
「フォルダ追加」（P.290）で20個まで作
成できます。

自作アニメ 連続撮影で登録したアニメーションや自
作のアニメーションが保存されます。

フレーム 内蔵のフレームが保存されています。
サイトから取得したフレームは自動的に
このフォルダに保存されます。

スタンプ 内蔵のマーカースタンプが保存されてい
ます。
サイトから取得したスタンプは自動的に
このフォルダに保存されます。

フェイススタンプ 内蔵のフェイススタンプが保存されてい
ます。
サイトから取得したフェイススタンプは
自動的にこのフォルダに保存されます。

ｉモーション
INBOX カメラで撮影した動画、サイトやメールか

ら取得した動画・ｉモーションの保存先と
して選択可能です。
ただし、赤外線通信で転送された動画・
ｉモーションは自動的にこのフォルダに
保存されます。

カメラ INBOXと同様の動画・ｉモーションの保
存先として選択可能です。
ただし、キャラ電撮影した動画は自動的に
このフォルダに保存されます。

プリインストール 内蔵のｉモーションが保存されています。
シークレット※1 ほかの人に見られたくない動画・ｉモー

ションを保管します。
ユーザ作成
フォルダ※2

INBOXと同様の動画・ｉモーションの保
存先として選択可能です。
「フォルダ追加」（P.290）で20個まで作
成できます。

プログラム 動画プログラム再生に利用するフォルダ
です。→P.281

メロディ
INBOX サイトやメールから取得したメロディ、

バーコードリーダーで読み取ったメロ
ディの保存先として選択可能です。
ただし、赤外線通信で転送されたメロディ
は自動的にこのフォルダに保存されます。

プリインストール 内蔵のメロディや効果音が保存されてい
ます。

ユーザ作成
フォルダ※2

INBOXと同様のメロディの保存先として
選択可能です。
「フォルダ追加」（P.290）で20個まで作
成できます。

おしゃべり 「おしゃべり機能」（P.313）で録音した
音声は自動的にこのフォルダに保存され
ます。

プログラム メロディプログラム再生に利用するフォ
ルダです。→P.290

キャラ電
内蔵のキャラ電が保存されています。
サイトから取得したキャラ電は自動的にこの項目に保存され
ます。

■お願い
データBOXに登録したデータの内容は、FOMA USB接続
ケーブル（別売）を利用して、パソコンに転送して保管す
ることもできます（メールへの添付やFOMA端末外への出
力が禁止されている画像や動画、メロディはパソコンに転
送できません）。→P.297
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、登録
したデータが消失する場合があります。当社としては責任
を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

フォルダ フォルダ説明
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〈マイピクチャ〉

保存した画像を表示する
撮影した静止画やダウンロードした画像などは、
データBOXのマイピクチャで表示します。

1 i46
「フォルダ一覧画面」が表示されます。
マイピクチャのフォルダ内容
について→P.266

2 フォルダを選択
「画像一覧画面」（ピクチャ一覧）が表示されます。
画像一覧画面の見かた
→P.267

3 画像を選択
「マイピクチャ画面」が表示されます。
vで前または次の画像を表示
することができます。

■等倍／拡大表示を切り替える場合
d［等倍／拡大］を押す

画像の大きさによって等倍／拡大表示できます。
等倍／拡大表示のときは、bで画像をスクロールで
きます。

ピクチャ一覧／タイトル名一覧の見かた

●画像一覧の表示のしかたを設定する
＜ピクチャ表示設定＞

●自作アニメは常にタイトル名一覧表示です。

1 i 「ディスプレイ」「ピクチャ
表示設定」 以下の項目から選択

ピクチャ一覧（お買い上げ時）……ピクチャ一覧に切り
替えます。

タイトル名一覧……タイトル名一覧に切り替えます。

■ピクチャ一覧
保存されている画像は画面に9枚の画像がアイコンで表
示され、選択されている画像のタイトルが吹き出しガイ
ドに表示されます。また、画像種別とその取得方法、そ
の画像が設定できる項目がアイコンで確認できます。

■タイトル名一覧
9件の画像がタイトル名一覧で表示され、画像種別と
その取得方法、その画像が設定できる項目をアイコ
ンで確認できます。

O
以下の画像は表示できません。
・横1,616、縦1,212ドットより大きな画像
・600Kバイトを超える画像
・横640×縦480、横480×縦640ドットを超えるプロ
グレッシブJPEG画像
プログレッシブJPEG画像→P.193

フォルダ一覧画面

選択 機能

マイピクチャ

　　カメラ
　　デコメールピクチャ
　　プリインストール
　　自作アニメ
　　フレーム
　　スタンプ
　　フェイススタンプ

　　ＩＮＢＯＸ

機能メニュー P.290

画像一覧画面
（ピクチャ一覧）

表示 機能

カメラ １／２

２００６／１０／１８　１３：３５

機能メニュー P.269

マイピクチャ画面

機能等倍

機能メニュー P.270

等倍／拡大表示をしているとき、vで前または次の画像の切
り替えや、機能メニューの表示はできません。
自作アニメ、GIF形式のアニメーション、Flash画像は等倍表
示できません。
本体のデータが多い場合、表示に時間がかかる場合がありま
す。
Flash画像を再生する際の音量は、「着信音量」の「電話」で
設定した音量になります（「ステップ」に設定している場合は
「レベル2」の音量になります）。
加速度センサー対応のFlash画像をマイピクチャで再生した
場合は、傾きなどに反応して動作しません。

O

表示 機能

カメラ １／２

２００６／１０／１８　１３：３５

吹き出しガイド

画像種別アイコン

取得方法アイコン タイトル

画像の
アイコン

設定できる
項目アイコン

表示 機能

カメラ 1／２

　　　２００６／１０／１８　１２：２０
　　　２００６／１０／１７　１７：１５
　　　２００６／１０／１７　０９：５０
　　　２００６／１０／１６　１０：４８
　　　２００６／１０／１６　０８：１８
　　　２００６／１０／１５　２２：３２
　　　２００６／１０／１５　１２：５５
　　　２００６／１０／１５　１０：２３

　　　２００６／１０／１８　１３：３５

画像種別アイコン
取得方法アイコン

タイトル

設定できる
項目アイコン
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■画像種別アイコン

※1：ファイル制限が設定されているデータのアイコンには
「 」が付きます。

※2：再生回数、再生期間、再生期限を過ぎた ｉ モーションは
「 」が「 」になります。

■取得方法アイコン

■設定できる項目アイコン

■ファイル形式について

アイコン 説明

（水色）
（青色）
（紺色）

JPEG形式の画像※1

画像のファイルサイズによって色が変わります
（水色＜青色＜紺色）。

（水色）
（青色）
（紺色）

GIF形式の画像※1

画像のファイルサイズによって色が変わります
（水色＜青色＜紺色）。

GIF（IFM）形式のフレーム、マーカースタンプ※1

FSD形式のフェイススタンプ

SWF形式のFlash画像

MP4形式の動画、ｉモーション※1

MP4形式の音響効果ありのｉモーション※1

MP4形式の再生制限ありのｉモーション※2

音響効果があり、再生制限ありのＭＰ4形式の
ｉモーション※2

AFD形式のキャラ電

FOMAカード動作制限に該当している画像

アイコン 説明

アイコンなし プリインストールデータ

サイトやメールなどからダウンロードしたり、
ｉアプリから取得したデータ

カメラで撮影したデータ

赤外線通信やバーコードリーダー、パソコンなど
から取得したデータ

キャラ電撮影したデータ

ダウンロードしたフレーム、スタイルプラスのフ
レーム、マーカースタンプ、フェイススタンプ

アイ
コン 説明

ｉモードメールに添付できるデータ
10,000バイト以下

10,001～500Kバイト

500Kバイトを超える

のファイルは、メールに送信できる容量に処理す
る必要があります。
「画像サイズをメールに添付できるように変更する」
→P.271
「動画をメールに添付できるサイズに切り出す」
→P.283

デコメールに挿入できるデータ

画面などに設定できるデータ

着信音に設定できるデータ

赤外線送信可能なデータ

フォルダ ファイル形式
マイピクチャ
INBOX JPEG、GIF、SWF
カメラ
デコメールピクチャ
プリインストール
シークレット
ユーザ作成フォルダ
自作アニメ －
フレーム IFM
スタンプ
フェイススタンプ FSD
ｉモーション
INBOX MP4
カメラ
プリインストール
シークレット
ユーザ作成フォルダ
プログラム －
メロディ
INBOX SMF、MFi
プリインストール MFi
ユーザ作成フォルダ SMF、MFi
おしゃべり －
プログラム
キャラ電
― AFD
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■タイトル、ファイル名について
・カメラまたはキャラ電で撮影した静止画や動画に
は自動的にタイトルとファイル名が付きます。

   タイトル　：yyyy/mm/dd　hh:mm（年／月／日　時刻※1）
   ファイル名：yyyymmddhhmmxxx
　 年月日時刻※1

（静止画の場合、xxxの部分に3桁の数字が付きます）
※1：静止画は保存を完了した時刻、動画は撮影を終了し

た時刻になります。ただし、「自動保存設定」が「OFF」
の場合は、動画を保存した時刻になります。

・ダウンロードした ｉ モーションやキャラ電にはオ
リジナルのタイトルが付きます。

・ダウンロードした画像にはファイル名と同じタイ
トルが付きます。

・タイトルはFOMA端末の画像一覧画面に表示され
る名前です。

・ファイル名はパソコンなどに送ったときに表示さ
れる画像データの名前です。

・ファイル名に不正な文字があるときは、ファイル名
は「imagexxx」あるいは「movie」となります。

画像一覧画面
●選択したフォルダによって利用できる機能が異なるた

め、機能メニューに表示される項目が異なります。

1 画像一覧画面（P.267） p［機能］
以下の項目から選択

イメージ編集……「静止画を編集する」→P.274

タイトル編集……画像のタイトルを編集します。
全角文字で9文字、半角文字で18文字まで入力できま
す。

イメージ表示……画像を表示します（マイピクチャ画面
を表示します）。

イメージ貼付……画像を待受画面などに設定します。
■ 待受画面、電話発信、電話着信などの画面に設定す
る場合
項目を選択

■ テレビ電話関係（テレビ電話発信、テレビ電話着信を
除く）の画面に設定する場合
項目を選択 画像を確認 d［確定］ 「YES」

設定した項目には「★」が表示されます。ただし、
テレビ電話関係の画面に設定した場合は表示されま
せん。

イメージ情報……「イメージ情報について」→P.271

ｉモードメール作成……静止画を添付するか本文内に
挿入するかを選択してｉモードメールを作成します。
「画像サイズを変更してｉモードメールやデコメー
ルを作成する」→P.272

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用す
る」→P.132

電話帳イメージ登録……画像を電話帳に登録します。
→P.101

メール用サイズ変更……「画像サイズをメールに添付で
きるように変更する」→P.271

貼付表示位置……イメージ表示エリアより小さな画像
を設定するときに、画像を表示する位置（中央／上部
／下部）を設定します。

切り出し範囲……イメージ表示エリアより大きな画像
を設定するときに、画像を表示する範囲（中央／上部
／下部）を設定します。

ファイル名編集……画像のファイル名を編集します。
半角の英字、数字と記号（“-”、“_”のみ）で36文字
まで入力できます。

ファイル制限……保存した静止画を再配布できるかど
うかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

フォルダ移動……移動先のフォルダを選択し、画像を移
動します。

1件削除……画像を1件削除します。

全削除……フォルダ内の画像をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

複数選択……「データを複数選択する」→P.291

保存容量確認……FOMA端末に保存されている画像の
保存データ容量と空きデータ容量を確認します。

ソート……取得した日時の新しい順／古い順など、条件
を選択して画像を並び替えます。なお、選択したフォ
ルダだけでなく、マイピクチャ、ｉモーションそれぞ
れの以下のフォルダ内の画像や動画もすべて並び替え
ます。
INBOX／カメラ／デコメールピクチャ（マイピクチャ
のみ）／シークレット／ユーザ作成フォルダ

タイトル名一覧⇔ピクチャ一覧……タイトル名一覧／
ピクチャ一覧を切り替えます。

4枚画像合成……「4枚の画像を1枚の静止画に合成す
る」→P.272

フェイススタンプデモ※1……フェイススタンプの追従
を確認します。デモは正像表示です。
追従できているときは「 」、追従できていないとき
は「 」が表示されます。

シークレットに保管⇔シークレットから出す※2……
「各種データを表示できないようにする」→P.146

※1：フェイススタンプフォルダのときのみ表示されま
す。

※2：シークレットモード、シークレット専用モードのと
きのみ表示されます。

O
＜タイトル編集＞
内蔵されている画像はタイトル編集できません。
＜イメージ貼付＞
INBOX、カメラ、ユーザ作成フォルダの画像の場合は、以下
の画面に設定できます。
・待受画面、ウェイクアップ表示
・電話・テレビ電話の発信／着信
・メールの送信／受信／問い合わせ
・テレビ電話の応答保留／通話中保留／代替画像／伝言メモ
／伝言準備／音声メモ

保
存
し
た
画
像
を
表
示
す
る



270

デ
ー
タ
表
示
／
編
集
／
管
理

マイピクチャ画面
●選択したフォルダによって利用できる機能が異なるた

め、機能メニューに表示される項目が異なります。

1 マイピクチャ画面（P.267） p［機
能］ 以下の項目から選択

イメージ編集……「静止画を編集する」→P.274

イメージ貼付……画像を待受画面などに設定します。
■ 待受画面、電話発信、電話着信などの画面に設定す
る場合
項目を選択

■ テレビ電話関係（テレビ電話発信、テレビ電話着信を
除く）の画面に設定する場合
項目を選択 画像を確認 d［確定］ 「YES」

設定した項目には「★」が表示されます。ただし、
テレビ電話関係の画面に設定した場合は表示されま
せん。

イメージ情報……「イメージ情報について」→P.271

ｉモードメール作成……静止画を添付するか本文内に
挿入するかを選択してｉモードメールを作成します。
「画像サイズを変更してｉモードメールやデコメー
ルを作成する」→P.272

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

画像表示設定……イメージ表示エリア（横240×縦
270 ドット）より小さな画像の表示方法を設定しま
す。

標準（お買い上げ時）……実際のサイズで表示し
ます。

画面サイズで表示……画面のサイズに拡大して表
示します。

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用す
る」→P.132

電話帳イメージ登録……画像を電話帳に登録します。
→P.101

貼付表示位置……イメージ表示エリアより小さな画像
を設定するときに、画像を表示する位置（中央／上部
／下部）を設定します。

切り出し範囲……イメージ表示エリアより大きな画像
を設定するときに、画像を表示する範囲（中央／上部
／下部）を設定します。

1件削除……画像を削除します。

リトライ……アニメーションを表示しているとき、その
アニメーションを最初から再生します。

フェイススタンプデモ※1……フェイススタンプの追従
を確認します。デモは正像表示です。
追従できているときは「 」、追従できていないとき
は「 」が表示されます。

※1：フェイススタンプフォルダのときのみ表示されま
す。

プリインストールフォルダの画像の場合は、待受画面、ウェ
イクアップ表示の画面に設定できます。ただし「Mineral
Water 1」「Cafe Latte 1」「Strawberry Milk 1」は、待受
画面以外に設定することはできません。
以下の画像はイメージ貼付できません。
・横640×縦480、横480×縦640ドットより大きな画像
・ファイル容量が100Kバイトを超える画像
画像サイズや貼付先によっては、表示される大きさが実際の
ものと異なる場合があります。
画像によってはイメージ貼付できない場合があります。
＜ｉモードメール作成＞
以下の場合はｉモードメール作成できません。
・保存メールが20件あるとき
・Flash画像
・FOMA端末外への出力が禁止されている画像
＜電話帳イメージ登録＞
ファイル容量が100K バイト以下で、画像サイズが横640×
縦480、横480×縦640ドット以下の画像が登録できます。
JPEG形式、GIF形式以外の画像は登録できません。
＜貼付表示位置＞＜切り出し範囲＞
設定した表示位置／切り出し範囲は、以下の画面で有効です
（ただし、画像のサイズによっては、表示位置／切り出し範囲
が機能しない場合があります）。
・待受画面、ウェイクアップ表示
・電話・テレビ電話の発信／着信
・メールの送信／受信／問い合わせ
＜ファイル名編集＞
以下の画像はファイル名編集できません。
・内蔵されている画像
・「撮影後ファイル制限あり」のキャラ電を撮影した静止画
・FOMA端末外への出力が禁止されている画像
ファイル名に半角スペースを使用することはできません。
＜ファイル制限＞
以下の画像はファイル制限を設定できません。
・JPEG形式、GIF形式以外の画像
・「撮影後ファイル制限あり」のキャラ電を撮影した静止画
＜フォルダ移動＞
イメージ貼付で待受画面などに設定した画像は、デコメール
ピクチャフォルダには移動できません。
＜1件削除＞＜全削除＞
内蔵されている画像は削除できません。
画面や自作アニメ、スケジュールのユーザアイコンなどに設
定されている画像を削除しようとしたときは、削除するかど
うかの確認メッセージが表示され、削除した場合、設定され
ていた画面などは以下のようになります。
・設定されていた画面はお買い上げのときの設定に戻りま
す。

・自作アニメは解除されます。
・スケジュールのアラーム通知画面は「 」を設定したと
きの画面に変わります。

メールに添付されていた静止画を削除しても、削除されるの
はデータBOXの静止画のみです。メールに添付されている静
止画は削除されません。ただし、大容量画像の場合は削除さ
れます。
＜保存容量確認＞
表示される容量はおおよその目安です。
＜ソート＞
「ファイル取得元順」を選択した場合、以下の順にソートされ
ます。
①お買い上げ時に登録されている画像
②ダウンロードしたり、ｉアプリから取得した画像
③カメラで撮影した静止画
④赤外線通信などで取得した画像
⑤キャラ電撮影した静止画

O
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●イメージ情報について
以下の情報が確認できます。

●画像サイズをメールに添付できるように変更
する

横320×縦240、横240×縦320ドットより大
きなJPEG画像、およびファイル容量が500Kバイ
トを超えるJPEG画像をメールに添付できるサイズ
に変更します。
●上記以外のJPEG画像およびGIF画像の場合は、本機能

を選択できません。

1 画像一覧画面（P.267） p［機能］
「メール用サイズ変更」 以下の項目
から選択

そのまま添付……画像サイズはそのままでファイル容
量を500Kバイト以下に変換します。

QVGA縮小添付……画像の縦横の比率を保持したまま
横240×縦320、横320×縦240ドット以下のサイ
ズに縮小します。ファイル容量が500Kバイトを超え
る場合は、500Kバイト以下に変換します。

QVGA切り出し添付……画像の縦横の比率を保持した
まま縮小した後、画像の中央を横240×縦320、横
320×縦240ドットに切り出します。ファイル容量が
500Kバイトを超える場合は、500Kバイト以下に変
換します。

2 処理された画像を確認 d［保存］
「YES」

O
＜イメージ貼付＞
INBOX、カメラ、ユーザ作成フォルダの画像の場合は、以下
の画面に設定できます。
・待受画面、ウェイクアップ表示
・電話・テレビ電話の発信／着信
・メールの送信／受信／問い合わせ
・テレビ電話の応答保留／通話中保留／代替画像／伝言メモ
／伝言準備／音声メモ

プリインストールフォルダの画像の場合は、待受画面、ウェ
イクアップ表示の画面に設定できます。ただし「Mineral
Water 1」「Cafe Latte 1」「Strawberry Milk 1」は、待受
画面以外に設定することはできません。
以下の画像はイメージ貼付できません。
・横640×縦480、横480×縦640ドットより大きな画像
・ファイル容量が100Kバイトを超える画像
画像サイズや貼付先によっては、表示される大きさが実際の
ものと異なる場合があります。
画像によってはイメージ貼付できない場合があります。
＜ｉモードメール作成＞
以下の場合はｉモードメール作成できません。
・保存メールが20件あるとき
・Flash画像
・FOMA端末外への出力が禁止されている画像
＜電話帳イメージ登録＞
ファイル容量が100K バイト以下で、画像サイズが横640×
縦480、横480×縦640ドット以下の画像が登録できます。
JPEG形式、GIF形式以外の画像は登録できません。
＜貼付表示位置＞＜切り出し範囲＞
設定した表示位置／切り出し範囲は、以下の画面で有効です
（ただし、画像のサイズによっては、表示位置／切り出し範囲
が機能しない場合があります）。
・待受画面、ウェイクアップ表示
・電話・テレビ電話の発信／着信
・メールの送信／受信／問い合わせ
＜1件削除＞
内蔵されている画像は削除できません。
画面や自作アニメ、スケジュールのユーザアイコンなどに設
定されている画像を削除しようとしたときは、削除するかど
うかの確認メッセージが表示され、削除した場合、設定され
ていた画面などは以下のようになります。
・設定されていた画面はお買い上げのときの設定に戻りま
す。

・自作アニメは解除されます。
・スケジュールのアラーム通知画面は「 」を設定したと
きの画面に変わります。

メールに添付されていた静止画を削除しても、削除されるの
はデータBOXの静止画のみです。メールに添付されている静
止画は削除されません。ただし、大容量画像の場合は削除さ
れます。

項目 情報内容
ファイル名 ファイル名を表示

フォーマット ファイル形式を表示（Flash画像のとき
は非表示）

ファイルサイズ ファイルサイズをKバイト表示

保存日時 ファイルの保存日時（年／月／日　時：
分）を表示

ファイル制限 ファイル制限の「あり／なし」を表示

故障時移行可否 FOMA端末を修理する際、お客様の情報
内容をドコモ指定の故障取扱窓口で移行
可能かどうかを表示（万が一、お客様の
情報内容の移行ができない場合および情
報内容の消失、変化に関し、当社として
は責任を負いかねますので、あらかじめ
ご了承ください）

表示サイズ ファイルの表示サイズ（横×縦ドット）
を表示

取得元 ファイルの取得元を表示

イメージ貼付 イメージ貼付の設定先を表示（設定され
ていないときは「設定なし」を表示）
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●画像サイズを変更してｉモードメールやデコ
メールを作成する

保存した静止画をｉモードメールに添付したり、デ
コメールの本文に挿入します。

1 画像一覧画面（P.267） p［機能］
「ｉモードメール作成」 以下の項目
から選択

画像添付……横240×縦320、横320×縦240ドッ
ト以下のJPEG画像、ファイル容量が500Kバイト以
下のJPEG画像、10,000バイト以下のGIF画像はそ
のままｉモードメールに添付します。これより大きな
画像は添付方法を以下の項目から選択します。

そのまま添付……画像サイズを変更しないで、
ファイル容量を500Kバイト以下に変換して添付
します。

QVGA縮小添付……画像の縦横の比率を保持し
たまま、横240×縦320、横320×縦240ドッ
ト以下のサイズに縮小して添付します。ファイル
容量が最大容量を超える場合は、ファイル容量も
変更します。

QVGA切り出し添付……画像の縦横の比率を保
持して縮小した後、画像の中央を横240 ×縦
320、横320×縦240ドットに切り出して添付
します。ファイル容量が最大容量を超える場合は、
ファイル容量も変更します。

画像挿入……横96×縦128、横128×縦96ドット
以下のJPEG画像、ファイル容量が9,000バイト以下
のJPEG画像、GIF画像はそのままデコメールの本文に
挿入します。これより大きな画像は挿入方法を以下の
項目から選択します。

そのまま挿入……画像サイズを変更しないで、
ファイル容量を9,000バイト以下に変換して挿入
します。

Sub-QCIF縮小挿入……画像の縦横の比率を保持
したまま、横96×縦128、横128×縦96ドッ
ト以下のサイズに縮小して挿入します。ファイル
容量が最大容量を超える場合は、ファイル容量も
変更します。

Sub-QCIF切り出し挿入……画像の縦横の比率を
保持して縮小した後、画像の中央を横96×縦
128、横128×縦96ドットに切り出して挿入し
ます。ファイル容量が最大容量を超える場合は、
ファイル容量も変更します。

2 処理された画像を確認 d［確定］
メールを作成
ｉモードメールの作成／送信のしかた→P.210
デコメールの作成／送信のしかた→P.214

●4枚の画像を1枚の静止画に合成する
●横640×縦480、横480×縦640ドットより大きな

画像は設定できません。

1 画像一覧画面（P.267） p［機能］
「4枚画像合成」

2 配置する位置を選択 フォルダを選択
画像を選択 操作を繰り返して4枚の画
像を選択

■設定した画像を解除する場合
解除する画像を選択 フォルダの選択画面で

「イメージ解除」

3 o［完了］ d［保存］
■4枚合成をし直す場合

o［取消］

O
「QVGA切り出し添付」では切り出す位置を変更できません。
中央部分を切り出します。
サイズ変更した画像は、元の画像と同じフォルダに新規保存
されます。
保存された画像のタイトル、ファイル名は以下のようになり
ます。
・タイトル：yyyy/mm/dd hh:mm
・ファイル名：yyyymmddhhmmXXX（XXX：3桁の数字）

O
10,001バイト～500Kバイトの添付のJPEG画像は大容量
画像となります。大容量画像をｉモード端末に送信した場合、
ｉショットセンターでｉモード端末で受信するのに適した
サイズに変換されます。
10,000バイトを超えるGIF画像は「画像添付」できません。
「QVGA切り出し添付」、「Sub-QCIF切り出し挿入」では切り
出す位置を変更できません。中央部分を切り出します。
イメージ編集中に「ｉモードメール作成」を選択した場合、
「画像挿入」はできません。

O
合成した画像は、4枚画像合成をはじめたときのフォルダに保
存されます。
画像は縦横の比率を保持したまま4枚合成されます。なお、合
成に使用した元の画像はリサイズされません。
画像選択画面でo［デモ］を押すと、囲み枠のある画像の内
容を確認することができますが、等倍表示はできません。

  ４枚画像配置

　＜右上＞
　＜左下＞
　＜右下＞

　＜左上＞
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アニメーションを作る＜自作アニメ＞

登録されている画像を使って20フレームまでのア
ニメーションを作成します。
●画像サイズが横640×縦480、横480×縦640ドッ

ト以下のJPEG形式の静止画や画像を自作アニメに設
定できます。

● 20件まで作成できます。

1 i 「マイピクチャ」 「自作ア
ニメ」
「自作アニメ一覧画面」が表示されます。

2「＜未登録＞」

3 フレームを選択 フォルダを選択 画
像を選択 操作を繰り返して画像を設
定

■設定した画像を解除する場合
解除するフレームを選択 フォルダの選択画

面で「イメージ解除」

4 o［完了］

自作アニメ一覧画面

1 自作アニメ一覧画面（P.273） p
［機能］ 以下の項目から選択

タイトル編集……自作アニメのタイトルを編集しま
す。
全角文字で9文字、半角文字で18文字まで入力できま
す。

自作アニメ設定……「＜未登録＞」を反転していると
きは、自作アニメを新規登録します。
作成した自作アニメを反転しているときは、その自作
アニメを編集します。

イメージ表示……自作アニメを再生します（自作アニ
メ再生画面を表示します）。

イメージ貼付……自作アニメを設定する項目を選択し
ます。

イメージ情報……イメージ貼付で設定した自作アニメ
の設定先を確認します。
設定されていないときは「設定なし」の表示になりま
す。

自作アニメ解除……自作アニメを解除します。

自作アニメを表示する

1 自作アニメ一覧画面（P.273） 自作
アニメを選択
「自作アニメ再生画面」が表示されます。
自作アニメを２つ以上登録し
ているときは、vで前または
次の自作アニメを再生できま
す。

O
画像選択画面でo［デモ］を押すと、囲み枠のある画像の内
容を確認することができます。
静止画が設定されていないコマがある場合、設定されている
コマのみ順番に再生されます。

自作アニメ
一覧画面

選択 機能

自作アニメ　　１／２

　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞

　＜未登録＞

機能メニュー P.273

自作アニメ設定　１／２

　〈２コマ目〉
　〈３コマ目〉
　〈４コマ目〉
　〈５コマ目〉

　〈１コマ目〉

　〈６コマ目〉
　〈７コマ目〉

O
＜イメージ貼付＞
以下の画面に設定できます。
・待受画面、ウェイクアップ表示
・電話・テレビ電話の発信／着信
・メールの送信／受信／問い合わせ

自作アニメ再生画面

機能

機能メニュー P.274
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自作アニメ再生画面

1 自作アニメ再生画面（P.273） p
［機能］ 以下の項目から選択

イメージ貼付……画像を設定する項目を選択します。

画像表示設定……イメージ表示エリア（横240×縦
270ドット）より小さな画像の表示方法を設定します。

標準（お買い上げ時）……実際のサイズで表示し
ます。

画面サイズで表示……画面のサイズに拡大して表
示します。

リトライ……アニメーションを最初から再生します。

〈イメージ編集〉

静止画を編集する
撮影した静止画などを編集します。
●編集内容と画像サイズは以下のとおりです。

※1：横352×縦288ドット、横288×縦352ドット、
横240×縦320ドット、横320×縦240ドット、
横240×縦345ドット、横345×縦240ドット、
横176×縦144ドット、横144×縦176 ドット、
横128×縦96 ドット、横96×縦128ドット以外
の画像はフレーム合成できません。

※2：横640×縦480ドットに縮小してからの編集となり
ます。

※3：編集項目によって画像サイズ（編集前）との関係で編
集できない場合があります。

●静止画確認画面の機能メニューで「画像編集」を選択し
た場合、編集できるのは「フレーム合成」、「フォトレ
タッチ」、「肌色補正」、「逆光補正」のみです。

●以下の画像が編集できます。
・ファイル制限「なし」のJPEG形式の画像
（ただし、カメラで撮影した静止画はファイル制限
「あり」でも編集可）
・キャラ電で撮影した静止画
（ただし、撮影後にファイル制限「あり」となった
静止画は編集不可）

O
＜イメージ貼付＞
以下の画面に設定できます。
・待受画面、ウェイクアップ表示
・電話・テレビ電話の発信／着信
・メールの送信／受信／問い合わせ

編集内容 画像サイズ
（編集前）

フレーム合成
・フレーム付きの画像にします。
→P.276

横352×縦288
ドットまで※1

フォトレタッチ
・セピア調の画像にするなど、画像に効
果を付けます。→P.275

横352×縦288
ドット以下
横288×縦352
ドット以下

マーカースタンプ
・ハートなどのマーカースタンプを画像
に貼り付けます。→P.276

横1,616×縦
1,212ドット※2

横1,280×縦
960ドット※2

横640×縦480
ドット以下※3

横480×縦640
ドット以下※3

文字スタンプ
・入力した文字をスタンプとして画像に
貼り付けます。→P.276

トリミング
・お好みのサイズに画像を切り抜きま
す。→P.277

明るさ
・画像の明るさを調節します。→P.275

回転
・画像を左右90度または180度回転し
ます。→P.275

サイズ変更
・画像サイズを変更します。→P.275

逆光補正
・逆光により暗くなっている部分をはっ
きりとした画像にします。→P.275

横352×縦288
ドット以下
横288×縦352
ドット以下肌色補正

・肌色の部分を補正し、きれいな画像に
します。→P.275
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1 マイピクチャ画面（P.267） p［機
能］ 「イメージ編集」
「イメージ編集画面」が表示されます。

2 p［機能］ 編集項目を選択→P.275

3 編集後の画像を確認 d［確定］

4 d［保存］ 「YES」または「NO」
「YES」を選択したときは、編集元の画像に上書きされ
ます。
「NO」を選択したときは、編集元の画像と同じフォル
ダに新規保存されます。

イメージ編集画面

1 イメージ編集画面（P.275） p［機
能］ 以下の項目から選択

フレーム合成……「フレームを重ねる」→P.276

フォトレタッチ……画像に効果を付けます。

シャープ……よりシャープな感じの画像にしま
す。

ソフト……よりソフトな感じの画像にします。

セピア……セピア調の画像にします。

浮き彫り……レリーフのような浮き彫り効果のあ
る画像にします。

ネガ……ネガ画像にします。

ミラー……左右を反転した画像にします。

マーカースタンプ……「マーカースタンプを貼り付け
る」→P.276

文字スタンプ……「文字スタンプを貼り付ける」
→P.276

トリミング……「トリミングする」→P.277

明るさ……画像の明るさを「－2～±0～＋2」の5段
階で調節します。
vで明るさを調節

回転……画像を回転させる角度を、「右90度／左90度
／180度」から選択します。

サイズ変更……変更する画像サイズを選択します。縦
横の比率を保ち、選択したサイズを超えない最大のサ
イズに拡大／縮小されます。メニューに表示される（）
内の数字は横×縦のドット数です。

逆光補正……逆光により暗くなっている部分をはっき
りとした画像にします。

肌色補正……肌色の部分を補正し、きれいな画像にし
ます。

ｉモードメール作成※１……「画像サイズを変更して
ｉモードメールやデコメールを作成する」→P.272

保存※１……編集した画像を保存します。

※1：画像編集後に利用できる機能です。

O
編集を繰り返して行うと、画質が劣化したり、ファイル容量が
増える場合があります。
画像によっては、編集効果が表れにくい場合があります。
編集した画像は、FOMA端末でカメラ撮影した画像として扱
われます。

イメージ編集画面

機能

機能メニュー P.275
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●フレームを重ねる
●内蔵されているフレーム（P.166）のほかに、ダウン

ロードしたフレームを利用することもできます。

1 イメージ編集画面（P.275） p［機
能］「フレーム合成」 フレームを選択
フレームが重なった画像が表示されます。
vでほかのフレームに変更することができます。
■設定したフレームを取り消す場合

o［取消］

●マーカースタンプを貼り付ける
●内蔵されているマーカースタンプのほかに、ダウンロー

ドしたスタンプを利用することもできます。
●マーカースタンプを回転したり、拡大／縮小することが

できます。
●お買い上げ時に登録されている「マーカースタンプ」に

ついては、P.362をご覧ください。

1 イメージ編集画面（P.275） p［機
能］ 「マーカースタンプ」 マーカー
スタンプを選択
■マーカースタンプを編集する場合

p［機能］ 以下の項目から選択

右90度……マーカースタンプを時計回りに90度回転
します。

左90度……マーカースタンプを反時計回りに90度回
転します。

180度……マーカースタンプを180度回転します。

拡大……マーカースタンプを2倍のサイズに拡大しま
す。

縮小……マーカースタンプを1／2のサイズに縮小しま
す。

2 bでマーカースタンプの位置を調整
d［配置］

■ほかのマーカースタンプを貼り付ける場合
o［追加］ 操作1～2を繰り返す

●文字スタンプを貼り付ける

お買い上げ時 文字色：黒　フォント：ゴシック体　文字サ
イズ：通常サイズ

●一度に入力できる最大文字数は全角文字で3～15文字、
半角文字で6～30文字です。ただし、入力できる文字
数は画像サイズ、文字サイズによって変わります。

●文字スタンプの色、フォント、文字サイズを変更するこ
とができます。

1 イメージ編集画面（P.275） p［機
能］ 「文字スタンプ」 文字を入力
■文字スタンプを編集する場合

p［機能］ 以下の項目から選択

文字入力……文字を入力します。

文字色……文字スタンプの色を設定します。
bで色を選択

色パレットを切り替えるときはo［切替］を押します。

フォント……文字スタンプのフォントを「ゴシック体
／ポップ体」から選択します。

文字サイズ……文字スタンプの大きさを「拡大サイズ
／通常サイズ／縮小サイズ」から選択します。

2 bで文字スタンプの位置を調整 d
［配置］

O
ダウンロードしたフレームには縦向きと横向きのものがあ
り、画像のサイズと向きが同じ場合のみフレーム合成できま
す。
トリミングやサイズ変更した画像がフレームと同じサイズの
ときはフレーム合成できます。このとき、サイズ変更してフ
レーム合成した画像は、画質が劣化する場合があります。

取消 配置 機能

O
ダウンロードして使用できるスタンプのサイズは横240×縦
240ドット以下の画像となります。それ以外はGIF画像とし
て扱われます。
マーカースタンプの拡大や縮小は繰り返して操作できます。
編集する静止画のサイズよりマーカースタンプを拡大するこ
とはできません。また、1ドット未満に縮小することはでき
ません。

O
フォントの太さは「フォント設定」（P.130）で設定した太
さになります。

配置

　　　ぼくの犬

機能
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●トリミングする

1 イメージ編集画面（P.275） p［機
能］ 「トリミング」 切り抜く画像サ
イズを選択
メニューに表示される（）内の数字は横×縦のドット
数です。

2 bで切り抜き枠の位置を調整 d［確
定］

〈ｉモーション〉

撮影した動画／ｉモーションを再生する
撮影した動画、ｉモードのサイトやインターネット
ホームページから取得したｉモーションなどは、
データBOXのｉモーションで再生します。
●「サイトからｉモーションを取得する」→P.203

1 i 「ｉモーション」
「フォルダ一覧画面」が表示されます。
ｉモーションのフォルダ内容
について→P.266

2 フォルダを選択
「動画一覧画面」（プレビュー表示）が表示されます。
動画一覧画面の見かた
→P.277

3 動画を選択
「ｉモーション画面」が表示され、動画の再生がはじま
ります。
vで前または次の動画を再生する
ことができます。
「ｉモーション再生中の操作につ
いて」→P.279

再生が終わると、「ｉモーション
停止画面」になります。

プレビュー表示／タイトル一覧の見かた
●画像種別アイコン、取得方法アイコン、設定できる項目

アイコンについて→P.268
● タイトル、ファイル名について→P.269

■プレビュー表示
画面に4件の動画がタイトル一覧で表示され、選択さ
れている動画のプレビュー画面がタイトル一覧の下
に表示されます。また、画像種別とその取得方法、そ
の動画が設定できる項目がアイコンで確認できま
す。
音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のな
いｉモーション）などは、プレビュー画面は表示さ
れません。

確定取消 機能

フォルダ一覧画面

選択 機能

　モーション

　　カメラ
　　プリインストール
　　プログラム

　　ＩＮＢＯＸ

機能メニュー P.281、
290

動画一覧画面
（プレビュー表示）

再生 機能

カメラ １／３

　　　２００６／１０／１８　１２：２０
　　　２００６／１０／１７　１７：１５
　　　２００６／１０／１７　０９：５０

　　　２００６／１０／１８　１３：３５

機能メニュー P.278

O
マナーモードに設定中、音声のある動画またはｉモーション
を再生しようとしたときは、音声再生するかどうかの確認
メッセージが表示されます。「NO」を選択すると音声なしで
映像のみが再生されますが、音声のみのｉモーション（歌手
の歌声など映像のないｉモーション）を再生しようとした場
合や、連続再生中やプログラム再生中に音声のみのｉモーショ
ンの順番になった場合は再生を中止します。
動画やｉモーションの再生中にメールやメッセージR／Fなど
を受信した場合、映像や音声が途切れる場合があります。
FOMA N702iS以外で撮影した動画は正しく再生できな
い場合があります。

ｉモーション画面

早送 停止

　００：０１／００：４０

ｉモーション停止画面

再生 機能

　００：４０／００：４０

機能メニュー P.280

再生 機能

カメラ １／３

　　　２００６／１０／１８　１２：２０
　　　２００６／１０／１７　１７：１５
　　　２００６／１０／１７　０９：５０

　　　２００６／１０／１８　１３：３５

画像種別アイコン
取得方法アイコン

タイトル

プレビュー
画面

設定できる
項目アイコン
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■タイトル一覧
画面に9件の動画がタイトル一覧で表示され、画像種
別とその取得方法、その動画が設定できる項目がア
イコンで確認できます。

動画一覧画面
●選択したフォルダによって利用できる機能が異なるた

め、機能メニューに表示される項目が異なります。

1 動画一覧画面（P.277） p［機能］
以下の項目から選択

ｉモーション編集……「動画を編集する」→P.281

タイトル編集……動画のタイトルを編集します。
全角文字で9文字、半角文字で18文字まで入力できま
す。

着信音設定……動画の音声を音声電話、テレビ電話、
メール、チャットメール、メッセージR、メッセージF
の着信音に設定します。→P.114

待受画面設定……動画を待受画面に設定します。

ｉモーション情報……「ｉモーション情報について」
→P.279

ｉモードメール作成……動画を添付してｉモードメー
ルを作成します。「ｉモードメールを作成して送信する」
→P.210

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

フォルダ移動……移動先のフォルダを選択し、動画を移
動します。

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用す
る」→P.132

ファイル名編集……動画のファイル名を編集します。
半角の英字、数字と記号（“-”、“_”のみ）で36文字
まで入力できます。

ファイル制限……保存した動画を再配布できるかどう
かを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

タイトル初期化……変更したタイトルを取得したとき
のタイトルに戻します。

1件削除……動画を1件削除します。

全削除……フォルダ内の動画をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

複数選択……「データを複数選択する」→P.291

保存容量確認……FOMA端末に保存されている動画の
保存データ容量と空きデータ容量を確認します。

ソート……取得した日時の新しい順／古い順など、条件
を選択して動画を並び替えます。なお、選択したフォ
ルダだけでなく、マイピクチャ、ｉモーションそれぞ
れの以下のフォルダ内の画像や動画もすべて並び替え
ます。
INBOX／カメラ／デコメールピクチャ（マイピクチャ
のみ）／シークレット／ユーザ作成フォルダ

一覧表示切替……動画の一覧表示のしかたを選択しま
す。

シークレットに保管⇔シークレットから出す※1……
「各種データを表示できないようにする」→P.146

※1：シークレットモード、シークレット専用モードのと
きのみ表示されます。

再生 機能

カメラ　　　１／２

　　　２００６／１０／１８　１２：２０
　　　２００６／１０／１７　１７：１５
　　　２００６／１０／１７　０９：５０
　　　２００６／１０／１６　１０：４８
　　　２００６／１０／１６　０８：１８
　　　２００６／１０／１５　２２：３２
　　　２００６／１０／１５　１２：５５
　　　２００６／１０／１５　１０：２３

　　　２００６／１０／１８　１３：３５

画像種別アイコン
取得方法アイコン

タイトル

設定できる
項目アイコン

O
＜着信音設定＞
着信音設定が「可」の動画やｉモーションのみ設定できます。
着信音設定の「可／不可」は、「ｉモーション情報」で確認で
きます。
パソコンや他のFOMA端末から転送したｉモーションや動画
は着信音に設定できません。→P.115
＜待受画面設定＞
待受画面に設定した動画やｉ モーションを削除したり、シー
クレットフォルダに保管すると、待受画面はお買い上げ時の
設定に戻ります。
以下の場合は待受画面に設定できません。
・音声だけの動画やｉモーション、テキストだけのｉモー
ション

・再生制限ありのｉモーション
動画によっては、待受画面で正しく表示されない場合があり
ます。
待受画面に設定したｉモーションからWeb To機能、Mail To
機能、Phone To（AV Phone To）機能は利用できません。
＜ｉモードメール作成＞
以下の場合はｉモードメール作成できません。
・保存メールが20件あるとき
・FOMA端末外への出力が禁止されているｉモーション
・再生制限ありのｉモーション
・「撮影後ファイル制限あり」のキャラ電を撮影した動画
＜保存容量確認＞
表示される容量はおおよその目安です。
＜ソート＞
「ファイル取得元順」を選択した場合、以下の順にソートされ
ます。また、同じ取得元アイコンの動画やｉモーションは、
「ファイル取得元順」を選択する前の順番でソートされます。
①ダウンロードしたり、ｉアプリから取得したｉモーション
②カメラで撮影した動画
③赤外線通信などで取得した動画
④キャラ電撮影した動画
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●ｉモーション情報について
以下の情報が確認できます。

ｉモーション再生中の操作について

ｉモーション再生中には以下の操作を行うことが
できます。

※1：「データ取得完了画面」（P.203）から再生した場合は、操
作できません。

※2：ｉモーションによっては利用できない場合があります。

●Phone To機能、Mail To機能、Web To機
能を利用する

再生が終わった後、画面に下線のついた電話番号や
メールアドレス、URLが表示された場合は、Phone
To／AV Phone To機能、Mail To機能、Web To
機能（P.195）を利用できます。
● Phone To／AV Phone To機能やMail To機能を利用

できる場合、再生が終わった後「電話帳登録」を選択し
て電話帳に登録できます。→P.101

項目 情報内容
ファイル名 ファイル名を表示

フォーマット ファイル形式を表示

初期タイトル オリジナルタイトル名を表示　

作成者 ファイルの作成者情報を表示（情報がないと
きは「不明」を表示）

コピーライト ファイルの著作権情報を表示（情報がないと
きは「不明」を表示）

保存日時 ファイルの保存日時（年／月／日　時：分）
を表示

ファイルサイズ ファイルサイズをKバイト表示

表示サイズ ファイルの表示サイズ（横×縦ドット）を表
示

取得元 ファイルの取得元を表示

説明 ファイルの説明を表示（情報がないときは
「不明」を表示）

ファイル制限 ファイル制限の「あり／なし」を表示

再生制限 回数制限が
ある場合

残り再生回数と全再生回数を
表示

期限制限が
ある場合

「ファイル登録日時～再生期
限日時」を表示

期間制限が
ある場合

「再生開始可能日時～再生期
限日時」を表示

再生制限が
ない場合

「なし」を表示

ビデオ 映像の「あり／なし／再生不可」を表示

オーディオ 音声の情報「AMR／AAC／なし／再生不可
（MP4）」を表示

テキスト テキストの「あり／なし／再生不可」を表示

着信音設定 着信音設定の「可／不可」を表示（着信音に
設定されているときは、設定先を表示）

着信画面設定 着信画面設定の「可／不可」を表示（着信画
面に設定されているときは、設定先を表示）

操作ボタン 動作
d 一時停止／再生を再開

f（a［ ］）、
g（s［MEMO／CHECK］）

音量調節

v 前後の動画やｉモーションの再
生※1

o 早送り再生

早送 停止

　　　　　　　　　　　００：０１／００：１０

　　　決勝ゴールを決めたドコモ選手

　　　　　　　　　　　００：０１／００：１０

早送 停止 早送 停止

再生中の場合 テロップ表示の場合 音量調節の場合

p 消音（ミュート）（音声や音楽が
ないときは無効になります）

h（1秒以上） 巻戻し※2

j（1秒以上） 早送り※2

dで再生一時停止後、o コマ送り（押すごとにコマが進み
ます）

dで再生一時停止後、機能
メニューから「スロー再生」

スロー再生

t 終了

O
お買い上げ時のｉモーションの音量は「レベル4」に設定さ
れています。音量は「レベル0」～「レベル6」まで設定で
き、次回も設定した音量で再生されます。
ｉモーションで設定した音量は、「着信音量」で設定されて
いる着信音量などには反映されません。
シーク（巻戻し、早送り）は、動画の再生中（スロー再生、早
送り再生も含む）または一時停止中に実行できます。
シーク（巻戻し、早送り）中は無音です。
以下の場合はシーク（巻戻し、早送り）ができません。
・停止中のとき
・データを取得しながら再生できるｉモーションを再生中
のとき

・シークポイントがないｉモーションのとき
・シークポイントの間隔が広いｉモーションのとき
・シークポイントが先頭にしかないｉモーションのとき
シーク（巻戻し、早送り）やコマ送り中にテロップは表示さ
れません。

O
シークレットフォルダに保管したｉモーションからPhone
To機能、Mail To機能、Web To機能は利用できません。

操作ボタン 動作

Phone To機能の場合 Mail To機能の場合 Web To機能の場合

この製品については０３ＸＸＸＸＸＸＸＸまで。

機能

　　　　　　　　　　　００：１０／００：１０

選択選択

ご応募はｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ。

機能

　　　　　　　　　　　００：１０／００：１０

選択

情報満載ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．△△△．ａｂｃ．ｃｏ．ｊｐへ！

機能

　　　　　　　　　　　００：１０／００：１０
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ｉモーション停止（一時停止）画面
●選択したフォルダによって利用できる機能が異なるた

め、機能メニューに表示される項目が異なります。

1 ｉモーション停止画面（P.277） p
［機能］ 以下の項目から選択

通常再生……一時停止のときは、一時停止した位置か
ら再生を再開します。

スロー再生……スロー再生をします。
通常の再生に戻るときは、o［再生］を押すか、一時
停止させて機能メニューから「通常再生」を選択しま
す。

早送り再生……早送り再生をします。
通常の再生に戻るときは、o［再生］を押すか、一時
停止させて機能メニューから「通常再生」を選択しま
す。

停止……ｉモーションを終了して動画一覧画面に戻り
ます。

再生位置選択……位置を指定して再生をはじめます。
v 再生したい位置を選択

ｉモーション編集……「動画を編集する」→P.281

ｉモードメール作成……動画を添付したｉモードメー
ルを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

着信音設定……動画の音声を音声電話、テレビ電話、
メール、チャットメール、メッセージR、メッセージF
の着信音に設定します。→P.114

待受画面設定……動画を待受画面に設定します。

連続再生設定……フォルダ内のファイル順にｉモー
ションを連続再生するかどうかを設定します
（FOMA端末ではリピート再生となります）。

ON……フォルダ内のファイル順にｉモーション
を連続再生します。

OFF（お買い上げ時）……選択したｉモーション
のみ再生します。

ｉモーション情報……「ｉモーション情報について」
→P.279

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

画像表示設定……画像の表示方法を設定します。

等倍表示（お買い上げ時）……実際のサイズで表
示します。

画面サイズで表示……画面のサイズに拡大して表
示します。

O
＜スロー再生＞
スロー再生中は無音です。
データを取得しながら再生しているｉモーションは、スロー
再生できません。
＜早送り再生＞
早送り再生中は無音です。
データを取得しながら再生しているｉモーションは、早送り
再生できません。
＜再生位置選択＞
動画やｉモーションによっては、再生位置を選択できない場
合があります。
＜ｉモードメール作成＞
以下の場合はｉモードメール作成できません。
・保存メールが20件あるとき
・再生制限ありのｉモーション
・「撮影後ファイル制限あり」のキャラ電を撮影した動画
・FOMA端末外への出力が禁止されているｉモーション
※ファイルサイズが500Kバイトを超える動画は添付可能な
サイズに切り出すことができます。→P.283

＜着信音設定＞
着信音設定が「可」の動画やｉモーションのみ設定できます。
着信音設定の「可／不可」は、「ｉモーション情報」で確認
できます。
パソコンや他のFOMA端末から転送したｉモーションや動画
は着信音に設定できません。→P.115
＜待受画面設定＞
待受画面に設定した動画やｉモーションを削除したり、シー
クレットフォルダに保管すると、待受画面はお買い上げ時の
設定に戻ります。
以下の場合は待受画面に設定できません。
・音声だけの動画やｉモーション、テキストだけのｉモー
ション

・再生制限ありのｉモーション
動画によっては、待受画面で正しく表示されない場合があり
ます。
待受画面に設定したｉモーションからWeb To機能、Mail
To機能、Phone To機能は利用できません。
＜連続再生設定＞
ｉ モーションを終了した後も連続再生設定の設定は保持され
ます。
連続再生設定を「ON」に設定している場合、再生できない
データは自動的にスキップして連続再生します。また、ｉモー
ションからのPhone To／AV Phone To機能、Mail To機
能、Web To機能は利用できません。
再生制限が設定されているｉモーションなどを再生しようと
すると、その制限についてのメッセージ画面が表示され連続
再生が停止する場合があります。
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●動画を好きな順に再生する
＜動画プログラム再生＞

お好きな動画を10件まで選んで登録しておき、複
数の動画を連続して再生します。

1 フォルダ一覧画面（P.277） 「プロ
グラム」を反転 p［機能］ 「プロ
グラム編集」 登録する番号を選択
フォルダを選択 動画を選択 操作を
繰り返して登録

■登録した動画を解除する場合
解除したい動画を選択 フォルダ選択画面で

「ムービー解除」 「YES」

2 o［完了］
ｉモーションのフォルダ一覧画面が表示されます。
プログラムフォルダを選択するとプログラム再生がは
じまり、登録した動画が繰り返し再生されます。

プログラムフォルダ（ｉモーショ
ン・メロディ）

1 ｉモーションのフォルダ一覧画面
（P.277）／メロディのフォルダ一覧画
面（P.288） 「プログラム」を反転
p［機能］ 以下の項目から選択

フォルダ追加……フォルダ名を入力してフォルダを追
加します。
全角文字で10文字、半角文字で20文字まで入力でき
ます。

フォルダ名編集……プログラムフォルダのフォルダ名
は変更できません。

フォルダ削除……プログラムフォルダは削除できませ
ん。

プログラム編集……プログラム編集を開始します。す
でにプログラムされているときは、プログラムを編集
することができます。
「動画を好きな順に再生する」→P.281
「メロディを好きな順に再生する」→P.290

プログラム解除……プログラム編集した動画やメロ
ディを解除します。

〈ｉモーション編集〉

動画を編集する
●編集中は、マルチタスク機能を利用できません。
●以下の動画が編集できます。
・カメラで撮影した動画
・赤外線通信などで取得した動画やｉモーション
（内容によっては編集不可の場合あり）
・キャラ電で撮影した動画
（ただし、撮影後にファイル制限「あり」となった
動画は編集不可）

＜例：INBOX、カメラ、ユーザ作成フォルダの動画
一覧画面＞ 

1 動画一覧画面（P.277） p［機能］
「ｉモーション編集」

「ｉモーション編集画面」が表示されます。

2 p［機能］ 編集項目を選択→P.282

O
プログラム再生で登録したｉモーションや動画を削除した場
合、削除したファイルはプログラム再生からも削除されます。

プログラム

　〈２番目〉
　〈３番目〉
　〈４番目〉

　〈１番目〉

O
編集によって画質が劣化したり、ファイル容量が増減する場
合があります。
編集後の確認画面で電話がかかってきたり、電池がなくなっ
た場合、FOMA端末を折り畳んだ場合は、確定している編集
内容で保存されます。ただし、保存されている動画がいっぱ
いのときは保存されません。
編集中に表示されるファイル容量は目安です。

ｉモーション編集画面

機能

　００：００／００：４０

機能メニュー P.282
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ｉモーション編集画面

1 ｉモーション編集画面（P.281） p
［機能］ 以下の項目から選択

ｉモーション切り出し……「動画の一部を切り出す」
→P.282

イメージ切り出し……お好みの1コマを静止画に切り
出します。
d［再生］ 切り出したい場面で、d［停止］ o

［確定］ 「YES」 フォルダを選択

アフレコ編集……音声部分を消して新たに音声を録音
します。「アフレコで音声を録音する」→P.282

テロップ編集……「動画にテロップを入れる」→P.282

メールサイズ切り出し……「動画をメールに添付でき
るサイズに切り出す」→P.283

ｉモードメール作成……編集した動画を添付した
ｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210 

ファイル制限……保存した動画を再配布できるかどう
かを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

●動画の一部を切り出す

1 ｉモーション編集画面（P.281） p
［機能］「ｉモーション切り出し」o
［始点］
切り出しが開始されます。
■途中の場面から切り出す場合

d［再生］ 切り出しをはじめたい場面でd
［停止］ o［始点］

2 切り出したい最後の場面でd［停止］
o［終点］

切り出した動画が再生され、再生が終わったら自動的
に停止します。
■もう一度確認する場合

o［デモ］

3 d［確定］ d［保存］ 「YES」

●アフレコで音声を録音する
動画に新たに音声を付け加えます。

1 ｉモーション編集画面（P.281） p
［機能］ 「アフレコ編集」 o［始点］
録音が開始されます。
■途中の場面から録音する場合

d［再生］ 録音をはじめる場面まで再生
o［始点］

2 録音が終わったらo［終点］
動画の再生は続いています。o［始点］、o［終点］
を押して続けて録音することができます。

3 アフレコ編集を終了するときはd［完
了］
■アフレコした動画を確認する場合

o［デモ］

4 d［確定］ d［保存］ 「YES」

●動画にテロップを入れる

お買い上げ時 文字色：黒、背景色：白、文字サイズ：標準、文
字位置：左寄せ、点滅／下線／スクロール：OFF

動画に新しくテロップを追加したり、編集します。
● 1つの動画につき、5件のテロップを編集できます。1

件につき全角文字で20文字まで入力できます。

1 ｉモーション編集画面（P.281） p
［機能］ 「テロップ編集」 「新規作成」

2 d［再生］ テロップを入れたい場面
でd［停止］
冒頭からテロップを入れる場合、この操作は不要です。

3 o［始点］ テロップの文字を入力

4 テロップの効果を以下の項目から選択
設定が終わったら「設定完了」を選択します。

文字色……文字の色を設定します。
bで色を選択

色パレットを切り替えるときはo［切替］を押します。

背景色……背景の色を設定します。
bで色を選択

色パレットを切り替えるときはo［切替］を押します。

文字サイズ……文字の大きさを「標準／拡大」から選
択します。

文字位置……文字を表示する位置を「左寄せ／センタ
リング／右寄せ」から選択します。

点滅……文字の点滅を設定します。

下線……文字の下線を設定します。

スクロール……スクロールのしかたを設定します。

O
＜ｉモードメール作成＞
以下の場合はｉモードメール作成できません。
・編集した動画のファイル容量が500Kバイトを超えるとき
（ただし、添付可能なサイズに切り出すことができます
→P.283）。

・保存メールが20件あるとき

O
切り出し中は、切り出したときのおおよそのファイル容量が
表示されます。

O
テロップのある動画にアフレコ編集を行うと、テロップが削
除されます。
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OFF……スクロールを行いません。

スクロールイン／スクロールアウト／スクロール
イン･アウト……項目を選択後、さらにスクロール
する方向を「右から左へ／左から右へ／下から上
へ／上から下へ」から選択します。

設定完了……テロップ効果の設定を終了します。

5 d［再生］ テロップ表示を終了する
場面でd［停止］ o［終点］
操作2～5を繰り返してテロップを続けて入れることが
できます。
■テロップリストが表示された場合

o［完了］

6 テロップの編集が終わったらp［機能］
「テロップ編集完了」

■テロップを入れた動画を確認する場合
o［デモ］

■テロップを修正する場合
p［修正］

テロップの修正について→P.283

7 d［確定］ d［保存］ 「YES」

●登録されているテロップを修正する
●すでにテロップが登録されている動画の場合、テロップ

情報が一部削除される可能性があることを通知する
メッセージが表示されます。

1 ｉモーション編集画面（P.281） p
［機能］ 「テロップ編集」 「YES」
「編集」

テロップリスト画面が表示されます。

■テロップの詳細を確認する場合
テロップを選択 詳細を確認 t 

2 修正するテロップを反転 p［機能］
以下の項目から選択

文字変更……テロップの文字を編集します。

効果変更……文字色、背景色、スクロールの方向など
テロップの効果を変更します。

開始位置変更……テロップの始点を指定し直します。

終了位置変更……テロップの終点を指定し直します。

テロップ追加…… 「＜追加可能＞」 テロップを追加

テロップ削除……テロップを1件削除します。

3 編集が終わったらo［完了］

4 d［確定］ d［保存］ 「YES」

●動画をメールに添付できるサイズに切り出す
●切り出し可能な動画は、カメラで撮影した290Kバイト

より大きい動画です。

1 ｉモーション編集画面（P.281） p
［機能］ 「メールサイズ切り出し」
切り出す動画サイズを選択

2 d［再生］ 切り出しをはじめたい場
面でd［停止］ o［始点］
切り出しが開始されます。
メールに添付できる最大サイズになると、自動的に再
生が停止します。
■切り出した動画を確認する場合

o［デモ］

3 d［確定］ d［保存］ 「YES」

O
テロップ編集を行うと、編集したデータは着信音などに設定
できません。
スクロールの速度は始点から終点までの時間に合わせて自動
的に設定されます。
FOMA N702iSに未対応のテロップ効果は削除されたり、変
更される場合があります。

テロップリスト

　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞
　＜未登録＞

　テロップ１

O
「テロップ追加」を選択した場合、再生中にすでに登録されて
いる別のテロップの始点の位置になったときは、その位置を
編集中のテロップの終点にするかどうかの確認メッセージが
表示されます。「YES」を選択するとテロップが新規登録され
ます。「NO」を選択すると、テロップの一覧画面に戻ります。

O
テロップが登録されている動画の場合、テロップがついた状
態での切り出しはできません。
切り出し中は、切り出したときのおおよそのファイル容量が
表示されます。
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キャラ電とは
テレビ電話をお使いのときに、相手のFOMA端末に
自分側のカメラ映像を送る代わりにキャラクタを代
替画像として送信します。

キャラ電を表示する

お買い上げ時 画像表示設定：画面サイズで表示　代替画像
設定：Dimo

●キャラ電をダウンロードする→P.194
● 内蔵されているキャラ電は以下のとおりです。

1 i 「キャラ電」
「キャラ電一覧画面」が表示されます。

2 キャラ電を選択
「キャラ電画面」が表示されます。

キャラ電一覧の見かた
●画像種別アイコン、取得方法アイコン、設定できる項目

アイコンについて→P.268
● タイトル、ファイル名について→P.269

画面に9件のキャラ電がタイトル一覧で表示され、画
像種別（キャラ電）とその取得方法、そのキャラ電が
設定できる項目がアイコンで確認できます。

キャラ電を操作する

用意されているいろいろなアクションから選択して
再生できます。

1 キャラ電画面（P.284） キャラ電を
操作する
■アクション一覧を確認する場合

w
一覧表示されるアクションは、
キャラ電の種類によって異なり
ます。
アクション一覧でアクション名
の右にある「1」や「#1」など
は、キャラ電表示中にそのダイヤ
ルボタンを押すと、対応するアク
ションを再生することを示して
います。
<アクションの詳細を確認する場合>
アクションを反転 o［詳細］ 詳細を確認
p［閉］

■アクションモードを切り替える場合
o［パーツ／全体］
が表示されているときはパーツアクションモー

ドに、 が表示されているときは全体アクション
モードに切り替わります。
（全体アクション）：感情などキャラ電全体の動

きを表現するアクションモードです。
（パーツアクション）：頭や手足などのキャラ電

の部分的な動きを表現するアクションモードです。

■キャラ電表示中にダイヤルボタンでアクション
を選択する場合
キャラ電表示中の画面で以下のダイヤルボタンを押
してアクションを再生します。
「全体アクション」：アクション一覧でアクション名
の右にある1桁の数字（1～9）またはq1
～q9 
「パーツアクション」：アクション一覧でアクション
名の右にある2桁の数字（11～99） 

Dimo ビーンズ（Beans） サンデー（Sunday）©  BVIG
機能 機能ハ゜ーツ 機能ハ゜ーツ ハ゜ーツ

キャラ電一覧画面

再生 機能

キャラ電

　　ビーンズ（Ｂｅａｎｓ）
　　サンデー（Ｓｕｎｄａｙ）

　　Ｄｉｍｏ

機能メニュー P.285

キャラ電画面

機能ハ゜ーツ

機能メニュー P.285

再生 機能

キャラ電 １／２

　　ビーンズ（Ｂｅａｎｓ）
　　サンデー（Ｓｕｎｄａｙ）
　　　ＤＬ　キャラ電１
　　　ＤＬ　キャラ電２
　　　ＤＬ　キャラ電３
　　　ＤＬ　キャラ電４
　　　ＤＬ　キャラ電５
　　　ＤＬ　キャラ電６

　　Ｄｉｍｏ

画像種別アイコン（キャラ電）

タイトル

取得方法アイコン

設定できる
項目アイコン

笑う　　　　　　　　：１
バンザイ　　　　　　：２
泣き　　　　　　　　：３
怒る　　　　　　　　：４
驚く　　　　　　　　：５
悩む　　　　　　　　：６
首を傾げる　　　　　：７
寝る　　　　　　　　：８
照れる　　　　　　　：９
YES　　 　　　　　　：＃１

選択詳細

　　　アクション一覧 　 １/２
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＜例：全体アクション「怒る」を選択する場合＞
※キャラ電は正像表示です。

＜例：パーツアクション「顔アップ」を選択する場合＞

■音声に合わせてキャラ電の口の動きに変化を付
ける場合
キャラ電によっては、送話口から
の音声に合わせてキャラ電も一
緒に話しているような口の動き
を与えることができるものもあ
ります。
機能メニューやダイヤルボタン
を押してアクションの再生が行
われた場合は、送話口からの音声
よりも選択したアクションの動
きが優先されます。

キャラ電一覧画面

1 キャラ電一覧画面（P.284） p［機
能］ 以下の項目から選択

キャラ電発信……キャラ電を代替画像としてテレビ電
話をかけます。
電話番号を入力 rまたはo［ ］

キャラ電発信画面でbを押すと、着信履歴、リダイヤ
ル、電話帳から電話番号を検索できます。

代替画像設定……キャラ電をテレビ電話の代替画像に
設定します。

キャラ電撮影……「キャラ電を静止画／動画として保
存する」→P.286

タイトル編集……キャラ電のタイトルを編集します。
全角文字で18文字、半角文字で36文字まで入力でき
ます。

情報表示……「キャラ電情報について」→P.286

保存容量確認……キャラ電の保存データ容量と空き
データ容量を確認します。

デスクトップ貼付…「デスクトップアイコンを利用す
る」→P.132

1件削除……キャラ電を1件削除します。

全削除……キャラ電をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

複数選択……「データを複数選択する」→P.291

画像表示設定……画像の表示方法を設定します。

等倍表示……実際のサイズで表示します。

画面サイズで表示（お買い上げ時）………画面の
サイズに拡大して表示します。

タイトル初期化……変更したタイトルを取得したとき
のタイトルに戻します。

キャラ電画面

1 キャラ電画面（P.284） p［機能］
以下の項目から選択

キャラ電発信……キャラ電を代替画像としてテレビ電
話をかけます。
電話番号を入力 rまたはo［ ］

キャラ電発信画面でbを押すと、着信履歴、リダイヤ
ル、電話帳から電話番号を検索できます。

代替画像設定……キャラ電をテレビ電話の代替画像に
設定します。

キャラ電撮影……「キャラ電を静止画／動画として保
存する」→P.286

キャラ電切替……表示するキャラ電を選択します。

デスクトップ貼付…「デスクトップアイコンを利用す
る」→P.132

アクション一覧……アクション一覧を表示します。
→P.284

アクション切替……アクションモードを切り替えま
す。→P.284

キャラ電情報……「キャラ電情報について」→P.286

画像表示設定……画像の表示方法を設定します。

等倍表示……実際のサイズで表示します。

画面サイズで表示（お買い上げ時）………画面の
サイズに拡大して表示します。

機能ハ゜ーツ

4o［全体］

機能ハ゜ーツ

機能全体

12

機能全体

o［パーツ］

機能ハ゜ーツ

O
＜保存容量確認＞
表示される容量はおおよその目安です。
＜1件削除＞＜全削除＞
テレビ電話の代替画像に設定されているキャラ電を削除しよ
うとした場合、削除するかどうかの確認メッセージが表示さ
れます。「YES」を選択して削除した場合は、内蔵されている
キャラ電「Dimo」が代替画像に設定されます。「Dimo」が
削除されている場合は内蔵されている静止画の代替画像を送
信します。
電話帳に登録されているキャラ電を削除しようとした場合、
削除するかどうかの確認メッセージが表示され、削除した場
合は電話帳に登録されているキャラ電も削除されます。

キ
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●キャラ電情報について
以下の情報が確認できます。

キャラ電を静止画／動画として保存する
＜キャラ電撮影＞

■キャラ電撮影画面の見かた

①現在選択されているアクションモード

：全体アクション

：パーツアクション

②撮影モード

：静止画撮影

：動画撮影

③「画像保存設定」の設定

：ノーマル

：ファイン

：スーパーファイン

④「動画保存設定」の設定内容

：標準

：画質優先

：時間優先

：動き優先

⑤「動画容量設定」の設定内容

：メール（小）

：メール（大）

：動画メモ

⑥「撮影種別設定」の設定内容

：映像+音声

：映像のみ

⑦「画像サイズ選択」に設定しているサイズを表示

：QCIF（176×144）

：縮小サイズ（117×96）

⑧撮影の状態

：スタンバイ

：撮影中

⑨残り撮影時間を「分：秒」で表示（撮影前は非表示）

●静止画を撮影する

1 キャラ電画面（P.284） p［機能］
「キャラ電撮影」

「キャラ電撮影画面（静止画）」が表示されます。

2 アクションを操作 d［撮影］
アクションの操作について→P.284
■パーツアクションにする場合 

o［パーツ］
■撮影し直す場合

t 

3 d［保存］
撮影した静止画は、マイピクチャのカメラフォルダに
保存されます。

項目 情報内容
初期タイトル オリジナルタイトル名を表示

ファイル名 ファイル名を表示

撮影後ファイル
制限

撮影後ファイル制限の「あり／なし」を表示

ファイル制限 ファイル制限の「あり／なし」を表示（ただ
し、ファイル制限なしのキャラ電でも、ダウ
ンロードするとファイル制限ありに変更）

表示サイズ ファイルの表示サイズ（横×縦ドット）を表
示

ファイルサイズ ファイルサイズをKバイト表示

取得元 ファイルの取得元を表示（内蔵されている
キャラ電のときは空白）

保存日時 ファイルの保存日時（年／月／日　時：分）
を表示

代替画像設定 代替画像の設定先を表示（設定されていない
ときは「設定なし」を表示）

O
「撮影後ファイル制限」とは、キャラ電撮影した静止画、動画
のメール添付や編集などを規制するかしないかを表したもの
です。

静止画撮影の場合 動画撮影の場合

ハ゜ーツ 機能撮影

3
72

1

ハ゜ーツ 機能撮影

6 9

7

88

2
1

4 5

O
以下の場合、撮影確認音は鳴りません。
・着信音量の「電話」が「消去」のとき
・マナーモードなど電話の着信音量が「消去」のとき

キャラ電撮影画面（静止画）

ハ゜ーツ 機能撮影

機能メニュー P.287
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キャラ電撮影画面

1 キャラ電撮影画面（P.286） p［機
能］ 以下の項目から選択

キャラ電切替……キャラ電を選択し、撮影するキャラ
電を切り替えます。

代替画像設定……キャラ電をテレビ電話の代替画像に
設定します。

アクション一覧……アクション一覧を表示します。
→P.284

アクション切替……アクションモードを切り替えま
す。→P.284

画像表示設定……画像の表示方法を設定します。

等倍表示……実際のサイズで表示します。

画面サイズで表示（お買い上げ時）……画面のサ
イズに拡大して表示します。

ムービーモード⇔フォトモード……ムービーモード／
フォトモードを切り替えます。

画像サイズ選択※1……撮影する画像サイズを選択しま
す。メニューに表示される（）内の数字は横×縦のドッ
ト数です。

撮影種別設定※2……動画を撮影する方法を設定しま
す。

映像+音声（お買い上げ時）……映像と音声両方
の動画を撮影します。

映像のみ……映像のみの動画を撮影します。

動画保存設定※2……動画を撮影するときの画質、撮影
時間を設定します。

標準（お買い上げ時）……標準の画質、撮影時間
で撮影します。

画質優先……よりよい画質で撮影したいときに選
択します。撮影時間は標準より短くなります。

時間優先……撮影する時間を長くしたいときに選
択します。画質は標準より劣ります。

動き優先……よりスムーズな動きで撮影したいと
きに選択します。

画像保存設定※1……QCIF（176×144）または縮小
サイズ（117×96）で画像を保存するときのファイ
ル容量を設定します。ファイル容量について→P.164

動画容量設定※2……撮影するときのファイル容量を設
定します。

メール(小)（お買い上げ時）……290Kバイトま
で撮影することができます。標準的な動画を撮影
してｉモードメールに添付したいときに選択しま
す。

メール(大)……490Kバイトまで撮影することが
できます。容量の大きな動画を撮影してｉモード
メールに添付したいときに選択します。

動画メモ……800Kバイトまで撮影することがで
きます。

※1：ムービーモードでは設定できない機能です。
※2：フォトモードでは設定できない機能です。

●動画を撮影する

1 キャラ電撮影画面（静止画）（P.286）p［機能］ 「ムービーモード」
「キャラ電撮影画面（動画）」が表示されます。

2 d［撮影］ アクションを操作
アクションの操作について→P.284
■パーツアクションにする場合

o［パーツ］
■撮影した動画を確認する場合

p［機能］ 「再生確認」
■撮影し直す場合

t 
■撮影を途中で終了して保存する場合

d［終了］

3 d［保存］
撮影した動画は、ｉモーションのカメラフォルダに保
存されます。

O
＜キャラ電切替＞
キャラ電を切り替えると、アクションモードは全体アクショ
ンモードになります。

O
動画撮影中にアクション操作をすると、ボタン操作音が送話
口／マイクから録音される場合があります。
画像サイズは、QCIF（176×144）のみです。画像サイズ
は変更できません。
以下の場合、撮影確認音は鳴りません。
・着信音量の「電話」が「消去」のとき
・マナーモードなど電話の着信音量が「消去」のとき
スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続しているとき
は、「イヤホン接続時マイク切替」の設定に従って音声が録音
されます。

キャラ電撮影画面（動画）

ハ゜ーツ 機能撮影

機能メニュー P.287
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〈メロディ〉

メロディを再生する
内蔵メロディや効果音、サイトなどからダウンロー
ドしたメロディは、データBOXのメロディで再生し
ます。

1 i16
「フォルダ一覧画面」が表示されます。
メロディのフォルダ内容につ
いて→P.266

2 フォルダを選択
「メロディ一覧画面」が表示されます。
メロディ一覧の見かた
→P.288

3 メロディを選択
「メロディ画面」が表示され、メロディの再生がはじま
ります。
vで前または次のメロディを
再生することができます。
「メロディ再生中の操作につい
て」→P.289

メロディ一覧の見かた

画面に9件のメロディがタイトル一覧で表示され、
メロディ種別とその取得方法、そのメロディが設定
できる項目がアイコンで確認できます。

■メロディ種別アイコン

※1：ファイル制限が設定されているメロディのアイコンには
「 」が付きます。

※2：メロディには、あらかじめ再生部分が指定されていること
があります。そのため着信音などに設定したときは指定部
分のみが再生されます。データBOXのメロディで再生を
行うと、すべてのメロディを再生できます。

■取得方法アイコン

■設定できる項目アイコン

■タイトル、ファイル名について
サイトなどから取得したメロディにはオリジナルの
タイトルが付きます。
タイトルはFOMA端末のメロディ一覧画面に表示さ
れる名前です。
ファイル名はパソコンなどに送ったときに表示され
るメロディデータの名前です。
ファイル名に不正な文字があるときのファイル名は
「melodyxxx」（xxx：3桁の数字）になります。
ファイル名の末尾3桁の数字は同一ファイル名を区
別するためのシリアル番号として付けられます。

O
再生中の音量は、着信音量の「電話」で設定した音量になり
ます（「消去」または「ステップ」に設定されているときは
「レベル2」で再生します）。

フォルダ一覧画面

選択 機能

メロディ

　　プリインストール
　　おしゃべり
　　プログラム

　　ＩＮＢＯＸ

機能メニュー P.281、
290

メロディ一覧画面

再生 機能

ＩＮＢＯＸ　　１／２

　　　テーマソング
　　　アメリカンロック
　　　赤い屋根の下
　　　ヒット曲
　　　ワカメのダンス
　　　アニメの歌
　　　湘南レース
　　　なつかしのメロディ

　　　ホノルルのタベ

機能メニュー P.289

メロディ画面

機能停止

ホノルルのタベ

機能メニュー P.289

アイコン アイコンの内容

MFi／SMFのメロディ※1※2

アイコン アイコンの内容

アイコンなし プリインストールされているメロディ

サイトなどから取得したメロディ

赤外線通信やバーコードリーダー、パソコンなど
から取得したメロディ

アイコン アイコンの内容

ｉモードメールに添付できるメロディ（10,000
バイト以下）

着信音に設定できるメロディ

赤外線通信で送信可能なメロディ

再生 機能

ＩＮＢＯＸ　　１／２

　　　テーマソング
　　　アメリカンロック
　　　赤い屋根の下
　　　ヒット曲
　　　ワカメのダンス
　　　アニメの歌
　　　湘南レース
　　　なつかしのメロディ

　　　ホノルルのタベ

メロディ種別アイコン
取得方法アイコン

タイトル

設定できる項目アイコン

メ
ロ
デ
ィ
を
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生
す
る



289

デ
ー
タ
表
示
／
編
集
／
管
理

メロディ再生中の操作について

メロディを再生中には以下の操作を行うことができ
ます。

※1：音量を調節した後、d［確定］を押すか、約2秒間待つ
とメロディ画面に戻ります。

※2：再生中に音量を変更しても、メロディを終了すると「着信
音量」で設定されている音量に戻ります。

メロディ一覧画面
メロディ一覧画面の機能メニューはメロディが保存
されているフォルダによって変わります。

1 メロディ一覧画面（P.288） p［機
能］ 以下の項目から選択

タイトル編集……メロディのタイトルを編集します。
全角文字で25文字、半角文字で50文字まで入力でき
ます。

ファイル名編集……メロディのファイル名を編集しま
す。
半角の英字、数字と記号（“-”、“_”のみ）で36文字
まで入力できます。

メロディ再生※1……メロディを再生します（メロディ
画面を表示します）。

着信音設定※1……メロディを設定する項目を選択しま
す。

ファイル制限……保存したメロディを再配布できるか
どうかを設定します。
「ファイル制限について」→P.164

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

ｉモードメール作成……メロディを添付したｉモード
メールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

メロディ情報……「メロディ情報について」→P.290

保存容量確認……メロディの保存データ容量と空き
データ容量を確認します。

タイトル初期化……変更したタイトルを取得したとき
のタイトルに戻します。

削除……そのフォルダに保存されているメロディを削
除します。

1件削除……メロディを1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選
択 o［完了］ 「YES」
複数のメロディを削除できます。

全削除……メロディをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

ソート……取得した日時の新しい順／古い順など、条
件を選択してメロディを並び替えます。

フォルダ移動…… 移動先のフォルダを選択 bで□
（チェックボックス）を選択 o［完了］ 「YES」
複数のメロディをほかのフォルダに移動できます。

※1：プリインストール、おしゃべりフォルダではこれら
の機能のみ利用できます。

メロディ画面

1 メロディ画面（P.288） p［機能］
以下の項目から選択

着信音設定※1……メロディを設定する項目を選択しま
す。

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

ｉモードメール作成……メロディを添付したｉモード
メールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」→P.210

メロディ情報……「メロディ情報について」→P.290

※1：プリインストール、おしゃべりフォルダではこの機
能のみ利用できます。

操作ボタン 動　作
v 前後の曲の再生

f（a［ ］）、g（s［MEMO／CHECK］） 音量調節※1※2

0～9、w、q、r、o、d 再生の停止

t 終了

O
＜ファイル名編集＞
ファイル制限が「あり」に設定されているメロディは、ファ
イル名編集できません。ただし、赤外線通信やOBEXで受信
したメロディはファイル名編集できます。
＜ｉモードメール作成＞
ファイル形式がMFi のメロディは、取得方法、ファイル制限
のあり／なしにかかわらず添付することはできません。
ファイル容量が10,000バイトを超えるメロディは添付する
ことができません。
＜メロディ情報＞
メロディ情報の「ファイル制限」が「なし」になっていても、
ｉモードメールに添付できない場合があります。
＜保存容量確認＞
表示される容量はおおよその目安です。
＜削除＞
着信音などに設定されているメロディを削除しようとしたと
きは、削除するかどうかの確認メッセージが表示され、削除
すると設定されていた着信音やアラーム音はお買い上げ時の
状態に戻ります。
＜ソート＞
メロディ一覧画面を終了すると、ソートは解除されます。
「ファイル取得元順」は、以下の順にソートされます。また、
同じ取得元アイコンのメロディは、「ファイル取得元順」を選
択する前の順番でソートされます。
①ダウンロードしたり、ｉアプリから取得したメロディ
②赤外線通信などから取得したメロディ メ
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●メロディ情報について
以下の情報が確認できます。

●メロディを好きな順に再生する
＜メロディプログラム再生＞

お好きな曲を10曲まで選んで登録しておき、複数
の曲を連続して再生します。

1 フォルダ一覧画面（P.288） 「プロ
グラム」を反転 p［機能］ 「プロ
グラム編集」 登録する番号を選択
フォルダを選択 メロディを選択 操
作を繰り返して登録

■登録したメロディを解除する場合
解除したいメロディを選択 フォルダ選択画

面で「メロディ解除」

2 o［完了］
メロディのフォルダ一覧画面が表示されます。
プログラムフォルダを選択するとプログラム再生がは
じまり、登録したメロディが繰り返し再生されます。

フォルダとデータを操作する
マイピクチャ、ｉモーション、メロディのフォルダ
一覧画面にフォルダを追加して、それぞれのデータ
を整理することができます。

フォルダを作成／編集／削除する

フォルダ一覧画面
●ｉモーション、メロディのプログラムフォルダを反転

表示しているときの機能メニューについて→P.281

1 フォルダ一覧画面（マイピクチャ
（P.267）、ｉモーション（P.277）、
メロディ（P.288）） p［機能］
以下の項目から選択
＜例：フォルダ一覧画面（マイピクチャ）の機
能メニュー＞

フォルダ追加……フォルダ名を入力してフォルダを追
加します。
全角文字で10文字、半角文字で20文字まで入力でき
ます。

フォルダ名編集……追加したフォルダのフォルダ名を
編集します。
全角文字で10文字、半角文字で20文字まで入力でき
ます。

フォルダ削除…… 端末暗証番号を入力 「YES」
データが保存されているフォルダも削除できます。

画像全削除※1……保存したすべての画像と自作アニメ
を削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

※1：マイピクチャのフォルダ一覧画面でのみ利用できる
機能です。

項目 情報内容
初期タイトル オリジナルタイトル名を表示

ファイル名 ファイル名を表示

ファイルサイズ ファイルサイズをKバイト表示

ファイル制限 ファイル制限の「あり／なし」を表示

ファイル種別 メロディのファイル種別「MFi／SMF」を
表示

故障時移行可否 FOMA端末を修理する際、お客様の情報内
容をドコモ指定の故障取扱窓口で移行可
能かどうかを表示（万が一、お客様の情報
内容の移行ができない場合および情報内
容の消失、変化に関し、当社としては責任
を負いかねますので、あらかじめご了承く
ださい）

取得元 ファイルの取得元を表示

保存日時 ファイルの保存日時（年／月／日　時：分）
を表示

バイブレータ連動 バイブレータ連動の「あり／なし」を表示

着信イルミネー
ション連動

着信イルミネーション連動の「あり／な
し」を表示

着信音設定 着信音設定の設定先を表示（設定されてい
ないときは「設定なし」を表示）

O
プログラムに登録されているメロディのタイトルおよびファ
イル名を変更、またはデータを削除すると、プログラム再生
が解除されます。

プログラム

　〈２曲目〉
　〈３曲目〉
　〈４曲目〉
　〈５曲目〉

　〈１曲目〉
O
＜フォルダ名編集＞
ユーザ作成フォルダのみフォルダ名編集ができます。
＜フォルダ削除＞＜画像全削除＞
ユーザ作成フォルダのみフォルダ削除ができます。
「画像全削除」を行っても、シークレットフォルダの画像は削
除されません。
画面や自作アニメ、スケジュールのユーザアイコンなどに設
定されている画像や動画を「フォルダ削除」または「画像全
削除」で削除しようとしたときや、着信音、アラーム、プロ
グラムやランダムメロディなどに設定されているメロディを
「フォルダ削除」で削除しようとしたときは、削除するかどう
かの確認メッセージが表示され、削除した場合、設定されて
いた画面などは以下のようになります。
・設定されていた画面、着信音、アラームはお買い上げのと
きの設定に戻ります。

・自作アニメ、プログラムは解除されます。
・スケジュールのアラーム通知画面は「 」を設定したと
きの画面に変わります。
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データを複数選択する

複数選択した画像または動画のデータをまとめて削
除したり、その項目内のほかのフォルダに移動しま
す。

＜例：ピクチャ一覧の場合＞ 

1 画像一覧画面（P.267） p［機能］
「複数選択」

「複数選択画面」が表示されます。

2 bで囲み枠を選択する画像に移動d［選択］
選択された画像には が表示されます。
■タイトル一覧の場合

bで （チェックボックス）を選択
と が切り替わります。

複数選択画面
●選択した項目やフォルダによって利用できる機能が異

なるため、機能メニューに表示される項目が異なりま
す。

1 複数選択画面（P.291） p［機能］
以下の項目から選択

タイトル名一覧⇔ピクチャ一覧※1……タイトル名一覧
／ピクチャ一覧を切り替えます。

削除※2……複数選択した画像や動画を削除します。

移動……移動先のフォルダを選択し、複数選択した画像
や動画を移動します。

全選択……すべての画像や動画を選択状態にし、 を
表示します。

全選択解除……すべての画像や動画の選択状態を解除
し、 を消します。

※1：マイピクチャでのみ利用できる機能です。
※2：キャラ電では、この機能のみ利用できます。

メモリ不足や保存件数オーバーになったときは

撮影した静止画や動画、ダウンロードした各種データ
などを保存しようとしたときに、不要なデータを削除
して保存するかどうかの確認メッセージが表示され
ます。保存するときには不要なデータを削除します。

1 確認メッセージで、「YES」
■保存しない場合

「NO」

2 フォルダを選択 削除するデータを選
択
複数選択のしかた→P.291

3 o［完了］ 「YES」
データを登録するためのメモリ容量が確保できるまで
o［完了］は表示されません。

〈FOMAカード（UIM）操作〉

FOMAカードで電話帳やSMS（ショー
トメッセージ）を管理する
FOMA端末（本体）とFOMAカードの間で、電話
帳やSMSのデータをやりとりします。また、FOMA
端末（本体）やFOMAカードに登録されている電話
帳やSMSのデータを削除することもできます。 
●データのコピー中、移動中、削除中は、音声電話やテレ

ビ電話の発着信、メールの送受信はできません。また、
ほかの機能を起動することもできません。 

● FOMAカードの電話帳に登録できない項目はコピーで
きません。 
コピーできる項目や登録件数について→P.100

● FOMAカードには、受信SMSと送信SMSを合計20件
まで保存できます。

メインメニューから電話帳やSMS（ショートメッ
セージ）をコピーまたは削除する

＜例：電話帳やSMSをコピーする場合＞

1 i 「FOMAカード（UIM）操
作」 端末暗証番号を入力
端末暗証番号を入力すると、着信などの通信動作がで
きなくなり「 」が表示されます。端末暗証番号入
力前に着信などの通信動作があった場合は、FOMA
カード（UIM）操作を終了します。 

2「コピー」
■削除する場合

「削除」

メールに添付されている画像を削除しても、削除されるのは
データBOXの画像のみです。メールに添付されている画像は
削除されません。ただし、大容量画像と動画の場合は削除さ
れます。
保存先フォルダに設定されているフォルダを削除しようとす
ると、削除するかどうかの確認メッセージが表示されます。

O

複数選択画面

選択 機能

カメラ １／２

２００６／１０／１８　１０：４８

機能メニュー P.291

O
画面などに設定されている画像、動画、または着信音に設定
されているメロディを削除しようとしたときは、削除するか
どうかの確認メッセージが表示され、削除すると設定されて
いた画面や着信音などはお買い上げのときの設定になりま
す。
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3「本体→FOMAカード（UIM）」または
「FOMAカード（UIM）→本体」
■削除する場合

「本体」または「FOMAカード（UIM）」

4 以下の項目から選択
電話帳……電話帳を検索し、一覧画面を表示します。
電話帳の検索のしかた→P.105

SMS……SMSのデータを選択します。

受信BOX……受信BOXの一覧画面を表示します。

送信BOX……送信BOXの一覧画面を表示します。

5 bで□（チェックボックス）を選択 o
［完了］ 「YES」

FOMAカード（UIM）操作画面

1 FOMAカード（UIM）操作画面（P.292）p［機能］ 以下の項目から選択

コピー開始※1……コピー操作を開始します。

削除開始※2……削除操作を開始します。

1件選択……データを選択します。

全選択……すべてのデータを選択します。

1件解除……データの選択を解除します。

全解除……すべてのデータの選択を解除します。

詳細表示……データを詳細表示します。

※1：コピー画面でのみ利用できる機能です。
※2：削除画面でのみ利用できる機能です。

電話帳詳細画面から電話帳をコピーする

1 電話帳詳細画面（P.106） p［機能］
「FOMAカードへコピー」または「本
体へコピー」 「YES」
電話帳の保存先（本体またはFOMAカード）によって、
p［機能］を押したときに表示されるメニューは異な
ります。

メール画面からSMS（ショートメッセージ）を
移動またはコピーする

●メール画面でのFOMAカード操作は、受信メール一覧
画面・詳細画面、送信メール一覧画面・詳細画面の各画
面の機能メニューで行えます。

＜例：本体の受信SMSをFOMAカードに移動また
はコピーする場合＞

1 受信メール一覧画面（P.230） SMS
を反転

2 p［機能］ 「FOMAカード操作」
「FOMAカードへ移動」または「FOMA
カードへコピー」 「YES」
■FOMAカード内の受信SMSを移動またはコピー
する場合
「FOMAカードから移動」または「FOMAカー
ドからコピー」

FOMAカード(UIM)
操作画面
例：電話帳

　携帯秋子
　携帯夏子

　　　電話帳

選択完了 機能

１／２

　携帯春子
　携帯冬子
　ドコモ五郎
　ドコモ三郎
　ドコモ四郎
　ドコモ二郎
　ドコモ太郎

　携帯花子

機能メニュー P.292

O
FOMAカードに異常があるときは、FOMAカードとのデータ
のやりとりはできません。
＜電話帳＞
FOMA端末（本体）からFOMAカードへ電話帳をコピーする
と名前とフリガナに含まれる「カタカナ」は全角に変換され
ます。名前は全角10文字まで、半角21文字までがコピーさ
れ、フリガナは全角12文字まで、半角25文字までコピーさ
れますが、残りの文字はコピーされません。
FOMA端末（本体）とFOMAカードでは、1つの電話帳に登
録できる電話番号／メールアドレスの件数が異なるため、
FOMA端末（本体）に登録された2番目以降の電話番号／
メールアドレスはFOMAカードへコピーできません。
FOMA端末（本体）とFOMAカードでは、利用できる文字の
種類が異なるため、一部の文字がスペースや違う文字に変換
される場合があります。 
電話帳のデータは、グループ単位でのコピーはできません。
シークレットデータとして登録された電話帳は、「シークレッ
トモード」または「シークレット専用モード」にしても、本
機能でコピーはできません。
FOMA端末（本体）とFOMAカードに同じグループ名が設定
されている場合は、電話帳のグループ設定は保持されます。
FOMA端末（本体）とFOMAカードに同じグループ名がな
い場合は、グループ00に登録されます。
＜SMS＞
SMS送達通知のみのコピーはできません。ただし、送信SMS
のSMS送達通知を受信している場合は、送信SMSをコピー
すると送信SMSに保存されたSMS送達通知もコピーできま
す。
SMSのデータはBOX単位、フォルダ単位でのコピーはでき
ません。
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〈赤外線通信〉

赤外線通信について
赤外線通信機能を搭載したほかの機器との間で電話
帳や受信メールなどのデータを転送します。
● FOMA端末の赤外線によるデータ転送機能は IrMC1.1

に準拠しています。ただし、相手機器やアプリケーショ
ンの種類によっては、IrMC1.1に準拠していても転送で
きないデータがあります。

●データの転送方法には、1件ずつ転送する方法と全件を
まとめて転送する方法があります。

●転送できるデータは次のとおりです。
・電話帳
・自局番号表示の個人データ
・スケジュール
・ToDo
・送信メール
・受信メール
・保存メール
・テキストメモ
・メロディ※1

・静止画※1

・動画（ｉモーション）※1

・ブックマーク
※1：全件送信はできません。

データ転送するときは
●受信側の機器を先に受信状態にして、30秒以内に送信

を開始してください。
●赤外線ポートが平行に向き合うようにしてください。
●通信終了を通知するメッセージが表示されるまで動か

さないでください。また、機器の間にものを置いたり、
赤外線ポートをふさいだりしないでください。

●直射日光が当たっている場所や蛍光灯の真下、赤外線装
置の近くでは、その影響により正常に通信できない場合
があります。

データ転送するときのご注意
●ほかの機能が動作中は、データ転送できません。また、

データ転送中は、ほかの機能を利用できません。
● PIMロック設定中、オールロック設定中、セルフモード

設定中は、データ転送できません。また、ダイヤル発信
制限中は、電話帳のデータを送受信できません。

●指定発信制限設定中は、電話帳データを受信できませ
ん。ただし、電話帳データの送信の際には、「指定発信
制限」を設定した電話帳データ、「自局番号表示」のデー
タを送信できます。

●相手側の機器の状態によっては、データ転送できない場
合があります。また、相手の機種によって、受信メール
やブックマークのフォルダ分けの設定などが反映され
なかったり、デコメールの内容などが正常に登録できな
い場合があります。

● FOMA USB接続ケーブル（別売）が接続されている場
合、赤外線通信ができない場合があります。

●データ転送中は圏外となり、音声電話やテレビ電話、
ｉモード、ｉモードメール、パケット通信、64Kデー
タ通信などはできません。また、データ転送終了後、
しばらく圏外の状態が続くことがあります。

●転送するデータ量によっては、通信に時間がかかる場合
があります。また、受信できない場合があります。

●通信状況を表すバー表示は送信した件数を目安として
お知らせします。転送するデータのサイズによっては、
データが正しく転送されていてもバー表示の進み具合
が遅くなることや、通信の相手側と異なって見えること
があります。

FOMAカードへ移動またはコピーしたSMSは保護できませ
ん。保護されているSMSをFOMAカードへ移動またはコピー
した場合、FOMAカード内のSMSは保護が解除されます。
また、返信や転送のマークは既読のマークになります。
FOMAカードに保存したSMSは、移動またはコピーする前の
フォルダにかかわらず受信BOXフォルダ／送信BOXフォル
ダに表示されます。

「 」、「 」または「 （赤色）」のアイコンが表示されて
いる場合は、SMSの移動、コピーはできません。
電池パックを外すと、FOMAカードの送信SMSの日付・時
刻が消去され、一覧の最後に表示されます。ただし、SMS送
達通知が一緒に保存されている送信SMSの場合、日付・時刻
は消去されません。

O

15度

赤外線ポート

15度

約20cm以内

送信側 受信側
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送受信されるデータについて
● FOMA端末で受信したデータは、次のように登録され

ます。

・静止画を全件受信すると、電話帳に登録された静止
画もすべて削除されます。

・電話帳を全件受信すると、受信した電話帳に登録さ
れていた静止画は「マイピクチャ」に登録されま
す。ただし「マイピクチャ」の保存可能容量を超え
た場合は、超えた静止画を削除して電話帳が登録さ
れます。

・静止画や動画、ｉモーションのタイトルは、全角で
最大9文字、半角で最大18文字、メロディのタイ
トルは、半角で最大50文字を送受信できます。タ
イトルが最大文字数を超えた場合、超えた分の文字
が削除されます。

・メールや電話帳などに入力されている絵文字や一
部の記号は、正しく受信できない場合があります。

・FOMA N702iS以外の機種との間で送受信を行う
と、スケジュールに登録されている一部のアイコン
が削除される場合があります。

●次のデータは、送受信できません。
・FOMAカードの電話帳、SMS
・フレームのデータ（受信のみ可能）やFlash画像
・FOMAカード動作制限が設定されたメロディ、静
止画、動画やｉモーション

・シークレットフォルダのデータ

●次のデータは、受信できません。
・JPEG、GIF形式以外の静止画
・MP4、3GP形式以外の動画
・FOMA端末で扱うことのできないサイズや容量の
静止画、動画、ｉモーション、メロディ

●電話帳のデータを転送するときは、次のことに注意して
ください。
・電話帳のシークレットコードは転送できません。
・シークレットデータとして登録された電話帳を1件
送信すると、「シークレットモード」または「シー
クレット専用モード」が解除されて転送されます。

・電話帳を全件送信すると、「自局番号表示」のデー
タが一緒に送信されます。受信側では、「自局番号
表示」に登録されている個人データ（電話番号を除
く）が上書きされます。

●メールのデータを転送するときは、次のことに注意して
ください。
・データBOXに登録できる空き容量がない場合は、
添付ファイルが削除されます。

・大容量画像取得情報や ｉ アプリの起動指定が貼り
付けられているメールは、貼り付けられているデー
タを削除して送信します。また、静止画の形式に
よっては削除されて送信されるものがあります。

・メールに添付されているデータのファイル制限が
「あり」の場合、そのデータも削除されて送信され
ます。ただし、カメラで撮影した静止画や動画、
ケーブル接続で受信したデータは、ファイル制限を
「あり」に設定していても送信されます。
・受信メールの１件受信で、受信BOXの空き容量が
ないときは、①ゴミ箱フォルダ内のメール、②保護
されていない既読の最も古いメールの順に上書き
されます。

・送信メールの１件受信で、送信BOXの空き容量が
ないときは、送信BOX内の保護されていない最も
古いメールに上書きされます。

・メールの全件受信の場合は、既存の全メールおよび
全ユーザ作成フォルダを削除してから受信します。

・メール連動型 ｉ アプリのフォルダは転送できませ
ん。フォルダ内のメールはすべて受信BOXフォル
ダまたは送信BOXフォルダに登録されます。

データ 保存場所／保存順
静止画、画像、
動画、ｉ モー
ション、メロ
ディ

INBOXフォルダの1番目に登録されます。

電話帳、自
局番号表示
の個人デー
タ

電話帳の「010」～「699」の空いている
メモリ番号の中で最も小さいメモリ番号に
登録されます。すべて登録されているとき
は、「000」～「009」の空いているメモ
リ番号の中で最も小さいメモリ番号に登録
されます。

スケジュー
ル

受信したスケジュールの開始日時に従って
登録されます。

ToDo ToDoの1番目に登録されます。

受信メール 受信BOXフォルダに、受信メールの日付の
順に登録されます。

送信メール 送信BOXフォルダに、送信メールの日付の
順に登録されます。

保存メール 保存BOXに、保存メールの日付の順に登録
されます。

テキストメモ ＜未登録＞の一番先頭の番号に登録されま
す。

ブックマー
ク

(１件
受信)

Bookmarkフォルダの1番目に登
録されます。

(全件
受信)

Bookmarkフォルダの送信元と同
じ順番で登録されます。

赤
外
線
通
信
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つ
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データを1件ずつ転送する
ほかの機器との間でデータを1件ずつ転送します。

データを1件送信する＜赤外線送信＞

送信したいデータの一覧画面または詳細画面で機能
メニューから「赤外線送信」を選択します。

＜例：電話帳のデータを1件送信する場合＞ 

1 電話帳詳細画面（P.106） p［機能］
「赤外線送信」

電話帳の検索のしかた→P.105

2 相手側の機器を受信状態にする

3 赤外線ポートを相手側の機器に向ける
「YES」

データの送信がはじまります。
■送信を中止する場合

「NO」
■送信中に中止する場合

o［中止］

●自局番号表示の個人データを送信するとき
自分の電話番号をはじめ「自局番号表示の個人デー
タ」（P.311）を、簡単な操作で送信します。
●自局番号表示の個人データの送信では、画面に表示され

ているアイコンの内容がすべて送信されます。

1 i0
「自局番号表示画面」が表示されます。
■すべての個人データを送信する場合

p［機能］ 「全データ表示」 端末暗証番
号を入力

2 d［送信］
「赤外線送信開始画面」が表示され、効果音が鳴りはじ
めます。効果音は、送信が終了すると止まります。

3 相手側の機器を受信状態にする

4 赤外線ポートを相手側の機器に向ける

■送信を中止する場合
o［中止］

データを1件受信する＜赤外線受信＞

1 i79
「赤外線受信画面」が表示されます。

2 「受信」 赤外線ポートを相手側の機器
に向ける 相手側の機器からデータを
受信
データの受信がはじまります。

3 「YES」
受信後、約30秒間操作しないときは受信したデータが
破棄されます。
■受信したデータを登録しない場合

「NO」

赤外線送信開始画面

自局番号送信

中止

赤外線ポートを
通信先に向けて

水平より傾けてください

O
送信時に鳴る効果音は変更できません。また、音量は「着信
音量」の「電話」で設定した音量になります（「ステップ」に
設定している場合は「レベル2」の音量になります）。
機能メニューの「赤外線送信」を選択した場合は、上記操作
による送信はできません。

O
相手の機器から全件送信された場合、全件受信の操作になり、
操作を続けることにより全件受信されます。

赤外線ポートを相手側の機器に
向けて水平より傾けてください。
データの送信がはじまります。

赤外線受信画面

選択 機能

赤外線受信

　全件受信
　受信

機能メニュー P.296 デ
ー
タ
を
１
件
ず
つ
転
送
す
る
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赤外線受信画面

1 赤外線受信画面（P.295） p［機能］
以下の項目から選択

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

データをまとめて転送する
ほかの機器との間でデータをまとめて転送します。
●全件受信をすると、受信したデータによりFOMA端末

のデータは上書きされ、登録されていたデータは保護
メールや電話帳のシークレットデータも含めてすべて
削除されます。全データの受信を行う前に、大切なデー
タが登録されていないことをお確かめください。

●データをまとめて転送すると、受信側ではデータの並び
順が変わる場合があります。

認証パスワードについて
●「全件転送」では、送信側と受信側の機器を正確に認識

するために、認証パスワードを使用します。認証パス
ワードは、送信、受信をはじめる前にお好きな4桁の番
号を決めておき、送信側と受信側で同じ番号を入力しま
す。

データをまとめて送信する＜赤外線全件送信＞

全件送信したいデータの一覧画面または詳細画面で
機能メニューから「赤外線全件送信」を選択します。

＜例：電話帳のデータを全件送信する場合＞ 

1 電話帳一覧画面（P.105） p［機能］
「赤外線全件送信」

電話帳の検索のしかた→P.105

2 端末暗証番号を入力 認証パスワード
を入力
「認証パスワードについて」→P.296

3 赤外線ポートを相手側の機器に向ける
「YES」

相手側の機器を全件受信状態にしておきます。
データの全件送信がはじまります。
■全件送信を中止する場合

「NO」
■送信中に中止する場合

o［中止］

データをまとめて受信する＜赤外線全件受信＞

1 赤外線受信画面（P.295）「全件受信」

2 端末暗証番号を入力 認証パスワード
を入力
「認証パスワードについて」→P.296

3 赤外線ポートを相手側の機器に向ける
「YES」

■全件受信を中止する場合
「NO」

4 上書き確認画面が表示されたら「YES」
■全件受信を中止する場合

「NO」

5 相手側の機器からデータを全件受信
データの全件受信がはじまります。
■受信中に中止する場合

o［中止］

〈電話帳画像転送〉

電話帳の画像を転送しない
ように設定する
赤外線通信機能やデータ転送（OBEX）機能で電話
帳のデータを送信するとき、電話帳に登録されてい
る静止画を転送しないように設定します。

1 i 「電話帳画像転送」 「しな
い」
■転送する場合

「する」

お買い上げ時
する

デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
転
送
す
る
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赤外線リモコン機能を利用する
●ご使用になりたい製品に該当するソフトをダウンロー

ドしてください。ただし、該当するソフトでもその製品
には対応しておらずリモコン操作ができない場合があ
ります。

●内蔵のＧガイド番組表リモコンをご利用になる場合は、
P.257をご覧ください。

●セルフモード設定中は、赤外線リモコン機能を利用でき
ません。

リモコン操作について
● FOMA端末の赤外線ポートを、テレビなどのリモコン

受信部の正面に向けてリモコン操作をしてください。
操作できる範囲は正面でおおよそ4mですが、周囲の
明るさによって変わります。

〈OBEX〉

ケーブル接続によるデータ転送につ
いて
パソコンとFOMA端末をFOMA USB接続ケーブル
（別売）で接続すると、電話帳や画像などの各種デー
タのデータ転送が行えます。
●転送できるデータは以下のとおりです。
・電話帳
・スケジュール／ToDo／休日／記念日
・メール（ｉモードメール／SMS）
・テキストメモ
・メロディ
・マイピクチャ／ｉモーション
・ブックマーク

● FOMA USB接続ケーブルを使ってデータ転送（OBEX）
を行うときには、「データリンクソフト」（P.380）、お
よび添付のCD-ROM内の「N702iS通信設定ファイル」
をインストールする必要があります。

●「データリンクソフト」のインストール方法、およびパ
ソコンの動作環境については、データリンクソフトのダ
ウンロードページをご覧ください。

●「N702iS通信設定ファイル」のインストール方法、お
よびパソコンの動作環境については、「データ通信」
（P.339）、および添付のCD-ROM内の「N702iS通信
設定ファイルの説明」または「N702iSデータ通信取扱
説明書」（PDF形式）をご覧ください。

●データの転送方法の詳細については、データリンクソフ
トのヘルプをご覧ください。

赤外線受信部

15度

赤外線ポート

15度

約4m

■お願い
FOMA端末とパソコンの接続が正しくできているか十分に
確認してください。正しく接続されていない場合、データ
を転送できないだけでなく、データが失われることがあり
ます。
FOMA端末の電池レベルがほとんど残っていない状態や電
池切れの状態では、データ転送ができないだけでなく、デー
タが失われることがあります。FOMA端末の電池が十分
残っていることを確認してください。また、パソコンの電
源についても確認してください。
パソコンからFOMA端末への全件送信の途中で送信エラー
が起こると、FOMA端末内の書き込み対象のデータがすべ
て消去されることがあります。全件送信の前にケーブルの
接続、FOMA端末の電池レベル、パソコンの電源の状態を
確認してください。

赤
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〈マルチアクセス〉

マルチアクセスについて
マルチアクセスとは、音声電話、パケット通信、SMS
を同時に使用できる機能です。これによって音声通
話中にメールを受信したり、ｉモード中に音声電話
をかけたりできます。
「マルチアクセスの組み合わせについて」→P.376

同時に使用可能な通信回線

FOMA端末はマルチアクセス機能によって、以下の
3回線を同時に使用できます。

通信中に着信があったとき

●音声通話中のｉモードメール受信
音声通話中にｉモードメールを受信すると、音声通
話中画面のままｉモードメールを受信します。受信
したｉモードメールは音声電話を切らずに見るこ
とができます。

1 u 「 送受信」
タスクメニューの切り替えについて→P.302

2 ｉモードメールを確認
ｉモードメールの見かた→P.228

3 u 「 音声通信」
音声通話中画面に切り替わります。

●ｉモード中／パケット通信中の音声電話着信
ｉモードの接続中やメールの送受信中、FOMA端末
とパソコンを接続して行うパケット通信中に音声電
話がかかってくると、音声電話着信画面に切り替わ
り、 ｉモードやパケット通信を終了しないで音声電
話に出ることができます。
●ｉモード中／パケット通信中にテレビ電話を受けるこ

とはできません。

1 r 
音声通話中画面に切り替わり、通話ができます。
■音声電話に出ないでｉモード画面に戻る場合

u 「 閲覧」
相手にメッセージは流れず、呼び出し中になります。

2 通話が終了したらy 
通話が終了し、ｉモード画面に戻ります。
■音声通話中のままｉモード画面に戻る場合

u 「 閲覧」

通信中にほかの通信を使うとき

現在の通信を中断しないで、別の回線を使って同時
に通信を行うことができます。
●マルチアクセス中に画面を切り替えるには、タスクメ

ニューから表示したい機能を選択します。→P.302

●音声通話中のｉモード接続
音声通話中にiを押して、メインメニューの
ｉモードメニューからｉモードに接続できます。
→P.183

●音声通話中のｉモードメール送信
音声通話中にiを押して、メインメニューのメー
ルメニューからｉモードメールを作成して送信で
きます。

1 音声通話中 i メールメニューを選
択
メニューの操作のしかた→P.32

2 ｉモードメールを作成 送信
ｉモードメールの作成／送信のしかた→P.210

3 u 「 音声通信」
音声通話中画面に戻ります。

通信の種類 使用する回線
音声電話 1回線

ｉモード、ｉアプリ、ｉモードメー
ル

いずれか1回線

パソコンをつないだパケット通信

SMS 1回線

O
マルチアクセス中は、それぞれの通信回線に通信料金がかか
ります。
テレビ電話中はマルチアクセスを使用できません。ただし、
SMSの受信のみ同時に使用できます。
64Kデータ通信中はマルチアクセスを使用できません。ただ
し、SMSの送受信のみ同時に使用できます。

O
音声通話中にｉモードメールやメッセージR／Fを受信した
場合、着信音は鳴らずに「メール」、「メッセージR」、「メッ
セージF」アイコンのうち、対応したアイコンが点滅・点灯し
て受信をお知らせします。
受信結果画面で何も操作しないでいると、通話中の画面に戻
ります。

切替 機能

　　　　［通話中］
１分３０秒

　メール　　　　　　　１０
　メッセージＲ　　　　　２
　メッセージＦ　　　　　０

　戻る

　　　　受信結果

選択

新着メールあり

機能

　　　　［通話中］
１分３０秒

　天気／ニュース／ビジネス
　モバイルバンキング
　証券／カード／保険
　交通／地図／旅行
　ショッピング／チケット
　ファッション／コスメ
　グルメ情報
　くらしの情報
　働く／住む／学ぶ
　着信メロディ／カラオケ

　　ﾓｰｼｮﾝ/Vﾗｲﾌﾞ

機能

ドコモ太郎

選択

切替 機能

　　　　［通話中］
１分３０秒

選択

マ
ル
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●ｉモード中の音声電話発信
ｉモードの接続中やメールの送受信中に、ｉモード
を終了しないで音声電話をかけられます。

1 ｉモード中 i（1秒以上）
待受画面が表示されます。

2 音声電話をかける
音声電話のかけかた→P.54

3 通話が終了したらy 
通話が終了し、ｉモード画面に戻ります。
■音声通話中のままｉモード画面に戻る場合

u 「 閲覧」

〈マルチタスク〉

マルチタスクについて
マルチタスクとは、複数の機能を同時に使用できる
機能です。メインメニューにある以下のグループの
中からそれぞれ1つずつの機能を最大3つまで同時
に操作できます。
「マルチタスクの組み合わせについて」→P.377

●音声通話中にほかの機能を同時に使っている間でも、音
声通話料は加算されます。

タスク（機能）の呼び出しかた

1 タスクを起動中 i（1秒以上）
待受画面が表示されます。ただし、起動中のタスクに
よっては待受画面が表示されない場合があります。

2 起動していないグループのタスクを選
択
■メインメニューから呼び出す場合

i タスクを選択→P.32
■メニュー番号から呼び出す場合

i 呼び出したいタスクのメニュー番号を入
力→P.358

■メールメニューを呼び出す場合
o［ ］→P.210

■ｉモードメニューを呼び出す場合
p［ ］→P.183

O
ｉモード中にテレビ電話をかけた場合は、「ｉモード通信終
了」というメッセージが表示され、その後テレビ電話の発信
を行います。テレビ電話を終了すると、ｉモード画面に戻り
ます。

　天気／ニュース／ビジネス

　証券／カード／保険
　交通／地図／旅行
　ショッピング／チケット
　ファッション／コスメ
　グルメ情報
　くらしの情報
　働く／住む／学ぶ
　着信メロディ／カラオケ

　　ﾓｰｼｮﾝ/Vﾗｲﾌﾞ

選択 機能

　モバイルバンキング

切替 機能

　　　　［通話中］
１分３０秒

　天気／ニュース／ビジネス

　証券／カード／保険
　交通／地図／旅行
　ショッピング／チケット
　ファッション／コスメ
　グルメ情報
　くらしの情報
　働く／住む／学ぶ
　着信メロディ／カラオケ

　　ﾓｰｼｮﾝ/Vﾗｲﾌﾞ

選択 機能

　モバイルバンキング

グループ 大項目（タスク）
メールグループ メール

ｉモードグループ ｉモード、ｉアプリ

各種設定グループ 各種設定、サービス

ツールグループ データBOX、電話帳、LifeKit、ユーザデー
タ

選択

起動中のグループが
枠で囲まれます。

起動中のタスクがアイコンで
表示されます。
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タスクの切り替えかた

複数のタスクが起動している場合、操作するタスク
を切り替えます。

1 複数のタスクを起動中 u 
タスクメニューが一覧で表示されます。
■待受画面、文字入力（編集）画面の場合

u（１秒以上）

2 タスクを選択
選択したタスクが画面に表示されます。
音声電話機能を利用中の場合、タス
クメニューに「待受画面」は表示さ
れません。

●タスクを終了する
タスクを終了する方法は以下のとおりです。
・終了したいタスクに切り替える y 
・タスクメニュー表示中に終了したいタスクを反転
y 「YES」

・すべてのタスクを終了するときには、タスクメ
ニュー表示中にp［ ］ 「YES」

〈ティータイマー〉

ティータイマーとして使う
砂時計を使って時間（1分、3分、5分の3種類）を
計ります。

1 i37 時間を選択
「ティータイマースタート画面」が表示されます。

2 本体を逆さにし、元に戻す

カウントダウンがはじまり、ディスプレイの砂時計か
ら砂が落ちはじめます。1分ごとに経過音が鳴ります。
カウントが「0:00」になり、砂がすべて落ちると、ア
ラーム音が約5分間鳴ります。

■カウントダウンを中止し、計り直す場合
本体を逆さにし、元に戻す

逆さにしたときにタイマーがリセットされ、元に戻
したときにタイマーがスタートします。

■アラーム音を止めるには
d
tを押すと、時間選択画面に戻ります。

■ボタン操作で行う場合
・ティータイマースタート画面でd を押すと、カ
ウントダウンがはじまります。

・カウントダウン中にd を押すと、カウントが停
止します。もう一度dを押すと、タイマーがリ
セットされます。

O
同じグループのタスクを呼び出そうとすると、タスクを切り
替えるかどうかのメッセージが表示される場合と、自動的に
切り替わる場合（メールメニュー表示中やｉモードメニュー
表示中など）があります。
以下の場合はメールの閲覧をしながらメールを作成できるよ
うになるため、タスクが1つ追加されます。すでにタスクが
3つ起動されている場合に以下の操作を行うと、起動できな
いことを通知するメッセージが表示されます。起動されてい
るメールグループ以外のタスクを1つ終了してから操作を
行ってください。「タスクを終了する」→P.302
・メールメニューからの新規メール作成
・メールメニューからのSMS作成
・テンプレートを利用してのデコメール作成
・受信メールの返信／引用返信／転送
・送信メールの再編集
・保存メールの再編集

O
ほかのメニュー機能が動作中にFOMAカード操作、画面デザ
インなどのメニュー機能を呼び出す操作をすると、警告音が
鳴り、警告メッセージが表示されます。この場合、ほかのメ
ニュー機能を終了してから、メニュー機能を呼び出す操作を
してください。

　　着信音選択
　ＴＡＳＫ　ＭＥＮＵ

　　スケジュール
　　ｉモードメニュー
　　待受画面

O
アラーム音は変更できません。また、音量は「着信音量」の
「電話」で設定した音量になります（「ステップ」に設定して
いる場合は「レベル2」の音量になります）。
カウントダウン中に電話着信やメール受信、めざましアラー
ムなどがあるとカウントダウンを中止します。

お買い上げ時
1分

ティータイマースタート画面

設定時間

操作ガイダンス

カウントダウン表示
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〈めざまし時計〉

めざまし時計として使う
●めざまし時計は3件まで登録できます。

1 i44
「めざまし時計画面」が表示されます。
以前にめざまし時計を設定し
たことがある場合は、前回の設
定内容が表示されます。

2 設定する項目を反転 o［編集］

3 以下の項目から選択
時刻入力……アラームを鳴らす時刻を入力します。

繰り返し……めざまし時計の繰り返しを設定しま
す。

設定なし……1回だけアラームを鳴らします。

毎日（ ）……毎日アラームを鳴らします。

曜日指定（ ）……設定した曜日にアラームを
鳴らします。
cで□（チェックボックス）を選択 o［完了］

アラーム音選択……アラーム音をメロディのフォ
ルダやｉモーションから選択します。
→P.266、277、288
メロディのプリインストールフォルダから「時刻ア
ラーム音」が選択できます。
アラーム音を鳴らさないときは「OFF」を選択します。

めざまし音量……アラーム音量を設定します。

cで音量を調節
「着信音の音量を調節する」→P.73

スヌーズ通知……スヌーズ（繰り返し）で通知する
かしないかを設定します。

スヌーズ通知する……アラーム音が1分間繰り返
し鳴り、その動作を約5分おきに6回まで繰り返
します。

スヌーズ通知しない…… 鳴動時間（01～10分
の2桁）を入力
表示されている時間をそのまま設定するときは
d［確定］を押します。

自動電源ON……アラーム時刻に自動で電源を入
れるか入れないかを設定します。

アラーム停止方法……アラームの停止方法を設定
します。
「めざまし時計のアラーム停止方法」→P.310

振るとアラーム停止……FOMA端末を振るとア
ラームが停止します。
※ アラーム通知中のバイブレータは「OFF」にな

ります。

ボタン操作でアラーム停止……いずれかのボタン
を押すとアラームが停止します。

4 それぞれの項目を設定 o［完了］

めざまし時計画面

1 めざまし時計画面（P.303） p［機
能］ 以下の項目から選択

編集……めざまし時計を編集します。

詳細表示……一覧表示のときに詳細表示にします。

1件OFF……めざまし時計を１件無効にします。

全件OFF……設定されているめざまし時計をすべて無
効にします。

お買い上げ時
OFF

めざまし時計画面

　　めざまし１　　   ＯＦＦ

　１２：００
　　めざまし２　　   ＯＮ

　　めざまし３　　   ＯＦＦ

　　　めざまし時計

機能編集 選択

機能メニュー P.303

O
自動的に電源を入れてめざましを通知する場合、サイトから
ダウンロードしたメロディやｉモーションがアラーム音に設
定されていると、FOMAカード動作制限機能により「時刻ア
ラーム音」で鳴ります。
「アラーム音選択」でｉモーションを選択してスヌーズ通知を
行った場合、通知を停止している間は映像の再生は行われま
せん。
高精度な制御や微弱な信号を取扱う電子機器の近く、航空機
内、病院など、使用を禁止された区域に入るときは、あらか
じめ「自動電源ON」の設定を「電源ONしない」に設定し、
FOMA端末の電源をOFFにしてください。
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〈スケジュール〉

スケジュールを管理する
スケジュールを登録しておくと、設定した日時にア
ラーム音が鳴り、アラームメッセージとアニメー
ションで登録した内容をお知らせします。また、休
日や記念日も登録できます。登録したスケジュール
や休日はカレンダーで一目で確認できます。また、
カレンダーは1ヶ月表示と1週間表示に切り替える
ことができ、当日のスケジュールの件数や用件が表
示されます。
● 2004年1月1日から2037年12月31日まで表示・

登録できます。

スケジュールを登録する

定例会議などの定期的なスケジュールを毎週決まっ
た曜日に登録したり、スケジュールの内容に合わせ
たアラーム音やアニメーションを設定するなど、い
ろいろな方法で登録できます。
● 100件まで登録できます。また、1日に複数のスケ

ジュールを登録することもできます。
●いったん登録したスケジュールは、日時が過ぎても自動

的に削除されません。不要になったスケジュールは削除
してください。

●「内容」は必ず入力してください。「内容」を入力してい
ないスケジュールは登録できません。

●スケジュールのアラーム通知について→P.309

1 i45
「スケジュール画面」が表示されます。

2 o［新規］ 「スケジュール」

3 以下の項目から選択
開始日時設定……スケジュールの年月日と開始時

刻を設定します。

終了日時設定……スケジュールの年月日と終了時
刻を設定します。

繰り返し……スケジュールの繰り返しを設定しま
す。

設定なし……設定した日時のみの設定になりま
す。

毎日（ ）……毎日の繰り返し設定になります。

曜日指定（ ）……選択した曜日の繰り返し設
定になります。
cで□（チェックボックス）を選択 o［完了］

アラーム通知……開始日時になったときのアラー
ムの通知について設定します。

通知する……開始日時にアラーム通知します。

事前通知する……開始日時の何分前にアラーム通
知するか設定します。
事前通知時間（01～99分の2桁）を入力

表示されている時間をそのまま設定するときは
d［確定］を押します。

通知しない……開始日時になってもアラーム通知
しません。

アラーム音選択……アラーム音をメロディのフォ
ルダやｉモーションから選択します。
→P.266、277、288
メロディのプリインストールフォルダから「時刻ア
ラーム音」が選択できます。
アラーム音を鳴らさないときは「OFF」を選択します。

要約……スケジュールの要約を入力します。全角で
20文字、半角で40文字まで入力できます。
入力した要約は通知時に画面に表示されます。

内容……スケジュールの内容を入力し、アイコンを
選択します。全角で256文字、半角で512文字まで
入力できます。
要約を入力していないときは、内容が通知時の画面に
表示されます。また、要約と内容の両方を設定した場
合は要約が表示されます。

4 それぞれの項目を設定 o［完了］
スケジュール画面

選択 機能新規

　　　　　２００６／１０／１９（木）

　　０２
　　０１

５
日 月 火 水 木 金 土

７
８ ９ １１

２１ ３ ４
１２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１
２２
２９
３０

２４
３１

２５ ２６ ２７ ２８
２６ ２７ ２８ ２９

２３
３０

１０
６

機能メニュー P.305
O
待受画面にカレンダーを設定しているときは、カレンダーか
らスケジュールの設定ができます。
「事前通知する」に設定した場合、アラーム通知されるのは事
前通知に設定した日時（開始日時の01～99分前）のみです。
スケジュールを設定した日時にはアラーム通知は行われませ
ん。
同じ日付の同じ時刻に2つのスケジュールを登録しようとし
た場合は、上書きするかどうかのメッセージが表示されます。
アラーム通知をするタイミングを同じ日時で行うように登録
できるのは、「繰り返し」（毎日／曜日指定）と「繰り返しな
し」（設定なし）の組み合わせのみです。このような場合は
「繰り返しなし」のスケジュールが優先されます。
開始日時で設定した日付の曜日と曜日指定繰り返しで指定し
た曜日が違う場合は、曜日指定繰り返しの曜日が優先され、ス
ケジュールは開始日時以降の最初の曜日に登録されます。
音声通話中にスケジュールを登録する場合、アラーム音選択
中にアラーム音は鳴りません。
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スケジュール画面

1 スケジュール画面（P.304） p［機
能］ 以下の項目から選択

新規登録……「スケジュールを登録する」→P.304
「休日・記念日を登録する」→P.305

1週間表示⇔１ヶ月表示……「スケジュールの表示を切
り替える」→P.305

アイコン別表示……アイコンを選択し、スケジュール・
休日・記念日をアイコン別に表示します。繰り返しを
設定しているスケジュール（ または ）は1件の
項目として表示されます。

ユーザアイコン設定……「お好みの画像をユーザアイ
コンとして設定する」→P.306

登録件数確認……スケジュール登録件数、休日登録件
数、記念日登録件数を確認します。なお、シークレッ
トモード／シークレット専用モードでは、シークレッ
トで登録された件数も確認することができます。

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」
→P.296

前日まで削除……削除の対象項目を「スケジュール／
休日／記念日／すべて」から選択し、カーソルの前日
までのスケジュール・休日・記念日を削除します。

全削除……削除の対象項目を「スケジュール／休日／
記念日／すべて」から選択し、スケジュール・休日・記
念日を削除します。
端末暗証番号を入力 削除する項目を選択 「YES」

祝日リセット……国民の祝日をお買い上げ時の状態に
戻します（自分で登録した休日は削除されません）。

●スケジュールの表示を切り替える
スケジュールには「1ヶ月表示」と「1週間表示」の
2種類があります。bを押して確認したい日付を反
転させると、選択した日付に登録されているスケ
ジュールの件数やアイコンを確認できます。

青色の日付：土曜日
赤色の日付：日曜日・祝日・休日
：記念日

＿：当日
□：午前のスケジュールが登録済み
■：午後のスケジュールが登録済み

休日・記念日を登録する
●休日・記念日はそれぞれ100件まで登録できます。た

だし、お買い上げのときに登録されている国民の祝日は
休日の登録件数に含まれません。

●休日・記念日は1日に1件のみ登録できます。
＜例：休日を登録する場合＞

1 スケジュール画面（P.304） o［新
規］ 「休日」
■記念日を登録する場合

「記念日」

2 以下の項目から選択
年月日設定……休日・記念日を登録する年月日を入

力します。

繰り返し……休日・記念日の繰り返しを設定しま
す。

設定なし……登録した休日・記念日をその年のみ
設定します。

毎年（ ）……登録した休日・記念日を毎年の
休日・記念日として設定します。

■お願い
登録したスケジュールの内容は、別にメモを取って保管する
ことをおすすめします。スケジュールの内容は、FOMA
USB接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに転送し
て保管することもできます。→P.297
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、登録し
たスケジュールの内容が消失する場合があります。当社とし
ては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

O
＜全削除＞
「全削除」の「休日」や「すべて」を選択したときは、祝日は
リセットされてお買い上げのときの登録内容に戻ります。

祝日は「国民の祝日に関する法律」（昭和23年法
律第178号）およびその改正法（平成17年法律
第43号までのもの）に基づいて作成しています。
また、春分の日、秋分の日の日付は前年の2月1日
の官報で発表されるため、異なる場合があります
（2006年8月現在）。

当日の午前と午後に
登録されているスケ
ジュールの件数とア
イコンを表示

当日の午前と午後に設
定されているスケジュー
ルの件数、アイコン、ス
ケジュール内容を表示

　　９：００　　　定例会議
　１２：３０　食事会
　１９：００　　テニス

　　０１ 　　０２

日 月 火 水 木 金 土
１５ １８ ２０ ２１

選択 機能新規

　　　　　２００６／１０／１９（木）

１６ １７ １９

選択 機能新規

　　　　　２００６／１０／１９（木）

　　０２
　　０１

日 月 火 水 木 金 土
５ ７

８ ９ １１
２１ ３ ４

１２ １３ １４
１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１
２２
２９
３０

２４
３１

２５ ２６ ２７ ２８
２６ ２７ ２８ ２９

２３
３０

１０
６
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内容……休日・記念日の内容を入力します。全角で
10文字、半角で20文字まで入力できます。

3 それぞれの項目を設定 o［完了］

お好みの画像をユーザアイコンとして設定す
る

マイピクチャに登録されている画像やアニメーショ
ンをユーザアイコンとして設定します。設定した
ユーザアイコンは、アイコン選択の画面で「 」～
「 」と表示されます。ユーザアイコンを設定する
と、アラーム通知時に設定した画像やアニメーショ
ンが表示されます。
●ユーザアイコンは最大5件まで設定できます。

1 スケジュール画面（P.304） p［機
能］ 「ユーザアイコン設定」 「＜未
登録＞」

■すでに設定されているユーザアイコンを変更す
る場合
すでに設定されている項目を選択

■ユーザアイコンの設定をすべて解除する場合
「全解除」 「YES」

すでにユーザアイコンが設定されている場合のみ解
除できます。

2 フォルダを選択
お客様が作成したフォルダがある
場合は、そこから画像を選択するこ
ともできます。
画像の選択→P.267

■スケジュールに登録されているアイコンを解除
する場合
「ユーザアイコン解除」 「YES」

■スケジュールに登録されていないアイコンを解
除する場合
「ユーザアイコン解除」

3 画像を選択
選択した画像が拡大表示され、しばらくするとユーザ
アイコン一覧に戻ります。
■プレビュー表示する場合

表示したい画像に囲み枠を移動 o［デモ］

スケジュール・休日・記念日を確認する

登録したスケジュール・休日・記念日の内容を確認
します。

1 スケジュール画面（P.304） スケ
ジュール・休日・記念日が登録されてい
る日付を選択
「スケジュール一覧画面」が表示されます。
一覧表示では登録内容や設定
内容が以下のようなアイコン
で表示されます。

：スケジュール（設定した
スケジュールアイコンを
表示）

：休日
：記念日
：アラーム通知
：毎日繰り返し
：曜日指定繰り返し
：毎年繰り返し

2 項目を選択

O
設定した年月日にすでに休日・記念日が登録されている場合
は、上書きするかどうかのメッセージが表示されます。

　　　海
　　　サッカー
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
全解除

　　　ユーザアイコン

　　ＩＮＢＯＸ
　　カメラ
　　自作アニメ

　　　ユーザアイコン

O
スケジュールで使用されているユーザアイコンを変更または
解除しようとしたときは、解除するかどうかのメッセージが
表示されます。ユーザアイコンを変更または解除したり、デー
タBOXから削除したりすると、スケジュールのアラーム通知
画面は「 」を設定したときの画面に変わります。

スケジュール一覧画面

　　９：００　　　　　定例会議
　１２：３０　食事会
　１９：００　　　テニス

　　　２００６／１０／１９（木）

選択 機能編集

機能メニュー P.307

スケジュールの
詳細画面

休日の詳細画面 記念日の詳細画面

開始日時：
１０／１９（木）　９：００
終了日時：
１０／１９（木）１２：００

通知：する
要約：

　　　スケジュール

資料用意
予定：
定例会議

編集 機能

月日：
１０／２０（金）
内容：
代休

　　　　　休日

編集 機能

月日：
１０／２１（土）
内容：
結婚記念日

　　　　　　記念日

編集 機能

木

ス
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スケジュール一覧画面

1 スケジュール一覧画面（P.306） p
［機能］ 以下の項目から選択

新規登録……「スケジュールを登録する」→P.304
「休日・記念日を登録する」→P.305

編集……スケジュール・休日・記念日を編集します。

コピー……スケジュール・休日・記念日をコピーしま
す。コピー元に繰り返しの設定があっても、コピー先
では解除されます。

アイコン別表示……アイコンを選択し、スケジュール・
休日・記念日をアイコン別に表示します。繰り返しを
設定しているスケジュール（ または ）は1件の
項目として表示されます。

ユーザアイコン設定……「お好みの画像をユーザアイ
コンとして設定する」→P.306

シークレット解除……シークレットモード／シーク
レット専用モードで登録したスケジュールを通常の
データに戻します。→P.145

ｉモードメール作成……「ｉモードメールを作成して
送信する」→P.210

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」
→P.296

1件削除……スケジュール・休日・記念日を1件削除し
ます。

前日まで削除……削除の対象項目を「スケジュール／
休日／記念日／すべて」から選択し、カーソルの前日
までのスケジュール・休日・記念日を削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のスケジュールを削除できます。

〈ToDo〉

ToDoリストを登録する
ToDoに用件を登録しておくと、予定の管理ができ
ます。また、アラームでお知らせするように登録す
ることもできます。

用件を登録／編集する
● 100件まで登録できます。
●「内容」は必ず入力してください。「内容」を入力してい

ないToDoは登録できません。
● ToDoのアラーム通知について→P.309
＜例：用件を登録する場合＞

1 i95
「ToDo画面」が表示されます。

2 p［機能］ 「新規登録」
■用件を編集する場合

p［機能］ 「編集」
oのソフトキーは、用件未登録時には［新規］が、
用件登録時には［編集］が表示されます。

3 以下の項目から選択
内容……用件の内容を入力します。全角で100文

字、半角で200文字まで入力できます。

期日……用件の期日を設定します。

直接入力……年月日と時刻を設定します。

カレンダーから入力……カレンダーで年月日を選
択し、時刻を設定します。

なし……期日を設定しません。

優先度……用件の優先度を「 ／ ／なし」か
ら選択します。

カテゴリー……用件のカテゴリーを「なし／プライ
ベート／休日／旅行／仕事／会議」から選択します。

アラーム通知……設定した期日になったときのア
ラームの通知について設定します。

通知する……期日にアラーム通知します。

事前通知する……期日の何分前にアラーム通知す
るか設定します。
事前通知時間（01～99分の2桁）を入力

表示されている時間をそのまま設定するときは
d［確定］を押します。

O
＜前日まで削除＞＜選択削除＞
「前日まで削除」および「選択削除」では、お買い上げのとき
に登録されている祝日は削除されません。
繰り返し（毎日／曜日指定）が設定されているスケジュール
を１件削除または選択削除しようとした場合、繰り返しの予
定を削除するかどうかのメッセージが表示されます。
前日まで削除を行った場合、繰り返し（毎日／曜日指定）が
設定されているスケジュールは、選択した前日までのスケ
ジュールが削除され、選択した日以降のスケジュールは残り
ます。
スケジュールをアイコン別に表示した場合、機能メニューか
ら「選択削除」を選択すると、アイコン別表示を行う前の画
面で選択していた日付の一覧画面での選択削除画面を表示し
ます。アイコン別表示での選択削除はできません。

機能メニュー P.308
ToDo画面

　＜未登録＞

新規

　　　　ＴｏＤｏ：すべて

機能

Ｔ
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通知しない……期日になってもアラーム通知しま
せん。

アラーム音選択……アラーム音をメロディのフォ
ルダやｉモーションから選択します。
→P.266、277、288
メロディのプリインストールフォルダから「時刻ア
ラーム音」が選択できます。
アラーム音を鳴らさないときは「OFF」を選択します。

完了日※1……用件の完了日を設定します。

直接入力……年月日を設定します。

カレンダーから入力……カレンダーで年月日を選
択します。

なし……完了日を設定しません。

※1：登録済みの用件で、「状態」が「完了」になっている
用件を編集したときにのみ表示されます。

4 それぞれの項目を設定 o［完了］

ToDo画面／ToDo内容確認画面

1 ToDo画面（P.307）／ToDo内容確
認画面（P.308） p［機能］ 以下
の項目から選択

新規登録・編集……「用件を登録／編集する」→P.307

状態……用件の状態を「予定／承諾／依頼／暫定／確
認／拒否／完了／代理」から選択します。
「完了」を選択した場合は、完了日を設定します。

カテゴリー別表示……用件を「すべて／なし／プライ
ベート／休日／旅行／仕事／会議」から選択してカテ
ゴリー別に表示します。

ソート／フィルタ……条件を選択して、ソート機能で
用件を並び替えたり、フィルタ機能で特定の用件のみ
を表示します。

デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」
→P.296

1件削除……用件を1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数の用件を削除できます。

完了済み削除……完了した用件を削除します。

全削除……用件をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

用件を確認する

1 ToDo画面（P.307） 用件を選択
「ToDo内容確認画面」が表示されます。

O
「事前通知する」に設定した場合、アラーム通知されるのは事
前通知に設定した時刻（ToDoの01～99分前）のみです。
ToDoを設定した日付・時刻にはアラーム通知は行われませ
ん。
音声通話中に用件を登録する場合、アラーム音選択中にア
ラーム音は鳴りません。

■お願い
登録したToDoの内容は、別にメモを取って保管することを
おすすめします。ToDoの内容は、FOMA USB接続ケーブ
ル（別売）を利用して、パソコンに転送して保管することも
できます。→P.297
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、登録し
たToDoの内容が消失する場合があります。当社としては責
任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

　　　宅配便の手配
　　　ビデオの予約

　　　レポート提出
　　　友人に電話すること

編集

　　　　ＴｏＤｏ：すべて

選択 機能

ToDo内容確認画面

レポート提出
期日：
２００６／１０／１９（木）１１：００

編集

完了日：
なし
カテゴリー：仕事
優先度：
通知：する
状態確認：

　　　ＴｏＤｏ内容確認

機能

優先度を表示します。

用件の状態を表示します。
設定した期日が過ぎるとア
イコンが青色から赤色に変
わります。

機能メニュー P.308
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〈アラーム通知設定〉

アラーム通知のしかたを
設定する

「めざまし時計」、「スケジュール」、「ToDo」でア
ラームを通知するとき、「操作優先」にするか「通知
優先」にするかを設定します。

1 i 「時計」 「アラーム通知設
定」 「操作優先」または「通知優先」
「操作優先」に設定した場合、待受画面表示中のときの
みアラームを通知します。
「通知優先」に設定した場合、FOMA端末を操作してい
るときや通話中でもアラームを通知します。

アラーム通知の動作

●アラーム通知を設定すると
「めざまし時計」、「スケジュール」、「ToDo」でア
ラーム通知を設定すると、待受画面にアイコンが表
示されます。

■当日の設定（過ぎた時刻の設定は除く）がある
場合
「 」が表示されます。
■明日以降の設定がある場合
「 」が表示されます。

●設定した時刻になると
各機能ごとに別表１（P.310）のような動作でア
ラームを通知します。
●別表1の通知動作において、アラーム音が鳴るときには、

同時にアクアイルミネーションが通話中イルミネー
ションの「パターン1」と同様の点滅をします。

●アラーム音にｉモーションを設定すると、その映像や音
声でアラーム通知を行います。

※1：アラーム通知時に表示されるアニメーションは、設定した
アイコンやカテゴリーによって変わります。

●アラーム音を止めるには
■めざまし時計のアラーム音
めざまし時計の「アラーム停止方法」および「スヌー
ズ通知」の設定内容によって、別表2（P.310）の
ように異なります。

■スケジュール、ToDoのアラーム音
いずれかのボタンを押すとアラーム音は停止し、ア
ニメーションやｉモーションは静止画になり、ア
ラームメッセージは表示されたままになります。も
う一度いずれかのボタンを押すと、アラームメッ
セージは消えます。ただし、FOMA端末を閉じた状態
でサイドボタンを押した場合は、アラーム通知の画
面は消えません。

■アラーム通知中に電話がかかってきた場合
アラーム通知を停止して着信の動作になります。「め
ざまし時計」のスヌーズも解除されます。

お買い上げ時
通知優先

めざまし時計の場合 スケジュールの場合※1 ToDoの場合※1

　　     めざまし１

　　  現在時刻 １７：２３

和風レストランで食事
１０／１９（木）１７：２３

定例会議

１０／１９（木）１７：２３

O
「スケジュール」、「ToDo」のアラーム音の音量は、「着信音
量」の「電話」で設定した音量になります。
通話中の時刻アラーム音の音量は、「受話音量」で設定した音
量になります。
通話中のめざまし時計でのアラーム通知では、「スヌーズ通知
する」に設定していても、スヌーズで通知は行いません。
以下の設定をすると、バイブレータも振動します。
・「バイブレータ」の「電話」を「OFF」以外に設定
・「マナーモード」に設定
・「オリジナルマナー」の「バイブレータ」を「ON」に設定
※ただし、めざまし時計の「アラーム停止方法」を「振ると
アラーム停止」に設定した場合、バイブレータは振動しま
せん。

「待受時計表示」の「表示方法」を「OFF」に設定した場合
や、スケジュール・ToDoを「通知しない」に設定して登録
した場合は、待受画面にアイコンは表示されません。
「アラーム音選択」でｉモーションを設定しても、通話中など
ｉモーションを起動できないときはｉモーションは再生され
ず、「時刻アラーム音」と設定したアイコンやカテゴリーに応
じたアニメーションでアラーム通知を行います。
<アラーム通知の優先順位>
「めざまし時計」、「スケジュール」、「ToDo」のアラーム通知
が同じ時刻に設定されている場合、優先順位は以下のとおり
です。
①めざまし時計 ②ToDo ③スケジュール
アラーム通知できなかった場合は、待受画面に「 」（未通
知アラームあり）のデスクトップアイコンを表示してお知ら
せします。

O
以下のようなときは、スヌーズが解除されます。
・音声電話やテレビ電話の着信があったとき
・「アラーム通知設定」を「通知優先」の場合にめざまし時
計、スケジュール、ToDoのアラームが通知されたとき

「ボタン確認音」を「OFF」に設定している場合、解除音は鳴
りません。
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通知できなかったアラームの内容を確認する

アラームを通知できなかった場合は、待受画面に
「 」（未通知アラームあり）のデスクトップアイコ

ンが表示されます。デスクトップアイコンから通知
できなかったアラームの内容（未通知アラーム情報）
を確認します。

［別表1］アラーム通知動作

※1：「通知優先」に設定している場合の動作です。「操作優先」に設定している場合は、待受画面に「 」（未通知アラームあり）の
デスクトップアイコンが表示されます。→P.310

［別表2］めざまし時計のアラーム停止方法

※1：振る動作が1秒間以上停止した場合、連続動作反応がリセットされます。

状態
機能名

めざまし時計 スケジュール・ToDo
待受画面表示中 「スヌーズ通知しない」に設定している場合は、アラーム音が

設定された鳴動時間（01～10分）によって繰り返し鳴りま
す。「スヌーズ通知する」に設定している場合は、約１分間の
アラーム音が約５分おきに最大6回鳴ります。ディスプレイに
はアニメーションが表示されます。

アラーム音が約5分間繰り返し鳴り、
ディスプレイにはアニメーションが
表示されます。

電源が切れている 「自動電源ON」の設定で「電源ONする」に設定している場合
は自動で電源が入りアラームを通知します。「電源ONしない」
に設定している場合は、電源は入らずアラームを通知しませ
ん。電源を入れた後も「 」（未通知アラームあり）のデスク
トップアイコンは表示されません。

設定した時刻になってもアラームを
通知しません。ただし設定はそのま
ま残ります。

通話中※1 受話口から時刻アラーム音（ピピピ…）が3回繰り返し鳴ります。ディスプレイにはアニメーション
が表示されます。

電話の着信中／発信中※1 状態によりアラームを通知する場合と通知しない場合があります。アラーム通知する場合は、アラー
ムが鳴り、ディスプレイにはアニメーションが表示されます。

ｉモード中／メール送受信中※1 「待受画面表示中」の場合と同じようにアラームを通知します。
赤外線通信機能の操作中、
OBEXによるデータ送受信中

設定した時刻になってもアラームを通知しません。データ通信終了後、待受画面に「 」（未通知ア
ラームあり）のデスクトップアイコンが表示されます。→P.310

イヤホンマイク接続中 「通知音出力切替」の設定に従って、イヤホンおよびスピーカからアラーム音が鳴ります。また、ディ
スプレイにはアニメーションが表示されます。

PIN1コード入力設定が「ON」
に設定されていて、電源を入
れた後のPIN1コード入力画
面を表示しているとき※1

「待受画面表示中」の場合と同じようにアラームを通知します。
アラーム通知の画面表示を消すと、PIN1コード入力画面に戻
ります。

正しいPIN1コードを入力した後に
アラームを通知します。

オールロック設定中／
PIMロック設定中

「アラーム通知設定」の設定にかかわらず設定した時刻になっ
てもアラームを通知しません。オールロック／PIMロック解除
後、待受画面に「 」（未通知アラームあり）のデスクトッ
プアイコンが表示されます（P.310）。オールロック設定中／
PIMロック設定中で電源も切っている場合は、設定した時刻に
なっても電源は入らず、オールロック／PIMロック解除後も
「 」（未通知アラームあり）のデスクトップアイコンは表示
されません。

「アラーム通知設定」の設定にかかわ
らず設定した時刻になってもアラー
ムを通知しません。オールロック／
PIMロック解除後、待受画面に
「 」（未通知アラームあり）のデ
スクトップアイコンが表示されま
す。→P.310

アラーム停止方法 スヌーズ通知 アラーム音の止めかた
振るとアラーム停止※1 しない 本体を約4秒間振り動かすと（またはyを押すと）、ピピッという解除音が鳴り、ア

ラーム音や画面表示を停止します。
する 本体を約3秒間振り動かすと（またはyを押すと）、アラーム音や画面表示を停止

し、スヌーズに移行します。
スヌーズ中に約2秒間振り動かすと（またはyを押すと）、ピピッという解除音が
鳴り、スヌーズが解除されます。

ボタン操作でアラーム
停止

しない いずれかのボタンを押すと、アラーム音や画面表示を停止します。もう一度いずれか
のボタンを押すと、ピピッという解除音が鳴り、画面表示が消えます。

する いずれかのボタンを押すと、アラーム音や画面表示を停止し、スヌーズに移行しま
す。スヌーズ中にyを押すと、ピピッという解除音が鳴り、スヌーズが解除され
ます。
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1 待受画面表示中 d 「 」（未通知
アラームあり）を選択
「めざまし時計」、「スケジュール」、「ToDo」の未通知
アラーム情報が表示されます。

■「 」を消す場合
t（1秒以上）

「 」を消すと、未通知アラーム情報は確認できな
くなります。

2 内容を確認 t 
待受画面に戻り、「 」（未通知アラームあり）のデス
クトップアイコンは消えます。

〈自局番号表示〉

自分の名前や画像を登録する
名前や自宅の電話番号、メールアドレスなど、お客
様の個人情報を登録します。個人情報を登録してお
くと、FOMA端末の所有者を確認したり、文字入力
（編集）画面で登録されている内容を引用できます。
●自局番号を変更したり削除することはできません。
●登録したデータはFOMA端末に記憶されます。ほか

のFOMAカードを差し込んでも、FOMA端末に登録し
たデータが表示されます。

個人データを表示する

本機能を起動したときは名前、自局番号、1件目の
メールアドレスのみ表示できます。

1 i0
「自局番号表示画面」が表示されます。
自宅の電話番号や住所などの
個人データを登録している場
合は、機能メニューから「全
データ表示」を選択して端末暗
証番号を入力すると、すべての
データを表示できます。

自局番号表示画面

1 自局番号表示画面（P.311） p［機
能］ 以下の項目から選択

個人データ編集……「個人データを登録する」→P.312

全データ表示…… 端末暗証番号を入力 vで内容を
確認

名前コピー……個人データに登録されている名前をコ
ピーします。
コピーした名前は、入力画面などで貼り付けることが
できます。
「文字のコピー／切り取り／貼り付け」→P.351

電話番号コピー※1……現在表示している電話番号をコ
ピーします。
コピーした電話番号は、入力画面などで貼り付けるこ
とができます。
「文字のコピー／切り取り／貼り付け」→P.351

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

電話番号削除※2……現在表示している電話番号を削除
します。

個人データ初期化……自局番号以外の個人データを初
期化（削除）して、お買い上げのときの状態に戻します。
端末暗証番号を入力 「YES」

「全データ表示」で個人データを表示している場合は、
端末暗証番号を入力する必要はありません。

※1：選択している項目によって機能名は「メールアドレ
スコピー／住所コピー／誕生日コピー／メモコ
ピー」と表示されます。

※2：選択している項目によって機能名は「メールアドレ
ス削除／住所削除／誕生日削除／メモ削除／静止画
削除」と表示されます。

O
「めざまし時計」、「スケジュール」、
「ToDo」のアラーム通知が同じ時刻
に設定されていてアラームを通知
できなかった場合は、それぞれの未
通知アラーム情報が表示されます。

未通知アラームあり

選択

１０／１８（水）１３：０５
スケジュール通知

１０／１８（水）１３：０５
めざまし１通知

ＴｏＤｏ通知

プロジェクト会議

１０／１８（水）１３：０５

企画書提出

　　未通知アラーム情報

お買い上げ時
自局番号のみ

自局番号表示画面

　　　自局番号表示

編集 機能

ト゛コモイチロウ

ドコモ一郎

機能メニュー P.311
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個人データを登録する

1 自局番号表示画面（P.311） o［編
集］ 端末暗証番号を入力

2 以下の項目から選択
名前……お客様の名前を入力します。漢字、ひらが

な、カタカナ、英字、数字、絵文字などを、全角で16
文字、半角で32文字まで入力できます。

フリガナ……お客様の名前のフリガナを入力しま
す。「名前」を入力すると自動的に設定されますので必
要に応じて変更してください。半角のカタカナ、英字、
数字、記号で32文字まで入力できます。

電話番号……自局番号以外の電話番号を追加登録
してアイコンを選択します。電話番号は26桁まで入力
できます。
新しく電話番号を登録すると、個人データの編集画面
に「 ＜追加登録＞」が表示されます。この項目を選
択すると電話番号を追加登録できます。

メールアドレス……メールアドレスを入力してア
イコンを選択します。半角の英字、数字、記号で50文
字まで入力できます。
1件目のメールアドレスを登録すると、個人データの編
集画面に「 ＜追加登録＞」が表示されます。この項
目を選択するとメールアドレスを追加登録できます。

住所……郵便番号と住所を入力します。郵便番号は
7桁の半角数字で入力します。住所は漢字、ひらがな、
カタカナ、英字、数字、絵文字などを、全角で50文
字、半角で100文字まで入力できます。

誕生日……誕生日（西暦・月日）を入力します。
設定できる西暦は、1800年から2099年までです。

メモ……メモを入力します。漢字、ひらがな、カタ
カナ、英字、数字、絵文字などを、全角で100文字、
半角で200文字まで入力できます。

静止画……個人データで表示される静止画の選択
／解除を設定します。

3 それぞれの項目を設定 o［完了］

〈通話中音声メモ／待受中音声メモ〉

相手の声や自分の声を録音する
音声メモには、音声通話中またはテレビ電話中に相
手の声を録音できる「通話中音声メモ」と、待受画
面表示中に自分の声を録音できる「待受中音声メモ」
の2種類があります。
●録音できる件数は、通話中音声メモまたは待受中音声メ

モのどちらか1件で、録音するたびに上書きされます。
●録音できる時間は約20秒です。
●録音した音声メモの再生、消去について→P.81

通話中に相手の声を録音する

音声通話中またはテレビ電話中に相手の声を録音し
ます。ボタン操作1回で必要な用件をすばやく録音
できます。

1 通話中 s［MEMO／CHECK］（1秒
以上）
「ピッ」と鳴って録音がはじまりま
す。録音時間（約20秒間）が終了
する5秒前に「ピッ」と音が鳴りま
す。録音が終了すると「ピッピッ」
という音が鳴り、「音声メモ録音中」
の表示が消えて通話中画面に戻り
ます。

■録音を途中でやめる場合
d［停止］、t、yまたはs［MEMO／

CHECK］（1秒以上）
yを押した場合は、通話も終了します。
ただし、テレビ電話中はtを押しても録音を中断
することはできません。

待受中に自分の声を録音する

1 i43 「YES」 音声メモを録
音
「ピッ」と鳴ったら送話口に向かってお話しください。
録音時間（約20秒間）が終了する5秒前に「ピッ」と
音が鳴ります。録音が終了すると「ピッピッ」という
音が鳴り、「音声メモ録音中」の表示が消えて「LifeＫit」
の一覧画面に戻ります。
■録音を途中でやめる場合

d［停止］、tまたはy 
yを押した場合は、待受画面に戻りますが録音し
た音声は保存されます。

O
本機能で変更するメールアドレスは、自局番号表示で表示す
るメールアドレスです。実際のメールアドレスは変更されま
せん。

O
録音中に電話がかかってきたときや「めざまし時計」、「スケ
ジュール」、「ToDo」のアラームが通知されたり、ほかの機
能を操作した場合は、録音を停止します。
機能メニューの各項目の操作中、テレビ電話の保留中などは
録音することはできません。
音声電話を通話中保留にしている場合、次の操作で「通話中
音声メモ」を起動して録音できます。
i 「通話中音声メモ」

　　　音声メモ録音中

停止

１０／１９（木）１７：２３

音声通話中の場合
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〈おしゃべり機能〉

アラーム音や応答保留音を録音／再
生する
音声を録音して、オリジナルの着信音や応答メッ
セージとして設定します。
●録音できる音声は「おしゃべり1、2」の2件です。
●録音できる時間は約15秒です。
●本機能で録音した音声を設定できる機能は以下のとお

りです。
・音声電話／テレビ電話／マルチナンバーの着信音
・メール着信音
・メッセージR／Fの着信音
・非通知着信設定の着信音
・応答保留音
・通話中保留音
・伝言メモの応答メッセージ
・めざまし時計のアラーム通知音
・スケジュールのアラーム通知音
・ToDoのアラーム通知音
・通話料金通知のアラーム通知音

音声を録音する

1 i91 項目を選択

2「録音」 音声を録音
送話口に向かってお話しください。録音時間（約15秒
間）が終了する5秒前に「ピッ」と音が鳴ります。録
音が終了すると「ピッピッ」という音が鳴り、「おしゃ
べり録音中」の表示が消えて元の画面に戻ります。
■録音を途中でやめる場合

d［停止］、tまたはy 
録音中にyを押した場合、待受画面に戻りますが
録音した音声は保存されます。

録音した音声を再生／消去する

1 i91 項目を選択

2「再生」または「消去」を選択
■再生を途中でやめる場合

d［停止］、tまたはy 

〈通話時間／料金〉

通話時間・料金を確認する
音声通話、テレビ電話などの前回および積算の通話
時間と通話料金を確認します。
●音声電話とテレビ電話の通話を切り替えた場合、前回通

話時間には音声電話とテレビ電話の合計の通話時間が
表示され、前回通話料金には音声電話とテレビ電話の通
話料金が個別に表示されます。なお、表示される通話料
金は実際の通話料金と異なる場合があります。

●通話時間は、音声電話通話時間とデジタル通信通話時間
（テレビ電話通話時間+64Kデータ通信時間）が表示さ
れ、かけた場合とかかってきた場合の両方がカウントさ
れます。

●通話料金は、かけた場合のみカウントされます。ただ
し、フリーダイヤルなどの無料通話先や番号案内
（104）などに通話した場合は、「￥0」または「￥∗∗」
が表示されます。

●通話料金はFOMAカードに蓄積されるため、FOMAカー
ドを差し替えてご利用になる場合、蓄積されている積算
料金（2004年12月から積算開始）が積算通話料金に表
示されます。
※ 901iシリーズより前に発売されたFOMA端末では、

FOMAカードに蓄積されますが表示することはできませ
ん。

●表示される通話時間および通話料金は、リセットするこ
とができます。

●表示される通話時間および通話料金はあくまで目安で
あり、実際の通話時間／料金とは異なる場合がありま
す。また、通話料金に消費税は含まれておりません。

1 i61

前回時間　　：直前の通話時間の目安を表示します。
発信、着信どちらの通話でも通話時間
を表示します。

前回通話料金：直前の通話の通話料金の目安を表示し
ます。「音声通話」は音声電話の前回通
話料金を表示します。「デジタル」はテ
レビ電話と64Kデータ通信の前回通話
料金を表示します。

■お願い
音声メモの内容は、別にメモを取ったりして保管することを
おすすめします。
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、録音
した音声メモの内容が消失する場合があります。当社として
は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

O
録音済みの音声がある場合は、すでに録音されていることを
通知するメッセージが表示され、新しく音声を録音すると元
の音声に上書きします。
録音中に電話がかかってきたときや「めざまし時計」、「スケ
ジュール」、「ToDo」のアラームが通知されたり、ほかの機
能を操作した場合は、録音を停止します。

　おしゃべり１
　おしゃべり２

　　　おしゃべり機能

　おしゃべり１
　おしゃべり２

　　　おしゃべり機能

前回通話料金
前回時間　　１時間　６分　２秒

　音声通話　　　　　　　￥**
積算通話時間
　テ゛シ゛タル　　　　　　　　￥**
　テ゛シ゛タル　　９時間１３分３２秒
　音声通話　３４時間２３分４８秒

時間リセット日時　１０／１８　１２：１２
積算通話料金　　　　￥４８８

料金リセット日時　１０／１８　１２：１３

　　　通話時間／料金
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積算通話時間：前回リセットしたとき（「0秒」に戻し
たとき）から現在までの積算時間を表
示します。「音声通話」は音声電話の積
算通話時間を表示します。「デジタル」
はテレビ電話と64Kデータ通信の積算
通話時間を表示します。

積算通話料金：前回リセットしたときから現在までの
積算通話料金の目安を表示します。積
算通話料金は音声電話通話料金とデジ
タル通信通話料金（テレビ電話通話料
金＋64Kデータ通信料金）の合計が表
示されます。

時間リセット日時：積算時間リセットをした前回の日
時を表示します。

料金リセット日時：積算通話料金リセットした前回の
日時を表示します。

積算通話時間と積算通話料金をリセットする
＜積算リセット＞

「通話時間／料金」に表示される積算通話時間および
積算通話料金をゼロに戻します。

1 i60 端末暗証番号を入力 以
下の項目から選択

積算時間リセット……積算時間をリセットします。

積算通話料金リセット……積算通話料金をリセットし
ます。
「YES」 PIN2コードを入力

PIN2コードについて→P.140

積算通話料金の自動リセットを
設定する＜積算料金自動リセット＞

毎月１日のAM0:00になると、「通話時間／料金」
に表示される積算通話料金が自動的にゼロに戻るよ
うに設定します。

1 i 「時間／料金」 「積算料金
自動リセット」 端末暗証番号を入力

2「自動リセット設定」 「ON」 PIN2
コードを入力
PIN2コードについて→P.140
■設定しない場合

「OFF」

〈通話料金通知〉

通話料金の上限を設定して知らせる

お買い上げ時 料金上限値：3,000円　
上限値通知設定：通知しない

「通話時間／料金」で表示される積算通話料金が本機
能で設定した上限料金を超えると待受画面やアラー
ムなどでお知らせします。
●アラーム通知は、積算通話料金が設定した上限料金を超

えたときに一度だけ行います。
●上限料金を超えても通常どおり電話をかけることがで

きます。

1 i 「時間／料金」 「通話料金
通知」 端末暗証番号を入力

2 以下の項目から選択
上限料金の設定……10～100,000円の範囲で10円
単位で上限の料金を設定します。

通知設定

上限値通知設定……通話料金通知を行うかど
うかを設定します。

アラーム音選択……アラーム音をメロディの
フォルダから選択します。→P.266、288
プリインストールフォルダから「時刻アラーム音」
が選択できます。
アラーム音を鳴らさないときは「OFF」を選択し
ます。

アラーム音量……cでアラーム音量を設定し
ます。「着信音の音量を調節する」→ P.73

3 それぞれの項目を設定 o［完了］

O
前回および積算の音声電話通話時間やデジタル通信通話時間
が「199時間59分59秒」を超えると、「0秒」に戻ってカ
ウントします。
ｉモード通信、パケット通信の通信時間・通信料金はカウン
トされません。ｉモード利用料などの確認方法については、
ｉモードご契約時にお渡しする『ｉモード操作ガイド』をご
覧ください。
着信中や相手を呼び出している時間はカウントされません。
電源を切ると、前回通話時間は「0秒」、前回通話料金は「￥
∗∗」に戻ります。
電源を切っても、積算通話時間、積算通話料金の情報は残り
ます。

お買い上げ時
OFF

O
パケット通信中でも積算通話料金は自動リセットされます。
通話中に自動リセットが行われる日時になった場合は、通話
が終了したときに自動リセットが行われます。
電源を切っている間に自動リセットが行われる日時になった
場合は、次回電源を入れたときにPIN2コードを入力後、自動
リセットが行われます。
積算料金自動リセットを「ON」に設定し、「時計設定」で月
を変更すると積算通話料金はリセットされます。
積算料金自動リセットを「ON」に設定すると、FOMA端末
の電源を入れたときにPIN2コードの入力画面が表示されま
す。
次の場合は積算料金自動リセットは「OFF」に設定されます。
・FOMAカードを未挿入の状態で電源を入れたとき
・PIN2コード入力画面でtを押したとき
・PIN2コードロック時、解除コード入力画面でtを押し
たとき

・FOMAカードに異常があるとき

通
話
料
金
の
上
限
を
設
定
し
て
知
ら
せ
る
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●アラーム通知の動作
通話終了後、積算通話料金が設定した上限料金を超
えると次のような動作で通知します。

■上限値通知設定を「通知する」、アラーム音選択
を「OFF」以外に設定している場合
積算通話料金が本機能で設定した上限料金を超える
と、通話を終了して3秒後にアラーム音が約5分間鳴
り、上限料金を超えたことを通知する画面が表示さ
れます。アラーム音を止めるにはいずれかのボタン
を押します。通知動作終了後、tまたはyを押
すと、待受画面に「 」（通話料金通知）のデスク
トップアイコンが表示されます。

■上限値通知設定を「通知する」、アラーム音選択
を「OFF」に設定している場合
積算通話料金が本機能で設定した上限料金を超える
と、待受画面に「 」（通話料金通知）のデスクトッ
プアイコンが表示されます。

●「 」（通話料金通知）の内容を確認する
待受画面に表示された「 」（通話料金通知）のデ
スクトップアイコンを選択して、通話料金通知の内
容を確認します。

1 待受画面表示中 d 「 」（通話料
金通知）を選択
「通話料金通知」の内容が表示されます。

2 内容を確認 d［確認］ 
待受画面に戻り、「 」（通話料金通知）が消えます。

〈電卓〉

電卓として使う
FOMA端末で四則演算（＋、－、×、÷）を行います。
●数字は10桁まで表示できます。また、小数点以下は9

桁まで表示できます。
●計算結果が10桁を超えた場合は、「.E」と表示されます。

1 i85 計算する
■「23＋57」を計算する場合

  2      3     +     5      7      =
2  3   j   5   7   d

■負の数を計算する場合
先頭の数字に「－」を付けた場合のみ、負の数の計
算ができます。
 －   2     3    +    5     7    =
h 2  3 j  5 7  d 

〈テキストメモ〉

テキストメモを作成する
簡単なメッセージなどをテキストメモとして作成し
ます。作成したテキストメモはスケジュールの内容
やメールの本文に貼り付けることができます。
●テキストメモは10件まで登録できます。
●テキストメモは全角で256文字、半角で512文字まで

入力できます。

テキストメモを登録する

1 i42
「テキストメモ画面」が表示されます。

O
オリジナルマナーモード設定中のアラーム音の音量は、「オリ
ジナルマナー」の「電話着信音量」で設定した音量になります。
ｉモード通信、パケット通信の通信料金は本機能の対象外で
す。ｉモード利用料などの確認方法については、ｉモードご
契約時にお渡しする『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
アラーム通知をするとき、「操作優先」にするか「通知優先」
にするかを「アラーム通知設定」（P.309）で設定できます。

設定した上限金額を
超えました

料金上限値

通知日時  １ ０/ １ ９  １ ７ ： ２ ２
￥ 3 0 0 0

通話料金通知

選択

O
t（ または ）は、次のようなときに使います。
・＋、－、×、÷、＝を押した後は の表示となり、t
を押して計算を最初からやり直すことができます。

・数字や小数点の入力中は の表示となり、t を押し
て打ち間違えた数字や小数点を消去することができます。

入力した数字、計算結
果が表示されます。

電卓

=･

テキストメモ画面

　いつもお世話になってお
　こんにちは。お元気です
　　＜未登録＞

　　　　テキストメモ

選択 機能編集

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

機能メニュー P.316

電
卓
と
し
て
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2「＜未登録＞」を反転 o［編集］
■すでに登録されているテキストメモの内容を変
更する場合
変更する項目を反転 o［編集］

3 内容を入力

テキストメモの内容を確認する

1 テキストメモ画面（P.315） 項目を
選択 内容を確認

テキストメモ画面

1 テキストメモ画面（P.315） p［機
能］ 以下の項目から選択

編集……テキストメモを編集します。

ｉモードメール作成……「ｉモードメールを作成して
送信する」→P.210

スケジュール作成……「スケジュールを登録する」
→P.304

赤外線送信……「データを1件ずつ転送する」→P.295

赤外線全件送信……「データをまとめて転送する」
→P.296

テキストメモ情報……作成日時や分類を確認します。

分類……テキストメモを「なし／プライベート／休日
／旅行／仕事／会議」から選択して分類します。

1件削除……テキストメモを1件削除します。

選択削除…… cで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のテキストメモを削除できます。

全削除……テキストメモをすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

〈辞典〉

辞典を利用する
●辞典は、以下のLifeKitメニューから起動する方法だけ

ではなく、各種文字編集画面の機能メニューからも利用
できます。→P.318

辞典を起動する

1 i 「辞典」
「辞典画面」が表示されます。

2 以下の項目から選択
直接入力……単語を入力します。全角で32文字、半角
で64文字まで入力できます。

アクセスリーダー……アクセスリーダーから単語を入
力します。
「辞典（日本語）」または「辞典（英語）」 文字を読
み取る
「文字を読み取る」→P.173

検索履歴……以前検索した単語の履歴から検索しま
す。「検索履歴を使う」→P.317

3 辞典の種類を選択
「検索結果画面（一覧）」が表示されます。
該当する単語がない場合は、入力した文字に近い単語
にカーソルがあたって表示されます。

■前後の一覧を表示させたい場合
検索結果画面（一覧） v 

■お願い
登録したテキストメモの内容は、別にメモを取って保管する
ことをおすすめします。テキストメモの内容は、FOMA
USB接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに転送し
て保管することもできます。→P.297
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、登録
したテキストメモの内容が消失する場合があります。当社と
しては責任を負いかねますので、あらかじめご了承くださ
い。

すみません。電車のダイヤ
が乱れているため、少し遅
刻します。

　　テキストメモ編集

　　　テキストメモ
すみません。電車のダイヤ
が乱れているため、少し遅
刻します。

辞典画面

選択

　　　　　辞典
　直接入力
　アクセスリーダー
　検索履歴

機能

機能メニュー P.317

検索結果画面（一覧）
選択Top

　　　　　辞典

　英和辞典

上げる

　和英辞典
　国語辞典

選択

　あげまく【揚げ幕】
　あけむつ【明け六つ】

　あける【開ける,  明ける
　あける【明ける】
　あげる【挙げる】

　あげる【揚げる】
　あけわたす【明け渡す】

　あげまき【揚巻,  総角】

　あげもの【揚げ物】

Top 機能

　　　 　検索結果　　

　あげる【上げる】

機能メニュー P.317
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4 単語を選択
「検索結果画面（詳細）」が表示されます。

■前後の単語を表示させたい場合
検索結果画面（詳細） v 

辞典画面

1 辞典画面（P.316） p［機能］ 以
下の項目から選択
デスクトップ貼付……「デスクトップアイコンを利用
する」→P.132

検索履歴を使う

1 辞典画面（P.316） 「検索履歴」
「検索履歴画面」が表示されます。

2 単語を選択

検索履歴画面

1 検索履歴画面（P.317） p［機能］
以下の項目から選択

1件削除……検索履歴を1件削除します。

全削除……検索履歴をすべて削除します。

検索結果画面（一覧・詳細）

1 検索結果画面（一覧・詳細）（P.316）p［機能］ 以下の項目から選択

コピー……文字をコピーします。
一覧画面：和英辞典と国語辞典は検索結果の【 】内の
文字を、英和辞典は検索結果の単語をコピー
詳細画面：範囲を指定してコピー
コピーした文字は、入力画面などで貼り付けることができ
ます。
「文字のコピー／切り取り／貼り付け」→P.351

結果詳細から検索※1……「検索結果の詳細画面から、
さらに検索する」→P.317

別の辞典で検索……検索した単語を別の辞典で検索し
ます。

参照編集※1……検索結果を見ながら文字編集をするこ
とができます。
辞典が文字編集画面から起動されていて、起動元の文
字編集画面が、操作画面と文字編集画面を表示できな
い場合に表示されます（テキストメモや電話帳の文字
編集画面など）。
「分割画面について」→P.345

※1：検索結果画面（詳細）でのみ利用できる機能です。

検索結果の詳細画面から、さらに検索する

1 検索結果画面（詳細）（P.317） p
［機能］ 「結果詳細から検索」

2 b 文字のはじめの位置でd［始点］

3 b 文字の終わりの位置まで反転
d［終点］ 

4 辞典の種類を選択

5 単語を選択

検索結果画面（詳細）

あげる【上げる】

上の方へ動かす。（大きな
低い所から高い所へ移す。

中に高くはなつ。海・川な
声・音などを）たてる。空

どから陸に移す。「与える
」「やる」などの丁寧語。
[対]さげる

Top 機能

　　　検索結果詳細　　

機能メニュー P.317

検索履歴画面

選択Top 機能

検索履歴

　くるま
　りす
　うどん

　あたま

機能メニュー P.317
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その他の機能から辞典を利用する

以下のそれぞれの画面で、機能メニューから「辞典
検索」を選択します。
・文字編集画面を表示中
・送信メール、受信メールの詳細画面または新規メール
作成の本文入力画面を表示中

・サイトのページまたは画面メモを表示中
■文字編集画面から辞典を起動すると
「直接入力」「範囲選択」「検索履歴」から選択す
ることができます。
「範囲選択」を選択すると、文字編集画面から調
べたい単語を範囲選択することができます。

■送信メール、受信メールの詳細画面または新規
メール作成の本文入力画面から辞典を起動する
と
「直接入力」「範囲選択」「検索履歴」から選択す
ることができます。
「範囲選択」を選択すると、送信メールまたは受
信メールの本文、新規メール作成中のメールから
調べたい単語を範囲選択することができます。

■サイトのページまたは画面メモから辞典を起動
すると
「直接入力」「サイト参照入力」「検索履歴」から
選択することができます。
「サイト参照入力」を選択すると、サイトのペー
ジや画面メモを見ながら調べたい単語を入力す
ることができます。

●辞典の参照画面について
「参照編集」または「サ
イト参照入力」を選択す
ると、上下2つに画面が
分割されます。
機能メニューから「ウィ
ンドウ切替」を選択する
ごとに操作できる画面
が①と②で切り替わり
ます。

■検索結果詳細画面から参照編集を選択した場合
①辞典の詳細画面
②文字編集画面
③区切り線
辞典を終了するときは、機能メニューから「辞典終
了」を選択するか、①の画面に切り替えてo［終
了］を押します。

■サイトのページまたは画面メモからサイト参照
入力を選択した場合
①サイトのページや画面メモの画面
②検索語入力画面
③区切り線
検索語を入力したら、d［確定］を押します。検索
語が入力された辞典選択の画面になります。

〈スイッチ付イヤホンマイク〉

スイッチ付イヤホンマイクの使いか
た
スイッチ付イヤホンマイク（別売）を使って電話を
かけたり、受けたりします。
●スイッチ付イヤホンマイクをFOMA端末に接続するに

は、イヤホンマイク端子のカバーを開け、スイッチ付イ
ヤホンマイクの接続プラグを差し込んでください。
→P.26

●「ボタン確認音」の設定にかかわらず、電話を受けたり
電話を切ったりしたときのスイッチ音は鳴ります。

●着信音が鳴っているときにスイッチ付イヤホンマイク
を接続すると、電話を受けてしまうことがありますので
ご注意ください。

●スイッチ付イヤホンマイクのコードをFOMA端末に巻
き付けないでください。電波の受信レベルが低下する場
合があります。また、通話中にスイッチ付イヤホンマイ
クのコードをFOMA端末に近づけると、雑音が入るこ
とがあります。

●スイッチを使って電話をかける

1 待受画面表示中にスイッチ付イヤホン
マイクのスイッチを1秒以上押す
「自動発信設定」（P.319）で設定した電話番号に電話
がかかります。
FOMA端末を折り畳んだ状態でもスイッチを１秒以上
押すと「自動発信設定」で設定した電話番号に電話が
かかります。
■電話帳一覧画面から電話をかける場合

電話帳一覧画面 かけたい電話帳を反転 ス
イッチを１秒以上押す
「ピッ」という音が鳴り、電話帳に登録されている1
番目の電話番号に電話がかかります。
リダイヤル／発信履歴画面（一覧）、着信履歴画面
（一覧）から電話をかけることもできます。
■電話帳詳細画面から電話をかける場合

電話帳詳細画面 かけたい電話番号を表示
スイッチを１秒以上押す
「ピッ」という音が鳴り、選んだ電話番号に電話がか
かります。
リダイヤル／発信履歴画面（詳細）、着信履歴画面
（詳細）から電話をかけることもできます。

電話番号入力画面でスイッチを１秒以上押して電話を
かけることもできます。

2 通話が終了したら、スイッチ付イヤホン
マイクのスイッチを1秒以上押す
「ピッピッ」という音が鳴り、電話が切れます。

終了 機能

　　　　　検索結果詳細
あげる【上げる】
低い所から高い所へ移す。
上の方へ動かす。（大きな
声・音などを）たてる。空
中に高くはなつ。海・川な

５１２
ｃｈ　文字

改行

選択

1

2

3

ス
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●スイッチを使って電話を受ける

1 電話がかかってきたら、スイッチ付イヤ
ホンマイクのスイッチを押す
FOMA端末を折り畳んだ状態でスイッチを押してもか
かってきた電話を受けることができます。
■音声電話を受ける場合
「ピッ」という音が鳴り、音声電話に出ます。
■テレビ電話を受ける場合
「ピッ」という音が鳴り、FOMA端末を折り畳んだ
状態では代替画像で、開いた状態では自画像でテレ
ビ電話に出ます。

2 通話が終了したら、スイッチ付イヤホン
マイクのスイッチを1秒以上押す
「ピッピッ」という音が鳴り、電話が切れます。

〈自動発信設定〉

イヤホンをつないで電話を
かけるときの相手を選ぶ
通話する相手を設定しておけば、スイッチ付イヤホ
ンマイク（別売）などを接続しているとき、スイッ
チを1秒以上押すだけで音声電話をかけることがで
きます。
●本機能には、FOMA端末（本体）の電話帳に登録され

ている電話番号を設定できます。
● FOMA端末を折り畳んだ状態でも、スイッチ付イヤホ

ンマイクのスイッチを1秒以上押して音声電話をかける
ことができます。

1 i 「通話」 「自動発信設定」
「ON」

■自動発信をしない場合
「OFF」

2 電話帳詳細画面で設定したい電話番号
を表示 d［選択］
電話帳の検索のしかた→P.105

〈オート着信〉

イヤホンマイクをつないで自動で電
話を受ける

お買い上げ時 オート着信：OFF　呼出開始：6秒

スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続して
いるとき、スイッチを押さなくてもかかってきた音
声電話やテレビ電話を自動で受けるように設定しま
す。
●「オート着信」を有効にすると、着信から設定した呼出

時間（1～120秒）の経過後、自動で電話を受けます。
● 64Kデータ通信中は自動で電話を受けません。
● FOMA端末を折り畳んだ状態でも自動で電話を受ける

ことができます。

1 i94 「ON」 呼出時間（001
～120秒の3桁）を入力
表示されている時間をそのまま設定するときはd［確
定］を押します。
■無効にする場合

「OFF」

O
「通知音出力切替」（P.118）でスイッチ付イヤホンマイクを
接続しているときにイヤホンとスピーカから着信音などが鳴
るように設定できます。
「着信音量」の「電話」、「テレビ電話」を「消去」に設定して
いる場合やマナーモード設定中は、着信音は鳴りません。た
だし、マナーモードが「オリジナルマナー」で「電話着信音
量」を「消去」以外に設定している場合は着信音が鳴ります。
「キャッチホン」（P.328）をご契約の場合は、通話中にか
かってきた電話にスイッチ付イヤホンマイクのスイッチを押
して出ることができます。また、スイッチを1秒以上押して
通話中の電話を切り替えることができます。ただし、スイッ
チを押して通話を終わらせることはできません。
スイッチ付イヤホンマイクのスイッチを連続して押したり離
したりしないでください。自動的に電話を受けてしまうこと
があります。

O
本機能に設定した電話帳を削除した場合は、スイッチ付イヤ
ホンマイクなどのスイッチを使った発信ができなくなりま
す。

お買い上げ時
OFF

O
テレビ電話をオート着信した場合、相手側には代替画像が表
示されます。機能メニューから「自画像切替」を選択すると
カメラ映像に切り替えることができます。
「留守番電話サービス」（P.326）や「転送でんわサービス」
（P.330）を同時に設定している場合に本機能を優先させる
には、「留守番電話サービス」や「転送でんわサービス」の呼
出時間よりも本機能の呼出時間を短く設定してください。
「呼出時間表示設定」で設定した無音時間がオート着信の呼出
時間より長いと、呼出動作を行わず、オート着信に移行しま
す。呼出動作を行ってからオート着信に移行させるには、オー
ト着信の呼出時間を無音時間よりも長く設定してください。
スイッチ付イヤホンマイクを着信中に接続しても、オート着
信は動作しませんが、着信中に接続を外すとオート着信は動
作します。
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〈イヤホン接続時マイク切替〉

イヤホンマイクをつないだときに使
うマイクを選ぶ

お買い上げ時 イヤホンマイク

スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続して
いるときに使うマイクを、FOMA端末側のマイクに
するか、イヤホンマイク側のマイクにするかを設定
します。

1 i 「外部接続」 「イヤホン接
続時マイク切替」 「端末マイク」また
は「イヤホンマイク」
マイクのないイヤホンを接続する場合は、「端末マイ
ク」を選択してください。

〈PLMN設定〉

利用する通信事業者を
設定する

FOMAサービスを提供するPLMN（通信事業者名）
を設定します。
● 2006年8月現在、DoCoMo以外の通信事業者は選択

できません。

1 i 「その他」 「PLMN設定」
「ネットワーク手動選択」 PLMN

（通信事業者名）を選択

〈設定リセット〉

各種機能の設定を初期状態に戻す
各機能の設定をお買い上げのときの設定内容（別表
3）に戻します。

●ｉモード機能の設定をお買い上げのときの状態に戻す
には、「ｉモード設定リセット」を行ってください。
→P.196

● メール機能の設定をお買い上げのときの状態に戻すに
は、「メール設定リセット」を行ってください。
→P.238

1 i23 端末暗証番号を入力
「YES」
■リセットしない場合

「NO」

［別表3］設定リセットされる機能一覧

（各種設定）

O
「イヤホン接続時マイク切替」を「端末マイク」に設定すると
ハンズフリーをONに設定した場合と同じマイク感度になり
ます。イヤホンマイクを接続した場合、送話口に近づけて通
話する必要はありません。

※ドコモをご利用の場合は、設定を変更する必要
はありません。

お買い上げ時
DoCoMo

「端末初期化」と「設定リセット」は異なります。
間違えないようにしてください。
間違えて「端末初期化」を行うと、ご購入後に登
録したデータもすべて削除されます。→P.323

機能名 お買い上げ時の設定
着信 着信音量 電話：レベル4

テレビ電話：レベル4
メール：レベル4
チャットメール：レベル4
メッセージR：レベル4
メッセージF：レベル4

着信音選択 電話／テレビ電話：Mineral
Water、Cafe Latte 、
Strawberry Milk（本体色ごと
に異なります）
メール／チャットメール：
Smooth Water（各色共通で
す）
メッセージR／メッセージF：
Droplet（各色共通です）

SRS_WOW設定 OFF
バイブレータ 電話：OFF

テレビ電話：OFF
メール：OFF
チャットメール：OFF
メッセージR：OFF
メッセージF：OFF

イルミネーション設
定

電話：色5
テレビ電話：色5
メール：色1
チャットメール：色3
メッセージR：色1
メッセージF：色1
パターン設定：固定パターン
カラー名：色1～12
カラー調節：初期値
不在お知らせ：ON

マナーモード選択 マナーモード
（オリジナルマナーの設定：初
期値→P.119）

電話帳画像着信設定 ON
着信アンサー設定 エニーキーアンサー
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着信 クローズ動作設定 終話
（保留の設定→P.70）

メール／メッセージ
鳴動

メール：ON
鳴動時間設定：5秒

チャットメール：ON
鳴動時間設定：5秒

メッセージR：ON
鳴動時間設定：5秒

メッセージF：ON
鳴動時間設定：5秒

呼出時間表示設定 無音時間設定：0秒
時間内不在着信表示：表示する

確認機能設定 日本語表示の時：電子音
英語表示の時：ON

通話 ノイズキャンセラ ON
通話品質アラーム アラーム高音
再接続機能 アラームなし
通話中イルミネー
ション

OFF

保留音設定 応答保留音：応答保留音1
通話中保留音：エリーゼのため
に

自動発信設定 OFF
テレビ
電話

送信画質設定 標準
画像選択 応答保留選択：内蔵

通話保留選択：内蔵
代替画像選択：キャラ電
（Dimo）
伝言メモ選択：内蔵
伝言メモ準備選択：内蔵
音声メモ選択：内蔵

音声自動再発信 OFF
遠隔監視設定 対局番号登録：未登録

応答時間設定：5秒
設定：OFF

親画面表示 親画面相手画像表示
ハンズフリー切替 ON

ディス
プレイ

画面表示設定 待受画面：Mineral Water 1、
Cafe Latte 1、Strawberry
Milk 1（本体色ごとに異なり
ます）
ウェイクアップ表示：Wake
（各色共通です）
電話発信／電話着信／テレビ
電話発信／テレビ電話着信／
メール送信／メール受信／問
い合わせ：Mineral Water、
Cafe Latte、Strawberry 
Milk（本体色ごとに異なりま
す）

照明設定 通常時：ON（点灯）＋省電（待
ち時間5分）
充電時：標準
範囲：液晶＋ボタン
明るさ：レベル2

機能名 お買い上げ時の設定
ディス
プレイ

画面デザイン ＜本体色Mineral Water＞
配色パターン：フレッシュグ
レー
背景パターン1：OFF
背景パターン2：背景色1
電池残量アイコン／受信レベ
ルアイコン：Mineral Water
＜本体色Cafe Latte＞
配色パターン：ムーンイエロー
背景パターン1：OFF
背景パターン2：背景色1
電池残量アイコン／受信レベ
ルアイコン：Cafe Latte
＜本体色Strawberry Milk＞
配色パターン：トワイライト
ローズ
背景パターン1：OFF
背景パターン2：背景色3
電池残量アイコン／受信レベ
ルアイコン：Strawberry Milk

イルミネーション・
ウィンドウ

クローズイルミネーション：
ON
充電完了イルミネーション：
15秒

フォント設定 文字パターン：フォント1
太さ：中太字

デスクトップ カメラ
オリジナルメニュー
登録

自局番号表示
ｉモード問い合わせ
着信音量
バイブレータ
めざまし時計
端末暗証番号変更

メニュー画面設定 ガイダンス表示：絵と文
メニュー表示：一覧表示
テーマ：Mineral Water、Cafe
Latte、Strawberry Milk（本
体色ごとに異なります）

ピクチャ表示設定 ピクチャ一覧
オート表示 OFF

時間／
料金

通話料金通知 上限料金の設定：3000円
上限値通知設定：通知しない
アラーム音選択：時刻アラーム
音
アラーム音量：レベル4

積算料金自動リセッ
ト

OFF

通話中時間表示 ON
時計 時計設定 自動時刻補正する

待受時計表示 表示方法：日本語
表示サイズ：大きく表示

アラーム通知設定 通知優先
ロック／
セキュリ
ティ

シンプルロック 無効
セルフモード 解除
ダイヤル発信制限 解除
登録外着信拒否 許可
非通知着信設定 すべて許可／通常着信音と同

じ
スキャン機能 スキャン機能設定：ON
遠隔オールロック OFF

許可番号：未登録状態に戻す
監視時間：3分
着信回数：5回

機能名 お買い上げ時の設定

各
種
機
能
の
設
定
を
初
期
状
態
に
戻
す



322

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

（LifeKit）

（サービス）

（電話帳）

（ユーザデータ）

アプリケー
ション通信
設定

接続待ち時間設定 60秒間
ｉモード問い合わせ
設定

メール：ON
メッセージR：ON
メッセージF：ON

接続先選択 ｉモード
ユーザ指定接続先：未登録状態
に戻す

SMS center設定 ドコモ
ユーザ設定：未登録状態に戻す

証明書 すべて有効
証明書センター接続
設定

ドコモ
ユーザ指定接続先：未登録状態
に戻す

ｉアプ
リ設定

ソフト情報表示設定 表示しない

外部接
続

通知音出力切替 イヤホン（イヤホンのみ）
イヤホン接続時マイ
ク切替

イヤホンマイク

オート着信 OFF
呼出時間：6秒

その他 ボタン確認音 ON
充電確認音 ON
サイドボタン操作 閉じた時有効
文字入力方式 入力モード：すべて有効

優先入力方式：モード1（かな
方式）
ワード予測：ON
ガイダンス表示：ON
T9変換モード：T9漢字変換
モード

履歴表示設定 着信履歴：ON
リダイヤル／発信履歴：ON

サブアドレス設定 ON
プレフィックス設定 「WORLD CALL」（009130

010）
ユーザ設定：未登録状態に戻す

国際ダイヤル設定 自動付加設定：自動付加
国 際 電 話 設 定：「WORLD
CALL」（009130010）
国番号設定：「アメリカ」（国番
号：1）
ユーザ設定：未登録状態に戻す

表示アイコン選択設
定

ON

機能名 お買い上げ時の設定
機能名 お買い上げ時の設定

カメラ ムービーモード
画像サイズ選択：サイズ大（176×144）
動画容量設定：メール（小）
動画保存設定：標準
画質調整
　　撮影モード選択：ポートレート
　　明るさ調節：±0
　　ホワイトバランス設定：オート
　　色調切替：通常
　　画像チューニング：自動
撮影種別設定：通常
動画保存先選択：カメラフォルダ

フォトモード
画像サイズ選択：CIF（352×288）
画像保存設定：ファイン
画質調整
　　撮影モード選択：オート
　　色調切替：通常
　　画像チューニング：自動

　フレーム選択：OFF
　画像保存先選択：カメラフォルダ
ムービーモード／フォトモード共通

カメラ設定：外側カメラ
シャッター音選択：シャッター音1
セルフタイマー設定：OFF（時間：10秒）
自動保存設定：OFF
ファイル制限：なし
表示サイズ設定：等倍表示
（連写モードの設定→P.164、165）

スケジュール 1ヶ月表示
ユーザアイコン設定：未登録状態に戻す

めざまし時計 すべてOFF
伝言メモ OFF

応答メッセージ：標準
呼出時間：8秒

電話帳画像転送 する
ティータイマー 1分

機能名 お買い上げ時の設定
着信動作選択 通常着信
マルチナンバー 着信音設定：通常着信音と同じ

機能名 お買い上げ時の設定
電話帳便利機能 すべて解除
電話帳指定設定 すべて解除

機能名 お買い上げ時の設定
定型文 固定定型文初期化

（フォルダ名はフォルダ1、2）
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（データBOX）

その他の機能

※1：「ラストワン機能」とは、最後に操作したときに選択して
いた機能が、次の操作のときにあらかじめ選択されている
機能です。

〈端末初期化〉

FOMA端末をお買い上げのときの
状態に戻す
登録されているデータを削除し、各種機能の設定内
容をお買い上げ時の状態に戻します。

●お買い上げ時に登録されているキャラ電を削除してい
ても、「端末初期化」を行うと元に戻ります。

●お買い上げ時に登録されているデータは削除されませ
ん。

●お買い上げ時に戻る設定については、「設定リセット」
（P.320）を参照してください。

●「設定リセット」（P.320）の対象となる機能と次の機
能は、お買い上げ時の状態に戻ります。
・メールデータ ・メールのフォルダ
・テンプレート ・カラーパレット
・チャットメンバー ・メール設定
・Bookmark ・画面メモ
・ラストURL ・Internet
・メッセージ ・ｉモード設定
・保留音設定 ・ｉアプリの自動起動設定
・ｉアプリ実行情報 ・通話時間／料金
・時計設定 ・ポーズダイヤル
・メロディ ・スケジュール
・テキストメモ ・ToDo
・アクセスリーダー ・おしゃべり機能
・辞典 ・バーコードリーダー
・ソフト設定 ・自動起動時刻設定
・追加サービス ・待受中音声メモ
・電話帳 ・マルチナンバー（電話番号設定）
・着信履歴 ・グループ設定
・受信アドレス一覧 ・リダイヤル／発信履歴
・メールメンバー ・送信アドレス一覧
・ユーザ辞書 ・チャットグループ
・シークレットフォルダ ・変更した端末暗証番号
・チャネル一覧 ・スタイルモード
・ダウンロード辞書 ・お客様が追加したデータ※1

※1：登録したデータ、ダウンロードしたデータ、ｉアプリのソ
フト、カメラで撮影した静止画や動画、スタイルプラスに
付属のQRコードを読み取って追加したコンテンツなどで
す。

●お客様が編集したグループ名やフォルダ名などはお買
い上げのときの状態に戻ります。

●「端末初期化」を行うときは、電池をフル充電しておい
てください。電池残量が不十分の場合は、初期化できな
いことがあります。

●「端末初期化」を行っているときは、電源を切らないで
ください。

●「端末初期化」を行っているときは、ほかの機能を使用
できません。また、音声電話やテレビ電話の着信やメー
ルの受信などもできません。

機能名 お買い上げ時の設定
マイピクチャ ソート：新しい順

画像表示設定：標準
ｉモーション ソート：新しい順

一覧表示切替：タイトル＋画像
連続再生設定：OFF
画像表示設定：等倍表示

キャラ電 キャラ電撮影：フォトモード
代替画像設定：Dimo
画像表示設定：画面サイズで表示
画像サイズ選択：QCIF（176×144）
撮影種別設定：映像＋音声
動画保存設定：標準
画像保存設定：ファイン

機能名 お買い上げ時の設定
受話音量 レベル4
マナーモード 解除
公共モード（ドライブモード） 解除
テレビ電話中の機能メニュー「テレ
ビ電話設定」

明るさ調節：0

テレビ電話中の機能メニュー「照明
設定」

常時点灯

電話帳検索のラストワン機能※1 フリガナ検索
ｉモーション再生音量 レベル4

O
ほかの機能が動作しているときはリセットできません。

「端末初期化」を行うと、電話帳やメールなどの個
人データ、ダウンロードした画像やメロディ、
ｉアプリ、カメラで撮影した写真（静止画）や動
画など、お客様の大切なデータがすべて削除され
ます（保護されているデータも削除されます）。

「端末初期化」を行うと、FOMA端末はお買い上げのときの
状態に戻ります。
FOMA端末に登録した内容は、必要に応じてメモを取った
り、データリンクソフト（P.380）を利用して保管するこ
とをおすすめします。
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1 i 「その他」 「端末初期化」
端末暗証番号を入力

2「YES」 「YES」

端末の初期化が開始されます。
初期化が終了するまでに数分かかる場合があります。
端末の初期化が終了すると、自動的に再起動します。
■端末初期化が正常に終了しなかった場合

電源が入った後に「OK」
再度初期化が実行されます。

O
以下の場合、ｉアプリは「端末初期化」を行うと削除されます。
・お買い上げ時に登録されているｉアプリをバージョンアッ
プした場合

・お買い上げ時に登録されているｉアプリを一度削除して再
度ダウンロードした場合

・ご購入後にダウンロードしたｉアプリ
お買い上げ時に登録されているｉアプリは、「ケータイ電話
メーカー」サイト内の「みんなNらんど」のサイトからダウ
ンロードできます。ダウンロードには別途パケット通信料が
かかります。→P.184
端末初期化を行った場合、ｉチャネルのテロップは表示され
なくなります。情報が自動更新されるか、uを押して最新の
情報を受信すると、テロップも自動的に流れるようになりま
す。
ほかの機能が動作中は、初期化できません。
FOMAカードに保存・登録・設定されているデータは削除さ
れません。
パソコンを用いるデータ通信に関する設定は初期化されませ
ん。
「端末初期化」によって削除されるデータが多い場合は、初期
化に時間がかかることがあります。

　　　端末初期化

初期化しています
終了後は自動的に
電源を入れ直します

　　　端末初期化

ＹＥＳ

ＮＯ

電話帳やメール等
全データと全設定を初期化し

お買い上げ時の
設定状態に戻します

　　　端末初期化

ＹＥＳ

ＮＯ

初期化します
初期化中は電源を
切らないでください

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
を
お
買
い
上
げ
の
と
き
の
状
態
に
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す
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遠隔操作設定

追加サービス

本書では各ネットワークサービスの概要を、FOMA端末のメニューを使って操作する方法で説明し
ています。詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。
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利用できるネットワークサービス
FOMA端末では、便利なドコモのネットワークサー
ビスをご利用いただけます。各サービスの概要や利
用方法などについては、以下の表の参照先をご覧く
ださい。

※ 本書では各ネットワークサービスの概要を、FOMA端末のメ
ニューを使って操作する方法で説明しています。詳細は『ネッ
トワークサービス操作ガイド』をご覧ください。

●ネットワークサービスセンターに接続して操作する
ネットワークサービスの場合は、「 」が表示されて
いるところでは操作できません。

●ドコモから新しいネットワークサービスが追加提供さ
れた場合は、新しいサービスをメニューに登録できます
（追加サービス）。→P.336

●「サービス停止」とは、留守番電話サービス、転送でん
わサービスなどの契約そのものを解約するものではあ
りません。

●お申し込みが必要なサービスについては、取扱説明書裏
面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

留守番電話サービス
留守番電話サービスとは、「 」が表示されてい
るとき、電源が入っていないときなどに音声電話や
テレビ電話をかけてきた相手に応答メッセージでお
答えし、お客様に代わって伝言メッセージをお預か
りするサービスです。
※ 2006年8月現在、留守番電話サービスを利用して、テレビ

電話の伝言メッセージをお預かりすることはできません。

●伝言メッセージは1件あたり最長3分、音声電話とテレ
ビ電話それぞれ最大20件まで録音／録画でき、最長72
時間保存されます。

サービス名称 お申し込み 月額使用料 参照ページ
留守番電話サービス 必要 有料 P.326

キャッチホン 必要 有料 P.328

転送でんわサービス 必要 無料 P.330

迷惑電話ストップ
サービス

必要 無料 P.331

発信者番号通知サー
ビス

不要 無料 P.50

番号通知お願いサー
ビス

不要 無料 P.331

公共モード（ドライ
ブモード）

不要 無料 P.75

公 共モード（電源
OFF）

不要 無料 P.77

デュアルネットワー
クサービス

必要 有料 P.332

英語ガイダンス 不要 無料 P.332

マルチナンバー 必要 有料 P.335

SMS（ショートメッ
セージ）

不要 無料 P.246

お申し込み
必要

利
用
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る
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留守番電話サービスの基本的な流れ 留守番電話サービスを利用する

1 i 「留守番電話」 以下の項目
から選択

留守番メッセージ再生…… 「YES」
留守番電話サービスセンターに電話がかかります。
この後は音声ガイダンスの指示に従って伝言メッセー
ジの再生をします。

留守番電話サービス開始…… 「YES」 「YES」
呼出時間（000～120秒）を入力
0秒に設定した場合、かかってきた電話は「着信履歴」
に記憶されません。

留守番サービス停止…… 「YES」

留守番呼出時間設定……呼出時間のみを変更します。
呼出時間（000～120秒）を入力

留守番設定確認……現在のサービスの設定内容を確認
します。
● 表示される「留守番設定確認画面」の機能メニュー

について→P.328

留守番サービス設定……音声ガイダンスで留守番電話
サービスの設定を変更します。
「YES」

留守番電話サービスセンターに電話がかかります。
この後は音声ガイダンスの指示に従って設定してくだ
さい。

件数増加鳴動設定※1……留守番電話サービスセンター
で預かっている伝言メッセージが増えたとき、メール
着信音を鳴らします。
「YES」

留守番アイコン消去……待受画面に表示された「 」
（留守番電話アイコン）を消去します。
「YES」

着信通知開始……電源が入っていないときや圏外のと
きに着信があった場合、その着信の情報（着信日時や
発信者番号）を、再び電源を入れたときや圏内になっ
たときにSMS（P.246）でお知らせします。

全着信……すべての着信を通知します。
「YES」

発番号あり……番号を通知している着信のみ通知
します。
「YES」

着信通知停止…… 「YES」

着信通知設定確認……現在の着信通知の設定内容を確
認します。

※1：音声電話による伝言メッセージのときのみ有効で
す。

O
留守番電話サービスを「開始」に設定しているときに音声電
話やテレビ電話がかかってきた場合は、「着信音選択」で設定
した着信音が鳴ります。その間に応答すれば、そのまま通話
できます。応答しなかった音声電話やテレビ電話は留守番電
話サービスセンターに接続します。「着信履歴」には「不在着
信履歴」として記憶され、「不在着信あり」のデスクトップア
イコンが待受画面に表示されます。
「32K」の通信速度のテレビ電話による留守番電話接続はで
きません。
キャラ電で留守番電話に接続された場合、DTMF操作が行え
ません。機能メニューよりDTMF送信モードに切り替えてく
ださい。→P.86

留守番電話サービスを開始に設定する

急いでいるときなど、留守番電話の応答メッセージを省
略してメッセージを録音したい場合は、応答メッセージが
流れているときにqを押すと、すぐに録音できる状態
になります。

FOMA端末に音声電話／テレビ電話がかかる

音声電話／テレビ電話に出ないと留守番電話
サービスセンターに接続される

相手が伝言メッセージを録音／録画する

留守番電話サービスセンターに伝言メッセー
ジが入っていることが通知される

伝言メッセージを再生する

留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス
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留守番設定確認画面

1 留守番設定確認画面 p［機能］ 以
下の項目から選択

留守番サービス開始……留守番電話サービスを開始し
ます。

留守番サービス停止……留守番電話サービスを停止し
ます。

呼出時間設定……呼出時間を変更します。

伝言メッセージがあるかどうか確認する
＜サービス問い合わせ＞

1 i25
問い合わせ後、問い合わせが完了したことを通知する
メッセージが表示されます。
留守番電話サービスセンターで伝言メッセージをお預
かりしている場合、待受画面に「 」（留守番電話ア
イコン）と「 」（「留守番電話あり」のデスクトップ
アイコン）が表示されます。留守番電話アイコンはお
預かりしている伝言メッセージの件数によって、
「 」、「 」、「 」…「 」（10件以上）と表示
が変わります。
テレビ電話による伝言メッセージをお預かりしている
場合は、アイコンではなくSMSによりお知らせします。

キャッチホン
キャッチホンとは、音声通話中にかかってきた音声
電話を受けることができるサービスです。また、通
話中の音声電話を保留にして、新たに別の相手へ音
声電話をかけることもできます。
●キャッチホンを使用する場合は、あらかじめ「着信動作

選択」（P.333）を「通常着信」に設定してください。
ほかの設定になっている場合は、キャッチホンを開始し
ても音声通話中にかかってきた音声電話に応答するこ
とができません。

●保留中は相手に通話料金がかかります。

キャッチホンを利用する

1 i 「キャッチホン」 以下の項目
から選択

キャッチホンサービス開始…… 「YES」

キャッチホンサービス停止…… 「YES」

キャッチホンサービス設定確認……現在のサービスの
設定内容を確認します。

O
＜留守番メッセージ再生＞＜留守番サービス設定＞
音声ガイダンスに従ってボタン操作（0～9、w、
q）を行った場合、yを押しても通話が終わらないこと
があります。この場合はもう一度yを押してください。
留守番電話のテレビ電話対応設定について変更するには、
「1412」へ音声電話発信をしてください。
＜留守番電話サービス開始＞
「伝言メモ」を同時に設定しているときに留守番電話サービス
を優先させるには、留守番電話サービスの呼出時間を「伝言
メモ」の呼出時間よりも短く設定してください。
「呼出時間表示設定」で設定した無音時間設定が留守番電話
サービスの呼出時間より長いと、着信音鳴動を行わず、留守
番電話サービスに移行します。着信音鳴動を行ってから留守
番電話サービスに移行させるには、留守番電話サービスの呼
出時間を無音時間設定よりも長く設定してください。
＜留守番アイコン消去＞
留守番電話アイコンを消去しても、伝言メッセージは消去さ
れません。サービス問い合わせを行うと再び留守番電話アイ
コンが表示されます。
＜着信通知開始＞
一通のSMSで、最大5件まで履歴が通知されます。
設定および通知（ＳＭＳの受信）にかかる料金は無料です。
SMS一括拒否を設定している場合でも、履歴は通知されま
す。

O
表示される伝言メッセージの件数は、新しい伝言メッセージ
を再生するときにガイダンスで案内する件数です。保存した
伝言メッセージの件数は含まれません。
サービス問い合わせ後にお預かりしたメッセージは、本機能
で確認できない場合があります。

お申し込み
必要

キ
ャ
ッ
チ
ホ
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通話中の音声電話を保留にして、かかってきた
音声電話に出る

1 通話中に「ププ…ププ…」という音が聞
こえたらrまたはd［通話］
最初の相手との通話は自動的に保留となり、あとから
かかってきた音声電話を受けます。

2 最初の相手との通話に切り替える
■あとからかかってきた相手との通話を終了する
場合
y rまたはd［通話］

あとからかかってきた相手との通話が終了し、最初
の相手との通話に切り替わります。

■あとからかかってきた相手との通話を保留にす
る場合
r 

あとからかかってきた相手との通話が保留となり、
最初の相手との通話に切り替わります。
rを押すたびに通話の相手が切り替わります。

■保留中の音声電話を終了する場合
p［機能］ 「保留呼切断」

通話中の音声電話を終了して、かかってきた音
声電話に出る

1 通話中に「ププ…ププ…」という音が聞
こえたらy 
最初の相手との通話が切れ、着信音が鳴ります。

2 rまたはd［通話］
あとからかかってきた音声電話を受けます。

通話中の音声電話を保留にして、別の相手に音
声電話をかける

通話中の音声電話を保留にして、新たにお客様の方
から別の相手に音声電話をかけます。

1 通話中に別の相手の電話番号をダイヤ
ル r
最初の相手との通話は自動的に保留となり、新しくか
けた相手との通話に切り替わります。
電話帳を検索することもできます。
電話帳の検索のしかた→P.105

L

2 最初の相手との通話に切り替える
■新しくかけた相手との通話を終了する場合

y rまたはd［通話］
新しくかけた相手との通話が終了し、最初の相手と
の通話に切り替わります。

■新しくかけた相手との通話を保留にする場合
r 

新しくかけた相手との通話が保留となり、最初の相
手との通話に切り替わります。
rを押すたびに通話の相手が切り替わります。

■保留中の音声電話を終了する場合
p［機能］ 「保留呼切断」

O
「マルチ接続中」と画面に表示されているときに別の音声電話
がかかってきた場合、保留か通話中の音声電話を終了すれば
着信に応答することができます。

　　　［マルチ接続中］
　　　　　　　５分１０秒

機能

機能登録

キ
ャ
ッ
チ
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転送でんわサービス
転送でんわサービスとは、「 」が表示されてい
るとき、電源が入っていないときなどにかかってき
た音声電話やテレビ電話を、ご家庭やオフィスなど、
あらかじめ登録しておいた転送先に転送するサービ
スです。
●転送でんわサービスを「開始」に設定していても、着信

音が鳴っている間に応答すればそのまま通話できます。

転送でんわサービスの基本的な流れ

転送でんわサービスの通話料について

転送でんわサービスを利用する

1 i 「転送でんわ」 以下の項目
から選択

転送サービス開始……転送先や呼出時間を設定し、「開
始」を選択します。

転送先設定…… 転送先の電話番号を入力
設定すると「転送先設定」に「★」が付きます。
・fまたはgを押すと電話帳を検索して入力で
きます。
電話帳の検索のしかた→P.105

呼出時間設定…… 呼出時間（000～120秒）を
入力
設定すると「呼出時間設定」に「★」が付きます。
0秒に設定した場合、かかってきた電話は「着信
履歴」に記憶されません。

開始…… 「YES」

転送サービス停止…… 「YES」

転送先変更……転送先の電話番号を入力し、転送でん
わサービスを「開始」にしている場合は「転送先変更」
を、「停止」にしている場合は「転送先変更＋転送開始」
を選択します。

転送先通話中時設定……転送先が通話中のとき、か
かってきた電話を留守番電話サービスセンターに接続
します。
「YES」

※「留守番電話サービス」へのご契約が必要です。

転送サービス設定確認……現在のサービスの設定内容
を確認します。

転送ガイダンスの有無を設定する

1 待受画面表示中 1429
r
・音声ガイダンスに従って設定してください。
・詳しくは『ネットワークサービス操作ガイド』を
ご覧ください。

O
「着信履歴」には「不在着信履歴」として記憶され、「不在着
信あり」のデスクトップアイコンが待受画面に表示されます。

お申し込み
必要

FOMA端末に音声電話／テレビ電話がかかる

音声電話／テレビ電話に出ないと自動的に指定
した転送先へ転送される

転送先の電話番号を登録する

転送でんわサービスを開始に設定する

発信者
転送でんわ
サービス
のご契約者

転送先

発信者に通話料
がかかります。

転送でんわサービス
のご契約者に通話料
がかかります。

O
＜転送サービス開始＞
すでに転送先が設定されている場合は、「転送先設定」、「呼出
時間設定」の操作を省略することができます。
「伝言メモ」を同時に設定しているときに転送でんわサービス
を優先させるには、転送でんわサービスの呼出時間を「伝言
メモ」の呼出時間よりも短く設定してください。
「遠隔監視設定」を同時に設定しているときに転送でんわサー
ビスを優先させるには、転送でんわサービスの呼出時間を「遠
隔監視設定」の呼出時間よりも短く設定してください。
「呼出時間表示設定」で設定した無音時間設定が転送でんわ
サービスの呼出時間より長いと、着信音鳴動を行わず、転送
でんわサービスに移行します。着信音鳴動を行ってから転送
でんわサービスに移行させるには、転送でんわサービスの呼
出時間を無音時間設定よりも長く設定してください。

転
送
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迷惑電話ストップサービス
迷惑電話ストップサービスとは、いたずら電話や悪
質なセールス電話など、特定の相手からの電話を着
信しないように登録できるサービスです。登録後は
その相手からの着信をネットワーク上で自動的に拒
否し、相手には着信拒否ガイダンスで応答します。
●迷惑電話ストップサービスによって着信しなかった電

話は、「着信履歴」に記憶されず、「不在着信あり」のデ
スクトップアイコンも表示されません。

迷惑電話ストップサービスを利用する

1 i 「迷惑電話ストップ」 以下
の項目から選択

迷惑電話着信拒否登録……最後に着信応答した迷惑電
話を拒否登録します。
「YES」 「OK」

電話番号指定拒否登録……電話番号を入力、もしくは
電話帳や着信履歴などから引用して拒否登録します。
電話番号を入力または引用 「YES」 「OK」

・電話番号の一部を入力しfまたはgを押すと電話
帳を検索して入力できます。

・fまたはgを押すと電話帳を検索して入力できま
す。
電話帳の検索のしかた→P.105

・hを押すと着信履歴、jを押すとリダイヤルを検索
して入力できます。

迷惑電話１登録削除……最後に拒否登録した電話番号
を削除します。削除の操作を繰り返しても、それ以前
に拒否登録した電話番号は削除できません。
「YES」 「OK」

迷惑電話全登録削除……拒否登録した電話番号をすべ
て削除します。
「YES」 「OK」

拒否登録件数確認……拒否登録した件数を確認しま
す。

番号通知お願いサービス
番号通知お願いサービスとは、電話番号を通知して
こない音声電話に対しては音声ガイダンス、テレビ
電話に対しては番号通知お願いの映像ガイダンスを
表示し、自動的に電話を切るサービスです。相手が
わからないことなどによるトラブルを防ぎ、安心し
てFOMA端末を活用できます。
●番号通知お願いサービスによって着信しなかった電話

は、「着信履歴」に記憶されず、「不在着信あり」のデス
クトップアイコンも表示されません。

番号通知お願いサービスを利用する

1 i 「番号通知お願いサービス」
以下の項目から選択

番号通知お願い開始…… 「YES」 「OK」

番号通知お願い停止…… 「YES」 「OK」

番号通知お願い確認……現在のサービスの設定内容を
確認します。

お申し込み
必要

お申し込み
不要
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デュアルネットワークサービス
FOMAでご契約されたひとつの電話番号で、mova
もご利用いただけます。FOMAとmovaのサービス
エリアに応じた使い分けが可能です。
●mova端末からの操作についてなど、詳しくは、『ネッ

トワークサービス操作ガイド』をご覧ください。

デュアルネットワークサービスについて
●デュアルネットワークサービスの切り替えは、サービス

を利用できない状態のFOMA端末またはmova端末か
ら行います。

● FOMA端末とmova端末の両方を同時にネットワークに
接続することはできません。

デュアルネットワークサービスを利用する

1 i 「デュアルネットワーク」
以下の項目から選択

デュアルネットワーク切替…… 「YES」 ネットワー
ク暗証番号を入力

デュアルネットワーク状態確認……FOMA端末の利用
可能／不可能状態を確認します。

英語ガイダンス
「留守番電話サービス」や「転送でんわサービス」な
ど、各種ネットワークサービス設定時のガイダンス
や、圏外などのガイダンスを英語に設定します。ま
た、「番号通知お願いサービス」など、お客様へ電話
をかけてきた相手へのガイダンスを英語に設定する
こともできます。
なお、ドコモの携帯電話どうしでの通話の場合、流
れるガイダンスは、発信者側の発信時の設定が着信
者側の着信時の設定より優先されます。
設定できる言語は以下のとおりです。

英語ガイダンスを利用する

1 i 「英語ガイダンス」 以下の
項目から選択

ガイダンス設定……設定内容を以下の項目から選択し
ます。

発信時＋着信時……発信時の言語を「日本語」、「英
語」から選択し、次に着信時の言語を「日本語」、
「日本語＋英語」、「英語＋日本語」から選択します。

発信時……発信時の言語のみを「日本語」、「英語」
から選択します。

着信時……着信時の言語のみを「日本語」、「日本
語＋英語」、「英語＋日本語」から選択します。

ガイダンス設定確認……現在のガイダンスの設定内容
を確認します。

O
＜デュアルネットワーク切替＞
ネットワークの切り替えを行う場合は、利用可能状態の端末
の通信を終了してから切り替えの操作を行ってください。

お申し込み
必要

同じ電話番号

※1：一部のサービスはご利用できません。

・ FOMA端末からデュアルネット
ワーク切替を行うとFOMAのネッ
トワークに切り替わります。

・ mova 端末からデュアルネット
ワーク切替を行うと mova の
ネットワークに切り替わります。

FOMAの
ネットワーク

movaの
ネットワーク※1

FOMA端末 mova端末

項目 言語 ガイダンス
発信時
（各種ネットワー
クサービス設定
時のガイダンス
を含む）

日本語 日本語ガイダンスが流れ
ます。

英語 英語ガイダンスが流れま
す。

着信時
（相手がかけてき
たときに相手に
流れるガイダン
ス）

日本語 日本語ガイダンスが流れ
ます。

日本語＋英語 最初に日本語ガイダンス
が流れ、その後に英語ガイ
ダンスが流れます。

英語＋日本語 最初に英語ガイダンスが
流れ、その後に日本語ガイ
ダンスが流れます。

お申し込み
不要

デ
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サービスダイヤル
ドコモの総合案内・受付や故障の問い合わせ先へ簡
単に電話をかけることができます。

1 i 「サービスダイヤル」 以下
の項目から選択

ドコモ故障問合せ……故障の問い合わせ先へ電話をか
けます。

ドコモ総合案内・受付……総合案内・受付へ電話をか
けます。

海外紛失等（有料）……海外での紛失等の問い合わせ
先へ電話をかけます。

海外故障（有料）……海外での故障の問い合わせ先へ
電話をかけます。

通話中に電話がかかってきたときの
応対方法を選択する
通話中にかかってきた音声電話、テレビ電話およ
び64Kデータ通信にどのように対応するかを設定
します。
●「キャッチホン」、「留守番電話サービス」、「転送でんわ

サービス」を未契約の場合は、通話中にかかってきた着
信に応答できません。

通話中の着信動作を選択する
＜着信動作選択＞

1 i 「着信動作選択」 以下の項
目から選択

留守番電話※1……「キャッチホン」や「留守番電話
サービス」の設定にかかわらず、通話中にかかってき
た音声電話、テレビ電話を留守番電話サービスセン
ターへ接続します。

転送でんわ……「キャッチホン」や「転送でんわサー
ビス」の設定にかかわらず、通話中にかかってきた音
声電話、テレビ電話を転送先へ転送します。

着信拒否……通話中にかかってきた音声電話、テレビ
電話および64Kデータ通信の着信を拒否します。

通常着信……音声通話中に音声電話がかかってきた場
合、「キャッチホン」が「開始」に設定されているときは
「キャッチホン」の利用が可能です。音声通話中（「キャッ
チホン」が「停止」に設定されているとき）、テレビ電話
中や64Kデータ通信中の場合、以下のいずれかの動作が
可能です。
・通話中の音声電話、テレビ電話および64Kデータ通
信を終了し、かかってきた音声電話、テレビ電話およ
び64Kデータ通信に出ることができます。

・通話中にかかってきた音声電話、テレビ電話およ
び64Kデータ通信を、機能メニューから手動で操作
できます。→P.334

・「留守番電話サービス」や「転送でんわサービス」が
「開始」に設定されている場合は、その設定に従いま
す。

※1：2006年8月現在、留守番電話サービスを利用して、
テレビ電話の伝言メッセージをお預かりすることは
できません。

O
お客様がご使用のFOMAカードによっては、総合お問い合わ
せ先や故障お問い合わせ先などが表示されない場合がありま
す。表示されない場合は、取扱説明書裏面の総合お問い合わ
せ先や故障お問い合わせ先などを電話帳に登録しておくと便
利です。

お買い上げ時
通常着信
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通話中の着信を設定する＜通話中着信設定＞

1 i 「通話中着信設定」 以下の
項目から選択

通話中着信設定開始……通話中着信設定を有効にしま
す。
「YES」

通話中着信設定停止……通話中着信設定を無効にしま
す。
「YES」

通話中着信設定確認……現在の設定を確認します。

通話中の電話や64Kデータ通信を終了して着
信に応答する

●通話中と着信が同じ種類の場合

＜例：通話中の音声電話を終了して、かかってきた
音声電話に出る場合＞ 

1 通話中に「ププ…ププ…」という音が聞
こえたらy 
通話中の電話が切れ、着信音が鳴ります。
■テレビ電話、64Kデータ通信の場合

通話を終了すれば着信に応答できることを通知する
メッセージが表示されます。
「OK」 y 

2 rまたはd［通話］ 
かかってきた音声電話を受けます。
■テレビ電話の場合

o［ ］またはr
　代替画像で応答する場合はd［代替］を押します。

■64Kデータ通信の場合
パソコン側で着信操作を行う

●通話中と着信の種類が異なる場合
音声通話中にテレビ電話または64Kデータ通信の
着信があったとき、テレビ電話中に音声電話または
64Kデータ通信の着信があったとき、64Kデータ
通信中に音声電話またはテレビ電話の着信があった
ときは次の操作をすれば通話中の電話や64Kデー
タ通信を終了して着信に応答できます。

＜例：通話中のテレビ電話を終了して、かかってき
た音声電話に出る場合＞ 

1 通話中に「ププ…ププ…」という音が聞
こえ、メッセージ※1が表示されたら
「OK」を選択 
64Kデータ通信の着信があった場合は「ププ・・プ
プ・・」という音は鳴らず、メッセージが表示されます。
※1：通話を終了すれば着信に応答できることを通知

するメッセージが表示されます。

2 u 「テレビ電話通信」 y 

3 rまたはd ［通話］

手動で着信拒否したり、転送でんわサービスや
留守番電話サービスに接続したりする

＜例：「通話中着信設定開始」、着信動作選択が「通
常着信」の場合＞ 

1 通話中に「ププ…ププ…」という音が聞
こえたら、p［機能］
■音声通話中に音声電話の着信以外の場合

「OK」 p［機能］

2 かかってきた電話の対応方法を選択
■かかってきた電話を着信拒否する場合

「着信拒否」
■かかってきた電話を転送先へ転送する場合

「転送でんわ」
■かかってきた電話を留守番電話サービスセン
ターに接続する場合
「留守番電話」

いずれの場合も最初の相手との通話に戻ることができ
ます。

通
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〈遠隔操作設定〉

遠隔操作を設定する
留守番電話サービスや転送でんわサービスを、プッ
シュ式の一般電話や公衆電話、ドコモの携帯電話な
どから操作できるようにします。
●公衆電話などからネットワークサービスを操作する方

法について詳しくは、『ネットワークサービス操作ガイ
ド』をご覧ください。

1 i 「遠隔操作設定」 以下の項
目から選択

遠隔操作開始…… 「YES」

遠隔操作停止…… 「YES」

遠隔操作設定確認……現在の遠隔操作の設定内容を確
認します。

マルチナンバー
お客様がご契約されている電話番号（基本契約番号）
のほかに、付加番号1と付加番号2の最大2つの番
号を登録し、番号を使い分けることができます。
付加番号はマルチナンバーのご契約時に通知されま
す。
●通常発信番号設定を切り替えることにより、設定した番

号ですべての発信先に電話をかけることができます。
● 1回の通話ごとに電話番号を切り替えて発信することも

できます。→P.336
●付加番号1および付加番号2に対する音声電話、テレビ

電話、64Kデータ通信の着信を受けることができます。
番号ごとに着信音を設定することもできます。

マルチナンバーを利用する

1 i 「マルチナンバー」 以下の
項目から選択

通常発信番号設定……通常発信するときに使用する電
話番号を設定します。

基本契約番号……ご契約の電話番号（基本契約番
号）で発信するように設定します。
「YES」

付加番号1・付加番号2※１……付加番号で発信す
るように設定します。
「YES」

※1：登録名を変更している場合は、付加番号 1・2
には、それぞれの登録名が表示されます。

通常発信番号設定確認……通常発信番号の設定内容を
確認します。

電話番号設定……マルチナンバーご契約時に通知され
た付加番号をFOMA端末に登録します。
付加番号を登録（または変更）する項目を反転 o

［編集］ 登録名を入力 付加番号を入力
登録名は全角8文字、半角16文字まで、付加番号は
26桁まで入力できます。
●「電話番号設定」を選択したときに表示される「マル

チナンバー電話番号設定画面」の機能メニューにつ
いて→P.336

着信音設定……付加番号1または付加番号2に着信した
ときの着信音をそれぞれ設定します。
「携帯電話から鳴る着信音を変える」→P.114

O
FOMAカードを差し替えた場合、FOMA端末へ登録していた
マルチナンバーの設定（名前・番号・着信音など）が消去さ
れることがあります。このようなときは再度登録を行ってく
ださい。
＜電話番号設定＞
登録名は、マルチナンバーの各種設定操作を行うときや、通
話ごとに使用する電話番号を選択したときなどに表示されま
す。
<着信音設定＞
着信音の設定が重なった場合の優先順位については、P.115
をご覧ください。

お申し込み
必要
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マルチナンバー電話番号設定画面

1 マルチナンバー電話番号設定画面 p
［機能］ 以下の項目から選択

編集……付加番号を編集します。

1件削除……付加番号を1件削除します。

全削除……すべての付加番号を削除します。

１回の通話ごとに電話番号を切り替えて発信
する

電話をかけるたびに使用する電話番号を切り替えて
発信します。

1 電話番号入力画面（P.54） p［機
能］ 「マルチナンバー」 以下の項目
から選択

基本契約番号……ご契約の電話番号（基本契約番号）で
発信するように設定します。

付加番号1・付加番号2※1……付加番号で発信するよ
うに設定します。
※1：登録名を変更している場合は、付加番号1・2には、

それぞれの登録名が表示されます。

発番号設定消去……設定を解除し「通常発信番号設定」
の設定した内容になります。

〈追加サービス〉

サービスを登録して利用する
ドコモから新しいネットワークサービスが追加提供
されたとき、FOMA端末に新しいネットワークサー
ビスを登録します。
新しいネットワークサービスが提供されると、その
ネットワークサービスを利用するための「特番」ま
たは「サービスコード」が通知されます。FOMA端
末には「特番」または「サービスコード」とサービ
ス名を登録してください。
●新しいネットワークサービスは最大10件まで登録でき

ます。
●「サービスコード」は追加サービス登録画面の「USSD」

という項目に入力します。

追加サービスや応答メッセージを登録する

1 i 「追加サービス」 以下の項
目から選択

追加サービス……新しいサービスを登録します。
「＜未登録＞」を反転 p［機能］ 「設定追加」
サービス名を入力 以下の項目から選択
サービス名は、全角で10文字、半角で20文字まで入
力できます。

特番……特番で接続します。
番号を入力 「YES」

番号は20桁まで入力できます。

USSD……サービスコードで接続します。
番号を入力 「YES」

番号は40桁まで入力できます。

●「追加サービス」を選択したときに表示される「追加
サービス画面」の機能メニューについて→P.337

応答メッセージ設定……登録したネットワークサービ
スを「サービスコード（USSD）」で利用するときに、
ネットワークから通知されるコマンドに対して応答
メッセージを登録します。
「＜未登録＞」を反転 p［機能］ 「設定追加」
コマンドを入力 応答メッセージを入力 「YES」
コマンドは20桁まで、応答メッセージは全角で10文
字、半角で20文字まで入力できます。
●「応答メッセージ設定」を選択したときに表示される
「応答メッセージ設定画面」の機能メニューについて
→P.337

O
電話帳の詳細画面、リダイヤル／発信履歴／着信履歴の詳細
画面などの機能メニューからも、同様の操作で電話番号を切
り替えて発信できます。
機能メニューから「マルチナンバー」を選択して電話をかけ
ると、発信画面で発信先の電話番号の末尾に基本契約番号の
場合は「*590#」、付加番号1の場合は「*591#」、付加番
号2の場合は「*592#」が付加されて表示されます。

O
＜追加サービス＞
サービスを利用する場合には、ドコモから通知される「特番」
または「サービスコード」の確認、入力が必要です。「特番」
はサービスセンターに接続するための番号です。「サービス
コード（USSD）」はサービスセンターに通知するためのコー
ド番号です。
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追加サービス画面／応答メッセー
ジ設定画面

1 追加サービス画面／応答メッセージ設
定画面 p［機能］ 以下の項目から
選択

設定追加……設定を追加します。

設定変更……設定を変更します。

1件削除……サービスや応答メッセージを１件削除し
ます。

全削除……すべてのサービスや応答メッセージを削除
します。

登録したサービスを利用する

1 i 「追加サービス」「追加サー
ビス」

2 サービスを選択 d［送信］

サ
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●データ通信
FOMA端末から利用できるデータ通信について.................. 340
ご使用になる前に .................................................................... 341
手順を確認する......................................................................... 341
ATコマンドについて............................................................... 342

データ通信の詳細については、添付のCD-ROM内の「データ通信マニュアル」（PDF形式）
をご覧ください。
PDF版「データ通信マニュアル」をご覧になるには、Adobe Reader（バージョン6.0以上
を推奨）が必要です。お使いのパソコンにインストールされていない場合は、添付のCD-ROM
内のAdobe Readerをインストールしてご覧ください。
ご使用方法等の詳細につきましては、Adobe Readerヘルプを参照願います。
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FOMA端末から利用できるデータ
通信について

利用できるデータ通信の種類

FOMA端末とパソコンを接続して利用できるデー
タ通信は、パケット通信、64Kデータ通信とデータ
転送（OBEX）に分類されます。

パケット通信
送受信されたデータ量に応じて課金され、受信最大
384kbps、送信最大64kbpsの通信速度でデータを送
受信します。少ないデータ量を高速でやりとりするのに
適しています。
FOMAネットワークに接続された企業内LANにアクセ
スすることもできます。
ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」や
「mopera」など、FOMAパケット通信対応アクセスポ
イントを利用します。
FOMA USB接続ケーブル（別売）を使ってパソコンと
接続したり、専用ケーブルでPDAと接続することによ
り通信を行います。
※データ量の大きいファイルの送受信を行った場合、
通信料金が高額になりますのでご注意ください。

64Kデータ通信
データ量に関係なく、接続された時間に応じて課金さ
れ、64kbps の安定した通信速度でデータを送受信し
ます。多くのデータ量をやりとりするのに適していま
す。
ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」や
「mopera」などのFOMA 64K データ通信対応アクセ
スポイント、またはISDN同期64Ｋアクセスポイント
を利用します。
FOMA USB接続ケーブルを使ってパソコンと接続した
り、専用ケーブルでPDAと接続することにより通信を
行います。
※長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額
になりますのでご注意ください。

データ転送（OBEX）
赤外線やFOMA USB接続ケーブルを使ってデータを送
受信します。FOMA USB接続ケーブルを使って、パソ
コンとデータ転送を行うときには、後で説明する
N702iS通信設定ファイル以外に、データリンクソフ
ト（P.380）もインストールする必要があります。

ご利用にあたっての留意点

インターネットサービスプロバイダの利用
料について

インターネットを利用する場合は、ご利用になるイン
ターネットサービスプロバイダに対する利用料が必要
となる場合があります。この利用料は、FOMAサービ
スの利用料とは別に直接インターネットサービスプロ
バイダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内容に
ついては、ご利用のインターネットサービスプロバイダ
にお問い合わせください。 
ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」ま
たは「mopera」をご利用いただけます。「mopera U」
をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料）と
なります。「mopera」をご利用いただく場合は、お申
し込み手続き不要、月額使用料無料です。

接続先（インターネットサービスプロバ
イダなど）の設定について

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なりま
す。パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続
先、64Kデータ通信を行うときはFOMA64Kデータ通
信、またはISDN同期64K対応の接続先をご利用くだ
さい。
･ DoPaのアクセスポイントには接続できません。
･ PIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信のアクセス
ポイントには接続できません。

ネットワークアクセス時のユーザ認証
について

接続先によっては、接続時にユーザ認証（IDとパスワー
ド）が必要な場合があります。その場合は、通信ソフト
（ダイヤルアップネットワーク）でIDとパスワードを入
力して接続してください。 IDとパスワードは接続先の
インターネットサービスプロバイダまたは接続先の
ネットワーク管理者から付与されます。詳しい内容につ
いては、インターネットサービスプロバイダまたは接続
先のネットワーク管理者にお問い合わせください。

ブラウザ利用時のアクセス認証について 
パソコンのブラウザでFirstPass対応サイトを利用す
る時のアクセス認証では FirstPass（ユーザ証明書）が
必要です。添付のCD-ROMからFirstPass PCソフト
をインストールし、設定を行ってください。詳しくは
CD-ROM内の「FirstPassPCSoft」フォルダ内の
「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧ください。

Ｆ
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ご使用になる前に 

動作環境について

データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は
以下のとおりです。

※1：OSアップグレードからの動作は保証の対象外となりま
す。

※2：必要メモリ・ハードディスク容量は、パソコンのシステム
構成によって異なることがあります。 

必要な機器 

FOMA端末とパソコン以外に以下のハードウェア、
ソフトウェアを使います。 
･ FOMA USB接続ケーブル（別売） 
･ 添付CD-ROM「FOMA N702iS用CD-ROM」

手順を確認する
データ通信ではダイヤルアップ接続によっ
て、FOMAデータ通信に対応したインターネット
サービスプロバイダやLANに接続します。
■添付の「FOMA N702iS用CD-ROM」に収録さ
れているソフトについて 

● N702iS通信設定ファイル（ドライバ）、FOMA PC設
定ソフト、FirstPass PCソフトが入っています。

● N702iS通信設定ファイルとは、FOMA端末とパソコ
ンをFOMA USB接続ケーブル（別売）で接続して、パ
ケット通信、64Kデータ通信やデータ転送（OBEX）を
行うときに必要なソフトウェア（ドライバ）です。
N702iS通信設定ファイルをインストールすることで、
Windowsに各ドライバが組み込まれます。
FOMA PC設定ソフトを使うと、パケット通信、64Kデー
タ通信の設定やダイヤルアップ作成を簡単に行うことがで
きます。

●データ通信の用語集
管理者権限
Windows 2000およびWindows XPのシステムでは、この
権限を持たないユーザーはシステムへのアクセスが限定され
ているため、ドライバやソフトのインストール／アンインス
トールができません。
APN（Access Point Name）
パケット通信で、接続先のインターネットサービスプロバイ
ダや企業内LANを識別する文字列です。たとえばmopera U
の場合は「mopera.net」のように表します。
cid（Context Identifier）
パケット通信の接続先（APN）をFOMA端末に登録するとき
の登録番号のことです。電話帳のメモリ番号のようなもので、
1～10までの10件が登録できます。
DNS（Domain Name System）
「nttdocomo.co.jp」のようなドメインネームを、コンピュー
タが管理しやすいように数字で表したIPアドレスに変換する
システムのことです。
OBEX（Object Exchange）
IrDAが規定したデータ通信についての国際規格（プロトコル）
です。OBEX規格に対応した機器やソフトウェアを使うこと
で、携帯電話、パソコン、デジタルカメラ、プリンタなどさ
まざまな情報機器間で、データ転送を行うことができます。
QoS（Quality of Service）
ネットワークの通信速度に関するサービス品質のことで、
FOMA端末のQoS設定では、どんな速度でも接続するか、あ
るいは最高速度で接続するかを設定できます。
W-TCP
FOMAネットワークでパケット通信を行う際に、TCP/IPの
伝送能力を最大限に生かすためのTCP パラメータです。
FOMA端末の通信性能を最大限に活用するには、この通信設
定が必要です。

項 目 説 明
パソコン本体 ・ PC-AT互換機でCD-ROMドライブが

使用できる機器
・ USBポート（Universal Serial Bus

Specification Rev1.1準拠）
・ ディスプレイ解像度800×600ドッ

ト、High Color（65,536色）以上を
推奨

OS※1 ・ Windows 2000、Windows XP（各日
本語版）

必要メモリ ・ Windows 2000：64Mバイト以上※2

・ Windows XP：128Mバイト以上※2

ハードディスク容量 ・ 5Mバイト以上の空き容量※2

O
FOMA N702iSをドコモのPDA「musea」や「sigmarion
Ⅱ」と接続してデータ通信を行う場合、「musea」や
「sigmarionⅡ」をアップデートしてご利用ください。アップ
デートの方法などの詳細については、ドコモのホームページ
をご覧ください。 
FOMA N702iSは、Remote Wakeupには対応していませ
ん。
FOMA N702iSは、FAX通信には対応していません。

O
USBケーブルは専用の「FOMA USB接続ケーブル」をお買
い求めください。パソコン用のUSBケーブルはコネクタ部の
形状が異なるため使用できません。 

ご
使
用
に
な
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に
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設定完了までの流れ 

■パケット通信／64Kデータ通信の場合

※1：FOMA端末とパソコンを接続してインターネットをする
には、ブロードバンド接続等に対応した「mopera U」（お
申し込み必要）が便利です。使用した月だけ月額使用料が
かかるプランもあります。また、お申し込みが不要で今す
ぐインターネットに接続できる「mopera」もご利用いた
だけます。
詳しくはドコモのホームページをご覧ください。

■データ転送（OBEX）の場合

※データリンクソフト（P.380）もインストールしてください。

ATコマンドについて
ATコマンドとは、モデムなどの制御に使われるコマ
ンド体系の１つで、FOMA端末はATコマンドに準
拠しています。さらにFOMA端末では拡張コマンド
の一部や独自のATコマンドをサポートしています。
パソコンでFOMA端末の各機能を設定するための
ATコマンドの詳細については、添付のCD-ROM内
の「データ通信マニュアル」（PDF形式）をご覧く
ださい。

パケット通信をする場合、64Kデータ通信をする場合、
FOMA PC設定ソフトを使わないで設定する場合のそれそ
れで設定方法は異なります。

設定する※1

接続／切断

N702iS通信設定ファイルを
インストールする

FOMA PC設定
ソフトで接続先の
設定をする場合

FOMA PC設
定ソフトを使わ
ないで設定を
する場合

FOMA PC設定ソフトを
インストールする

N702iS通信設定ファイルを
インストールする

Ａ
Ｔ
コ
マ
ン
ド
に
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て
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●文字入力
文字入力について..................................................................... 344
かな方式で文字を入力する ............................ 345
定型文を修正／登録する .......................................... 350
文字のコピー／切り取り／貼り付け...................................... 351
区点コードで入力する................................................. 352
よく使う単語を登録する .......................................... 352
学習履歴を初期状態に戻す ................................. 353
ダウンロードした辞書を使用する................... 353
2タッチ方式で文字を入力する............... 354
T9入力方式で文字を入力する ................. 354

モード1（かな方式）
定型文登録

区点入力
ユーザ辞書

学習履歴クリア
ダウンロード辞書

モード2（2タッチ方式）
モード3（T9入力方式）
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文字入力について
FOMA端末には文字の入力方式として、「かな方式」
「2 タッチ方式」「T9 入力方式」の3 方式が用意さ
れています。ここでは、「かな方式」での文字入力を
中心に説明します。
●文字入力方式の設定、およびそれぞれの入力方式の特徴

と入力方法については、次の項目をご覧ください。
「文字入力方式を設定する」→ P.345
「かな方式で文字を入力する」→P.345
「2タッチ方式で文字を入力する」→P.354
「T9入力方式で文字を入力する」→P.354

文字入力（編集）画面について

文字入力（編集）画面は①文字入力エリア、②操作
ガイダンスエリア、③情報表示エリアで構成されて
います。各エリアに表示されるアイコンの意味は以
下のとおりです。
　

①文字入力エリア

②操作ガイダンスエリア

③情報表示エリア

ガイダンス表示を設定する

文字入力（編集）画面の操作ガイダンスエリア
（P.344）を表示するかどうかを設定します。 

1 i35 「ガイダンス表示」
「ON」
■表示しない場合

「OFF」

アイコン 説明

■ カーソル（文字入力位置）

エンドマーク（文字終了位置）

アイコン 説明
 変換 cで変換できるときに表示

 全件

 検索
cで電話帳検索ができるときに表
示

固定入力

固定終了
wを押して固定入力モードの開始
／終了ができるときに表示→P.355

   領域 文字コピー（切り取り）の範囲指定
時に表示

 改行 r（1秒以上）で改行できるときに
表示

 小／大 rで入力した文字の小文字／大文
字切り替えができるときに表示

 AA→aa rを押してCapsLockモードを解
除できるときに表示→P.347

 aa→Aa rを押してShiftモードにできる
ときに表示→P.347

 Aa→AA rを押してCapsLockモードにで
きるときに表示→P.347

　４８２

確定 機能絵記

いつもお世話になっており
ます。

　　　テキストメモ編集

　　小／大
改行

ｃｈ　文字

文字入力（編集）画面

①文字入力エリア

②操作ガイダンスエリア
③情報表示エリア

機能メニュー P.348

 逆順
かな方式で文字を入力中にs［ ］
で前の読みに戻せるときに表示
（例：え→う）

ch文字
uで入力する文字種（   

）が切り替えられるときに表示

アイコン 説明

 
文字入力方式（2タッチ方式／T9入
力方式）を表示（かな方式は表示な
し）

固定入力モード→P.355

 挿入モード／上書きモード

   入力できる文字種

区点入力モード→P.352

 全角モード／半角モード

小文字入力モード

 「Shiftモード」または「CapsLock
モード」のときに表示→P.347
入力可能な残りバイト数（半角文字：
1バイト、全角文字：2バイト）
FOMAカード電話帳、SMS本文入
力時に、入力済み文字数を表示

アイコン 説明

お買い上げ時
ON

文
字
入
力
に
つ
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て
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分割画面について

スケジュールの参照登録など、画面によっては各機
能の操作画面と文字入力（編集）画面が同時に表示
される場合があります。

●以下の場合に、各機能の操作画面と文字入力（編集）画
面が同時に表示されます。
・ｉモード画面からのスケジュール参照登録
・ｉモード画面からの辞典検索によるサイト参照入
力

・チャットメールのチャット画面
・文字編集から辞典検索を実行後の参照編集

●操作する画面の切り替えかた
各機能の操作画面と文字入力（編集）画面が同時に
表示されているときは、機能メニューから「ウィン
ドウ切替」を選択すると、操作する画面を切り替え
ることができます。

文字入力方式を設定する

お買い上げ時 入力モード：すべて有効　
優先入力方式：モード1（かな方式）

3つの文字入力方式（かな方式／2タッチ方式／T9
入力方式）のうち、利用する入力方式と、優先して
使用する入力方式（最初に表示される入力方式）を
設定します。

1 i35 「入力モード」 cで□
（チェックボックス）を選択 o［完了］
少なくとも2つの入力方式を選択してください。

2 優先的に使うモードを選択
操作1で選択しなかった入力方式は、ここでは選択で
きません。

〈モード1（かな方式）〉

かな方式で文字を入力する
1つのダイヤルボタンを何回か押し、1つの文字を
入力します。たとえば「う」は、「あ行」の「あいう
えお」の3番目なので、1を3回押します。
●文字割り当ての詳細については、「かな方式で入力でき

る文字」（P.363）をご覧ください。

漢字・ひらがな・カタカナ（全角）を入力す
る

ひらがなの読みを入力し、それを漢字、ひらがな、
カタカナなど、目的の文字に変換します。
●変換候補の一覧に記号、絵文字、顔文字が表示された場

合は、それらの文字に変換することもできます。
変換できる記号、絵文字、顔文字の読みについては
以下の一覧をご覧ください。
・「記号・特殊文字一覧」→P.366
・「絵文字一覧」→P.367
・「顔文字一覧」→P.370

●記号、絵文字、スペース、改行の入力など、その他の入
力操作については、「入力を補助する便利なボタン」
（P.347）および「機能メニュー」（P.348）をご覧く
ださい。

＜例：「秋のキャンプ」と入力する場合＞

1 文字入力（編集）画面（P.344） 漢
字ひらがな入力モードにする
「漢字ひらがな入力モード（ ）」になっていない
場合は、uで切り替えます。

2 ひらがなを入力

■ボタンを押し間違えた場合 
tで文字を削除

■ボタンを押す回数を間違えた場合 
a［ ］ 

同じボタンに割り当てられた1つ前の読みに戻りま
す。 

■続けて同じボタンに割り当てられている文字を
入力する場合 
jまたはもう一度そのボタンを1秒以上押す

カーソルが移動して、次の文字が入力できるように
なります。 

O
操作する画面を切り替えても、入力した文字やカーソル位置
は切り替える前の状態のまま保持されます。
読みの入力中は操作する画面を切り替えることはできませ
ん。ただし、英字入力モードで、wを押して「http://」な
どを入力する場合は、操作する画面の切り替えが可能です。
そのとき、入力中の文字列が自動確定されます。
編集画面の表示中に ｉモード画面の操作に切り替えた場合、
操作できるのは画面のスクロールのみとなります。
チャットメールのチャット画面では、画面の切り替えはでき
ません。

各機能の操作画面

文字入力（編集）画面

ｉモード画面からの
スケジュール参照登録

　　スケジュール編集　１／２
　２００６／１０／１９　１０：００
　２００６／１０／１９　１２：００
　繰り返しなし
　通知する／１０分前

選択完了

新しい機種を２００６年１１月１
日から販売いたします。
みなさまのご来店お待ちし
ております。

機能

O
文字の入力中に文字入力方式を切り替えることもできます。
o［絵記］を1秒以上押すか、機能メニューから「入力モー
ド切替」を選択します。

　＜未登録＞

　　テキストメモ編集

確定英数

あきのきゃんふ゜

　　　変換

　５１２
ｃｈ　文字
　逆順

変換

1を1回 2を2回

5を5回

0を3回

あ き

2を2回
きの

ん

6を3回

qを2回
ふ

（゚半濁点）

8を1回
や

rを1回
小文字変換
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■ひらがなで確定する場合 
d［確定］  

■ワード予測を利用して文字を入力する場合
文字入力中に操作ガイダンスエリアに表示される予
測候補を選択して、文字を入力することもできます。
「ワード予測を使う」→P.347

3 入力した文字を編集する
 p［変換］またはcで漢字や

カタカナなどに変換
最初の文節の変換候補が反転表示
され、残りの未確定文字はアンダー
ライン（＿）で表示されます。 

■変換候補に目的の漢字やカタカナなどが表示さ
れている場合 
d［確定］   

変換候補が確定し、次の文節が反転表示されます。 
■変換範囲を変更する場合 

vで変換範囲を変更
変換した範囲に応じて変換候補も変更されます。 

■英数カナ変換候補を表示する場合
o［英数］

入力したボタンに対応する英字、数字、カタカナの
変換候補が表示されます。たとえば23o［英
数］と押すと、「AD」「23」「カサ」などの変換候補
が表示されます。
日付（10/19など）や時刻（10:19など）として
表示可能な2～4桁の数字は、その変換候補も表示
されます。

■変換候補に目的の漢字やカタカナなどが表示さ
れていない場合
p［変換］で変換候補を表示 変換する文字

を選択
反転表示している文節の変換候補
が一覧で表示されます。変換候補に
はひらがなとカタカナも表示され
ます。 
変換範囲の読みがすべて「あ」段の
文字の場合、数字も変換候補として
表示されます。 たとえば123と入力した場
合、「123」という変換候補も表示されます。

●文字数とスクロールについて
■残文字数、入力済み文字数について
文字入力（編集）画面の文字数は以下の規則に
従ってカウントされます。各文字入力（編集）画
面では、その機能で入力可能な文字数最後の印と
してエンドマーク「 」が表示されるので、入
力の目安にしてください。
● 文字数は、半角1文字が1バイト、全角1文字

が2バイトとしてカウントされます。
● 全角文字は、半角文字2文字分になります。

全角：あいうえお 5 文字（カウントは 10
バイト）

半角：ｱｲｳｴｵｶｷｸｹｺ 10文字（カウントは10
バイト）

■文字の組み合わせについて
文字入力の際は、文字の組み合わせに注意してください。
＜例＞「ﾄ゛ｺﾓ」を半角カナ入力モードで、「の携帯電
話」を漢字ひらがな入力モードで入力したとき

● 半角文字の濁点「゛」と半濁点「゜」は、1文
字分としてカウントされます。

■スクロールについて
文字入力（編集）画面では、c で行単位、s
［MEMO／CHECK］、a［ ］でページ単位の
スクロールができます。
変換候補一覧では、cで行単位、vまたはs
［MEMO／CHECK］、a［ ］でページ単位の
スクロールができます。

●入力中、編集中のデータ保護について 
文字入力（編集）画面で文字を入力しているときに
電池が切れたり、音声電話がかかってきても、入力
した文字は消えずに保持されます。 
■電池が切れた場合 
文字の入力中に電池切れアラームが鳴った場合
は、文字入力（編集）画面から「電池充電してく
ださい」というメッセージ画面に切り替わりま
す。このとき、入力中の文字は自動的に確定して
保存されるので再度電源を入れてその機能を呼
び出すと、続きを入力できます。ただし、入力内
容が保存されない機能もあります。また、変換中
や未確定の文字は保存されません。 
電話帳の再編集について→P.103

■yを押した場合 
文字の入力中にyを押した場合
は、文字の入力を終了するかどう
かのメッセージが表示されます。
ただし、文字を1文字も入力して
いない場合、メッセージは表示さ
れません。 

＜入力中の内容を保存しないで終了する場合＞ 
「YES」を選択します。入力した文字を保存せず
に、入力前の画面または待受画面に戻ります。 
yを押しても、入力した文字を保存しないで入
力画面を終了します。 

O
変換できる読み（ひらがな）は20文字まで、一括変換できる
のは6文節までです。 
希望の漢字に変換されない場合は、読みを音読みや訓読みに
変更すると表示される場合があります。
一度に変換できない2文字以上の漢字は、1文字ずつ変換して
ください。 
変換できない漢字は区点コードを使って入力できます。
→P.352
複雑な漢字は一部を変型もしくは省略しています。
変換後の文字が入力可能な文字数を超えた場合は、入力可能
な文字数までを確定するかどうかの確認画面が表示されま
す。

　＜未登録＞

　　テキストメモ編集

確定 変換

　　　変換

秋のキャンフ゜

　５１２
ｃｈ　文字

　秋の
あきの

　空きの
　明きの
　飽きの
　厭きの
　安芸の
　　　　　　　　６／　１９

 ﾄ  ゙ ｺ ﾓ の 携 帯 電 話（画面に表示される文字数が９文字）
 1 1 1 1 ２ ２ ２ ２ ２（カウントは１４バイト）
 _ _ _ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

ＹＥＳ

ＮＯ

　　編集終了確認

　編集を終了します
　　内容を破棄して

　よろしいですか？
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＜文字の入力を続ける場合＞ 
「NO」を選択します。入力したデータはそのまま
で文字入力（編集）画面に戻ります。 
tを押しても文字入力（編集）画面に戻ります。 

■音声電話がかかってきた場合 
文字の入力中に音声電話がかかってきても、入力
中の文字をそのままにして音声電話に出ること
ができます。通話を終了すると、文字入力（編集）
画面に戻ります。音声通話中の場合は、uでタス
クメニューを表示させて、通話しながら文字入力
（編集）画面に戻ることもできます。 →P.302

ワード予測を使う

ワード予測とは、一度入力した文字列を自動的に記
憶し、その後同じ読みの文字を入力したときに、記
憶した文字列や定型文の候補の中から選択できる機
能です。 
●お買い上げ時にはあらかじめワード予測の候補が登録

されています。

1 i35 「ワード予測」 「ON」
■使わない場合

「OFF」

●ワード予測を利用して文字を入力する 

1 読みを入力
予測候補が操作ガイダンスエリア
に表示されます。 

2 g
 操作ガイダンスエリアにカーソル

が表示され、予測候補が選択できる
ようになります。 

■読みの入力に戻る場合 
t 

■予測候補が表示されない、または入力したい文
字が予測候補にない場合 
そのまま読みを入力 

■学習した予測候補を削除する場合
予測候補を反転 t（1秒以上） 「YES」

反転した予測候補が削除されます。
すべての予測候補の学習履歴を削除する場合は、「学
習履歴クリア」（P.353）でワード予測の学習履歴
をクリアします。

3 予測候補を選択
文字を確定すると、その文字に続く
予測候補が表示されます。

4 次の予測候補を選択
■予測候補が表示されない、または入力したい文
字が予測候補にない場合 
そのまま次の文字を入力

■予測候補表示を閉じる場合
p［閉］

その他の入力機能

文字入力（編集）画面を表示中に文字入力方式を切
り替えたり、記号や絵文字などを入力するときは、
機能メニューだけでなく、便利なボタンを利用でき
ます。

●入力を補助する便利なボタン

お買い上げ時
ON

　　テキストメモ編集

確定 変換英数

話　はい　初　半　話し　早く
入って　腹　はじめ　８　８
初めて　早い　はっきり　花
春　鼻　販売　は　初め　早め

５０

は

　選択

　　テキストメモ編集

選択英数

１／　５０

は

　戻る

変換

話　はい　初　半　話し　早く
入って　腹　はじめ　８　８
初めて　早い　はっきり　花
春　鼻　販売　は　初め　早め

O
T9入力方式の場合、学習した予測候補が表示されるのは1文
字入力時のみで、それらの候補はグレーで表示されます。

ボタン 説明
u ●かな方式、T9入力方式ではuを押すたびに、

入力する文字種が次のように切り替わりま
す。
漢字ひらがな（漢全）→ カタカナ（ｶﾅ半）
→ 英字（英半）→ 数字（数半）
※機能メニューから「全角切替」を選択する
と、カタカナ・英字・数字は全角で切り替
わります。

●2タッチ方式ではuを押すたびに、全角／半
角が切り替わります。
全角（全）→ 半角（半）

r ●すでに入力した文字の「小文字／大文字」を
切り替えます。

●T9入力方式の英字入力ではr を押すたび
に、大文字／小文字の入力モードが次のよう
に切り替わります。
CapsLockモード→モード解除→Shiftモード
・ CapsLockモード：すべて大文字で入力さ

れます。
・ モード解除：すべて小文字で入力されます。
・ Shiftモード：モードを切り替えた直後の1

文字のみ大文字で入力され、以降は小文字
で入力されます（Shiftモードが解除されま
す）。

※操作ガイダンスエリアに以下のアイコンが
表示されているときのみ有効です。

Aa→AA／AA→aa／aa→Aa
※「英字（英全）」モードまたは「英字（英半）」
モードにした直後は、CapsLockモードで
起動します。

r
（1秒以上）

改行マーク「 」を入力し、カーソルを次の行
に移動します。

　　テキストメモ編集

選択 閉絵記

春

１／　４０　戻る
休み　の　を　に　が　は　で
と　、　も　です　。　から
や　など　だ　って　へ　まで
だけ　だった　より　じゃ
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文字入力（編集）画面

1 文字入力（編集）画面（P.344） p
［機能］ 以下の項目から選択

顔文字入力……顔文字一覧（P.370）を表示します。
顔文字を選択

顔文字一覧では反転した顔文字が2行表示になり、読
み（意味）も表示されます。

小文字切替⇔大文字切替……これから入力する文字の
「小文字／大文字」を切り替えます。

半角切替⇔全角切替……半角／全角を切り替えます。

コピー・切り取り・貼り付け……「文字のコピー／切
り取り／貼り付け」→P.351

定型文入力……「定型文を入力する」→P.349

スペース入力……スペース（空白）を入力します。
全角入力の場合は全角スペース、半角入力の場合は半
角スペースが挿入され、ともに1文字分として文字数
にカウントされます。

改行入力……改行マーク「 」を入力し、カーソルを
次の行に移動します。r（1秒以上）を押したとき、
および文末でgを押したときと同じ機能です。
→P.347

記号入力……記号・特殊文字一覧（P.366）を表示し
ます。
記号を選択

絵文字入力……絵文字一覧（P.367）を表示します。
絵文字を選択

区点入力……「区点コードで入力する」→P.352

上書きモード⇔挿入モード……「上書きモード」と「挿
入モード」を切り替えます。
文字を入力すると、「挿入モード」ではカーソルの前に
文字が挿入され、「上書きモード」ではカーソルの位置
に文字が上書きされます。文字入力（編集）画面を表
示したときは常に挿入モードになります。

データ引用……各種データを引用入力します。

電話帳・個人データ……「電話帳や個人データを
引用して入力する」→P.350

アクセスリーダー……「アクセスリーダー」で取
得した文字情報を貼り付けます。→P.173

バーコードリーダー……「バーコードリーダー」
で取得した文字データを貼り付けます。→P.171

辞典検索……辞典を起動します。→P.316

ワード予測OFF⇔ワード予測ON……ワード予測の
OFF／ONを設定します。→P.347

入力モード切替……文字入力方式（かな方式／2タッ
チ方式／T9入力方式）を切り替えます。o［絵記］（1
秒以上）を押したときと同じ機能です。→P.345

T9かな変換モード⇔T9漢字変換モード……T9入力
方式で文字を入力するとき、入力した文字をかなに変
換するか、漢字に変換するかを設定します。

JUMP……カーソルを文頭または文末へ移動します。

UNDO……入力した文字を1つ前の状態に戻します。

ウィンドウ切替……分割画面が表示されているとき、
操作する画面を切り替えます。→P.345

o［絵記］ 絵文字や記号を連続して入力します。絵文字・記
号の一覧表示中はo［絵記］を押すたびに、次
のように切り替わります。
絵文字1入力 → 絵文字2入力 → 全角記号入
力 → 特殊記号入力 → 半角記号入力

連続入力を終了するときはtを押します。
記号・特殊文字一覧→P.366
絵文字一覧→P.367

o［絵記］
（1秒以上）

文字入力方式を切り替えます。
o［絵記］（1秒以上）を押すたびに、次のよう
に切り替わります。
かな方式 → 2タッチ方式 → T9入力方式

z カーソルが文末にあるとき、jを押すとスペー
スが入力され、gを押すと改行マークが入力さ
れます。

w 区点入力モードになります。→P.352
※文字入力方式が、かな方式、2タッチ方式の場
合のみ有効です。

O
＜o［絵記］（絵文字記号連続入力）＞
絵文字1、絵文字2、全角記号、特殊記号、半角記号のそれぞ
れで、過去に入力した絵文字・記号が14個まで記憶されま
す。記憶された絵文字・記号は、それぞれの画面の先頭の行
に表示されます。機能メニューから「絵文字入力」や「記号
入力」を選択したときも絵文字・記号は記憶されます。
p［全面］を押すと、全画面表示に切り替わり、「絵文字入
力」または「記号入力」に移行します。

ボタン 説明

O
＜顔文字入力＞
選択した顔文字は、次回顔文字を一覧表示したときに最初に
表示されます。
＜半角切替・全角切替＞
「漢字ひらがな入力モード」の場合は全角／半角を切り替えら
れません。
＜改行入力＞
改行マーク「 」は文字と同じように削除したり上書きでき
ます。
改行マーク「 」は、全角1文字分として文字数にカウント
されます。ただし、SMS本文入力では改行のカウント方法が
異なります。→P.247
ｉモードのテキストボックスでは、改行マーク「 」を入力
できない場合があります。
＜記号入力＞
メールアドレスの登録画面、ｉモードメールの宛先入力画面、
URLの入力画面などでは全角記号を入力できません。
半角のみ入力できるときには、半角記号のみが表示されます。
記号・特殊文字一覧表示中でも絵文字を入力することができ
ます。一覧表示中はoを押すたびに、一覧が切り替わります。
記号・特殊文字一覧を表示後でも、p［連続］を押すと「絵
文字記号連続入力」に移行できます。
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文字を削除する 

bで削除したい文字にカーソルを合わせ、tを短
く（1秒未満）押します。カーソル上の文字が削除
されます。 

■カーソル上に文字がない場合 
カーソルの左側の1文字が削除されます。 

■tを1秒以上押した場合 
カーソル上の文字とそれより右側にあるすべて
の文字が削除されます。 

■カーソルより右側に文字がないときにtを1秒
以上押した場合 
すべての文字が削除されます。 

定型文を入力する
●お買い上げ時に登録されている「固定定型文」について

は、P.371をご覧ください。

1 文字入力（編集）画面（P.344） p
［機能］ 「定型文入力」 フォルダを
選択

2 定型文を選択 d ［選択］

＜絵文字入力＞
絵文字1、絵文字2のそれぞれで、過去に入力した絵文字が
12個まで記憶されます。記憶された絵文字は、絵文字1、絵
文字2のそれぞれの画面の先頭の行に表示されます。o［絵
記］を押して入力したときも記憶されます。
絵文字一覧表示中でも記号・特殊文字を入力することができ
ます。一覧表示中はoを押すたびに、一覧が切り替わります。
絵文字一覧を表示後でも、p［連続］を押すと「絵文字記号
連続入力」に移行できます。
＜入力モード切替＞
文字入力方式で設定した入力方式（P.345）以外には切り替
えることができません。
文字入力方式の切り替えは現在の文字入力（編集）画面での
み有効です。次に文字入力（編集）画面を表示したときには、
文字入力方式で設定した優先入力方式（P.345）に戻ります。
郵便番号の入力など、特定の項目の文字入力（編集）画面で
は文字入力方式を切り替えられない場合があります。
＜T9かな変換モード／T9漢字変換モード＞
設定は現在の文字入力（編集）画面でのみ有効です。次に文
字入力（編集）画面を表示したときには、「T9変換モード」
（P.355）で設定した変換モードに戻ります。

O

　４７４

確定 機能絵記

　　　テキストメモ編集
いつもたいへんお世話にな
っております。

確定 機能絵記

　　　テキストメモ編集
いつもお世話になっており
ます。

　４８２
　　小／大

改行 改行

　t　
（4回）

ｃｈ　文字 ｃｈ　文字

O
定型文は以下のような文字入力（編集）画面で利用できます。
・テキストメモ ・ｉモードメールの題名
・定型文 ・ｉモードメールの本文
・定型文のフォルダ名 ・ｉモードメールの冒頭文
・自動振分け設定の題名入力 ・ｉモードメールの署名
・メール検索の題名入力 ・ｉモードメールの引用符
・ｉモードのテキストボックスでの編集・スケジュール
・ｉアプリでの文字編集 ・ToDo
・辞典 ・ウェイクアップのメッセージ
固定定型文は文字入力方式によって表示される内容（表現）が
以下のように異なります。なお、変更した固定定型文および
自作定型文は文字入力方式にかかわらず登録された内容（表
現）で表示されます。
・かな方式、T9入力方式：漢字ひらがな入力モードのとき
は、漢字ひらがなで表示されます。
漢字ひらがな入力モード以外のときは、半角カタカナで表
示されます。

・2 タッチ方式：全角入力モードのときは、漢字ひらがなで
表示されます。
半角入力モードのときは、半角カタカナで表示されます。
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電話帳や個人データを引用して入力する

メールの本文や「テキストメモ」などの文字入力（編
集）画面で、「電話帳」および「自局番号表示」に登
録されている名前、フリガナ、電話番号、メールア
ドレス、住所、誕生日、メモを引用して入力します。 
●一部の文字入力（編集）画面では引用できません。 

1 文字入力（編集）画面（P.344） p
［機能］ 「データ引用」 「電話帳」ま
たは「個人データ」
■「電話帳」を選択した場合 

「グループ検索」または「行検索」を選択 引
用したい電話帳を検索
電話帳の検索のしかた→P.105

■「個人データ」を選択した場合 
端末暗証番号を入力

2 cで□（チェックボックス）を選択

3 o［完了］

〈定型文登録〉

定型文を修正／登録する
よく使う言葉をあらかじめ定型文として登録してお
き、文字入力の際に呼び出して入力します。
●定型文は5つのフォルダに分けて保存されます。
フォルダ1～2には、あらかじめ固定定型文がそれぞ
れ10件登録されています。→P.371
フォルダ3～5には自作の定型文をそれぞれ10件ま
で登録できます。

●固定定型文の内容は修正することもできます。
●フォルダ名を変更して定型文を目的別に分けることも

できます。

新しい定型文を作成する

1 i38
「定型文フォルダ一覧画面」が表示されます。

2 フォルダを選択
「定型文一覧画面」が表示されます。

3「＜未登録＞」を反転 o［編集］ 定
型文を入力
全角で64文字、半角で128文字まで入力できます。

O
住所を引用する場合は、郵便番号の「〒」や「-」は引用され
ません。

　ドコモ太郎
　ト゛コモタロウ
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

　　　　　　電話帳引用

選択完了

　０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．
　１４５００７１東京都大田区田

電話帳の場合

O
メール用の定型文に絵文字を使用することもできます。ｉモー
ドメールを他の携帯電話会社（au／ボーダフォン／ツーカー）
の機器に送信すると、自動的に送信先の類似絵文字に変換され
ます。ただし、送信先の携帯電話の機種、機能により、正しく
表示されない場合があります。
固定定型文は、文字入力方式がかな方式またはT9入力方式の
「漢字ひらがな入力モード」、2タッチ方式の「全角入力モー
ド」のときに「漢字ひらがな表現」で呼び出され、それ以外
のときは「半角カタカナ表現」で呼び出されます。

定型文フォルダ一覧画面

機能選択

定型文

　フォルダ４
　フォルダ５

　フォルダ２
　フォルダ１

　フォルダ３

機能メニュー P.351

定型文一覧画面

機能選択

フォルダ３

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

編集

機能メニュー P.351

定
型
文
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定型文フォルダ一覧画面

1 定型文フォルダ一覧画面（P.350）p［機能］ 以下の項目から選択

フォルダ名編集……フォルダ名を変更します。全角で
10文字、半角で20文字まで入力できます。

フォルダ名初期化……お買い上げのときのフォルダ名
に戻ります。

定型文一覧画面

1 定型文一覧画面（P.350） p［機能］
以下の項目から選択

編集……定型文を編集します。

1件削除……定型文を1件削除します。

全削除……定型文をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

文字のコピー／切り取り／貼り付け
●コピーまたは切り取りによって記憶できるのは1件のみ

です。新しくコピーまたは切り取りすると前に記憶して
いた文字は上書きされます。

文字をコピー（または切り取り）する

1 文字入力（編集）画面（P.344） p
［機能］ 「コピー」または「切り取り」

2 コピーまたは切り取りする先頭の文字
にカーソルを移動 d［始点］

3 コピーまたは切り取りする終わりの文
字までカーソルを移動 d［終点］ 
選択した範囲の文字が記憶されます。全角で5,000文
字、半角で10,000文字まで記憶できます。
■切り取りした場合

選択した範囲の文字が削除されますが、FOMA端末
には記憶されています。

■文字が入力されていない部分を選択した場合
全角入力モード時は2つの半角スペースとして、半
角入力モード時は1つの半角スペースとしてそれぞ
れ記憶されます。

文字を貼り付ける
●コピーまたは切り取った文字は、次にほかの文字をコ

ピーしたり、切り取ったり、電源を切るまで、何度でも
貼り付けることができます。

1 文字入力（編集）画面（P.344） 貼
り付けする位置にカーソルを移動 p
［機能］ 「貼り付け」
■貼り付け先の文字入力（編集）画面で入力でき
ない文字が含まれている場合
スペースに置き換えたことを通知するメッセージが
表示され、スペースが貼り付けられます。

O
フォルダ名を変更するときに何も文字を入力しないで確定し
た場合は、お買い上げのときのフォルダ名になります。

O
変更した固定定型文を削除した場合、お買い上げ時の内容に
戻ります。なお、変更していない固定定型文は削除できませ
ん。

終点

昨日はどうもありがとう。
とても楽しかったです。

　　　　　領域

　　　テキストメモ編集

　４６６
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〈区点入力〉

区点コードで入力する
4桁の区点コードを使って漢字やひらがな、カタカ
ナ、記号、英数字などを入力します。 
●区点コードおよび区点コードで入力できる文字につい

て→P.372 
● 画面の表示は区点コード一覧表の文字や記号と異なる

場合があります。

＜例：「慶」（区点コード2336）を入力する場合＞ 

1 文字入力（編集）画面（P.344） w 
「区点入力モード」に切り替わり、情報表示エリアに
「 」が表示されます。 

■T9入力方式の場合 
文字入力（編集）画面 p［機能］「区点入力」 

2 区点コード2336を入力
入力した区点コードに対応した文字（ここでは「慶」）
が入力され、元の入力モードに戻ります。 

■入力した区点コードに対応する文字がない場合
スペースが入力されます。

〈ユーザ辞書〉

よく使う単語を登録する
よく使う単語をお好きな読みでユーザ辞書に登録
し、文字入力（編集）画面でその読みを入力して変
換できるようにします。
●ユーザ辞書は100件まで登録できます。
●単語は全角で10文字、半角で20文字まで入力できま

す。読みは全角ひらがなで10文字まで入力できます。

新しい単語を登録する

1 i82
「ユーザ辞書画面」が表示されます。

2「＜新規登録＞」 単語を入力 読みを
入力

単語の内容を確認する

1 i82

2 単語を選択
■単語の内容を変更する場合

変更したい単語を反転 o［編集］

O
かな方式または 2 タッチ方式の場合でも、機能メニューから
「区点入力」を選択して区点入力モードに切り替えることがで
きます。 

　５１２

　　　テキストメモ編集

確定

　５１２

　　　テキストメモ編集
２３３

確定

　５１０

確定 機能絵記

　　　テキストメモ編集
慶

6
改行

ｃｈ　文字

O
改行、定型文は単語および読みに入力できません。スペース
は自動的につめて登録されます。
読みに濁点、半濁点以外の記号（、。？！・）は登録できません。

お買い上げ時
未登録

ユーザ辞書画面

選択 機能選択

ユーザ辞書
　〈新規登録〉

選択

機能メニュー P.353

機能選択

ユーザ辞書

　㈱○○○○第二営業部
　　＜新規登録＞

　大田区平和島
　二開
　○○○ヒルズ
　お世話になってます

区
点
コ
ー
ド
で
入
力
す
る



353

文
字
入
力

ユーザ辞書画面

1 ユーザ辞書画面（P.352） p［機能］
以下の項目から選択

編集……登録した単語を編集します。

1件削除……単語を1件削除します。

選択削除…… bで□（チェックボックス）を選択
o［完了］ 「YES」

複数のユーザ辞書を削除できます。

全削除……ユーザ辞書をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

〈学習履歴クリア〉

学習履歴を初期状態に戻す 
一度入力した文字列を自動的に記憶し、変換時の候
補にする機能（学習履歴）をクリア（お買い上げ時
の初期状態に戻す）します。 

1 i35 「学習履歴クリア」 端
末暗証番号を入力 以下の項目から選
択

T9／ワード予測／絵文字……T9入力方式、「ワード
予測」、「絵文字」および「記号」で蓄積した学習履歴
をクリアします。

かな漢字変換／顔文字……かな漢字変換で蓄積した学
習履歴および顔文字入力画面の並び順をクリアしま
す。

〈ダウンロード辞書〉

ダウンロードした辞書を
使用する
ｉモードのサイトなどからダウンロードした辞書
を変換用辞書として設定します。
●ダウンロード辞書は5件まで登録できます。
●ダウンロード時は有効に設定されます。
●辞書のダウンロードのしかたについて→P.194

1 i 「ダウンロード辞書」
「ダウンロード辞書画面」が表示されます。

2 辞書を選択
有効に設定した辞書には「★」が付きます。
■無効に設定する場合

「★」が付いている辞書を選択
無効に設定されて「★」が消えます。

ダウンロード辞書画面

1 ダウンロード辞書画面（P.353） p
［機能］ 以下の項目から選択

タイトル編集……ダウンロード辞書のタイトルを変更
します。全角で10文字、半角で20文字まで入力でき
ます。

辞書ファイル設定……ダウンロード辞書を有効または
無効に設定します。

辞書情報……ダウンロード辞書の情報を表示します。

1件削除……ダウンロード辞書を1件削除します。

全削除……ダウンロード辞書をすべて削除します。
端末暗証番号を入力 「YES」

O
顔文字のダウンロード辞書を有効にすると、その辞書の顔文
字が機能メニューの「顔文字入力」を選択したときの画面に
追加され、最大600件（内蔵100件を含む）まで一覧表示
されます。
顔文字のダウンロード辞書を2件登録し、2件とも有効にした
場合、最初に有効にしたダウンロード辞書の顔文字が一覧表
示されます。

O
ダウンロード辞書のタイトルを編集するときに何も文字を入
力しないで確定した場合は、元のタイトルに戻ります。

お買い上げ時
未登録

ダウンロード辞書画面

選択 機能選択

ダウンロ－ド辞書
　おためし辞書

　用語辞書
　　＜未登録＞
　　＜未登録＞

　人名辞書　　　　　　★

機能メニュー P.353

学
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歴
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〈モード2（2タッチ方式）〉

2タッチ方式で文字を入力する
2つのダイヤルボタンを押し、1つの文字を入力し
ます。
たとえば「う」は、「あ行」の「あいうえお」の3番
目なので、13と押します。
●文字割り当ての詳細については、「2 タッチ方式で入力

できる文字」（P.364）をご覧ください。
＜例：「秋のキャンプ」と入力する場合＞

1 文字入力（編集）画面（P.344） 全
角入力モードにする
「全角入力モード（ ）」になっていない場合は、u
で切り替えます。

2 ひらがなを入力

3 入力した文字を編集する
かな方式と同じ方法で編集します。→P.345

〈モード3（T9入力方式）〉

 T9入力方式で文字を入力する
少ないボタン操作（1文字1回）で文字を入力し、
変換候補の中から目的の文字を選択します。
たとえば「春」と入力したいときは、「は行」の6、
「ら行」の9を押し、表示された変換候補の中か
ら「春」を選択します。
● T9 入力方式の入力補助機能として、変換候補に目的の

文字がないときに読みを正しくする「編集機能」と、入
力時に正しい読みを入力していく「固定入力機能」があ
ります。

●文字割り当ての詳細については、「T9入力方式で入力で
きる文字」（P.365）をご覧ください。

● T9 入力方式が働くのは、入力モードが「漢字ひらがな
（漢全）」、「カタカナ（ｶﾅ全）」、「カタカナ（ｶﾅ半）」、「英
字（英全）」、「英字（英半）」のときです。「数字（数
全）」、「数字（数半）」では自動的に「かな方式」になり
ます。

＜例：「春」と入力する場合＞

1 文字入力（編集）画面（P.344） 漢
字ひらがな入力モードにする
「漢字ひらがな入力モード（ ）」になっていない
場合は、uで切り替えます。

2 文字を入力

「は行」と「ら行」の組み合わせか
ら予測できる変換候補が表示され
ます。

■入力した文字が候補として認識できない場合
認識できない文字がグレーで表示される v

で変換候補の範囲を変更
■変換候補の表示（漢字／かな／英字）を切り替
える場合
r 

3 c
操作ガイダンスエリアにカーソル
が表示され、変換候補が選択できる
ようになります。

■文字の入力に戻る場合
t 

■予測候補を表示する場合
「ワード予測」（P.347）をONに設定しているとき、
bで変換候補を反転し、g（1秒以上）を押すと、
反転した変換候補の読みに対する予測候補が表示さ
れます。
たとえば「春」を反転した場合、「はる」という読み
に対する予測候補が表示されます。

■表示された変換候補以外に直接変換したい場合
p［変換］ bで候補を選択

11　
あ

　55　
の

　80　
大文字入力モード

　22　
き

　03　
ん

　22　
き

　05　
（゚半濁点）

　63　
ふ

　80　
小文字入力モード

　81　
や

　　テキストメモ編集

確定

あきのきゃんふ゜

　５１２

変換

ｃｈ　文字
　　　変換

確定読み

ひる
　　　テキストメモ編集

　選択　　かな　　　　　　　　　　　２３
　昼　晴れ　フル　春　減る　
　触れ　腹　掘る　ふり　針　堀　
　緑　風呂　ほれ　減れ　ほら　
　平　広　経ろ　平良　幌　ヒレ

変換

6　（は行） 9　（ら行）

変換選択読み

はる
　　　テキストメモ編集

　戻る　　かな　　　予測　  ４／　２３
　昼　晴れ　フル　春　減る　
　触れ　腹　掘る　ふり　針　堀　
　緑　風呂　ほれ　減れ　ほら　
　平　広　経ろ　平良　幌　ヒレ
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4 変換候補を選択
文字入力エリアに選択した変換候
補が表示されます。

●変換候補を編集する
＜例：「爛々と」と入力する場合＞

1 文字を入力

この場合、予測できる変換候補の中
に「爛々と」という文字はありませ
ん。

2 o［読み］
候補編集モードになり、カーソルが先頭に移動します。
変換候補の表示エリアには、「ら行」の文字が表示され
ます。

3 入力したい文字の番号に該当するダイ
ヤルボタンを押す
この場合1（ら）を押します。
文字を修正すると次の文字にカー
ソルが移動します。同じように操作
して変換候補を修正します。

■変換候補を修正しない場合
jで次に修正する文字にカーソルを移動

■途中で編集を終了する場合
o［戻る］

終了するまでに修正した文字が変換候補として表示
されます。

4 c
操作ガイダンスエリアにカーソル
が表示され、変換候補が選択できる
ようになります。

5 変換候補を選択
文字入力エリアに選択した変換候
補が表示されます。
次回からは同じように入力しても
「爛々と」が変換候補の先頭に表示
されます。

●固定入力で変換候補を入力する
＜例：「らんらんと」という読みを入力する場合＞

1 w（固定入力）
固定入力モードになり、情報表示エ
リアの「 」が「 」に変わり
ます。

2 入力したい文字が割り当てられている
行のボタンを押す
この場合9を押します。変換候補の表示エリアには、
「ら行」の文字が表示されます。

3 入力したい文字の番号に該当するダイ
ヤルボタンを押す
この場合1（ら）を押します。
同じように操作2～3を繰り返して
続きの読みを入力します。

4 w（固定終了）
w（固定終了）を押すと変換候補
が表示されます。

T9変換モードを設定する

T9入力方式で文字を入力するとき、入力した文字を
漢字に変換（T9漢字変換モード）するか、かなに変
換（T9かな変換モード）するかを設定します。

1 i35 「T9変換モード」「T9
漢字変換モード」または「T9かな変換
モード」

閉確定絵記

春
　　　テキストメモ編集

　休み　の　を　に　が　は　で
　と　、　も　です　。　から
　や　など　だ　って　へ　まで
　だけ　だった　より　じゃ

　選択　　　　　　　　　　　　　　　４０

変換確定読み

　　テキストメモ編集　　　テキストメモ編集
ろーれんと

　ローレンと　　ローラーと
　リンリンと　　ローリーと

　　選択　　かな　　　　　　　　　６

　ロンリーと　　９０９０４

9　（ら行）、0　（わ行）、 

9　（ら行）、0　（わ行）、

4　（た行）

確定戻る

　　テキストメモ編集　　　テキストメモ編集
ろーれんと

読み編集
　　　ら　　り　　る　　れ　　ろ

変換

選択読み

　　テキストメモ編集　　　テキストメモ編集
らんらんと

　戻る　　かな　　　　　　　　１／　１
　爛々と

変換

閉確定絵記

爛々と
　　　テキストメモ編集

　いう　、　思う　思って　。
　思います　思った　いい　同じ
　なります　は　も　を　ね
　なぁ　？　！

　選択　　　　　　　　　　　　　　　１７

確定

　５１２

　　　テキストメモ編集

　　　　　　　固定終了

確定

　　　テキストメモ編集

　　固定終了
　　　ら　　り　　る　　れ　　ろ

確定読み

　　　テキストメモ編集
らんらんと

　爛々と
　　選択　　かな　　　　　　　　　１

変換

お買い上げ時
T9漢字変換モード

Ｔ
９
入
力
方
式
で
文
字
を
入
力
す
る
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大項目 中項目 小項目 メニュー番号
（ボタン操作）

参照
ページ

メール 受信BOX － P.228

送信BOX － P.228

保存BOX － P.221

新規メール作成 o
（2回）

P.210

チャットメール － P.240

SMS作成 － P.246

ｉモード問い合わせ o
（1秒以上）

P.199
P.225

メール選択受信 － P.224

SMS問い合わせ － P.249

テンプレート － P.218

メール設定 － P.238

ｉモード ｉMenu － P.178
P.183

Bookmark － P.189

画面メモ － P.191

ラストURL － P.185

Internet － P.188

ｉチャネル u P.263

メッセージ － P.199

ｉモード問い合わせ o
（1秒以上）

P.199
P.225

ユーザ証明書操作 － P.201

ｉモード設定 － P.196

ｉアプリ ソフト一覧 p
（1秒以上）

P.254

自動起動設定 － P.257

ｉアプリ実行情報 － P.256
P.258
P.259

各種設定 着信 着信音量 i50 P.73

着信音選択 i13 P.114

SRS_WOW設定 i64 P.116

バイブレータ i54 P.116

イルミネーション
設定

i89 P.128

マナーモード選択 i20 P.119

電話帳画像着信設
定

－ P.123

着信アンサー設定 i58 P.69

クローズ動作設定 i18 P.70

メール／メッセー
ジ鳴動

i68 P.117

呼出時間表示設定 i90 P.154

確認機能設定 i65 P.78

通話 ノイズキャンセラ i76 P.66

通話品質アラーム i75 P.117

再接続機能 i77 P.66

通話中イルミネー
ション

－ P.129

保留音設定 － P.74

各種設定 通話 自動発信設定 － P.319

テレビ
電話

送信画質設定 － P.91

画像選択 － P.91

音声自動再発信 － P.91

遠隔監視設定 － P.96

親画面表示 － P.93

テレビ電話切替通
知

－ P.94

ハンズフリー切替 － P.94

ディスプ
レイ

画面表示設定 i56 P.121

照明設定 i70 P.124

画面デザイン i86 P.124

イルミネーション・
ウィンドウ

i93 P.128

フォント設定 i66 P.130

デスクトップ i63 P.132

バイリンガル i15 P.131

オリジナル
メニュー登録

i52 P.127

メニュー画面設定 i57 P.125

ピクチャ表示設定 － P.267

オート表示 i47 P.112

表示アイコン説明 i36 P.28

時間／
料金

通話時間／料金 i61 P.313

通話料金通知 － P.314

積算リセット i60 P.314

積 算 料 金 自 動 リ
セット

－ P.314

通話中時間表示 i48 P.130

時計 時計設定 i31 P.49

待受時計表示 i39 P.131

アラーム通知設定 － P.309

ロック／
セキュリ
ティ

オールロック － P.143

PIMロック － P.148

シンプルロック － P.149

セルフモード － P.155

ダイヤル発信制限 － P.150

登録外着信拒否 － P.155

非通知着信設定 i10 P.154

端末暗証番号変更 i29 P.141

PIN設定 － P.141

シークレットモー
ド

i40 P.145

シークレット専用
モード

i41 P.145

スキャン機能 － P.396

遠隔オールロック i99 P.143

大項目 中項目 小項目 メニュー番号
（ボタン操作）

参照
ページ

メニュー機能一覧

メ
ニ
ュ
ー
機
能
一
覧
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各種設定 アプリケー
ション通信
設定

接続待ち時間設定 － P.196

ｉモード問い合わ
せ設定

－ P.239

接続先選択 i81 P.197

SMS center設定 － P.249

証明書 － P.200

証明書センター接
続設定

－ P.202

ｉアプリ
設定

ソフト情報表示設
定

－ P.254

待受画面終了 － P.259

外部接続 通知音出力切替 i51 P.118

イヤホン接続時マ
イク切替

－ P.320

オート着信 i94 P.319

その他 スタイルモード － P.136

ボタン確認音 i30 P.117

充電確認音 － P.117

電池残量 i71 P.47

サイドボタン操作 iw
（１秒以上）

P.149

文字入力方式 i35 P.345

履歴表示設定 － P.151

ポーズダイヤル i84 P.60

サブアドレス設定 － P.65

プレフィックス設
定

－ P.62

国際ダイヤル設定 － P.64

PLMN設定 － P.320

表示アイコン選択
設定

－ P.135

設定リセット i23 P.320

端末初期化 － P.323

ソフトウェア更新 － P.392

データ
BOX

マイピクチャ i46 P.267

ｉモーション － P.277

メロディ i16 P.288

キャラ電 － P.284

LifeKit バーコードリーダー － P.171

赤外線受信 i79 P.295
P.296

カメラ （待受中に）s
［MEMO／CHECK］
（１秒以上）

P.158

スケジュール i45 P.304

めざまし時計 i44 P.303

ToDo i95 P.307

テキストメモ i42 P.315

電卓 i85 P.315

メモの再生／消去 s
［MEMO／CHECK］

P.81

伝言メモ i55 P.79

待受中音声メモ i43 P.312

おしゃべり機能 i91 P.313

FOMAカード（UIM）操作 － P.291

大項目 中項目 小項目 メニュー番号
（ボタン操作）

参照
ページ

LifeKit 電話帳画像転送 － P.296

アクセスリーダー － P.173

辞典 － P.316

ティータイマー i37 P.302

サービス サービス問い合わせ i25 P.328

発信者番号通知 i17 P.50

留守番電話 － P.326

キャッチホン － P.328

転送でんわ － P.330

迷惑電話ストップ － P.331

番号通知お願いサービス － P.331

着信動作選択 － P.333

通話中着信設定 － P.334

遠隔操作設定 － P.335

デュアルネットワーク － P.332

英語ガイダンス － P.332

追加サービス － P.336

サービスダイヤル － P.333

マルチナンバー － P.335

電話帳 電話帳登録 － P.101

電話帳検索 － P.105

電話帳登録件数 i22 P.109

電話帳便利機能 i62 P.111

電話帳指定設定 i12 P.153

グループ設定 i26 P.104

ユーザ
データ

自局番号表示 i0 P.51
P.311

着信履歴 i24 P.71

発信履歴 － P.57

メールメンバー i97 P.221

チャットグループ － P.245

定型文 i38 P.350

ユーザ辞書 i82 P.352

ダウンロード辞書 － P.353

大項目 中項目 小項目 メニュー番号
（ボタン操作）

参照
ページ
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お買い上げ時に登録されているデータ
待受画面

※1：内蔵の加速度センサーに対応したFlash画像です。→P.123

フレーム
フレームはサイズによって縦横比が異なります。

※1：Cafe Latte、Strawberry Milkは色が異なります。

Mineral Water 2Mineral Water 1※1 Cafe Latte 1※1 Strawberry Milk 1※1

Strawberry Milk 2 The Little Mermaid 1 The Little Mermaid 2Wake

Cafe Latte 2

The Little Mermaid Mineral Water※1

<CIFの一例>

お
買
い
上
げ
時
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
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デコメールピクチャ
●デコメールピクチャは「マイピクチャ」のデコメールピクチャフォルダに保存されています。
●デコメールピクチャは、実際の画面の表示と異なる場合があります。

©BVIG

Mineral Water Cafe Latte Strawberry Milk The Little Mermaid 1

The Little Mermaid 2 The Little Mermaid 3 The Little Mermaid 4 The Little Mermaid 5

おはよう こんにちは おやすみ さようなら

ごめんね ありがとう おめでとう ファイト

怒る 泣く うれしい 悩む

すき きらい ショック 疲れた

驚き 食事 飲み会 ショッピング

ドライブ あそぼ ダックス（頭） ダックス（おしり）

ドキドキ ＧＪ！ やった！ がーん

電話 メール クマったなぁ～ ひよこちゃん

悲しい ラブラブ ムンクの叫び おどろき

おひるね よっぱらい パシャ！ 脱皮

ライン　もみじ ライン　走る

お
買
い
上
げ
時
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ



362

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

テンプレート
●テンプレートは、実際の画面の表示と異なる場合があります。

©BVIG

マーカースタンプ

The Little Mermaid 1 The Little Mermaid 2 The Little Mermaid 3 The Little Mermaid 4 The Little Mermaid 5

おはよう おやすみ ありがとう ごめんね うれしい

好き 大好き ショック 食事 飲み会

ひま　　　　　　　　 遊ぼ Dimo　おめでとう Dimo　お月見 Dimo　カフェ

十字 ハート1 ハート2

チュッ 涙 炎

稲妻 ゴメン 音符

花 LOVE 怒り

右 下 左

上 ココ 1番

2番 3番 飲み会

マル バツ 人

車 スヤスヤ ハテナ

ビックリ キラキラ 渦

パンチ 鼻

お
買
い
上
げ
時
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
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ダイヤルボタンの文字割り当て一覧
かな方式で入力できる文字

※1：「ワ」の小文字は全角入力のときに入力できます。
※2：「漢字ひらがな入力モード」でwを押すと「区点入力モード」に切り替わります。
※3：「漢字ひらがな入力モード」と全角の「カナ入力モード」の場合は、その前の文字に「゛」「°」を付けることができるときだけ

「゛」「°」が表示されます。ユーザ辞書の読み入力とFOMAカードへの電話帳登録のフリガナ入力のときは「、」「。」「？」「！」
「・」は入力できません。

※4：SMS本文入力時のみ有効です。SMS本文入力時、「絵文字入力」はできませんが「 」「 」は入力できます。また、記号は
半角文字として表示されますが、「 」「 」は常に全角文字として表示されます。

※5：「＋」は、待受画面（国際電話利用時）やSMS宛先入力時に1秒以上押して入力できます。
※6：「全角入力モード」の場合は表示されません（数字入力モードの「＊」は除く）。
※7：「全角入力モード」の場合は「 ‾ 」となります。

：小文字は以下の2つの方法で入力できます。
・大文字で入力した後にrで小文字に変換する。
・機能メニューで「小文字切替」を行った後に入力する。

ボタン

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
w
q

漢字ひらがな
入力モード

あいうえおぁぃぅぇぉ

かきくけこ

さしすせそ

たちつてとっ

なにぬねの

はひふへほ

まみむめも

やゆよゃゅょ

らりるれろ

わをんーゎ

　　　　※2

゛。 、。？！・※3

カナ入力モード

アイウエオァィゥェォ

カキクケコ

サシスセソ

タチツテトッ

ナニヌネノ

ハヒフヘホ

マミムメモ

ヤユヨャュョ

ラリルレロ

ワヲンーヮ※1

゛。 、。？！・※3

英字入力モード

? ! － / ￥ ＆ ＊（ ）#  ゛゜
  　　※4

ＡＢＣａｂｃ

ＤＥＦｄｅｆ

ＧＨＩｇｈｉ

ＪＫＬｊｋｌ

ＭＮＯｍｎｏ

ＰQＲＳｐｑｒｓ

ＴＵＶｔｕｖ

ＷＸＹＺｗｘｙｚ

. @ / ？！( ) , －＿：’̃※7& ¥ 

.ne.jp .co.jp .ac.jp
www.  .com .html  http://
https:// @docomo.ne.jp  ※6

数字入力モード

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0＋※5

#. @ /？！ ( ) , －＿：’̃※7& ¥

＊ .ne.jp .co.jp .ac.jp
www.  .com  .html http://
https:// @docomo.ne.jp ※6

ダ
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ヤ
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2タッチ方式で入力できる文字

・ FOMAカードの電話帳登録時のフリガナ入力では、全角入力モードでもカタカナ入力になります。

※1：80を押すと大文字入力モード（上段）と小文字入力モード（下段）とが切り替わります。また、大文字を入力した後にr
を押して小文字に切り替えることもできます。

※2：「テキストメモ」や「定型文」の登録など、「絵文字入力」ができるときだけ使えます。また、常に全角文字として入力されます。
SMS本文入力時、「絵文字入力」はできませんが「 」「 」は入力できます。

※3：「全角入力モード」の場合は、「゛」「°」を付けることができる文字のときだけ「゛」「°」が表示されます。そのほかの文字に
「゛」「°」を入力するとスペースが入力されます。

：スペースが入力されます。

1 あ い う え お Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 ぁ ぃ ぅ ぇ ぉ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
2 か き く け こ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ
            ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ
3 さ し す せ そ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ
      ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ
4 た ち つ て と Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ
   っ   ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ
5 な に ぬ ね の Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ
      ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ
6 は ひ ふ へ ほ Ｚ ？ ！ ― ／
      ｚ
7 ま み む め も ￥ ＆  ※2   

8 や （ ゆ ） よ ＊ ＃  ※2 ※1

 ゃ  ゅ  ょ
9 ら り る れ ろ 1 2 3 4 5

0 わ を ん ゛ ゜ 6 7 8 9 0
 ゎ   、 。

ボタン 2桁目

１
桁
目

1  2  3  4  5  6  7  8  9  0
1 ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ A B C D E
 ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ a b c d e
2 ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ F G H I J
      f g h i j
3 ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ K L M N O
      k l m n o
4 ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ P Q R S T
   ｯ   p q r s t
5 ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ U V W X Y
      u v w x y
6 ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ Z ? ! - /
      z
7 ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ ¥ &  ※2   

8 ﾔ ( ﾕ ) ﾖ ＊ #   ※2 ※1 
 ｬ   ｭ   ｮ
9 ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ 1 2 3 4 5
 @ / - _ : .ne.jp .co.jp .ac.jp 
0 ﾜ ｦ ﾝ ﾞ ﾟ 6 7 8 9 0
 ̃ '    , .  www. .com .html http:// https://

ボタン 2桁目

１
桁
目

1  2  3  4  5  6  7  8  9  0

@docomo.
ne.jp

※3 ※3

■全角入力モード ■半角入力モード
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T9入力方式で入力できる文字

・「数字入力モード」の文字割り当てはかな方式の文字割り当てを参照してください。→P.363
・ FOMAカードの電話帳登録時のフリガナ入力、「ユーザ辞書」の読み入力時には、数字候補は表示されません。
・「英字（英全）モード」または「英字（英半）モード」にした直後は、「CapsLock モード」で起動します。rを押すたびに次のよ
うに切り替わります。
CapsLockモード → モード解除 → Shiftモード

・「CapsLockモード」ではすべて大文字入力となります。「Shiftモード」でははじめの1文字のみ大文字が入力され、以降は小文字入
力となります。モード解除の状態ではすべて小文字入力となります。

・「Shiftモード」で文字確定後は、モード解除の状態に戻ります。

※1：読み入力中は、「゛」「゜」（濁点、半濁点）がついた変換候補の切り替えを行います。
※2：読みおよび文字の確定後は、かな方式と同じように「、」「。」「？」「！」「・」「゛」「゜」が表示されます。ただし、「゛」「゜」

（濁点、半濁点）は、半角のカナ入力モードを除き、その前の文字に付けることができるときだけ表示されます。
※3：「ワ」の小文字は全角入力のみ入力できます。
※4：文字の確定後は、かな方式と同じように「.」「@」「/」「？」「！」「（」「）」「,」「－」「＿」「：」「’」「̃」「‾」「&」「￥」が表示されます。

ボタン 漢字ひらがな入力モード カナ入力モード 英字入力モード

1 あ行、1 ア行、1 １

2 か行、2 カ行、2 ＡＢＣａｂｃ２

3 さ行、3 サ行、3 ＤＥＦｄｅｆ３

4 た行、4 タ行、4 ＧＨＩｇｈｉ４

5 な行、5 ナ行、5 ＪＫＬｊｋｌ５

6 は行、6 ハ行、6 ＭＮＯｍｎｏ６

7 ま行、7 マ行、7 ＰＱＲＳｐｑｒｓ７

8 や行、8 ヤ行、8 ＴＵＶｔｕｖ８

9 ら行、9 ラ行、9 ＷＸＹＺｗｘｙｚ９

0 わ を ん ゎ ー、0 ワ ヲ ン ヮ※3 ー、0 ０

q ※1、※2 ※1、※2 ※4
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記号・特殊文字一覧
■全角記号

■特殊記号 ■半角記号 

■変換記号読み一覧
以下の記号については、読みを入力して変換することもできます。なお、「きごう」と入力して変換すると、以下
の記号がすべて変換候補に表示されます。

※1文字目の空白は「全角スペース」です。

※1文字目の空白は「半角スペース」です。

※SMS（ショートメッセージ）本文入力時は、一覧の最後に 、 が表示されます。

読み 記号
あっと、あっとまーく
いこーる
えん
おす
おなじ
おなじく
おんぷ
かける
かっこ

＠
＝
￥

々
〃
♪
×
（） 〔〕 ［］ ｛｝ 〈〉
《》 「」 『』 【】 ‘’
“” () 〈〉 [] {} 「」

読み 記号
から
こめ
ころん
こんま
さんかく
しゃせん
しかく
しめ
たす
どう
ぱーせんと

～
※
：
，
△▲▽▼
／＼
□■◇◆
〆
＋
ヽヾゝゞ〃々
％

読み 記号
ひく
ひしがた
ほし
まる
むげん
めす
やじるし
ゆうびん
るーと
わる

－
◇◆
☆★
○●◎
∞
♀
→←↑↓
〒
√
÷

♂

記
号
・
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次ページにつづく

絵文字一覧

■絵文字読み一覧
絵文字は、以下の読みを入力して変換することもできます。

■絵文字1 ■絵文字2

読み
はーと

はーと

しつれん・はーと

はーと

わーい・かお・うれしい

いかり・かお

がく・かお・かなしい

やだ・かお・かなしい

ふらふら・かお

るんるん・おんぷ

おんせん

かわいい・はな

きすまーく・きす・ちゅっ

ぴかぴか・あたらしい・きら・ぴか

ひらめき・きら・ぴか

むかっ・いかり

ぱんち・いかり・て

ばくだん・ばくはつ・いかり

むーど・おんぷ

ねむい・すいみん・ねる・ぐー

びっくり・おどろき

びっくり・おどろき

びっくり・おどろき

どんっ・しょうげき

あせあせ・あせ

あせ

だっしゅ・にげろ

ー

ー

ぐっど・やじるし・や・うえ

ばっど・やじるし・や・した

やじるし・うえ

やじるし・した

やじるし・うえ

やじるし・した

はれ・てんき・たいよう

くもり・てんき・くも

あめ・てんき・かさ

ゆき・てんき・ゆきだるま

かみなり・てんき・ぴか

たいふう・てんき・まる・ぐるぐる

きり・てんき

こさめ・てんき・かさ

おひつじざ・せいざ

おうしざ・せいざ

ふたござ・せいざ

かにざ・せいざ

ししざ・せいざ

読み
おとめざ・せいざ

てんびんざ・せいざ

さそりざ・せいざ

いてざ・せいざ

やぎざ・せいざ

みずがめざ・せいざ

うおざ・せいざ

すぽーつ・ふく

やきゅう・すぽーつ・ぼーる

ごるふ・すぽーつ

てにす・すぽーつ

さっかー・すぽーつ・ぼーる

すきー・すぽーつ

ばすけっとぼーる・すぽーつ・ばすけ・ばすけっと

もーたーすぽーつ・はた・ふらっぐ・えふわん

ぽけっとべる・ぽけべる・べる

でんしゃ・のりもの

ちかてつ・のりもの・めとろ

しんかんせん・のりもの

くるま・のりもの・せだん

くるま・のりもの・あーるぶい

ばす・のりもの

ふね・のりもの

ひこうき・のりもの

読み
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いえ・たてもの・うち

びる・たてもの・かいしゃ

ゆうびんきょく・ゆうびん

びょういん

ぎんこう・ばんく

えーてぃーえむ・ばんく

ほてる

こんびに

がそりんすたんど・がすすたんど・がす

ちゅうしゃじょう・ぱーきんぐ・ぴー

しんごう

といれ・べんじょ

れすとらん・しょくじ・ごはん・めし

きっさてん・しょくじ・さてん・おちゃ

ばー・しょくじ・さけ・かんぱい

びーる・しょくじ・さけ・かんぱい

ふぁーすとふーど・しょくじ・はんばーがー

ぶてぃっく・くつ・ふく・はいひーる

びよういん・はさみ・とこや

からおけ・まいく・うた

えいが・びでお

ゆうえんち

おんがく・きく・へっどほん

あーと・かいが

えんげき・しばい

いべんと

ちけっと・きっぷ

きつえん・たばこ

きんえん・たばこ

かめら・しゃしん

かばん・ばっぐ

ほん

りぼん

ぷれぜんと・おめでとう

ばーすでー・おめでとう・たんじょうび

でんわ

けいたいでんわ・けいたい・けーたい・でんわ

めも

てれび

げーむ

しーでぃー

はーと・とらんぷ

すぺーど・とらんぷ

だいや・とらんぷ

くらぶ・とらんぷ

め・みる・みて

みみ・きく

て・ぐー

て・ちょき

て・ぱー

あし・あしあと

読み
くつ

めがね

くるまいす

しんげつ・つき・まる

はんつき・つき

はんつき・つき

みかづき・つき

まんげつ・つき・まる

いぬ・どうぶつ

ねこ・どうぶつ

りぞーと・よっと・ふね

くりすます・き

かちんこ・かっと・かんとく

ふくろ

ぺん・めも

ひとかげ

いす

よる・つき・おやすみ

えんど・おわり

とけい・じかん

でんわ・でんわばんごう

めーる・あどれす

ふぁっくす

あいもーど・あい

あいもーど・あい

めーる・てがみ・あどれす

どこも

どこもぽいんと・どこも

ゆうりょう・えん・かね

むりょう・ただ・ふりー

あいでぃー

ぱすわーど・かぎ

つぎ・りたーん

くりあ

さーち・しらべる・むしめがね

にゅー・にゅう・あたらしい

はた・ふらっぐ・いち

ふりーだいやる

しゃーぷ

いち・すうじ

に・すうじ

さん・すうじ

し・よん・すうじ

ご・すうじ

ろく・すうじ

なな・しち・すうじ

はち・すうじ

きゅう・く・すうじ

読み
ぜろ・れい・すうじ

けってい・おーけー・おっけー

あいあぷり・あぷり

あいあぷり・あぷり

てぃーしゃつ・しゃつ・ふく

さいふ・かね・おかね

けしょう・くちべに

じーんず・ふく・ずぼん

すのぼ・すのーぼーど・すぽーつ

ちゃぺる・べる・かね

どあ・とびら

どるぶくろ・かね・おかね

ぱそこん・ぴーしー

らぶれたー・らぶめーる・てがみ・めーる

れんち・しゅうり

えんぴつ・めも

おうかん・かんむり・おう

ゆびわ

すなどけい・じかん

じてんしゃ・のりもの・ちゃり

ゆのみ・おちゃ・ちゃ

うでどけい・とけい・じかん

かんがえる・かお・うーむ

ほっ・かお

ひやあせ・かお

ひやあせ・かお

いかり・かお・ぷー

ぼけー・かお

はーと・かお

おーけー・て・おっけー

あかんべ・かお・べー

うぃんく・かお

うれしい・かお・にこ

がまん・かお

ねこ・どうぶつ

なみだ・かお・なき

なみだ・かお・なき

えぬじー・だめ

くりっぷ・てんぷ

はしるひと・だっしゅ・はしる・にげる

まるひ・ひみつ

りさいくる

きけん・ちゅうい

きんし

くうしつ・くうせき・くうしゃ・あき

ごうかく

まんしつ・まんせき・まんしゃ・いっぱい

やじるし・や

読み
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※読みのない絵文字は、絵文字入力
（P.348）でのみ入力可能なものです。

やじるし・や

がっこう

なみ・うぇーぶ・うみ

ふじさん・やま

くろーばー・はな

さくらんぼ・はな・ちぇりー

ちゅーりっぷ・はな

ばなな・たべもの

りんご・たべもの

め・はな

読み
もみじ・はな

さくら・はな

おにぎり・おむすび・たべもの

しょーとけーき・けーき・たべもの

とっくり・おちょこ・さけ・かんぱい

どんぶり・ごはん・たべもの・しょくじ

ぱん・しょくじ・たべもの

かたつむり・どうぶつ

ひよこ・どうぶつ

ぺんぎん・どうぶつ

読み
さかな・どうぶつ

うまい・たべる・かお

にやり・かお・わらい

うま・どうぶつ・けいば

ぶた・どうぶつ

わいんぐらす・わいん・さけ・かんぱい

げっそり・さけび・むんく・かお

読み

O
メールの本文などに絵文字を使用している場合、対応機種以外の携帯電話やパソコンなどに送信すると、受信側で絵文字が正しく表
示されないことがあります。また、受信側がｉモード端末であっても、絵文字2の対応機種でない場合は、正しく表示されないこと
があります。
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顔文字一覧
■顔文字読み一覧
顔文字は、以下の読みを入力して変換することもできます。なお、「かお」または「かおもじ」と入力して変換す
ると、以下の顔文字がすべて変換候補に表示されます。

読み 顔文字 読み 顔文字 読み 顔文字
ありがと（う）
ばんざい
わーい
わーい
わーい
わーい
わーい
おーい
ぶい
ぎゃはは
あは
あは
にこ
にこ
にこ
にこ
にこ
にこ
にこ
ちゅ
ちゅ
わくわく
ういんく
さよなら
さよなら
がんば
ね こまったもんだ やだ
ぽりぽり
ひやあせ
あせあせ
びくっ
どき
え
めがてん

はてな
きらーん
しくしく
さよなら
いたた
いたた
えーん
えーん
えーん
えーん
えーん
えーん
なぜ
がーん
がーん
がーん
えへん
む
む
いかり
むか
むか
むか
こそこそ
じーっ
きこえない

ぶたー
こあら
いっぷく
いっぷく
ほし
ねてる
ねむい

ねむい
めも
うん
かんぱい
ども
がまん
こんにちは
こんにちは
こんにちは
いいな
いいな
いいな
うーん
てれる
てれる
てれる
てれる
しあわせ
しあわせ
しあわせ
なかよし
ごめん
いじいじ
いじわる
よろしく
こまった

へこむ
へこむ
びっくり
びっくり
だっしゅ

顔
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定型文一覧
フォルダ1（固定定型文） フォルダ2（固定定型文）

No. 漢字ひらがな表現
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

ごめんなさい
ありがとう
おめでとう！
時間だよ！
もう少し待ってて
今着いた！
予定変更！
どこにいるの？
がんばってね
なにしてるの？

半角カタカナ表現
ｺﾞﾒﾝﾅｻｲ
ｱﾘｶﾞﾄｳ
ｵﾒﾃﾞﾄｳ!
ｼﾞｶﾝﾀﾞﾖ!
ﾓｳｽｺｼﾏｯﾃﾃ
ｲﾏﾂｲﾀ!
ﾖﾃｲﾍﾝｺｳ!
ﾄﾞｺﾆｲﾙﾉ?
ｶﾞﾝﾊﾞｯﾃﾈ
ﾅﾆｼﾃﾙﾉ?

No. 漢字ひらがな表現
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

了解しました
いつも大変お世話になります
お疲れさまです
至急確認ください
いかがでしょうか？
電話ください
遅れます
留守電にメッセージを入れてください
ｉモードで連絡ください
よろしくお願い致します

半角カタカナ表現
ﾘｮｳｶｲｼﾏｼﾀ
ｲﾂﾓﾀｲﾍﾝｵｾﾜﾆﾅﾘﾏｽ
ｵﾂｶﾚｻﾏﾃﾞｽ
ｼｷｭｳｶｸﾆﾝｸﾀﾞｻｲ
ｲｶｶﾞﾃﾞｼｮｳｶ?
ﾃﾞﾝﾜｸﾀﾞｻｲ
ｵｸﾚﾏｽ
ﾙｽﾃﾞﾝﾆﾒｯｾｰｼﾞｦｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ
iﾓｰﾄﾞﾃﾞﾚﾝﾗｸｸﾀﾞｻｲ
ﾖﾛｼｸｵﾈｶﾞｲｲﾀｼﾏｽ

定
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区点コード一覧
＜区点コード一覧の見かた＞
最初に「区点1～3桁目」の数字を入力してから、次に「区点4桁目」の数字を入力します。
●区点コード一覧の表示は、実際の見えかたが異なるものがあります。

区点
1～3桁目

区点
1～3桁目

区点
1～3桁目

区点4桁目 区点4桁目 区点4桁目

б в г д е ё ж з и й
к л м н о п р с т у
ф х ц ч ш щ ъ ы ь э
ю я

─ │ ┌ ┐ ┘ └ ├ ┬ ┤
┴ ┼ ━ ┃ ┏ ┓ ┛ ┗ ┣ ┳
┫ ┻ ╋ ┠ ┯ ┨ ┷ ┿ ┝ ┰
┥ ┸ ╂

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲
⑳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ
Ⅹ 　 ㍉ ㌔ ㌢ ㍍ ㌘ ㌧ ㌃ ㌶

㎞ ㎎ ㎏ ㏄ ㎡
平成 　 　 　 　№ ㏍ TEL ㊤

㊥ ㊦ ㊧ ㊨ ㈱ ㈲ ㈹ ㍾ ㍽ ㍼
≒ ≡ ∫ ∮ ∑ √ ⊥ ∠ ∟ ⊿
∵ ∩ ∪

亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢
葵 茜 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵
梓 圧 斡 扱 宛 姐 虻 飴 絢 綾
鮎 或 粟 袷 安 庵 按 暗 案 闇
鞍 杏

以 伊 位 依 偉 囲 夷 委
威 尉 惟 意 慰 易 椅 為 畏 異
移 維 緯 胃 萎 衣 謂 違 遺 医
井 亥 域 育 郁 磯 一 壱 溢 逸
稲 茨 芋 鰯 允 印 咽 員 因 姻
引 飲 淫 胤 蔭
院 陰 隠 韻 吋

右 宇 烏 羽
迂 雨 卯 鵜 窺 丑 碓 臼 渦 嘘
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宕 島 嶋 悼 投 搭 東 桃 梼 棟
盗 淘 湯 涛 灯 燈 当 痘 祷 等
答 筒 糖 統 到
董 蕩 藤 討 謄 豆 踏 逃 透

鐙 陶 頭 騰 闘 働 動 同 堂 導
憧 撞 洞 瞳 童 胴 萄 道 銅 峠
鴇 匿 得 徳 涜 特 督 禿 篤 毒
独 読 栃 橡 凸 突 椴 届 鳶 苫
寅 酉 瀞 噸 屯 惇 敦 沌 豚 遁
頓 呑 曇 鈍

奈 那 内 乍 凪 薙
謎 灘 捺 鍋 楢 馴 縄 畷 南 楠
軟 難 汝

二 尼 弐 迩 匂 賑 肉
虹 廿 日 乳 入
如 尿 韮 任 妊 忍 認

濡 禰
祢 寧 葱 猫 熱 年 念 捻 撚 燃
粘 乃 廼 之 埜 嚢 悩 濃 納 能
脳 膿 農 覗 蚤

巴 把 播 覇 杷
波 派 琶 破 婆 罵 芭 馬 俳 廃
拝 排 敗 杯 盃 牌 背 肺 輩 配
倍 培 媒 梅 楳 煤 狽 買 売 賠
陪 這 蝿 秤 矧 萩 伯 剥 博 拍
柏 泊 白 箔 粕 舶 薄 迫 曝 漠
爆 縛 莫 駁 麦
函 箱 硲 箸 肇 筈 櫨 幡 肌

畑 畠 八 鉢 溌 発 醗 髪 伐 罰
抜 筏 閥 鳩 噺 塙 蛤 隼 伴 判
半 反 叛 帆 搬 斑 板 氾 汎 版
犯 班 畔 繁 般 藩 販 範 釆 煩
頒 飯 挽 晩 番 盤 磐 蕃 蛮

匪
卑 否 妃 庇 彼 悲 扉 批 披 斐
比 泌 疲 皮 碑 秘 緋 罷 肥 被
誹 費 避 非 飛 樋 簸 備 尾 微
枇 毘 琵 眉 美
鼻 柊 稗 匹 疋 髭 彦 膝 菱

肘 弼 必 畢 筆 逼 桧 姫 媛 紐
百 謬 俵 彪 標 氷 漂 瓢 票 表
評 豹 廟 描 病 秒 苗 錨 鋲 蒜
蛭 鰭 品 彬 斌 浜 瀕 貧 賓 頻
敏 瓶

不 付 埠 夫 婦 富 冨 布
府 怖 扶 敷 斧 普 浮 父 符 腐
膚 芙 譜 負 賦 赴 阜 附 侮 撫
武 舞 葡 蕪 部 封 楓 風 葺 蕗
伏 副 復 幅 服
福 腹 複 覆 淵 弗 払 沸 仏

物 鮒 分 吻 噴 墳 憤 扮 焚 奮
粉 糞 紛 雰 文 聞

丙 併 兵 塀
幣 平 弊 柄 並 蔽 閉 陛 米 頁
僻 壁 癖 碧 別 瞥 蔑 箆 偏 変
片 篇 編 辺 返 遍 便 勉 娩 弁
鞭

保 舗 鋪 圃 捕 歩 甫 補 輔
穂 募 墓 慕 戊 暮 母 簿 菩 倣
俸 包 呆 報 奉 宝 峰 峯 崩 庖
抱 捧 放 方 朋
法 泡 烹 砲 縫 胞 芳 萌 蓬

蜂 褒 訪 豊 邦 鋒 飽 鳳 鵬 乏
亡 傍 剖 坊 妨 帽 忘 忙 房 暴
望 某 棒 冒 紡 肪 膨 謀 貌 貿
鉾 防 吠 頬 北 僕 卜 墨 撲 朴
牧 睦 穆 釦 勃 没 殆 堀 幌 奔
本 翻 凡 盆
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摩 磨 魔 麻 埋 妹
昧 枚 毎 哩 槙 幕 膜 枕 鮪 柾
鱒 桝 亦 俣 又 抹 末 沫 迄 侭
繭 麿 万 慢 満
漫 蔓

味 未 魅 巳 箕 岬 密
蜜 湊 蓑 稔 脈 妙 粍 民 眠

務
夢 無 牟 矛 霧 鵡 椋 婿 娘

冥
名 命 明 盟 迷 銘 鳴 姪 牝 滅
免 棉 綿 緬 面 麺

摸 模 茂 妄
孟 毛 猛 盲 網 耗 蒙 儲 木 黙
目 杢 勿 餅 尤 戻 籾 貰 問 悶
紋 門 匁

也 冶 夜 爺 耶 野 弥
矢 厄 役 約 薬 訳 躍 靖 柳 薮
鑓

愉 愈 油 癒
諭 輸 唯 佑 優 勇 友 宥 幽

悠 憂 揖 有 柚 湧 涌 猶 猷 由
祐 裕 誘 遊 邑 郵 雄 融 夕

予
余 与 誉 輿 預 傭 幼 妖 容 庸
揚 揺 擁 曜 楊 様 洋 溶 熔 用
窯 羊 耀 葉 蓉 要 謡 踊 遥 陽
養 慾 抑 欲 沃 浴 翌 翼 淀

羅
螺 裸 来 莱 頼 雷 洛 絡 落 酪
乱 卵 嵐 欄 濫 藍 蘭 覧

利 吏
履 李 梨 理 璃
痢 裏 裡 里 離 陸 律 率 立

葎 掠 略 劉 流 溜 琉 留 硫 粒
隆 竜 龍 侶 慮 旅 虜 了 亮 僚
両 凌 寮 料 梁 涼 猟 療 瞭 稜
糧 良 諒 遼 量 陵 領 力 緑 倫
厘 林 淋 燐 琳 臨 輪 隣 鱗 麟

瑠 塁 涙 累 類 令 伶 例 冷 励
嶺 怜 玲 礼 苓 鈴 隷 零 霊 麗
齢 暦 歴 列 劣 烈 裂 廉 恋 憐
漣 煉 簾 練 聯
蓮 連 錬

呂 魯 櫓 炉 賂 路
露 労 婁 廊 弄 朗 楼 榔 浪 漏
牢 狼 篭 老 聾 蝋 郎 六 麓 禄
肋 録 論

倭 和 話 歪 賄 脇 惑
枠 鷲 亙 亘 鰐 詫 藁 蕨 椀 湾
碗 腕

弌 丐 丕 个 丱 丶 丼 丿 乂
乖 乘 亂 亅 豫 亊 舒 弍 于 亞
亟 亠 亢 亰 亳 亶 从 仍 仄 仆
仂 仗 仞 仭 仟 价 伉 佚 估 佛
佝 佗 佇 佶 侈 侏 侘 佻 佩 佰
侑 佯 來 侖 儘 俔 俟 俎 俘 俛
俑 俚 俐 俤 俥 倚 倨 倔 倪 倥
倅 伜 俶 倡 倩 倬 俾 俯 們 倆
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僮 價 僵 儉 儁 儂 儖 儕 儔 儚
儡 儺 儷 儼 儻 儿 兀 兒 兌 兔
兢 竸 兩 兪 兮 冀 冂 囘 册 冉
冏 冑 冓 冕 冖 冤 冦 冢 冩 冪
冫 决 冱 冲 冰 况 冽 凅 凉 凛
几 處 凩 凭 凰 凵 凾 刄 刋 刔
刎 刧 刪 刮 刳 刹 剏 剄 剋 剌
剞 剔 剪 剴 剩 剳 剿 剽 劍 劔
劒 剱 劈 劑 辨
辧 劬 劭 劼 劵 勁 勍 勗 勞

勣 勦 飭 勠 勳 勵 勸 勹 匆 匈
甸 匍 匐 匏 匕 匚 匣 匯 匱 匳
匸 區 卆 卅 丗 卉 卍 凖 卞 卩
卮 夘 卻 卷 厂 厖 厠 厦 厥 厮
厰 厶 參 簒 雙 叟 曼 燮 叮 叨
叭 叺 吁 吽 呀 听 吭 吼 吮 吶
吩 吝 呎 咏 呵 咎 呟 呱 呷 呰
咒 呻 咀 呶 咄 咐 咆 哇 咢 咸
咥 咬 哄 哈 咨
咫 哂 咤 咾 咼 哘 哥 哦 唏

唔 哽 哮 哭 哺 哢 唹 啀 啣 啌
售 啜 啅 啖 啗 唸 唳 啝 喙 喀
咯 喊 喟 啻 啾 喘 喞 單 啼 喃
喩 喇 喨 嗚 嗅 嗟 嗄 嗜 嗤 嗔
嘔 嗷 嘖 嗾 嗽 嘛 嗹 噎 噐 營
嘴 嘶 嘲 嘸 噫 噤 嘯 噬 噪 嚆
嚀 嚊 嚠 嚔 嚏 嚥 嚮 嚶 嚴 囂
嚼 囁 囃 囀 囈 囎 囑 囓 囗 囮
囹 圀 囿 圄 圉
圈 國 圍 圓 團 圖 嗇 圜 圦

圷 圸 坎 圻 址 坏 坩 埀 垈 坡
坿 垉 垓 垠 垳 垤 垪 垰 埃 埆
埔 埒 埓 堊 埖 埣 堋 堙 堝 塲
堡 塢 塋 塰 毀 塒 堽 塹 墅 墹
墟 墫 墺 壞 墻 墸 墮 壅 壓 壑
壗 壙 壘 壥 壜 壤 壟 壯 壺 壹
壻 壼 壽 夂 夊 夐 夛 梦 夥 夬
夭 夲 夸 夾 竒 奕 奐 奎 奚 奘
奢 奠 奧 奬 奩
奸 妁 妝 佞 侫 妣 妲 姆 姨

姜 妍 姙 姚 娥 娟 娑 娜 娉 娚
婀 婬 婉 娵 娶 婢 婪 媚 媼 媾
嫋 嫂 媽 嫣 嫗 嫦 嫩 嫖 嫺 嫻
嬌 嬋 嬖 嬲 嫐 嬪 嬶 嬾 孃 孅
孀 孑 孕 孚 孛 孥 孩 孰 孳 孵
學 斈 孺 宀 它 宦 宸 寃 寇 寉
寔 寐 寤 實 寢 寞 寥 寫 寰 寶
寳 尅 將 專 對 尓 尠 尢 尨 尸
尹 屁 屆 屎 屓
屐 屏 孱 屬 屮 乢 屶 屹 岌

岑 岔 妛 岫 岻 岶 岼 岷 峅 岾
峇 峙 峩 峽 峺 峭 嶌 峪 崋 崕
崗 嵜 崟 崛 崑 崔 崢 崚 崙 崘
嵌 嵒 嵎 嵋 嵬 嵳 嵶 嶇 嶄 嶂
嶢 嶝 嶬 嶮 嶽 嶐 嶷 嶼 巉 巍
巓 巒 巖 巛 巫 已 巵 帋 帚 帙
帑 帛 帶 帷 幄 幃 幀 幎 幗 幔
幟 幢 幤 幇 幵 并 幺 麼 广 庠
廁 廂 廈 廐 廏
廖 廣 廝 廚 廛 廢 廡 廨 廩

廬 廱 廳 廰 廴 廸 廾 弃 弉 彝
彜 弋 弑 弖 弩 弭 弸 彁 彈 彌
彎 弯 彑 彖 彗 彙 彡 彭 彳 彷
徃 徂 彿 徊 很 徑 徇 從 徙 徘
徠 徨 徭 徼 忖 忻 忤 忸 忱 忝
悳 忿 怡 恠 怙 怐 怩 怎 怱 怛
怕 怫 怦 怏 怺 恚 恁 恪 恷 恟
恊 恆 恍 恣 恃 恤 恂 恬 恫 恙
悁 悍 惧 悃 悚
悄 悛 悖 悗 悒 悧 悋 惡 悸

惠 惓 悴 忰 悽 惆 悵 惘 慍 愕
愆 惶 惷 愀 惴 惺 愃 愡 惻 惱
愍 愎 慇 愾 愨 愧 慊 愿 愼 愬
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應 懷 懈 懃 懆 憺 懋 罹 懍 懦
懣 懶 懺 懴 懿 懽 懼 懾 戀 戈
戉 戍 戌 戔 戛
戞 戡 截 戮 戰 戲 戳 扁 扎

扞 扣 扛 扠 扨 扼 抂 抉 找 抒
抓 抖 拔 抃 抔 拗 拑 抻 拏 拿
拆 擔 拈 拜 拌 拊 拂 拇 抛 拉
挌 拮 拱 挧 挂 挈 拯 拵 捐 挾
捍 搜 捏 掖 掎 掀 掫 捶 掣 掏
掉 掟 掵 捫 捩 掾 揩 揀 揆 揣
揉 插 揶 揄 搖 搴 搆 搓 搦 搶
攝 搗 搨 搏 摧 摯 摶 摎 攪 撕
撓 撥 撩 撈 撼
據 擒 擅 擇 撻 擘 擂 擱 擧

舉 擠 擡 抬 擣 擯 攬 擶 擴 擲
擺 攀 擽 攘 攜 攅 攤 攣 攫 攴
攵 攷 收 攸 畋 效 敖 敕 敍 敘
敞 敝 敲 數 斂 斃 變 斛 斟 斫
斷 旃 旆 旁 旄 旌 旒 旛 旙 无
旡 旱 杲 昊 昃 旻 杳 昵 昶 昴
昜 晏 晄 晉 晁 晞 晝 晤 晧 晨
晟 晢 晰 暃 暈 暎 暉 暄 暘 暝
曁 暹 曉 暾 暼
曄 暸 曖 曚 曠 昿 曦 曩 曰

曵 曷 朏 朖 朞 朦 朧 霸 朮 朿
朶 杁 朸 朷 杆 杞 杠 杙 杣 杤
枉 杰 枩 杼 杪 枌 枋 枦 枡 枅
枷 柯 枴 柬 枳 柩 枸 柤 柞 柝
柢 柮 枹 柎 柆 柧 檜 栞 框 栩
桀 桍 栲 桎 梳 栫 桙 档 桷 桿
梟 梏 梭 梔 條 梛 梃 檮 梹 桴
梵 梠 梺 椏 梍 桾 椁 棊 椈 棘
椢 椦 棡 椌 棍
棔 棧 棕 椶 椒 椄 棗 棣 椥

棹 棠 棯 椨 椪 椚 椣 椡 棆 楹
楷 楜 楸 楫 楔 楾 楮 椹 楴 椽
楙 椰 楡 楞 楝 榁 楪 榲 榮 槐
榿 槁 槓 榾 槎 寨 槊 槝 榻 槃
榧 樮 榑 榠 榜 榕 榴 槞 槨 樂
樛 槿 權 槹 槲 槧 樅 榱 樞 槭
樔 槫 樊 樒 櫁 樣 樓 橄 樌 橲
樶 橸 橇 橢 橙 橦 橈 樸 樢 檐
檍 檠 檄 檢 檣
檗 蘗 檻 櫃 櫂 檸 檳 檬 櫞

櫑 櫟 檪 櫚 櫪 櫻 欅 蘖 櫺 欒
欖 鬱 欟 欸 欷 盜 欹 飮 歇 歃
歉 歐 歙 歔 歛 歟 歡 歸 歹 歿
殀 殄 殃 殍 殘 殕 殞 殤 殪 殫
殯 殲 殱 殳 殷 殼 毆 毋 毓 毟
毬 毫 毳 毯 麾 氈 氓 气 氛 氤
氣 汞 汕 汢 汪 沂 沍 沚 沁 沛
汾 汨 汳 沒 沐 泄 泱 泓 沽 泗
泅 泝 沮 沱 沾
沺 泛 泯 泙 泪 洟 衍 洶 洫

洽 洸 洙 洵 洳 洒 洌 浣 涓 浤
浚 浹 浙 涎 涕 濤 涅 淹 渕 渊
涵 淇 淦 涸 淆 淬 淞 淌 淨 淒
淅 淺 淙 淤 淕 淪 淮 渭 湮 渮
渙 湲 湟 渾 渣 湫 渫 湶 湍 渟
湃 渺 湎 渤 滿 渝 游 溂 溪 溘
滉 溷 滓 溽 溯 滄 溲 滔 滕 溏
溥 滂 溟 潁 漑 灌 滬 滸 滾 漿
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マルチアクセスの組み合わせについて

○：起動できます。　×：起動できません。　△：条件により起動できます。　－：機能的に実現しない組み合わせです。

※1：「キャッチホン」をご契約されていれば、現在の音声電話を保留にして発信することができます。
※2：「キャッチホン」をご契約されていれば、現在の音声電話を保留にして応答することができます。また、「留守番電話」や「転送

でんわ」をご契約されていれば、現在の通信を終了してから新たに発生した着信に応答することができます。→P.333
※3：「キャッチホン」、「留守番電話」、「転送でんわ」をご契約されていれば、現在の通信を終了してから新たに発生した着信に応答す

ることができます。→P.333
※4：ｉモードメールやメッセージR／Fは受信されず、ｉモードセンターに保管されます。ｉモードセンターに保管されたｉモード

メールやメッセージR／Fは通信終了後、「ｉモード問い合わせ」を行うと受信できます。
※5：ｉモード接続を切断してからテレビ電話発信を行います。
※6：ｉアプリのソフトの通信はできません。

新たに発生
した通信

現在の通信状態
音声通話中
テレビ電話中
ｉモード中
パソコンなどと接続してのパケット通信中
64Kデータ通信中

　△※1

×
○
○
×

　△※2

　△※3

○
○

　△※3

×
－

　△※5

×
×

　△
　△
×
×

　△

○
×
－
×
×

×
×
－

　△※6

×

音声電話

発信 着信

ｉモードメール

送信 受信

テレビ電話 ｉモード
を利用

ｉアプリ
を利用発信 着信

○
×
○
×
×

○
　×※4

○
　×※4

　×※4

新たに発生
した通信

現在の通信状態
音声通話中
テレビ電話中
ｉモード中
パソコンなどと接続してのパケット通信中
64Kデータ通信中

○
×
○
○
○

○
○
○
○
○

○
×
×
－
×

○
×
×
－
×

×
×
×
×
×

　△
　△
×
×

　△

SMS

送信 受信

パケット通信

発信 着信

64Kデータ通信

発信 着信

※3

※3

※3

※3

※3

※3
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マルチタスクの組み合わせについて

○：起動できます。　×：起動できません。

※1 ：「ｉモードメール作成」および「SMS作成」を同時に利用することはできません。
※2 ：機能によっては利用できません。
※3 ：「赤外線受信」、「おしゃべり機能」、「FOMAカード（UIM）操作」は利用できません。
※4 ：「電話帳指定設定」は利用できません。
※5 ：「赤外線受信」、「FOMAカード（UIM）操作」のときは、利用できません。
※6 ：s［MEMO／CHECK］を1秒以上押した場合のみ「通話中音声メモ」が利用できます。ただし、通話中に音声電話とテレビ電

話を切り替えている間は利用できません。
※7 ：通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えている間は利用できません。
※8 ：「ボタン確認音」、「ポーズダイヤル」のみ利用できます。
※9 ：「バーコードリーダー」、「カメラ」、「スケジュール」、「ToDo」、「テキストメモ」、「電卓」、「通話中音声メモ」、「アクセスリー

ダー」、「辞典」のみ利用できます。ただし、64Kデータ通信中は「通話中音声メモ」は利用できません。なお、「バーコード
リーダー」、「アクセスリーダー」は読取データ一覧およびその詳細までは表示できますが、新規読み取りを行うことはできませ
ん。また、「カメラ」のうち使用できるのは「フォトモード」と「連写モード」のみとなります。

※10：「留守番電話」の再生はできません。また、特番（P.336）に発信する操作はできません（USSDを利用しての操作はできます）。
※11：「定型文」、「ユーザ辞書」、「ダウンロード辞書」は利用できません。
※12：「接続先選択」で接続先変更したときはチャネル一覧を利用できない場合があります。
※13：「テレビ電話切替通知」のみ利用できます。

利用する機能

現在の状態
メール

メールグループ
起動中
ｉモードグルー
プ起動中
各種設定グルー
プ起動中
ツールグループ
起動中
テレビ電話中
音声通話中
パソコンなどと接続
してパケット通信中
64Kデータ
通信中

　○※1

○

○

　○※5

×
　○※7

○

○

○

×

○

　○※5

×
　○※7

　 ○※12

 　○※12

ｉアプリ

○

×

○

　○※5

×
×
○

×

各種
設定

　○※2

　○※2

×

　　　○※2※5

×
　×※8

　○※2

　　　×※8※13

データ
BOX

○

○

○

×

×
×
○

×

LifeKit

　○※3

　○※3

　○※3

×

　×※6

　×※9

　○※3

　×※9

サービス

○

○

×

　○※5

×
　　　○※7※10

○

　  ○※10

電話帳

　○※4

　○※4

　○※4

×

×
　　　○※4※7

　○※4

　○※4

ユーザ
データ

○

○

○

×

×
　　　○※7※11

○

　 ○※11

オリジ
ナルメ
ニュー
○

○

○

　○※5

×
　○※7

○

○

ｉモード
メニュー／
チャネル一覧
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FOMA端末から利用できるサービス
ご利用になれるサービス 電話番号

コレクトコール（料金着信払通話） （局番なし）106

一般電話の番号案内およびドコモとご契約の携帯電話の番号案内（有料）
（電話番号の案内を希望されないお客様についてはご案内できません）

（局番なし）104

電報の発信（有料） 午前8時～午後10時 （局番なし）115

時報サービス（有料） （局番なし）117

天気予報（有料） 知りたい地域の市外局番＋177

警察への緊急通報 （局番なし）110

消防・救急への緊急通報 （局番なし）119

海上で事件・事故が起きたときの緊急通報 （局番なし）118

災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）171

O
コレクトコール（106）をご利用の際には、電話を受けた方に、通話料と1回の通話ごとの取扱手数料90円（税込94.5円）が
かかります（2006年8月現在）。
番号案内（104）をご利用の際には、案内料100円（税込105円）に加えて通話料がかかります。目や上肢などの不自由な方には、
無料でご案内しております。詳しくは、一般電話から116番（NTT営業窓口）までお問い合わせください（2006年8月現在）。
FOMA端末から110番・119番・118番通報の際は発信場所が特定できません。警察・消防機関側から確認等の電話をする場合が
あるため携帯電話からかけていることと、電話番号と、明確な現在位置を伝えてください。また、通報は途中で通話が切れないよう、
移動せずに行い、通報後はすぐに電源を切らずに10分程度は着信のできる状態にしておいてください。
おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署に接続されないことがあります。接続されないときは、お近くの公衆電話または
一般電話からおかけください。
一般電話の「転送電話」をご利用のお客様で転送先を携帯電話に指定した場合、一般電話／携帯電話の設定によって携帯電話が通話
中、サービスエリア外および電源を切っているときでも発信者には呼び出し音が聞こえることがあります。
116番（ＮＴＴ営業窓口）、ダイヤルQ2、伝言ダイヤル、クレジット通話などのサービスはご利用できませんのでご注意ください
（一般電話または公衆電話から、FOMA端末へおかけになる際の自動クレジット通話はご利用できます）。

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
か
ら
利
用
で
き
る
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オプション・関連機器のご紹介
FOMA端末にさまざまな別売りのオプション機器を組み合わせることで、パーソナルからビジネスまでさら
に幅広い用途に対応できます。なお、地域によってはお取扱いしていない商品もあります。詳しくは、ドコ
モショップなど窓口へお問い合わせください。
また、オプションの詳細については各機器の取扱説明書などをご覧ください。
･ スイッチ付イヤホンマイク P001／P002
･ ステレオイヤホンセット P001
･ FOMA USB接続ケーブル
･ FOMA ACアダプタ 01
･ FOMA DCアダプタ 01
･ 卓上ホルダ N11
･ 電池パック N13
･ スタイルプラスN04
･ 車内ホルダ 01※1

･ キャリングケースS 01
･ データ通信アダプタ N01
･ FOMA海外兼用ACアダプタ 01
･ FOMA室内用補助アンテナ
･ FOMA乾電池アダプタ 01
･ 車載ハンズフリーキット01※2

･ FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル01
  ※1：FOMA N702iSを車内ホルダに取り付ける際は、『車内ホルダ01 取扱説明書』の記載に従ってホルダの調節を行ってください

（ネジの位置4段目に固定し、着脱がスムーズに行えるように確認して微調整を行う）。なお、FOMA N702iSは丸いフォルム
であるため、装着する際はサイドアームがきちんとロックするように、水平に装着してください（①サイドアーム<ロ>に深め
に押し付けながら、②サイドアーム<イ>がロックするまで押す）。本体が斜めに挿入されると、車内ホルダから外れやすくな
りますのでご注意ください。

また、ロック部のクッション全部で固定してください。クッション全体で固定しないと車内ホルダから外れやすくなりますので
ご注意ください。

 ※2 ：FOMA N702iSと接続するには、FOMA車載ハンズフリー接続ケーブル01が必要です。

サイドアーム<イ> サイドアーム<ロ>

クッション

クッション

オ
プ
シ
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器
の
ご
紹
介



380

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

データリンクソフトのご紹介
「FOMA N702iSデータリンクソフト」（データ転送ソフト）は、電話帳、スケジュール、メール、メロディ、
静止画、動画やｉモーションなどのデータを、FOMA端末とパソコンとの間でデータ転送するためのものです。
NECのインターネットホームページから、FOMA N702iS専用のデータリンクソフトをダウンロードして
ご利用いただけます。
NEC「ワイワイもばいる」
http://www.n-keitai.com/

※FOMA端末のサイト機能ではダウンロードできません。ダウンロードするにはパソコンをお使いください。また使
用料金は無料です。ダウンロード時に別途通信料が必要となります。
■動作環境および注意事項
パソコンとの接続には「FOMA USB接続ケーブル（別売）」が必要となります。赤外線通信では使用でき
ません。その他の動作環境については、ダウンロードページの「ソフトウェアのご紹介」【動作環境】を参
照してください。
また、データリンクソフトは、データ転送にOBEX（Object Exchange）を使用しておりますので、「デー
タ通信」（P.339）、および添付のCD-ROM内の「データ通信マニュアル」（PDF形式）もあわせてご覧く
ださい。
なお、ｉモード・ｉアプリにてダウンロードした情報は、著作権法によりデータリンクソフトでもFOMA
端末外に転送することができません。また、FOMA端末外への出力が禁止されているデータも転送するこ
とができません。

■対応OS
Windows 2000、Windows XP（各日本語版）
※上記OSが動作するPC/AT互換機

■ご使用にあたって
・日本電気株式会社（以下「弊社」といいます）は、お客様に対し、許諾プログラムにおける一切の動作保証、使
用目的への適合性の保証、使用結果に関わる的確性や信頼性の保証をせず、かついかなる内容の瑕疵担保義務も
負いません。また、許諾プログラムに関し発生する問題はお客様の責任および費用負担をもって処理されるもの
とします。

・弊社は、いかなる場合も、お客様の逸失利益、特別な事情から生じた損害（損害発生につき弊社が予見し、また
は予見し得た場合を含みます）および第三者からお客様に対してなされた損害賠償責任に基づく損害について一
切責任を負いません。又、お客様は弊社に対し、何らの請求も行わないものとします。

動画再生ソフトのご紹介
●パソコンで動画（MP4形式のファイル）を再生するには、アップルコンピュータ（株）のQuickTime Player（無
料）ver. 6.4以上（またはver. 6.3+3GPP）が必要です。

●QuickTimeは下記のホームページよりダウンロードできます。
http：//www.apple.com/jp/quicktime/download/
・ダウンロードには、インターネットと接続しているパソコンが必要です。また、ダウンロードにあたっては別途
通信料がかかります。

・動作環境、ダウンロード方法、操作方法など詳細については、上記ホームページをご覧ください。

ダウンロード方法、転送可能なデータ、動作環境、操作方法、制限事項などの詳細については、上
記ホームページ、またはデータリンクソフトのヘルプをご覧ください。

0120-102-001

データリンクソフトに関するお問い合わせ
NEC（NEC　NTTドコモターミナル営業本部）

受付時間 ： 平日 午前 9：00～12：00 午後 1：00～5：00
 （土・日・祝日・NEC所定の休日を除く）
※ダイヤル番号をよくご確認の上、お間違いのないようおかけください。
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故障かな？と思ったら、まずチェック
●まずはじめにソフトウェアを更新する必要があるかどうかをチェックし、必要がある場合はソフトウェアを更新し
てください。
「ソフトウェアを更新する」→P.392

現象 チェックする箇所 参照ページ
FOMA端末の電源が入らない
（FOMA端末が使えない）

● 電池パックが正しく取り付けられていますか。
● 電池切れになっていませんか。

P.43
P.47

右のようなアニメーションが表示
され、「ピーッピーッピーッ…」と
いうアラーム音が鳴っている

● 電池が切れました。充電してください。 P.45

「 」の表示が出て話中音（ツー
ツー音）が出る

● サービスエリア外か、電波の弱い場所にいませんか。 P.48

ダイヤルボタンを押しても発信で
きない

● ダイヤル発信制限設定中ではありませんか。
● 指定発信制限設定中ではありませんか。

P.150
P.152

ダイヤルしたが話中音（ツーツー
音）が出てつながらない

● 発信音を聞かず、急いでダイヤルしていませんか。
● 市外局番を忘れていませんか。
●「 」の表示が出ていませんか。
●「しばらくお待ちください」の表示が出ていませんか。

P.54
P.54
P.48

着信できない
または
着信音が鳴らない

● 以下の機能を設定していませんか。
電話帳指定設定
・指定着信拒否　　　　　・指定着信許可
・指定転送でんわ　　　　・指定留守番電話
呼出時間表示設定
・無音時間設定　　　　　
登録外着信拒否
非通知着信設定
・通知不可能拒否　　　　・公衆電話拒否
・非通知設定拒否

● マナーモード設定中ではありませんか。
● 公共モード（ドライブモード）設定中ではありませんか。
● オールロック設定中ではありませんか。
● セルフモード設定中ではありませんか。
● 留守番電話サービスや転送でんわサービスの開始時間を「0秒」に設定してい

ませんか。
● 番号通知お願いサービスを開始に設定していませんか。
● デュアルネットワークサービスでmova端末を有効にしていませんか。
● 着信音量を「消去」に設定していませんか。

P.152

P.154

P.155
P.154

P.118
P.75
P.142
P.155
P.327
P.330
P.331
P.332
P.73

メール着信音やアラーム音は鳴る
のに、電話がかかってきたときの
着信音が鳴らない

● ｢呼出時間表示設定」の「無音時間設定」を長い時間（99秒など）に設定して
いませんか。「無音時間設定」を短い時間に設定してください。

P.154

発信履歴／着信履歴、リダイヤル、
受信アドレス一覧／送信アドレス
一覧が勝手に消えてしまう

●「ダイヤル発信制限」を設定しませんでしたか。
●「PIMロック」を設定しませんでしたか。
●「電話帳指定設定」の「指定発信制限」を設定しませんでしたか。

P.150
P.148
P.152

音声電話、テレビ電話がかかって
きたときに設定した着信音と違う
着信音が鳴る

● 各機能の着信の設定が重なった場合、着信音は優先順位に従って動作します。 P.115

音声電話、テレビ電話がかかって
きたときに設定したイメージと違
うイメージが表示される

● 各機能の着信の設定が重なった場合、画像は優先順位に従って動作します。 P.122

　電池充電してください
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音声電話、テレビ電話がかかって
きたときに設定した色や点滅パ
ターンと違う色や点滅パターンで
着信イルミネーションが動作する

● 各機能の着信イルミネーションの設定が重なった場合、着信イルミネーション
は優先順位に従って動作します。

P.129

着信画面や着信音がお買い上げ時
の設定で動作する

● 着信画面と着信音の組み合わせ、優先順位によって着信画面か着信音のどちら
かがお買い上げ時の設定で動作する場合があります。

ー

メールを受信したときにメールに
設定した着信音と違う着信音が鳴
る

● 各機能の着信の設定が重なった場合、着信音は優先順位に従って動作します。
● 複数のメールを受信した場合、最後に受信したメールのメールアドレスに設定

されている着信音が鳴ります。
● 複数のメールを受信したとき、チャットメールが含まれている場合は、チャッ

トメールに設定されている着信音が鳴ります。
● 相手のメールアドレスが「電話番号@docomo.ne.jp」のときは、メールアド

レスには電話番号のみを登録し、そのメールアドレスにメール着信音を設定し
てください。

● メールの送信元のメールアドレス（受信メールの詳細画面に表示されるメール
アドレス）を電話帳に正しく登録し、そのアドレスにメール着信音を設定して
いますか。

● SMSを受信したときは、電話帳の電話番号に設定されたメール着信音が有効
となります。

P.115

画像やｉモーションのかわりに
文字が表示される

● 以下の表示がされた場合は、利用している機能で選択できない画像やｉモーショ
ンです。以下の表示がされていない画像やｉモーションを選択してください。
「Not available」、「Expired file」、「No preview data」
ただし、「No preview data」は、横176×縦144ドット、横128×縦96
ドット以外のｉモーションのときに表示され、音声のみが再生される場合があ
ります。

P.267
P.277

メールを受信したときにメールに
設定した着信イルミネーションの
色と違う色で点滅する

● 各機能の着信の設定が重なった場合、着信イルミネーションは優先順位に従っ
て点滅します。

● 複数のメールを受信した場合、最後に受信したメールのメールアドレスに設定
されているメールイルミネーションの設定に従って着信イルミネーションが
点滅します。

● 相手のメールアドレスが「電話番号@docomo.ne.jp」のときは、メールアド
レスには電話番号のみを登録し、そのメールアドレスにメールイルミネーショ
ンを設定してください。

● メールの送信元のメールアドレス（受信メールの詳細画面に表示されるメール
アドレス）を電話帳に正しく登録し、そのアドレスにメールイルミネーション
を設定していますか。

● SMSを受信したときは、電話帳の電話番号に設定されたイルミネーションが
有効となります。

P.129

メール着信音は鳴っているが、新
着メールを受信していない

●「件数増加鳴動設定」を設定していませんか。圏外または電源が切れていると
きに留守番電話の件数が増えた場合、再び圏内になるか、電源を入れると留守
番電話の件数が増えたことをメール着信音でお知らせします。

P.327

充電ができない（FOMA端末の充
電ランプが点灯しない）

● FOMA端末に電池パックが正しく取り付けられていますか。
● アダプタのプラグがコンセントまたはシガーライタソケットにしっかりと差

し込まれていますか。
● アダプタとFOMA端末が正しく取り付けられていますか（ACアダプタをお使

いのとき、ACアダプタのコネクタがFOMA端末または卓上ホルダにしっかり
と接続されていますか）。

P.43
P.45

P.46

ボタン確認音が出ない ●「ボタン確認音」を「OFF」に設定していませんか。
● マナーモード設定中ではありませんか。

P.117
P.118

エニーキーアンサーで音声電話／
テレビ電話に出ることができない

●「着信アンサー設定」を「クイックサイレント」または「OFF」に設定してい
ませんか。

● テレビ電話にエニーキーアンサーで出ることはできません。

P.69

通話中、相手の声が聞こえにくい ● 受話口と耳の位置がずれていませんか。
● 受話口がシールなど何かでふさがれていませんか。
● ハンズフリー中にスピーカが何かでふさがれていませんか。
●「受話音量」の設定を変更していませんか。

聞き取りやすい音量に変更してください。

P.26

P.73

通話中、相手の声が大きすぎる ●「受話音量」の設定を変更していませんか。
聞き取りやすい音量に変更してください。

P.73

FOMA端末を折り畳んでいるとき
に､サイドボタンを押しても操作
できない

●「サイドボタン操作」が「閉じた時無効」に設定されていませんか。 P.149

現象 チェックする箇所 参照ページ
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FOMA端末を折り畳んでいるとき
に、s［MEMO／CHECK］を押
しても不在着信などの確認ができ
ない

●「確認機能設定」を「OFF」に設定していませんか。
●「サイドボタン操作」が「閉じた時無効」に設定されていませんか。

P.78
P.149

ディスプレイが暗い ● バックライトの明るさの設定を「レベル1」に設定していませんか。 P.124

ディスプレイ、ボタンのバックラ
イトが点灯しない

● バックライトの通常時の点灯を「OFF」に設定していませんか。
● 5 を 1 秒以上押してバックライトの点灯／消灯を切り替えることができま

す。
メールの作成中などにも、5を1秒以上押すとバックライトが消灯しますの
で、ご注意ください。

P.124

電源を入れた直後に電話がかかっ
てきたとき、電話帳に登録した名
前が表示されず、電話番号が表示
されてしまう

● 電源を入れた直後はFOMAカードを読み込んでいることがあり、すぐに電話帳
機能を使えないことがあります。

－

yを1秒以上押してから電源が
入るまで時間がかかる

● 電話帳などのデータがいっぱいのときは、その確認に時間がかかるようになり
ます。

P.109

ディスプレイに何も表示されない ● 省電力モード中です。ボタンを押すと、省電力モードが解除されます。 P.124

着信があっても着信動作（着信音
鳴動、バイブレータ、着信イルミ
ネーションの点滅）が行われない

●「呼出時間表示設定」の「無音時間設定」を「ON] に設定している場合、電話
帳に登録されていない電話番号や、電話番号を通知しない相手からの着信があ
ると、設定した時間が経過するまで着信動作（着信音鳴動、バイブレータ、着
信イルミネーションの点滅）が行われません。

P.154

積算通話料金が増えない ● 上限値に達していると増えません。「積算リセット」を行ってください。 P.314

SMSを受信したときに電話帳に
登録した名前が表示されない ● 電話帳の電話番号欄（ ）に送信元の電話番号を正しく登録していますか。

P.101

メールが自動振り分けされない ● 相手のメールアドレスが「電話番号＠docomo.ne.jp」のときは、自動振分け設定に
は電話番号のみを登録してください。

● 相手のメールアドレスが「電話番号＠docomo.ne.jp」以外のときは自動振分け設定
にはドメインまですべて登録しないと振り分けされません。

P.232

メールを自動で受信しない ● メール設定の「メール選択受信設定」で「ON」を設定していませんか。「OFF」
に設定してください。

P.224
P.238

ｉモード、ｉモードメール、
ｉアプリ、ｉチャネルに接続でき
ない

●「接続先選択」を「ｉモード」以外に設定していませんか。
● ｉモードを途中からご契約いただいた場合は、FOMA端末の電源を一度切って

から、再度電源を入れ直してください。

P.197
－

メールを受信しても着信動作（着
信音鳴動、バイブレータ、着信イ
ルミネーションの点滅）が行われ
ない

●「メール／メッセージ鳴動」を「OFF」に設定していませんか。
●「受信表示設定」を「操作優先」に設定していませんか。

P.117
P.238

送信したメールが送信BOXに残
らない

● メール連動型ｉアプリのフォルダに「すべて振分け」を設定していませんか。
メール連動型ｉアプリのフォルダを反転表示して機能メニューから「フォルダ
内表示」を選択して確認してください。

P.232

受信したメールが受信BOXに残
らず、「 」が消えない

● 受信BOXの中のメール連動型ｉアプリのフォルダに「 」が表示されてい
ませんか。またはメール連動型ｉアプリのフォルダに「すべて振分け」を設定
していませんか。
該当するメール連動型ｉアプリのフォルダを反転表示して機能メニューから
「フォルダ内表示」を選択して確認してください。

P.229
P.232

メールに［添付ファイル削除］と
表示される

● ｉモードメールに対応していない添付ファイルの受信はできません。
ｉモードセンターで自動的に添付ファイルを削除し、本文のみをお届けしま
す。

P.209

メール送信中に切断されSMS を
受信、もう一度操作しようとする
とメッセージが表示される

● 一定時間内に著しく大量のデータ通信が行われると切断されSMSで通知され
ます。SMSの内容と表示されるメッセージに従ってください。

－

パソコンなどから送信されたメー
ルの添付ファイルが削除された

● FOMA端末以外から送信されたメールに添付された画像ファイルがGIF形式の
場合、10,000バイトまでしか受信できません。

－

撮影すると画像がちらつく ● 室内で撮影する場合、蛍光灯などの影響で画面がちらつくことがあります。「画
像チューニング」の設定を変更することにより、画面のちらつきを軽減するこ
とができる場合があります。

P.163

撮影した静止画や動画が白っぽく
なる

●「画像チューニング」の設定を「モード 1（50Hz 地域）」または「モード 2
（60Hz地域）」に変更したまま屋外などの明るい場所で撮影していませんか。
「画像チューニング」の設定を「自動」に戻してください。

P.163

現象 チェックする箇所 参照ページ
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撮影した静止画や動画がぼやけて
しまう

● 外側レンズのレンズ切替スイッチを通常撮影時は●（標準レンズ）に、接写撮
影時は （マクロレンズ）に切り替えてください。

● 撮影する場面に合ったモードを設定してください。

P.158

P.163

画像表示しようとすると「 」
が表示される
または
デモやプレビューで「 」が表
示される

● 画像データがこわれている場合は「 」が表示されることがあります。 －

ボタンを押したときの画面の反応
が遅い

● FOMA端末内に大量のデータが保存されているときなどに起こる場合があり
ます。

－

チャンスキャプチャで撮影したと
きに撮影時間が短くなる

● チャンスキャプチャの撮影時には、動画データとともに管理用データを保存す
るため、撮影可能な時間が短くなる場合があります。

－

現象 チェックする箇所 参照ページ
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こんな表示が出たら
●ｉモードエラーメッセージの中の（数字）については、ｉモードセンターより送信されたエラーを区別するため
のコードです。

エラーメッセージ 説明／対処方法 参照ページ
「FOMAカード（UIM）が異なるた
め起動できませんでした」

● FOMAカード動作制限機能によって制限されている ｉアプリを自動起動しよ
うとした場合に表示されます。

P.40

「FOMAカード（UIM）が異なるた
めご利用できません」

● FOMAカード動作制限機能により保護されているデータのデスクトップアイコン
を選択して実行しようとしたときに表示されます。

● FOMAカード動作制限機能により保護されている画面メモ、メッセージR／Fを選
択して実行しようとしたときに表示されます。

P.40

「FOMAカード（UIM）が異なるた
め指定されたソフトが起動できま
せんでした」

● FOMAカード動作制限機能によって制限されている ｉアプリを指定して起動
しようとした場合に表示されます。

P.40

「FOMAカード（UIM）読み込み中
です　起動できません」

● FOMAカードを読み込み中にFOMAカードに関係した操作をしようとしたと
きに表示されます。しばらくたってから操作し直してください。

－

「FOMAカード（UIM）を挿入して
ください」

● FOMAカードが正しく差し込まれていないか、破損している可能性があるとき
に表示されます。FOMAカードが正しく差し込まれているかご確認ください。

P.39

「ｉアプリTo設定されていませ
ん」

● サイト、メール、赤外線通信機能、バーコードリーダーからソフトを起動しよ
うとしたときに、指定されたソフトが連携許可されていないため、起動できな
い場合に表示されます。

P.258

「ｉアプリの通信回数が多くなっ
ています　通信を継続します
か？」

● ｉアプリご利用時の通信回数が一定時間内に著しく多い場合に表示されます。継
続してｉアプリの通信を行う場合は「通信する」を選択し、通信を行わない場
合は「通信しない」を選択します。ｉアプリのご利用を中止する場合は「ｉア
プリ終了」を選択します。

－

「ｉアプリ利用を継続し、通信を
行いますか？」

●「ｉアプリの通信回数が多くなっています　通信を継続しますか？」と表示さ
れたときに「通信しない」または「ｉアプリ終了」を選択した場合に表示され
ます。継続してｉアプリの通信を行う場合は「通信する」を選択します。ｉア
プリのご利用を中止する場合は「ｉアプリ終了」を選択します。

－

「ｉモード問い合わせがすべて無
効に設定されています」

●「ｉモード問い合わせ設定」がすべて「問い合わせしない」に設定されている
ためｉモード問い合わせができません。
「ｉモード問い合わせ設定」で問い合わせる項目を指定してください。

P.239

「PIN1コードがロックされています」 ● PIN1コードがロックされているときに、電源を入れると表示されます。dを
押すとPINロック解除コードを入力する画面が表示されますので、PINロック
解除コードを正しく入力してロックを解除してください。

P.142

「PINロック解除コードがロックされ
ています」

● PINロック解除コードがロックされているときに、電源を入れたりFOMAカー
ドに関係した操作をしようとしたときに表示されます。ドコモショップ窓口ま
でお問い合わせください。

P.140

「SSL通信が切断されました」 ● SSL通信に対応したサイトやインターネットホームページに接続できなかっ
たときに表示されます。再度接続し直してください。

－

「SSL通信が無効です」 ● SSL通信の認証中にエラーが発生してSSL通信が切断されたときに表示され
ます。

－

「SSL通信が無効に設定されてい
ます」

●「証明書」の設定で「無効」にした証明書を受信したときに表示されます。証
明書の内容を確認し、証明書を有効に設定してから再度接続し直してくださ
い。

P.200

「URLが長すぎて登録できませ
ん」

● URLが半角256文字を超えるため、ブックマークやホームURLへの登録がで
きません。

－

「URLに誤りがあります」 ● URL入力や「ホームURL設定」のホームURL入力のとき、「http://」または
「https://」以外ではじまるURLを入力したり、何も入力されていない状態で
「OK」を選択したときに表示されます。URLを入力し直してください。

P.188
P.196

「一部設定不可能なデータがあり
ました」

● サイトからダウンロードしたり、メールに添付されていた画像やｉモーショ
ン、メロディなどのコンテンツは、「お気に入り」に保存したり、一括設定で
きないことがあります。

－

「応答がありませんでした(408)」 ● サイトからの応答がなく、通信が中断されました。もう一度接続してください。 －

「該当するデータはありません」 ● 電話帳検索を行ったとき、検索条件を満たす電話帳が登録されていない場合に
表示されます。

P.105

「画像に誤りがあり正しく動作し
ません」

● 画像データに誤りがあるため、Flash画像を表示できなくなったときに表示さ
れます。

－
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「切替できません」 ● 音声通話中にテレビ電話に切り替えようとしたとき、相手側がパケット通信中
（ｉモード含む）などの理由で切り替えできない場合に表示されます。相手側
の状況を確認して再度切り替え操作を行ってください。

P.56

「携帯電話 /FOMAカード（UIM）
の製造番号を送信します」

● サイトやインターネットホームページを閲覧中に表示されることがあります。
「YES」を選択すると、携帯電話製造番号が送信されます。送信したくないと
きは「NO」を選択します。

P.184

「圏外です」 ● サービスエリア外や電波が届かないところで、ｉモードのサービスを利用しよ
うとしたときに表示されます。「 」が表示されるところまで移動して
ｉモードのサービスをご利用ください。

P.183

「このｉモーションは再生可能回
数が終了しました」

● 再生回数が終了した ｉモーションのデスクトップアイコンを選択して実行し
ようとしたときに表示されます。

－

「このｉモーションは再生期限が
切れました」

● 再生期間または再生期限が終了した ｉモーションのデスクトップアイコンを
選択して実行しようとしたときに表示されます。

－

「このカードは認識できません」 ● FOMA N702iSで使用できない FOMAカードが差し込まれている可能性が
あるときに表示されます。正しいFOMAカードが差し込まれているかご確認
ください。

P.39

「このサイトとのSSL通信は無効
です」

● 書き換えられたSSL証明書を受信したときに表示されます。このサイトとは
SSL通信できません。

－

「このサイトの安全性が確認でき
ません　接続しますか？」

● サポート外のSSL証明書を受信したときに表示されます。接続するときは
「YES」を選択します。接続しないときには「NO」を選択します。

P.200

「このサイトは安全でない可能性
があります　接続しますか？」

● 期限切れまたは有効期間前のSSLサーバ証明書を受信したときに表示されま
す。接続するときは「YES」を選択します。接続しないときには「NO」を選
択します。

●「時計設定」が行われていない場合にSSL通信に対応したサイトやインター
ネットのホームページに接続しようとしたときに表示されます。「時計設定」を
行ってください。

P.200

P.49

「このスケジュールは登録できま
せん」

● すでに設定されている日付、時刻に対するスケジュールと同じ日付、時刻のス
ケジュールを赤外線またはケーブル接続で受信したときに表示されます。

－

「この接続先の安全性が確認でき
ません　接続しますか？」

● 端末内のSSLルート証明書が期限切れの場合に表示されます。接続するときは
「YES」を選択します。接続しないときには「NO」を選択します。

● SSL通信に対応したサイトやインターネットホームページに接続中に、クライ
アント証明書の送付要求があったときに表示されます。

P.200

P.185

「この接続先は安全でない可能性
があります　接続しますか？」

● FOMA端末内に保存されている証明書とサーバから送信された証明書で一致
しないものがあるときに表示されます。

P.200

「このデータは再生できない可能
性があります」

● MP4（Mobile MP4）形式以外のｉモーションを取得したときに表示されま
す。

－

「これ以上機能を起動できません」 ● uを押して、ほかの機能を終了してから操作をしてください。 P.301

「サービス未契約です」 ● ｉモードをご契約いただいていないため、ｉモードのサービスをご利用にな
れません。ｉモードをご利用になるにはお申し込みが必要です。

● ｉモードを途中から契約された場合は、FOMA端末の電源を一度切ってから、
再度電源を入れ直してください。

－

「再生可能回数が終了しました
削除しますか？」

● 再生回数が終了したｉモーションを再生しようとしたときに表示されます。「YES」
を選択すると、そのｉモーションは削除されます。

－

「再生可能期限が切れたため再生
できません」

● ｉモーションの再生可能期限または再生可能期間が過ぎているため再生でき
ません。

－

「再生可能期限が切れました　削
除しますか？」

● 再生可能期限または再生可能期間が過ぎているｉモーションを再生しようと
したときに表示されます。「YES」を選択すると、そのｉモーションは削除さ
れます。

－

「最大サイズを超えたので中断し
ました」

● サイトやインターネットホームページで受信したデータが１ページの最大サ
イズを超えたため、受信を中断し、取得したところまでのデータを表示します。

● メロディやダウンロード辞書、キャラ電などをダウンロード中に最大サイズを
超えた場合に表示されます。

－

「最大サイズを超えています　受
信できません（452）」

● 受信するデータが最大サイズを超えているため受信できない場合に表示され
ます。

－

「サイトが移動しました（301）」 ● サイトが移動したため、URLが変更されています。ブックマークやデスクトッ
プアイコン、ホームURLに登録されている場合は登録し直してください。

P.132
P.189
P.196

「サイトに接続できませんでした
(403)」

● 何らかの原因でサイトに接続できませんでした。もう一度接続してください。 －
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「削除される添付ファイルがあり
ます」

● 転送するｉモードメールに、メールへの添付やFOMA端末外への出力が禁止さ
れているファイルが添付されています。dを押すと、メールへの添付やFOMA
端末外への出力が禁止されているファイルが削除されます。

－

「作成可能サイズを超えるため一
部削除されます」

● 宛先、題名、本文のいずれか、または複数のデータが最大サイズを超えている
ため、超えた部分が削除されて新規メール作成画面が表示されます。

－

「指定サイトがみつかりません
(404)」

● サイトが見つかりませんでした。サイトが存在しない可能性があります。 －

「指定サイトに表示データがあり
ません(204)」

● 接続したサイトなどに表示するデータがない場合に表示されます。 －

「指定されたソフトがありません」 ● 削除されたｉアプリのソフトのデスクトップアイコンを選択して起動しようとし
たときに表示されます。

● メール、赤外線通信機能、バーコードリーダーからのｉアプリ起動時に、該当す
るソフトがない場合に表示されます。

P.133

P.258

「指定したサイトへは接続できま
せんでした(504)」

● 何らかの原因でサイトに接続できませんでした。もう一度接続してください。 －

「指定の宛先には送信できません」 ● 宛先に「,」が含まれているため送信できません。「,」を削除してください。
● 受信したメールのメールアドレスが半角50文字を超えるため、メールを返信

することができません。
● 数字と「＃」「*」以外の文字およびスペースを含むためSMSを送信できませ

ん。数字または「＃」「*」以外の文字やスペースを削除してください。

－

「指定発信制限設定中です」 ● 指定発信制限設定中に、禁止されている操作をしようとしたときに表示されま
す。

P.152

「しばらくお待ちください」 ● 音声回線／パケット通信設備が故障、または音声回線ネットワーク／パケット
通信ネットワークが非常に混み合っています。しばらくたってから音声電話や
テレビ電話、ｉモードをご利用ください。
なお、110番、119番、118番には電話をかけることができます。ただし、
状況によりつながらない場合があります。

－

「しばらくお待ちください（パケッ
ト）」

● パケット通信設備が故障、またはパケット通信ネットワークが非常に混み合っ
ています。しばらくしてから再度操作してください。

－

「すでに他の機能が起動中です
起動できません」
「すでに他の機能が起動中です
設定できません」

● ほかの機能が起動しているときに、利用できない操作をしようとしたときに表
示されます。

－

「セキュリティエラーのため
ｉアプリ待受画面を解除しまし
た」
「セキュリティエラーのため終了
しました」

● 許可されていない動作を起動しようとしたため、ｉアプリやｉアプリ待受画面
（ｉアプリDXを含む）が終了しました。

P.256
P.259

（赤外線通信中に）
「接続相手が見つかりません　続
けますか？」

● 接続相手を発見/認識できません。赤外線ポートを向かい合わせて正しく置い
てください。「YES」を選択し、dを押すともう一度やり直すことができます。

P.293

「接続が中断されました」 ● 電波が弱いため、ｉモードが中断されました。電波の強い場所に移動してから
ｉモードのサービスをご利用ください。

● 電波が強く「 」が表示されているのにこのメッセージが表示される場合
には、接続したサイトなどが非常に混みあっています。しばらくたってから接
続してください。

P.183

－

「接続できません」 ● 接続先の設定が正しくないときに表示されます。「アプリケーション通信設定」
の「接続先選択」で接続先を正しく設定し直してください。

● 何らかの原因でｉモードに接続できませんでした。もう一度接続してくださ
い。

P.197

－

「接続できませんでした」 ●「発信者番号通知」を「通知する」に設定しておかけ直しください。 P.50

「設定時間内に接続できませんで
した」

●「接続待ち時間設定」で設定した接続待ち時間となったため、サイトへの接続、
メールの送信などが中断されました。しばらくたってからサイトへの接続や
メール送信などを行ってください。

P.196

「送信できない宛先があります」 ● 複数の宛先にｉモードメールを返信するときに、返信できない宛先がある場合
に表示されます。

－

「ソフトに誤りがあります」
「ソフトに誤りがあるためダウン
ロードできません」

● ソフトのデータが不正のためダウンロードやバージョンアップができないと
きに表示されます。

－
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「ソフトに継続動作できない障害
が発生しました」

● ソフト起動中に動作を継続できないエラーが発生したときに表示されます。 －

「対応機種ではありません」 ● 取得しようとしたソフトがFOMA N702iSに対応していないため、ダウン
ロードできないときに表示されます。

－

「対応していないコンテンツがあ
ります」

● バーコードリーダーで読み取った情報に、FOMA N702iSで対応していない
コンテンツが含まれているため認識できません。

－

「対応ソフトが削除されています
フォルダ内表示を参照してくださ
い」

● 選択したメールフォルダに対応するメール連動型ｉアプリが削除されている
ため、ソフトを起動できません。機能メニューからフォルダ内のメールを参照
してください。

P.232

「ダイヤル発信制限設定中です」 ● ダイヤル発信制限設定中に、禁止されている操作をしようとしたときに表示さ
れます。

P.150

「ダウンロードできませんでした」 ● メロディ、キャラ電、ダウンロード辞書、デコメールテンプレート、フェイス
スタンプなどをダウンロードしたときに、通信エラーが起きた場合やデータ不
正の場合などに表示されます。

－

「ただいま利用制限中の為しばら
くしてからご利用下さい」

● ｉモードパケット定額サービスをご利用の場合、一定時間内に著しく大量の
データ通信があったときに表示されます。一定時間接続できなくなることがあ
りますので、しばらくたってからｉモードをご利用ください。

－

「端末暗証番号が違います」
「端末暗証番号は4～8桁です」

● 端末暗証番号の入力が必要な機能で、端末暗証番号を間違えたときに表示され
ます。正しい端末暗証番号を入力してください。

P.141

「チャネル情報取得失敗のため表
示できませんでした」

● お買い上げ後はじめてチャネル一覧画面を表示しようとしたとき、またはｉチャ
ネルの接続先URLの変更、端末初期化、FOMAカードの差し替えの操作を行っ
た後にチャネル一覧画面を表示しようとしたとき、ｉチャネルの情報が取得でき
なかった場合に表示されます。「 」が表示されるところまで移動して、もう
一度チャネル一覧画面を表示してください。

P.263

「通信回数が多くなっています　
クリアボタンを押して確認を行っ
てください」

● ｉアプリ待受画面からの通信回数が一定時間内に著しく多い場合に表示され
ます。tを押すと、ｉアプリ待受画面からの通信を許可する、許可しない、
あるいはｉアプリ待受画面を終了させるかを選択することができます。

P.259

「通話中です起動できません」
「通話中です操作できません」

● 通話中に行えない操作をしようとしたときに表示されます。 P.300
P.376

「データ取得できませんでした」 ● 通信によりデータを取得しようとしたときに、データ不正や通信エラーが起き
た場合などに表示されます。

－

「転送先番号を設定してください」 ● 転送でんわサービスを契約されていて、転送先が未設定の状態で着信中に機能
メニューの「転送でんわ」を選択した場合に表示されます。

P.330

「添付ファイルが削除されます」 ● 受信したｉモードメールを引用返信しようとしたときに、元のｉモードメール
に添付ファイルがある場合に表示されます。また、転送するｉモードメール
に、メールへの添付やFOMA端末外への出力が禁止されているファイルのみ添
付されている場合にも表示されます。dを押すと、添付ファイルが削除され
ます。

－

「添付ファイルを登録できません」 ● 赤外線通信、ケーブル接続の通信で登録できない添付ファイル付きメールを受
信したときに表示されます。

－

「入力データまたはURLが長すぎ
ます」

● テキストボックスなどで入力した文字や URL などの文字数が多すぎて送信す
ることができません。文字数を減らしてから送信し直してください。

P.186

「入力データをご確認ください
(205)」

● サイトやインターネットホームページで入力を行い送信した後に表示されま
す。dを押すと入力した文字や設定が取り消されます（設定・入力した内容
は送信されています。送信を取り消す操作ではありません）。

P.186

「認証タイプに未対応です(401)」 ● 認証できないときに表示されます。dを押すと元のページに戻ります。 －

「認証を中止しました(401)」 ● 認証画面で「Cancel」ボタンを押したときに表示されます。 －

「ネットワーク暗証番号が誤って
います」

● ネットワーク暗証番号の入力が必要な機能で、ネットワーク暗証番号を間違え
たときに表示されます。正しいネットワーク暗証番号を入力してください。

P.140

「パスワードをご確認ください
（401）」

●「認証」や「再認証」の画面で認証できないときに表示されます。もう一度認
証するときは、「YES」を選択します。

－

「非対応データのため取得できま
せん」

● ｉモーション以外のデータや非対応のｉモーションを取得しようとしたと
きに表示されます。

－

「編集中のため削除できません」 ● 保存BOXに保存されているメールを編集中に、そのメールを削除しようとした
ときに表示されます。

－

「本文編集できません」 ● 添付したファイルが全角5,000文字分のため本文の編集ができません。 P.220

エラーメッセージ 説明／対処方法 参照ページ
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「無効なデータを受信しました
(XXX)」
「無効なデータを受信しました」

● 受信したデータにエラーがあるため表示できません。受信したデータは破棄さ
れます。なお、“XXX”にエラーの内容を示す番号が表示されることがあります。

－

「メールセキュリティ設定中のた
め削除できません」

● 受信BOX／送信BOX全体またはメール連動型ｉアプリで利用しているフォル
ダにセキュリティがかかっているため、メール連動型ｉアプリとメール連動型
ｉアプリが利用しているフォルダを削除できません。メール連動型ｉアプリと
メール連動型ｉアプリのフォルダを削除する場合は、メールのセキュリティを
解除してください。
メール連動型ｉアプリのみ削除する場合は、ｉアプリ削除時に、対応するメー
ル連動型ｉアプリ専用フォルダを削除するかどうかのメッセージが表示された
ら「NO」を選択します。

P.151

「メールセキュリティ設定中のた
めダウンロードできません」

● 受信BOX／送信BOX全体またはメール連動型ｉアプリで利用しているフォ
ルダにセキュリティがかかっているため、メール連動型ｉアプリをダウンロー
ドやバージョンアップできません。メール連動型ｉアプリをダウンロードや
バージョンアップする場合には、メールのセキュリティを解除してください。

P.151

「メモリ番号：ＸＸＸ書き換えでき
ません」

● シークレットモードまたはシークレット専用モードでないときに、シークレッ
トデータのメモリ番号と同じ番号に電話帳を登録しようとしたときに表示さ
れます。

● オート表示に設定されている電話帳のメモリ番号と同じ番号に電話帳を登録
しようとしたときに表示されます。dを押すと、再び電話帳編集画面に戻る
ので「 」を選択し、空いているメモリ番号を入力してから登録し直してく
ださい。

P.145

P.108

「メモリ不足です」 ● メモリが不足したため、ソフトを起動できません。 －

「メモリ不足です　終了します」 ● メモリが不足したため処理を中断します。ｉモードメール作成時の場合、タス
クの起動数、文字の種類の組み合わせなどによっては全角5,000文字分まで
入力できないことがあります。

－

「メモリ不足です　ｉモードメ
ニューに戻ります」

● メモリが不足したため処理を中断します。dを押すとｉモードメニューに戻
ります。

－

「メモリ不足です　メール作成画
面に戻り　再編集してください」

● デコメールには最大10件の画像を挿入できますが、操作によっては画像を10
件挿入できないことがあり、その場合に表示されます。「YES」を選択してメー
ル作成画面を表示させてから再度本文編集を行ってください。

－

「文字数オーバーのため冒頭文／
署名を貼り付けできません」

● ｉモードメール転送時に、冒頭文／署名を貼り付けると全角5,000文字分を
超えてしまうため、冒頭文／署名が自動貼り付けされなかったときに表示され
ます。

－

「文字数がオーバーします作成可
能サイズまで本文を削除してくだ
さい」

● 引用返信するｉモードメールの本文と引用符の合計が全角5,000文字分を超
えるため全角5,000文字以下になるまで本文を削除してください。

－

「文字数がオーバーするため署名
を貼り付けできません」

● 本文と署名の合計が全角5,000文字分を超えるため貼り付けできません。 －

「文字数がオーバーするため冒頭
文を貼り付けできません」

● 本文と冒頭文の合計が全角5,000文字分を超えるため貼り付けできません。 －

「ユーザ証明書がありません　継
続しますか？」

● ユーザ証明書がダウンロードされていません。「YES」を選択することでサイ
トを表示することができますが、サイトによっては継続できないことがありま
す。

P.201

「ユーザ証明書の有効期限が切れ
ています　継続しますか？」

● サイトからユーザ証明書が要求されましたが有効期限が切れています。「YES」
を選択することで継続できる場合がありますが、新しくユーザ証明書をダウン
ロードすることをおすすめします。

P.201

「ユーザ証明書を送信します　よ
ろしいですか？」

● サイトからユーザ証明書が要求されました。ユーザ証明書を送付する場合は
「YES」を、しない場合は「NO」を選択してください。

－

「容量不足です　移動できません」 ● シークレットフォルダのデータを出し入れした場合、移動先のフォルダの容量
がいっぱいのときに表示されます。保存先のデータを消去してから移動し直し
てください。

－

「履歴表示OFF設定中です」 ●「履歴表示設定」が「OFF」に設定されているため、「着信履歴」、「リダイヤル
／発信履歴」、「受信アドレス一覧」、「送信アドレス一覧」を利用することがで
きません。「履歴表示設定」を「ON」に設定すると利用できます。

P.151

エラーメッセージ 説明／対処方法 参照ページ
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保証とアフターサービス
保証について

●FOMA端末をお買い上げいただくと、保証書が付いていますので、必ずお受け取りください。記載内容および「販
売店名・お買い上げ日」などの記載事項をお確かめの上、大切に保管してください。必要事項が記載されていない
場合は、すぐにお買い上げいただいた販売店へお申しつけください。無償保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

●この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全部または一部を変更することがありますので、あらかじめ
ご了承ください。

●FOMA端末の故障・修理やその他取扱いによって電話帳などに登録された内容が変化・消失する場合があります。
万が一に備え、電話帳などの内容はメモなどに控えをお取りくださるようお願いします。また、FOMA端末の修
理等を行った場合、ｉモード・ｉアプリにてダウンロードした情報は、一部を除き著作権法により新しいFOMA
端末などに移行を行っておりません。
※パソコン（Windows 2000、Windows XP）をお持ちの場合は、専用のデータリンクソフト（P.380）と
FOMA USB接続ケーブル（別売）をご利用いただくことにより、電話帳などに登録された内容をパソコンに
転送・保管していただくことができます。

アフターサービスについて
●調子が悪い場合は
修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障かな？と思ったら、まずチェック」をご覧になってお調べ
ください。
それでも調子がよくないときは、 取扱説明書裏面・故障お問い合わせ先にご連絡の上、ご相談ください。

●お問い合わせの結果、修理が必要な場合
ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきます。ただし、故障取扱窓口の営業時間内の受付となります。ま
た、ご来店時には必ず保証書をご持参ください。
■保証期間内は
・保証書の規定に基づき無償で修理を行います。
・故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっても保証書の提示がないもの、お客様
のお取扱い不良による故障・損傷等は有償修理となります。

・ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期間内であっても有償修理となります。
■以下の場合は、修理できないことがあります
水濡れシールが反応している場合、試験の結果、水濡れ・結露・汗等による腐食が発見された場合、およ
び内部の基板が破損・変形している場合は修理できないことがありますので、あらかじめご了承願います。
なお、修理を実施できる場合でも保証対象外ですので有償修理となります。

■保証期間が過ぎたときは
ご要望により有償修理いたします。

■部品の保有期間は
FOMA端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間は、製造打切り後6年
間を基本としております。ただし、故障箇所によっては修理部品の不足などにより修理ができない場合も
ございますので、あらかじめご了承ください。また、保有期間が経過した後も、故障箇所によっては修理
可能なことがありますので、取扱説明書裏面・故障お問い合わせ先へお問い合わせください。保
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メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロード情報などについて
●お客様ご自身で携帯電話機等に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いいた
します。情報内容の変化、消失に関し、当社は何らの義務を負わないものとし、一切の責任を負いかねます。

●携帯電話を機種変更や故障修理をする際に、お客様が作成されたデータまたは外部から取り込まれたデータあるい
はダウンロードされたデータ等が変化・消失等する場合がありますが、当社は一切の責任を負いません。また、当
社の都合によりお客様の携帯電話を代替品と交換することにより修理に代えさせていただく場合がありますが、そ
の際にはこれらのデータ等は一部を除き交換後の製品に移し替えることはできません。FOMA端末はｉモード公
式サイトからダウンロードした画像・着信メロディを故障修理時に移し替えます（一部移し替えできないコンテン
ツもあります。また故障の程度によっては移し替えができない場合があります）。

■お願い
FOMA端末および付属品の改造はおやめください。
・火災・けが・故障の原因となります。
・FOMA端末・FOMAカードは、電波の混信やネットワークの故障を防ぐため、法律により技術基準が定められており、技術基準
を満たさないFOMA端末・FOMAカードは使用できません。

・改造（部品の交換・改造・塗装等）が施されたFOMA端末の故障修理は、改造部分を元の状態（ドコモ純正品状態）に戻してい
ただいた場合のみ、故障修理のお取扱いをさせていただきます。ただし、改造の内容によっては、故障修理をお断りする場合が
あります。

・改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期間内であっても有償修理となります。
FOMA端末に貼付されている銘板シールは、はがさないでください。
銘板シールには、技術基準を満たす証明書の役割があり、銘板シールが故意にはがされたり、貼り替えられた場合など、銘板シー
ルの内容が確認できないときは、技術基準適合の判断ができないため、故障修理をお受けできない場合がありますので、ご注意願
います。
各種機能の設定や積算通話時間などの情報は、FOMA端末の故障・修理やその他取扱いによってクリア（リセット）される場合が
あります。お手数をおかけしますが、この場合は再度設定を行ってくださるようお願いいたします。
FOMA端末の下記の箇所に磁気を発生する部品を使用しています。キャッシュカードなど、磁気の影響を受けやすいものを近づけ
ますとカードが使えなくなることがありますので、ご注意ください。
　使用箇所：スピーカ、受話口部
電話機が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を切って電池パックを外し、お早めに故障取扱窓口へご来店ください。
ただし、電話機の状態によって修理できないことがあります。
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〈ソフトウェア更新〉

ソフトウェアを更新する
FOMA端末のソフトウェアを更新する必要があるかどうかチェックし、必要な場合にはパケット通信を使っ
てソフトウェアの一部をダウンロードし、ソフトウェアを更新してください。
ソフトウェアの更新が必要な場合は、ドコモホームページおよびｉMenuの「お知らせ」にてご案内いたし
ます。
●ソフトウェア更新のパケット通信料は無料となります。
●更新方法には「即時更新」と「予約更新」の2種類があります。
即時更新： 更新したいときすぐに更新を行います。
予約更新： 更新したい日時を予約すると、予約した日時に自動的にソフトウェアが更新されます。

●ｉモード接続先をユーザ接続先に設定している場合もソフトウェア更新を行うことができます。
●ソフトウェア更新（ダウンロード、書換え）には時間がかかることがあります。
●ソフトウェア更新の際にはサーバ（当社が管理するソフトウェア更新用サーバ）へSSL通信を行います。あらか
じめ証明書を有効にしておいてください。（お買い上げ時：有効。設定方法は→P.200）

●ソフトウェア更新を行う際は、電池をフル充電しておいてください。
●ソフトウェア更新は電波が強く、アンテナアイコンが「強」（ ）の状態で、移動せずに実行すること
をおすすめします。
※ソフトウェアダウンロード中に電波状態が悪くなったり、ダウンロードが中止された場合は、再度電波状態の良
い場所でソフトウェア更新を行ってください。

●「PIN1コード入力設定」を「ON」に設定している場合にソフトウェア更新を実行すると、ソフトウェア書換え終
了後の自動再起動時に、PIN1コードの入力画面が表示されます。正しいPIN1コードを入力しないと、電話の発
信、着信、各種通信機能の操作ができません。

●以下の場合はソフトウェアを更新できません。

●ソフトウェア更新中は、ほかの機能を使用できません。ただし、ダウンロード中に音声電話を受けることはできま
す。

●既にソフトウェア更新済みの場合は、ソフトウェア更新のチェックを行った際に「更新は必要ありません このま
まご利用ください」と表示されます。

●ソフトウェア更新後、表示されていたｉモードセンター蓄積状態表示のアイコンは消えます。また、メール選択
受信を「ON」に設定してある場合、ソフトウェア更新中にメールが届くと、ソフトウェア更新後にメールがある
ことを通知する画面が表示されないことがあります。

●ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動的にサーバ（当社が管
理するソフトウェア更新用サーバ）に送信されます。当社は送信された情報を、ソフトウェア更新以外の目的には
利用いたしません。

●ソフトウェア更新は、携帯電話に登録された電話帳、カメラ画像、ダウンロードデータなどのデータを残したまま
行うことができますが、お客様の携帯電話の状態（故障・破損・水濡れ等）によってはデータの保護ができない場
合がありますので、あらかじめご了承願います。

●必要なデータはバックアップを取っていただくことをおすすめします（ダウンロードデータなどバックアップが取
れないデータがありますので、あらかじめご了承願います）。

●ソフトウェア更新に失敗した場合、「書換え失敗しました」と表示され、一切の操作ができなくなります。その場
合には、大変お手数ですがドコモ指定の故障取扱窓口までお越しいただきますようお願い申し上げます。

･ FOMAカードの未挿入
･ FOMAカードの不正
･ PINロック中
･ PINロック解除コードロック中
･日付・時刻の未設定
･着信中
･メール／SMS／メッセージ受信中
･音声通話中
･テレビ電話中
･ｉモード通信中

･ 64Kデータ通信中
･パケット通信中
･オールロック設定中
･セルフモード設定中
･ PIMロック設定中
･圏外
･パケット発信規制中
･デュアルネットワークサービスでmova端末利用中
･その他機能を利用中

O
ソフトウェア更新中は絶対に電池パックを外さないでください。更新に失敗することがあります。
お客様の確認操作なしでソフトウェアの更新が終了すると、待受画面に「 」（ソフトウェア更新完了）のデスクトップアイコン
が表示されます。「 」を選択して端末暗証番号を入力すると、更新結果の内容が表示されます。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
更
新
す
る



393次ページにつづく

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

ソフトウェア更新が必要かチェックする

1 i 「その他」 「ソフトウェア更新」 端末暗証番号を入力

2 注意事項を確認 ソフトウェア更新が必要かチェック
このとき、携帯電話端末固有の情報をサーバに送信する必要があります。

3 チェック結果画面が表示される
■「更新が必要です」と表示された場合

「今すぐ更新」または「予約」
すぐにソフトウェアを更新する場合は「今すぐ更新」を選択します。→P.393
あとから更新する場合は「予約」を選択します。→P.394

■「更新は必要ありません」と表示された場合
「OK」

ソフトウェア更新の必要はありませんので、そのままFOMA端末をご使用ください。

すぐにソフトウェアを更新する＜即時更新＞

1 チェック結果画面（P.393） 「今すぐ更新」 「ダウンロードします」と表
示されたら「OK」 
すぐにソフトウェアのダウンロードを開始します。
「OK」を選択しなくても、しばらくするとダウンロードが開始されます。

2 ダウンロードが終了し「ダウンロードしました　ソフトウェアを書換えます」と
表示されたら「OK」  
ソフトウェアの更新を開始します。
「OK」を選択しなくても、しばらくすると書換えが開始されます。書換えを開始するまでにしばらく時間がかかる場
合があります。

ソフトウェアの書換え中はすべてのボタン操作が無効となります。書換えを中止することもできません。
ソフトウェアの書換えが完了すると、自動的に再起動します。

　　ソフトウェア更新が
　必要かチェックします 　携帯電話情報通知

携帯電話情報を
送信します
ＹＥＳ

ＮＯ
　　　　　Ｃａｎｃｅｌ

　　　　注意事項

　　　電池はフル充電
　　　してください

選択

　　ソフトウェア更新 　　　ソフトウェア更新

　　　　　　ＯＫ
　　　　　Ｃａｎｃｅｌ

選択

　　　　　　ＯＫ

　　　　　予約

　　　更新が必要です

選択

　　　ソフトウェア更新

　　　　今すぐ更新

チェック結果画面

ＯＫ

　ソフトウェア更新

　　　　このまま
　　ご利用ください

更新は必要ありません

　　　　　予約

　　　更新が必要です

選択

　　ソフトウェア更新

　　　　今すぐ更新 ＯＫ

　　ダウンロードします
　　　音声着信以外は
　　ご利用になれません

選択

　　　ソフトウェア更新

ソフトウェアを書換えます

選択

　　ソフトウェア更新
　ダウンロードしました

　　書換えには時間が
　かかる場合があります

　　　  Ｒｅｗｒｉｔｉｎｇ

　　　　　　　〉〉〉〉〉．．．．．

　　　　書換え中

　　　再起動します
　　書換え完了しました

　　　　　Ｒｅａｄｙ　ｔｏ　ｒｅｌｏａｄ
　　Ｒｅｗｒｉｔｉｎｇ　ｉｓ　ｃｏｍｐｌｅｔｅ

ＯＫ
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再起動後、自動的にサーバに接続し、更新完了のチェックを行います。「ソフトウェア更新完了しました」と表示さ
れたら「OK」を選択します。これでソフトウェアの更新は終了です。

日時を予約してソフトウェアを更新する＜予約更新＞
ダウンロードに時間がかかる場合やサーバが混みあっている場合は、あらかじめソフトウェア更新を実行す
る日時をサーバと通信して予約しておくことができます。

＜例：11月10日（金）AM7：30に予約する場合＞ 

1 チェック結果画面（P.393） 「予約」 希望日時を選択
■希望する日時が見つからない場合

「その他の日時」→P.395

2 選択した日時を確認 「YES」
これでソフトウェア更新の予約は完了です。
■希望日時を選択し直す場合

「NO」

予約時刻になると左の画面が表示され、FOMA端末は自動的にソフトウェアの更新を開始しま
す。予約時刻前には、電池パックをフル充電し、電波の十分届くところでFOMA端末を待受状
態にしておいてください。以降の動作は「すぐにソフトウェアを更新する〈即時更新〉」（P.393）
と同じです。

O
ダウンロードの途中で中止すると、それまでダウンロードされたデータは削除されます。
ダウンロードを開始すると、あとはメニューなどを選択しなくても自動的に更新処理を実行します。
ソフトウェア更新中（ダウンロード中）に「遠隔オールロック」を受け付けると、ソフトウェア更新が中止され、オールロックがか
かります。
サーバが混み合っている場合は、右の画面が表示される場合があります。
その場合は、「予約」を選択し、予約更新を行ってください。

　ソフトウェア更新

　ソフトウェア更新
　　完了しました

ＯＫ

サーバーが
混み合っています

選択

　　　ソフトウェア更新

　　　　　　　予約

　　　　　予約

　　　更新が必要です

選択

　　ソフトウェア更新

　　　　今すぐ更新

　　　選んでください
　　　　希望日時を

　　　　　１１／１０（金）１２：５５

　　　　　１１／１１（土）　５：１２
　　　その他の日時

　　　　　１１／１０（金）１８：２３

選択中止

　　ソフトウェア更新　1／２

　　　　　１１／１０（金）　２：３０
　　　　　１１／１０（金）　４：１８
　　　　　１１／１０（金）　７：３０

ＹＥＳ

ＮＯ ＯＫ

　ソフトウェア更新

　に予約しますか？
　　１１／１０（金）　７：３０

　ソフトウェア更新

　　１１／１０（金）　７：３０
　　に予約しました

　　予約起動時刻です
　　更新を開始します

選択

　　ソフトウェア更新

ＯＫ
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●「その他の日時」を選択した場合
P.394の希望日時の選択画面で「その他の日時」を選択すると、希望日と時間帯を選択することができます。

1 希望日を選択
希望日の選択画面には各希望日の予約空き状況が以下のように表示されます。
○　： 空きあり
△　： 空きわずか
無印： 空きなし

2 時間帯を選択
時間帯の選択画面には各時間帯の予約空き状況が以下のように表示されます。
○：空きあり
△：空きわずか
×：空きなし
希望する時間帯を選択すると、再度サーバと通信して予約時刻の候補が表示されます。

3 ソフトウェア更新の希望日時を確認
選択した日時を確認して「YES」を選択すると、再度サーバと通信します。
これでソフトウェア更新の予約は完了です。

●予約を確認する

＜例：予約を確認した後、予約を取り消す場合＞ 

1 i 「その他」 「ソフトウェア更新」 端末暗証番号を入力

2 「取消」
■予約した日時でよい場合

「OK」
■予約した日時を変更する場合

「変更」
携帯電話端末固有の情報をサーバに送信した後、「その他の日時」を選択したときと同じ操
作を行ってください。→P.395

O
予約更新の希望日時には、サーバの時刻が表示されます。
ソフトウェア更新の予約時刻とアラーム通知の時刻が同じ場合は、ソフトウェア更新が優先されます。
ほかの機能を使用していると予約時刻になっても起動しないことがあるのでご注意ください。
通話中、通信中、着信中やメールなどを受信しているときに予約時刻になった場合は、通話終了後やメール受信後にソフトウェア更
新を起動します。
予約が完了した後に「端末初期化」（P.323）を行うと、予約時刻になってもソフトウェア更新は起動しません。再度ソフトウェア
更新の予約を行ってください。

　希望日を選んでください
　　　［２００６／１１／１２（日）］

　　　　空きあり

選択

　　ソフトウェア更新

説明

２ ３
日 月 火 水 木 金 土

４
５ ６ ８

１ １
９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
１９
２６
３０

２１
２８

２２ ２３ ２４ ２５
２９ ３０ ２８ ２９

２０
２７

７

　　　選んでください
　　　希望時間帯を

　　　　２時台　○
　　　　３時台　○

　　　　１時台　△

　　　　５時台　△
　　　　６時台　×
　　　　７時台　△

　　　　４時台　△

選択説明

　　ソフトウェア更新

　　　　０時台　○

１／３

ＹＥＳ

ＮＯ

　ソフトウェア更新

　に予約しますか？
　　１１／１２（日）　０：２３

　　　　　取消

　　　　　　　ＯＫ

　　１１／１０（金）　７：３０
　　に予約されています

選択

　　ソフトウェア更新

　　　　　変更

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
更
新
す
る
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3 「予約を取消しますか？」と表示されたら「YES」
このとき携帯電話端末固有の情報をサーバに送信します。
なお、当社に送信されたお客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号）を第三者に公表・転用することはあり
ません。
「予約を取消しました」と表示されたら、「OK」を選択します。これで予約の取り消しは完了です。

〈スキャン機能〉

障害を引き起こすデータからFOMA端末を守る
まず初めに、パターンデータの更新を行い、パターンデータを最新にしてください。
サイトからのダウンロードやｉモードメールなど外部からFOMA端末に取り込んだデータやプログラムにつ
いて、データを検知して、障害を引き起こす可能性を含むデータの削除やアプリケーションの起動を中止し
ます。
●チェックのためにパターンデータを使います。パターンデータは新たな問題が発見された場合に随時バージョン
アップされますので、パターンデータを更新してください。→P.396

●スキャン機能は、サイトやインターネットホームページの閲覧やメール受信などの際に携帯電話に何らかの障害を
引き起こすデータの侵入から一定の防衛手段を提供する機能です。各障害に対応したパターンデータが携帯電話に
ダウンロードされていない場合、または各障害に対応したパターンデータが存在しない場合、本機能にて障害等の
発生を防ぐことができませんのであらかじめご了承ください。

●パターンデータは携帯電話の機種ごとにデータの内容が異なります。よって弊社の都合により端末発売開始後3年
を経過した機種向けパターンデータの配信は、停止することがありますのであらかじめご了承ください。

●FOMA端末の日付（年月日）を正しく設定しておいてください。
●パターンデータ更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動的にサーバ（当社が
管理するスキャン機能用サーバ）に送信されます。当社は送信された情報を、スキャン機能以外の目的には利用い
たしません。

●パターンデータの更新中に音声電話がかかってきたり、圏外になったりしたときにはパターンデータの更新が中断
されます。

スキャン機能を設定する＜スキャン機能設定＞
スキャン機能を「ON」に設定すると、データやプログラムを実行する際、自動的にチェックします。

1 i 「ロック／セキュリティ」 「スキャン機能」
「スキャン機能画面」が表示されます。

2 「スキャン機能設定」 「ON」
■設定を変更するかどうかのメッセージが表示された場合

「YES」

※スキャン機能を設定すると、障害を引き起こすデータを検出した場合に、5段階の警告レベル
で表示されます。→P.397

パターンデータを更新する＜パターンデータ更新＞

1 スキャン機能画面（P.396） 「パターンデータ更新」 「YES」 「YES」

※パターンデータ更新が必要ないときは「パターンデータは最新です」と表示されます。そのままお使いください。

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ ＯＫ

　ソフトウェア更新

予約を取消しますか？

　携帯電話情報通知

　予約を取消しました

　ソフトウェア更新

携帯電話情報を
送信します

お買い上げ時
ON

スキャン機能画面
選択

　スキャン機能設定

スキャン機能

　バージョン表示

選択

　　ロック／セキュリティ

　パターンデータ更新

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

　パターンデータ更新

　　更新しますか？
　パターンデータを

　パターンデータ更新

　　　送信します
　　携帯電話情報を
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スキャン結果の表示について
■スキャンされた問題要素の表示について

スキャン機能で検出された問題要素の名前の一覧がレベルの高いものから順に5件まで表示されま
す。問題要素が6件以上検出された場合は、6件目以降の問題要素名は省略されます。
問題要素名が省略された残りの件数（6件目以降の件数）は次のように表示されます。
1～9998件の場合：件数がそのまま表示されます。
9999件以上の場合：すべて「他9999件」と表示されます。

■スキャン結果の表示について

パターンデータのバージョンを確認する＜バージョン表示＞

1 スキャン機能画面（P.396） 「バージョン表示」

警告レベル0 警告レベル1 警告レベル2 警告レベル3 警告レベル4

OK･･･ 動作を継続しま
す。

YES･･ 動作を中止し、終
了します。

NO･･･ 動作を継続しま
す。

OK･･･ 動作を中止し、終
了します。

YES･･ データを削除し、
終了します。

NO･･･ 動作を中止し、終
了します。

OK･･･ データを削除し、
終了します。

以下の問題を検出しました

問題要素名１
問題要素名２
問題要素名３
問題要素名４
問題要素名５
他ＸＸＸＸ件

戻る

正常に動作できない
場合があります

ＯＫ
詳細

正常に動作できない
場合があります

動作を中止しますか？

ＹＥＳ
ＮＯ
詳細

正常に動作できない
場合があるため
終了します

ＯＫ
詳細

正常に動作できない
場合があります

データを削除しますか？

ＹＥＳ
ＮＯ
詳細

正常に動作できないため
データを削除します

ＯＫ
詳細

戻る

パターンデータの
バージョン

１.１

選択

　　バージョン表示

ばー
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主な仕様

・連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目安です。
・連続待受時間とはFOMA端末を折り畳み、電波を正常に受信できる状態での時間の目安です。なお、電池の充電状
態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かないか、弱い場合等）などにより、通
話・待受時間は約半分程度になることがあります。ｉモード通信を行うと通話（通信）・待受時間は短くなります。
また通話やｉモード通信をしなくても、ｉモードメールを作成したり、ダウンロードしたｉアプリ、ｉアプリ待
受画面を起動させると、通話（通信）・待受時間は短くなります。

・静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を折り畳み、電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利用時間です。
・移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を折り畳み、電波を正常に受信できるエリア内で「静止」「移動」と「圏
外」を組み合わせた状態での平均的な利用時間です。

・データ通信やマルチアクセスを実行したとき、カメラやライトを使用したときも、通話（通信）時間・待受時間は
短くなります。

項目 仕様
品名 FOMA N702iS
サイズ 高さ98mm×幅52mm×厚さ26mm（折り畳み時）
質量 約113g（電池パック装着時）
液晶部 方式 TFT液晶　65,536色

サイズ 約2.1inch
画素数 82,800画素（240×345ドット）

連続待受時間 静止時：約540時間　移動時：約400時間
連続通話時間 音声電話：約110分　 テレビ電話：約80分
最大出力 0.25W
電池パック種別 リチウムイオン電池
電源電圧 3.8V
電池容量 660mAh
充電時間 ACアダプタ／DCアダプタ／卓上ホルダ：約100分
撮影素子 種類 内側カメラ：VGA-CMOS　外側カメラ：1.3メガPix-CMOS

サイズ 内側カメラ：1/8inch　外側カメラ：1/4inch
カメラ部 有効画素数 内側カメラ：約33万画素　外側カメラ：約130万画素

記録画素数（最大時） 内側カメラ：約31万画素　外側カメラ：約120万画素
ズーム（デジタル） 内側カメラ：最大約2倍（2段階調節）外側カメラ：最大約5倍（16段階調節）

記録部 静止画 撮影サイズ SXGA（横1,280×縦960ドット）　VGA（横640×縦480ドット）
CIF（横352×縦288ドット）　フルスクリーン（横240×縦345ドット）
待受（横240×縦320ドット）　メール大（横176×縦144ドット）
メール小（横128×縦96ドット）

ファイル形式 JPEG
動画 記録サイズ サイズ大（横176×縦144ドット） サイズ小（横128×縦96ドット）

ファイル形式 MP4
フレームレート 最大15fps

主
な
仕
様
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FOMA端末の保存・登録・保護件数

※1：データ量によって実際に保存・登録、保護できる件数が少なくなる場合があります。
※2：50件までFOMAカードに保存できます。
※3：SMSの場合は、さらに受信メールと送信メールを合わせて20件までFOMAカードに保存できます。→P.291
※4：シークレットフォルダには別途最大100件保存できます。
※5：お買い上げ時に登録されているデータを含みます。また、スタイルプラスのQRコードを読み取ったときに、別途最大3件保存で

きます。
※6：シークレットフォルダには別途最大10件保存・登録できます。
※7：お買い上げ時に登録されているデータを含みます。

種別 保存・登録可能件数 保護可能件数
電話帳 最大700※1※2 －
スケジュール スケジュール 100 －

休日 100 －
記念日 100 －

ToDo 100 －
メール
（SMSとｉモードメールの合計）

受信メール 最大1,000※1※3※4 最大500※1

送信メール 最大400※1※3※4 最大200※1

保存メール 20 －
デコメールのテンプレート 45※5 －
メッセージ メッセージR 最大100※1 最大50※1

メッセージF 最大100※1 最大50※1

ブックマーク 100※6 －
画面メモ 最大100※1 最大50※1

ｉアプリ 最大100※1（メール連動型ｉアプリは5） －
静止画／画像 最大260※1※4 －
動画／ｉモーション 最大100※1※6 －
キャラ電 10※7 －
メロディ 最大200※1 －

■お願い
登録したデータの内容は、別にメモを取って保管することをおすすめします。登録したデータの内容は、FOMA USB接続ケーブ
ル（別売）を利用して、パソコンに転送して保管することもできます。→P.297
FOMA端末の故障・修理やその他の取扱いによって、登録したデータが消失する場合があります。当社としては責任を負いかねま
すので、あらかじめご了承ください。
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携帯電話機の比吸収率（SAR）について
この機種FOMA N702iSの携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準に適合しています。
この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機などの無線機器から送出される電波が人間の健康に
影響を及ぼさないよう、科学的根拠に基づいて定められたものであり、人体側頭部に吸収される電波の平均
エネルギー量を表す比吸収率（SAR:Specific Absorption Rate）について、これが2W/kg※1の許容値を
超えないこととしています。この許容値は、使用者の年齢や身体の大きさに関係なく十分な安全率を含んで
おり、世界保健機関（WHO）と協力関係にある国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が示した国際的な
ガイドラインと同じ値になっています。
すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波法に基づき国の技術基準に適合していることの確認を受
ける必要があります。この携帯電話機FOMA N702iSのSARの値は0.717W/kgです。この値は、財団法
人テレコムエンジニアリングセンターによって取得されたものであり、国が定めた方法に従い、携帯電話機
の送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々の製品によってSARに多少の差異が生じることもあ
りますが、いずれも許容値を満足しています。また、携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低
限の送信電力になるよう設計されているため、実際に通話している状態では、通常SARはより小さい値とな
ります。
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホームページをご参照ください。
総務省のホームページ http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm
社団法人電波産業会のホームページ http://www.arib-emf.org/index.html
ドコモのホームページ http://www.nttdocomo.co.jp/product/
NECのホームページ http://www.n-keitai.com/lineup/

※1：技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則14条の2）で規定されています。
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Kあ
アイコン説明
画像. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 186
画像・動画  . . . . . . . . . . . . . . . . . 267
カメラ撮影画面 . . . . . . . . . . . . . . 160
感情お知らせメール. . . . . . . . . . . 223
キャラ電撮影画面 . . . . . . . . . . . . 286
撮影メニュー. . . . . . . . . . . . . . . . 161
着信履歴／不在着信履歴 . . . . . . . . 72
ディスプレイ. . . . . . . . . . . . . . . . . 28
デスクトップ. . . . . . . . . . . . . . . . 134
テレビ電話画面 . . . . . . . . . . . . . . . 84
電話帳便利機能 . . . . . . . . . . . . . . 111
メール一覧画面 . . . . . . . . . . . . . . 230
メール詳細画面 . . . . . . . . . . . . . . 231
メールフォルダ一覧画面 . . . . . . . 230
メッセージ画面 . . . . . . . . . . . . . . 198

メロディ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 288
文字入力(編集)画面 . . . . . . . . . . 344
リダイヤル／発信履歴 . . . . . . . . . . .57
アイコン操作
デスクトップ. . . . . . . . . . . . . . . . 133
表示アイコン選択 . . . . . . . . . . . . 135
明るさ（イメージ編集）. . . . . . . . . . 275
明るさ調節（カメラ） . . . . . . . . . . . 162
アクアイルミネーション . . . . . . . . . . .31
アクセスリーダー . . . . . . . . . . . . . . 173
宛先削除. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 212
宛先タイプ変更（メール）. . . . . . . . 212
宛先入力／追加. . . . . . . . . . . . . . . . 211
アドレス→メールアドレス
アドレス一覧からの宛先入力  . . . . . 211
アドレス一覧の確認 . . . . . . . . . . . . 237
アニメーションの作成  . . . . . . . . . . 273
アニメーションの表示  . . . . . . . . . . 273
アフターサービス . . . . . . . . . . . . . . 390
アフレコ編集（ｉモーション編集） . . 282

アラーム音（内蔵データ）. . . . . . . . 115
アラーム音の止めかた  . . . . . . . . . . 309
アラーム通知
再接続. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .66
通話品質 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 117
優先順位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 309
アラーム通知設定 . . . . . . . . . . . . . . 309
暗証番号について . . . . . . . . . . . . . . 140
暗証番号変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . 141
安全上のご注意  . . . . . . . . . . . . . . . . .12

Kい
移動（フォルダ間）
画像 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 269
受信メール . . . . . . . . . . . . .233, 235
送信メール . . . . . . . . . . . . .234, 236
動画・ｉモーション . . . . . . . . . . 278
ブックマーク. . . . . . . . . . . . . . . . 190
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受信メール
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ゴミ箱へ捨てる . . . . . . . . . .234, 236
削除 . . . . . . . . . . . . . . . . . .234, 236
保護／解除 . . . . . . . . . . . . .233, 235
受信メールBOX . . . . . . . . . . . . . . . 228
受信レベル（電波の強さ）. . . . . . . . . .48

削除
音声. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 313
画像. . . . . . . . . . . . . . . . . . 269, 270
画像全削除（マイピクチャ）. . . . . 290
画面メモ . . . . . . . . . . . . . . 191, 192
受信メール  . . . . . . . . . . . . 234, 236
送信メール  . . . . . . . . . . . . 235, 236

応答保留 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 74
オート着信 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 319
オート表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 112
オート連写モード . . . . . . . . . . . . . . 164

保留（着信中） . . . . . . . . . . . . . . . . . .74
保留（通話中） . . . . . . . . . . . . . . . . . .55
保留音設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .74
ホワイトバランス設定  . . . . . . . . . . 162

索引の引きかた

●本索引は「五十音目次」としての機能もあわせ持っています。本書に記載されている用語だけでなく、
記載内容を要約した用語も収録しています。知りたい事項が収録されていない場合は、別のキーワー
ドで探してください。

　＜例1：受信メールを削除したいとき＞

　＜例2：すぐに電話に出られないとき＞

●「五十音／英字／数字」索引の後に「機能メニュー」索引を収録しています。機能メニュー（P.37）
の項目説明をご覧になりたいときにご利用ください。

　※機能メニューの項目名は、「五十音／英字／数字」索引には一部しか収録していません。
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マイピクチャ画面 . . . . . . . . . . . . 270
メール
新規メール画面 . . . . . . . . . . . . . . 212
本文入力画面. . . . . . . . . . . . . . . . 213
メールメンバー
一覧画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222
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索
引

詳細画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222
めざまし時計画面 . . . . . . . . . . . . . . 303
メッセージ
一覧画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 200
詳細画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 200
メモの再生／消去画面. . . . . . . . . . . . 82
メロディ
一覧画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 289
プログラムフォルダ. . . . . . . . . . . 281
メロディ画面. . . . . . . . . . . . . . . . 289
文字入力（編集）画面. . . . . . . . . . . 348
ユーザ辞書画面 . . . . . . . . . . . . . . . . 353
リダイヤル画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . 58
連続撮影
確認画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 165
撮影画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 163
詳細表示確認画面 . . . . . . . . . . . . 166
Bookmark
一覧画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 190
フォルダ一覧画面 . . . . . . . . . . . . 190
FOMAカード（UIM）操作画面  . . . 292
ｉアプリ
セキュリティエラー履歴画面 . . . . 256
ソフト一覧画面 . . . . . . . . . . . . . . 255
待受画面終了情報画面 . . . . . . . . . 259
ｉモーション
停止（一時停止）画面 . . . . . . . . . 280
データ取得完了画面. . . . . . . . . . . 204
プログラムフォルダ. . . . . . . . . . . 281
編集画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 282
ToDo
内容確認画面. . . . . . . . . . . . . . . . 308
ToDo画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . 308
URL 一覧画面  . . . . . . . . . . . . . . . . 189

この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際は、回収・リサイクルに出しましょう。
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クイックマニュアル
クイックマニュアルのご使用方法

本書に綴じ込みされているクイックマニュアルはキリトリ線で切り取り、下記のように折ってご使用くださ
い。なお、クイックマニュアルは2枚合せてご携帯ください。
■切り取りかた
キリトリ線でクイックマニュアルのページを切り取ります。
下図のように定規などをキリトリ線に合わせて切り取れます。
※はさみなどで切り取る際には、けがなどに気を付けてください。

■折りかた
下図のように、表紙面が見えるように、折れ線に合わせて折り畳んでお使いください。
※2枚目のクイックマニュアルの場合は、「メニュー機能一覧」（16ページ）が表紙になるように折り畳ん
でお使いください。

キリトリ線

表紙

表紙 表紙

ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル



1
 待
受
画
面
表
示
中

➜
f

➜「
電
話
帳
登
録
」

●
着
信
履
歴
か
ら
登
録
す
る
場
合

待
受
画
面
表
示
中

➜
h

➜
着
信
履
歴
を
選
択

➜

p
［
機
能
］
➜ 「
電
話
帳
登
録
」

●
リ
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
登
録
す
る
場
合

待
受
画
面
表
示
中

➜
j

➜
リ
ダ
イ
ヤ
ル
を
選
択

➜

p
［
機
能
］
➜ 「
電
話
帳
登
録
」

2
 「
本
体
」ま
た
は「
FO
M
A
カ
ー
ド（
U
IM
）」

➜（「
着
信

履
歴
／
リ
ダ
イ
ヤ
ル
」か
ら
登
録
す
る
場
合
は「
新
規
登

録
」ま
た
は「
追
加
登
録
」を
選
択
）
➜
名
前
を
入
力

➜
名

前
の
フ
リ
ガ
ナ
を
確
認

➜d
［
確
定
］

３
 項
目
を
選
択
し
て
そ
れ
ぞ
れ
入
力

■
グ
ル
ー
プ
の
設
定（
０
０
～
１
９
）

 
＜
未
登
録
＞

➜
グ
ル
ー
プ
を
選
択

■
電
話
番
号
の
設
定（
４
件
ま
で
）

 
＜
未
登
録
＞

➜
電
話
番
号
を
入
力

➜
 
ア
イ
コ
ン
を
選
択

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
設
定（
３
件
ま
で
）

 
＜
未
登
録
＞

➜
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力

➜
 
ア
イ
コ
ン
を
選
択

■
住
所
の
設
定

 
＜
未
登
録
＞

➜
郵
便
番
号
を
入
力

➜
住
所
を
入
力

■
誕
生
日
の
設
定

 
＜
未
登
録
＞

➜
誕
生
日
を
入
力

■
メ
モ
の
設
定

 
＜
未
登
録
＞

➜
メ
モ
を
入
力

■
静
止
画
の
設
定
　

 
＜
未
登
録
＞

➜
静
止
画
を
選
択

■
キ
ャ
ラ
電
の
設
定

 
＜
未
登
録
＞

➜
キ
ャ
ラ
電
を
選
択

■
メ
モ
リ
番
号
の
設
定（
０
０
０
～
６
９
９
）

 
０
０
０
～
６
９
９

➜
メ
モ
リ
番
号
を
入
力

４
 o
[完
了
]

FO
M
A
カ
ー
ド
へ
の
登
録
で
は
、名
前
、フ
リ
ガ
ナ
、グ

ル
ー
プ
、電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
み
登
録
で
き

ま
す
。

●
電
話
帳
を
修
正
す
る

1 電
話
帳
詳
細
画
面
を
表
示
す
る

➜p
[機
能
]➜

 

「
電
話
帳
編
集
」

➜
必
要
な
項
目
を
修
正

➜
o
[完
了
]

2
 本
体
の
場
合

➜「
Y
ES
」

FO
M
A
カ
ー
ド
の
場
合

➜「
上
書
き
登
録
」
➜「
Y
ES
」

●
電
話
帳
を
削
除
す
る

電
話
帳
一
覧
画
面
を
表
示
す
る

➜
p
[ 機
能
] ➜「

電
話

帳
削
除
」

➜「
1
件
削
除
」
➜
「
Y
ES
」

■
文
字
入
力
画
面

■
入
力
で
き
る
文
字
種

 
　
  ... 漢

字
ひ
ら
が
な
 

... 数
字

 
 
... カ
タ
カ
ナ
 

... 区
点
コ
ー
ド

 
 
... 英

字

■
 文
字
入
力
方
式
の
切
り
替
え

o
［
絵
記
］（
1
秒
以
上
）

押
す
た
び
に
次
の
よ
う
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

か
な
方
式

➜
2
タ
ッ
チ
方
式

➜
Ｔ
9
入
力
方
式

■
 濁
点
、半
濁
点
、句
読
点
の
入
力

 
q
（
数
回
）

■
 漢
字
ひ
ら
が
な
、カ
タ
カ
ナ
、英
字
、数
字
入
力
モ
ード
の
切
り
替
え

 
u
（
数
回
）

■
 絵
文
字
記
号
の
連
続
入
力

o
［
絵
記
］
➜
絵
文
字
ま
た
は
記
号
を
選
択

➜

入
力
が
終
わ
っ
た
ら
t

■
 文
字
の
消
去

b
で
削
除
し
た
い
文
字
に
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
る

➜

t
 

■
 ス
ペ
ー
ス
の
入
力

p
［
機
能
］
➜「
ス
ペ
ー
ス
入
力
」

■
 改
行
の
入
力

r
（
1
秒
以
上
）

g
（
文
末
の
場
合
の
み
）

■
 入
力
し
た
文
字
の
大
文
字
／
小
文
字
の
切
り
替
え

r
　

　
４８２

確
定

機
能

絵
記

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　　テ
キ
ス
ト
メ
モ
編
集

　
　小
／
大

情
報
表
示
エ
リ
ア

操
作
ガ
イ
ダ
ン
ス
エ
リ
ア

文
字
入
力
エ
リ
ア

　　ト゛コモタロウ
　
〈
未
登
録
〉

　
〈
未
登
録
〉

　
〈
未
登
録
〉

　
〈
未
登
録
〉

　
〈
未
登
録
〉

　
〈
未
登
録
〉

　
〈
未
登
録
〉

　
〈
未
登
録
〉

　
　
　

　電
話
帳
登
録
　　　　１／２

選
択

完
了

　
ド
コ
モ
太
郎選
択

静
止
画

メ
モ

キ
ャ
ラ
電

誕
生
日

住
所

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

電
話
番
号

グ
ル
ー
プ

フ
リ
ガ
ナ

名
前

改
行

ｃｈ　文
字

ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

○
総
合
お
問
い
合
わ
せ
先
〈
D
oC
oM
o イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
〉

■
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、PH

Sか
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）151 （

無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

0120-800-000
※
携
帯
電
話
、PHSか

ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、お
間
違
い
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

○
故
障
お
問
い
合
わ
せ
先

■
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、PH

Sか
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）113 （

無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

0120-800-000
※
携
帯
電
話
、PHSか

ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、お
間
違
い
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

●
な
お
、詳
し
く
は
FO
M
A
端
末
な
ど
に
添
付
の「
全
国
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
一
覧
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

1
2

3

6
7

5
4

電
話
帳
を
修
正・削

除
す
る

文
字
入
力

電
話
帳
に
登
録
す
る

キ
リ
ト
リ
線

N
702iS



選
択

　
　
　
新
規
メ
ー
ル

送
信

機
能

選
択

　　
　　
ｄｏ
ｃｏ
ｍｏ
．ｔ
ａｒ
ｏ．
△△
＠ｄ
ｏｃ
ｏｍ

＜新
規
入
力
＞

■
 文
字
入
力（
編
集
）画
面
の
表
示

i
4

2
➜
o［
編
集
］➜

u
で「
漢
字
ひ
ら
が
な
入
力
モ
ー
ド
」に
す
る

➜

し
 ➜
 3

を
2
回
 

ぶ
 ➜
 6

を
3
回
、q

を
１
回

や
 ➜
 8

を
1
回

く
 ➜
 2

を
3
回

■
 文
字
の
変
換

p［
変
換
］で
変
換
候
補
を
表
示

さ
ら
に
c
で
変
換
候
補
を
一
覧
で
表
示

「
渋
谷
区
」を
選
択

■
 静
止
画
撮
影

i
➜
　
　
　（
Li
fe
Ki
t）

➜「
カ
メ
ラ
」➜
「
フ
ォト
モ
ード
」

➜
d
［
撮
影
］ま
た
は
s［
　
　
］ ➜
d
［
保
存
］

■
 連
続
撮
影

i
➜
　
　
　（
Li
fe
K
it
）➜
「
カ
メ
ラ
」➜

「
フ
ォト
モ
ー
ド
」➜
p［
機
能
］➜

「
カ
メ
ラ
モ
ー
ド
切
替
」➜
「
連
写
モ
ー
ド
」➜

「
オ
ー
ト
」ま
た
は「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」➜

d
［
連
写
／
撮
影
］ま
た
は
s［
　
　
］➜

p ［
機
能
］➜
保
存
す
る
方
法
を
選
択

■
 動
画
撮
影

i
➜
　
　
　（
Li
fe
Ki
t）

➜
「
カ
メ
ラ
」➜

「
ム
ー
ビ
ー
モ
ード
」➜
d
［
撮
影
］ま
た
は
s［
　
　
］ ➜

d
［
終
了
］ま
た
は
s［
　
　
］ ➜
d
［
保
存
］

■
 静
止
画
再
生

i
➜
　
 　
（
デ
ー
タ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）➜
「
マ
イ
ピ
ク
チ
ャ
」➜

フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

➜
静
止
画
を
選
択

■
 動
画
再
生

i
➜
　
 　
（
デ
ー
タ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）➜
「
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
」➜

フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

➜
動
画
を
選
択

■
 メ
ロ
デ
ィ
再
生

i
➜
　
 　
（
デ
ー
タ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）➜
「
メ
ロ
デ
ィ
」➜

フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

➜
メ
ロ
デ
ィ
を
選
択

■
 テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
る

相
手
の
電
話
番
号
を
入
力

➜
o［
テ
レ
ビ
電
話
］➜

通
話
が
終
了
し
た
ら
y

　

■
 テ
レ
ビ
電
話
を
受
け
る

着
信
音
が
鳴
り
、着
信
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
滅
し
た
ら

o
［
テ
レ
ビ
電
話
］ま
た
は
r

も
し
く
は
d
［
代
替
］➜

通
話
が
終
了
し
た
ら
y

o
［
テ
レ
ビ
電
話
］ま
た
は
r

：
自
分
の
カ
メ
ラ

映
像
を
相
手
に

送
信
す
る

d
［
代
替
］：
代
替
画
像
を
相
手
に
送
信
す
る

■
 通
話
中
の
動
作

o
：
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
の
切
り
替
え
と
解
除

d
［
切
替
］：
カ
メ
ラ
の
切
り
替
え（
内
側
カ
メ
ラ
／
外
側

カ
メ
ラ
）

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
作
成・
送
信

  

■
 作
成
画
面
を
表
示

o［
　
　
　
］➜
o［
　
　
　
］

■
 宛
先
を
入
力

　
　
 ➜
宛
先
参
照
先
を
選
択

■
 題
名
を
入
力

　
 　

➜
題
名
を
入
力

■
 本
文
を
入
力

 　
　

➜
本
文
を
入
力

■
 メ
ー
ル
を
送
信

o［
送
信
］➜
「
O
K
」

フ
ァ
イ
ル
の
添
付

■
 イ
メ
ー
ジ
添
付

新
規
メ
ー
ル
作
成
画
面
を
表
示

➜
p［
機
能
］➜

「
添
付
フ
ァ
イ
ル
追
加
」➜
「
イ
メ
ー
ジ
添
付
」➜

フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

➜
画
像
を
選
択

■
 ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
添
付

新
規
メ
ー
ル
作
成
画
面
を
表
示

➜
p［
機
能
］➜

「
添
付
フ
ァ
イ
ル
追
加
」➜
「
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
添
付
」➜

フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

➜
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
選
択

■
 メ
ロ
デ
ィ
添
付

新
規
メ
ー
ル
作
成
画
面
を
表
示

➜
p［
機
能
］➜

「
添
付
フ
ァ
イ
ル
追
加
」➜
「
メ
ロ
デ
ィ
添
付
」➜

フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

➜
メ
ロ
デ
ィ
を
選
択

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
受
信

「
   
 」
が
点
滅
→
受
信
結
果
画
面
が
表
示

➜

「
　
　
」を
選
択

➜
表
示
し
た
い
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
を
選
択

そ
の
他
の
メ
ー
ル
機
能

■
 メ
ー
ル
の
返
信

返
信
し
た
い
メ
ー
ル
を
表
示

➜
p［
機
能
］➜
「
返
信
」

ま
た
は「
引
用
返
信
」 ➜
「
　
　
　
」➜
本
文
を
入
力

➜

o［
送
信
］➜
「
O
K
」

■
メ
ー
ル
の
転
送

転
送
し
た
い
メ
ー
ル
を
表
示

➜
p［
機
能
］➜
「
転
送
」

➜「
　
　
　
」➜
宛
先
参
照
先
を
選
択

➜
宛
先
を
入
力

➜

o［
送
信
］➜
「
O
K
」

ｉ
モ
ー
ド
問
い
合
わ
せ

o［
M
A
IL
］（
1
秒
以
上
）

宛
先

題
名

本
文

＜宛
先
参
照
/入
力
＞

14
13

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル

12

テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
る・
受
け
る

11

静
止
画
、動
画
や
メ
ロ
デ
ィ
を
再
生
す
る

10
9

テ
キ
ス
ト
メ
モ
に「
渋
谷
区
」を
入
力

カ
メ
ラ

8

15

キ
リ
ト
リ
線



メ
ニ
ュ
ー
機
能
一
覧

大
項
目

中
項
目

メ
ー
ル

受
信
B
O
X

送
信
B
O
X

保
存
B
O
X

新
規
メ
ー
ル
作
成

チ
ャ
ッ
ト
メ
ー
ル

S
M
S
作
成

ｉ
モ
ー
ド
問
い
合
わ
せ

メ
ー
ル
選
択
受
信

S
M
S
問
い
合
わ
せ

テ
ン
プ
レ
ー
ト

メ
ー
ル
設
定

ｉ
モ
ー
ド

ｉ
M
enu

B
ookm

ark
画
面
メ
モ

ラ
ス
ト
U
R
L

Internet
ｉ
チ
ャ
ネ
ル

メ
ッ
セ
ー
ジ

ｉ
モ
ー
ド
問
い
合
わ
せ

ユ
ー
ザ
証
明
書
操
作

ｉ
モ
ー
ド
設
定

大
項
目

中
項
目

小
項
目

各
種
設
定

アプリケーション
接
続
先
選
択
（
i
　8

1
　）

通
信
設
定

S
M
S
 center設

定
証
明
書

証
明
書
セ
ン
タ
ー
接
続
設
定

ｉ
ア
プ
リ
設
定
ソ
フ
ト
情
報
表
示
設
定

待
受
画
面
終
了

外
部
接
続

通
知
音
出
力
切
替
（
i
5

1
）

イ
ヤ
ホ
ン
接
続
時
マ
イ
ク
切
替

オ
ー
ト
着
信
（
i
　 9

4
）

そ
の
他

ス
タ
イ
ル
モ
ー
ド

ボ
タ
ン
確
認
音
（
i
　3

0
）

充
電
確
認
音

電
池
残
量
（
i
　 7

1
）

サイドボタン操作（i
w
（
1秒
以
上
））

文
字
入
力
方
式
（
i
　3

5
　）

履
歴
表
示
設
定

ポ
ー
ズ
ダ
イ
ヤ
ル（
i
　8

4
　）

サ
ブ
ア
ド
レ
ス
設
定

プ
レ
フ
ィ
ッ
ク
ス
設
定

国
際
ダ
イ
ヤ
ル
設
定

大
項
目

中
項
目

小
項
目

ｉ
ア
プ
リ

ソ
フ
ト
一
覧

自
動
起
動
設
定

ｉ
ア
プ
リ
実
行
情
報

各
種
設
定

着
信

着
信
音
量
（
i
5

0
）

着
信
音
選
択
（
i
1

3
）

SRS_W
OW

設
定（
i
6

4
）

バ
イ
ブ
レ
ー
タ
（
i
5

4
）

イルミネーション設定（
i
8

9
）

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
選
択（
i
2

0
）

電
話
帳
画
像
着
信
設
定

着
信
ア
ン
サ
ー
設
定（
i
5

8
）

ク
ロ
ー
ズ
動
作
設
定（
i
1

8
）

メール／メッセージ鳴
動（
i
6

8
）

呼
出
時
間
表
示
設
定（
i
9

0
）

確
認
機
能
設
定
（
i
6

5
）

通
話

ノイズキャンセラ（
i
7

6
）

通
話
品
質
ア
ラ
ー
ム（
i
7

5
）

再
接
続
機
能
（
i
7

7
）

通
話
中
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

保
留
音
設
定

自
動
発
信
設
定

大
項
目

中
項
目

小
項
目

各
種
設
定

そ
の
他

P
LM
N
設
定

表
示
ア
イ
コ
ン
選
択
設
定

設
定
リ
セ
ッ
ト
（
i
2

3
）

端
末
初
期
化

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
更
新

データ
BOX

マ
イ
ピ
ク
チ
ャ
（
i
4

6
）

ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン

メ
ロ
デ
ィ
（
i
1

6
）

キ
ャ
ラ
電

LifeK
it

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
i
4

5
）

め
ざ
ま
し
時
計
（
i
4

4
）

ToD
o（
i
9

5
）

テ
キ
ス
ト
メ
モ
（
i
4

2
）

電
卓
（
i
8

5
）

メ
モ
の
再
生
／
消
去（
s［
M
EM
O
／
CH
ECK］）

伝
言
メ
モ
（
i
5

5
）

待
受
中
音
声
メ
モ
（
i
4

3
）

お
し
ゃ
べ
り
機
能
（
i
9

1
）

大
項
目

中
項
目

小
項
目

各
種
設
定

テ
レ
ビ
電
話
送
信
画
質
設
定

画
像
選
択

音
声
自
動
再
発
信

遠
隔
監
視
設
定

親
画
面
表
示

テ
レ
ビ
電
話
切
替
通
知

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
切
替

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画
面
表
示
設
定
（
i
5

6
）

照
明
設
定
（
i
7

0
）

画
面
デ
ザ
イ
ン
（
i
8

6
）

イルミネーション・ウィンドウ（
i
9

3
）

フ
ォ
ン
ト
設
定
（
i
6

6
）

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
（
i
6

3
）

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
（
i
1

5
）

オリジナルメニュー登録（
i
5

2
）

メ
ニ
ュ
ー
画
面
設
定
（
i
5

7
）

ピ
ク
チ
ャ
表
示
設
定

オ
ー
ト
表
示
（
i
4

7
）

表
示
ア
イ
コ
ン
説
明
（
i
3

6
）

時
間
／
料
金

通
話
時
間
／
料
金
（
i
6

1
）

通
話
料
金
通
知

大
項
目

中
項
目

LifeK
it

FO
M
A
カ
ー
ド
（
U
IM
）
操
作

電
話
帳
画
像
転
送

ア
ク
セ
ス
リ
ー
ダ
ー

テ
ィ
ー
タ
イ
マ
ー
（
i
3

7
）

辞
典

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
問
い
合
わ
せ
（
i
2

5
）

発
信
者
番
号
通
知
（
i
1

7
）

留
守
番
電
話

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

転
送
で
ん
わ

迷
惑
電
話
ス
ト
ッ
プ

番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス

着
信
動
作
選
択

通
話
中
着
信
設
定

遠
隔
操
作
設
定

デ
ュ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

英
語
ガ
イ
ダ
ン
ス

追
加
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
ダ
イ
ヤ
ル

マ
ル
チ
ナ
ン
バ
ー

大
項
目

中
項
目

小
項
目

各
種
設
定

時
間
／
料
金
積
算
リ
セ
ッ
ト
（
i
6

0
）

積
算
料
金
自
動
リ
セ
ッ
ト

通
話
中
時
間
表
示
（
i
4

8
）

時
計

時
計
設
定
（
i
3

1
）

待
受
時
計
表
示
（
i
3

9
）

ア
ラ
ー
ム
通
知
設
定

ロ
ッ
ク
／

オ
ー
ル
ロ
ッ
ク

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
P
IM
ロ
ッ
ク

シ
ン
プ
ル
ロ
ッ
ク

セ
ル
フ
モ
ー
ド

ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限

登
録
外
着
信
拒
否

非
通
知
着
信
設
定
（
i
1

0
）

端
末
暗
証
番
号
変
更（
i
2

9
）

P
IN
設
定

シークレットモード（
i
4

0
）

シークレット専用モード（
i
4

1
）

ス
キ
ャ
ン
機
能

遠
隔
オ
ー
ル
ロ
ッ
ク
（
i
9

9
）

アプリケーション
接
続
待
ち
時
間
設
定

通
信
設
定

ｉ
モ
ー
ド
問
い
合
わ
せ
設
定

大
項
目

中
項
目

電
話
帳

電
話
帳
登
録

電
話
帳
検
索

電
話
帳
登
録
件
数
（
i
2

2
）

電
話
帳
便
利
機
能
（
i
6

2
）

電
話
帳
指
定
設
定
（
i
1

2
）

グ
ル
ー
プ
設
定
（
i
2

6
）

ユ
ー
ザ

自
局
番
号
表
示
（
i
0

）
デ
ー
タ

着
信
履
歴
（
i
2

4
）

発
信
履
歴

メ
ー
ル
メ
ン
バ
ー
（
i
9

7
）

チ
ャ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

定
型
文
（
i
3

8
）

ユ
ー
ザ
辞
書
（
i
8

2
）

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
辞
書

＜
そ
の
他
の
機
能
＞

●
マ
ナ
ー
モ
ー
ド

　q
（
1秒
以
上
）（
押
す
た
び
に
設
定
／
解
除
）

●
公
共
モ
ー
ド
　
w

（
1秒
以
上
）（
押
す
た
び
に
設
定
／
解
除
）

　（
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
）

カ
メ
ラ

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

赤
外
線
受
信
（
i
7

9
）

22

19
18

17
16

21
20

23

キ
リ
ト
リ
線



ア
イ
コ
ン
表
示
エ
リ
ア

29

主
な
ア
イ
コ
ン
表
示

28

FO
M
A
端
末
か
ら
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

27
26

25

ネ
ット
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

24

30
31

キ
リ
ト
リ
線

留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス

■
 留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始

i
➜
　
 
　（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
留
守
番
電
話
」➜
「
留
守

番
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始
」➜
「
Y
ES
」➜
「
Y
ES
」➜
呼
出

時
間（
秒
）を
入
力

■
 留
守
番
サ
ー
ビ
ス
停
止

i
➜
　
 
　（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
留
守
番
電
話
」➜
「
留
守

番
サ
ー
ビ
ス
停
止
」➜
「
Y
ES
」

■
 留
守
番
メ
ッ
セ
ー
ジ
再
生

i
➜
　
 
　（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
留
守
番
電
話
」➜
「
留
守

番
メ
ッ
セ
ー
ジ
再
生
」➜
「
Y
E
S
」➜
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
指
示
に
従
っ
て
操
作

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

■
 キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始

i
➜
　
　
　（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
」➜
「
キ
ャ

ッ
チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始
」➜
「
Y
ES
」

■
 キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
停
止

i
➜
　
　
　（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
」➜
「
キ
ャ

ッ
チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
停
止
」➜
「
Y
ES
」

■
 通
話
中
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
出
る

通
話
中
に
着
信
が
あ
っ
た
ら
r

 
r

を
押
す
た
び
に
通
話
す
る
相
手
を
切
り
替
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

転
送
で
ん
わ
サ
ー
ビ
ス

■
 転
送
サ
ー
ビ
ス
開
始

i
➜
　
 
　（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
転
送
で
ん
わ
」➜
「
転
送
サ

ー
ビ
ス
開
始
」➜
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
行
い
た
い
操
作
を
選
択

■
 転
送
サ
ー
ビ
ス
停
止

i
➜
　
 
　（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
転
送
で
ん
わ
」➜
「
転
送
サ

ー
ビ
ス
停
止
」➜
「
Y
ES
」

番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス

■
 番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス
開
始

i
➜
　
 　
（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ

ス
」 ➜
「
番
号
通
知
お
願
い
開
始
」➜
「
Y
ES
」➜
「
O
K
」

■
 番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス
停
止

i
➜
　
 　
（
サ
ー
ビ
ス
）➜
「
番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ

ス
」 ➜
「
番
号
通
知
お
願
い
停
止
」➜
「
Y
ES
」➜
「
O
K
」

（
局
番
な
し
）1
06

（
局
番
な
し
）1
04

（
局
番
な
し
）1
15

（
局
番
な
し
）1
17

知
り
た
い
地
域
の

市
外
局
番
＋
17
7

（
局
番
な
し
）1
10

（
局
番
な
し
）1
19

（
局
番
な
し
）1
18

（
局
番
な
し
）1
71

コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル（
料
金
着
信
払
通
話
）

一
般
電
話
の
番
号
案
内
お
よ
び
ド
コ
モ
と
ご

契
約
の
携
帯
電
話
の
番
号
案
内（
有
料
）※
1

電
報
の
発
信（
有
料
）午
前
8時
～
午
後
10
時

時
報
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）

天
気
予
報（
有
料
）

警
察
へ
の
緊
急
通
報
※
2

消
防・
救
急
へ
の
緊
急
通
報
※
2

海
上
で
事
件・
事
故
が
起
き
た
と
き
の
緊
急
通
報

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
有
料
）

※
1：
 電
話
番
号
の
案
内
を
希
望
さ
れ
な
い
お
客
様
に
つ

い
て
は
ご
案
内
で
き
ま
せ
ん
。

※
2：
 お
か
け
に
な
っ
た
地
域
に
よ
り
、管
轄
の
消
防
署・
警

察
署
に
接
続
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。接
続
さ

れ
な
い
と
き
は
、お
近
く
の
公
衆
電
話
ま
た
は
一
般

電
話
か
ら
お
か
け
く
だ
さ
い
。

：電
池
残
量
表
示

：オ
ー
ル
ロ
ッ
ク
設
定
中

：未
読
メ
ー
ル
あ
り

：未
読
メ
ッ
セ
ー
ジ
Ｒ
あ
り

：未
読
メ
ッ
セ
ー
ジ
Ｆ
あ
り

：ｉ
モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
メ
ー
ル
あ
り

：電
波
の
受
信
レ
ベ
ル

：ｉ
モ
ー
ド
中

：S
S
L対
応
ペ
ー
ジ
を
表
示
中

：U
S
B
ケ
ー
ブ
ル
未
接
続
時

：赤
外
線
通
信
中

：音
声
通
話
中

　：
マ
ル
チ
タ
ス
ク
中

　
　
　
 ：バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定
中

　
　
　
 ：着
信
音
量
を「
消
去
」に
設
定
中

：マ
ナ
ー
モ
－ド
設
定
中

：公
共
モ
ー
ド（
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
）設
定
中

：ア
ラ
ー
ム
通
知
機
能
設
定
中

～
　
  　
：伝
言
メ
モ
設
定
中

～
　
  、
　
  ：
留
守
番
電
話
の
伝
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り

：バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を「
O
FF
」に
設
定
中

：サ
イ
ド
ボ
タ
ン
を「
閉
じ
た
時
無
効
」に
設
定
中

○
総
合
お
問
い
合
わ
せ
先
〈
D
oC
oM
o 
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
〉

■
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、P
H
Sか
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
） 1

51
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

01
20

-8
00

-0
00

※
携
帯
電
話
、P
HS
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、お
間
違
い
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

○
故
障
お
問
い
合
わ
せ
先

■
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、P
H
Sか
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
） 1

13
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

01
20

-8
00

-0
00

※
携
帯
電
話
、P
HS
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、お
間
違
い
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

●
な
お
、詳
し
く
は
FO
M
A
端
末
な
ど
に
添
付
の「
全
国
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
一
覧
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



マナーもいっしょに携帯しましょう 

FOMA端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましょう。

こんな場合は必ず電源を切りましょう 
■使用禁止の場所にいる場合

携帯電話を使用してはいけない場所があります。以下の場所では、必ずFOMA端末の電源を切ってくださ
い。 
・航空機内 ・病院内
※ 医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。ロビーや待合室などでも、必ず

電源を切ってください。
■運転中の場合

運転中のFOMA端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。 
※ 車を安全なところに停車させてからご使用になるか、公共モード（ドライブモード）をご利用ください。 

■満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方が近くに いる
可能性がある場合
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与える恐れがあります。 

■劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合
静かにすべき公共の場所でFOMA端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。

使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう 
■レストランやホテルのロビーなどの静かな場所でFOMA端末を使用する場合は、声の大きさなどに
気をつけましょう。 

■街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。 

プライバシーを守りましょう 
カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシー等にご配慮ください。

こんな機能が公共のマナーを守ります 
かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA端末から鳴る音を消す設定など、便利な機能が
あります。 

【マナーモード／オリジナルマナーモード】→P.118、119
ボタン確認音・着信音などFOMA端末から鳴る音を消します（マナーモード）。マナーモードに
伝言メモ機能の有無の設定やバイブレータ・着信音の設定の変更もできます（オリジナルマナー
モード）。ただし、マナーモード/オリジナルマナーモードのどちらでも、カメラのシャッター
音を消すことはできません。 
【公共モード（ドライブモード／電源OFF）】→P.75、77
電話をかけてきた相手に、運転中または通話を控える必要のあるような場所にいるか、電源を切
る必要がある場所にいるため、電話に出られないことを通知するガイダンスで応答します。 
【バイブレータ】→P.116
電話がかかってきたことを、振動で知らせます。 
【伝言メモ機能】→P.79
電話に出られない場合に、電話をかけてきた相手の用件を録音します。 
そのほかにも、留守番電話サービス（P.326）、転送でんわサービス（P.330）などのオプショ
ンサービスが利用できます。 
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取扱説明書※ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※ｉモードからご利用いただく場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。
※パソコンからご利用になる場合、「My DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。
※「ネットワーク暗証番号」および「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は下記総合お問い合わせ先にご相談くだ
さい。

※ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。
※システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

　　　 （局番なしの）151（無料）
※一般電話などからはご利用になれません。

■一般電話などからの場合

 0120-800-000
※携帯電話、PHSからもご利用になれます。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけくださ
い。

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

　　　 （局番なしの）113（無料）
※一般電話などからはご利用になれません。

■一般電話などからの場合

 0120-800-000
※携帯電話、PHSからもご利用になれます。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけくださ
い。
●なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービスステーション
一覧」でご確認ください。

総合お問い合わせ先
＜DoCoMo インフォメーションセンター＞ 故障お問い合わせ先

ｉMenu 料金＆お申込・設定 ドコモeサイト パケット通信料無料 ｉモードから 

My DoCoMo (http://www.mydocomo.com/) 各種手続き（ドコモeサイト）パソコンから 

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承って
おります。
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MDT-000066-JAA0

ʼ06.8

かんたん検索／
目次／注意事項

ご使用前の確認

電話のかけかた／
受けかた

テレビ電話のかけかた／
受けかた

電話帳

音／画面／照明設定

あんしん設定

カメラ

メール

ｉアプリ

ｉチャネル

データ表示／編集／管理

その他の便利な機能

ネットワークサービス

データ通信

文字入力

付録／外部機器連携／
困ったときには

索引／
クイックマニュアル

ｉモード／
ｉモーション

06/07/06 3595gk_4c30
64p



データ通信マニュアル
FOMA端末から利用できるデータ通信について............. 1
ご使用になる前に ............................................................... 4
手順を確認する.................................................................... 5
パソコンの設定をする ........................................................ 8
FOMA PC設定ソフトについて ....................................... 13
各種設定の方法.................................................................... 18
設定した通信を実行する..................................................... 24
W-TCPの設定 ..................................................................... 27
接続先（APN）の設定 ...................................................... 29
ダイヤルアップネットワークの設定 ................................. 30
ダイヤルアップの設定を行う............................................. 37
ATコマンド一覧.................................................................. 46

データ通信マニュアルについて
本マニュアルでは、FOMA N702iSでデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、
CD-ROM内の「N702iS通信設定ファイル（ドライバ）」「FOMA PC設定ソフト」のインストール方
法などを説明しています。
Windows XPの操作手順について
本マニュアルでは、Windows XP Service Pack 2に対応した内容となっております。お使いの環境
によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。
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FOMA端末から利用できるデータ通信について

利用できるデータ通信の種類
FOMA端末とパソコンを接続して利用できるデータ通信は、パケット通信、64Kデータ通信
とデータ転送（OBEX）に分類されます。

パケット通信
送受信されたデータ量に応じて課金され、受信最大384kbps、送信最大64kbpsの通信速度でデータを送
受信します（通信環境や混雑状況の影響により通信速度が変化するベストエフォートによる提供です）。少
ないデータ量を高速でやりとりするのに適しています。
FOMAネットワークに接続された企業内LANにアクセスすることもできます。
ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」や「mopera」など、FOMAパケット通信対応アクセ
スポイントを利用します。
FOMA USB接続ケーブル（別売）を使ってパソコンと接続したり、専用ケーブルでPDAと接続すること
により通信を行います。
※データ量の大きいファイルの送受信を行った場合、通信料金が高額になりますのでご注意ください。

FOMAパケット通信対応アクセスポイント
（mopera Uやmopera、インターネット
サービスプロバイダ）

基地局

企業内LAN

パケット通信

FOMA USB接続
ケーブル

FOMA端末

パソコン

FOMA
ネットワーク



2

64Kデータ通信
データ量に関係なく、接続された時間に応じて課金され、64kbps の安定した通信速度でデータを送受信
します。多くのデータ量をやりとりするのに適しています。
ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」や「mopera」などのFOMA 64K データ通信対応ア
クセスポイント、またはISDN同期64Ｋアクセスポイントを利用します。
FOMA USB接続ケーブルを使ってパソコンと接続したり、専用ケーブルでPDAと接続することにより通
信を行います。
※長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になりますのでご注意ください。

データ転送（OBEX）
赤外線やFOMA USB接続ケーブルを使ってデータを送受信します。FOMA USB接続ケーブルを使って、
パソコンとデータ転送を行うときには、後で説明するFOMA N702iS通信設定ファイル以外に、データリ
ンクソフト（取扱説明書「付録／外部機器連携／困ったときには」を参照）もインストールする必要があり
ます。

ISDN同期64Kアクセスポイント
（インターネットサービスプロバイダなど）

mopera Uやmoperaなど、FOMA 
64Kデータ通信対応アクセスポイント

FOMA
ネットワーク ISDN網

基地局
64Kデータ通信

FOMA端末

FOMA USB接続ケーブルパソコン
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ご利用にあたっての留意点

インターネットサービスプロバイダの利用料について
インターネットを利用する場合は、ご利用になるインターネットサービスプロバイダに対する利用料が必要
となる場合があります。この利用料は、FOMAサービスの利用料とは別に直接インターネットサービスプロ
バイダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービスプロバ
イダにお問い合わせください。 
ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」/「mopera」をご利用いただけます。「mopera U」
をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料）となります。「mopera」をご利用いただく場合は、お
申し込み不要、月額使用料無料です。

接続先（インターネットサービスプロバイダなど）の設定について
パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なります。パケット通信を行うときはパケット通信対応の
接続先、64Kデータ通信を行うときはFOMA64Kデータ通信、またはISDN同期64K対応の接続先をご
利用ください。
aDoPaのアクセスポイントには接続できません。
aPIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信のアクセスポイントには接続できません。

ネットワークアクセス時のユーザ認証について
接続先によっては、接続時にユーザ認証（IDとパスワード）が必要な場合があります。その場合は、通信ソ
フト（ダイヤルアップネットワーク）でIDとパスワードを入力して接続してください。 IDとパスワードは接
続先のインターネットサービスプロバイダまたは接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳しい内
容については、インターネットサービスプロバイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問い合わせくだ
さい。

ブラウザ利用時のアクセス認証について 
パソコンのブラウザでFirstPass対応サイトを利用する時のアクセス認証では FirstPass（ユーザ証明書）
が必要です。CD-ROMからFirstPass PCソフトをインストールし、設定を行ってください。詳しくはCD-
ROM内の「FirstPassPCSoft」フォルダ内の「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧ください。
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ご使用になる前に

動作環境について
データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は以下のとおりです。

※1 ： OSアップグレードからの動作は保証の対象外となります。
※2 ： 必要メモリ・ハードディスク容量は、パソコンのシステム構成によって異なることがあります。 

必要な機器
FOMA端末とパソコン以外に以下のハードウェア、ソフトウェアを使います。 
aFOMA USB接続ケーブル（別売） 
aCD-ROM「FOMA N702iS用CD-ROM」

パソコン本体 a PC-AT互換機でCD-ROMドライブが使用できる機器
a USBポート（Universal Serial Bus Specification Rev1.1準拠）
a ディスプレイ解像度800×600ドット、High Color（65,536色）以上を推奨

OS※1 a Windows 2000、Windows XP（各日本語版）

必要メモリ a Windows 2000：64Mバイト以上※2

a Windows XP：128Mバイト以上※2

ハードディスク容量 a 5Mバイト以上の空き容量※2

おしらせ
d FOMA端末をドコモのPDA「musea」や「sigmarionⅡ」と接続してデータ通信を行う場合、「musea」や
「sigmarionⅡ」をアップデートしてご利用ください。アップデートの方法などの詳細については、ドコモの
ホームページをご覧ください。

d FOMA N702iSは、Remote Wakeupには対応していません。
d FOMA N702iSは、FAX通信には対応していません。

おしらせ
d USBケーブルは専用の「FOMA USB接続ケーブル」をお買い求めください。パソコン用のUSBケーブルはコ
ネクタ部の形状が異なるため使用できません。 
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手順を確認する
データ通信ではダイヤルアップ接続によって、FOMAデータ通信に対応したインターネット
サービスプロバイダやLANに接続できます。
■「FOMA N702iS用CD-ROM」について
d N702iS通信設定ファイル（ドライバ）、FOMA PC設定ソフト、FirstPass PCソフトが入って
います。

d N702iS通信設定ファイルとは、FOMA端末とパソコンをFOMA USB接続ケーブル（別売）で
接続して、パケット通信、64Kデータ通信やデータ転送（OBEX）を行うときに必要なソフトウェ
ア（ドライバ）です。N702iS通信設定ファイルをインストールすることで、Windowsに各ドラ
イバが組み込まれます。
FOMA PC設定ソフトを使うと、パケット通信、64Kデータ通信の設定やダイヤルアップ作成を
簡単に行うことができます。

設定完了までの流れ
パケット通信および64Kデータ通信を利用する場合の準備について説明します。

※： FOMA端末とパソコンを接続してインターネットをするには、ブロードバンド接続等に対応した「mopera U」（お申
し込み必要）が便利です。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもあります。また、お申し込みが不要で今すぐイ
ンターネットに接続できる「mopera」もご利用いただけます。
詳しくはドコモのホームページをご覧ください。

FOMA PC設定ソフトのインストール
a FOMA PC設定ソフトを使えるようにします。「FOMA PC設定ソフトを
インストールする」→P.14

パソコンとの接続／N702iS通信設定ファイル（ドライバ）のインストール
a パソコンとFOMA端末をFOMA USB接続ケーブル（別売）で接続します。→P.6
a N702iS通信設定ファイルをインストールします。→P.8

設定する
a mopera U、mopera※→P.18
a その他のプロバイダ→P.20

接続と切断
a 接続します。→P.44
a 切断します。→P.45

接続と切断
a 接続します。→P.24
a 切断します。→P.26

＜FOMA PC設定ソフトを使っ
て接続先の設定をする場合＞

＜FOMA PC設定ソフトを
使わない場合＞

＜パケット通信
をする場合＞

＜64Kデータ通信
をする場合＞

設定する
a mopera U、mopera※→P.22
a その他のプロバイダ→P.23

設定する
a FOMA PC設定ソフトを使わずに
通信の設定をします。→P.30
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取り付け方法
FOMA USB接続ケーブル（別売）の取り付け方法について説明します。

1 FOMA端末の外部接続端子の端子キャップを開ける

2 FOMA端末の外部接続端子の向きを確認して、FOMA USB接続ケーブル
の外部接続コネクタを水平に「カチッ」と音がするまで差し込む 

3 FOMA USB接続ケーブルのUSBコネクタを、パソコンのUSB端子に接
続する
FOMA USB接続ケーブルを接続するとFOMA端末の「 」が「 」に変わります。

おしらせ

d FOMA端末に表示される「 」は、N702iS通信設定ファイルのインストールを行い、パソコンとの接続が認識され
たときに表示されます。N702iS通信設定ファイルのインストール前には、パソコンとの接続が認識されず、「 」が
表示されたままになります。

外部接続コネクタ
（コネクタのDoCoMoのロゴ面を
上側にして差し込んでください）

USBコネクタ

パソコン

USB端子

FOMA USB
接続ケーブル

FOMA端末

外部接続
端子
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取り外し方法
FOMA USB接続ケーブル（別売）の取り外し方法について説明します。 

1 パソコンのUSB端子からFOMA USB接続ケーブルを引き抜く

2 FOMA USB接続ケーブルの外部接続コネクタのリリースボタンを押しな
がら、水平に引き抜く
無理に引っ張ろうとすると故障の原因になります。

3 FOMA端末の外部接続端子の端子キャップを閉じる

おしらせ
d FOMA USB接続ケーブルの取り付け・取り外しを連続して行うと、FOMA端末がパソコンに正しく認識され
なくなることがありますので間隔をおいて行ってください。

d通信の切断・誤動作・データ消失の原因となるため、データ通信中にFOMA USB接続ケーブルの取り外しは
行わないでください。 

リリースボタン

リリースボタン
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パソコンの設定をする
ここでは、パソコンとの接続から、N702iS通信設定ファイル（ドライバ）をインストールす
るまでの手順を説明します。

FOMA端末とパソコンを接続する

1 Windowsを起動して、「FOMA N702iS用CD-ROM」をパソコンにセッ
トする

2「終了」をクリックして、「FOMA
N702iSご利用にあたって｣画面
を終了させる
この画面は、「FOMA N702iS用CD-ROM」を
パソコンにセットすると自動的に表示されま
す。表示されない場合は、そのまま操作4へ進
みます。
N702iS通信設定ファイルのインストール中
にこの画面が表示された場合も「終了」をク
リックします。

3「終了」をクリックして、「お問い合わせ先」画面を終了させる

4 FOMA端末の電源を入れて、FOMA USB接続ケーブル（別売）をFOMA
端末に接続する

5 FOMA USB接続ケーブルをパソコンのUSB端子に接続する

「新しいハードウェアの検出ウィザード」画面が表示されます。
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N702iS通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする
d N702iS通信設定ファイルのインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った
ユーザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでインストールを行うとエラーとな
ります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイクロソフト社に
お問い合わせください。

d N702iS通信設定ファイルのインストール手順は、OSによって異なります。ご利用になるパソコ
ンのOSに合った説明を参照してください。
Windows 2000の場合はP.9へ、Windows XPの場合はP.10へ進みます。

d Windows 2000の場合

1 FOMA端末にFOMA USB接続ケー
ブル（別売）を接続する
「FOMA端末とパソコンを接続する」（P.8）の
操作5でFOMA USB接続ケーブルをパソコン
に接続すると、自動的に右の画面が表示されま
す。

2「次へ」をクリックする

3「デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し、「次へ」をク
リックする

4「場所を指定」をチェックして「次へ」をクリックする

5 検索するフォルダを指定し、「OK」をクリックする
フォルダは、「<CD-ROMドライブ名＞： ¥USB Driver¥Win2000」を指定します。
CD-ROMドライブ名はお使いのパソコンによって異なります。

6 ドライバ名を確認し、「次へ」をクリックする
ここでは「FOMA N702iS」と表示されます。

7「新しいハードウェアの検索ウィザードの完了」と表示されたら、「完了」
をクリックする

8 ほかのドライバもインストールする
引き続き、操作１～7を参考にして、残りの3つのドライバ（P.11）をすべてインストールします。
操作7の終了後、「新しいハードウェアの検出ウィザード」画面が出なくなれば、ドライバのインス
トールは終了です。「インストールしたドライバを確認する」（P.11）に進みます。
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d Windows XPの場合

1 FOMA端末にFOMA USB接続ケー
ブル（別売）を接続する
「FOMA端末とパソコンを接続する」（P.8）の
操作5でFOMA USB接続ケーブルをパソコン
に接続すると、自動的に右の画面が表示されま
す。

2「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリックする

3「一覧または特定の場所からイン
ストールする（詳細）」を選択し、
「次へ」をクリックする

4「次の場所で最適のドライバを検
索する」を選択し、「リムーバブル
メディア（フロッピー、CD-ROM
など）を検索」のチェックを外し、
「次の場所を含める」をチェックし
て検索するフォルダを指定し、「次
へ」をクリックする
フォルダは、「<CD-ROMドライブ名＞：¥USB
Driver¥Win2000」を指定します。
CD-ROMドライブ名はお使いのパソコンに
よって異なります。この画面ではCD-ROMド
ライブ名が「E」です。
ドライバはWindows 2000と共通です。

5「新しいハードウェアの検索ウィザードの完了」と表示されたら、「完了」
をクリックする

6 ほかのドライバもインストールする
引き続き、操作1～5を参考にして、残りの3つのドライバ（P.11）をすべてインストールします。
操作5の終了後、「新しいハードウェアの検出ウィザード」画面が出なくなればドライバのインストー
ルは終了です。
すべてのドライバのインストールが完了すると、タスクバーのインジケータから「新しいハードウェ
アがインストールされ、使用準備ができました。」というメッセージが数秒間表示されます。「インス
トールしたドライバを確認する」（P.11）に進みます。 
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インストールしたドライバを確認する
N702iS通信設定ファイル（ドライバ）が正しくインストールされていることを確認します。

1 Windowsのコントロールパネルを開く
Windows 2000の場合
｢スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択

Windows XPの場合
｢スタート」→「コントロールパネル」を選択

2 コントロールパネル内の「システム」を開く
Windows XPの場合
｢パフォーマンスとメンテナンス」から「システム」アイコンをクリックする

3 デバイスマネージャを開く
「ハードウェア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックする

4 各デバイスをクリックしてインス
トールされたドライバ名を確認す
る
「USB（Universal Serial Bus）コントロー
ラ」、「ポート（COMとLPT）」、「モデム」の下
にすべてのドライバ名が表示されていることを
確認します。
ドライバ名を確認したら、「FOMA PC設定ソ
フトについて」（P.13）へ進みます。

デバイス名 ドライバ名
USB（Universal Serial Bus）コントローラ a FOMA N702iS
ポート（COMとLPT） a FOMA N702iS Command Port

a FOMA N702iS OBEX Port
モデム a FOMA N702iS

おしらせ
d上記の確認を行った際、すべてのドライバ名が表示されない場合は、アンインストール（P.12）の手順に従っ
てN702iS通信設定ファイルを削除してから、再度インストールしてください。
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N702iS通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールする
ドライバのアンインストールが必要な場合（ドライバをバージョンアップする場合など）は、
以下の手順で行ってください。ここではWindows XPを例にしてアンインストールを説明し
ます。
d FOMA端末を接続している状態で「プログラムの追加と削除」を実行した場合は、アンインストー
ルを実行できません。

d N702iS通信設定ファイルのアンインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持っ
たユーザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでアンインストールを行うとエ
ラーとなります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイクロソ
フト社にお問い合わせください。

1 FOMA端末とパソコンがFOMA USB接続ケーブル（別売）で接続され
ている場合は、FOMA USB接続ケーブルを取り外す

2 Windowsの「プログラムの追加と削除」を起動する
「スタート」→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」をクリックする

3「FOMA N702iS USB」を選択して「変更と削除」をクリックする

4「OK」をクリックしてアンインストールする
アンインストールを中止する場合は「キャンセル」をクリックします。

5「はい」をクリックしてWindowsを再起動する
以上でアンインストールは終了です。
「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてください。

おしらせ
dWindowsの「プログラムの追加と削除」に「FOMA N702iS USB」が表示されていない場合は、次のよう
に操作をしてください。
①「FOMA N702iS用CD-ROM」をパソコンにセットする
②「スタート」→「マイコンピュータ」を開く
③CD-ROMアイコンを右クリックし、「開く」を選択
④CD-ROM内の「USB Driver」→「Win2000」フォルダを開く
⑤「n702isun.exe」※をダブルクリックする
※：お使いのパソコンの設定によっては「n702isun」と表示されることがあります。
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FOMA PC設定ソフトについて 
FOMA PC設定ソフトを使うと、簡単な操作で以下の設定ができます。
d FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信や64Kデータ通信を設定することもできます。
→P.30

FOMA端末とパソコンとの接続については、P.6を参照してください。

かんたん設定
ガイドに従い操作することで、「FOMAデータ通信用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に「W-TCPの
設定」などを行います。

W-TCPの設定
「FOMAパケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。
通信性能を最大限に活用するには、W-TCP設定による通信設定の最適化が必要となります。

接続先（APN）の設定
パケット通信を行う際に必要な接続先（APN）の設定を行います。
FOMAパケット通信の接続先には、64Kデータ通信と異なり電話番号は使用しません。あらかじめ接続先
ごとに、FOMA端末にAPN（Access Point Name）と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号（cid）
を接続先電話番号欄に指定して接続します。
お買い上げ時、cid1にはmoperaの接続先（APN）「mopera.ne.jp」が、cid3にはmopera Uの接続先
（APN）「mopera.net」が登録されていますので、cid2または4～10に接続先（APN）を設定してください。
cid [Context Identifier]…FOMA端末に登録するパケット通信での接続先（APN）を管理する番号。 FOMA
端末にAPN登録をするときに設定します。
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FOMA PC設定ソフトをインストールする
d インストールする前に動作環境を確認してください。→P.4
d「FOMA PC設定ソフト（Version2.0.1）」のインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権
限を持ったユーザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでインストールを行うと
エラーとなります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイクロ
ソフト社にお問い合わせください。

d 702iSシリーズより前に発売されたFOMA 端末に添付の「FOMA PC設定ソフト」がインストー
ルされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアンインストールしてください。

1 CD-ROMをパソコンにセットする
「FOMA N702iSご利用にあたって」画面が自
動的に表示されます。CD-ROMが自動再生され
ない場合は、「マイコンピュータ」からCD-ROM
アイコンを右クリックし、「開く」を選択し、
「start. exe」をダブルクリックします。

2「FOMA PC設定ソフトのインストール」をクリックする

3「次へ」をクリックする
セットアップを開始する前に、現在使用中または常駐しているほかのプログラムがないことを確認し
てください。使用中のプログラムがあった場合は、「キャンセル」をクリックし、使用中のプログラ
ムを終了させた後、インストールを再開してください。
旧W-TCP設定ソフトまたは旧APN設定ソフトがインストールされているという画面が出た場合は、
P.15を参照してください。

4「FOMA PC設定ソフト」の使用許諾契約書の内容を確認の上、契約内容
に同意する場合は「はい」をクリックする
「いいえ」をクリックし、「はい」をクリックすると、インストールは中止されます。

5「次へ」をクリックする
セットアップ後、タスクトレイに「W-TCP設定」常駐の可否を選択できます。
「W-TCP通信」の最適化の設定･解除を操作する機能で、常駐をおすすめします。
とくに問題がない場合は「タスクトレイに常駐する」を にしたまま「次へ」をクリックして、イ
ンストールを続行してください。「タスクトレイに常駐する」のチェックを外して設定した場合でも
FOMA PC設定ソフトの「メニュー」、「W-TCP設定をタスクトレイに常駐させる」を選択すること
により設定を変更できます。
（参考）：「タスクトレイに常駐する」設定が有効になっている場合は選択できません。

タスクトレイに表示されます。

6 インストール先を確認し、「次へ」をクリックする
変更がある場合は「参照」をクリックし、任意のインストール先を指定して「次へ」をクリックして
ください。
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7 プログラムフォルダのフォルダ名
を確認し、「次へ」をクリックする
変更がある場合は新規フォルダ名を入力し、「次
へ」をクリックします。

8「完了」をクリックする
セットアップを完了すると、「FOMA PC設定ソフト」の操作画面が起動します。このまま各種設定
をはじめられます。

FOMA PC設定ソフトインストール時の注意
＜旧W-TCP設定ソフトがインストールされている場合＞

a「アプリケーション（プログラム）の追加と削除」から旧W-TCP設定ソフトを削除してください。

＜旧APN設定ソフトがインストールされている場合＞

a「OK」をクリックすると、旧APN設定ソフトのアンインストールが自動的に行われた後、FOMA
PC設定ソフトがインストールされます。

＜FOMA PC設定ソフトがすでにインストールされている場合＞

a「OK」をクリックすると、インストールが中止されます。すでにインストールされている「FOMA
PC設定ソフト」を「アプリケーション（プログラム）の追加と削除」からアンインストールし
て、インストールし直してください。

a古いバージョンの「FOMA PC設定ソフト」がインストールされている場合も同様の操作を行っ
てください。

＜インストール途中で「キャンセル」を押した場合＞

aインストールを継続する場合は「いいえ」を、中止する場合は、「はい」をクリックしてください。



16

FOMA PC設定ソフトをアンインストールする
FOMA PC設定ソフトのアンインストールが必要な場合（FOMA PC設定ソフトをバージョン
アップする場合など）は、以下の手順で行ってください。ここではWindows 2000を例にし
てアンインストールを説明します。
d「FOMA PC設定ソフト」のアンインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った
ユーザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでアンインストールを行うとエラー
となります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイクロソフト
社にお問い合わせください。

1 アンインストールを実行する前に
「FOMA PC設定ソフト」をアンインストールする前に、FOMA用に変更された内容を元に戻す必要
があります。
(1) タスクトレイに常駐している「W-TCP設

定」を常駐させないようにする
タスクトレイの「W-TCPアイコン」を右ク
リックして「常駐させない」をクリックしま
す。

(2) 起動中のプログラムを終了させる 
「FOMA PC設定ソフト」や「W-TCP設定」が
起動中にアンインストールを実行しようとす
ると、右のような画面が表示されます。アン
インストールプログラムを中断し、それぞれ
のプログラムを終了させてください。

2 Windowsの「アプリケーションの追加と削除」を起動する
Windows 2000の場合
「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と削除」アイコン
をクリックする

Windows XPの場合
「スタート」→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」アイコンをクリックする

右クリック

クリック
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3「NTT DoCoMo FOMA PC設定
ソフト」を選択して「変更と削除」
をクリックする

4 削除するプログラム名を確認し、
「はい」をクリックする
アンインストールが開始されます。

5「OK」をクリックする
「FOMA PC設定ソフト」のアンインストール
が終了します。

おしらせ
d「W-TCP最適化」の解除
「W-TCP最適化」がされている場合は右の画面が表示されます。
アンインストールする場合は、通常は「はい」をクリックして、
最適化を解除してください。

W-TCP最適化の解除は再起動後に行われます。

「NTT DoCoMo FOMA PC設定
ソフト」を選択して

ここをクリック
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各種設定の方法
通信設定をする前に、FOMA端末がFOMA USB接続ケーブル（別売）によりご利用のパソコ
ンに接続され、かつパソコンのデバイス上にN702iS通信設定ファイル（ドライバ）が正しく
認識されている必要があります。

1「スタート」→「プログラム」→
「FOMA PC 設定ソフト」→「FOMA
PC 設定ソフト」の順に開く 
FOMA PC設定ソフトを起動すると右の操作
画面が表示されます。
Windows XPの場合
「スタート」→「すべてのプログラム」→
「FOMA PC設定ソフト」→「FOMA PC設
定ソフト」を開く 

かんたん設定「mopera U またはmoperaを利用したパケット通信設定方法」
d 最大 384kbps のパケット通信の設定を行います。プロバイダは、ドコモのインターネット接続
サービスmopera Uまたはmoperaを利用します。
パケット通信：受信最大384kbps、送信最大64kbps（一部機種を除く）のパケット通信が可能
です。送受信したデータ量に応じて課金されますので、時間を気にせずデータ通信ができます。

d「パケット通信」を利用して画像を含むサイトやインターネットホームページの閲覧、ファイルの
ダウンロードなどのデータ量の多い通信を行うと、通信料が高額となりますのでご注意ください。

1「かんたん設定」をクリックする

2「パケット通信」を選択し、「次へ」をクリックする

3「『mopera U』への接続」または「『mopera』への接続」を選択し、「次
へ」をクリックする
mopera U またはmopera以外のプロバイダをご利用のお客様は、P.20を参照してください。

4「OK」をクリックする 
パソコンに接続されたFOMA端末から接続先（APN）設定を取得します。しばらくお待ちください。

5 接続名を入力し、「次へ」をクリッ
クする
現在作成している接続の名前を自由に設定でき
ます。わかりやすい名前を「接続名」欄にご入
力ください。
入力禁止文字 ¥/:＊?!<>│”（半角のみ）は使
用できません。
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6 ユーザーを選択する
「すべてのユーザー」を選択するとWindowsに
登録されているすべてのユーザーに対して接続
が設定されます。

7 ユーザー名･パスワードを設定し、
「次へ」をクリックする
mopera Uまたはmoperaの場合は、ユーザー
名・パスワードについては空欄のままでも接続
できます。

8「最適化を行う」をチェックし、「次へ」をクリックする
「パケット通信」に必要な「W-TCP設定」を最適化します。すでに最適化されている場合には、こ
の画面は表示されません。

9 設定情報を確認し、「完了」をク
リックする
設定された内容が一覧で表示されます。設定内
容に誤りがないことを確認してください。
「デスクトップにダイヤルアップのショート
カットを作成する」をチェックすれば自動的に
ショートカットが作成されます。
設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック
します。

10「OK」をクリックする設定変更を有効にするためには、パソコンを再起動する必要があります。再起動の選択画面が表示さ
れた場合は「はい」をクリックします。
設定した通信を実行します。→P.24
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かんたん設定「その他のプロバイダを利用したパケット通信設定方法」

1「かんたん設定」をクリックする

2「パケット通信」を選択し、「次へ」をクリックする

3「その他」を選択し、「次へ」をクリックする

4「OK」をクリックする
パソコンに接続されたFOMA端末から接続先（APN）設定を取得します。
しばらくお待ちください。

5 パケット通信設定を行う
端末設定取得が完了すると、「パケット通信設
定」画面が表示されます。
「接続名」の空欄に任意の接続名を入力してくだ
さい。
入力禁止文字 ¥/:＊?!<>│”（半角のみ）は使
用できません。
「発信者番号通知を行う」をチェックすると、通
信実行時に発信者番号を通知します。
「接続先（APN）の選択」欄には標準でmopera
U に接続するための APN:mopera.net と
moperaに接続するためのAPN:mopera.ne.jp
が設定されています。

6「接続先（APN）設定」をクリック
する
お買い上げ時、cid1 にはmopera の接続先
（APN）「mopera.ne.jp」が、cid3にはmopera
Uの接続先（APN）「mopera.net」が登録さ
れていますので、cidは2または4～10に設定
します。
「追加」をクリックして表示される「接続先
（APN）の追加」画面で、ご利用のプロバイダ
の FOMA パケット通信に対応した接続先
（APN）を正しく入力し、「OK」をクリックし
てください。「接続先（APN）設定」画面に戻
ります。
接続先には、半角文字で英数字、ハイフン（-）、
ピリオド（.）のみ入力できます。

7 接続先を選択し、「OK」をクリックする 
操作5の画面に戻ります。
「接続先（APN）の選択」には、操作6で設定した接続先（APN）が表示されます。
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8「接続先（APN）の選択」で接続先（APN）を確認し、「次へ」をクリックする

 高度な設定（TCP／IPの設定）をする場合
「詳細情報の設定」をクリックすると、「IPアドレス」、「ネームサーバー」の設定画面が表示され
ます。ご加入のプロバイダや、社内LAN等のダイヤルアップ情報として入力が必要な場合は、入
力指示情報を元に、各種アドレスを登録してください。

9 ユーザーを選択する 
「すべてのユーザー」を選択するとWindowsに
登録されているすべてのユーザーに対して接続
が設定されます。

10 ユーザー名･パスワードを設定し、「次へ」をクリックする
ユーザー名・パスワードの設定は、プロバイダ
から提供された各種情報を、大文字・小文字等
に注意し、正確に入力してください。

11「最適化を行う」をチェックし、「次へ」をクリックする 「パケット通信」に必要な「W-TCP設定」を最適化します。すでに最適化されている場合には、この画面
は表示されませんので、操作12に進みます。

12 設定情報を確認し、「完了」をクリックする 
設定された内容が一覧で表示されます。設定内
容に誤りがないことを確認してください。
「デスクトップにダイヤルアップのショート
カットを作成する」をチェックすれば自動的に
ショートカットが作成されます。
設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック
します。

13「OK」をクリックする 設定変更を有効にするためには、パソコンを再起動する必要があります。再起動の選択画面が表示さ
れた場合は「はい」をクリックしてください。
設定した通信を実行します。→P.24
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かんたん設定「mopera U またはmoperaを利用した64K通信設定方法」 
d 通信速度64kbpsの64Kデータ通信の設定を行います。プロバイダは、ドコモのインターネット
接続サービスmopera Uまたはmoperaを利用します。

d 64Kデータ通信は接続していた時間に応じて課金されます。64kbpsの安定した通信速度によっ
て快適なインターネットアクセスが実現できます。

d 64Kデータ通信を利用して長時間通信を行った場合は、通信料が高額になりますのでご注意くだ
さい。

1「かんたん設定」をクリックする 

2「64Kデータ通信」を選択し、「次へ」をクリックする 

3「『mopera U』への接続」または「『mopera』への接続」を選択し、「次
へ」をクリックする
mopera U またはmopera以外のプロバイダをご利用のお客様は、P.23を参照してください。

4 接続名の入力とモデムを選択し、
「次へ」をクリックする 
「64Kデータ通信設定」画面になります。現在
作成している接続の名前を自由に設定できま
す。わかりやすい名前を「接続名」欄にご入力
ください。
入力禁止文字 ¥/:＊?!<>│”（半角のみ）は使
用できません。
FOMA USB接続ケーブル（別売）を使う場合、
モデム名は「FOMA N702iS」を選択します。

5 ユーザーを選択する 
「すべてのユーザー」を選択するとWindowsに
登録されているすべてのユーザーに対して接続
が設定されます。

6 ユーザー名･パスワードを設定し、
「次へ」をクリックする
mopera Uまたはmoperaの場合は、ユーザー
名・パスワードについては空欄のままでも接続
できます。
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7 設定情報を確認し、「完了」をク
リックする 
設定された内容が一覧で表示されます。設定内
容に誤りがないことを確認してください。
「デスクトップにダイヤルアップのショート
カットを作成する」をチェックすれば自動的に
ショートカットが作成されます。
設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック
します。

8「OK」をクリックする 
設定した通信を実行します。→P.24 

かんたん設定「その他のプロバイダを利用した64K通信設定方法」 

1「かんたん設定」をクリックする
 

2「64Kデータ通信」を選択し、「次へ」をクリックする 

3「その他」を選択し、「次へ」をクリックする

4 ダイヤルアップ情報を入力し、「次
へ」をクリックする 
mopera Uまたはmopera以外のISDN同期
64Kアクセスポイントを持つサービスプロバ
イダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時
に、以下の項目を登録します。
a接続名（任意） 
aモデムの選択（FOMA N702iS） 
a電話番号 
入力禁止文字 ¥/:＊?!<>│”（半角のみ）は使
用できません。
プロバイダ情報を元に正しく入力してくださ
い。電話番号は、大文字・小文字等に注意し、
半角文字で正確に入力してください。
「発信者番号通知を行う」をチェックすると、通
信実行時に発信者番号を通知します。
高度な設定（TCP／IPの設定）をする場合
「詳細情報の設定」をクリックすると「IPアドレス」、「ネームサーバー」の設定画面が表示されま
す。ご加入のプロバイダや、社内LAN等のダイヤルアップ情報として入力が必要な場合は、入力
指示情報を元に、各種アドレスを登録してください。
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5 ユーザーを選択する
「すべてのユーザー」を選択するとWindowsに
登録されているすべてのユーザーに対して接続
が設定されます。

6 ユーザー名･パスワードを設定し、
「次へ」をクリックする
ユーザー名・パスワードの設定は、プロバイダ
から提供された各種情報を、大文字・小文字等
に注意し、正確に入力してください。

7 設定情報を確認し、「完了」をク
リックする 
設定された内容が一覧で表示されます。設定内
容に誤りがないことを確認してください。
「デスクトップにダイヤルアップのショート
カットを作成する」をチェックすれば自動的に
ショートカットが作成されます。
設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック
します。

8「OK」をクリックする 
設定した通信を実行します。→P.24

設定した通信を実行する

1 デスクトップの接続アイコンをダブルクリックする 

デスクトップに接続アイコンがない場合は次の操作を行ってください。

Windows 2000の場合
「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ネットワークとダイヤルアップ接
続」→接続先を開く

Windows XPの場合
「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ネットワーク接続」→接
続先を開く
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2「ダイヤル」をクリックし、接続を
実行する 
mopera Uまたはmoperaの場合は、「ユーザー
名」・「パスワード」については空欄のままでも
接続できます。その他のプロバイダやダイヤル
アップ接続の場合は、「ユーザー名」・「パスワー
ド」を入力し、「ダイヤル」をクリックしてくだ
さい。
「パスワードを保存する」をチェックすると、次
回からは入力の必要がなくなります。

3 接続されたことを確認し、「OK」を
クリックする
通常の状態で、ダイヤルアップを接続すると、
右のような接続画面が表示されます。
以前に「接続」のメッセージを表示しない設定
にしてあると、この画面は表示されません。

d パケット通信中には、通信状態によってFOMA端末にアイコンが表示されます。

（通信中、データ送信中） 
（通信中、データ受信中） 
（通信中、データ送受信なし） 
（発信中、または切断中） 
（着信中、または切断中） 

d 64Kデータ通信中には、FOMA端末に「 」が表示されます。

おしらせ
d FOMA USB接続ケーブル（別売）でデータ通信をする場合、ダイヤルアップアイコンからの発信は、アイコ
ン作成時のFOMA端末のみ有効です。
したがって、異なるFOMA端末を接続する場合は、再度、通信設定ファイル（ドライバ）のインストールが必
要となります。
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切断のしかた
インターネットブラウザを終了しただけでは切断されていない場合がありますので、以下の操
作で確実に切断してください。

1 タスクトレイのダイヤルアップアイコンをダブルク
リックする
接続の画面が表示されます。

2「切断」をクリックする

こんなときは
d ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続ができない）場合は、まず以下の項目につい
て確認してください。

おしらせ
dパソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。

現　象 チェックする箇所
「FOMA N702iS」がパソ
コン上で認識できない

・ お使いのパソコンが動作環境（P.4）を満たしているかを確認してください。
・ N702iS通信設定ファイル（ドライバ）がインストールされているか確認してください。
・ FOMA端末がパソコンに接続され、電源が入っているか確認してください。
・ FOMA USB接続ケーブル（別売）がしっかりと接続されていることを確認してください。

相手先に接続できない ・ ID（ユーザー名）やパスワードの設定が正しいかどうか確認してください。
・ FOMA USB接続ケーブル（別売）がしっかりと接続されていることを確認してください。
・ 接続先が発信者番号の通知を要求する場合は、電話番号に「184」を付加していないかど

うかを確認してください。
・ モデムのプロパティで「フロー制御を使う」にチェックが付いていることを確認してくだ

さい。
・ 接続先のAPNが正しいかどうかを確認してください。
・ 上記の確認を行っても相手先に接続できない場合は、インターネットサービスプロバイダ

またはネットワーク管理者に設定方法などについてご相談ください。

ダイヤルアップアイコン
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W-TCPの設定
「W-TCP設定」はFOMAネットワークで「パケット通信」を行う際に、TCP／IPの伝送能力
を最適化するための「TCPパラメータ設定ツール」です。FOMA端末の通信性能を最大限に
活用するには、このソフトウェアによる通信設定が必要です。

最適化の設定と解除 
＜Windows XPの場合＞ 
Windows XPの場合は、ダイヤルアップごとの最適化設定が可能です。

1 プログラムを起動する
(1)「FOMA PC設定ソフト」から操作する場

合
プログラム起動後、「マニュアル設定」の「W-
TCP設定」をクリックする

(2) タスクトレイから操作する場合
タスクトレイの「W-TCPアイコン」をクリッ
クし、プログラムを起動する

2 以下の操作を行う 
現在開いているすべてのプログラムを終了させ画面表示に従ってパソコンを再起動してください。再
起動した後、システム設定の最適化が有効になります。
(1) システム設定が最適化されていない場合

「最適化を行う」をクリックする
「W-TCP設定（ダイヤルアップ）」画面が表示
されます。最適化するダイヤルアップを選択
して「実行」をクリックすると、システム設
定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化が
実行されます。

(2) システム設定が最適化されている場合
「W-TCP設定（ダイヤルアップ）」画面が表示
されます。
内容の変更等がある場合は設定を行ってくだ
さい。

左クリック
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(3) 最適化を解除する場合
「システム設定」をクリックする
「W-TCP設定」画面が表示されます。
「最適化を解除する」をクリックする

＜Windows 2000の場合＞

1 プログラムを起動する
(1)「FOMA PC設定ソフト」から操作する場合

プログラム起動後、「マニュアル設定」の「W-
TCP設定」をクリックする

(2) タスクトレイから操作する場合
タスクトレイの「W-TCPアイコン」をクリッ
クし、プログラムを起動する

2 以下の操作を行う 
(1) 最適化されていない場合

「W-TCP設定」画面で「最適化を行う」をクリックし、最適化設定を有効にするために、現在開いてい
るすべてのプログラムを終了させ再起動を実行してください。

(2) 最適化されている場合
「W-TCP設定」画面で「現在、最適化されて
います。」と表示されます。
FOMA端末以外での通信等の理由から設定を
解除する場合は、「最適化を解除する」をク
リックしてください。最適化解除を有効にす
るために、現在開いているすべてのプログラ
ムを終了させ再起動を実行してください。

左クリック
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接続先（APN）の設定 
パケット通信の接続先（APN）を設定します。最大10件まで設定でき、cid（登録番号）の
1～10に登録して管理します。
d お買い上げ時、cid1にはmoperaの接続先(APN)「mopera.ne.jp」が、cid3にはmopera Uの接
続先(APN)「mopera.net」が登録されていますので、cid2 または4 ～10に接続先（APN）を
設定します。

1「FOMA PC設定ソフト」起動後、
「接続先（APN）設定」をクリック
する

2 FOMA端末設定取得画面で「OK」をクリックする
接続されたFOMA端末に自動的にアクセスして登録されている接続先（APN）情報を読み込みます。
FOMA端末が接続されていない場合は起動しません。

3 接続先（APN）の設定をする

接続先（APN）の追加・編集・削除
a接続先（APN）を追加する場合
「接続先（APN）設定」画面で、「追加」をクリックする
a登録済みの接続先（APN）を編集する場合
「接続先（APN）設定」画面で、対象の接続先（APN）を一覧から選択して「編集」をクリックする
a登録済みの接続先（APN）を削除する場合
「接続先（APN）設定」画面で、対象の接続先（APN）を一覧から選択して「削除」をクリックする
cid1とcid3に登録されている接続先は削除できません（cid3を選択して「削除」をクリックしても、実
際には削除されず、「mopera.net」に戻ります）。

ファイルへの保存 
FOMA端末に登録された接続先（APN）設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先（APN）設定を保存す
る場合は、ツールバーの「ファイル」メニューからの操作で、接続先（APN）設定の保存ができます。

ファイルからの読み込み 
保存された接続先（APN）設定を再編集したり、FOMA端末に書き込んだりする場合には、ツールバーの
「ファイル」メニューからの操作で、パソコンに保存されている接続先（APN）設定を読み込むことができ
ます。

FOMA端末への接続先（APN）情報の書き込み 
「接続先（APN）設定」画面で「FOMA端末へ設定を書き込む」をクリックすると、表示されている接続先（APN）
設定をFOMA端末に書き込むことができます。
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ダイヤルアップ作成機能 
「接続先（APN）設定」画面で追加・編集された接続先（APN）を選択して「ダイヤルアップ作成」をク
リックします。
FOMA端末設定書き込み画面が表示されますので、「はい」をクリックしてください。接続先（APN）への
書き込み終了後、「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画面が表示されます。
任意の接続名を入力して「アカウント・パスワードの設定」をクリックしてください。使用可能ユーザーを
選択してからユーザー名とパスワードを入力して「OK」をクリックしてください。mopera Uまたはmopera
の場合は、ユーザー名・パスワードについては空欄のままでも構いません。

ご利用のプロバイダより、IPおよびDNS情報の設定が指示されている場合は、「パケット通信用ダイヤル
アップの作成」画面で「詳細情報の設定」をクリックし、必要な情報を登録して、「OK」をクリックします。
設定入力後、「FOMA端末へ設定を書き込む」をクリックして上書きを確認してから、書き込みを実行して
ください。

ダイヤルアップネットワークの設定
FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信／64Kデータ通信のダイヤルアップ接続の
設定を行う方法について説明します。以下のような流れになります。
d 64Kデータ通信を行う場合は「ダイヤルアップネットワークの設定」は不要です。「ダイヤルアッ
プの設定を行う」（P.37）に進んでください。

ATコマンドについて
d ATコマンドとは、モデム制御用のコマンドです。FOMA端末はATコマンドに準拠し、さらに拡
張コマンドの一部や独自のATコマンドをサポートしています。

d ATコマンドを入力することによって、「データ通信」やFOMA端末の詳細な設定、設定内容の確
認（表示）をすることができます。 

COMポートを確認する
d 接続先（APN）の設定を行う場合、N702iS通信設定ファイル（ドライバ）のインストール後に
組み込まれた「FOMA N702iS」（モデム）に割り当てられたCOMポート番号を指定する必要が
あります。ここではCOMポート番号の確認方法について説明します。ここで確認したCOMポー
トは接続先（APN）の設定（P.33）で使用します。

d 準備

1 FOMA端末とFOMA USB接続ケーブル（別売）を接続する

2 FOMA端末の電源を入れてFOMA端末と接続したFOMA USB接続ケー
ブルをパソコンに接続する

おしらせ
d APN設定（FOMAパケット通信の接続先）は、FOMA端末に登録される情報であるため、異なるFOMA端末
を接続する場合は、再度APN登録をする必要があります。

dパソコンで作成したダイヤルアップの設定を継続利用する場合は、同一APN設定（cid設定）番号を端末に登
録してください。
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d Windows 2000でCOMポートを確認する場合

1「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を開く

2 コントロールパネル内の「電話と
モデムのオプション」を開く

3「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番」を入力し、「OK」を
クリックする

4「モデム」タブをクリックして
「FOMA N702iS」の「接続先」欄
のCOMポートを確認し、「OK」を
クリックする
確認したCOMポート番号は、接続先（APN）の
設定（P.33）で使用します。
プロパティ画面に表示される内容および COM
ポートの番号は、お使いのパソコンによって異
なります。
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d Windows XPでCOMポートを確認する場合

1「スタート」→「コントロールパネ
ル」を開く

2 コントロールパネル内の「プリン
タとその他のハードウェア」から、
「電話とモデムのオプション」を開
く

3「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番／エリアコード」を入
力して「OK」をクリックする

4「モデム」タブをクリックして
「FOMA N702iS」の「接続先」欄
のCOMポートを確認し、「OK」を
クリックする
確認したCOMポート番号は、接続先（APN）
の設定（P.33）で使用します。

プロパティ画面に表示される内容およびCOM
ポートの番号は、お使いのパソコンによって異
なります。
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接続先（APN）を設定する

設定を行うためには、ATコマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここではWindows標
準添付の「ハイパーターミナル」を使った設定方法を説明します。

接続先について＜APN/cid＞
d パケット通信の接続先には、64Kデータ通信と異なり、電話番号を使用しません。接続には電話
番号の代わりにAPNを設定して接続します。 

d APN設定とは、パソコンからパケット通信用の電話帳を登録するようなもので、登録するときは、
1から10の登録番号（cid）を付与して登録し、その登録番号（cid）を接続先番号の一部として
使用します。お買い上げ時、cid1にはmoperaの接続先（APN）「mopera.ne.jp」が、cid3に
はmopera Uの接続先（APN）「mopera.net」が登録されていますので、cid2または4～10に
接続先（APN）を設定してください。※1 

d APNは「cid（1～10までの管理番号）」によって管理されます。接続する接続先番号を「＊99
＊＊＊＜cid番号＞＃」とするとcid番号の接続先に接続します。 

d moperaに接続する場合は接続先番号を「＊99＊＊＊1#」に、mopera Uに接続する場合は、「＊
99＊＊＊3#」にすると、簡単にmoperaまたはmopera Uを利用することができます。※2 

d APN設定は、携帯電話に相手先情報（電話番号など）を登録するのと同じように接続先をFOMA
端末に登録します。携帯電話の電話帳と比較すると以下のようになります。

d 登録したcidはダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。
d mopera Uまたはmopera以外の接続先（APN）については、インターネットサービスプロバイ
ダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。

※1：「ダイヤルアップネットワーク」の電話番号欄に APN を入力して接続するのではなく、FOMA端末側に接続先（イン
ターネットサービスプロバイダ）についてあらかじめAPN設定を行います。

※2：他のインターネットサービスプロバイダなどに接続する場合は、APNを設定し、cidの2番または4～10番に登録し
てください。

＜例：Windows XPの場合＞

1 FOMA端末とFOMA USB接続ケーブル（別売）を接続する

2 FOMA端末の電源を入れてFOMA端末と接続したFOMA USB接続ケー
ブルをパソコンに接続する

3 パソコンで、「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→
「通信」→「ハイパーターミナル」をクリックしてハイパーターミナルを
起動する
Windows 2000の場合 
「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ハイパーターミナル」の順に開く

お買い上げ時 cid1：mopera.ne.jp　cid3：mopera.net　cid2、4～10：設定なし

APN設定 携帯電話の電話帳
登録するデータ APN 電話番号

cid 電話帳のメモリ番号
─ 相手の名前

登録のしかた パソコンを使って登録する ○（FOMA PC設定ソフトなどを使用） ○（専用ソフトが必要）
携帯電話を使って登録する ×（確認もできません） ○

使いかた cidを指定して接続 電話帳から検索してかける
─ FOMA端末のダイヤルボタンから

直接電話番号を入力してかける
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4「今後、このメッセージを表示しない」をチェックし、「はい」をクリック
する

5「名前」欄に任意の名前を入力し、
「OK」をクリックする
ここでは例として「sample」と入力します。

6 「接続方法」から「FOMA N702iS」
を選択し、「OK」をクリックする
接続画面が表示されるので、「キャンセル」をク
リックする

「FOMA N702iS」のCOMポートを選択でき
る場合 
COMポートのプロパティが表示されるので
「OK」をクリックする
ここでは例として「COM3」を選択します。
実際に「接続方法」で選択する「FOMA
N702iS」のCOMポート番号は、「COMポー
トを確認する」（P.30）を参照して確認して
ください。

「FOMA N702iS」のCOM ポートを選択でき
ない場合 
「キャンセル」をクリックして「接続の設定」
画面を閉じ、以下の操作を行ってください。
（1） 「ファイル」→「プロパティ」を選択 
（2） 「sampleのプロパティ」画面の「接続の

設定」タブの「接続方法」欄で「FOMA
N702iS」を選択 

（3） 「国/地域番号と市外局番を使う」の
チェックを外す 

（4） 「OK」をクリックする
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7 接続先（APN）を入力し、 を押す 
AT+CGDCONT=＜cid＞, “PPP”, “APN”
の形式で入力する
＜cid＞：2、4～10までのうち任意の番号を

入力する
すでにcidが設定してある場合は設定が上書き
されますので注意してください。
“PPP”： そのまま“PPP”と入力します。
“APN”： 接続先（APN）を“ ” で囲んで入力

します。
「OK」と表示されれば、接続先（APN）の設定
は完了です。
例：cidの2番にXXX.abcというAPNを設定

する場合 
AT+CGDCONT=2,"PPP","XXX.abc" 

と入力します。

8「OK」と表示されることを確認し、「ファイル」メニューを開き、「ハイ
パーターミナルの終了」をクリックしてハイパーターミナルを終了する
「“sample”と名前付けされた接続を保存しますか？｣と表示されますが、とくに保存する必要はあ
りません。

発信者番号の通知／非通知を設定する
d パケット通信を行うときに、通知／非通知設定（接続先にお客様の発信者番号を通知する、しな
いの設定）を行うことができます。発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する際には十
分にご注意ください。

d 発信者番号の通知／非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行う前にATコマンドで設定できます。
d 発信者番号の通知／非通知、または「設定なし」（初期値）に戻すには＊DGPIRコマンド（P.47）
で設定します。

1「ハイパーターミナル」を起動する

2 パケット通信時の発信者番号の通
知（186）／非通知（184）を設
定する
「AT＊DGPIR=<n>」の形式で入力します。

発信／着信応答のときに自動的に184（非通知）
を付ける場合 
AT＊DGPIR=1
と入力する

発信／着信応答のときに自動的に186（通知）
を付ける場合 
AT＊DGPIR=2
と入力する

おしらせ
d P.35の操作7以降、「ハイパーターミナル」で入力したATコマンドが表示されないことがあります。このよう
なときは、 ATE1 と入力すれば、以降に入力するATコマンドが見えるようになります。

d ATコマンドで接続先（APN）設定をリセットする場合 
・ リセットを行った場合、cid=1の接続先（APN）設定が「mopera.ne.jp」（初期値）に、cid=3の接続先（APN）設定が
「mopera.net」（初期値）に戻り、cid=2、4～10の設定は未登録となります。
＜入力方法＞
AT＋CGDCONT= （すべてのcidをリセットする場合）
AT＋CGDCONT=〈cid〉 （特定のcidのみリセットする場合）

d ATコマンドで接続先（APN）設定を確認する場合 
・  現在の設定内容を表示させます。

＜入力方法＞
AT＋CGDCONT?
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3「OK」と表示されることを確認し、
「ファイル」メニューの「ハイパー
ターミナルの終了」をクリックす
る

ダイヤルアップネットワークでの186（通知）／184（非通知）設定について 
ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に186／184を付けることができます。
＊DGPIRコマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で186／184の設定を行った場合、以下
のようになります。

ダイヤルアップネットワー
クの設定（cid＝1の場合）

＊DGPIRコマンドによる
通知／非通知設定

発信者番号の
通知／非通知 

＊99＊＊＊1#
設定なし 通知
非通知 非通知
通知 通知

184＊99＊＊＊1#
設定なし 非通知（ダイヤルアップネットワークの通知184

が優先される）非通知
通知

186＊99＊＊＊1#
設定なし 通知（ダイヤルアップネットワークの通知186が

優先される）非通知
通知

おしらせ
dドコモのインターネット接続サービスmopera Uまたはmoperaをご利用になる場合は、発信者番号を「通知」
に設定する必要があります。
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ダイヤルアップの設定を行う
d ここではパケット通信でmopera Uに接続する場合を例に説明しています。
d パケット通信で接続する場合、mopera Uでは「＊99＊＊＊3#」、moperaでは「＊99＊＊＊
1#」を接続先の電話番号に入力してください。64Kデータ通信で接続する場合、mopera Uでは
「＊8701」、moperaでは「＊9601」を接続先の電話番号に入力してください。

Windows 2000でダイヤルアップの設定を行う 

1「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ネットワー
クとダイヤルアップ接続」の順に開く

2 ネットワークとダイヤルアップ接
続内の「新しい接続の作成」をダ
ブルクリックする

3「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番」を入力し、「OK」を
クリックする
「所在地情報」画面は操作2で「新しい接続の作成」をはじめて起動したときのみ表示されます。
2回目以降は、この画面は表示されず、「ネットワークの接続ウィザード」画面が表示されるので、
操作5に進んでください。

4「電話とモデムのオプション」画面が表示されてから、「OK」をクリック
する

5「ネットワークの接続ウィザード」画面が表示されてから、「次へ」をク
リックする

6「インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択し、「次へ」をクリッ
クする

7「インターネット接続を手動で設定するか、またはローカルエリアネット
ワーク(LAN)を使って接続します」を選択し、「次へ」をクリックする

8「電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択し、「次
へ」をクリックする

9「インターネットへの接続に使う
モデムを選択する」欄が、「FOMA
N702iS」になっていることを確
認し、「次へ」をクリックする
「FOMA N702iS」になっていない場合は、
「FOMA N702iS」を選択する

「FOMA N702iS」以外のモデムがインストー
ルされていない場合は、この画面は表示されま
せん。
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10「電話番号」欄に接続先の番号を入力し、「詳細設定」をクリックする
「市外局番とダイヤル情報を使う」のチェックを
外してください。

画面はパケット通信でmopera Uへ接続する場
合の例です。

11「接続」タブの中を画面例のように設定し、「アドレス」タブをクリッ
クする
mopera Uまたはmopera以外のプロバイダに
接続する場合は、「接続の種類」、「ログオンの手
続き」については、インターネットサービスプ
ロバイダまたはネットワーク管理者から指定さ
れたとおり設定します。

12「アドレス」タブのIPアドレスおよびDNS（ドメインネームサービス）
アドレスを画面例のように設定
し、「OK」をクリックする
mopera Uまたはmopera以外のプロバイダに
接続する場合、「IPアドレス」、「ISPによるDNS
（ドメインネームサービス）アドレスの自動割り
当て」については、インターネットサービスプ
ロバイダまたはネットワーク管理者から指定さ
れたとおり設定します。

13 操作10の画面に戻るので、「次へ」をクリックする
 

14 「次へ」をクリックするmopera Uまたはmoperaの場合は、ユーザー
名・パスワードについては空欄のままでも接続
できます。
mopera Uまたはmopera以外のプロバイダに
接続する場合、右の画面のように「ユーザー名」、
「パスワード」欄については、インターネット
サービスプロバイダまたはネットワーク管理者
から指定されたとおり設定します。
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15「接続名」欄に任意の名前を入力し、「次へ」をクリックする

16「いいえ」を選択し、「次へ」をクリックする

17「完了」をクリックする

18 作成したダイヤルアップのアイコンを選択し、「ファイル」メニュー
の「プロパティ」を開く

19「全般」タブで設定を確認するパソコンに2台以上モデムが接続されている場
合は、「接続の方法」欄で「モデム－ FOMA
N702iS」のみにチェックが付いていることを
確認し、チェックが付いていない場合には、
チェックを付けます。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていな
いことを確認します。チェックが付いている場
合には、チェックを外します。

画面はパケット通信でmopera Uへ接続する場
合の例です。
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20「ネットワーク」タブをクリックして各種設定を行う 
「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄
は、「PPP：Windows 95/98/NT4/2000,
Internet」を選択する

コンポーネントは「インターネットプロトコル
（TCP/IP）」のみをチェックします。

21「設定」をクリックする

22 すべてのチェックを外し、「OK」をクリックする

23 操作20の画面に戻るので「OK」をクリックする
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Windows XPでダイヤルアップの設定を行う 

1「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「新
しい接続ウィザード」の順に開く

2「新しい接続ウィザード」画面が表
示されたら、「次へ」をクリックす
る

3「インターネットに接続する」を選択し、「次へ」をクリックする

4「接続を手動でセットアップする」を選択し、「次へ」をクリックする

5「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択し、「次へ」をクリッ
クする

6「デバイスの選択」画面が表示された
場合は、「モデム－FOMA N702iS
（COMx）」のみを選択し、「次へ」を
クリックする
「デバイスの選択」画面は、複数のモデムが存在
するときのみ表示されます。
（COMx）は、「COMポートを確認する」（P.30）
で表示されるCOM ポートの番号です。

7「ISP名」欄に任意の名前を入力し、
「次へ」をクリックする



42

8「電話番号」欄に接続先の番号を入
力し、「次へ」をクリックする

画面はパケット通信でmopera Uへ接続する場
合の例です。

9「次へ」をクリックする
mopera Uまたはmoperaの場合は、ユーザー
名・パスワードについては空欄のままでも接続
できます。
mopera Uまたはmopera以外のプロバイダに
接続する場合は、右の画面のように「ユーザー
名」、「パスワード」、「パスワードの確認入力」
欄にプロバイダまたはネットワーク管理者から
指定されたユーザー名とパスワードを入力して
ください。

10「完了」をクリックする新しく作成した接続ウィザードが表示されま
す。

11「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ネットワーク接続」を開く

12 作成したダイヤルアップのアイコンを選択して、「ファイル」メ
ニューの「プロパティ」を開く
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13「全般」タブで設定を確認するパソコンに2台以上のモデムが接続されている場合
は、「接続方法」欄で「モデム－FOMA N702iS」
のみにチェックが付いていることを確認し、チェッ
クが付いていない場合には、チェックを付けます。 
「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていな
いことを確認します。チェックが付いている場
合には、チェックを外します。

画面はパケット通信でmopera Uへ接続する場
合の例です。

14「ネットワーク」タブをクリックして、各種設定を行う 
「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄
は、「PPP :W i n d ow s 95 / 98 /NT4 /
2000,Internet」を選択する

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ
ンターネットプロトコル（TCP/IP）」を選択し
ます。「QoSパケットスケジューラ」は設定変
更ができませんので、そのままにしておいてく
ださい。

15「設定」をクリックする

16 すべてのチェックを外し、「OK」をクリックする

17 操作14の画面に戻るので「OK」をクリックする
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ダイヤルアップ接続を実行する
ここでは、設定したダイヤルアップを使って、パケット通信のダイヤルアップ接続をする方法につい
て説明しています。

＜例：Windows XPの場合＞

1 FOMA USB接続ケーブル（別売）でFOMA端末とパソコンを接続する
「取り付け方法」→P.6 

2「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「通信」→
「ネットワーク接続」を開く

3 接続先を開く
P.41の操作7で設定したISP名のダイヤルアッ
プの接続先アイコンを選択して、「ネットワーク
タスク」→「この接続を開始する」を選択する
か、接続先のアイコンをダブルクリックする

4 内容を確認し、「ダイヤル」をク
リックする
右の画面はmopera Uに接続する場合の例で
す。mopera Uまたはmoperaの場合は、ユー
ザー名・パスワードについては空欄のままでも
接続できます。

＜接続中の状態を示す画面が表示されます＞
この間にユーザー名、パスワードの確認など
のログオン処理が行われます。

＜接続の完了＞
接続が完了すると、デスクトップ右下のタス
クバーのインジケータから、右の画面のよう
なメッセージが数秒間表示されます。
ブラウザソフトを起動してサイトやイン
ターネットホームページを閲覧したり、電子
メールなどを利用できます。
右の画面のようなメッセージが表示されな
い場合は、「ダイヤルアップネットワークの
設定」（P.30）、「ダイヤルアップの設定を行
う」（P.37）を再度確認してください。
通信状態については、P.25を参照してくだ
さい。
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切断のしかた 
インターネットブラウザを終了しただけでは、通信回線が切断されない場合があります。以下の操作
で確実に切断してください。ここではWindows XPを例に説明します。

1 タスクトレイのダイヤルアップア
イコンをクリックする
インターネット接続の状態画面が表示されま
す。

2「切断」をクリックする

おしらせ
dパソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場合があります。

ダイヤルアップアイコン
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ATコマンド一覧

FOMA端末から使用できるATコマンド
d ATコマンド一覧では、以下の略を使用しています。
[＆F] ：AT&Fコマンドで設定が初期化されるコマンドです。
[＆W] ：AT&Wコマンドで設定が保存されるコマンドです。ATZコマンドで設定値を呼び戻すこ
とができます。

モデムポートコマンド一覧
FOMA N702iS（モデム）で使用できるコマンドです。

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
A/ 直前に実行したコマンドを

再実行します。またキャ
リッジリターンは不要で
す。

－ A/
OK

AT － 本コマンドの後に本一覧表のコマンドを付
加することで、FOMA端末のモデム機能を制
御することができます。
※ATのみ入力した場合でもOKが応答され
ます。

AT
OK

AT%V FOMA端末のバージョンを
表示します。

－ AT%V
Ver1.00
OK

AT&Cn

[&F] [&W]

DTEへの回路CD信号の動作
条件を選択します。

n=0：CDは常にON
n=1：CDは相手モデムのキャリアに応じ

て変化する（初期値）

AT&C1
OK

AT&Dn

[&F] [&W]

DTEから受け取る回路ER
信号がON ／OFF遷移した
ときの動作を選択します。

n=0：ERの状態を無視する（常にONとみ
なす）

n=1：ERがONからOFFに変わると、オ
ンラインコマンド状態になる

n=2：ERがONからOFFに変わると回線を
切断し、オフラインコマンド状態にな
る（初期値）

AT&D1
OK

AT&En

[&F] [&W]

接続時の速度表示の仕様を
選択します。

n=0：無線区間通信速度を表示する
n=1：DTE シリアル通信速度を表示する

（初期値）

AT&E0
OK

AT&Fn すべてのレジスタを工場出
荷時の設定値に戻します。
通信中に本コマンドが入力
された場合、回線切断処理
を行います。

n=0 のみ指定可能（省略可） （オフラインモード時）
AT&F
OK
AT&F?
ERROR
AT&F＝?
ERROR
（オンラインコマンドモード時）
AT&F
NO CARRIER
（オフラインモードへ移行）

AT&Sn

[&F] [&W]

DTEへ出力するデータセッ
トレディ信号の制御を設定
します。

n=0：DRは常にON（初期値）
n=1：DRは回線接続時（通信呼確立時）に

ON

AT&S0
OK

AT&Wn 現在の設定値を記憶しま
す。

n=0 のみ指定可能（省略可） AT&W0
OK
AT&W
OK
AT&W?
ERROR
AT&W＝?
ERROR
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AT＊DANTE FOMA端末の電波の受信レ
ベルを表示します。

0：FOMA端末の電波の受信レベルが圏外と
表示される状態

1：FOMA端末の電波の受信レベルが0本
または1本の状態

2：FOMA端末の電波の受信レベルが2本の
状態

3：FOMA端末の電波の受信レベルが3本の
状態

AT＊DANTE
＊DANTE:3
OK

AT＊DANTE＝?
＊DANTE:(0-3)
OK

AT＊DGANSM=n パケット着信呼に対する着
信拒否／許可設定のモード
を設定します。本コマンド
による設定は、設定コマン
ド入力後のパケット通信着
信呼に対し有効となりま
す。

n=0：着信拒否設定（AT ＊ DGARL）および着
信許可設定（AT＊DGAPL）を無効にす
る（初期値）

n=1：着信拒否設定を有効にする
n=2：着信許可設定を有効にする
AT＊DGANSM?

：現在の設定値を表示する

AT＊DGANSM=0
OK
AT＊DGANSM?
＊DGANSM:0
OK

AT＊DGAPL=n[,cid] パケット着信呼に対して着
信許可を行うAPNを設定
します。APNの設定は、
+CGDCONT
で定義された<cid> パラ
メータを用います。

n=0：<cid>で定義されたAPNを着信許
可リストに追加する

n=1：<cid>で定義されたAPNを着信許
可リストから削除する

<cid> が省略された場合には、すべてのcid
に適用する

AT＊DGAPL?
：着信許可リストを表示する

AT＊DGAPL =0,1
OK
AT＊DGAPL?
＊DGAPL:1
OK
AT＊DGAPL =1
OK
AT＊DGAPL?
OK

AT＊DGARL=n[,cid] パケット着信呼に対して着
信拒否を行うAPNを設定
します。APN設定は、
+CGDCONT
で定義された<cid> パラ
メータを用います。

n=0  ：<cid>で定義されたAPNを着信拒
否リストに追加する

n=1  ：<cid>で定義されたAPNを着信拒
否リストから削除する

<cid> が省略された場合には、すべてのcid
に適用する

AT＊DGARL?
：着信拒否リストを表示する

AT＊DGARL =0,1
OK
AT＊DGARL?
＊DGARL:1
OK
AT＊DGARL =1
OK
AT＊DGARL?
OK

AT＊DGPIR=n 本コマンドの設定は、パ
ケット通信の発信時、着信
時の通知・非通知設定が有
効となります。
ダイヤルアップネットワー
クでの設定でも、接続先の
番号に186（通知）／184
（非通知）を付けることがで
きます（P.35）。

n=0：APNをそのまま使用する（初期値）
n=1：APNに“184”を付加して使用す

る（常に非通知）
n=2：APNに“186”を付加して使用す

る（常に通知）
AT＊DGPIR?

：現在の設定値を表示する

AT＊DGPIR =0
OK
AT＊DGPIR?
＊DGPIR:0
OK

AT＊DRPW FOMA端末の受信電力指標
値を表示します。

－ AT＊DRPW
＊DRPW:0
OK

AT＊DRPW=?
＊DRPW:(0-75)
OK

AT+CAOC 現在の課金値の問い合わせ
を行います。

－ AT+CAOC
+CAOC:"000014"
OK

AT+CBC FOMA端末の電池残量を表
示します。

リザルト：+CBC:<bcs>,<bcl>
bcs：
0：電池パックから電源が供給されている
1：電池パックから電源が供給されていな

い
2：FOMA端末に電池パックが接続されて

いない
3：電源供給エラーによりFOMA端末から

の発信不可
bcl：
0：電池残量なし、または電池パック未接続
1～100：電池残量あり

AT+CBC 
+CBC:0,70
OK
AT+CBC?
ERROR
AT+CBC=?
+CBC:(0-3),(0-100)
OK

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
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AT+CBST

[&F] [&W]

利用するベアラサービスを
切り替えます。

書式：AT+CBST=<n>,1,0
n=116：64,000 bps(bit transparent)

（初期値）
n=131：32,000 bps (multimedia)
n=134：64,000 bps (multimedia)

AT+CBST=134,1,0
OK
AT+CBST?
+CBST:134,1,0
OK
AT+CBST=?
+CBST:(116,131,
134),(1),(0)
OK

AT+CEER 直前の呼の切断理由を表示
します。

リザルト：+CEER:<report>
report：切断理由一覧（P.59）

AT+CEER
+CEER:36
OK

AT+CGDCONT パケット発信時の接続先
（APN）を設定します。

P.55 P.55

AT+CGEQMIN PPP パケット通信確立時
にネットワーク側から通知
されるQoS（サービス品質）
を許容するかどうかの判定
基準値を登録します。

P.55 P.55

AT+CGEQREQ PPP パケット通信の発信
時にネットワークへ要求す
るQoS（サービス品質）を
設定します。

P.56 P.56

AT+CGMR FOMA端末のバージョンを
表示します。

－ AT+CGMR
12345XXXXXXXXXXX
OK

AT+CGREG=n

[&F] [&W]

ネットワーク登録状態を通
知するかどうかを設定しま
す。
応答される通知により圏内
／圏外を表示します。

n=0：通知なし（初期値）
n=1：通知あり

圏内・圏外が切り替わったときに通
知する

AT+CGREG?
：現在の設定値を表示する

+CGREG：<n>,<stat>
  n ：設定値
  stat：

0：パケット圏外
1：パケット圏内
4：不明
5：パケット圏内

AT+CGREG=1
OK（通知ありに設定）
AT+CGREG?
+CGREG:1,0
OK
AT+CGREG=?
+CGREG:（0,1）
OK
（圏外）

（圏外から圏内に移動
した場合）
+CGREG:1

AT+CGSN FOMA端末の製造番号を表
示します。

－ AT+CGSN
12345XXXXXXXXXXX
OK

AT+CLIP=n

[&F] [&W]

64Kデータ通信の着信時
に、相手の発信番号をパソ
コンに表示できます。

n=0：リザルトを出さない(初期値)
n=1：リザルトを出す

AT+CLIP?
：現在の設定値を表示する

+CLIP:n,m
m=0：発信時に相手に番号を通知しない

NW設定
m=1：発信時に相手に番号を通知するNW

設定
m=2：不明

AT+CLIP=0
OK

AT+CLIP=?
+CLIP:(0,1)
OK

(+CLIP=1設定時に着
信)
RING
+CLIP:
"090XXXXXXXX",177,"
123",136

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
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AT+CLIR=n 64Kデータ通信の発信時
に、電話番号を相手に通知
するかどうかを設定しま
す。

n=0：CLIRサービスの契約に従う
n=1：通話相手に番号発信しない
n=2：通話相手に番号発信する(初期値)

AT+CLIR?
：現在の設定値を表示する

+CLIR:n,m
m=0：CLIRは起動していない（常時通知）
m=1：CLIRは起動している（常時非通知）
m=2：不明
m=3：CLIRテンポラリーモード(非通知デ

フォルト)
m=4：CLIRテンポラリーモード (通知デ

フォルト)

AT+CLIR=0
OK

AT+CLIR?
+CLIR:0,1
OK

AT+CLIR=?
+CLIR:(0-2)
OK

AT+CMEE=n

[&F] [&W]

FOMA端末のエラーレポー
トの有無の設定を行いま
す。

n=0：ERRORリザルトを用いる（初期値）
n=1：+CME ERROR:<err>リザルト

コードを使用し、<err>は数値を用
いる

n=2  ：+CME ERROR:<err>リザルト
コードを使用し、<err>は文字を用
いる

AT+CMEE?：現在の設定値を表示する
右記はFOMA端末や接続に異常がある場
合のコマンドの実行例です。

+CME ERRORリザルトコードは下記の
とおりです。
1：no connection to phone
10：SIM not inserted
15：SIM wrong
16：incorrect password
100：unknown

AT+CMEE=0
OK
AT+CNUM
ERROR
AT+CMEE=1
OK
AT+CNUM
+CME ERROR:10
AT+CMEE=2
OK
AT+CNUM
+CME ERROR:SIM 
not inserted

AT+CNUM FOMA端末の自局番号を表
示します。

リザルト：+CNUM:,<number>,<type>
number：電話番号
type ：129または145
129 ：国際アクセスコード＋を含まない
145 ：国際アクセスコード＋を含む

AT+CNUM
+CNUM:,"+8190XX
XXXXXX",145
OK

AT+COPS 接続する通信事業者を選択
します。

書式：AT+COPS=<mode>,2,<oper>

mode=0：オート（自動的にネットワーク
を検索して通信事業者を切り替
える）

mode=1：マニュアル（<oper>に指定さ
れた通信事業者に接続する）

mode=2：通信事業者との接続を解除（切
断）する

mode=3：マッピングを行わない
mode=4：マニュアルオート（<oper>に

指定された通信事業者に接続で
きなかった場合に「オート」の
処理を行う）

<oper>は国番号（MCC）とネットワーク
番号（MNC）からなる16進数の値で示す。
書式は以下の通り。
Digit 1 of MCC･･･octet 1 bits 1 to 4.
Digit 2 of MCC･･･octet 1 bits 5 to 8.
Digit 3 of MCC･･･octet 2 bits 1 to 4.
Digit 3 of MNC･･･octet 2 bits 5 to 8.
Digit 2 of MNC･･･octet 3 bits 5 to 8.

AT+COPS=0
OK
AT+COPS?
+COPS:0
OK
AT+COPS=?
+COPS:(2,,,"44F00
1"),,(0,1),(2)
OK

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
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AT+CPAS FOMA端末への制御信号が
使用できるかどうかを表示
します。

リザルト：+CPAS:＜pas＞

pas：
0：FOMA端末への制御信号の送受信が可能
1：FOMA端末への制御信号の送受信が不

可能
2：不明(制御信号の送受信は保証されない)
3：FOMA端末への制御信号の送受信が可

能、かつ着信中
4：FOMA端末への制御信号の送受信が可

能、かつ通信中

AT+CPAS
+CPAS:0
OK
AT+CPAS?
ERROR 
AT+CPAS=?
+CPAS:(0-4)

AT+CPIN FOMA端末にPINコードを
入力します。

書式 ：AT+CPIN="<pin>","<newpin>"
本コマンドはAT+CPIN?を入力して
応答されるリザルトコードの状態に
よってFOMA端末のPIN１コード、
PIN2コードおよびPINロック解除
コードを入力するためのコマンドで
す。
画面にてPINコード入力やPINロック
解除コードを要求されている場合で
も、AT+CPIN?入力時のリザルトコー
ドの状態によって本コマンドを利用
してPIN入力ができない場合がありま
す。PINコード変更を目的として本コマ
ンドを使用しないでください。<pin>と
<newpin>は" "で囲んでください。

AT+CPIN?のリザルト
+CPIN：READY：PIN1コード、
PIN2コード、PIN1ロック解除コー
ド、PIN2ロック解除コードが入力
できない状態
+CPIN：SIM PIN：PIN1入力待ち
状態
+CPIN：SIM PIN2：PIN2入力待ち
状態
+CPIN：SIM PUK：PIN1ロック状
態
（PIN1ロック解除コード入力可）
+CPIN：SIM PUK2：PIN2ロック
状態
（PIN2ロック解除コード入力可）
右記はPINコード「1234」、PIN
ロック解除コード
「12345678」の入力例です。

（+CPIN?入力時に、+CPIN:
READYが応答される状態）
AT+CPIN="1234"
ERROR

（+CPIN?入力時に、+CPIN:
READYが応答される状態）
AT+CPIN="12345678",
"1234"
ERROR

（+CPIN?入力時に、+CPIN:
SIM PINが応答される状態）
AT+CPIN="1234"
OK

（+CPIN?入力時に、+CPIN:
SIM PUKが応答される状態
:PIN1ロック状態）
AT+CPIN="12345678",
"1234"
OK

（+CPIN?入力時に、+CPIN:
SIM PUK2が応答される状
態:PIN2ロック状態）
AT+CPIN="12345678",
"1234"
OK

AT+CPIN?
+CPIN:READY

OK

AT+CPIN=?
OK

AT+CR=n

[&F] [&W]

回線接続時にCONNECTの
リザルトコードを表示する
前に、ベアラサービス種別
を表示します。

n=0：表示しない（初期値）
n=1：表示する
<serv>：パケット通信を意味する

“GPRS”のみ表示する
（回線種別により“SYNC”,
“AV32K”,“AV64K”を表示）

AT+CR?
：現在の設定値を表示する

AT+CR =1
OK
ATD＊99＊＊＊1#
+CR ：GPRS
CONNECT

AT+CRC=n

[&F] [&W]

着信時に拡張リザルトコー
ドを使用するかどうかを設
定します。

n=0：+CRINGを使用しない（初期値）
n=1：+CRING.<type>を使用する

+CRINGの書式は以下のとおり
+CRING：SYNC
+CRING：AV64K

：GPRS “PPP”,,,“<APN>”
AT+CRC?

：現在の設定値を表示する

AT+CRC=0
OK
AT+CRC?
+CRC ：0
OK
（PPPoverUD着信時）
+CRING：SYNC
（AV64K着信時）
+CRING：AV64K
（PPPパケット着信時）
+CR I N G：GPR S
“PPP”,,,”
〈APN〉”

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
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AT+CREG=n

[&F] [&W]

圏内・圏外情報の表示に関
するリザルト表示の有無を
設定します。
● OSによっては設定でき
ない場合があります。

n=0：通知なし（初期値）
n=1：通知あり

圏内・圏外が切り替わったときに通
知する

AT+CREG?
：現在の設定値を表示する

+CREG ：<n>,<stat>
   n ：設定値
   stat ：

0 ： 音声圏外
1 ： 音声圏内
4 ： 不明
5 ：音声圏内

AT+CREG=1
OK
（通知ありに設定）

AT+CREG?
+CREG ：1,0
OK
（圏外）
（圏外から圏内に移動
した場合）
+CREG ：1

AT+CUSD

[&F] [&W]

付加サービス等に関し、
ネットワークの設定を変
更、設定内容の問い合わせ
を行います。

書式：AT+CUSD=<n>,"<str>"[,0]

n=0：中間リザルト
<m>[<str>,<dcs>]を送出しな
い（初期値）

n=1：中間リザルト
<m>[<str>,<dcs>]を送出する

中間リザルト：
m=0：設定完了
m=1：ネットワークから情報要求あり。

str ：0～9、#、＊のみ使用可能。
<str>は""で囲む

AT+CUSD=0, 
"xxxxxxxxx"
OK
AT+CUSD=1,"＊148
＊1＊0000#",0
+CUSD:0,"148＊7#",0
OK
AT+CUSD?
+CUSD:0
OK
AT+CUSD =?
+CUSD:(0,1)
OK

AT+FCLASS=n
[&F] [&W]

FOMA端末がサポートする
通信種別を設定します。

n=0：データのみサポート（初期値） AT+FCLASS=0
OK

AT+GCAP FOMA端末のATコマンド
のサポート範囲を表示しま
す。

リザルト：+GCAP:<area>,<area>,<area>
area：
+CGSM ：GSMコマンドの一部またはす

べてがサポートされている
+FCLASS：+FCLASSコマンドがサポー

トされている
+W ：+Wコマンドがサポートされて

いる

AT+GCAP
+GCAP:+CGSM,+F
CLASS,+W

OK

AT+GMI メーカ名（NEC）を表示し
ます。

－ AT+GMI
NEC 
OK

AT+GMM FOMA端末の製品名
（FOMAN702iS）を表示
します。

－ AT+GMM
FOMAN702iS 
OK

AT+GMR FOMA端末のバージョンを
表示します。

－ AT+GMR
Ver1.00 
OK

AT+IFC=n,m

[&F] [&W]

フロー制御方式を選択しま
す。

n ：DCE by DTE
ｍ：DTE by DCE

0：フロー制御なし
1：XON／XOFFフロー制御
2：RS／CS（RTS/CTS）フロー制御

初期値はn,m =2,2
AT+IFC?：現在の設定値を表示する

AT+IFC=2,2
OK

AT+IFC?
+IFC：2,2

OK

AT+IFC=?
+IFC：（0,1,2）,(0,1,2)

OK

AT+WS46=n

[&F] [&W]

FOMA端末の無線通信網を
選択します。

n=22：W- CDMA （Wideband CDMA ）のみ
指定可能（初期値）

AT+WS46=22
OK

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
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AT¥S 現在設定されている各コマ
ンド、S レジスタの内容を
表示します。

－ AT¥S
E1 Q0 V1 X4 &C1
&D2 &S0 &E1 ¥V0
S000=000
S002=043
S003=013
S004=010
S005=008
S006=005
S007=060
S008=003
S010=001
S030=000
S103=001
S104=001
OK

AT¥Vn

[&F] [&W]

接続時の応答コード仕様を
選択します。

n=0：拡張リザルトコードを使用しない
（初期値）

n=1：拡張リザルトコードを使用する

AT¥V0
OK

ATA FOMA端末が着信したモー
ドに従って着信処理を行い
ます。

－ RING
ATA
CONNECT

ATD FOMA端末に対してパラ
メータ、ダイヤルパラメー
タの指定に従って自動発信
処理を行います。

ATD＊99＊＊＊<cid>#　：パケット通信
<cid> 1 ～ 10：＋ CGDCONT 設定した

APNを表す

AT+CBST=116,1,0設定時
ATD<電話番号>　：64K通信

AT+CBST=131,1,0設定時
ATD<電話番号>　：AV32K通信

AT+CBST=134,1,0設定時
ATD<電話番号>　：AV64K通信

<パケット通信>
ATD＊99＊＊＊1#
CONNECT

<64K通信>
AT+CBST=116,1,0
OK
ATD090XXXXXXXX
CONNECT

<AV32K通信>
AT+CBST=131,1,0
OK
ATD090XXXXXXXX
CONNECT

<AV64K通信>
AT+CBST=134,1,0
OK
ATD090XXXXXXXX
CONNECT

ATEn

[&F] [&W]

コマンドモードにおいて
DTEに対するエコーバック
の有無を指定します。

n=0  ：エコーバックなし
n=1  ：エコーバックあり（初期値）

ATE1
OK

ATHn FOMA端末に対してオン
フック動作を行います。

n=0  ：回線を切断する（省略可） （パケット通信中）
+++
OK
ATH
NO CARRIER

ATIn 認識コードを表示します。 n=0：「NTT DoCoMo」を表示する
n=1：製品名を表示する（+GMMと同じ）
n=2：FOMA端末のバージョンを表示す

る（+GMRと同じ）
n= 3：ACMP信号の各要素を表示する
n= 4：FOMA端末の有する通信機能の詳

細を表示する

ATI0
NTT DoCoMo
OK 
ATI1
FOMAN702iS 
OK

ATOn 通信中にオンラインコマン
ドモードから、オンライン
データモードに戻ります。

n=0：オンラインコマンドモードからオン
ラインデータモードに戻す（省略可）

ATO
CONNECT

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
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ATQn

[&F] [&W]

DTEへのリザルトコードを
表示するかどうか設定しま
す。

n=0  ：リザルトコードを表示する（初期値）
n=1  ：リザルトコードを表示しない

ATQ0 
OK 
ATQ1 
（このとき、OKは応答
されません）

ATS0=n

[&F] [&W]

FOMA端末が自動着信する
までの呼び出し回数を設定
します。

n=0  ：自動着信しない（初期値）
n=1- 255：指定したリング回数で自動着

信する
ATS0?：現在の設定値を表示する

ATS0=0
OK
ATS0?
000
OK

ATS2=n

[&F]

エスケープキャラクタの設
定を行います。

n=43 ：初期値
n=127：エスケープ処理は無効
ATS2? ：現在の設定値を表示する

ATS2=43
OK 
ATS2?
043
OK

ATS3=n

[&F]

キャリッジリターン（CR）
キャラクタの設定を行いま
す。

n=13 ：初期値（n=13のみ指定可）
ATS3? ：現在の設定値を表示する

ATS3=13
OK
ATS3?
013
OK

ATS4=n

[&F]

ラインフィード（LF）キャ
ラクタの設定を行います。

n=10 ：初期値（n=10のみ指定可）
ATS4? ：現在の設定値を表示する

ATS4=10
OK
ATS4?
010
OK

ATS5=n

[&F]

バックスペース（BS）キャ
ラクタの設定を行います。

n=8  ：初期値（n=8のみ指定可）
ATS5? ：現在の設定値を表示する

ATS5=8
OK
ATS5?
008
OK

ATS6=n

[&F]

ダイヤルするまでのポーズ
時間（秒）を設定します。

本コマンドは設定できますが、動作はいたし
ません。

ATS6=5
OK
ATS6?
005
OK
ATS6＝?
ERROR

ATS8=n

[&F]

カンマダイヤルによるポー
ズ時間（秒）を設定します。

本コマンドは設定できますが、動作はいたし
ません。

ATS8=3
OK
ATS8?
003
OK
ATS8＝?
ERROR

ATS10=n

[&F][&W]

自動切断遅延時間設定
（1/10秒）

本コマンドは設定できますが、動作はいたし
ません。

ATS10=1
OK
ATS10?
001
OK
ATS10＝?
ERROR

ATS30=n

[&F]

ユーザデータの送受信がな
い場合、この時間で切断し
ます。

n=0：不活動タイマオフ(初期値)
n=0 ～255
nは分単位で設定します。

ATS30=0
OK

ATS30?
000
OK

ATS30=?
ERROR

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
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ATS103=n

[&F]

着サブアドレスキャラクタ
を設定します。

n=0：＊
n=1：/（初期値）
n=2：￥（￥マークあるいはバックスラッ

シュ）

ATS103=0
OK

ATS103?
000
OK

ATS103=?
ERROR

ATS104=n

[&F]

発サブアドレスキャラクタ
を設定します。

n=0：#
n=1：%（初期値）
n=2：&

ATS104=0
OK

ATS104?
000
OK

ATS104=?
ERROR

ATVn

[&F] [&W]

すべてのリザルトコードを
数字表記または英文字表記
に設定します。

n=0：リザルトコードを数値で返送する
n=1：リザルトコードを文字で返送する

（初期値）

ATV1 
OK

ATXn

[&F] [&W]

接続時のCONNECT表示に
速度表示の有無を設定しま
す。
また、ビジートーン、ダイ
ヤルトーンの検出を行いま
す。

n=0：ダイヤルトーン検出なし、ビジー
トーン検出なし、速度表示なし

n=1：ダイヤルトーン検出なし、ビジー
トーン検出なし、速度表示あり

n=2：ダイヤルトーン検出あり、ビジー
トーン検出なし、速度表示あり

n=3：ダイヤルトーン検出なし、ビジー
トーン検出あり、速度表示あり

n=4：ダイヤルトーン検出あり、ビジー
トーン検出あり、速度表示あり
（初期値）

ATX1 
OK

ATZ 設定を不揮発メモリの内容
にリセットします。
通信中に本コマンドが入力
された場合、回線切断処理
を行います。

－ （オンラインコマンド
モード時）
ATZ
NO CARRIER
（オフラインコマンド
モード時）
ATZ 
OK

+++ オンラインデータモードの
とき、エスケープシーケン
スが実行されると回線を切
断することなくオンライン
コマンド状態に移ります。

－ （オンラインデータモード）
+++（表示は見えない）
OK

ATコマンド 概要 パラメータ/説明 コマンド実行例
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d ATコマンドの補足説明
■動作しないコマンド
以下のコマンドは、エラーにはなりませんがコマンドの動作はしません。
・ATT（トーン設定）
・ATP（パルス設定）

■コマンド名：+CGDCONT
・概要
パケット発信時の接続先（APN）の設定を行います。
本コマンドは設定コマンドですが、&Wにより書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。&F、Zによるリ
セットも行われません。

・書式
+CGDCONT=[ <cid>[ ,"PPP"[ ,"<APN>"] ] ]

・パラメータ説明
パケット発信時の接続先（APN）を設定します。設定例は以下のコマンド実行例を参照してください。
<cid>※： 1～10
<APN>※： 任意
※：<cid> は、FOMA端末内に登録するパケット通信での接続先（APN）を管理する番号です。FOMA端末で

は1～10が登録できます。<cid>=1にはmopera.ne.jpが、<cid>=3にはmopera.netが初期値として登
録されていますので、cidは2または4～10に設定します。
<APN>は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。

・パラメータを省略した場合の動作
+CGDCONT=：すべての<cid>に対し初期値を設定します。
+CGDCONT=<cid>：指定された<cid>を初期値に設定します。
+CGDCONT=?：設定可能な値のリスト値を表示します。
+CGDCONT?：現在の設定を表示します。

・コマンド実行例
abcというAPN名を登録する場合のコマンド（cidが2の場合）
AT+CGDCONT=2,"PPP","abc"
OK
■コマンド名：+CGEQMIN=[パラメータ]
・概要
PPPパケット通信確立時にネットワーク側から通知されるQoS（サービス品質）を許容するかどうかの判定基準
値を登録します。
設定パターンは、以下のコマンド実行例に記載されている4パターンが設定できます。
本コマンドは設定コマンドですが、&Wにより書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。&F、Zによるリ
セットも行われません。

・書式
+CGEQMIN=[<cid>[ ,,<Maximum bitrate UL>[ ,<Maximum bitrate DL>] ] ]

・パラメータ説明
<cid>※　： 1～10
<Maximum bitrate UL>※： なし（初期値）または64
<Maximum bitrate DL>※： なし（初期値）または384
※：<cid> は、FOMA端末内に登録するパケット通信での接続先（APN）を管理する番号です。FOMA端末で

は1～10が登録できます。<cid>=1にはmopera.ne.jpが、<cid>=3にはmopera.netが初期値として登
録されていますので、cidは2または4～10に設定します。<Maximum bitrate UL>および<Maximum
bitrate DL>は、FOMA端末と基地局間の上りおよび下り最低通信速度[kbps]の設定です。なし（初期値）
の場合はすべての速度を許容しますが、64および384を設定した場合はこれらの値以外での速度の接続は
許容しないため、パケット通信がつながらない場合がありますのでご注意ください。

・パラメータを省略した場合の動作
+CGEQMIN= ：すべての<cid>に対し初期値を設定します。
+CGEQMIN=<cid>：指定された<cid>を初期値に設定します。
+CGEQMIN=?：設定可能な値のリスト値を表示します。
+CGEQMIN?：現在の設定を表示します。
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・コマンド実行例
以下の4パターンのみ設定できます。（1）の設定が各cidに初期値として設定されています。
(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド（cidが2の場合）

AT+CGEQMIN=2
OK

(2) 上り64kbps/下り384kbpsの速度のみ許容する場合のコマンド（cidが4の場合）
AT+CGEQMIN=4,,64,384
OK

(3) 上り64kbps/下りはすべての速度を許容する場合のコマンド（cidが5の場合）
AT+CGEQMIN=5,,64
OK

(4) 上りすべての速度/下り384kbpsの速度のみ許容する場合のコマンド（cidが6の場合）
AT+CGEQMIN=6,,,384
OK

■コマンド名：+CGEQREQ=[パラメータ]
・概要
PPPパケット通信の発信時にネットワークへ要求するQoS（サービス品質）を設定します。
設定は以下のコマンド実行例に記載されている1パターンのみで初期値としても設定されています。
本コマンドは設定コマンドですが、&Wにより書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。&F、Zによるリ
セットも行われません。

・書式
+CGEQREQ=[<cid>]

・パラメータ説明
<cid>※：1～10
※：<cid> は、FOMA端末内に登録するパケット通信での接続先（APN）を管理する番号です。FOMA端末で

は1～10が登録できます。
<cid>=1にはmopera.ne.jpが、<cid>=3にはmopera.netが初期値として登録されていますので、cidは
2または4～10に設定します。

・パラメータを省略した場合の動作
+CGEQREQ=：すべての<cid>に対し初期値を設定します。
+CGEQREQ=<cid>：指定された<cid>を初期値に設定します。
+CGEQREQ=?：設定可能な値のリスト値を表示します。
+CGEQREQ?：現在の設定を表示します。

・コマンド実行例
以下の1パターンのみ設定できます。各cidに初期値として設定されています。
上り64kbps/下り384kbpsの速度で接続を要求する場合のコマンド（cidが2の場合）
AT+CGEQREQ=2
OK
モデムポートコマンドの設定値の保存について
AT＋CGDCONTコマンドによる接続先（APN）設定（P.33）、AT+CGEQMIN／AT＋CGEQREQコマンドに
よるQoS設定、AT＊DGAPL／AT＊DGARL／AT＊DGANSMコマンドによる着信許可・拒否設定およびAT＊
DGPIRコマンドによるパケット通信の番号通知／非通知の設定を除き、ATコマンドによる設定は、FOMA端末の
電源OFF／ON時に初期化されてしまいますので、ご注意ください。なお、［&W］がついているコマンドについて
は、設定後に
　　　　AT&W 
と入力することにより保存できます。このとき、［&W］がついているほかの設定値も同時に保存されます。これら
の値は、電源OFF／ON後であっても、
　　　　ATZ 
と入力することにより、設定値を呼び戻すことができます。
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リザルトコード
■データ通信に関するリザルトコード

■拡張リザルトコード
･ &E0の時

･ &E1の時

数字表示 文字表示 意　味

0 OK 正常に実行しました。

1 CONNECT 相手と接続しました。

2 RING 着信が来ています。

3 NO CARRIER 回線が切断されました。

4 ERROR コマンドを受け付けることができません。

6 NO DIALTONE ダイヤルトーンの検出ができません。

7 BUSY 話中音検出中です。

8 NO ANSWER 接続完了タイムアウト。

100 RESTRICTION ネットワークが規制中です。

101 DELAYED リダイヤル発信規制中です。

数字表示 文字表示 意　味

121 CONNECT 32000 FOMA端末－基地局間速度32,000bpsで接続しました。

122 CONNECT 64000 FOMA端末－基地局間速度64,000bpsで接続しました。

125 CONNECT 384000 FOMA端末－基地局間速度384,000bpsで接続しました。

数字表示 文字表示 意　味

5 CONNECT 1200 FOMA端末－PC間速度1,200bpsで接続しました。

10 CONNECT 2400 FOMA端末－PC間速度2,400bpsで接続しました。

11 CONNECT 4800 FOMA端末－PC間速度4,800bpsで接続しました。

13 CONNECT 7200 FOMA端末－PC間速度7,200bpsで接続しました。

12 CONNECT 9600 FOMA端末－PC間速度9,600bpsで接続しました。

15 CONNECT 14400 FOMA端末－PC間速度14,400bpsで接続しました。

16 CONNECT 19200 FOMA端末－PC間速度19,200bpsで接続しました。

17 CONNECT 38400 FOMA端末－PC間速度38,400bpsで接続しました。

18 CONNECT 57600 FOMA端末－PC間速度57,600bpsで接続しました。

19 CONNECT 115200 FOMA端末－PC間速度115,200bpsで接続しました。

20 CONNECT 230400 FOMA端末－PC間速度230,400bpsで接続しました。

21 CONNECT 460800 FOMA端末－PC間速度460,800bpsで接続しました。
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■通信プロトコルリザルトコード

リザルトコードの表示例
■ATX0が設定されている場合
AT¥Vnコマンド（P.52）の設定に関係なく接続完了の際にCONNECTのみの表示となります。

文字表示例： ATD＊99＊＊＊1#
CONNECT

数字表示例： ATD＊99＊＊＊1#
1

■ATX1が設定されている場合
・ATX1、AT¥V0が設定されている場合（初期値）
接続完了のときに、CONNECT <FOMA端末－PC間の速度>の書式で表示します。

文字表示例： ATD＊99＊＊＊1#
CONNECT 460800

数字表示例： ATD＊99＊＊＊1#
1　21

・ATX1、AT¥V1が設定されている場合※
接続完了のときに、以下の書式で表示します。
CONNECT <FOMA端末－PC間の速度> PACKET <接続先APN> / <上り方向（FOMA端末→無線基地局間）
の最高速度> / <下り方向（FOMA端末←無線基地局間）の最高速度>
以下の例は、mopera.ne.jpに、送信最大64kbps、受信最大384kbpsで接続したことを表します。

文字表示例： ATD＊99＊＊＊1#
CONNECT 460800 PACKET mopera.ne.jp /64/384

数字表示例： ATD＊99＊＊＊1#
1 　21　 5

※：ATX1、AT¥V1を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続が正しく行えない場合があります。AT¥V0だ
けでのご利用をおすすめします。

数字表示 文字表示 意　味

1 PPPoverUD PPPoverUDで接続（BC=UDI、+CBST=116,1,0）

2 AV32K AV（テレビ電話）[32K]で接続

3 AV64K AV（テレビ電話）[64K]で接続

5 PACKET パケットで接続

おしらせ
d ATVnコマンド（P.54）がn=1に設定されている場合には文字表示形式（初期値）、n=0に設定されている
場合には数字表示形式でリザルトコードが表示されます。

d従来の RS-232C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますが、FOMA端末－PC間は
FOMA USB接続ケーブル（別売）で接続されているため、実際の接続速度と異なります。

d ｢RESTRICTION」（数字表示：100）が表示された場合には、通信ネットワークが混雑しています。しばらく
してから接続し直してください。
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切断理由一覧
リクエストの内容に関する切断理由は、以下のとおりです。
■パケット通信

■64Kデータ通信

値 理　由

26
27

APNが存在しないか、もしくは正しくありません。

30 ネットワークより切断されました。

33 要求したサービスオプションは申し込まれていません。

36 正常に切断されました。

値 理　由

1 指定した番号は存在しません。

16 正常に切断されました。

17 相手側が通信中のため、通信ができません。

18 発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。

19 相手側が呼出中のため通信ができません。

21 相手側が通信を拒否しました。

63 ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではありません。

65 提供されていない伝達能力を指定しました。

88 端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。
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